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は じ め に

古墳時代研究における関束地方や九州は
､
倭王権中枢か ら見た ｢周辺地域+ で あり､ ま

た畿内の 古墳文化が波及 ･ 伝播する受動的な地域と して位置づ けられてきた｡ これは ､ 倭

国の 国家形成期を王権に よる地方首長 の 統制 ･ 統合とい う視点か ら解明 してき た古墳時代

研究 の方法によ るとこ ろが大き い
｡ また､ 古墳とい う首長 の 墓 を指模とする研究は ､ 必然

的に政治史中心に なり ､ 社会史 ･ 文化史は第2 義的な立場 にあ っ たと い わざる を得ない ｡

近年 ､ 急増した発掘調査資料によ っ て ､ 古墳時代にお ける列島の 多様性があき らかにな

る に つ れ ､ 各地の 風土に根ざした特性が見直され ようと しているQ それ は ､ 歴史の表層で

変遷する事象とは別 に ､ 時代を越えて人 々 をとり囲む環境との 関わりか ら形成されたも の

とい えようo

地域区分は時代に よ っ て様々 で あり､ 政拍的 な線引き ､ ある い は中央か ら見た静聴に よ

っ て 変動して い る ｡ しか し､ それ以前に 地理的環境の諸条件に よ っ て自ら規定された境域

が存在し､ 必ずしも行改区分とは
- 致して い ない o 地域とは ､ それ自体がひ と つ の歴史世

界を形成 して い る領域で ある｡
い ま ､ 古墳時代の 東国や 九州を国家形成史から切り離して

見て み ると
､

王権中枢部の能動的な動き に対 して停滞 して い るか の ように見 えるそれ らの

地域がそれぞれ 固有の 文化をも つ ､ 畿内に比肩する地位に並ぶ こ とさえ考えられるo

関東地方 に視点を置い て弥生時代後期から古墳時代 の 事象を見ると
､ 銅鐸分布 圏外 の こ

の 地に弥生後期 の 小銅鐸 が分布す る こと ､ 方形周溝基の 波及後も再葬基の伝統を引く壷棺

を用 い て い る こ と
､

大型 前方後円墳の確立期で ある古墳前期に大型前方後方墳が集中する

こ と
､ 中期 の 滑石 製祭紀具 の 大量製作と盛行 ､ 前方後円墳終息期 に入 る後期の 大型前方後

円墳の 隆盛 など
､ 倭 王権の本拠地 を中心 とする西日本とは大きく異なる事象が あげられる o

これらは ､ 関東地方が 早く か ら倭王権の 影響を受け､ 軍事 的 ･ 政治的基塊 と して重要な

位置を占めたこ と とは相反する と い えようo それ らを理解するた めに は ､ もう
一

歩こ の 地

に踏み込ん で ､ そ れらが 地域に 内在する 日常的な結び つ きによ っ て発生 して い る側面を抽

出する こ とが必要 になる ｡ 畿内文化 の 東漸と いう文化伝播の みで は訊明で きな い こ とに突

き当たる の である o

-

見脈絡の ない個々 の 事象が社会の より深層に息づく地縁的結合によ

っ て 裏付 けられる可能性に注目 したい o

表題に掲げた東 国 の概念 ､ 範囲は 時代に よ っ て様々 で あるが
､ 古墳時代 の東日本世界の

表徴と して 用い て い る ｡ こ こ で は
､

弥生時代後期か ら古墳時代を通 じて療按な交流が見ら

れ る天 竜川流域 ･ 碓氷坂 ( 峠) 以東､ 常陸以南を古墳時代の東国の 主要範囲と して扱い ､

なかでも独特 の ま とまりを示す関東地方を主な分析の対象と した｡ 分析にあた っ て は ､ 特

に海道と水運 によ っ て結ばれた東京湾沿岸の 練武地域と利根川 ･ 鬼怒川 ･ 小 見川下流域に

広が る常総地域の 地域的特性を対比 して論を進 めたい
｡

房総と い う地域をフ ィ
ー

ル ドに発摘調査 ､ 遺跡の分布調査に携わ っ てきた
-

人と して ､

調査 の成果 を糧に それ らを生かす方向性を求めて ､ 地域か ら発信する古墳時代像を描い て

み たい ｡

･
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序章 地域的特性と分析視角

第 1 節 東 国水域圏 の 原 風景

水域圏 をめぐる古墳時代 の 分析 に向けて

国土 の 4 分の 3 が山地で ある列 島では ､ 海路 ･ 水運が陸路以上に重要な歴史 の 道を形成

して い る｡ 弥生文化 ･ 古墳文化 の 東進 ･ 交流の ル ー トは海路抜きに は考えられな い と い え

よう｡ 特に 大和を起点とす る伊勢湾沿岸の 交通路か ら東国 - の海路は
､ 倭王権の 東進路と

して考古学 ･ 文献双方 の 資料か ら検討 されてきた ｡ また ､ 沿線に は河川 に よ っ て 分割され

た数多く の 小地域が存在 し､ 波及 した新たな文化 はそれ ぞれ の 地域で 受容され 同化して多

様性 を生み 出した こ とは ､ 東国 - の 海路を考える上 で欠く こ との でき な い視点で ある ｡

東国の概念 ､ 範囲は時代 に よ っ て異なり､ 古代 以前に 限 っ ても大化の 東国等国司派遣は

信濃 ･ 遠江以東を対象 と し､
壬 申 の乱 で大海人皇子 が兵 を動員 した東国は ｢ 三 関+ ( 伊勢

鈴鹿 ･ 美濃不破 ･ 越前愛発) 以東を指 して い るo さらに
､

万葉集の 東歌や東 国防人の 歌に

み え る範囲は ､ 信濃 ･ 遠江か ら陸奥を含む ｡ 先に 示 した ように ､
こ こ で は天竜川流域 ･ 碓

氷坂以東 ､ 常陸以南を古墳時代 の 東国 の 主要範囲と して 扱うこ と に したい
｡

これは
､

霊峰

富士 山と筑波山を望む
､ 束海道駿河湾以東 の 緩や か なま とま りと交流を椎持 した 地域 で あ

ると想定される｡ そ の 東限に位置する常緑地域は ､ 東海 道 の 果 つ る所に あるとい えよう｡

列 島を象徴する 山と して古来聖 山とされてきた富士 山は
､ 南西は和歌山県那智勝浦町 の

妙法山､ 南は八 丈島､ 束は銚 子市犬吠埼 ､ 北東は 福島県岩代町 の 日山から遠望する こ とが

可 能で ､ そ の 可視範囲は約 6 0 0k m にわた る｡ 東海道は ､ 日常的に富士 山を望む こ との で

き る広域な交通路で あり
､

弥生文化 の 東漸以来､
こ の道 を通 っ て東西の 文物 が盛ん に行き

交う ように なるo 特に ､ 天竜川以東 の 駿河湾､ 相模湾､ 三浦半島を経て東京湾東岸に至 る

海道は ､ 弥生時代中期か ら後期 に か けて ､ 交流圏と し て緩やか なま とま り を形成 し始 め る｡

こ の海道 の 果 つ る とこ ろ､ 東京湾東岸は東漸する あらゆる文物の 上陸地点で あり ､ 西 に 向

か っ て 開か れた地域で あ っ た ｡

- 方
､ 筑波山を望む鬼怒川 ･ 利根川下流域は ､ か つ て広大な内海 (香取海) を挟んで東

海道経由の 弥生文化と対峠 し
､ 独自の伝統 を維持 して い た｡ こ の 均衡が破られ る の は

､ 古

墳時代に な っ て東北 - 向かう倭王権の 強 い影響力 が波及 した時 で あ っ た｡
こ の 地域は ､ よ

うやく遠江以東を緩やか に結ぶ 交流圏 に入 る こ とに なる o しか し ､ そ の 後も独自性 を発 揮

して ､ 東京湾沿岸とは別 の 古墳文化を形成して い る o

東京湾東岸か ら鬼怒川 ･ 利根川下流域にわたる地域は ､ 東海道の 東限として 必然的 に束

北 - の 玄関とな っ 卑｡ 特に後期以降は ､ 倭王権の 軍事的 . 経済的基盤と して の 重要性が 大

きく なるが ､ 王権の傘下に あ っ て もなお 独自の 地域色 を発現するき わめ て統制 の 難し い 地

域で ある こ とに根元 的な要因が ある の で はない か と思われ る｡

こ の ような地域的特性は どの ように して形成された の か ｡ まず ､ 当時 の 地理的環境を概

観する こ とに したい ｡
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囲 1 宮 i:

l

山 の 可視 圏

A 妙 法 寺 ( 那智勝 浦) B 八 丈 島 C 犬 吠埼 ( 銚子 市) D 槍 山 ( 岩代 町)
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2 関東平野 の 地形と水脈

関東地方は ､ 周囲を山脈と丘陵地帯に 囲まれた巨大な 1 つ の盆地で あり､ 北側に は阿武

隈山脈 - 筑波山､ 西 - 足尾 山脈 - 関東山地 ( 丹沢山系 ･ 秩父 山系 ､ 最帯度は2
,
4 8 3 m の 甲

武信岳) ,
さらに北方 には標高2

,
0 0 0 m 級の 三国山脈 ･ 越後山脈 ･ 帝釈山脈 ( 南に浅間山

･ 草津白根 ･ 男体山 ･ 那須などの 火山地帯) が林立する o

- 方 ､ 南側は 三浦半島 ･ 房総半

島の 丘陵山地が連なり ､ 東端は銚子岬に至 る｡

これ らの 山地 の 麓に関東 ロ
ー ム 層の 丘 陵や台地が つ ながり ､ 中央部に向か っ て低くな っ

て ､ 利根川 ･ 荒川 に よ っ て形成された沖積平野 に埋もれ る ｡ 埼玉 県北葛飾郡栗橋
･

幸手市

周辺 が盆地 の底辺 にあたり ､ か つ て利根川 ･ 渡良瀬川 ･ 先川 ･ 綾瀬川が集流し ､ 縦横に乱

流 した｡ これをさらに巨視的 な水域に広げて み ると､ 利根川流域圏と 2 つ の内海を囲む地

域と して 見る こ とがで きる ｡ 2 つ の 内海とは ､ 古利根川が注 ぐ現在の 束京湾
( 1 ) と鬼怒川

･ 小見川 の 注ぐ香取海 (現在の利根川河 口域か ら手賀沼 ･ 印勝沼 ･ 霞ヶ 滞 ･ 北浦と周辺 の

湖 沼群) で ある｡

巨大な盆地で ある関東平野 の 底辺部は ､ 約 4 千年前に は標高1 0 m 付近 まで海中に あり ､

利根川 ･ 渡瀬川流域では南埼玉郡白岡か ら茨城県古河市の 渡良瀬川遊水地､ 策川(現 ･ 元)

流域で は上尾市周辺 か ら蓮田市 ( 黒浜貝塚) まで の 低地が入り海で あ っ た｡
こ の 入り海は

弥生時代 の 後期 ごろから陸化するが ､ 徳川氏 の 入部以前まで 河川が乱流 し､ 湖沼が広が っ

て い た｡ これらの 大河川群が 流れ込む東京湾は ､ 房総と武蔵 ･ 相模に囲まれた広大な内海

と して太平洋に開き ､
水上交通 の 要衝であるとともに房総 と相武 を画す水域と なるo 近代

に 至 るまで総称は なく ､ 近世で は相模 ･ 武蔵 ･ 上総の ｢ 内海+ と記されて い る ようで ある

が海域全体を指す名称は なく ､ 近代に 入 っ て 東京湾と命名 された …
｡ こ こ で は ､ 地理 的

な名称と しては東京湾を用 い
､ 下記 の常総の 内海に対比 する場合は練武 の 内海と した い o

一 方 ､ 茨城県猿島郡五箇村以東 (図 2
-

A) ,
は ､

1 7 世紀半 ば(1 6 5 4 年 ､ 永応 3 年) に利根川
ながれ え

水系が通水する以前は湖 沼と湿地帯 の連続する地域で ､ 漠然と ｢ 常陸川+ ､
ある い は ｢ 流江+

などど呼ばれて いた (『利根滑水論考』 に よれ ば､ 正保図 (1 6 4 4 年作成) に常陸州 の名 が

あり ､ 中利根 ･ 下利根を指すと いう) ｡ その 水源 を辿れ ば､ 鬼怒川 (衣河 ､ 毛野河) ､ 小

早川 に至り
､
1 2 世紀初め の 『今昔物語』に ｢衣河 の尻やがて海の 如し+ とい われた ように ､

そ の全体像は多数の湖沼群とそ れを結ぶ水流が連な っ た広大な内海で あ っ た｡ 東京湾と 同

様 ､ 縄文時代か ら古代の海進期には ､ 太平洋 の入り江が ､ 現在の 1 0 m 等高線付近まで深く

入り込んで いたと推定されて い る o

吉田東伍の 『利根治水論考』 に附され た衣河流海､ 刀禰古代水脈想定図は ､ 江戸 の治水

以前 の 水脈図をもとに ､ 旧河道の 知見を加 え
､ 常陸国風 土記 ､ 万葉集､ 将門記 ､ 今昔物語

など の記載をもとに図化 したこ とがうか がえる ｡ 2 つ の 図には不整合な箇所があり ､ 縮尺

も判然としない が ､ 合成 してみた ( 図 2 ) ｡
こ れに よる と､ 北浦 (鹿島流海) ､ 霞 ケ 浦 (香

澄流海) ､ 現利根川下流域 (榎浦 ･ 香取浦 ･

浪逆海 ･ 海上潟) ･ 印藤沼 (印勝浦) ･ 手賀沼

･

( 手 下海) は 一

連
_
n 内海で ､ 小貝川 ( 子飼川) ･ 鬼怒川 ( 毛野川) ･ 常陸川 (広)”) が流

れ込 んで い るo こ の 常総の 内海には総称が ない ため ､ 以下に示す古代 ･ 中世 の 歌学書で常

総 の 海 ､ 浦に比 定された ｢香取海+ を常総の 内海全体の名称 と して用い る こ とに した い ｡
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こ の 2 つ の 内海 に連なる水脈に よ っ て結ばれた歴史地理 的環境を古代以前 の 関東地域分

析 の視座に したい と考えて い る｡ 次に
､

近世以降 の 治水事業等に よ っ て 全く 姿を変えて い

る常総 の 水域に つ い て古代 ･ 中世 の記録に往時の 姿を瞥見した い o

常総 の 水域圏

( 1 ) ｢ 香取海+ の 由来

まず ､
万葉集お よびそ の 注釈書にみ える香取浦､ 香取海に つ い て ､

巻7 の ｢ 何処に か舟乗 り しけむ 高島の 香取 の 浦ゆ漕ぎ出来 る船+

歌で ある こ と
､

また ､ 巻1 1 の ｢ 大船の 香取 の海に雇 おろ し
･ ･ I

+

表に 示 した ( 表 1) ｡

は ､
前 の 歌が近江国 の

は柿本人麻呂 の歌で あ

る こ とか ら､
｢香取 の 浦+ ｢ 香取 の 海+ は琵琶湖 の 高島周辺 の 地名 と考えられ て い る｡ と

こ ろが ､ 平安時代後期 の 『五大集歌枕』 では ､
こ の 2 首を引い て ｢香取 の海､ 浦+ を常給

の 海 ､ 浦に比 定 して い る｡ 鎌倉時代 の 歌学書『八雲御抄』 で は ､ さらに 具体的に上記 の ｢ 香

取 の 浦+ に下総 ､
｢ 香取 の海+ に常陸香取 の 注釈を つ けて い る｡ こ の 注釈は お そ らく誤認

が そ の まま受け継が れたも の とみ られるが ､ 平安時代に は ｢常総 の香取海+ が 中央 の 歌人

にも知られて い た こ とを重視したい
o

( 2 ) 古代の 香取海

｢記紀+ には香取海に 関する記事は ほとん どなく ､ わずか に 『日本書紀』 巻七
､ 景行天
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表 1 歌 集 お よ び 注釈 轟 に み え る r 香 取 海 +

年代 文 献 名 巻 表 記 史 料 詠 み 人 ･ 著者

771 万 葉集
巻7 椎歌

(1 1 7 2)
香取 の浦 何処に か 舟乗り しけむ高島の香 取の 浦ゆ漕 ぎ出来る 船

771 万 葉集 巻11 (2 4 3 6) 香取 の 海
大船の 香取の 梅 に碇 お ろ し如何 な る 人か物 思わ ぎら む( 中略)

以前の 一 首四十 九首は
､ 柿本人麿の 歌集に 出づ

柿 本人聴呂

116 5 五 大集歌 枕 巻下 - 七 梅
か とり の

うみ
かとりのうみ 常 陸 カ ト1) ノ 浦 ､ 在二下絵国 _ 欺Q 藤原範兼

11 6 5 五 大 集歌 枕 巻下 一 九 浦 香取
-

カ トリ 在二常･)叶･ _ . 欺 o 高 島､ 香取
-

､ 江川湖 欺Q 藤原範 兼

12 3 5

や くt . J ＋
1

一
上

I
1

1

八雲 御抄 巻五 名所部 か と りの 四十六浦の 項 下総 かとりの(万 , たか しま の
､) 順徳院

123 5 八 雲御抄 巻五 名所郎 かと りの 四十七梅の項 常( 常 陸) 香取 か とりの( 万
､ 大 ふ ね

,) 順徳院

124 5

A (:

壬 二 集 舞二 帖 純
一

五 香取の 沖
今 日の 日は 幣( ぬ さ) よ くま つ れ船 人の 香取 の沖 に

風向か うなり
藤原家随

131 8 続千範和歌 集 巻 第三 夏歌 香取 の 浦
建保四年百首歌奉り ける と き 前中納言定家 的中納 言

夏衣香取の 浦の う たた ね に彼の 寄 る寄る かよ う秋風 ( 藤環) 完 家

143 9 新続古今和歌集
巻第十七

雑歌 上
香取の浦

応永十 一 年内轟に て 人入港 をさ ぐりて 三 十首耽つ こうま
‾
っ り

ける 時(中略) お なじ心 を 源安雄朝臣 ･

袖せ ばき香取 の 浦の あ ま衣や どる程 なく月ぞあけ行く

源資雅朝臣

ウツリテ ミ フ ネ

皇( 四十年庚成) に ｢ -
･

日本武尊則従 ニ 上総 一 緒 入 土陸奥
ノ

囲
ニ

ー

. 時
ニ

大鏡
ヲ

懸 テ
ニ 於 王船

こ

_

o 従 ニ遍臥遍
'

ニ於蛋蒲-
_

o 横
-

渡
テ

= 玉
ノ

浦
ヲ

_ 至 ニ巌貰纂-
_

o

･ ･
I

+ と い うヤ マ トタ ケ ル の

東征伝永がみ えるo こ れに よ っ て 上総か ら陸奥 国 - は海路で進 ん だ こ と がわ か る o
｢ 紀+

に見える巡 路の記載で は ､ 船で進 み ､ 所 々 で上陸 して そ の 土地 の 言 向けを行 っ て い る ｡ 葦

浦は香取海南部 ( 図 2
-

B) に 比 定され ､
玉浦は北岸の 玉 造か ら玉 里 辺 り ( 図 2 - C) と考え

られ ､ 当時 の香取海航路を知 る記載と い え よう｡ 以下 に香取海を舞台に した資料をあげるo

①万葉集にお さめられた香取海 とそ の 周辺 を詠んだ歌

万葉集に は前掲の 2 首 の ほか に香取海とそ の周辺 の 情景 を詠ん だ数首の 歌が あ る (番号

は 国歌 大 観に よ る) Q

まず ､ 万葉集巻第9 に載る筑波山に登 る歌 ( 1 7 5 7) に

｢ 草枕旅 の 憂 - を 慰もる 事 もあるか と 筑波嶺に 登り て見れば 尾花ち る 節付 の
あ ふ み

田居に 雁が ねも 寒く来鳴きぬ 新治 の 鳥羽 の淡海も 秋風 に 白波立ちぬ 筑波嶺

の よけく を見れば 長けき に 恩 ひ積み来し
､ 憂 い は息みぬ+ が ある ｡ 鳥羽 の 淡海 と詠

われた の は ､ 真壁郡明野町 の 旧鳥羽村､ 下妻市の 旧騰波ノ江村周辺 と考えられ ( 図 2
- D) ､

筑波山西麓に湖 が広が っ て い たこ とがう かがえる ｡ これ に霞 ヶ浦をあて る説が あり ､
いず

れ に しても筑波山から広大な内海 を臨む情景が詠われて い ると い え よう｡

まれた歌に は次の ようなも の が ある o

l 1 7 4 霧降り鹿島の 崎を波高み過ぎてや行かむ恋 しきも の を

1 1 7 6 夏麻引く海上渇
く馴 )

の 沖つ 洲に鳥はすだけど君 は青もせず

鹿島郡 の 刈野 の 橋に して 大伴卿に別 るる歌 一 首

1 7 8 0 牡牛の 三宅 の浦に さ し向か ふ 鹿島の 崎 に さ丹塗 の

小稗繁貫き 夕潮の 滞の ととみ に 御船子 を 率ひ 立て て

で なば 浜も狭に 後れ並 み居 て 反側び 恋 ひ かも居らむ

かむ 海上 の そ の 津を指 して 君が漕ぎ行か ば

- 6 -
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図 3 常 陸 国風 土 記 地図 ( 日本 古 典 文 学大 系 『 風 土記 』 1 9 5 8)

反歌

海 つ 路の和ぎなむ時も渡らなむ斯く立 つ 波に船出すべ しや

常陸なる逸迫聖餐の 玉藻こ そ 引けば絶えすれ あどか絶えせむ

安斉可 ( 安是湖) 潟潮干 の ゆたに畢 - らばうけらが花の 色に 出めやも

麻久良我 の 丑垂⊥古河) の 渡の 東根の音高 しもな寝な - 児ゆゑに

逢はず して行 けば惜しけむ麻久良我 の定盤漕 ぐ船に君も逢はぬ かも

11 7 4 で は鹿島南端の 海の 波が高く ､ 近寄れ な い 状況が うかがえる 0 11 76 ･ 3 5 0 3 は下総

国海上郡 の海 上潟 か ら安是 湖 ( 図 2 - E) の 干潟 の様子 ､ 1 7 8 0 は鹿島郡か ら対岸の 下総国

海上郡三 宅 (銚 子市三宅 町付近 ､ 図 2 - F) の 浦を通 っ て 海上 の港 - 渡る様子 を詠み込 んで

い るo 3 5 5 5 ･ 3 5 5 8 は現在 の 渡良瀬川遊水池付近 の湖沼 を船で行き 交う情景が背景 にあるo

② 『常陸国風土記』(7 1 7 - 7 1 9 年頃作成)

奈良時代に常陸国庁 から中央官庁 - 報告された 『常陸国風土記』 は､ 古代の 香取海周辺

の 状況を記述 した唯
- の 公的な史料で ある｡ 注目されるの は､ そ の 記述が筑波山周辺 か ら始

ま っ て い る点で ある｡ 筑波郡の 条で は ､ 西の 空 に万年雪 を いただ い て遠望でき る駿河 の富

士 山と線量 かな筑波山を対 比 して神話が語 られ ､ 富士 山に対する身近な神体山 - の信仰が

記され て い る｡
｢記紀+ の 神話とは別 の 地方神話 を収録す る こ とは中央 - の 報告書に欠か

せ ぬ仕事で あ っ た の で あ る｡ 万葉集の 東歌 にも ｢ 筑波嶺 ( 岳) + は しば しば登場 し ､ 筑波

嶺が東国そ の もの を象徴する山で あ っ たこ とが わか る｡ そ して ､ 山頂か ら望む眼下 の ｢海+

と記 された景観 こそ は ､ 今日と は大きく異なる広大な内海が広が っ た常総の 世界で あ っ た｡

-
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『常陸国風 土記』 に は､ 広 大な内海め景観や人 々 との 関わ りとともに生業や水運 の 様子 が

記 されて い る ( 図 3 参照) 0

現在の稲敷郡と牛久市､ 竜ヶ崎市に相当する信太郡は ､
｢束は信太の 流海､ 南は榎の 浦の 流

海､ 西は毛野河 ､ 北は 河内 の 郡+ と 3 方 を海と川 に 囲まれて い たo
｢榎の 滞の 浄あり ､ 使

うみ つ みち お お ぢ は じめ

ち騨家を置けり ｡ 東 海の 大道に して 常陸路の 頭 なり ｡ + と榎浦津に駅家の 置かれた こ と

が 記されて い るが
､ 駅家の 所在地は明らかで はない ｡ 駅 家の 馬を利用する役人 は ､ 口と手

を洗 い
､ まず鹿島の 神を拝ん でか ら常陸国に入 っ たと い う｡

茨城郡 は､ 現在の 石 岡市 ･ 東茨城郡 ･ 西茨城郡 ･ 新治郡 の ほぼ全域に相当する地域と考えら

れて い るo
｢東は香島の 郡 ､ 南は佐我の 流海､ 西は筑波山 ､ 北は那珂 の郡+ と記される o 佐

我 の流海は新治の 南東端か ら香取海を臨んだ名称で
､

旧 出島村佐賀に故地が ある ｡ これ を

北 に廻り込 んだ高演の 入り江 の奥 ( 石岡市) に ､ 国府 ･ 郡家が置かれ ､ 国分寺 ･

国分尼寺

･ 国衝 工房 (鹿の 子遺跡) が所在する o
こ の 高償の 入 り江 の 沿岸は ､ 古墳時代中期か ら後

期の香取海 の 首長塞が築かれた所で ､ 古来交通 の 要衝で あ っ た｡

行方郡は ､ ほぼ現在の行方郡 に相当する o
｢束 ･ 南 ･ 西 は故 に流海 ､ 北は茨城 の 郡なり+

と記され ､ 香取海に半島状に 突き出した位置にある ｡ 孝徳朝に郡家が置かれた こ とが記 さ

れ てお り ､ 玉造町井上付近に あ っ たと推定されて い る｡ また ､ 郡家の 南の 海辺 に板来の 騨 ､

北に曾尼騨家が置かれた こ とが記されて い る｡ 人 々 は海藻をを採 っ て塩を焼き
､

漁労を生

業と して い たと い う｡

みな と

現在の鹿 島郡に相当する香島郡は ､
｢束は大海 ､ 南は下総 と常陸と の堺 なる安是 の 湖 ､

酉 は流海 ､ 北は那珂 と香島の 堺 なる阿多可奈の 湖 なり+ と あり､ 太平洋と香取海 に囲まれ

た砂州状 の 地形 に あ っ た ことが窺えるo 香島(鹿 島) 流海に臨む中央部に鹿島神宮と鹿島郡

家 ( 神野向遺跡) が置かれ ､ 神宮で は ｢年別 の文月 に ､ 舟を造りて 津の 宮に納 め奉る｡ +

御舟条が行われ て いた o そ の 縁起 は ､ 鹿島の神が水上交通神で ある こ とを示 して い る.

また ､ 天智朝に東北奥地 の 探検調査 の ために ､ 陸奥の 国岩城の 船造りに作らせ たと い う

大型船の 記事が 見えるo

｢軽野より東の 大海 の 浜辺 に
､ 流れ者ける大船ありo 長さ 一 十五丈 ､ 潤さ 1 丈余り

､ 朽

ち捲れて砂 に埋まり､ 今に猶遣れり+ ｡ お そらく鹿島灘を航海中に漂着 したも の と思われ ､

長さ約 4 5 m
･ 幅約 3 m とい う規模は ､ 大きさもさる こ とながら全長 と幅の 比 が 1 5 : 1

と い う極端 に細身の船で ある ｡ しか し
､ 複材割船や準構造船で は あり得ない 数値で はな い

とい う (中村1 9 9 4) ｡ 当時 ､ 太平洋を航海する大型船が存在 した可能性 を示す資料と して

注目され る｡

③ 『将門記』(9 4 0 年頃) にみ える常総の 水域

平将門は 下総国猿島郡石井郷に王城を築き ､ それ に関わる津を相馬郡大井津に設 け､
｢京

大津+ に対 して大井津と号 して い る｡ これは近江 の海に対する香取 の 海の 対比 で あろうか ｡

また ､ 水流図 ( 図 1) に大井浄をみ ると､ 半島状に 内海に突出 しており
､ 内海 の南の渡り

口 と して 良好な立地で ある ｡ また病身の 妻子 をかく ま っ た ､
｢ 辛島郡 ( 猿島郡) 葦江津+

は大井津か ら舟で広河 を遡 っ た湖沼地帯に位置する ｡

(彰『今昔物語集』(1 1 2 0 年代を上限に成立) 巻第二 十五 本朝付世俗 にみえる香取海
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源頼信朝臣､ 平忠恒 〔常〕 を賓む る を語る の 中に 上記 の ｢ 衣河 の尻やがて海の 如 し ､

鹿島 ､ 梶取 (香取) の 前の 渡の 向ひ ､ 顔見 - 不程 也 ､ + ｢ 家の 伝 - にて 聞き置ける こ とあ

り ､ 『此の 海に は浅き道､ 堤 の 如く に して ､ 広さ - 丈計にて 直ぐ渡りあり ､ 深 さ馬 の 太腹

になむ立 つ なる』+ の 記述が あり ､
これに よ っ て ､

1 2 世紀の 初め頃 ､ 鬼怒川 の 河 口が海の

ようで あ っ たこ と ､ また鹿島か ら対岸に馬で わたれ る浅瀬があ っ た ことがうかが える o 悔
み な と

上潟 の 開 口部､ 安是 の 湖 ( 現在の 銚子河 口付近) で は太平洋 か らの 波浪と河川 の流勢に

ょ っ てそ の ような洲がで き る こ とがあ っ たと いう o

( 3 ) 中世の 香取海

中世東国 の水運や流通 に関する研究は ､ 近年相次い で成果が発表されて い る分野で あるo

そ の研究 の 中心は練武 の 入梅と相模湾を対象とす るもの で あ っ たが ､ 太平洋海運 ･ 常総の

水運に着目 した新たな視点が 示 されて い る｡

① 霞ケ 浦
･ 北浦周辺 の ｢海未+ の 分布

香取社 の 大禰宜文書に は ､
1 2 世紀後 半､

｢応保 ･ 長寛 ･ 拍承 以来+ ､ 常陸 ･ 下総の海 夫

は香取社大禰宜の 支配下に置か れて い たこ とが記 されて おり ､ 応安 7 (1 3 7 4) 年の 海来往

文に は海大の 分布状況が示されて い る ｡ 海夫の根拠地はす べ て津とい われてお り ､ 当時 の

津の位置を知る史料で も ある｡ こ れに注 目 して ､ 下総海夫の 浄の位置を明か に し､ 香取海

をめ ぐる水運 と海大の 分析 が行 われて い る (網野1 9 5 6 ･ 1 9 8 2 I 1 9 8 4 ､ 小竹森1 9 8 1) o 海

夫たちは ､ 入海 で の 漁猟 に よ っ て供祭料を貫進する とと もに ､ 広範にわたる水上交通に携

わ っ て い た とみ られ ､ 香 取社が こ の 人 々 に関渡津泊を自由に通行 しうる特権を保 証 して い

た こ とが推定され て い る o

江戸時代 に入 る と ､ 津 々 の海夫 たちは玉造浜を北港頭 ､ 古顔涙 (稲敷郡) を南津頭とす

る 霞ヶ浦 四十八津 ､ 白浜を津頭と する北浦四十 四 ケ津を管理 した組織と して姿を現すD そ

の根拠地はすでに中世に 形成されて い た と い える o

また
､

主要な 3 つ の 津頭の根拠地と香取海水域の 古墳分布状況 はほぼ重なるとみ られ ､

そ の起源は ､ 古墳時代 の 地域首長 の領域 に求め られる可能性がある ｡

ふ っ と は ま

② 鎌倉河岸

現在の 江戸崎町
･ 桜川村 を画す る小 野川河 口 に は ､ 信太荘古渡 ･ 東条荘古渡に当たる地

に ､ 鎌倉河岸の 地名 が残 る｡ いずれも額朝 ･ 政子 が鹿島参詣 の ため上陸したと い う伝永が

あり
､ 埼玉県北葛飾郡 ･ 東京都葛飾区 の鎌倉､ 千代 田区神田 の鎌倉河岸を つ な ぐ､ 東京湾

に流れ込む河川を通 り ､ 鎌倉に通ず る ｢ 水の鎌倉道+ が あ っ た こ とが推定されて い る ( 網

野1 9 8 2
､

1 9 8 4) o 海未た ち の活 躍を背景に ､
こ の 水 の 道全体 を押さえようと した香取社大

禰宜 の 動向は ､ さらに古代に遡 っ て こ の 水域を掌握 した有力な豪族の 存在を示唆す るD

こ の ほか 中世の 香取海 の 状況 を知る史料に ､ 南北朝期暦応 4 ( 1 3 4 1) 年 の 武蔵国別府尾

張太郎事実 の 軍忠状 (『集古文書』 二 四) が ある｡
｢ 同1 7 日

､
屋代彦七倍経 に同道仕りて ､

信太庄に馳せ 向う の処 ､ 佐倉城 ( 現江戸崎町佐倉) の 凶徒等､ 没 落せ しめ候い詰ん ぬ o 堕

佐渡 ( 津) 之 入海を打 ち渡 り ､ 東条城 ( 現新利根村太 田) に馳せ 参ず の 処 ､ 御敵降参す｡ +

の 記述 があり ､ 現在の新利根村伊佐薄か ら入海に な っ て い たこ とがうか が え
､

1 4 世紀半ば
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まで は 江戸崎町南部か ら竜ヶ崎市北東部 にか けて の地域が霞 ケ浦 ･ 北浦に連なる内海で あ

っ たこ とがわか る｡

( 4 ) 2 つ の 内海

以上 の ように ､ 常練の 内海が古代 ･ 中世の 交通 ･ 交易に果た した役割には､ 計り知れな

い もの がある｡ こ の 常総の 内海全体を指す名称は ､ 近世以前の 文献上に 見いだすこ とは で

きな い が ､ 水脈 によ っ て 結ばれた地域的紐帯がや がて武家に よる東国政権の重要 な基盤と

な っ たこ とは自明の理 と言 える｡ 常陸に派遣された役 人に よ っ て中央に伝 えられた束の ｢淡

海+ 香取海は ､ 筑波山とともに東国世界 の 1 つ の 象徴で あ っ たと い えよう0

一

方の 内海で ある東京 湾は､ 古代 ･ 中世の海上交通 にお い て幹道､ ある い は流通 の 大動

脈で あ っ た ことは言うまで もな い ｡ 2 つ の 内海をめ ぐる水運は ､ 政治
･ 経済

･ 文化 の 変革

をもたらす情報伝達の 導線で あ っ たが ､ 同時に固有の 地域圏を画する壁 にもなり得た｡ そ

の ような 2 面性を抽出する こ と に こ の水域圏を分析す る意義が あろう0

注

( 1 ) 現在東京湾と呼称され て い る海域 ( 広義 で は房総半島南西端の 洲崎と三浦半島南棟の剣崎

を結ぶ線以北､ 狭義 で は富津岬と観音崎を結ぶ線以 北) の銘称は ､ 近代以降に用 い られ るよ

うにな っ たも の で あるo 近世以前の 名称に つ い て は
､

海域全体をさす各称を見 い だす ニ とが

できな い ようで ある｡ 綿貫友子氏 (綿貫 1 9 98) に よれ ば
､ 慶長 1 9 ( 1 6 1 4) 年 の 奥書をも つ

随筆集『慶長見聞集』に ｢ 見 レ ､ 今相模安房上総下総武蔵 此五 ヶ 園 の中に大きなる入海あり+

とみえ ､ 特に名称は記され て い な い
o また ､ 享保 6 (1 7 2 1) 年 の 上総国市原那町 田村村鑑 明

細帳､ 明和 7 (1 7 70) 年 の 橘樹邪神奈川宿猟師町
･ 久良岐郡小柴村等漁猟争論裁許請審 ､ さ

ら に文化13 (1 8 1 6) 年 の相模国七 ヶ村 ･ 武蔵国 二 十
-

ケ 村 ･ 上総 国十五 ケ 村内海漁猟議定書

な どには ｢内海+ と記され て い ると い う｡ これら の記載に よ っ て ､ 綿貫氏は中世 の 東国 を論

ずる場合に広義の東京湾 の名称と して ｢ 内海+ を用い て い るo

また ､ 『慶長見聞集』 の記載に着目 し､ 房総と相武 の 間に横た わ る内海の総称と し て ｢ 練

武の 入海+ 説が提示されて い る (市村1 9 9 2) ｡ 名称 で ある｡ なお ､ 近年
一

部の 研究者が用い

て い る ｢ 江戸湾+ と い う名称は ､
1 7 世紀末以降に西欧 で作成され た日本図に記載された便宜

的な名称 で あると い うo

( 2 ) 科学技術庁資源局 『中川流域低湿地 開発に関する基礎調査報告書』 等によ っ て明らか にさ

れて い るが
､ 縄文時代 の 貝塚 の 分布によ っ て も確認 された o

( 3 ) 近淡海に対する遠淡海 の 問題 は ､ 東国にと っ て大きな問題 で あるが
､

こ こ では言及 し て い

な い Q

( 4 ) 他に ｢海上潟+ を詠ん だ東歌 ｢ 夏麻引く海上潟の 沖 つ 洲に舟は留めむさ夜更けにけり+ が

巻 1 4 にあるo これに は ｢右の
一

首は上総国 の歌+ の 左 往が付 い て い るため､
｢ 海上潟+ は上

総国海上郡 (現在 の市原市 の 一 部) の 海岸を指すと考え られ て い るが ､ 下総国にも海上郡 ( 覗

在の香取郡海上町周辺) が あり ､ 直前に鹿島を詠んだ 歌 (1 1 7 4) が ある こ とか ら後者を詠ん

だ歌と して こ こ に取りあげたo

( 5 ) 稲敷郡 の東端 ､ 霞ヶ 浦 に臨む古津 ･ 阿波 ･ 伊崎付近 の 浦浜o 倭名抄 の郷名に乗浜 とあるo
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第 2 節 水 運 か ら見 た 地 域的特 性

海 人 の 首長

( 1 ) 海蝕洞穴と ｢海 人+

房総半島 ･ 三 浦半島の 南端部は ､ 海岸近く ま で樹枝状に発 達 した 急峻な丘 陵部 と常緑樹

林が武蔵野 ･ 下総台地と は 全く 異なる景観 をかも しだ し て い る o 東京湾岸を南下 し､ 浦額

水 道に臨む と ､ 景観 は
一

変 し て岩場 の 多 い 海岸線が現 われ る ｡ 対岸 の 半島が 間近に 見え ､

相模灘か ら東京湾に 流れ 込 む潮に乗 っ て行き交う船 の 姿は古来 の 梅路を想起させ るo 釆岸

を さらに1 0 キ ロ ほ ど南下す ると ､ 房給で最も高 い 鋸山 - 清澄山丘 陵があり ､ こ こ か ら南が

古代安房国 の領域で ある o 安房国は養老 2 ( 7 1 8) 年に上 経国か ら独立 する が
､

そ の 後
-

時

的に上総国に併合され ､ 再び独立 すると い う経緯 をた ど っ た o 鋸 山 一 滴樫山丘 陵に よ っ て

分断された 地形 的要 因 に よ っ て 独 特な文化圏を形成 した 地域で あ る｡

2 つ の 半島 の海岸線に つ くり 出され た複雑な最観は ､ い わ ゆる磯石と よ ばれ る凝灰岩 質

砂岩 と凝灰 質泥岩 が波 に洗われ た自然 の造形 に よる ｡ こ の なか に ､ 凝灰岩質泥 岩の 軟質な

部分が侵食され て 形成され た海蝕洞穴 があり
､

丘 陵の 裾部に開 口 して い る｡ 海蝕洞穴 は ､

縄文 時代前期か ら平安時代ま で利用され た例が多く ､ 弥生時代以 降は基や央紀 の 場と して

長 期に わた っ て 使われ て い る
｡

こ の 地 域の 人 々 と海と の 関わり は ､ 海蝕洞穴遺跡 に よ っ て

最 もよく 特徴 づ け られ る ｡

山陰か ら北陸の 日本海 沿岸と佐渡に見られ る洞 穴遺跡 が ､ 多く の 場合基 で ある こ と に 注

目 した藤 田富士夫 は
､

日本海域 で 広範な交易活動 を行 っ て い た ｢ 海 人+ 集団 が 存在 し
､ 彼

らが洞 穴 を基域とす る習俗 を も っ て い た こ と を示 唆 した
( 1 )

0

｢ 海人+ は古来 ､ 漁業と航海 に習熟 した海辺 の 民 の 総称と し て 用 い られ て い る ｡ 古代 の
あ 漢

文 献で は ､ 『日本書紀』 応神 3 年1 1 月 の 条に ､ 各地 の ｢ 海人+ が命 に従わ な い た め阿曇連
みこ ともち

の 祖大浜宿禰を派遣 し て 平定さ せ
､ 海 人 の 宰 と した こ とが記され て い る の をは じめ ､ 王

権 に海産物 を貢納 し､ あ る い は水 先案内を つ とめ る海人 の 記事が散 見され る｡ 応神 5 年 8

月 の 条には諸国に令 して 海人 と山守部を定めた 記事が あり ､ 山林 を管理 し て 山 の 幸を貢納

す る山守部と共 に王 権 の 下 に統制され た こ と が窺 える ｡ 王 権の 各種行事 ､ 神 マ ツ リ に海産

物が不 可欠 で あり
､

そ の 安 定した 供給が 必要で あ っ た こ と を反映 して い る と い え ようo 王

権の 下 に編成 され た海人 は
､ や が て海部 ･ 阿曇部 など の 晶部と し て 史料に現れ ､ 『和名･

抄』 に見 える海部郷 ･ 海部 郡 は律令制に組み 込 まれ た海人 の 存在 を裏付ける o 古代史料に

海人 ･ 海部 ･ 大海 ･ 凡海部 な どと表記され る海洋民集団 は ､ 列島各地 に分布 し
､

畿内か ら

束で は伊勢 ･ 尾張 ･ 三 河 ･ 遠海 ･ 上総 ､ 信濃 ･ 若狭 ･ 越前 ･ 能登
･ 越中に 見 られ る o

日本海沿岸 の海蝕洞穴 塞が海上 交通 を掌握 した海人た ちの 墓で あ っ た ように ､ 房総 ･

三

浦 半島の 洞穴 基も古東海道 を支配 した海人 の 墓で あ っ た と考えられ る 0

伊豆 ･ 房総半島 の 海岸 の 狭 い 低地帯に は ､ 紀伊半島と 同 じ地名 が散在 し ､ 海運に よる広

域な交流がう か が える ｡

- 方
､ 伊 豆半島 ･

伊豆 七 島 ･ 房総半島 の 南端には ｢ 海の 祭紀+ 跡

が集中 し､ 古墳時代か ら奈良時代 にわた っ て青銅鏡や多量の 石 製 ･ 土製祭配 具 を用 い た マ

ツ リが行われ て お り ､ 航海 の安全 や大 漁を祈願 した海人 の 足跡をた どる こ とが で き るD
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安済地域の 洞穴

帆 洞 穴 名

松郎洞穴

こうもり穴洞穴

本顛寺洞穴

僻榔iF]
'

松部1糾 ト6

勝愉市守谷滞ノ代

iE 規 模

1 0

LI X 3 × 3 0

5 × 6 × 1 3

守谷洞穴

弁天峨洞穴

勝浦市守谷字小浦 3 .6 6 .5 ×5 ×2 0

勝漸日興細字小湊 3 .6

酎臣神社退助

白浜の叙屯乳洞

鴨川印浜披太字宮下

白浜町鳩潤 × 】.6 ×5

和良(伝) 洞穴

和良(C) 洞穴

軌山市布虚字船山

館山叩布良12 27

軌Lj
-

r'r川子鹿

2 0 2 × 1 ×2 9

6 X 3 ×2 4

2 .5 ×4 × 3()

1 0

】l

1 2

1 8

安原神社洞穴

柁朋司穴

改姓開洞穴

放依㈲l詞辺の 洞穴

火専11I 洞穴餌 1 洞

節 2 網

努 3 洞

北
'

lT 令嗣穴

山1t( ･尾洞穴

大蝦院]B 洞穴

畑山印大神宮字宮ノ谷5 8 9 1 .5 × ×1 1

郎山rl 鶴 田字上珊瑚3 76

館ILl(lT 枚佐剛予Jnl茂跡 ほ0

肌1r rrJ
.

地位閉

hI
1

111lhlrE和事大利‖8 頗

鮒IJ仰 軌 L仔 北下台

館山l(J
'

tl 岬(･TL亀字柳作

館 LL(flT出郷大網38 8 ･5

17

T
L
n6
19

20

2 1

2 2

2 3

伏姫屯穴

人矧.1Ji[
nJ 火

不軌戯洞穴

洞rコ洞穴

ヒカリモ 発生地

城illilEij 穴

繋虜耶宵紺M (食戸 凱11

蜜]]川i舶矧ull)削J 事大点も山

詔斡Tr)
'

金谷竿御代岱

箇沖ir[I金谷字御代岱

宵恥打双生字洞EJ

2 4

30 ,
7

27 .5

26 .5

2() - 3 0

20

1()

5 .9 ×4 . 2 ×こ!7

3 )くl .5 ×3

18 × × LO

5 .5 ×4 × 30

5 .2 × 1 . 7 x

6 X :L6 ×～) .こi

6 )く:与×3

5 X l .5 ×7

1 .
4 × l . 8 × l O

I .2 × l X 6

j 5 x 1 2 × 2() 占1出

不明 弥吐

X X 7 ,3

富砕朽萩生竹岡

高齢(flケ岡字城山

24 城山司辺の 洞穴 宵樺節竹岡字城山

弥生 ･

(
l
]

'

J改

称生 ･

Lキ淵

I
)
7j4 三

･ 古墳

三相-1
(･ ･ 鼠の 桐穴

図 1 房 総 半 島 と 三 浦 半 島 の 海蝕 洞 穴 分布 図 ( 千葉 大学 考 古 学研 究 室1 9 9 7 )



( 2 ) 房総半島 の 海蝕洞 穴

房総半島に は3 0 基 あま り の 海蝕洞穴が分布するが ､ そ の うち2 4 基が安房に あ る ｡ 半島南

端の 館山市内に は こ の よ うな海蝕 洞穴が 1 1 カ所 に 分布 して おり
､ 古墳時代 の 遺物 が明

らか な例は 大寺 山洞 穴 ､ 舵 切洞穴 ､ 佐波間洞穴 ､ 出野尾 洞穴 ､ 安房神 社洞穴 な ど､ い

ずれ も標高2 0 m 以 上 の 海岸段丘 上 に ある ｡

これ ら の 洞穴 と 同 じ段 丘 上に位置する沼珊瑚礁は縄文海連期の 海水面 上昇 に よ っ て

形成され たと考えられて い る o 当時 の 海水面 は ､ 現在よ り数 m ( 最大約 6 m ) 高か っ

たと 考えられ てお り
､

そ の 後の 海水面低下と地寮隆起 に よ っ て 現在の 標 高に 至 っ て い

る ｡ 同様 の 地震 隆起 を生 じて い る千倉付近 の 地形断面 に は ､ こ の 間に生 じた 4 段 の 明

瞭な海成段 丘 が 見られる ｡ 第 1 段丘 が5
,
5 0 0 年以 上前 の 汀線高 度25 m の 沼段 丘

､ 第 2

段丘 は約3 , 6 0 0 年 前 の 汀線高度16 m の 段丘
､ 第 3 段 丘 は約2

,
9 0 0 年前の 汀線高度1 2 m の

段丘 ､ 第 4 段 丘 は 2 7 0 年 前の 汀線高度 5 m ( 館山で は 3 m ) の 元禄段 丘で あ る ｡

大寺 山洞 穴で は 第 3 段 丘 が形成された 頃 の縄 文時 代後期の 土器 が出土 して い る が
､

そ の 当 時は洞 穴 の 前面 に 幅1 0 0 m ほ ど の 広 い テ ラ ス が 形成され て い たも の と思 われ る ｡

古墳時代 の 汀線に つ い て は ､ 第 3 段 丘と元禄段 丘 の 間と い う以外に確た る 資料は ない

が ､ 地形 図か ら見 る と 元禄段 丘 の 汀線か ら洞穴 まで お よ そ2 5 0 m 離れ て い るた め ､ 古

墳時代 に は1 5 0 - 2 0 0 m く ら い の 幅をも つ 平坦 面 が存在 して い たも の と考えられ る o

こ の 海岸段丘 上 に ､ 2 基 の 注 目す べ き海蝕洞 穴塞が あり
､

そ の ひ と つ は 後述す る館

山市沼 の 大寺 山洞穴墓 で ある o 現在の 館山湾を望むやや 奥ま っ た所 に あ り ､ 甲帝 ･ 武

器類 な ど の 副葬品と 共 に舟形 の 木棺が 出土 し て い る o もう 1 基 は 同市浜名 の 錠切 り洞

穴で あ るo 錠切洞 穴は ､ 従来縄 文時代前期 の 遺 跡 と して 知 られて い たが ､ 古墳時代 か

ら平安時代 の 土器類 と 共 に 古来 社宝 と して伝 えられ る舟が 出土 して お り ､
ほ ぼ全体が

残 る｡ 舶先 の 尖 っ た 細身 の 形態 は 大寺山例 と同様 で
､ 長 さは2 . 5 m 前後 で ある ｡ 元 禄

8 年 の 記録 で は 2 般 あり
､

そ れ以前 は 二 十数膿あ っ たと伝 えられて い る ｡ 伝説で は ､

祭神 の 乗 っ て き た舟 と され て い るが ､ 平安時代 か ら漁民 が海神 に舟 を奉納す る風習が

あ っ た とされ ､ 平安時代 に 造 られた も の と考え られ て き た o しか し､ 洞穴で は 5 世紀

前半代か ら 6 世紀後 半代 の 土器も 出土 して お り
､

｢ 舟+ の 形 態や質感 が大 寺山洞穴 の

例 に極めて 類似 して い る こ とか ら､
こ の ｢ 舟+ が 土器群 と 同時代 の 舟形木棺で あ る可

能性が 高 い
｡ 安房 で確認 されて い る2 4 基 の 洞穴 の う ち ､ 半数 の 1 2 基で 古墳時代の 遺物

が 出土 して お り
､ 洞 穴墓 の 分布 は さらに広 がる と考 えられ る ｡

こ の ような洞穴基 の他 に ､ 海岸低地や段丘 上 に墳丘 をも つ 古墳も存在する ｡ 館山市峯 で

発 見 された 小規模な円墳 ､ 峯古墳もそ の ひ と つ で あるo こ の 小 円墳か ら は ､ く すんだ青 の

ガラ ス に乳 白色 ･ 赤 ･ コ バ ル トブ ル
ー

の 色文 様を埋 め込 んだ極 め て 希少な ｢ ト ン ボ 玉+ が

出土 して い る｡ 国産品 と考 えられ るもの は ､ 後期古墳か らの 出土例が多く ､
コ バ ル ト着色

の 濃紺 の ガ ラ ス 地 に黄色 や 緑色 の 小 玉 を い く つ か埋 め込 んだ単純なも の が
-

般的で
､ 峯古

墳 の ように複椎な色模様 をも つ 例は他にな い
Q

小 型の 滑石 勾 玉
､

赤萌璃 ･ 白萌 璃の 丸玉
､

碧 玉 の 管玉
､

コ バ ル トブ ル
ー ･ 緑青 の ガラ ス 小 玉 など中期前半 の 古墳か ら出土する 玉 矯が

伴出 し
､

い まま で 国内で 最も 古 い と考 えられ て い た 5 世紀中葉 の福井市泰遠寺 山古墳 の 舟

形 石棺か ら出土 した 例 ( 2 )
よ りさらに 遡る出土例 にな る

( 3 )
. ,
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こ の 色模様 に見られる 風車 の 羽根 を埋 め込 ん だ ような意匠は中国 ･ 朝鮮半島 の もの とも

異なり ､ さ らに西方か らもた らされ た可 能性が ある ｡ また ､ 韓国慶州市昧鄭王 陵 C 地区 四

号墳 ( 5 世紀代 の 古新羅王族 の 基) か ら出土 した ｢ 人面 ト ン ボ 玉+ も象威され た人物 の 特

徴か ら白色人種 の 羊 に よ っ て 作られた もの られた もの で ある こ と が指摘 され て お り ､ 赤喝

瑠の 勾玉 ･ ソ ロ バ ン 玉 ･ 丸 玉 ､ 水晶 玉 ､ 碧玉 の 管 玉
､

コ バ ル トブ ル
ー

･ 緑青 の ガ ラ ス 小 玉

が 連な っ た 玉 の 構成と 古墳 の 年代が峯古墳と非常に近 い こ と が注目 される Q こ の ような通

有 の 小 円墳 の被葬者に は入 手 困難 な副葬 品をも つ こ と に ､ 漁労 ･ 海 運を生業と した安房 の

海人 の 特異性が うかが え るo

また
､ 劉抜式 の 石 棺が ほ とん ど用 い られ て い な い 練武 ･ 常総地域に あ っ て ､ 唯 - 鴨川市

に到抜式 の 舟形石 棺 ( 広 縁 1 ･ 2 号墳例) が 出土 して い る の も上 記の 地域的特性を表 し て

い る と い え よう｡

一 方 ､ 安房 は河川流域 に 沿 っ た 丘陵 に横穴塞が密集する地域 で もある ｡ こ れ ら の ほ と ん

どは未調査 で ある た め実体を知 るに は至 っ て い な い が ､ 玄 室は長 方形 の 平面形 態で ､ ド ー

ム 状の 天井 をもち ､ 奥壁 や側壁 の
一 部を長方形に 彫 り込 ん で棺室 とす る独特 の 構造 をも つ

o

築造時期と被葬者の 性格が海蝕洞穴 と ど の よう に関わ る の か ､ 今後 の 調査 の 裸題 で ある ｡

( 3 ) 三 浦半島の 海蝕洞 穴

三 浦半島の 海蝕洞穴は ､ 北東部 の 勝力 岬 ･ 観音崎周 辺 と半島南端部 の 剣崎か ら油壷に か

け て 集中的 に分布す る｡ 1 9 6 0 年以 降半島南端部 を中心 と した発塊調査 が行 われ ､ 房総半島

の 洞穴 より早 く か ら注 目 され て き た ｡ 洞 穴 の 利用 は弥生 時代中顛前半か ら平安 時代 に及 ん

で い るが
､

弥生 時代中期を遡 っ て 利用され る例 は見られ な い ｡ こ の 点 で ､ 縄文時代後期 の

利用例が 多 い 房総 半島南端 の 洞穴 と対 照的 で ある o ま た
､

三 浦半島 の 対岸 に位 置す る富津

市周辺 の 洞 穴 で 弥生 時代以 降の 遺物 しか発 見され て い な い 例が 多 い の は ､ これ に呼応 した

現象と も見え る ｡

調査 された洞穴 の うち ､ 古墳時代 の 利用が 明らか な例 は
､ 半島南端 の 間口湾 に面 した 大

浦山洞穴 ･ さ ぐら浜洞 穴 ･ 間 口洞穴 ､ 雨崎洞穴 ､ 海外洞 穴 ､ 浜 諸磯 洞穴 で ある ｡ 以 下 に古

墳時代を中心 と した洞 穴 の 内容 を示す こ と にす る ｡

①大浦山洞穴

洞穴最奥部か ら中期 の 土 師器と 共 に埋葬人骨 ･ 副葬品 の 玉 類が 出土 した ｡ 壁 際には ア ワ

ビ ･ サザ エ ･

イ シ ダタ ミ ･ パ テ ィ ラ などか らなる貝 層が あり
､

主に古墳 時代前期 の 土器が

出土 して い る ｡ ま た ､ 古墳 時代終末期か ら平安時代 に築か れた と推定され る石積み の 基が

左 右の 壁に沿 っ て検 出され た ｡ 弥生時代 の 洗骨葬 と考 え られる人骨 の か た ま りも出土し て

い る｡ 卜骨 ･ (飾 弓) 弓軒の よ うな祭配具 の ほか
､ 骨角製 の 離頭鋸 ･ ヤ ス な ど の漁具 ･ 髪

飾 り ､ 貝包丁 ･ 貝輪 ･

貝 刃 な ど動物遺存体を素材 に した 出土品が 目立 つ
｡

② 雨崎洞穴

弥生 時代中期か ら後期 には ､ 貝 層が形成され ､ 骨角製 の 漁労具 ･ 卜骨 ･ 貝製 品 ･ 板状鉄

斧な どが 出土 し
､

生 活の 場 と して機能 した こ と が窺え る が
､ 古墳 時代に は

一 貫 して 基と し
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て 使われ
､ 多数 の 埋葬人骨 が出土 して い るo 中期 の 例には塗彩された舟形 の劉抜木棺が 出

土 して おり ､ 滑石製 の 勾 玉 ･

小 玉 . 管玉 を伴う未成年 の 人骨が 埋葬され て い た o 後期 には

長方形 の 石組み に木棺を置 い て火葬 した例が あり ､ 内部か ら火葬骨と共に直刀
･ 玉類が 出

土 して い る Q 他に ､ 鉄鉱 ･

刀 子
･ 鹿角製品 ･ 骨錬 など の 副葬品 ､

土師器 ･ 須恵器 が出土 し ､

古墳時代 の 埋葬は前期か ら終末期にお よ ぶ ｡

③海外洞穴

弥生時代後期か ら古墳 時代終末期にわ た る遺物が 出土 して い るが ､ 弥生時代後期か ら 古

墳時代前期 には S 字状 口線審や 装飾壷 を含む 土器叛と共 に多量 の 骨角器とそ の 未製品が 出

土 し
､

そ の 数は6 0 点にお よ ぶo 釣 針 ･ ヤ ス ･ 回転離頭錆 ･ 骨鉾 ･ ア ワ ビ お こ しな どの 漁労

具 の ほ か ､ 多量の 卜骨 ･ 貝製品 があり ､ 漁労 の 基地ある い はそれに伴う紫紺 の行 われ た 場

所 で あ っ た と見られ る o ま た ､ 洞 穴奥の 棚状 の 落ち込み で は古墳時代前期 の 土韓 と共に洗

骨葬と考え られ る 人骨が ま と ま っ て 出土し､ 埋葬も行 われた こ とが分か る｡ 古墳時代後期

か ら終末期 の遺物は ほと ん ど埋葬 に伴う副葬品 で ､ 土器類 ･ 鉄 器 ･ 玉 類 ･ 骨角器などがあ

る o 積石 基を築 い て 改葬 ( 2 次埋葬) した例や人骨の 頭部 に丹 を塗 っ た例が見 られるo

こ の ほ か ､ さぐら浜洞 穴 で は洞 穴内に舟形状 の 石柳が造られ て い る点が 注目されるo 貝

輪と古墳時代後期 の 土 師器杯が2 点出土して い る｡ また､ 間口洞 穴 3 号塞から捷甲小 札 ､ 6

号墓か らは鹿角装刀 子 ･ 滑石 製勾 玉 が出土し､ 大寺山例に近い様相が見られるo 隣接する浜 緒磯

洞穴は 弥生 時代後期 か ら古墳時代前期 に使用 され ､ S 字状 口縁襲 ･ 有段 口 縁壷 など外来系

の 土器 類が 出土 して い る ｡

三浦半島 の 海蝕洞 穴が 生 活 の 場 と し て 利用 され る の は ､ 弥生 時代中期か ら古墳時代前期

ま で で
､ 古墳時代後 期以 降は主 に 埋葬 の 場と して 使用 され るo 生 活層か らは 貝輯 ･ 魚榎 ･

鳥類 ･ ほ 乳類 の遺存体と共 に多量 の 漁労具が出土 し､ 釣漁法 ･ 利爽漁法と貝 の 挟取 が盛 ん

に行われ て い た こ とが窺える ｡ 同 時代 の 台地上 の 集落か らも少 量 なが ら漁労具 が出土し ､

網漁法に使 われ た管状土 錘が 出土 する こ とが ､ 洞穴 の 状況 と対照的で ある
o

ま た ､ 洞穴 で

は洗骨 ･ 改葬と い う縄文時代晩期か ら の 系譜を引く埋 葬が行われ て い る の に対 し､ 台地 上

で は方形周溝基 ･ 高床古墳 と い う新たな葬制が採用 され て い る｡

こ の ような点か ら洞穴 と台地上 の 集落を住み分け て い る こ とが推定され る｡ 洞穴 を台 地

上 の拠点集落に対 する 出村 ､ ある い は季節的な作業場 とする見解もある が
､

主な漁労 の ひ

と つ で あるカ ツ オ漁 と農繁期が重なる こ とか ら
､ 洞穴 は漁労専業集団 の 生活の 場で あ J; た

と考え られる o 古墳時代後期以降 ､ 漁労を生 業とする人 々 は砂丘上 に生活 の 場 を移 して い

る が
､ 遺跡か らは ウ マ ･ ウ シ ･ ニ ワ トリ の 骨も出土 し､ 家畜を飼うようにな っ て い た よう

で ある ｡ こ れ らの 三 浦半島 の 状況 は
､ 集落 の様相が未解明な安房 の 洞穴基集団 の性格を考

える上 で 重 要な視点 とな ろう｡

また ､ 三 浦半島も丘 陵上 に横穴群が分布する地域で ある ｡ 横 穴 は海岸部に も分布 し て お

り ､ 安房と同様に横穴 と海蝕洞穴 の被葬者が どの ように 区別 され る の か今後 の 課題と して

残 る｡ 横穴 の 構造は横須賀市鳥 ヶ 崎 ･ 佐嶋横 穴墓群に代表され る長方形平面 ･

ド
ー ム 状天

井をも つ 構造は安房 の 横 穴 と共通 するが
､ 壁 に棺室 を造 らな い 点が異な る｡
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( 4 ) 館山市大寺山洞穴 に つ い て

①立地 と環境

海蝕 洞穴 は房総 半島南部 を代表す る特徴的 な遺跡 の ひ と つ で あ るが ､ 本格的 に 調査

された の は 館山市の 舵 切洞 穴 1 基に 限 られ ､
その 実態は ほと ん ど不 明で あ っ た o また ､

舵 切洞 穴の 調 査は 特に縄文 時代 を中心 と して い るた め
､

弥生 時代以 降の 様 相に つ い て

は 断片 的な資料が報告 され て い る にすぎな い
o 大寺 山洞 穴は

､ 房総半島で 唯 一

古墳時

代 の 遺構 を対象と した調査 が行 われ た洞穴で ある o また ､ 房 総を代表す る古墳に 比肩

す る ような副葬品を 出土 して お り ､ 古墳時代 の 安房 の 首長 を解明するう えで 最も 注目

され る遺跡で ある o

大寺 山洞 穴は ､ 館 山市沼字大和 田東に あり ､ そ の 名 称は 安房 の 大寺 と呼ばれ る 総持

院境内の 裏山 に所在す る こ とに よ る ｡ 房総半島南部の 州崎 半島基部に位置 し､ 館 山湾

に 臨む 丘 陵の 西側 に 3 つ の 洞 穴が 開 口 して い る ｡

②調査 の経緯

以下 の 遺物は ､ 大 寺 山 の 3 つ の 洞 穴 の うち最も奥ま っ た位置 に あ る洞穴 ( 第 1 洞)

か ら出土 したも の で あ る ｡ こ の 洞 穴か ら は1 9 5 6 年 に 舟形木棺 の 一 部や 人骨 とと もに 鉄

製品の 破片や 土器 が 掘り 出され て
､

大寺 ( 総持 院) に保 管されて い た ｡ こ の 中に 鉄製

甲南 ･ 大刀
･ 剣 ･ 鉄 鉱 な ど の 断 片が含 まれて い た こ と か ら ､ 古墳時代 に は 有力者 の 基

と して 使われ て い た こ とが 注目 され た ( 4 )
｡ 洞穴 内は 砂地 で適 度に乾燥 して い る た め

か 遣物 の 遺存状態 が 良く ､ 特 に舟形 木棺は 最近造 られ たか の よ うな質感 を保 っ て い る ｡

収 蔵 されて い る木棺は舶先 か ら約 1 m く ら い で ､ 幅 が狭 く ( 約4 0 c m) ､ 紬先の 尖 っ た

細身 の 形態 で ある こ とが わ か る ｡ 1 9 9 2 - 9 8 年 に わ た る 千葉大 学考古学研 究室 に よ る調

査 で
､

こ の ような舟形 の 木棺1 2 基が 軸先を重 ね る よ う に 出土 して い る ｡ 非常に 浅 い た

め
､ 遺骸を納 め る とい う よ り は ､ 載せて い たと い う形態で あ る ｡ 実際 に 1 基 の 木棺に

は仰臥身展 葬の 人骨 3 体分 が頭 部をそ ろ えて置 かれ て い たo こ こ で は ､ 1 9 5 6 年 の 出土

品 を中心 に 1 9 9 3 年度の 調査 に よ る 出土品を加 えて 検討 して い る が
､ そ の 後 の 調 査 に よ

っ て 舟形 の 木棺と共に 青銅製鈴
･ 漆塗り 木製盾 な ど の 注目す べ き 副葬品が 出土 して お

り ､ 遺跡の 性格 に 新た な要素が 加 わ っ て い る o

③遺物 の 出土状況

1 9 5 6 年 に 出土 した第 1 洞 の 遺物は ､ 洞穴右 奥の 壁 際で 出土 した と い われ て い た｡

1 9 9 3 年調 査区 は 関係者 の 話 と レ
ー ダ ー

探査 に 基 づ い て 設定 された が ､ 果た して右壁

の 中央部付 近で 古墳時代 の 遺物 が 出土 した ( 図 2 ) o 壁 際で は
､

遺物 と共 に総 寺院 に

保 管され て い るも の と 同様 の 舟形木棺が 出土 し ､ 木棺と遺物 の 出土状況が 確認 され た ｡

こ れ は
､ 舟形 の 木棺が 後世 の祭 死 に用 い られた ｢ 舟+ で は な い か と い う疑問を払拭す

る こ とに な っ た ｡

確認 された 甲南の 分 布状 況で は ､ 三角板 革綴短 甲 の 破片が木棺 より奥に 多い 傾向が
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あ るが ､ 衝角付帝や横矧板鋲留短 甲 の 破片は 木棺を取 り 囲む ように 分布 して ､ 特に ま

と ま っ た 出土状況は 見 られ な い o 鉄鉱 ･ 刀剣類 も棺 の 脇 に集中す る傾向は うか が える

が ､ 本来の 位置 を保 つ も の はほ とん どな い と見 られ る ｡ そ の 中で は玉 顔と耳環 が 木棺

内
､

ある い は 木棺の 付近 に と どま っ て い る ため木 棺内 の 遺骸に 装着され て い た状 況 を

ある程度保 っ て 出土 したと い える ｡ 鉄 製品で は 大刀や 農工 具な ど の 破片が 木棺 内に 見

られる ｡ また ､ 甲帝 ･ 鉄坊は そ の 形 式か ら耳環 ･ 玉類 とは か なり 時期 を異にす る ため
､

こ の 木棺の 被葬者とは別 に 副葬され たも の と推 定され る が ､ 木棺の 幅が 狭 い こ とを考

えると本来棺外 に置 か れて い た も の と考えられ る ｡ 土器 の 中に は ほ ぼ完形 で 出土 した

須恵器q があり ､ 木棺 より1 . 5 rn ほ ど洞 穴 の 中央部 - 寄 っ た地 点で 出土 して い る o

④遺物 の 検討

こ こ で扱う遺物 の 個体数は ､ 鉄製品が 衝角付 帯 1 ･ 短 甲 2 ･ 大刀 4 以上 ･ 剣 1 ･

刀

子 1 ･ 鉄斧 2 以上 ･ 鉄鉱 1 7 ･ 工 具等 6 ､ 装身具 が 勾 玉 1 ･ 管玉 4 ･ 耳環 1 ､ 土器類

は須恵器 8 ･ 土師器 9 で あ る｡ い ずれも第 1 洞 に葬 られ た被葬者に 副葬され たも の と

考 えられ ､
こ れ ら の 形 式は 大きく 4 段階に 分 かれ る こ と か ら少 なく とも

■

4 次 に わた る

埋葬が 行われ た こ とが推測 され る ｡ こ の なか で ､ 第 1 次埋葬の 副葬品と考えられ る三

角板革綴衝角付宵と三角板革綴短 甲 は ､ 房 総で は 唯 - 共伴 して 出 土 した例で あ る ｡ ま

た ､
1 9 9 3 年 の 調査で は これ ら の 甲南と共 に副葬され た こ と が推 定 でき る鉄鉱 ･

須 恵器

が 出土 した こ と か ら ､
そ の位置 づ けは より 明確 に な っ て き た とい える 0

鉄製甲宵( 図 3 ･ 4 )

1 9 9 3 年 に 出土 した三 角板革綴街角 付帝片 6 点 ､
三 角板革 綴短 甲片 9 点 ､ 横矧板鋲 留

短甲破片 9 点 ､
1 9 5 6 年 出土資料 ( 以下5 6 年 資料とす る) の なか か らこ れ らと接合 した

3 点 ､ 今 回出土 の 蝶番 の 座 金痕 をも つ 資料を 1 点掲載 した ｡ 5 6 年 資料と併せ て も甲南

の 全容 を知 る に は まだ相 当 の 資料が 不 足 して い る ｡ 衝 角付南は ､
左 前側 の 衝角部 付近

の 部材に 限られ て い る D 草綴短 甲 は 前胴 の 長側 地板 数片と後 胴 の 竪上 第 2 段 地板 ､ お

よび脇部の 地板 を確認 で き る が
､ 革紐 の 覆輪をも つ 押付板 ､ 裾板は まだ検出されて い

な い o 鋲留短甲は ､ 蝶番 を含めて 右前胴 の 部材 が か なり 充実 して い るが ､ 左 前胴 は未

だ空白部分が 多く ､ 後胴 は 竪上第 2 ･ 3 段 を除 い て 断 片的な資料に と どま っ て い る ｡

三角板草綴衝 角付 き帝は ､ 地板 三 角板 2 枚 ､ 帯金 3 枚 ､ 衝角左側 の 金具 1 点 があ り ､

同
一

個体の 部材と考えられ る o 地板 と帯金 の 位置関係 は 不 明で ある が
､

2 点 の 地板の

大き さは若干 異な り ､ 帯金 に は胴 巻板 と腰 巻板が あ る ｡ 5 6 年資料に は し こ ろ板と考え

られ る薄い 帯金 1 枚と地板 2 枚 を矧 ぎ合わ せ たも の があ る ｡

三角板革綴短 甲は ､ 後胴 竪上第2 段右側 の 地板 1 枚 ､ 後胴 竪上 ほ か の 地 板三 角板 3

枚 ､ 脇部地板 3 枚 ､ 部位 ･ 形状 を特 定 でき な い 地板 1 枚が あ る 8 5 6 年 資料に は後胴 竪

上第 2 段 の 左 側 隅と右側 の 地板 1 枚ずつ
､ 後胴 長側 第 1 段 の 右側脇 部地板 1 枚 ､ 前胴

引合板側 の 長側第2 段 ･ 第 3 段 の 地板が 1 枚ず つ
､ 前胴 竪上 の 地板 1 枚 ､ 部位不明 の

地板 2 枚､ 帯金 8 点が ある ｡

-
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横矧板 鋲留短甲は ､ 後胴 押付板( 図 4
-

1 ) ､ 後胴押付板 と重 なる 竪上第 3 段の 右側

地板( 2 ) ､ 前胴 の 可能性 が 高 い 押付板( 3) ､ 後胴 脇と考 えられ る湾曲の ある 地板( 4 ) ､

脇部の 地板 ( 5 ) ､ 後胴右 脇と見 られ る脇部( 6 ) ､ 後胴裾板( 8 ) ､ 蝶番 金具( 9 ) の 8 点

を図示 した ｡ ( 2 ) は 5 6 年 に 出土 して い た後胴 竪上第 3 段 の 右側 に接合 し
､ 竪上第 2 ･

3 段 の 幅 をほ ぼ確定す る資料とな っ た( 7 ) 0 ( 2 ) の 裏側 に 残 る 竪上第 2 段 の 地板に は

隅切 り加 工が ある D ( 9 ) の 蝶番金 具は 円形 の 座 金具 をも つ 壷側 の 金具で ､ 同様の 座金

具 に付く釣 り 手金 具と組 み合うも の で ある ｡ 右 前胴 に 取 り付 けられ て い たも の で ある

が
､

5 6 年 出土 の 右前胴 脇部の 資料に蝶番座金 具 の 圧 痕が あり
､

こ の 圧 痕 の 位置に 装着

され て い た 可 能性 が 高い ( 1 0) ｡ 座金具は径 3 c m 前 後で 3 本の 鋲で 固定され て い た｡ 表

面 に は 光沢 の ある 樹脂膜 が 良く残 っ て い る ｡

鉄鉱 ( 図 5
-

1 - 1 7)

か なり 鏡ぶくれ して ひ び 割れ ､ 変形 して い る が ､ Ⅹ線授影 と併落と しに よ っ て 刃部

が 大きく 棒状部の 極端 に短 い 片刃 箭式が 5 点 ､ 両刃 に し の ぎをも つ 腸挟三角形 式 1 点 ､

小型 の 三 角形式 1 点 ､ 片丸 の 剣身形 式 1 点が確認 され た｡ 棒状部か ら茎 に は厚 みや 幅

の 大きな重量感 の ある つ く り の もの と細く軽 い っ く り の も の が ある o こ れらは 大きく

4 段階 の 製品 に分 けられ ､

Ⅰ : 刃 部が 大きく棒状部の 極端 に短 い 片 刃箭 式( 1 - 5 )

Ⅱ : 太 い 棒状部 が発 達 し て 長く な っ た形式( 6 - 9 ･ 1 1)

Ⅲ : 両刃 に し の ぎをも つ 有茎 の 腸挟 三 角形 式(1 2) ､ 小 型 の 三角 形式(1 3) ･ 片丸 の 剣

身式(1 4) の 長頚鉾

Ⅳ : 細く華奪な棒状 部 をも つ 長 頚嫉(1 5 - 1 7) が あ る｡

Ⅰ は革綴 甲 常に 伴う と考 えられ ､ 逆刺 をも つ と見 られ る が
､ 変形が 著 し い ため 不 明

瞭 で ある o 2 の 関は 4 面 に 段をも つ と見られ
､

5 の 関も そ の 可能性が 高 い o Ⅱ - Ⅲ は

鋲 留短 甲に伴 うと 考 えられ る｡ Ⅳ は 耳環 ･ 玉 類 に伴うも の で あろう ｡

鉄製利器 ( 図 5 - 1 8 - 2 3)

1 8 - 2 2 は 鉄鉱の 棒状部 を再加工 した可 能性 の あ る利器 で ある o 生や整と して 用 い ら

れ たと考え られる が ､ 茎 の 遺存す る2 2 を見 る と矢柄 状 の 柄 に装着され て い る こ とか ら

ヤ ス と して使 わ れた 可 能性も ある ｡ 2 3 は極め て 変形 し
､ 外形 に 生きた面 は見 られ な い

が 断面 の 形態等か らヤ リ ガ ン ナ の 刃 部と推 定され る ｡

刺 , 大刀
･ 工 具類 ( 図 6 )

刀剣 類 ･ 工 具類 の 破片は 鍔化 の よ る剥離や 変形 が 特に 著 しく ､ 部位や用途 を特 定で

きな い も の が 多い ｡ こ こ で は剣 の 切 先 1 点( 1 ) ､ 大刀 の 破 片 8 点( 2 - 9 ) ､ 刀 子 関部

1 点( 1 0) ､ 斧頭の 一

部と考え られ る もの 8 点( l l - 1 8) を図示 した ｡

大刀 に は切先 1 点 ､ 目釘孔 の ある 茎 4 点が あ り ､ 刀 身 に は 1 - 4 の よう に細身 の も

の と 8 の よう な幅広 の も の が ある o 4 の 刀 身は 5 6 年 資料と の 接合例で ある D 斧頭 と推

定 した 8 点 の うち袋状 の 柄装着部と 見られ る1 1 以外 は 部位 を特定 でき ない o 1 2 ･ 1 6 ･
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1 8 の 外 縁に は 斧頭 の 肩 部と 考えられ る部分 が遺存 し
､

1 3 - 1 5 は厚 み の ある側線 に相当

す る生きた面 が残 っ て い る ｡ 1 7 ･ 1 8 は大刀 とは 考えられ な い 大型 の 剥片で ある こ とか

ら斧頭を想定 した｡
1 7 は刃 先に近 い 部分と 考えられ る｡

また
､

そ の 後の 調査 で 直弧文を彫刻 した鹿角製 の 刀剣装具が出土 して い る｡

装身具 ( 図 7 )

メ ノ ウ製 の 勾玉 1 点 ､ 銅地塗金 の 耳環 1 点 ､ 碧玉 製管玉 3 点( 4 - 6 ) ､ 埋 もれ木製

と見られ る管玉 1 点( 3 ) が ある ｡ こ の う ち 5 ･ 6 の 碧玉 製管玉 は総寺院 に保 管され て

い たも の で ある ｡ メ ノ ウ製 の 勾 玉 は断面 の 丸み が弱く ､ 周縁 を面取り して仕 上げた製

品で
､ 頭部 の 穿孔 は 片側 か ら行 われ て い る o 透 明感 の ある 黄褐色 を呈す る o

銅地塗金 の 耳環 は腐食が著 しく ､ 全体に 緑青に覆われて い る が1 0 倍 の ル ー ペ で観察

す ると わずか に塗金膜 を確認 で き る o 断面 は偏平な楕円形 で ある ｡

碧玉 製管玉 は い ず れ も暗い 緑灰 色で ､ 磨か れ て 光沢が ある ｡ 穿孔は 片側 か ら行われ

て い る ｡ 埋 もれ木 製と推定 した 管玉 はま っ たく 光沢がなく ､ 風化 した表 面は灰 黄褐色

で ある が本来 は 黒褐 色 で あ るo 断面 は楕円 に近く ､ 面取 り した痕が 見 られ る D 穿孔は

両側 か ら行 われ て い る ｡

土器 ( 図 8 )

図示 した須恵器 の う ち大 型施
､ 短脚 の 高杯 ､ 広 口 壷の 口 頚 部 は今回 の 調査 で 出土 し ､

長脚 の 高杯 ､ 高杯 蓋 ､ 短頚 壷 ､ 平赦 ､ 広 口憂 (1 7) は 縛持 院に 保管され て い たも の で

あ る｡ 大型 施 は ほ ぼ完形 で 出土 し て お り ､ 房総 で は 出土例 の 少 な い 大型施 の 中で も全

容 の わ か る希少 な資料 で ある ｡ 底部 は厚 い 粘 土 盤 を叩き成形 して お り ､ 内面 に は無文

の 当 て 具痕が ある ｡ 底 部 の 外面 は 回転 - ラケズ リ後 ､ 手 持 ち の - ラ ナ デ に よ っ て仕 上

げ られ て お り
､

全 体に 丁 寧 な つ く りで あ る ｡ 胴 部外 面は カ キ 目調整後 ､ 回転ナ デが加

え られ て い る o 口 頚部 か ら胴部上 半 の 外面と 口頚部 の 内面 に は 暗オ リ
ー

ブ - 黒色 の か

な り多量 の 降灰 が あり ､ 窯体等 の 小 片が 溶着 して い る ｡ 良好 に 還元 した焼き締ま り の

良 い 製品で ある ｡

土師器 は高杯 3 点 ､ 杯 5 点
､ 短頚壷 1 点 を図示 した ｡ 2 の 高杯は 9 3 年 出土 の 破 片が

総持院保管 の 資料と接合 したも の で ある ｡ 高杯 に は い ずれ も多量 の 赤色顔料 ( ベ ン ガ

ラ) が厚く塗 られて お り ､ 顔料 を塗布 した刷 毛 の 痕が 明瞭に 残り
､ 顔料の 粉末や塊 が

付着 して い る ｡ 通有に赤 彩され た他 の 器種 が 赤味 の 強 い 赤褐色 に発色 して い る の に比

べ て
､ 高杯 は棲色 に近 い 赤褐色 で ある こ とか らも焼成後 に 塗 られた 可 能性 が 高い

｡

これ ら の 土器は 4 時期に 分 けられ ､

1 期 : 須 恵器 の 大型q と 2 - 4 の 土師器

2 期 : 短脚高杯と 7 - 1 0 の 土師器

3 期 : 長脚 2 段透か し の 高杯 と蓋 の 組 み 合わ せ
､ お よ び1 2 ･ 1 3 の 土師器杯

4 期 : 1 4 - 1 7 の 須恵器 が 該当す る ｡

1 期 には 革綴甲南と鉄錬の Ⅰ 段階が対応 し ､ 2 期に は鋲 留短甲 とII - Ⅲ 段 階の 鉄銭
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が伴う o 3 期 に は木棺内 の 装身具や Ⅳ段 階の 錬 鉄が伴うと考えられ る o 4 期 の 須恵器

に 対応 する副葬品は確 定でき な い が ､ こ の 時期 にも埋葬が行 われ て い た の で あろうo

⑤舟形 の 木棺に つ い て

大寺 山洞 穴で 出土 した木棺は ､
い ずれ も割り の 浅 い 丸木舟形で ある 0 1 2 基 の 棺は南

側 の 壁 沿 い に 紬先 を洞 穴 の 開 口部 に 向けて 並 べ られ
､ 棺と棺の 間に横木を渡 して積み

上 げられ た ように 出土 して い る o 高塚古墳の 舟形木棺と は全く様相を異に して おり ､

蓋 の 有無も明 らか で は な い こ とか ら ､ 丸木 舟を転用 した ｢舟棺+ とす る見解が 示 され

て い る ( 岡本1 9 9 9 他) ｡
ベ ン ガラ で 赤彩され て お り ､ 必ず しも転用された とは 言 い 難

い
｡

い ず れに して も ､ 舟形 の 棺に 遺骸を乗せ て 累 々 と安置 した様相は ､ 舟葬と呼ぶ に

ふ さわ し い ｡

類例 を求 め ると
､ 前掲の 三 浦半島の例 の ほ か に ､ 島根県平田 市猪目洞穴で 到り舟と

推 定され る幅5 0 c m
･ 厚 さ 5 c m の 木 片 3 枚 に覆われ た人骨が赤彩され た土師津南坪 を伴

っ て 出土 して い る ｡ 猪目洞穴は 『出雲国風 土記』 に 黄泉の 坂 ､ 衆泉の 穴 と記 された

｢ 磯の 岩屋+ に比 定され て い る ｡ 風 土記 で は既 に異界 の こ とと して 記され ､ 洞穴 に葬

られ る こ と 自体が 忌簿す べ き こ とで ､ 洞 穴 の 夢も見 て はい けな い と い う｡ しか し､ 洞

穴 を墓 と した海人集団 に と っ て は海 上 の 他界 - の 入 り 口 で あ っ たと思 われ ､
こ れ ら の

舟葬例 はま さ に海 上他界を紡梯とさせ る ｡ こ の ような海人 の 他界観が倭 王権 の も とで

形成され た他 界観 と ど の よう に 関連す る か ､ 本 稿の 及ぶ 所 で は な い が ､ 舟形 木棺 ･ 舟

形 石棺に 表象 され る古墳時代前期 ･ 中期 の 葬送概念 が海上他 界を強く意識 した も の で

ある こ と は確 か で あろ うD 次第に農耕に 立脚 した体制 を整 えた支配者層 は横穴 式石室

の 導入 を契機 に葬送 の 形式 を変 え ､ 海 上他 界観 は概念と して の み 残存す るが
､ 海 人は

原 型に 近 い 葬送形 式を後期 以降ま で稚持 した と い え よう｡

(参被葬者 の 性格

出土 資料 の 検討 に よ っ て
､ 大寺山洞穴墓 の 被葬者 は洞穴真 の 被葬者の なか で も群を

抜 い て 豊か な副葬品 をも っ て い た こ とが 明らか にな っ てき たo 特 に 房総の 大型 前方後

円墳の 被葬者で さ えも つ こ と の で き なか っ た革綴 甲帝の 組み 合わせ を副葬され て い る

点 は注 目され る ｡ 革綴 甲帝 の なかで も三角板革綴短 甲 ･ 衝角付 簡の 組み合わせ 例は 関

東地方全体 で も極 めて 少なく ､ 確実 な類 例は 栃木県佐野市の 佐野八 幡山古墳出土例に

限られ る ( 表 1 ) ｡ こ れは ､ 大寺 山洞 穴塞が こ の 時期の 主要な大型古墳に比 肩 し ､ あ

る い は凌駕する ような存在 で あ っ た こ と を物語 っ て い る ｡

大寺 山洞 穴墓 の 被葬者 は そ の 副葬品に よ っ て 5 世紀前半 か ら 7 世紀前半に わ た っ て

埋 葬された こ とが 推定 され る ｡ 複数 の 鉄 製武具 をは じ め多く の 鉄製品 を手 に 入 れ ､ 何

世代に もわた っ て 同 じ墓 に 埋葬され て い る被葬者連 は ､
お そ らく 海上 交通 の 掌握を背

景 に台頭して 王権 と結び つ き をもち
､ 特 別 な地位を得た こ と が推測され る ｡ 平城宮木

簡 に表わ され た ｢ 費 の 国+ 安房 の 特別な位置づ けは
､

7 世紀か らさか の ぼ っ て 5 世紀

代 にそ の 萌芽 を見 い だす こ と ができ ると い え よう｡
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( 5 ) 海人 の 首長墓

海蝕洞穴基 は ､ 紀伊半 島か ら東北南部の 太平 洋沿岸 ､ 山陰 ･ 北陸の 日本海沿岸 に広

く分布 し
､ 縄文時代か ら平安時代の 人 々 に よ っ て使 用 された跡が残 され て い る ｡ 当時

は海に 直接画 して い た と考 えられ ､ 海を舞台に 情動 して い た人 々 の 季節的な生活 の 場 ､

ある い は海 の 祭耐 を行 う場 で あ っ た こ とを示す遺物 が 出土 して い る o

一

方 ､ 古墳時代

に は 墓 と して 利用 され た例が 多く ､ 特に ､ 日本海沿岸で は海人の 首長た ち の 墓と して

特別 の位置 を占めて い た こ とが注目され る o 大 寺山洞穴 の 調 査例 に よ っ て ､ 常総 の 南

の 玄関 口 で ある安房 もまた ､ 海を舞台に 活躍 し
､

か なり の 勢力を得た首長 がそ の 奥韓

城を海蝕洞 穴に求 め た地域で あ っ た こ と が 明らか に な っ た｡

全 国的に見 て も大寺 山洞 穴例 に 比 肩する 遺物 を出土 し･た海蝕洞穴基 は極め て 限られ

て お り
､ 宮城県石 巻 市五 松 山洞 窟は ､ その 数少 な い 例の ひ と つ で ある ｡ 多様な貝 ･ 骨

角製品と共 に金銅製圭頭大刀
･ 衝角付簡 ･ 鉄製武器 ･ 須恵器捷瓶が 出土 して い る｡ い

ずれも後期 以降の 製 品で ､ 大寺 山 の 3 期 - 4 期に相当する ｡ 注目され る の は ､ 遺物の

中に 南海産 の オ オ ツ タ ノ ハ ガイ 製の 見輪と大型イ モ ガイ の 環 状製品が存在す る こ とで

あ る｡
こ の 組み合 わせ は列 島最北端 の 例で ある ｡

関東以北 の オ オ ツ タ ノ ハ ガ イ 製見輪を太平洋岸に 北 上 して 見 ると ､ 三浦市海外洞 穴

･ 毘沙門洞穴 ･ 雨崎洞 穴 - 館山市安房神 社洞穴 - 岬町東前横穴 - 銚 子 市余山貝塚 ･ 赤

塚古墳 - 日立 市南高野 貝塚 - 宮城県 鳴瀬 町豊 浜 貝塚 - 石巻市南境貝塚 ･ 五 松 山洞窟と

い う東北 - の 海 の ル
ー

トが 浮 か び上 が る o こ の 中で 明 らか に 古墳時代と 考えられ る例

は 安房神社洞 穴 ( 前期) - 岬町東前横穴 ( 後期) - 赤塚 古墳 - 五松 山洞窟 ( 後期) に

限 られ るが ､ 古墳時代 の 腕飾が 石製 や青銅 に材 質 を変 えた後 もオ オ ツ タノ ハ ガイ製の

貝 輪が 長 く用 い られ て い た こ と が窺 える ｡ 海 人 の 伝統 の ひ と つ と い えよう か o 大寺山

第 1 洞 に は貝 製の 装 身具 は な い が ､ 第 3 洞 に イ モ ガイ製の 装身具が あり ､ 南海 産貝 の

装身具 を伝統 的に も つ 系譜 上 に ある と い え よう ｡

一 方
､ 紀伊半島 と の 関係 で は

､ 田辺 市磯間岩陰 (海蝕 洞穴) 遺跡 に長期 に わた る埋

葬例が ある o 岩棚 状 の 海蝕 ノ ッ チ に 石室 8 基 ･ 火葬跡 6 か所 ･ 海亀の 甲で 蓋 を した 石

櫛 1 基 が り ､
4 世紀 - 7 世紀ま で継続 して 使用 された大 寺山と ほ ぼ同時期 の 洞穴基で

あ るo 多種 多様な鹿角製 品が あり ､ 精巧 な作り で あ る ｡ 特 に 鉄剣の 鹿角 装具は 直弧文

の 彫 刻を施 した優晶 で あ る ｡ ま た , 鉄製の 鋸 ･ 釣針 をは じめ ､ 漁具が 多い の が 特徴で

鹿 角製 の ヤ ス
･

組 み合 わせ 式 の 釣り 針な どが 見 られ る o 鹿角製の ヤ ス は縄 文時穂後 ･

晩期 の も の と形態的 な差が ほ とん ど ない た め ､ 関東地方の 洞穴出土例に も再検討す べ

きも の が少なく な い ｡

以上 の 太平洋岸に分 布す る古墳時代 の 海蝕洞 穴墓 は ､ 地域に よる 葬法の 相違 はあ る

が
､ 同 - の 系譜上 に あ る もの と見られ る o 三浦半島の 兼業漁労民と の 比 較に 見た よう

に ､ 海蝕洞穴墓 の 被葬者は
､ 陸に生活 の 根 拠をもた な い 人 々 で あ っ たと推 定され る ｡

王 権に組み 込 まれ たと は い え海上 で 活動す る海 人は ､ 定 住す る農耕民中心の 社会に と

つ て は異質な人 々 で あ り ､ 海神 を信仰する 特殊 な集団と して 独特の 他 界観 を守り 続け

た もの と思 われ る o
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石材 の 流通

( 1 ) 古墳 と石 材

数百年 の 時 を経て ､ 多く の 古墳は深 い 緑 に 覆われ て い るが ､ 墳 丘 に 葺石 をめ ぐら し

長大 な石 の 埋葬施設 を築 い た古墳は ､

一 種 の 石 の 構造物で あ っ た と い えよう o 刺抜き

式 石棺や大型 の 組合わせ 式石 棺が造られ る ように な る と ､ 加 工 しや すい 特定 の 石材が

開発 され ､ 大 量に切り 出されて い る ｡ 九州 肥後 の 阿蘇石 ( 阿蘇溶結凝灰岩) ､ 四国讃

岐の 通称讃岐石 ( 石 英安山岩質凝灰岩) と火 山相地 石 ( 白色 石 英安山岩 質凝灰岩) ､

播 磨の 竜山石 ( 流紋岩質凝灰岩) ､ 大和
･ 河 内 の ニ 上山白色凝灰 岩 ､ 越前の 新谷 石

( 足羽 山産 凝灰岩) は 代表 的な石材で あるo こ れ らは 石棺や 石室 に盛 ん に用 い られ ､

遠隔 地 - 運 ばれた例も 見られ る ｡ 特に ､ 阿蘇石 は王 陵 ( 允恭陵古墳) の 陪塚 と考えら

れ る 長持 山古墳や紀伊大谷 古墳の 家形石 棺 に用 い られ ､ 阿蘇の 豪族と 王権 ･ 紀伊の 豪

族 と の 交流 を示 すもの と して 注目 され る ｡ また ､ 竜山石 は組み合わせ式 の 長持形 石棺

材と して 畿 内を中心 に広 い 範囲 で用 い られた ｡
こ れ ら の 石材移動 は 単に 素材 の 運搬 に

限 らず ､
工 人 の 移動 を伴う場合が あり ､

石材は新 し い 技術と共 に 遠隔地 - 運 ばれ たも

の とい えよう｡

関東地方 は ､ 現在の 群馬県 を中心とする 毛野 を除 い て ､ 多量 の 石材や大型 の 石 材を

必 要 とす る 竪穴式石 室や刺抜き 式石 棺がほ と ん ど波及 し なか っ た 地域で ある ｡ 中期以

降の 組合わせ 式石棺と横穴式 石 室 の 導入 に よ っ て よ うや く･ 本格的 な石 の 埋 葬施設 が 定

着 して い る ｡ 東京湾沿岸の 凝灰 質砂泥岩 ･ 筑波 山麓の 筑 波変成岩 ･ 荒川 水系産 出 の 緑

泥 片岩 は
､

こ の ような埋葬施 設 の 石 材と して 広 域に移動 した こ とが推定され る ｡ 首長

間交流 の 証左 と して 注 目 され る が ､ 石材 の 同定 を前 提 とす る ため ､ 再検討 の 必 要な例

が 少 なく な い o こ こ で は ､ 東京湾沿岸 の 磯石 を 中心 に ､ 石 材の 移 動 に つ い て検討 する

こ とに した い o

( 2 ) 古墳 に使用 され た磯 石

東京 湾沿岸の 石室 ･

石棺 の 石材の なか には
､ 直径 0 . 5 - 3 c m の 穿孔貝 の 生 痕 ( s h e l l

h o l e) が 見られ る も の が.あり ､ それ ら の 石材 が か つ て 汀線付近 に 存在 した こ とを物語

っ て い る ｡ S h e l l b o l e をも つ 石 室 ･

石 棺材の 多く は ､ 房総半島側 の 富津市を中心 と し

た地域に 分布 する ｡ そ れ ら の 石 材が 海岸か ら切り 出 され た と考えられ る の は ､
S h e l l

h o l e をも つ こ とに加 えて ､ 現在も海岸の 露頭 に類似 した岩石 を見 い だす こ とが で き る

か らで ある ｡ それ らは 第三 紀 に堆積 した多量 の 火 山砕屑 物 を含む海 成層 で
､ 隆起 し岩

棚状の 海食台 とな っ て 露出 して い る o 特に館 山 の 麓付 近 か ら房総半島の 南端 にか けて

の 海岸線は ､ 軟 らか い 層が侵食 され硬質の 部分が残 っ て 表 面が鋸 歯状に な っ た海食台

が 形成され て い るた め
､

一 定 の 大き さ の 板石 を必要 とする 石 室 ･

石 棺材の 切 り出 しに

適 して い たと思われ る ｡ こ れ ら の 石材は ､ 凝灰 質砂 岩 ､
ある い は 凝灰質泥岩 に分類さ

れ ､ 海岸に は 転石 も見 られ る ｡
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図 1 1 磯 石 を 利 周 し た 石 室 ･ 石 棺 の 分 布 と 石材 サ ン プ ル 採 取 地 ( 日本の地 凱)9
.
1 より引用 ･ 改剛

( A - P は 歳 1 と 対 応 o 央 印 の 採 集 地 は 図 3 を 参 照)

こ の 房総 の 海岸に 産 出す る石 材が ､ 行 田市 の 埼玉 将軍 山古墳の 横穴式 石 室 に用 い ら

れ て い る と い う見解か ら ､ 房総 の 石 の 広域 間移動 に 両地 域の 首長 の 交 流を推定す る論

考 ( 若松1 9 9 2 ･ 1 9 9 3) が 出された の を契機に
､

こ れ に 注目 した分析 ･

検討 が 相次 い で

い る ( 高橋 ･ 本間1 9 9 4
､ 江 上1 9 9 4) ｡ 若松 論文で は ､ 富津市 内裏塚古墳群 の 6 世紀代

の 大型 前方後 円墳と将 軍 山古墳の 墳形 ･ 副葬品 の 共 通性 か ら石材の 採 取と加 工 を含め

た 古墳築造 に か か わる 房総 と武蔵の 首長 間協力 関係 を想 定 し ､ 房総 の 海岸 か ら
■

埼玉 古

墳群 - の 石材 の 長距離 運搬 を示 唆して い る ｡ 高橋 ･ 本間両氏 は
､ 房 州 の 海岸産 出石材

( ｢房州 石+ の 名称 を使用) の 地質学的な整理 と石材使 用例 の 補足 を行 い
､ 以 下 の 3

点 を挙 げた ｡

1 : 将軍 山古墳の 石 室 に使 用された ｢ 房州 石+ は
､ 鋸 山付近 の 海岸に あ る稲子 沢層

の 転石 で ある ｡

2 : 石材 の 移動 距離 は直線に して 1 1 8 k m で ､ 水運 に よる 運搬 以外は 考えられ な い o

3 : 将軍 山古墳 の ｢ 房州 石+ は
､

石材 産 出地 と の 政治的 関係が あ っ た こ と を示 唆 し

て い る と共 に そ の 距離 は 政治権力と 比 例す る こ と を示 して い る ｡ ま た ､ 中期前 半



の 武蔵 の 代表 的 な古墳で ある東京 都大田区野毛 大塚 山古墳 の 石 棺材も ｢ 房州石+

で ある 可能性が報告 され ､ 武蔵 と房総南部の 首 長間の 結び つ き が石材の 長距離運

搬 をもた ら したとす る 見解が 強調 され つ つ ある ｡

しか しながら ､ 東京 湾を挟ん で房州 ( 房総南部) と三 浦半 島は 同 じ地質層序 をもち ､

稲子沢層を含む三 浦層群は 両地域の 海岸 に露頭が見 られ る ｡ 果た して ､ そ の 産地 を房

総 に 限定す る こ とがで き る の で あろうか ｡ また ､ 区別 で き な い とすれ ば ､ 産地 を房総

に 求 め る根拠 に つ い て どの よ う な検討を進 め た らよ い か ｡ さ らに ､ 海岸産 出 の 石 材が

どの ように古墳の 石室 ･ 石 棺に つ か われ て い るか 具体的 な分析を行う必 要が ある o こ

の 課題 は使用 例 の 最も多い
､

い わば ｢房 州石+ の 本拠 地で ある房総 の 古墳時代を分析

する重要なテ
ー マ で ある と認 識 して い る o 本稿で は 地質学 ･ 考古学両面か ら こ の 際題

を分析する た め の 問題 点を整理 し ､ その 展望 を示す こ と を目 的と した い
｡

なお ､ 石 室 ･ 石 棺材と して 用 い られた海岸産 出 の 石 材を ｢ 房州 石+ と呼称 す る の は ､

建築用材と して用 い られた い わゆ る房州 石 と音に よ る 区別 がで き な い た め ､ 房総 ､ あ

る い は主浦半島の ｢磯石+ と呼称す る こ とに した い ｡

( 3 ) 磯石 を用 い た 石 室 ･ 石棺 ( 表 1
､ 図1 1)

表面に S h e l l h o l e をも つ 磯石 を用 い た石 室 ･

石棺 の 主な例 を表 1 に示 した ｡ こ の

う ち､ サ ン プ ル 番号 を付 したも の は 今回現地調査 を 行 っ て 石 材の サ ン プ ル を得た も の

で ある o また ､ 富津市周 辺 の 使 用例 に つ い て は未確認 の も の が多く
､ 今後か なり追加

･ 修正 す る こ と に なる と思 われ る ｡

分布 の 特徴は
､

1 : 房総 の 富津市周辺 に集 中 し ､ 三浦半島側 の 多摩川 以西 に は今 の と こ ろ 例が な い o

2 : 習志野 市か ら北区に か か る奥東京湾 の 沿岸に 分布 の 中心 の ひ と つ が あ る ｡

3 : 磯石 産 出地 の 中心 と考 えられ る鋸 南町鋸 山付近 か ら約 1 2 0 k m 離れ た行 田市に

そ の 使用例 と推 定され る将軍 山古墳が位置す る o

4 : 太平洋側 に も産 出地や 産 出層 の 異 なる磯石 の 使用例が 見 られ る 点で ある o

次に 芳賀正和 に よ る肉眼観察の 所 見 ( 芳賀1 9 9 6) を掲載す る o

( 4 ) 石 材 ､ 採集 した 岩 石 の 肉眼的特徴

考古学上 の 磯石 は 主 に千 葉県 内 の 古墳の 石室 に 使 われ て い る火 砕岩や 凝灰 質砂岩 ､

凝灰質泥岩 な どを指すo こ れ らは房総半島中西 部の 鋸山お よびそ の 周辺 の 地層 に 見 ら

れ る火砕岩 や凝灰質砂岩 ､ 凝灰 質泥岩 などと類似す る ｡ しか し ､

一

口 に磯石 とい っ て

もそ の 特徴 は多様で あり ､ 採 石 場所も複数に 及ぶ可 能性 もあ る o そ こ で ､ 本研 究は 古

墳の 石 材と して使 われ た海岸産 出 の 岩 石 が どこ か ら運 ばれて き たか を明 らか に する こ

と を目的とする o そ の 最初 の 段 階と して ､ 筆者らは 古墳 の 石 材に類 似す る岩石 を実際

に 露頭で 採集 し ､ それ と 石 材との 比較 を肉眼観察に 基づ い て お こ な っ た｡

本論 で は ､
まず､ 古墳 の 石材と して 使 われ て い る 岩石 を簡 単に記載 し

､ 次 に房総半

島と三 浦半島 に分布す る地 層 の 岩相の 説 明と採 集 した岩 石 の 採 集地 ､ 肉眼的特徴を簡
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表 1 東 京 湾産 出 の 磯石 を 位 相 し た 石 室
･

石棺

地点 サンプル 所在地 ･ 古墳名 磯 石 倣 用 施 殻 墳形 ･ 娩椀( m) Fl割田

A ①

◎

③

埼玉 県行田 市 ･ 将軍山古墳 横穴式石室 f3
･

9 0 6 c 中

B

a

I)

束窟都澄飾区柴又 ･

柴又八 幡神社古墳 横穴式石室 ○
･ 2 0 Gc 後

Gc 後

立石
. 立石様 ( 横穴式石室)

北区亦羽台 ･ 赤羽台古墳聯3 号墳 横穴式石室 0 . 12

4 号墳 桝穴武石塞 ○ ･ 2 0 G c 後

5 母娘 横穴式石室 ○
･ 23 (7 C 抑)

6 号墳 横穴式石室 ○
･ 17 ( 7C 郎J)

6C ri-

先川区南千住
･

索議姫神社瑞光石 ( 石室? )

E 千柴原11了川 田国肘缶 ･ 改良機古墳 繊穴式石竃 B ･ 5 4 .4

F 習志野市懸昭 . 惣澗B 号古墳 鑑L 合武石柁 O 1 - Gc 後

G

a

市原 田園分寄合
･

南向原2 骨墳 蛾穴武石室 ,0
･ 2 4 .0 7C 肪

西谷14 号墳 供穴式石室 0
1 2 7 .7 7CT17J

板 田5 号墳 峡穴武石 塾 0 ･ 17 (7 C 糾)

木吏紳fFiJ
T韓刷

･

南側銚子塚古墳 配合武石棺 n ･ 142 5C 祁J

I ④ 木更韓市長須盤
･ 金鈴塚古墳 横穴式石室 B ･ 95 6 C 末

J

t{

L

⑤ 雷酵市 二 間壕 ･ 内轟塚古墳 ( 竪穴式石室) 凸 ･ 148 5C 桝

⑥ 笛紳市下飯野 ･ 丸森塚 古墳 ( 横穴式石室) EZ 1 105 6C 飢

⑦ 箇捧市下飯野 . 白姫壕古墳 横穴式石豪 ○ ･ 26 Gc 後

⑧

㊨

宵印市大卿 ･ 西 原古墳 枕穴武石鼓 8 ･ 63 Gc 後

富津市大掘
･

九塚古墳 横穴式石室 ○ ･ 30 Gc 後

禽津市青木
･

姫塚古墳 横穴式石室 f3 ･ 70 Gc 後

富韓市 二 間塚 ･ わ らび塚古墳 横穴式石室 B ･ 48 6C 末

宮棒市 二 間壕 ･ 新刺青墳 横穴式石室 凸 ･ 39 Gc 後

笛津市 二 間像
.

西 谷古墳 横穴式石寅 ○
･ 29 6C 来

箇棒市小久保
･

弁天山古墳 展穴武石室 n ･ 87 らc 後

⑬ 窟砕市綿
･

網稲荷壕古墳 横穴式石室 (a )
I

( 40) 6C ?

⑳ 窟津市史和 ･ 上北原古墳 横穴式石室 B ･ 4 6 6C 来

M ⑫

⑬

箇韓市竹岡 ･ 松原古墳 ( 横穴式石 室) ( ○)
･

( 1 5) 6C ?

N 東京都世田谷区野毛
･

野毛大塚古墳 風 合式石棺 0 ･ 8 2 5C 蘭

0 千垂県山武郡 山武町 ･ 胡摩手台16 号墳 横穴式石室 n ･ 8 6 7 C 初

P ^ 日市場市飯壕
･

閑向古墳 横穴式石基 T C 初

l
‥
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単に述 べ る こ とに する ｡

( a ) 古墳の 石 室 の 石 材と して使われ て い る磯石 ｡

①埼玉 県行 田市将軍山古墳石 室 ( サ ン プ ル 3 点)

1 . 乳白色凝灰質泥岩 . S h e ll h o l e が見られ る ｡

2 ･ 3 . 灰 白色凝灰 質泥岩 .
フ ジツ ボ

､
ヒ ザ ラ貝 が 付着す る ｡

②千葉県習志野市鷺沼古墳石 棺

側板 : 白色軽石 質細粒 凝灰岩｡ 水 平薬理 が見 られ るo S h e l l h o l e が 見 られ る o

天井部 : 褐色 を呈す る細磯質凝灰 質砂岩 o

③木更津市銚子 塚古墳石 室 ( サ ン プ ル 3 点)

1 . 乳白色凝灰質細粒砂岩 o 水平薬理 が見られ る o

2 1 3 . 同上 o 小片の た め水 平菓理 は確認 で き な い o

④千葉県木 更津市金 鈴塚 古墳石 室

灰褐色細粒砂岩｡

⑤富津市内裏塚古墳石 室 ( サ ン プル 4 点)

1 ･ 2 ･ 3 . 灰 白色軽 石質粗粒砂岩 ｡ 水平薬理が 見 られ る ｡

4 . 同色 の 細粒砂 大 の 凝灰岩 .

⑥富津市九 条塚古墳石 室

凝灰 質細粒 - 中粒 砂岩 o 水平某理が見 られ る o S h e l l h o l e が見 られ る o

⑦富津市白姫塚 古墳 石室

ピ ン ク を帯び た白色 を呈す る凝灰質細粒砂 岩 o

(卦富津市西原古 墳石 室

灰白色凝灰質中粒 - 細 粒砂岩 ｡ 石英が 若干 入 る ｡

⑨富津市弁天 山古墳石室 ( サ ン プ ル 3 点)

1 . 灰色細粒 - 中粒砂岩 o 石 英含み ､ 西原古墳サ ン プ ル と類似 o

2 ･ 3 . 黄褐色軽 石 質粗粒凝灰質砂磯岩 ｡

⑩富津市絹稲荷塚 古墳石室 ( サ ン プ ル 4 点)

1 . 白色 細粒凝灰 岩

2 . 多孔質玄武 岩

3 . 安山岩

4 . 凝灰 質細粒砂岩

⑪富津市上 北原古墳石室

軽 石 を含む凝灰 質粗粒砂岩 - 凝灰 質細襖岩 ｡

⑫富津市松原古墳石 室

灰褐色 凝灰質細 粒砂岩 ｡

⑬山武郡 山武町胡摩 手 台1 6 号噴石 室

軟質凝灰質細粒砂 岩 ｡

こ れ ら の うち⑬胡摩手 台1 6 号墳石 室 の も の は他 と比 べ て 著 しく 軟質で
､ 下総層群に

由来す る可能性が 高 い ｡ しか し
､ そ の 他の 岩 石 は 白色 に 近 い 色 の 軽石 質 ある い は凝灰

-
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質砂岩また は泥岩が 多く ､ 房総 半島中西部の鋸 山周 辺 の 三 浦層群､ 上総層群に 由来す

る 可能性 が高い と思 われ る o そ こ で
､ 次に こ れ ら の 地層 の 簡単な鋭 明を行うo

( ら) 房総半島中西部と三 浦半島に分布する地層

房総 半島中西 部 の 鋸 山周辺 に分布する 地層 は 下位 か ら下部中新統 の保 田
･ 葉山層群 ､

中部中新統 - 上 部鮮新統 の 三 浦層群 ､ 上部鮮新統 - 更新統 の 上総層群に 区分され る

( 図1 2) . と こ ろが ､ 房総半島中西部と三 浦半島 には
一 連の 地層が分布 して い る の で

､

い ずれ の 場所 で も似た岩相の 岩石 を採集す る こ とが で き る と考えられる o そ こ で ､ 筆

者らは房総 半島中西部 と三 浦半島とで 実際に似た岩 石 を採集する こ とを試み た o それ

らの 岩 石 は ､ 房 総半島側 で は三 浦層群稲子 沢層 ､ 上総･層 群竹 岡層に ､ また ､ 三浦半島

側 は 三 浦層群三 崎層 ､ 初声層 ､ 池子層に属 する ( 図1 3) o 次 に ､ これ ら の 地層の 説 明

を鈴木 ほか ( 1 9 9 5) お よび ､ 日本の 地質 ｢ 関東地 方+ 編集委員全編 ( 1 9 8 6) に 基づ い

て 簡単 に行う と と もに ､ それ ら の 地層か ら筆者らが採集 した岩 石 の 採集地と肉眼的特

徴を述 べ る こ とにす る ｡

竹 岡層 : 主 に安 山岩 片を主とする 凝灰 角磯岩か ら なる o 筆者らは 次 の 試料を採集 し

た ｡

⑬十宮海岸 安山岩片 ､ 見化 石 を含み ､ 斜交薬理 が見られ る灰褐負 - 褐色凝灰 質

ス コ リ ア 質粗粒砂 岩 ｡

稲子 沢層 : 主 と して 凝灰 質泥岩 と 砂岩 の 泥岩勝ち互層か ら なり
､

ス コ リ ア 質砂岩 と

泥 岩 の 互 層 ､ 軽 石質砂 岩と 泥岩 の 互 層 ､ 薄 い 凝灰 質砂 岩 を挟む ｡ 本層基底 に は軍

さ1 0 数 m の 磯岩層 ( 千畑磯岩) が 発達す る ｡ 筆者 らは 次の 2 試 料を採集 した ｡

⑲不動岩北 黒色 細粒 砂 を含む 灰色泥岩 o

⑳不動岩 北 の 道 路脇 軽石 を含む灰褐色泥岩 o

* ○不動岩 南 ス コ リ ア 混 じり灰 白色細粒砂 岩お よび 泥岩 o 水平葉理 が 見られ る ｡

池 子層 : 主に凝灰 質砂岩 か らなり
､

泥岩 を挟む o 海底 地滑 り堆積層が見 られ る o

筆者らは 次の 試 料を採集 した ｡

⑭観音崎 灰 白色軽石 質凝灰質泥岩 o 風化 す る と 黄色 を帯び る a

初声層 : 主 に ス コ リ ア 質お よ び軽石 質の 粗粒砂岩 か ら なる o

一

部に は斜交某理 が発

達する o 筆者 らは次の 試料を採集 した.

⑬雨崎 灰色軽 石 質中粒 - 粗粒砂岩 ｡

三 崎層 : 主 に泥岩 と 凝灰 質砂岩 お よび 凝灰岩 の 互 層か らなる ｡ 本層の 下部は粗粒 シ

ル ト質 混岩と火砕質砂 岩お よ び 磯岩 の 泥岩優勢 互層 で あ る｡ 筆者らは 次の 3 試料

を採集 した｡

⑮剣崎 褐色 - 黒褐 色 ス コ リ ア 質泥岩 o 中粒 - 粗粒砂 を含むo S h e l l h o l e が見 ら

れ る ｡

⑰A 剣崎 灰褐色 - 黒灰 色粗粒砂岩 ｡

⑰B 剣崎 黒色細粒 - 中粒砂 を含む黄褐 色梶岩 ｡

竹岡層 は
一

般に 粒度が大きく ､ 安山岩片 な どを著 しく含む こ とか ら ､ 他 と区別 でき
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ると思 われ る o しか し ､ その 他の 地層 はい ずれ も ス コ リ ア 質 ､ 軽石 質ある い は凝灰 質

の 砂岩泥岩互 層や砂岩層を主体と して おり ､ 肉眼的 に は岩相は互 い に似 て い る｡ した

が っ て ､ 地層 の -

部分だけ を切り出 した石材が
､

どの 地層に 由来す るも の か を肉眼的

特徴だ けで 決 める こ とは ほ とん ど不 可能 で ある と言 える o

また ､ 石 材は 三 浦層群中上部ある い は 上線層群最下部の 地層か ら切 り出 したも の で

あ る こ とは まちが い ない か も しれな い が ､ 房総半島だ けで なく 三 浦半島を産 地とする

可能性も十分あると い える o

( 5 ) 磯石 分析 の 課題

地質学的 な作業と して は今回は肉眼観察 しか 行わ なか っ た の で ､ 産地 の 特定は で き

なか っ た ｡ これ は非常に 困難な作業で あり
､

こ れ を可能に する に は ､ どの 層準に 由来

す るか ､ ま た房総側 か
､

三 浦側か を決 め る 必 要が あ る ｡ そ れ に は まず､ 石材と して使

わ れて い る岩 石 の 時代や岩 石 の 中の 火砕物質 の 性質を明 らか に す る必 要 があ る と思わ

れ る ｡ そ こ で ､ 筆者らは 研究 の 次 の 段 階と して ､ 石 材と 採集 した岩 石 の 微化 石 ､ お よ

び鉱物 組成の 分析 をお こ なう予 定で ある ｡

考古学的 な検討課題 は ､ さらに磯石 の 使用例 を追跡 ･ 確認 し ､ 磯石 を用 い た古墳の

位置づ けを行 う こ と に ある o

s h e l l h o l e をも つ もの をなぜ選 ん だか と い う問 い は ､ 本間氏 に よ っ てすで に 出さ

れて い る o 石 室の 遺存が良く ､ 構 造や 石材 の 用 い 方 が分 か る 例 は数例 に 限られて い る

が ､ 穿孔 の あ る面 を意図的 に 内側 に配 した と い える例に 鷺沼古墳 の 石棺が挙 げられ る ｡

また
､ 市原 市国分寺台の 3 例 は ､ 基本的 に穿孔 面 を背面 に配 して い る が

､ 穿孔 面 の 方

が平らで あ る場合はそ ち らを内側 に用 い る と い う よ う に 石材 の 加 工 を最小 限 に した結

果ともうか が える使 い 方 で あ る｡ こ の 点 も今後 確認 ･

検討す る課題 の ひ と つ で ある ｡

なお ､
こ の 穿孔の 要因 に つ い て は ､ 穿孔 貝 の 生痕 の ほ か に どん ぐり 等の 実が 雨水で 廻

っ て窪ん だも の が ある と の 指摘があり ､ 掘 り出され て長 年風 雨 に さ らされ た 石材 に は

こ の ような穿孔 がみ られ る こ と もあり得 る ため ､ S h e l l h o l e の 確認 に 際 して 留意す

る 必 要が ある と 思われ る ｡

また ､ 磯石 に は 凝灰質の 柔 らか なも の か らか な り硬 い砂 岩まで 見 られ る ｡ 前者 の 代

表例 に は鷺沼古墳があり ､ 後者に は弁 天 山古墳天 井石 4 枚の うち の
一

枚 ( サ ン プ ル ⑨

-

1) が挙 げられ る o
こ の よ うな磯石 の 使 い 分 けが個々 の 古墳 ､ 地域に よ っ て 異な る の

か ､ あ る い は弁 天 山古墳や 絹稲荷塚 古墳の よう に 同 じ石 室 ( 石棺) に 両者 が混在 して

用 い られ る の が通 有な の か と い う点の 確認 も今後の 課題 で あ る ｡

主要河川 の 流域を代表 す る首長墓 の ひ と つ で あ る弁 天 山古墳で は ､ 最も大型 の 縄掛

け突起をも つ 天井 石 に 地元 で産 出 しない 花簡岩 を使用 して い ると報告 されて い たが
､

今回 の 観察に よ っ て房 総 半島中西部の 三 浦層群 ､ 上総層群に 由来す る可能性 が 高い 軽

石 質粗粒凝灰 質砂磯岩 で あ る と判断 された ｡ こ れ に よ っ て弁 天 山古墳 の 石 室構 造 の 系

譜 と被葬者 の 性格 を再検討する 必 要が ある と思 われ る ｡
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★ 横穴式石室 o 石 棺系石 竜 ○ 箱武石 棺 * 中期の 石棺
0 50k m

図 1 4 片岩 使 用 の 埋 葬施 設 ( 石 橋 1 99 5 凌 改 囲)

( 6 ) 筑波 石 を用 い た 埋葬施設 の 分布

香 取海 の 水運と 沿岸 の 交流 を物語 るも の と して ､ 筑波山東麓を中心 的な産 地とする

通称筑 波石 ( 筑波変成岩) を用 い た埋葬施設 の 分布 があげられ る o

■
筑 波石 は ､ 板状に

割れ る節 理 をも つ 片岩 の 1 種 で ､ 古墳時代に は 主 に組合 わせ 式 石棺 の 素材と して 盛ん

に 用い られ る ｡

そ の 分布 は ､ 北 は 鬼怒川 の 上 流域から西 は江戸川 下流域､ 東 は利根川河 口 にお よぶ

香取海沿岸 の ほ ぼ全域 に わ た る ｡ ま た
､ 印藤沼 か ら商流す る鹿島川 に沿 い に も分布が

見 られ ､ 下総と上総 の 境を流れ る村田川右岸が 南限で ある o

中期の 石 棺は ､ わず か 2 例で ある が ､
1 例 は 香取海南岸最大 の 前方後 円墳で ある小

見川 町豊浦 大塚山古墳 ( 全長1 2 4 m ) の 長持形系 石棺 ､ もう 1 例は 北岸最大 の 前方後

円墳 ･ 石 岡市舟塚 山古墳 ( 全長1 8 6 m ) に隣接す る舟塚山1 3 号填で あ る ｡ 豊浦大塚 山

古墳の 石棺は
､ 畿 内 の 大型 古墳に組 合わ せ 式の 長持形 石 棺が 採用 された こ と に呼応 し

た新形式 の 埋葬施設 で あり ､ お よそ 6 0 k m 離れた筑波 山麓か ら石 材を運 ん で 造 られたも

の で あ る｡ 石 棺材は 幅約90 c m ､ 長さ2 2 0 c m 以上
､ 厚 さ1 5 c m にお よぶ大型 の 板石 で

､
こ

の 石 材の 運搬が香 取海 を経由 した こ とは 言うま で もな い ｡

後期 に至 る と筑波 石 の 埋 葬施設は 中小 規模の 古墳に 用 い られ る よ うに なり ､ 分布 は

一

気 に拡大す る ｡ 墳丘 の 裾部に 筑波石 の 箱式石 棺を配 置する後期古墳は ､ 香取海沿岸

域 の 常陸 ･ 下総地 域 ( 常総地域) に特徴的 な形 式と して 定着す る o

-

方 ､ 後期 の 大型古墳に は
､ 筑波石 を用 い た 横穴式石 室が 築 かれ ､

産 地周辺 で は霞
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ヶ 浦町風返稲荷山古墳 ( 全長7q m の 前方後円墳) ､ 関城町舟 玉古墳 ( 1 辺 3 5 m の 方

墳) の ように全長1 0 m に お よぶ大型 の横穴式 石 室が 見られ る ｡ こ れ ら の 石 室 に は 長さ

3 - 4 m の
一

枚石 が使 われ て お り ､ 片岩板石 の 素材を用 い た最も大型の 埋葬施設 で あ

る ｡ 香取海 南岸で 大型の 横穴式 石室 に 筑波石 を用 い た例は ､ 昏角寺古墳群の 浅間山古

墳に 限 られて い る ｡ 浅間山古墳は ､ 南岸の 後期 - 終末期最大の 前方後円墳 ( 全長 7 8

m ) で ､ 列島最大の 終末期 方墳で あ る竜角寺岩 屋古墳の 1 段 階前の 首長基と推定され

る ｡ こ の 浅間山古墳の 築造 をも っ て ､ 埋 葬施設 の 構 築に伴う筑波石 の 遠距離移動 は最

終段階を迎 える ｡ 以後 ､ 首長墓 を は じめとする 主要 な古墳の 埋葬施設 に は ､ 地 元 に産

出する貝化石 入り の 砂岩 切石 が 用 い られ て い る ｡
こ の ように ､ 香取梅沿岸の 筑波石

の 移動 は
､ 中期か ら後期の ほ ぼ全期間に わ た っ て 行 われ ､ 特に 後期に は中小 古墳 の 被

葬者層に も筑波石 の埋 葬施設 が 波及 して い る ｡
しか し

､ 南岸地域で は ､ 新たな形 式 の

切 石積横穴式石 室 の採用 と とも に 大型 古墳 - の 需要 が なく なり ､ 石材 の 入 手 を通 じた

北岸と の 交流が希薄に な っ た こ とが うか が える ｡ 大化 の 改新前後の 王 権の 変革期に ､

東 国掌握の 動きが
一

段 と強ま り ､
王権 とそ の周辺 の 力が在地 の 交流に 変化をも た ら し

たも の と考える ｡

( 7 ) 古墳使用石 材 の 流通圏

東京 湾 ･ 香取海の 水 運 に よ る古墳使 用石 材 の 遠 隔地移動 は ､ 石 の 埋 葬施設構 築と い

う古墳時代を象徴す る需 要 に よ っ て もた らされ たも の で ある ｡ 埋葬施設 の 形 式 に よ っ

て 適材は異 なり
､

また 畿 内 の 首長墓 に み られ る よう な特定 の 色 に こ だわ っ た 石 材の 選

択 も石材の 遠隔地移動 を促 した よう で ある o 到抜き 式家形 石棺 に見 られ る特 徴的 な石

材 加工 技術たよ っ て ､ 九 州 か ら畿 内 - 専門の 石 工集団が 石材と共 に移動 した こ と が 示

された よう に ､ 特定の 地域間交 流を石 材と加 工 技術 に よ っ て 知 る こ とが 可能 で あ る o

東京湾をめ ぐる 石材流 通 に つ い て は ､ 磯石 とは 対照 的に秩 父 の 青石 と称 され る 荒川

水系産 の 緑泥片岩 が房総 の 木 更津市金鈴塚古墳に もた らされて お り
､ 武蔵 か ら上 総 の

後期 を代表す る大型 前方後 円墳に 石材が 運 ばれ た こ とが うか が える ｡ 緑泥 片岩 の 類例

は現在の と こ ろ他 に疲実 な例が 見られな い が
､ 古墳時代後期に 隆盛 を極 めた 北武蔵 と

上 総南部の 相互 交流 を知 る辛 が か り と して 今後 も検証 す べ き 貴重 な素材で ある ｡

香取海沿岸の 筑波石 の 流通 は ､ 古墳時代中期 か ら後期の 沿岸首長の 交流 を如 実 に物

語 ると い える が ､ こ の 流 通 圏は また
､ 滑石 を用 い た石 製模造 品製作跡の 分布 と重な っ

て い る o 滑石 の 産 出地 は
､ 群馬県 ･ 埼 玉 県の 境付近 の ｢ 三波川変成帯+ と茨城県 常陸

太 田市周辺 の ｢ 日 立変成帯+ の 2 カ 所 に限 られ るが
､ 石 製模造 品製作跡は産 出地 か ら

遠く離れた栃木県 南部 と千葉県北部 ､ すなわち香取海南岸地域とそ の 東奥部に 集中 し

て い る ｡ 香 取海南岸地域は 古墳に 用 い られ た 滑 石製石 枕が 最も集中する地域で ､ お そ

らく製作地 も こ こ に存在す る と思われ る ｡ 小型 の 祭紀具か ら石枕まで ､ 各種 の 滑石 製

品 を製作す る 工 人集団 が こ の 地域に集中 して い た こ とが 想定され る ｡ それ ら の 工 人 を

統制 した香 取海南岸の 地 域首 長 は筑波石 の 本格的な流通 に先立 っ て 滑石 の 流通 を目的

と した広域首長間 の 交 流を行 っ て い たも の と思 われ る ｡

-
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こ の よう に ､
.
特定 の 用 途 に使 われた産地 の 限定され る 石材は地域間の 交流 を知 る有

効 な資料と なり得る ｡ 考古学的 な観察に よ る 石材 の 判断に は 限界はある が ､ 岩石 学の

分析に基 づく標本 を作成する こ とに よ っ て ､ さ らに精度 の 高い 石 材流通圏 の 検討が可

能 に なる と思われ る ｡
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第 1 章 古墳出現期 の 地域圏形成

第 1 節 小銅鐸 圏 の 東縁

小銅鐸 の 年代 と性格

- 草刈 遺跡 出土 の 小銅鐸 を め ぐ っ て -

( 1 ) 副葬 され た ′J ､ 銅鐸

小銅鐸は
､ 出土状況 が 不明な例が多く ､ 伴出遺物も少 な い た め ､ そ の 用途 ･ 年代 に検討

の 余地が 多 い 遺物 の ひ と つ で あるo 明らか に基か ら出土 し､ 土器 を伴出 した 草刈遺跡 の 例

を め ぐ っ て ､ そ の 問題に
一

考を提示 した い o

まず ､
こ の 小 銅鐸が 基か ら出土した点で ､ 従来住居跡と の 関連 で 考えられ て きたそ の 用

途に多様性が 見 い 出 し得る o ま た ､ 同地域 の類例も含めて棺上 ､ ある い は遺骸埋 め戻 し段

階 で副葬 され て い る こ とか ら ､ 棺内 の 副葬品とは 区別 された用 い 方が 注目され る｡ こ の 基

- の 副葬な い し供献と い う発想は
､

い わゆる ｢ 銅鐸祭紀+ か らは 生 まれ て こ な い も の と考

え られ ､
｢ 銅鐸 の マ ツ リ+ が波及 しなか っ た伊豆 以東 の 地域 で行 われた ｢ 小銅鐸 の マ ツ

リ+ と ｢ 銅鐸祭粛巳+ の 違 い を検討する必 要がある ｡

一 方
､ 後者が より広域 に分布する こ と

を 関連づける と ､ よ り根 元的な ｢ 弥生 の マ ツ リ+ に小銅鐸が用 い られ て い た こ とが想定 で

き よう｡

次 に ､
こ の 例が鋭 を省 略 した 形態で ある こ と ､ ま た

､
土器 と共 に 出土 した希有な調

査例で ある こ とか ら ､ 年代 の 推定が 可 能 な資料 で あ る こ と に も注目 した い o

一

方 ､
三遠 式銅鐸 の 分布 圏以東 の 小 型銅製 品 の 分 布 に は

､
三遠 式銅 鐸が 作られ なく

な っ た後 に
､

工 人 が そ の 製作 に携 わ っ た の で は な い か と 考えられ る状況 が見 られ る ｡

小 銅鐸 は最 も よく そ の 痕跡 がうか が える 遺物で も あり ､ 東国 的な銅製品の 受 容 の 仕方

を分析 す る 上 で も示 唆的 な資料 で あ る｡

( 2) 遺跡 の 立地 と概要

草刈 遺跡 は
､ 東京 湾に注 ぐ村 田川 中流域北岸 の 市原 市草刈 に所在 し ､ 標 高約3 4 m の

台地上 に 立地す る ( 図 1 ) ｡ 遺跡は
､ 幅1 5 0 - 3 0 0 m ､ 長さ1 5 k m に わた っ て東西 に延び

る o 海岸平野 に画 した西端 部に は 弥生時代 中期 の 環壕集落が あり ､ 草刈遺跡 の 弥生 時

代集落 は こ こ を起 点に 東 - 営まれて い る ｡ 調査 した弥 生時代 の 住居跡 は3 0 0 軒に及び ､

F 区で は 有角 石斧 ･ 太形蛤刃 石斧 ･ 環状石 斧な ど の 特徴的 な石器 が 出土 した｡

小銅鐸が 出土 した H 区は 草刈遺跡 の ほ ぼ中央南側 に位置 し
､ 東側 に 隣接する 貝塚 を

伴 っ た縄文中期環 状集落 の 北西 端部に あた る ｡ 弥生時代の 遺構 は ､ 住居跡4 6 軒､ 木棺

土坑墓 4 基 が検出 され て お り ､ い ずれも後期 に属す るも の で ある ｡ そ の うち
､ 木棺土

坑墓か ら コ バ ル トブ ル ー の ガ ラ ス 小 玉 を伴う断 面板状 の 鋼釧 2 例 と ､ や は り コ バ ル ト

ブ ル
ー

の ガ ラ ス 玉 を伴なう鹿角装柄付 の 鉄製短剣 1 振が 出土 して い る o

古墳時代 の 遺構 は ､ 方墳 9 基 ､ 円墳 2 基 を検出 して い る ｡ い ずれ も墳丘 は 削平され ､
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図 3 小 銅 鐸 出 土 方 墳 全 体 図



周溝 の み が確認 された o 草刈遺跡群で は ､ 古墳出現期か ら前期に わたる 古墳が数多く

営まれ ､ 台地 中央部に は 前方後 方墳 1 基 ､ 小型 の 方墳4 0 基ほ どが集中して い る ｡ それ

らは H 区か ら北東 -
､ 緩斜面に 沿 っ て 展開 して お り ､ 小銅鐸 が出 土 した の は こ の うち

の
一 画 ､ H 区の ほ ぼ中央に位置する方墳の 周溝内か らで ある o

( 3) 遺構と遺物 の 出土 状況

小銅鐸 は ､ 方墳 ( 3 9 7 号跡) 周構内に設 けた セ ク シ ョ ン ベ ル トに 沿 っ て 出土 した た

め ､ 堆積状況 と小 銅鐸 の 関係 を知 る良好な資料と な っ た ｡ 土層 を見る と ( 図 3 I 4 ) ,

小銅鐸 は北側周滞中程 に ､ 底面 か ら約3 0 c m 浮 い た状態で 出土 して い る o 5 層 の 黒褐色

土と周辺 の 土層と の 違い はか なり は っ き り して お り ､ 5 層の 下 には 明瞭 な ロ
ー

ム ブ ロ

ッ ク充填 土 が 堆積する o 6 層の 土を取り 除く と ､ 底 面ほ 凹凸が 著 し い o また ､ 周溝 の

他 の 部分に 比 べ
､

6 層 の 入 る部分 だけが -

段下が っ て い る こ と か ら ､ 特に埋 葬施設 を

設ける た め に
一

段掘り 下 げ､ 埋 め も どして 整地 したも の と思 われ る o 従 っ て ､ 5 層 が

埋 葬部分 の 腐植土
､

3 層が 遺骸 の腐食 に よ っ て 陥没 した埋葬後の 埋め戻 し土 と 考えら

れ る ｡ 小銅 鐸 は こ の 3 層か ら出土 した ｡

こ の よう な周溝内に 埋葬施設 をも つ 方墳は周 辺 に も見 られ ､ 4 つ の 施設 を設 けたも

の もある の で 少 なく と も草刈遺跡で は珍 し い 存在で は な い ｡ 東側 の B 区 ( 草刈 貝塚)

と そ の 南辺 部で は周構内の 埋葬施設 を海員 土で 埋 め戻 したた め埋 葬人骨が ほ ぼ完全 な

姿 で 遺存した 例が 4 例 あ る ｡

- 方 ､
こ の 方墳の 周 構 内施設 の 平面プ ラ ン は 不 整形 で ､ 木棺の 使用 に つ い て は 可能

性が 低 い
o お そ らく被葬者 は麻布 な どに 包まれて 直接 墓坑の 中に 埋置され た も の と思

われ る o なお ､ 掘 り か た は
-

回 り 大きく な っ て い る o また ､
こ の 埋葬施設 か ら赤色顔

料 の 入 っ た 壷下半部 と 小型 の鉢が 出土 し
､

小 銅鐸 の 帰属時期 を知る う えで 貴重な資料

と な っ た ( 図 5 ･ 6 ) ｡ さ らに
､ 周溝 北東 コ ー

ナ
ー

か らは 内外面 の
一

部 と破断面 に赤

色顔料 が付 着 した寛が約 1 m 四方 か ら集中 して 出土 して お り ( 図 3) ､ 赤 色顔料を用

い た 埋葬儀 礼 と して 注 目され る ｡ 嚢の 出土状況 か らは ､ 破砕後 に赤色顔 料が 塗抹され

周構内 に廃棄された こ とも想 定で き る ｡

以上 の こ とか ら推 測す る と ､
こ の 埋葬施設 は

､
周溝 が 埋ま り か けた段階で 墓坑を掘

り こ み ､ 被葬者と 土器 を埋 置 したも の と考 え られ る ｡ こ れを埋 め戻 した後 に 小銅鐸 を

納 め ､ 葬送 の 儀礼 を行 っ た 状況が 推 定され る の で ある ｡

( 4) 小 銅鐸 と土器

①小銅鐸 ( 図 4 )

こ の 小銅鐸で 最も目に つ く の は もとも と鉦 を鋳 出 して い ない 点 で ある ｡ 鋳型 の ず

れ に よ っ て 舞の 中央 に は .殴が 生 じて お り ､ 甲 ばり は 片側 に被 っ たまま未処理 の た め ､

鎚部分 の 鋳型 は始め か ら存 在 した形跡が ない
｡ また ､

こ の 鋳型 の ずれ の ため B 面側 の

舞孔 は孔が 開い て い ない が
､

内面で は明 瞭な凹面を形成 して い る ｡ 裾端部の 面は 風化
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し て か なり荒れて い る が ､ ほ ぼ完形 晶で ある ｡ 鱒は なく ､ 鐸 身側 面 の 甲 ばりは きれ い

に 処理 されて い る o 鐸身の 文様も罷 め られ な い o 鐸身の 横断面 は楕円形 に近 く ､ 裾か

ら 3 c m の 高さで の 偏円率 ( タテ / ヨ コ 比 × 1 0 0) 7 3 % ､ 裾 で は ほ とん ど楕円形 て 偏円

率8 3 % となる ｡ 舞か ら鐸 身 へ の 肩部 は丸み の ある造 りで ある ｡ 舞孔 は ､ 4 2 × 2 8 m m の 楕

円形を呈す る が ､ 内面 の 形 状や Ⅹ腺写真に よる と
､ 本来 は4 5 × 6 O m m の 方形 て あ っ たも

の が 湯まわ りが悪 い た め現 状 の ように な っ た こ とが わか る ｡ 型持ち孔は 両面 に 2 孔ず

っ あり ､ 第 6 図の A 面 で左 5 9 × 5 5 m m
､ 右6 2 × 5 6 rn m

､
B 面で 左5 5 × 4 5 m m

､ 右5 5 × 4 9 m m

で
､

やや不 正 な方形 で あ る ｡
こ の 型 持ち孔部分で器 壁 は最も薄く1 ･ 1 - 1

.
2 m m となり ､

鐸身 下半 で は1 . 5 - 1 . 7 m m と厚 み を増す｡ 裾 は先細りで
､

若干外反 する ｡ 裾内面 の 突帯

もなく ､
吊す ､ 鳴らす と い う銅鐸 本来 の 特徴は き わめ て稀薄で あ る ｡

現状で の 法量は ､ 給高5 . 9 3 c m ､ A 面 鐸身部高5 . 7 9 c m
､

B 面鐸 身部高5 ･ 8 0 c m ､ 鐸身底部

長径3 . 1 5 c m
､ 短径2 . 5 9 c m ､ 舞部長径2 . 8 0 c m ､ 短径1 . 6 1 c m

､ 重畳3 7 ･ 7 3 g で ある ｡

②土器 ( 図 7
-

1 - 4)

1 は ､ 墓坑の 埋葬部底面 か ら正 位で出土 した壷形 土器で ある o 胴部 下半が1 / 2 ほ ど

依 存 し ､ 底部は完存 する ｡ 内部に は 土ま じり の 赤色顔料約1 0 0 g が入 っ て お り ､ 底部

内面 の 約1 / 3 に純度 の 高 い 赤色顔 料が付着 して い る ｡ 顔 料は ､ やや茶色 味を帯び た色

調か ら ベ ン ガ ラと 見 られ ､ 良質な赤鉄鉱 糸 の 色 で は な い ｡ 壷 の 法 畳は ､ 胴 部最大径2 5 ･

7 c m
､ 底径6 . 1 5 - 6 . 3 c m

､ 現存高1 6 .
3 c m で ､ 器壁 の 厚 さは ､ 3 . 5 - 6 . 5 m m と こ の 大きさ の

壷 と し て は薄手 で ある ｡ 底部 の 周縁 に は 粘土紐 に よ る輪台を用 い た成形技法 が見られ ､

斜位の ハ ケ ( 6 - 7 本/ c m) を施 した後 ､ 下か ら上 - の 当た り の 強 い磨 き に よ っ て界 面

を調整 し て い る ｡ 胎 土 に は細砂粒 が 多量 に含ま れ ､ き め細 かく 焼き締ま り も良 い ｡ 外

面 は ほ ぼ全面 にわ た っ て 赤 彩され ､ 内面 は に ぷ い 黄檀色 で あ る ｡

2 は ､ ヨ コ ナ デ に よ り 口 縁部 と体 部 の 間 に弱 い屈 曲 をも つ 小 型 の 鉢で あ る o 口縁部

- 体部上位 の 一 部 を欠く が
､

ほ ぼ完形品 で ある o 口 綾部の 内面に は ､ 貼付 した粘 土紐

を つ まみ だ した稜線が 残 る ｡ 体部外 面 の 上 半は
､ 器面 が 荒れ て 調整が 不明瞭 だが

､ 横

方 向 の 1 次 エ ビ ナ デ整 形 と 見られ る ｡ 下 半は ､ 細 かく - ラケ ズリ した後 ､ 粗 い ミ ガキ

を加 え て い る o 内面は 指ナ デに よ っ て仕上 げ ､ 下半 に は 横方 向 の 粗い ナ デが残 る o 底

部は 強 い - ラケズ リ に よ る上げ底で ､ 厚 さ1
. 9 m m ま で薄く な っ て い る ｡ 口 径9 . 7 - 9 . 9 c

m
､ 底径2 . 2 - 2 . 4 c m ､ 器 高6 . 1 c m で ､ やや歪 み は ある が

､ 器厚2
. 5 - 3 . 5 m m と薄手 に仕上

げて い る o 胎土 に細砂粒 を多量 に含み ､
にぷ い 黄樺色 を呈す る o

3 は ､ 周溝 の 北東 コ ー

ナ
ー

か ら出土 した 餐で ある ｡ 口縁部の 半分 は欠 失す るが
､ 底

部 付近ま で約 8 割 が遺 存す る o 底部 は ､ 割れ 口 の 状態 か ら穿孔された 可 能性 が あ る ｡

図示 したよ うに
､ 胴部 内外 面 ･ 底部外 面に 赤色顔料 が付 着 し ､ 内面 の

一

部に は 特 に鮮

明 に残 っ て い るo また
､

上 述 の よう に 多く の 破 断面 に も赤色顔料の 付着が 見 られ る o

顔 料は ､ 色調か らやは り ベ ン ガ ラ と思われ る o 口縁部 が 強く 外反 して ｢く+ の 字状 に

開く器形で
､ 胴部 は卵形 に 近 い

｡ 胴 部は 3 段階に分割 して 成形され て お り
､ 外 面 の 底

部付近 で は細か い ハ ケ ( 1 2 - 1 4 本 / c m) をナ デ 消 し
､ 中位で は単位が 長く ､ 当 たり の
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強 い ハ ケ ( 8 - 9 本/ c m) が施 され ､ 下段 と の 接合 面 の つ なぎを消 して い る ｡ 上段 の ハ

ケ は短く ､ 比 較的当たり が弱 い
o 口縁部付 近 は ナデ仕上 げされ ､ 部分的に ハ ケが残 る o

口 縁部 の つ なぎで は ､ 内面 の 口縁下端 に 粘土が被る の が特徴 で ある ｡ 内面 の 調整に は

へ ラ状工 具が用 い られ る o 下部は ナデ仕上 げで ､
- ラ ケズ リ痕がわずか に残 る｡ 口径

1 9 . 1 c m ､ 頚部径1 5 . 3 c m ､ 胴部最大径2 5 . 7 c m
､ 現 在高2 4 . 5 c m ､ 胴 部の 器犀3 , 5 - 5 . 5 m m で ､

全体に 薄手 の つ く りで あ る ｡ 胎土 は､ 非常に 細 か い 砂粒 を多く 含み ､ 特に 白色細砂粒

が目立 つ
o 外 面 の 大半は 黒色 を呈するが ､

2 次的な加 熱に よる も の とは見 えな い o 内

面 は にぷ い 黄檀色 - 黒色 で ､ 下半は ほ とん ど黒色 に な っ て い る .

4 は ､ 周滞積土か ら出土 した襲の 胴部破片 で ある ｡ 出土地点 は 特 定で き な い が ､ 3

と同時期 の もの と 思われ る o 頚部が わずか に残 る ､ 胴 郡 上半1 / 4 ほ どの 破 片で あ る ｡

か なり球形化 した胴部をも つ
o 外面肩部は ､ 斜位 の 細 か い ハ ケ ( 1 2 本 / c m) の 上 にや

や粗 い ハ ケ ( 9 - 1 0 本/ c m) を重ね て 調整する ｡ 胴郡 上位に ほ ､ 斜位 の - ケ ( 8 本 / c

m) の 後の 部分的な - ラ ケズ リが見 られ る ｡ 中位以 下で は ハ ケを横方向 の - ラ ケズ リ

で 消 し
､ さ らに ミ ガ キ を加 えて 調整 して い る D 深部推定径1 4 . 2 c m

､ 胴 部最大径2 4 . 4 c m
､

現在高1 5 . 5 c m
､ 胴 部の 器厚4 . 0 - 5 . O nl m で ､ 胎土 に は1 . 5 - 2 m m の 赤色粒 子 を多く含む D

外面 はに ぷ い 黄樫色 - 黒色 ､ 内面 は にぷ い 黄檀色 を呈す る ｡

なお ､ す べ て の 土器 の 胎土 に は僅か なが ら白色海綿状骨針が含まれ
､ 梅成粘土 を用

い て い る こ と が わ か る ｡ こ れ は ､ 在地産 の 土器 に
-

般 的な特徴で あ る

( 5) 小銅鐸 の 位置づ け

小銅鐸 に つ い て
､ 佐 原某氏の 分類 ( 佐原1 9 8 3) で は ､ ノJ ､ 型銅鐸 を日本製 の ′+ ､ 銅鐸 に

含め て い る が ､
′ト型 の 銅鐸 だ けが 小 銅鐸 と 同様 の 性 格をも つ と い う混 乱 した認識 を招

く ため ､
こ こ で は 下記 の よう に分類 した｡

小 銅鐸[
朝鮮式 系小銅鐸

銅鐸型銅製品/ ( 佐原氏 の 設定 した銅鐸試 作品)

＼ 銅鐸模倣品

ただ し､ こ の 場合 の 銅鐸模倣 品は ､ 舌や 内面突帯 をも つ 例か らも ､ 実用 品と して 使

われ たも の も判明 して お り ､ 銅鐸祭 把圏 の 周辺 部で 使われた 祭器 と して 捉 えられ る ｡

静岡県以 東の 小銅鐸 に つ い て は
､ 集落 内

､ 特 に 竪穴住 居跡との 関連が 取 り上 げ られ

て きたが ､ 袖 ヶ 浦町文 脇遺跡と こ の 草刈遺跡 H 区例 の ように 墓 に伴う例が 出土 した こ

と で
､

こ の 地域の ノ+ ､ 銅鐸の 使われ方 にも多様性 の あ る こ と が 分か っ てき た と い え よう ｡

文 脇例は ､ 木棺を使用 した 単独 の 木棺土坑塞 か ら出土 したが ､ 木棺の 側板際に倒位で

出土 して お り ､ 棺内に 副葬されて したとは 断定 しが た い
｡ む しろ ､ 棺上 に置 か れた 可

能 性が考え られ る ｡ 草刈遺跡 H 区例も木棺 の 痕跡は 見当 た らな い も の の
､ 遺骸埋置後

の 埋 め戻 し段 階で 置 か れ たと見 られ ､
埋葬 に伴う用 い 方 に棺 内副葬品と は 区 別 され た

共通性 が窺 える o 草刈 H 区 の 例 は ､ 墳丘 の 中心 に 葬られ たで あ ろう主 た る被葬者と の

関連 が 注目 され る ｡
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銅鐸 は ､ 本来的止 ｢ 埋 納+ の 仕方 に も積極的 な意義をも っ て い たと考えられ る ｡ 掘

り か た内に 鰭を立て て ､ 横置き に埋納 され た例が数例確認 されて い る 0
′J ､ 銅鐸 で は ､

矢部南向遺跡跡や板付 遺跡で横 置きの 出土例 が 見 られ る が ､ 静岡県以東の 小銅鐸 には

置きか た を確認 で き る資料がな い
o

｢銅鐸 の マ ツリ+ が 波及 しなか っ た伊豆 以東の 地

域に も ｢小銅鐸 の マ ツ リ+ は 形 を変えて存在 したと考えられ るが
､

おそ らく 埋納の 仕

方 まで は模倣 され なか っ た で あろう｡ 墓 - の 副葬 ある い は供 献と い う発 想 は
､ 本来の

銅鐸祭 稚か らは生まれ て 来 な い もの と考えられ る o

一

方 ､
鋭 を省 略 したもぁが出土 した こ とで銅鐸 を模放 した小銅鐸 の 存統期 間にも幅

が ある こ と が推測 され る ｡ 関東地方 の 出土例の 中で は ､ 銅鐸 を忠実 に模倣 した造 り の

も の ( Ⅰ類) ､ 文様
･

鰭
･ 飽等にか なり の 省 略が 見 られ る

◆

も の ( Ⅱ類) ､ そ して 飽を

省 略 したも の ( Ⅲ 類) が 存在する わ けで ある ｡ 川焼台 1 号 ･ 2 号鐸 ､ 栃木 県小 山市田

間鐸 を Ⅰ類に 分類 でき るが
､ 特に川焼台 1 号鐸 は原型 を忠 実に模倣 したも の で ある o

そ の モ デ ル に は 同時期 の 小 型銅製品 ( 装身具 ･ 銅鉱等) の 製作地も考慮 して ､ 架線紐

式 の 三 遠式銅鐸 を当て る の が最も妥当と い えよ う｡

Ⅱ類 ･ Ⅲ類 に つ い て は ､ 変化 の 過程 を把握 しが た い が ､ 年 代幅を想 定す る こ とは可

能 で ある ｡ 九 州の 小銅鐸 と は似て 非 なる別系統 の 簡略化 の 過程が考えられよう ｡ 省略

され た形態 か らⅠ類 よ り もやや遅れ て製作 され たも の と思われ ､ 吊すと い う機能を失

っ て鐸 身の 形 だけを残 すⅢ 類 は ､ 最 も新 しく位置付 け られ よ う｡ 草刈遺跡群出土 の 3

点は ､ 同
一 地域 内 で の 変遷 を追え る 基準例と して 把握で き る ｡ こ れ に よ っ て 従来別

系統 の も の と 考え られて い た市原市天神 台例 を製作 ･ 配布期 間 の 幅か らⅡ類 に含 め る

こ と ができ よ うo

既 に報告 され て い る東京湾 周辺 の 小銅鐸 で は ､ 明確 に 弥生 時代後期に 比 定で き るも

の が なく 古墳時代前期 に 帰属す る可 能性 が 示 されて い たo しか し
､ 帰属時期 を推 定で

き る資料は 公 表され て い なか っ た ｡ 草刈 遺跡 H 区で は ､ ほ ぼ確 実に共伴す る 土器 群を

検出 した こ と で貴重 な資料 を得た ｡
こ れ ら の 土器 は ､ 畿内 の 庄 内式古 - 中段 階に 並行

す る土器群と 考え られ ､ 古墳時代前期古段階に位置 づ けられ る ｡ お そ らく ､
こ の 土準

の 帰属 時期 は小銅 鐸 の 下限 を示すも の と なろう ｡ 静岡県以東の 小 銅鐸 は ､ 三 遠式銅鐸 ､

近畿式銅鐸後 半 ( 山中 - 欠 山式 並行 か) の 影響下 に成立 し
､ 東海地方西 部の 土器と の

対応 で は ､ 元 屋敷式 に ほ ぼ 並行 し て そ の 枠の 中で 変化 し
､ 終蔦 を迎 える と 考えられる o

しか し
､

そ の 上 限 に つ い て は
､

川 焼台 1 号鐸 の 位置 づ けに よ っ て は 三遠式の 終篤 と接

点 をも つ の か
､ 近 畿式 の 終 篤と接点 をも つ の か

､ 今後 の 課題 で あ る ｡

い ずれ に して も ､ 下 限は 草刈 H 区例 に よ っ て 古墳時代 前期古段階にほ ぼ比 定で き る

こ とか ら ､ 大型 前方後 円墳 が 出現す る直 前ま で 小銅鐸 を製作 ･ 使用 して い た と い え る ｡

小銅鐸 分布 圏 の 意義

( 1 ) 銅鐸 の マ ツ リ と小 銅鐸 の マ ツ リ

弥生時代前期 の 終り 頃 か ら後期 にか け て
､

近畿地 方を中心 に 発達 した青銅 製の 銅鐸

- 4 7 …
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表 1 小銅 鐸 出 土 地 名

() 内 の 数字 は図 8 に 対応

N O . 遺跡 名 所 在 地 出 土状況 廃棄時期

1 別 府( 1) 大 分 県宇佐市 住居跡 弥 生後期

2 多武 尾 (2) 大分 県 大分 市 演 弥生 後期後半 - 栄

3 原 田 ( 3) 福 岡県嘉穂郡 嘉穂町 木 棺基 弥生 中期前半

4 大南( 4) 福 岡県 春日市 徳 弥生 後期

5 板付 ( 5) 福 岡県 福岡市 ピ ッ ト 弥生 後期

6 今 宿五 郎 江( 6) 福 岡県 福岡市 津 弥生 後期前半

7 浦志(7) 福 岡 県糸島郡 前原 町 溝 弥 生後 期 - 古墳前期

8 本行 佐賀 県鳥栖市江 島町 住居 跡

包含層

弥 生後期

弥生 後期前半

9 江 原( 8) 徳島県美馬郡 脇町

1 0 弘 田川西 岸 香川 県善通 寺市仙遊 町

1 1 長 瀬高浜 (9) 鳥取 県東伯郡 羽 合町 住居跡 上層 古墳前期

弥生 後期後半

1 2 東 郷( 1 0) 鳥取 県東伯郡 東郷 町 丘 陵上採 集

1 3 下市 瀬( l l) 岡 山県真庭部落合町 . 井戸 跡付 近

1 4 矢部南向( 12) 岡 山県食敷 市 住居跡小 穴 弥生 後期 後半

1 5 横寺 岡 山県総社市新本 住居 跡

住居 跡

弥 生

1 6 高篠( 13 ) 兵 庫県 三 木 市 弥生後 期 - 音墳前 期

1 7 寛弘 寺 (1 4) 大 阪府 南河 内那 南河内町 弥生後期中葉 - 後期

1 8 上 フ ジ 大 阪府岸和 田市三 田町 住居 跡 弥 生 後期初頭

1 9 本郷 大阪府相原 市本郷 構状遺構 弥生 後期

2 0 束奈 良 大 阪 府茨木市東 奈 良 港 ( 弥 生中期) 弥 生 前期末

弥生 後期

2 1 志 那(1 5) 滋賀県 草津市 包含層

2 2 松原 内湖( 1 6) 滋賀県 彦根 市 嘩 ( 奈良時 代)

2 3 下鈎 滋 賀県栗 東 町 環濠跡

包含層

表 面採集

弥生 中期後半 ∴ 後 期

弥生 後期

2 4 唐音鍵 奈良県磯城郡 田 原 本町

2 5 草 山( 1 7) 三 重県 松坂 市

2 6 白浜 貝塚 (1 8) 三 重 県鳥羽 市 弥 生 後期
2 7 余 野神 明下( 1 9) 愛知 県丹 羽郡 大 口 町 弥生 後期
2 8 愛野 向 山 Ⅱ(2 0) 静岡 県袋井市 木 棺基付近 弥生 後期後半

古墳前期

2 9 有束 第1 (2 1) 静岡 県静岡市 表 面採集

3 0 開峯(2 2) 静岡県 富士 市 表 面採集

3 1 原 町( 2 3) 静岡 県沼津 市原 町 表 面採集
3 2 陣ケ沢 静岡 県富士 市 ( 横穴式 石 室)

3 3 本郷(2 4) 神 奈川 爆 海老名 市 住居 跡
3 4 広 川

･ 公 所 神奈川 県平 塚市 価 弥生 未

3 5 高 田馬場 3 丁 目( 2 5) 東 京都新宿区 住居跡床面 弥 生 後期
3 6 八 王 子 市中郷 東 京都八 王 子 市長房 町 座居跡 弥生 末
3 7 中津( 2 6) 群馬 県新 田郡 住居跡

土 壌基

古墳出現 期 ?

弥生後期

3 8 田 間( 2 7) 栃 木県小 山 市

3 9 大井 戸 八木(2 8) 千葉 県君 津市大 井戸

4 0 中越 千葉 県木 更津 市大 久保 住 居 跡 古 墳出現 期 ?

4 1 文 脇( 2 9) 千葉 県袖ケ
■
浦市 木 棺基 弥生後 期

4 2 天 神 台(3 0)･ 千葉県 市原 市 住居跡 古墳前期
4 3 +[J 焼台 1 号(3 1) 千 葉県市原 市 住居跡 弥 生後期
4 4 川 焼台2 号(3 2) 千葉 県市原 市 住居跡 ?

方 墳周 溝内 土壌

弥 生後 期 - 栄
4 5 草刈 Ⅰ 区(3 3) 千葉 県市原 市 古墳前 期 ?

4 6 草刈 H 区(3 4) 千葉 県市原 市 古墳前 期
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は ､ 次第に装飾性 が加 わ っ て 巨大化 し ､ 音響を司 る祭器 か ら ｢ 仰ぎ見 る+ 額暑馴こ変わ

っ て い る ｡ こ の 特殊化 した銅鐸とは別 に ､ 弥生時代 を通 じて ム ラ ム ラ の マ ツ リ に神聖

な音を提供 し ､ 単純な形と携帯で き るよう な大き さ を保 っ た の が脅銅製 の 小銅鐸で あ

つ た｡

小銅鐸は ､ その 起 源を朝鮮半島の 小銅鐸 に直接た どる こ とが でき る ｡ 特 に 北部九州

の 出土品に は搬 入品 の 存在 も含めて 朝鮮 半島の 影響が色渡 い ｡ しか し ､ 全体を見渡す

と紋様や鰭をも つ 例も 多く ､ 日本列 島で 発 達した ｢ 倭様+ の 銅鐸 の 彩轡 を少 な か らず

受けて い た こ とがうか が え る ｡ こ の こ とか ら､ 特殊化 した銅鐸 と池行 して ､ ム ラム ラ

で 行われる 日常的 な マ ツ リ に は 小銅鐸が用 い られ ､ そ の 時 どき に流行 して い た銅鐸 の

影 響を受けて 小銅鐸 も形 を変えて い っ た こ とが考えられ る の で ある ｡

複数が ま とま っ て 埋納 され て い る こ と の 多 い銅鐸 とは異なり
､

小銅鐸 は単独 で 出土

して い る ｡ また ､ そ の ほ とん どが集落 とは 離れた場所 の 埋納坑に納 め らた銅鐸 と は対

照 的に ､ 集落に隣接 した基 や住居 の 跡な どか ら出土 した例が多い ｡ こ れ は ､ 朝鮮半蕗

の 小銅鐸 が 真 に副葬され て い る こ と と共 通 して い る ｡ 小銅鐸 は ､
ある 程度伝 世され た

後 に廃棄され た例 も ある が
､ 本来 それ を使用 した祭司 ､ ある い は 呪術師が 死 後の 世界

まで 携えて い く ような私 有され た 呪具で あ っ たと考えられ る o

小銅鐸 の 鋭 に は そ の 中央 部が著 しく窪ん で ､ 相当長 い 間吊り 下げて 使用 した こ とが

うか がえる も の が多い
｡

こ れは ､ 儀礼 の 時だけ取 り 出 して使 用 した銅鐸 と は異なり ､

か なり頻繁 に 吊り 下げて 使 用 した こ とを物 語 っ て い る ｡ 祭司や 呪術師 が身に つ け ､ 彼

( 女) らの 動 き に合 わ せ て 音を発 した マ ツ リ の 道 具で あ っ た と考えられ る o

( 2 ) 青銅製祭器 の 終着点

弥生時代を象 徴す る祭器や利 器 が 青銅で つ く られ た こ とは ､ それ ら を生 産す る 集団

の 支配 と流通 を め ぐ っ て 新 し い 体制と文化 を生む画 期的 なで き ごとで あ っ た ｡ 青銅製

祭器 の 分布 は ､ こ の 新た な時代 の 動き が ど の よ うに 波及 して い たか を知 る辛 がか りで

あ る ｡

銅剣 ･ 銅矛 ･ 銅曳 の 武器形祭 器 は近 畿地方以 西 に分布 範囲が限 られ る｡ 祭器と して

の 銅鐸 は ､ 北部九 州 か ら東海 地方東部 に わた る広 い 範囲 に分布 す る ｡ そ の 東限 は
､ 修

繕寺町益 山寺 に伝 わ る近畿式 の 例や 大仁 町段遺跡か ら ペ ン ダン トに加 工 され た近 畿式

銅鐸 の 飾り耳 が 出土 し た こ とに よ っ て伊豆 半 島まで 及 ん で い た こ とが 推定で き る ｡ し

か し ､
′J ､ 銅鐸 の 分布範囲は さら に広 い o 西 は北 部九 州 か ら東 は房総 半島に 達 して い る o

出土例は大規模な発掘調 査 の 増加 に従 っ て 増えて お り ､ 最も普遍 的 な青銅製祭器 に な

るか も知れ な い ｡ 図 8 で は
､

3 4 点 の 小銅鐸の 出土地 点を示 して い るが ､ 銅鐸の 分 布圏

か らはずれ た北関東と南関東 に も分 布 し ､ 北部九州 と房 総半島で 特に集中 した分布 が

み られ る D 廃棄され た時期 を見 ると
､ 推定可能 な2 4 例の うち1 7 例ま で が 弥生 時代後期

で ある ｡
こ の 小銅鐸 の 動 向 は ､ 後期の 銅鐸 の 動き と療接に 関連し て い る よう で あ る o

特に後期に な っ て尾 張地 方 を中心 に成立 した三 遠式銅鐸 は ､ 東海 地方西部 か ら東方 に

集中 した分 布 を示 し
､ 銅釧 や銅銭な どの 小型青銅 製晶や 土器 の 動き に も対応 して い る o
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弥生時代後期 に 見られ る 青銅器生産 の 東方 - の 拡大 に よ っ て ､ 小銅鐸は
一

気に 伊豆 を

突破 して 毛野 ･ 上総 まで 達 して い る の で ある ｡ これ は
､ 束海地方 を介在 した西 日本的

な精神文化 の 東漸で も あ っ た ｡ こ の 意味で ､ 小銅鐸 が た どり着 い た束の 果て
･ 上総は ､

銅鐸 に 代表される 畿内中心 の 弥生時代後期文化 の 終着駅で あ っ たと い える ｡

一

方 ､
ム ラ ごと の ｢ 祭死 具+ の な か で も鐸形土製品 ･ 石 製品と い う ム ラ ごと の ｢ 祭

紀具+ は ､

-

部 の 例外 を除 い て 東国 に は 見られ な い
o 弥生 ム ラ の 銅鐸 ･ 小銅 鐸 ･ 鐸形

模 造 品 ( 土製 ･

石 製) の 使 い 方 は ､ 地域や 時代に よ っ てずれ を生 じて い るよう で ある o

小銅鐸 の 出土例 は現在 ( 1 9 9 9
.
1 0 . ) 4 6 例 に達 して い る8 果た して 地域的な捉 え方が

で き る か
､ ある い は地 域的 な特徴を抽出で き る か が こ れか ら の 課題と なろう ｡

一 方 ､
三 遠式銅鐸 の 分布 圏 以東の 銅製品の 分布 に は ､ 三 通式銅鐸を作 っ た工 人が そ

の 後 も銅製品の 製作に 関 わ っ たと想 定で き る 状況が 見 られ る o 佐原某氏が論 じた よう

に ､ 近 畿式銅鐸の 製作に呑み込 まれ ただ けで なく ､ 古墳時代の ある段 階まで銅 鉱 ､ 銅

釧 ､ 小型伐製鏡 ､ 小銅 鐸 な どの 小 型 の 青銅製晶 を作る 工人 が東海地方に 存統 した可能

性 が あ る｡ そ の 多くは 東国向けに 作られ ､
ム ラ ご と の マ ツ リに用 い られ て い たの で あ

ろ う o ム ラ と ム ラを統括す る地域の 首長 は ､ 継承 儀礼 と して 既に 古墳祭敢 を行 っ て い

るが
､

ム ラ ご とで は 弥生 時代 的な祭 器 を用 い た儀礼を行 っ て い ると い う過渡的な状況

が考えられ る ｡ お そ らく ､
こ の 時期の 集落か ら出土す る銅鉾も杉山晋作氏が 論 じた よ

う な ( 杉山1 9 8 0) 族長権 断絶の 行為 に用 い られた の で は なく ､
ム ラ の 農耕儀礼 に使わ

れた の で は ない だ ろうか Q

こ れ ら の 製 品 の 東 国的な受容 の 仕方は ､ 古墳時代 の 段 階的な問題 を検討す るう えで

｢ 鍵+ に なる と思 われ る o こ の 点で ､ 当地域出土 の 小銅鐸 を東海 以西
､

さらに 九 州 ･

朝鮮半島 の 小 銅鐸 と 直接的 に比 較する の は無 理 で あ ろう o 東海 道系 の 小銅鐸 圏 の 東限

は ､ 小 横川 ･ 養老川 ･ 村田州 と い う東京湾東岸の 主要河川沿 い に帯状 に展 開 して
､ 古

墳出現期前 後 の 地域 的なま とまり を示 して い る ｡ ま た､ 1 例離れ て分布す る ′J､ 山市田

間例 も ､ 東京 湾西岸か らの ル ー

ト の 終点近く に位置 してお り ､
これ ら の 小銅鐸分布地

域 と ､
こ の 時期 の 東山道系 東限 の 拠点 で あ る毛野地域と の 相違 を把握す る こ とが

､ 今

後の 重 要な視点と な ろう ｡

( 3 ) 最後 の 小銅鐸

小銅鐸の 東海 道 ル ー ト終着駅 に は
､

8 つ も の 例 が 出土 して い る o 形や 大き さは様々

で ､ 明 らか に
- 定 の 時を経 た変遷 がうか が える ｡ 土壌墓 に 副葬されて い た 君津市大井

戸八 木遺跡の 例 は板状 の 銅釧や硬玉 ･ 水 晶 ･ ガ ラ ス ･ 赤色頁岩 ･ 碧玉 の 玉 と共 に 出土

し ､ 弥生時代後期 に使 われ て廃棄 され たも の で あ る ｡ 袖ヶ浦市文脇遺跡 の 例も 同様 で

ある ｡ また ､ 突線鉦風 の 鋭 と鰭をもち
､ 羽状 の 櫛歯紋帯に よ っ て 変則的な袈 裟たすき

紋 を措 い た市原市川焼台 1 号鐸も後期 の 比 較的 早 い 段階に搬 入 されたも の と 考えられ

る ｡ こ れ に対 して
､ 古墳時代 に 入 っ て か ら副葬 ､ 廃棄され た例 が 上 記の 草刈遺跡 H 区

の 周構内埋葬施設 と市原 市天 神台遺跡 の 竪 穴住居か ら出土 して い る o 後者に は
一 定 の

期 間伝世 した形跡が み られ る ｡

-
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こ の ように小銅鐸が浸透 したた め に
､
新 し い 権威 ･ マ ツリ の 開始と小銅 鐸の 廃棄 が

重な っ て い る点も こ の 終着駅付 近 の 特徴で ある ｡ 古墳時代の 関本を告げる 古墳と して

注目され て い る 市原 市神門古墳群の 形成は ､ ま さに 最後の 小 銅鐸 の 廃棄 ･ 副葬と相前

後 して い る か らで ある ｡

最後に使 っ た小銅鐸を廃棄する とき ､ すなわ ち ム ラ ム ラ の 日 常か ら弥生 時代の 残彫

が消えるとき ､ 既 に新 し い 権威は成立 して い た の で ある ｡
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第 2 節 定型化する古墳以前 の 墓制

出現期古墳とそ の 前後

-

房総 の 出現期古墳 をめ ぐ っ て -

( 1 ) 方形周溝墓から出現期古墳 -

房総 の古墳時代出現期は
､ 短小な前方部をも つ 前方後円墳､ 神門 5 ･ 4 号墳によ っ て新

たな局 面を迎える｡ そ の 前段階に は ､ 弥生時代後期初頭か ら引き継がれた方形周構墓を母

胎 とす る変革の 時代が 存在する ｡ これは ､ 弥生時代後期か ら列島規模で 動き出 した古墳時

代 - の 胎動 ともい う べ き現象に対応するもの で ある｡

南関東で は ､ 弥生時代後期 の 久ヶ 原式土器 を出土する方形周情墓に は ､ 小規模なが ら装

身具を着装 して葬られた特定の 被葬者群が出現するが､ こ の 勾玉 ･ 管玉 ･

ガ ラ ス 玉 ･ 釧な

ど の 装身具 を着装する被葬者の 墓の 系統は
､ 墳丘 規模の 大きさが 墓の 地位に反映 しない 系

統と し て 出現期首段階 の特殊化 した通路をも つ 古墳 - と引き継が れて い く｡ こ れら の 玉類

を中心と した装身具は ､ 弥生時代後期か ら古墳時代出現期 ･ 前期を通 して見る こ との でき

る遣物と して重要で ある｡

- 一 方 ､ 在地の 土器 に外来系 の 土器 が加 わり, 加 飾壷 ･ 高坪などの 発耐用土器 に顕著な変

化が表われ ､ 続い て小型 の 高杯 ･ 器 台 ･ 鉢を含む新 し い 器種 の 組み合わせ が見られ る こ と

も出現期 の 普遍的な現象で ある o これは ､ 東北以南の 列島に見られる広域の 社会的 ･ 文化

的現象 の
一

つ で あると い えようo ま た
､ 各地域の在地の 土器 が

-

斉に変化 した 段階に対応

し て
､

茎の 短 い短剣 の 副葬が 開始される こ と は ､ 東国各地 の 社会で普遍的な現象で ある｡

神門古墳群 で は ､ 4 号墳よりさらに前方部 の 発達 した 3 号墳が 築かれ るが ､ こ れに続く

定型化 した前期 の 前方後円墳は ､ 現在 の とこ ろ房総 で は発見されて い ない
｡ しか し

､ 定型

化以前 の こ の 種の 墳形 をも つ 古墳は
､ 近年 の調査で 各地に報告例が認め られる ｡ 特に ､ 前

期倭王権の 本拠地で ある大和で ､ 王権の 成立期 に関わ る大型古墳の 調査が相次い で行われ ､

出現期古墳の 理解は飛躍的に前進 して い る ｡
こ こ で は ､ 近年の 房総 の調査例を加えてその

位置 づ けを確認す る こと に したい
.

( 2 ) 出現期の 方墳と前方後方墳

弥生時代後期初頭か らの 系譜に ある方形周溝墓 を母胎とする方墳は
､ 特定の位置 に通路

をも つ こ と に よ っ て
､ 従来 の 形式か ら発展す る o 隅角 ､

ある い は正 面に設 けられた通路は
､

次第に 1 辺 の 中央部 - 集約され ､ 規模 ･ 形態ともに前方部 - 発達す るo

神門古墳群の 営まれた市原台地で は ､ 菊間 1 号 - 加茂 1 号 一 束 1 号 ･ 長平台 1 号と い う

1 連 の発展 系列を見 る こ とが でき る｡ 墳丘規模は1 7 - 2 0 m の 間にあり ､
1 辺 1 0 m 前後 の 弥

生後期 の 方形周溝墓と比 較す ると大型化 して い る が
､

これ以上 は大型化 しない
D

い ずれも

外来系 の 土器 を･もち
､

それら の 系譜は畿内か ら東海 西部を経て相模に及ん で い る o 長平台
1 号の 周溝 か ら大量に 出土した 土器 の 中に は

､
パ レ ス ス タイ ル の 装飾壷 ･

手 悟り型土器 を

含 み ､ 当該期 の東海地方色 の 強い 一 面を示 して い るo 埋葬施設 の 残存した加茂 1 号 ･ 長平

台 1 号には短剣が副葬されて い る ｡
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東 1 号墳は辺 の 中央に通路をも つ 方墳と して初期の 段階 に位置 づ けられ る例で ある ｡ 方

墳に出現 した中央通路が 前方部に発展する墳形 は ､ 通路 ･ 前方部の 形態に よ っ て B I - ち

Ⅳ型に分類された ( 田中1 9 8 4) 0 B I 型は ､ 前期 の 終わ りま で 前方部の 発展 し得 な い 墳形

と して残存するが
､

B Ⅱ ･ B Ⅲ
･

B Ⅳ型 は
､ 新しく 出現する円丘 系の 墳形 の 刺激に よ っ て

生み 出され ､ 前方部の発達段階に応 じた前方後方墳 - の 定型化 を示 して
一

定期間存統す るo

こ の 前方部の発達形式が ､ 円丘系 の出現期首噴か ら前期の 前方後 円墳 - の発展段階 ( A i

I A Ⅱ ･ A Ⅲ型) に対応 して い る こ とは
､ 神門古墳群に おける 5 号 一 4 号 - 3 号の変容過

程の分析に よ っ て 明らか にされて い る ( 同上) 0

前面 に浅い溝を設けた B Ⅲ型成立期の 例には ､ 木更津市高部30 ･ 3 2 号墳を挙 げ得る｡ 墳

丘 の 比較で 臥 3 2 号墳の 前方部が 明らかに3 0 号墳より発達 し､ 全長 に対する比 率は約1/ 3

( 3 5 % ) か ら1/ 2 (4 9 % ) に達 して い る ｡ 3 0 号 に 二神 二獣鏡の破砕鏡と鉄槍2 本､ 3 2 号 に

｢上方作+ 系斜線浮彫式獣帯鏡の 破鏡と鉄槍 2 本が副葬され てお り
､

い ずれも後湊か ら三

国時代初期の鏡と鉄槍をも つ 同質の被葬者が連続 して埋葬された こ とがうか が える｡ 墳頂

部 ･ 周溝 内 の 土器群には 共に 事情り形土器が あり ､ 3 0 号 の 土器 が より古相 の特徴をも つ ｡

土器群 の 位置づ けは ､ 東海系の 高杯 ･ 壷類 ･

手悟り形 土器の 比較か ら､ 3 0 号が神門 3 号墳
に ほぼ並行 し

､
3 2 号はそ れに後続すると見られ ､ 墳形 の 特徴にも呼応する ｡

商都古墳群は ､ 鏡を副葬する風習の ない東国で ､ 出現期か ら前期の変換期に B Ⅲ型 の 前

方後方墳が鏡の 副葬をも っ て成立する こ とを明らか に した例 と して重要で ある ｡

- 5 6 -
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( 3 ) 出現期古墳を め ぐる見解
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1 9 7 7 年 ､ 神門 4 号墳が畿 内型 の 前期前方後円墳に先行す る 出現期の前方後円墳と して

報告された時に は ､ こ れを地域色 の 強い 弥生時代 の ｢墳丘墓+ と して扱う見解が 大勢を占

め て い た ｡ 畿内系 ･ 東海 西部系の 外来 土器と在地 の 土器 の 併行関係 の認識の 相違から､ 当

時としては突出 して古 い位置 にあ っ たが
､ 各地 の 調査例 に加えて

､ 前期倭王権周辺部の 様

相 が明らか にな っ て きた こ と によ っ て
､ 現在で は 畿内の 大型前方後円墳の 出現期 に納ま っ

たと い えよう o

土器型 式 の認識と 時期 区分に は ､ なお
-

致を見な い状況で は ある が
､ 『後漢書』 にみ え

る倭国大乱時代 の 終息期に吉備に新勢力の 首長墓 と して 出現 した ｢楯築+ をも っ て ｢新 し

い 時代+ が始まるとい う認識は
一

致して きて い る o それを
､ 古墳時代出現期 の 始 まりとみ

るか
､

弥生時代後期 の 新段階とみ るか は ､ そ の 後の 首長墓 をどちら の時代 に つ なげて捉 え

る か によ る｡ 特殊化 した通路 ､ ある い は突出部をも つ 新たな形態 の 墳形が
､ 列島各地で

-

定の 地理 的範囲に出現 し
､ 前方部 をも つ 墳形に発展 的に変化する こ とを重視すれ ば､

｢ 楯

築+ 以後を弥生時代から切り離 して ､ 新し い 時代 に位置づ ける こ とができる o
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表1 出 現 期 前 期 古 墳 を ぐ る 見 解

倭国大乱時

早

弥

呼

茎

与

時

代

代 の終息期

1 8 0

2 0 0

前方部

白 井 ( 2 0 0 0 )

弥

坐

徳

期

*

Ⅷ c

Ⅸ a

Ⅸ b

Ⅸ c

西 日 本 東 日 本

(虜総を中心 と して)

原 田中 (26)

出

覗

期

楯 築 (70 - 80) ☆ □菊間 1 骨 (17 - 2 0)

☆□加茂 1 骨(1 9)

☆ □束 1 骨(17)
☆ □長平台 1 骨(1 7)

-
- ‾ ‾ M - - - - -

- - - - - - 一← ■ - - - - ･■
- - - 1 - - J - 一 - -

-
l
l●■

･
■ -

-
- - ■■■■-● - 叩 - JI M

☆神門 5 骨 (3 9)
‾ ‾ - -

- - - - - - - - -
- - - - - - - -

- -
･

- - 一 - ■■ - -
- - - - - _

大型化 纏向石塚 (9 6) ☆神門4 骨 (4 9)

2 5 0

東方部

鶴尾神社 4 号 (4 0) ･ --- ☆神門 3 号(4 8) ･ 堵南部 3 0 骨(3 4〕

前

期

古

段

階

Ⅹ a

Ⅹ b

Ⅹ c

Ⅹ d

Ⅹ e

ホ ケノ 山(9 0) 軒弘法山 (66) ☆ 軸南部3 2 号(3 1:

馬 ｡ 山 (l l .) 卑駒形大豊
q

(慧/
口 向台 8 骨(5 5:

瀦 元島名将軍塚(9 5)
勾藤本観音山(1 1 6)

津古生掛 (3 3) ･ 宿兼山 1 号 ( 2 2) ･ 糾国分鬼塚 1 骨 (5 3)

ー M -
- - - - - -

- - - - - -
- - - - - -

- - - - - -
- - - ～

薯 墓 (2 7 6)
超大型化

3 0 0

3 5 0

是井笑i u

3 0)

(1 6,)

執権現山 5 1 号( 4 3)

｡ 神原神社 (3 5)

叫

誓諾(

1

7 .7
' 3 3)

霊≡豊富孟夏
'

2

3 4

i (3 6)

桜井茶臼山 (2 0 7) 一元稲荷 (94) 前橋天神山 (1 2 9)

I
- - - - -

- - - - -
- - - - -

- - -
- - - - - -

- - - - -
-

古

節

節 メ ス リ山 (2 30) 板東之宮 (7 2) 胡上侍塚 (11 4)

期 渋谷 向山 (3 0 0) 会還芸漂冨(

(
冒7ま)

新 紫金山 (1 0 0) ･ 安土瓢 削 (1 6 2) 宣誓警豊(

(

6

9

喜)

)

段

～ -
- - - - -

- - - - - -
- - - - -

- - -
- - - -

- - - - -
_

東大寺山 (1 4 0) ･ 卑新 山 (1 3 7)

階
☆ □新皇壕(4 0)

日英酢姫陵 (2 0 7) ･ 松 岳山 (12 0) ･ 屯南原 (6 0)

蓋蓋芸芸軍…吉;,

5)

憲法……:,

5,
☆

濫 %
'
6

5

,

2'
中
期

-

58 -



鞄前方後方墳 □方墳 ☆房総の 古墳 ( ) の数字は墳丘長 m

* ロ ー マ 数字の 編年は高橋護氏の 吉備編年 (高橋 1 9 88) をもとに して い るo

重商 卓之 ( 1 9 9 9) 春成 秀蘭 ( 1 9 9 2 ) 都出 比呂志 (
‾
1
‾‾

9 8 白)

弥

坐

徳

期

過

間

I

過

間

Ⅱ

廻

間

Ⅲ

ー ー ■■■ ■ 一■■ ■● ▲ - . ■ 一●●- .● 一 一■ - ■ - ■■■■-
一 ■

一
■■ I ● 叩 ● - ■■ t ● ■■ ●-

弥

坐

V

期

中

節

楯築 ･ 黒音大塚

弥

坐

級

期

5

様

式

仲仙寺山1 2 号

構 築

黒宮大塚

西条 52 号基

一 仲仙寺山 9 号 - -

神門 4 号

宮 山

鶴尾神社 4 号

箸 墓

醜備 前車塚

艶元稲荷

桜井茶臼山

紫金山

寺戸大塚

東大寺山

払南原

終

栄

期

檀

柄

1

楯 策 ･ 西谷 3 骨

鶴尾神社4 号

廻 間 1 号

馬 口山 一

者β月 坂 2 号

神門 5 号

神 門 4 号

趨向石塚

宮山

古

墳

時

代

皮

内

1

皮

柄

2

棉

留

1

檀

向

2

纏

向

3

檀

向

4

纏向石塚

ホケ ノ 山

趨 向矢塚

中山大塚

東田大塚

箸 基

潮権現 山 5 1 骨

燈龍山

桜井茶 臼山 西殿塚

東殿 塚 ･ 親波多子塚

メ ス リ山 天神 山

行燈 山

渋谷 向山

弥

坐

ⅤⅠ

期

古

節

弥

坐

終

莱

期

古

墳

時

代

皮

内

式

布

留

式

古

墳

時

代

箸 基

棒井大塚山古

西殿塚
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図 7 各地 の 出現期 - 前期古段階の 前方後円墳
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現在の と こ ろ､ 倭王権初期の 中心部である大和 に､ 出現期首段階の例 を見る ことはでき

ない が
､
出現期新段階の 様相は次第に明らか になり つ つ ある｡

倭王権成立期に関わる古墳として 197 1 か ら調査されて い る桜井市纏向石塚古墳は ､ 肩

円形 ( 無花呆形) の 円丘 に短小な前方部が付く ､ 定型化以前 の 大型古墳 ( 全長 9 6 m ) と

して住田されてき たo 新 ･ 古の 土糖が検出され ､ 築造年代には諸説があ っ たが ､ 墳丘下の

最も新し い 土鮮 に よ っ て 造営期の 上限が趨向2 式の 古段階を遡らな い こ とが 明らか にな

り
､
膜総の 出現期との 対比で は ､ 神門4 骨墳に ほぼ並行するo 石塚古墳に後続する大型古

墳は箸中古機群の ホ ケノ山古墳 (全長 90 孤) である ことが調査に よ っ て明らかに な っ て

きた｡
ホ ケノ 山古墳は墳丘に輩石 を用 い た漁古の 例と見 られ ､ 葺石をも つ 超大型前方後円

墳 (全長 2 76 m ) と して 完成する箸基古墳 - 直接連なる古墳と して注目される｡ ホ ケノ山

と箸墓 の 間に は､ なお発展段階を埋め る古墳が存在すると考えられるが ､ その ひ と つ と し

て ､ 特殊鞭台をもち､ 聾石 を 剛 ､ た可敵性の ある天理市馬 口山古墳が全長 1 1 4 r n という中

間的な規模をも っ て 存在するo 馬 口山古墳の 特殊解台は ､ 後門部の 細線鋸歯文と胴部の 蕨

手状曲帯紋の
･ - -

部を知る資料に 限られて い るが ､ 精撤な施文と薄い っ くり ､
ハ ケ調整が見

られな い こ となどか ら大和古墳群の 特殊韓台の中で も首相に位置づ けられ る( 田中 19 89) 0

吉備地方産 の 向木見型と して大和敢古段階の特殊器台とする見解 (春成 1 9 9 3) もあるが､

大和古墳騨索郎の 中山大塚古墳 ( 全長 1 20 m ) 等の 特殊器台に先行する別系統 の もの と見

られ ､ 纏 向石 塚古墳出土 の弧文円墳に文様の祖形をみる ことができるo

- 方
､

大和 の 野方 に 出現期の前方後円墳を求め ると､ 高松市鶴尾神社 4 号墳が あげられ

るo
これ は ､ 讃岐に見 られ る突出部が長く伸び る墳形の 系譜で最初に大型化 した例で ある o

底部穿孔恵 を墳丘 に置き ､ 獣帯方画規矩四神鏡を副葬品にも つ ｡ 神 門 3 号墳と ほぼ並行 し､

出現期と前期 の 変換期 に位置づ けられる ｡ これらに統く前方部の 短小 な前方後円墳に は ､

福岡県浄古生掛古墳､
石川県宿東山 1 号墳があり､ 副葬品に方画規矩鏡をもち ､ 墳丘 に底

部を穿孔 した有段 口縁恵を置くと い う共通点が見い 出せ る ｡ 前掲 の前方後方墳の うち､ 高

部古墳群が 二神 二 獣鏡 ･ 半肉彫獣文鏡をもち､
また弘法山古墳が斜線獣文鏡をも つ の とは

対照的で ある｡

前期古段階 の 大和は 9 0 - 1 2 0 m の 大型前方後円墳が続々 と築かれ ､
やが て箸墓古墳の

出現をみ る o

- 方 ､ 出現期 に
一 連の 造墓が続 いた房総で は ､ 神門 3 号墳の 後を埋 める前期

古段階の 大型前方後円墳を見 い だす ことができな い
o 関東地方に範囲を広げても ､ 同様で

ある o こ の 段階の 主要古墳は
､ 前方後方墳で占められて い る の で あるo

- 6 l
-



2 古墳出現期前後の 周構内埋葬に つ い て

( 1 ) 周構内 の 埋 葬施設

弥生時代後期の 方形周溝墓や 古墳時代出現期の 方墳には ､ 周横内中央部 に 土壌や
- i

･
- ･

巌低い 掘り込みを検出す る こ とが しばしばあり ､ 報告例はかな り の 数 に 上 っ て い る o

こ れらは周溝内に 設け られた埋葬施設と考えられ ､ 墳丘 中央部の 埋 葬施殻 と の 関連か

ら被葬者群の 構成を探 る辛がか りと して 注目され る o しか し ､ 副葬品が 検出され る例

はきわめて 少なく
､

また判別可能な人骨の 遣存す る例もなか っ たため 被弊督 の 具 体像

は ほとん どわか っ て い な か っ たと い える ｡ また ､ 掘り込 み の 形状が 不明確なも の は周

溝の 掘りか たと して扱われた も の が少 なく な い
｡

以下に示す例は ､ 明 らか な副葬品や埋葬人骨 ､ あ る い は土瀬棺を検出 し ､ 埋葬施設

で ある ことが 判明 したも の で ある ｡ 特に ､ 副葬品を伴わ な い 埋葬人骨の 出土例と周構

覆土中か らの 管玉 を装着 した 人骨の 出土例 は ､ た と え遺物や明確な掘り込み が な い 場

合 に も埋 め戻 し の 痕跡や土器群 ､ 玉 類の 出土に よ っ て 埋葬施 殴 の 存在を想定する 必 繋

が ある こ と を示 して い る o 周溝が単なる 区画で はなく ､ 特定 の 被非常の た め の 埋葬壁

間と し て機 能 して い た こ とに改めて 注 目 してみ た い ｡

( 2 ) 弥生 時代後期 の 周構 内埋葬

弥生時代後期 の 方形周溝 墓で は墳丘 中央 の 埋葬施設 と周構 内の 埋葬施設 の 出 土遺物
に あま り差 が み られな い D こ れ は ､ 丘 陵上 に築かれ た い わゆる方形台状基 ･ 墳丘 墓鮮
と 同様 で ある o 溝を伴 わな い 台状墓 ･ 墳丘 墓で は､ 墳丘 の裾部や周 辺 に多く の 土壌が

墳丘 を取 り 囲む よう に配 され る o それ ら の 遺物 ( 副葬品) の 内容は 類似性 が 強く ､ 墳
丘 中央 の 埋 葬施設 と裾部 の 施設 間に も大きな差 は認 め られな い

｡ 特に ､ 来 日本で は ま

だ副葬の習慣 が未発達 で あ るた め ､ 中央部と周構内 の 埋 葬施設 か ら出土す る遺物 の 差
は 小さく ､ 被葬者が 装着 して い たと見 られ る装身具類 の 組成の 差異に と どま る例 が大

半を占め る o

例 えば､ 市原市長平台遺跡 2 号方形周溝墓 で は ､ 墳丘 中央部に 1 基 ､ 周港内 に 5 基
の 埋葬施設が あり ､ 周溝内の 土壌群で は そ の うち の 1 基 か ら1 3 個の ガ ラ ス 玉 が 出土 し

た の に 対 し
､ 中央の 埋 葬施設 で は ガラ ス 玉1 5 個に 加えて 断面板状 の 銅釧 が 出土 して い

るo 周溝内の 被葬者と墳丘 中央 の 被葬者の 差 を青銅製の 装身具 に求め る こ との で き る

例で ある ｡

しか し ､

-

方で は九 州 の 弥生 時代中期 か ら鉄製武器 を死後の 世界ま で携帯す る風管
が あ っ たo 次第に西 日本

-

帯に広ま り ､ 後期に な る と東 日本 に も波及 して い る o 平塚
市王子 ノ 台遺跡 ･ 掛川市原 新田遺跡 ･ 渋川市有馬遺跡 ･ 市原 市草刈遺跡な ど の 後期の

特定集団の 墓か ら相次 い で 鉄剣が 出土 した こ とに より ､ そ の 風習が広範に及 ん で い る
こ とが わか っ てき たo こ れ ら の 武器 もまた

､ 墳丘 中央部の 埋葬施設 や木棺使 用 の 単独
の 土壌塞か ら出土 し ､ 周構内施設 か らの 出土例 は なく ､ 特定の 有力者 を象徴する遺物
で ある o

- 6 2 -
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( 3 ) 古墳時代出現期か ら前期の 周構内埋 葬

出現期か ら前期の 方墳群は ､ 主墳と小 規模墳が群在 して 同
-

塞域内に ある点で 共通

の 要素をも っ て い るo また ､ 墳丘 中央部の 埋葬施設 と周構内 の 埋葬施設 の 格差は次第

に 大きく なり ､ 中央施設は 東日本を含めた さらに広 い 地域で 明 かな副葬品 をも つ よう

に なる が
､ 周溝内施設 の 遺物は依然と して 装着され て い たと考えられ る装身具叛に留

ま っ て い る ｡

草刈古墳群の周構 内埋葬人骨の 検出例は
､ 縄文時代の 貝塚浪貝土層中に 範か れた方

墳群と い う房総ならで は の 立地に よ っ て か なり 良好な状態で 遮存 して い た o 墳丘 がす

で に削平され て い たため に 中央施設 との 比較がで き な い の は 残念で あるが ､ こ の 発 掘

資料は周溝 内の 埋 葬状態 ､ 被葬者の 年齢 ･ 性別 ､ 副葬品等の 状況 を物謬膏る 削卑と して

重要で ある ｡

B 1 4 ･ B 1 の周構内埋葬は ､ 周溝底を掘り込ま な い 例で あ る ｡ B 1 4 は 周構を
- ･ -

且 埋

め戻 して平 坦な面 を作り ､ 木棺を納 めたと考えられ る o 木棺 の 上 に 埋納され た小銅鐸

が陥没 した木棺の 覆土 か ら出土 して い る ｡
ノJ ､ 銅鐸は当遺跡出土 の 4 例 の なか で 盈も形

骸化 したも の で
､ 伴出 した土器 か らも小 銅鐸の 埋納時期は前期古段 階の 初頭 に位置づ

けられ る ｡ 葬送 に伴 っ て小銅鐸が埋納 され て い る こ とは ､
こ れ以後小銅鐸 を使用 しな

い こ とを物語 っ て お り ､ すで に これ を用 い る祭和が終わ っ た こ とを示 して い る ｡ B l

の 例 は ､ 明確 な掘り込み 等 の 埋 葬施設 は検出されて お らず ､ 浪 士貝層中に な けれ ば人

骨の 検出もなく単な る周 溝の発 掘に 終わ っ た可 能性 が高い ｡ と こ ろが ､
こ こ か ら管玉

を手 玉 と して装着 した成人女性 をは じめ 4 体の 埋葬人骨が 出土 した の で あ る o また ､

これ ら の 人骨の 周 囲で は 葬送 に伴 っ て置 か れた と見 られ る土糖類 が 人骨 の 頭部や 足元

か ら出土 して い る 点も見逃せ ない ｡ 周構 内 の 玉 や 土器 は 周構内埋葬 の 所在 を伝 える信

号を発 して い ると い えるだ ろう｡

C 9 ･ C I O ･ B 4 は 周溝底 を振り込ん だ土壌で あ る ｡ こ の うち ､ 盤棺と の 組 み合わ

せ で 注目され る の が C 9 の 第 2 周溝内土壌で ある ｡ 土層 の 観察で は
､ 塵棺 の 掘 り か た

と土壌は 同時 に埋 め戻 され たとみ られ ､ 壷棺内の 0 歳児 ( 胎齢1 0 ケ月) と 土壌 内の 熟

年男性 は 同時 に 埋葬された もの と捉 えられ る o 熟年 人骨が女性で あれ ば ､ 2 人 の 関係

は 死 産 に よ っ て 亡 くな っ た母 と子 とい う想 定が成 り立 っ が ､ 熟年 男子 と の 組み 合 わせ

は どの よう な場合 が考えられ る で あろうか｡ 父 と子 ､ ある い は叔父 と甥 な ど の 同 じ集

団 に属 して い る近親者で あ ると考えられ る が ､ 血縁関係 の な い 場合もな い とも い えな

い
o そ して ､ 母親 が別集団の 出身者で あ っ たた め -

緒に 葬られ て い な い こ とが 想 定で

き る o こ の ような例 は ､ 縄 文時代 の 貝塚 内 に埋 葬され た例が 報告 ･

検討 され て い る が
､

房 総で は古墳時代中期の 古墳に も類例 が 求 められ る o

松戸 市 の 河原塚 古墳は
､ 墳丘 径2 6 メ

ー トル
､ 高 さ 4 メ

ー トル の 規模をも つ 中期古墳
で ､ 墳頂部に木棺直葬の 埋葬施設が 2 基 検出され て い る o 周辺 の 縄 文時代貝塚 に堆積
した浪士貝層 を墳丘 に盛り 上げて い る ためj 中央 の 木棺か ら は遺存 の 良 い 2 体の 人骨
が 残 っ て い た o 1 体は 伸展葬で ､ 推定身長 1 7 2 C m に お よぶ 長身で体格 の 良 い 熟年男性 ､

もう 1 体は 3 才く らい の 幼児と判定され た o 第 2 の 施設 は撹乱が 著 しく 人骨の 判別 が

-
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不 可能で あ っ た の は惜 しまれ るが ､ 長身の 熟年男性 と幼児､ 第 2 の 埋 葬施殴 の 被葬者

は 同 じ集団に属する有力 ｢ 家族+ で あ っ たと推定され る ｡ こ の 場合も､ 幼児は母親と

は別 の 墓域に埋 葬された こ とが推定され ､ 草刈 例 と とも に集団 内の 埋 葬の ル - ル を示

唆 して い て 興味深 い ｡

表 2 草 刈 遺跡 出土 の 周 構内埋 葬人 骨
･

-
一

覧

遺構番号 年齢 埋葬状態 遺存状態 悼 身長 c m 副葬品
･

そ の 他

B l (1 9 2)

/I

成人

成人

仰臥伸展

ー

1 体分

大腿骨 の み

女

?

1 6 0

ー

右手 首管 玉 l , 左 手 骨管玉2

頭部 と足元 に小 型単 台出土

液中央に かた ま っ て

∫/ 若年 ヽ■■■ - 歯芽 ? 出土｡ 人骨周 辺 に柑形

/∫ 8 歳児 ー 歯芽 ? ー 恵 ､ 窺､ 商杯が 出土｡

B 4 (1 4 0) (小 人) 仰 臥伸展 ほ ぼ 1 体分 ? 1 3 2 土壌 周辺 に恵 2 ､ 柑形塵 2

C 9 (1 3 3)

/∫

C 1 0 (1 2 3)

熟年

0 歳児

壮年

仰 臥伸展

壷棺内

. 仰 臥伸展

1 体分

全身骨格

全身骨格

男

?

男

縄文人

より 大

ー

1 6 4 . 5

頭蓋冠 ､ 下顎 ､ 下肢澄骨以

外 は適存が悪い

胎齢1 0 ケ月 ､ 良好 に遮存 し

て い た

良好に遮存 して い た

/I

草刈3 号A

壮年 ?

壮年

伸展 葬 ? 小量 の 骨片 ?

仰臥伸展 1 体分 男 約1 6 0 土壌上 で 小型糖台 ､ 底部穿

∫/ B 成人 頭蓋､ 歯芽 ? ー

孔表 出土

こ の よう に ､ 草刈 の C 9 第 2 土壌 ･ 松戸河原塚古墳中央施設 で は
､ 熟年男性 と乳幼

児が 同時 に埋葬され て い る わ けで ある が ､
こ の 場合乳幼児の 遺骸は熟年男性 が 亡く な

るまで 壷 に保管され て い た の で あろうか ｡ ある い は 別 の 場所 に保管されて い た遺骸を

埋葬時 に壷 に移 したか
､

い ずれに して も こ の 乳 幼児達は あら か じめ 埋葬する場 所 が決

ま っ て い た特定の 有力 ｢ 家族+ に属 して い たも の と考えられ る ｡

( 4 ) 周構内に葬 られ た人 々

古墳の 被葬者は
､ 墳丘 中央部の 第

一

義的な被葬者 を中 心 こ墳丘 一 周 博
一 周構外 と 3

群に分 けられ る ｡ こ の 区別 は
､ 出現期か ら後期まで 中 ･ 小規模の 古墳群 に受 け継 がれ

て い る o そ の 萌芽は ､ 西 日 本の 弥生時代後期に は既 に 認 められ て い た が ､ 王 子 ノ 台遺

跡や群馬県渋川市有馬 遺跡 な ど の 近年 の 調査例 に よ っ て 東 日 本で も弥生時代 後期に遡

る こ と が分 か っ て きた o また ､ 周溝内の 被葬者 は ､
玉 類 ･ 鉄鉱 ･ 刀 子 など の 副葬品を

も つ 例 が少 なく な い こ とか ら､ ほと ん ど副葬品 をも たな い 周構外 の 土壌に葬られた被

- 6 6 -
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葬者とは
一

線を画 し ､ 墳丘 中央部の 被葬者に直接関連する人 々 で あ る とい えよう o

草刈遺跡は ､ 未発掘部分が あり､ 大半は本格的な整理 を残 して い る ため現状で の 概

算に なるが ､ 現在まで に 総面積3 0 万 m
2

の 約 7 割 を発掘調 査 した 段階で ､ 古墳時代出現

期か ら前期の 竪穴住居約 70 0 軒に対 し ､
こ の 時期の 方墳55 基前後を検出 して い る o 単

純に割返せ ば ､
1 2

.
7 軒に 1 基の 割合となり ､ 全て の 竪穴住居 の 住人 が 方墳内に 葬られ

て い ない の は 明か で ある ｡ 周構内土壌 ･ 壷棺に葬 られた 人 々 も､ 乳幼児を含 め てや は

り ｢ 選ばれ た人 々 + で あ っ たと考えられ る ｡

草刈の 例の ように 主墳と小規模な方墳が群在 して 同
- 墓域内 に造られ た段階に は ､

全 国各地に 大型の 前方後円墳が出現 し ､
こう した′J ､ 規模古墳群と の 格差は -

層大きく

な っ て
■
い る o 東日本で も社会全体と して の 階層 分化 は か なり進ん で い るが ､ ム ラ輿位

の 葬制には 根強 い伝統 が残 っ て い る ｡ 熟年男性 と乳幼児の 同時埋 葬もそう した伝統 を

受け継ぐ集団 間 の 規制 に基 づく 可能性は 強 い が ､ こ の こ とが 階層分化の 来成熟 さを物

語 る証左 に は ならな い で あ ろう｡

また ､ 埋葬人骨の 人類学的 な分析は ､ 墓 の 形 式や副葬品の 分析か らは知 り得ない 被

葬者間の 関係 を知 る方 法 と して ､ 今後さらに重視する 必 要が ある と思われ るo しか し､

埋 葬人骨を含め て 古墳時代研 究に お ける自然遺物 ･ 動物遮存体の 分析 は ､ 縄文 ･ 弥生

時代の それ に 比 べ て 資料 の 蓄積が少 なく ､ 試料の 検出方法や 取り 上げ方に は 未だ改啓

の 余地が多 い o

一

方､ 方形周溝墓 や方墳に 葬られ る こ と の な か っ た大多数の 人 々 が どの ように 埋葬

されて い たの か と い う命題 は ､ 依然 と して 未解決 で ある ｡ 敵内で検 出されて い る 弥生

時代中期か ら古墳時代後期 に数百 基単位で 群在す る 土壌群､ ある い は埼 玉 県深谷 市城

北遺跡で検 出され た竪 穴住 居 内の 人骨が
一

般の 人 々 の 基地 を解明する 糸 口 に な る こ と

を期待 した い Q
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第2 章 古墳時代前期 の 地域圏形成

第 1 節 前期古墳 の 展 開

前方後方墳の 時代

( 1 ) 束国の 前方後方墳

大型前方後円墳が定型化 し､ 大和で飛躍的に規模を拡大する段階に ､ 関東地方を中心と

する来日本で は､ 主要な大型古墳が前方後方墳で 古められる｡ 神門 3 号墳の後に大型 の 前

方後円墳が継続しなか っ たの とは対照的に ､ 出現期以来前方後方墳は次第に規模を拡大 し

て定型化 し ､ 地域の 中核をなす古墳に発展 して い る ｡ 特に ､ 出現期には大型古墳の見られ

ない 束山道沿 い の 内陸部 (群馬県 ･ 栃木県) に前期古段階の大型前方後方墳が集中する｡

前期の 大型前方後方墳上位 20 基の うち 10 基は美津 ･ 岐阜県以東にあり (表 1) ､ 関東地

方には ､ 前橋八幡山古墳 (13 0 m ) を筆頭に藤本観音山古墳 (11 6 .5 m ) ､ 上侍塚古墳 (1 1 4

m ) ､ 山王大桝塚古墳 (9 6 m ) ､ 元島創専軍塚 (9 0 m ) ､ 下侍塚古墳 (8 4 m ) の 6 基が あ

るo 墳丘 規模を 6 0 m 以上に広 げて分布を見ると ､ 6 0 基 のうち半数以上 の 3 7 基が美濃以

東にあり ､ 24 基が関東地方以東に分布する o

一

方､ 大和 より西側で は 6 0 基中 の 1 3 基に

と どまり ､ 極めて 衆方に偏 っ た分布を示すo

東京湾沿岸で は ､ 商都古墳群に後続する発掘調査例は ない が
､ 袖ヶ浦市海 ノ 口 向台 8 号

墳が墳丘測盈 ･ レ ー ダ探査 によ っ て全長 5 3 - 5 5 m の 前方部 の短小な前方後方墳で ある こ

と がわか り ､ 採集 した手帰り形土器によ っ て高部古墳群を越える地域最大の 前方後方墳が

前期古段階に 出現 してい る ことが明らか にな っ た｡

鏡副葬の風習の ない 束国では
､ 出現期には ほと ん ど副葬例が見られな い が ､ 前方部の発

達 した前方後方墳の成立 と共に波及する ｡ そ の初源と考 えられる高部古墳群に は ､ 後漢か

ら三 国時代初期の こ 神 二獣鏡と ｢ 上方作+ 系斜線浮彫 式獣帯鏡､ 弘牲山古墳にも ｢ 上方作+

系斜線浮彫式獣帯鏡が副葬されて い る o 後続する駒形大塚で は画文帯龍虎四獣鏡､ 元 島名

将軍塚で は 四獣鏡､ 国分尼塚 1 号ではき鳳鏡と鏡の種類は様々 であるが､
こ の 時期の大型

前方後円墳の 副葬鏡が方画規矩鏡を主体とす る の とは対照的である｡ 前期古段階の後半に

なると､ 大和 を中心とする西 日本では大型前方後円墳に画文帯神獣鏡 ･ 三角縁神獣鏡の 副

葬が始まり ､ 前方後方墳にも三角縁神獣鏡が入 る ように なるが
､

こ の 時期 の 東国には明ら

か な例がな い ｡

円筒埴輪の 定型化と腕飾類を中心とする石製品の多量副葬が見られる ように なる前期の

新段階に は ､ 関東地方に も定型化 した大型前方後円墳が出現 し､
三角縁神獣鏡を含む鏡群

を副葬するように なるが ､ 前方後方墳で は下侍塚 に盤龍鏡､ 上侍塚に涙文鏡と 区別 した鏡

群と して
一

貫 して い るo また
､

こ の 時期､ 東海西部にも大型前方後方墳が造られて い る o

愛知県犬山市東之宮古墳 (7 2 m ) は 尾張で最古の 大型前方後方古墳で あるo 4 面の 三角

縁神獣鏡を含む 11 面 の鏡の 副葬は前方後方墳と しては奈良県新山古墳 (3 4 面) ､ 岡山県

添迫 ( 備前) 車塚古墳 (1 3 面) ･ 兵庫県西求塚古墳 (1 2 面) に つ い で多く ､
こ の 時期 の 東

海西部で傑出 した存在で ある｡
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波多子塚古墳
新山古墳
前橋八幡山古墳
藤本観音LLJ 古墳
下池山古墳
上侍塚古墳
フサギ塚古墳
赤土山古墳
浅間台城
山玉 大桝塚古墳
囲求女塚古墳
元稲荷古墳
植月 寺山古墳
元魚銘将軍塚古墳
下侍塚古墳
北山古墳
大安歯音墳
午玉堂山 3 骨墳
西山 1 骨墳
元屋敷 1 骨墳
桜井古墳
桜井 二 子 古墳
天神森古墳
束之宮古墳
向山古墳
大住南塚古墳
聖陵山古墳
雨の 宮 1 骨墳
勅使塚古墳
宝領塚古墳
処女塚古墳
名取薬師堂古墳
大住車塚 古墳
京銭塚古墳
青梅松塚古墳
九流谷古墳
板谷 1 骨墳
后塚古墳
中綴古墳
駒形大塚古墳
勅使塚古墳
高御堂古墳
弘法山古墳
観音塚古墳
吸坂 A 3 号墳
小 田中亀塚 古墳
那須八幡塚古墳
下里古墳
西山七号墳
長法寺南原古墳
星塚古墳
皇子山 1 号墳
小松古墳
鷺山古墳
寺山古墳
茂原権現山古墳
山居古墳
宮山古墳
西寺Lu 古墳

%

地
奈良鼎天理市柚之内町

尭 m

1 8 0

奈良県天理市成願寺町 ハ タ ゴ 塚
奈良県広陵町大塚小字新山
群馬鼎前橋市朝食
栃木県足利市藤本町

奈良県天理市成頗寺町川下り

栃木県汲津上村湯津上

奈良県天 理市成願寺町

衆良鼎天理市棟本町赤土山
静岡鼎沼津市須津増川
栃木県藤岡町大字蛭招宰砂田

兵庫県神戸市灘区都通
茶都府向日市向日町北山
岡山県勝央町植月

群馬県南崎市元最銘町将軍塚
栃木膿敵陣上村湯津上

岐卑鼎大野町大字上磯
栖鳳鼎郡山市田柑町大審寺事大安場
静岡鼎滴水市庵原申午玉堂
京都府城陽市久世下大谷
福島鼎浪江町大字北観世橋字伊織迫
福 島県原町市大字上渋佐字原畑

愛知県安城市桜井二 子

山形 鼎川西町大字上小松

愛知 鼎犬山市大事大山字北白山平
三豊県嬉野町大字上野字向山
煮都府田辺町大住小字八王子

兵庫県加古川市野 口 町長砂
石川鼎鹿西町能都部上 ア メノミヤ

宵山県婦中町羽根字前割
山形県米沢市窪田町字北宝領

兵庫県神戸市束灘区御影塚町

宮城県境取市飯野坂宇山
京都府田辺町大住小字八王子

宮城県子牛田町字索山

群馬県大泉町古梅字松塚

大阪府太子町大字太子小字九流谷
富山県高岡市板谷
茨城県土浦市宇野町字后 塚

京都府園部町上木崎

栃木県那須郡小川町大字三輪字駒形

茨城県玉造町沖州字下組

愛知県春日井市堀 ノ内町字表

長野県松本市大字出川 ･ 神田

宮城県名取市飯野坂宇山居

石川県加 賀市吸坂町

石川県鹿島町小 田中

栃木県那須郡小川町大字吉田字八幡

和歌山県那智勝浦町字下里尾薮
京都府城陽市久世下大谷
京都府長岡京市長法寺南原
奈良県天理市新泉町星山
滋賀県大津市錦織 1 丁目

滋賀県高月 町西野

埼玉 県児玉 町大字下浅見字鷺山

群馬 県太田市強戸 口

栃木県宇都宮市茂原町

宮城県名取市名取 ヶ 丘 1 丁 目

宮城県名取市飯野坂宇山居

岐阜県可児市大字中恵土小字寺廻
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大和で は新山古墳 (1 3 7 孤) を最後に大型前方後方墳の 築造は終 息を迎え ､ 山城 の京都

府 (長法寺) 南原古墳が 王権の 中心地域で最後の前期大型前方後方墳となる｡ 確実な調査

例が ない 関東地方も ､ おそ らく こ の 段階までに大型前方後方墳の 築造 は終わる と考える｡

こ の よう に ､ 大型前方後方墳は前期 に出現 し､ 衰退す るとい う限られ た期 間 の 消長 を示

して い る. また､ 最大規模は 1 8 0 m を超える こ となく ､ 副葬品もそ の 規模に応 じた 内容に

と どま っ て い るが
､ 前期 を通 じて王権 の 中心域と周辺部 の拠点 に

一

定の 規模を保 っ て築か

れて い る こ とは ､ その被葬者たちが前期の 王権に と っ て 重要な存在であ っ た こ とを物語 っ

て い る ｡ 特 に
､ そ の 主要な分布域が東方に偏 っ て い る点は ､ 前期の 東国進出に関わ っ た 王

権中枢部と東国 の 有力豪族層の 強い 結び つ きを示すも の と考える ｡ 前方後方墳は
､ 前期倭

王権の 重要課題で あ っ た東国 - の進 出の 象徴と して
一

時代を画 した首長基の 形式で あ っ た

と い えよう｡

( 2 ) 小規模な前方後方墳
一 方

､ 東国で は
､ 前期の古段階を中心 に中 ･ 小規模の 前方後方墳が存在 し､

ノ+ ､ 規模な方

墳を伴な っ て群在する例が少なく な い ｡ 前述の ように ､ 前方部の 形態が段階的に変化す る

点は ､ 出現期 の 前方後円墳の 発達段階と対応すると こ ろでもあり ､ 定型化 した前方後円墳

成立 の側面を担う別系統 の墓 として注目 され る｡ すなわち ､ 弥生時代以来 の 方形周溝墓か

ら っ なが る墓を母体と して変化 し
､

より大型 の古墳の 下部組織を構成する
一

定 の 階層性 を

も つ 墓と して位置づ けられ るも の で あるo こ の こ とは ､
｢ 前方後方型方形周常墓+ とい う

用語 をこ れらに用 い る認識 とは ､ 墓制 の 階層性の 把握に大きな相違が あるとい えよう ｡

近年､ 尾張 の低地で前掲 B Ⅲ型 (前方部前面に溝をめ ぐらす形態) と方墳群 の例 が調査
･ 報告され ､ 東海西部 の 小規模前方後方墳の 様相も明らか にな っ て きた｡ 尾西 市西上免古

- 7 4 -

3 7



墳､
西春日井郡滑洲町樋間遺跡s z ol は 前者が全長40 m

､ 後者が2 5 m ( 推定復元) と規模

の 差はあるが ､ 周鱗形憾も含めて類似 したB Ⅲ型の墳形をもつ
｡ 啓上免古墳の 前方部の ほ

うがやや発達した形態で ､ 規模の相違を反映 して い るo

臥上免古墳は単独の 検出例で あるが､ 廻間遺跡s z o l には小規模な方墳群を伴 っ て い る ｡

廻間遺跡で改定された土離隔年で の位置づ けは ､ 西上免古墳がⅠ式 4 段階 - Ⅱ式 1 段階と

され ､ 関素地方と の対応で は神門5 骨 - 4 骨墳に並行する｡ 廻聞達跡 s z o l は Ⅰ式 1 段階

- Ⅲ式 2 段階に わたる長期の 古墳麻紀が想定され ､ 熟達時期を 1 式期に遡らせて報告され

て い るが ､ 対象となる土鰭は いずれも周構外側から出土した破片資料で ､ 周溝内側か ら出

土した有段 日録盤 ･ 芋燈り形土韓 ･ 小型高坪 ･ 鉢か らなる遺存の 良い 土器群を埋葬儀礼に

伴う土解群とするの が自然で あり ､ 前期古段階の 新相に位置づけられる｡ 出現期新段階か

ら節期首段階に塊申して韓か れる B Ⅲ型の 地域内で の 変遷を知る資料であるo

前項で触れたよう に ､ こ の ような中 ･ /J ､ 規模の 前方後方墳の墳形は
､ 前方後円墳の発達

段階に応じて出現し ､

- … -

怒の 階層性をも っ て変化しない 墳形で ある ことに特性 があり ､ 単

純な前方郎の 発連段階を全てが反映 しない例が少 なくな い ｡
′J ､ 規模な方墳群を伴 っ て群在

し､ 拠点輿落に近接して 形成された例が多い 点も ､ 集落か ら隔絶し得ない 被葬者群の性格

をあらわ して いると考えられるQ

-

75
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前期の 前方後円墳

( 1 ) 東京湾沿岸の前期古墳

前期の 定型化 した大型前方後円墳は､ 群馬県前橋天神山古墳が 関束地カで激古の 例で あ

る ｡ 全長 1 29 皿 の規模は､ 相前後して築かれたと前方後方墳 ･ 前橋天神山古墳の 13 0 m と

括抗するが ､ 3 段築成で葺石 をも つ 墳丘形式は全く 系評を異にするo 三角縁神獣鏡2 面 の

ほ か禽獣鏡 ･ 神仙鏡の 中国鏡2 面と獣形鏡 1 面で構成され る 5 面 の鏡､ 寮環頭大刀 を含む

刀 剣類 20 本､ 鋼鉄 3 0 本 ､ 鉄鉱 7 4 本､ 敬2 点､ 碧玉製紡錘 車4 点などを副葬品 にもつ 被

葬者は､ 倭王権と の結び つ きを確立 した最初の 毛野 の 首長で あると い えようo

東京湾沿岸､ 香取海沿岸とも こ れに匹敵する前方後円墳は明らかで はない ｡ 来演湾沿牌

の 小橋川流域の 丘 陵上に1 0 0 m 敵 の 前方後円墳が 3 基あり ､ 前カ部の低 い 約期型 の 墳形と

突出した規模か ら､ 前橋天神山古墳と同時期の 古墳が含まれて い ると考えるが ､ い ずれも

未調査で時期を判断する資料が な い ｡ 東京湾を見下ろす海岸丘 陵上に市原市釈迦山古墳 ･

木更津市手古塚古墳が築かれる の は前期新段階の 中ごろで ある o 当時､ 束北南郭に は全段

1 1 4 m の会津大塚山古墳が造られてお り ､ 大型前方後円墳の 分布が - 寛に広が っ た時期で

ある o

釈迦山古墳は ､ 上海上 国造 の 奥津城と推定される柿崎古墳群に あるo 全長 93 m の規模

をもち､ 内部施設は粘 土榔で ある こ とが確認され て い るo 内部施設 の 直上か ら出土 した商

坪
･ 壷類 に よ っ て年代を推定する辛 がか り を得た｡ 同 じ河川 (養老川) 流域の やや熟ま っ

た 所には ､ 全長 1 1 0 m の 今富塚山古墳が あり
､ 有段 口縁の 壷が出土 して い るが ､ 埋葬施殴

が 木炭榔で あ っ たと い う情報以外 に内容 を知る辛 がか りが ない
｡ 規模の 割に前方部が短小

な墳形は釈迦山古墳とよく似 てお り
､

2 基が造 られた時期はか なり近い とみ られ るo

手古家古墳は ､ 全長 6 0 m の 中規模古墳ながら伐製三角縁神獣鏡と碧玉 激腕飾類が副葬

されるなど ､ 当時の 政治的中心地で あ っ た大和 の古墳と非常に よく似 た内容 をも つ ｡ また ､

内部施設の 排水溝か ら出土 した餐形土器が ､ 搬入 された布留式餐で ある こ とも ､ これ を裳
づ けるもの とい えよう｡ 但 し､ 葺石 ･ 埴輪をもたな い 点は こ の 時期 の房総 の 古墳の 地域的

特性 を反映 したもの と考えられる o

-

方､ 前橋天神 山 ･ 会津大塚 山 ･ 釈迦山古墳も含めて

竪 穴式石 室を築かず粘土樹に木棺を直葬する埋葬形式は ､ 大和 の 大型前方後円墳と は異な

る 点で ある o 関東地方以東は前期 を通 じて典型的な竪穴式石 室が波及 しなか っ た地域で あ

り ､ 粘土樹木棺直葬の 形式は ､ 中期の 長大な木棺直葬形式 - 発展す る｡

以上 の ように ､ 東京湾沿岸の 前期前方後円墳は ､ 調査された古墳の 変遷か らは ､ 前方後

方墳の展開を挟んだと して も ､ なお神門古墳群との飛躍が 大きく ､ 東京湾沿岸 の 出現期か

ら前期 - の 前方後円墳の 理解には
､ なお未解決な問題 が多い ｡

次に ､ 前期古段階の指標の ひ と つ である ｢舶載+ 三角縁神獣鏡が
一

面出土して い る香取

海沿岸の 前期前方後円墳の在り方に注目 して みた い D

( 2 ) 香取梅南岸の 前期古墳

香取海南部水域の 前期古墳に つ い て検討する にあたり ､ 西部の 印藤 ･ 手賀沼水系 を除く

南岸の古墳を対象とするが ､ 手賀沼に臨む我孫子 市水神山古墳は南岸の 前期前方後円墳に

-
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加 えておきた い
( 1 )

o 水神 山古墳を除くと ､ 下総町大 日 山 1 骨墳を唯
- の 調査例として 南

岸に は前期の 前方後円墳に関する調査資料がなか っ たが ､ 佐原市大戸天神台古墳の 測盈網

査か ら得られ た墳丘形態の 分析によ っ て ､ これが全長 6 2 m の 前期古墳で ある こ とがほ ぼ

明らか に な っ た｡ 大須賀川流域では全長 60 m 級の 前方後円墳が後期以降継統 して 拓かれ

て おり ､ こ の規模の 前方後円墳が南岸城西部か ら中央部にか けて の 盟主墳で あると考えら

れ る｡ 大戸天神台古墳は ､ 弓状に張り出した香取海南岸中央部に位置 し､ 香取海南部水

域の ほ ぼ中心部に立地 して い る ( 図 4 ) o こ の 南岸中央部は ､ 西か ら順に根本鵜川 (成田

市 ･ 下総町境) ､ 大須賀川 (佐原市中央部) ､
′J ､ 野川 (佐原 市来部) ､ 恩部川 (小 見川 町中

央部) に よ る開析谷が刻まれ ､ それぞれ の 流域を単位と して台地上と縁辺 の微商地に連綿

と古墳群が分布 して い る o これらは ､ 地形によ っ て 大きく 3 つ に 分けて 見る こ とが可能 で

あり ､ まず西部と して根木名)1r 河 口右岸とそれに続く香取海縁辺 ､ 大須架)l は 小野川 流域

の 中央部､ 黒部川低地 ( 2 )
を囲む東部に分ける こ とができる o

-

方､ こ の 地域は 常総 ( 常

陸南部か ら下総北部) に特徴的な滑石製の 石枕が最も多く出土 して い る地域でも あるo

西部から主要な古墳を概観す ると､ 大日山 1 号墳 ( 図 4 - 11 ､ 以下番 号は図 4 に 対応す

る) が前期にさか の ぼる主墳とみられ､ 舟形ある い は割竹形の 木炭櫛を内部施紋 と して い

る｡ 中期で は小松古墳(1 2) ･ 猫作栗山 16 号墳(1 6) など石枕をも つ 古墳が判明 しており ､

地元 に伝世 されたもの を含め ると ､ 全国で最も石枕の集中する地点で ある｡

香取海南岸を 3 地域に分けて前期古墳を見 ると､ 西部の 大 日山 1 号墳が全長 5 4 m で ､

ほ ぼ同規模である ｡ 東部の 黒部川流域では これに 匹敵する前方後円墳の例は なく ､ 前期で

は全長 2 5
･
5 m の 前方後方墳 ･ 阿玉台 A O O 7 号が唯

-

の 調査例で ある｡ 塵浦大濠 山古墳以後 ､

城 山古墳群に 至 るま で こ の 流域に香取海南岸の中心 的な古墳が 営まれて い る こ とをみ る

と
､

こ こ に前期 の 有力首長墓が存在しない の は不自然で ある｡ しか し､ こ の 流域で は 前掲
の 城山 1 号墳か ら､ 京都府樺井大塚山古墳出土鏡と同型 の 三角縁三神五獣鏡が 出土 して い

る こ と を重視する必要が ある｡ 城山 1 号墳は六世紀中葉以降の 後期の 前方後円墳で ある た

め
､

こ の 三角縁神獣鏡をめ ぐ っ て は長期伝世説 ･ 畿 内政権内の 所有者か らの後 期下賜鋭 ･

広域首長間で の 伝世 ･ 授受説など様々 な解釈が示 されて い る｡ 椿井大塚 山古墳と分有関係
をも つ こ とに こ の鏡の意義が あるとすれば

､ 椿井大塚山古墳と同時代の 首長 に配布 され た
とす べ きで あろうo しか も､ それが後期の 古墳か ら出土 したこ とは ､ 黒部川流域に 前期の

大型古墳が存在 しない こ とを加味すると ､ 香取海南岸の 首長間で 代 々 伝世 ･ 授受され たと
解釈する の が妥当で あろう o 大戸天神台 の 被葬者が保有した時期が あ っ た可能性も考えら

れ る の で ある｡

一

方､ 干潟町瀧台古墳の 測量報告で は ､ 太平洋 に望む椿海か ら栗山川 流域と黒部川流域
を含めた広域地域圏を想定 し､ 香取海 - の 玄関 口 と して捉 えたo これ に よ っ て ､ 瀧台古墳
を同 一

圏内に築かれた前期の 主要首長墓の ひ と つ に位置づ ける見解を示 した( 白井 1 9 9 7) a

瀧台古墳は
､ 墳丘全長 6 0 ･8 m で大戸天神台古墳と括抗する規模の 前方後円墳で ある o ま

た ､ 栗 山川流域では墳丘 全長 8 0 m 級 の柏熊 1 号墳 ･ 杓子塚古墳 ( 8 号墳) が 前期の 首長
墓 であり､ こ の 3 基 の被葬者の 中か ら城 山 1 号鏡の 入手者を想定する こ とも可能で あろう｡

香取海北岸の 前期古墳を見る と
､ 対岸の 茨城県桜川 村か ら鹿島町にか か る地域に前期 の

前方復円 ( 後方) 墳が点在す る o 唯
一

の 調査例と して 原 1 号墳 (3 3) が あり
､ 底部穿孔壷

･ 鉄剣 ･ 槍 ･ 鉄製農工具 ･

ガ ラ ス 玉が 出土して い る o ま た
､ 西に隣接する台地 上に は幸田
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図 5 城山 1 骨 噴出土 三角線 三 神 五 獣 鍍

古墳 (3 4) があり ､ 前方郎が後門部より 3 m 低い墳形によ っ て前期にさかの ぼる可能性が

指摘されて い る｡

小野川河 口 か ら北釆 4 k m ､ 香取海が最も狭く なる地点の対岸には､ 墳丘全長 8 4 m の 前

方後円墳 ･ 牛堀町浅間塚 古墳 (3 2) があるo 墳丘か ら壷の破片が出土してお り ､ 前方部が

低く ( 後円部との 比 商 3 m ) 広がらな い墳形の 前期大型前方後円墳で ある｡ か つ て銅鏡が

出土 したと伝えられ るが ､ 現在は所在不明で ある ｡ 後門部径に対する前方部長の 比 率は ､
5 7

: 4 3 で比較的大戸天神台古墳に 掛 ､
o 北岸城東矧 こは ､ 墳丘全長 9 6 m の鹿島町宮中野お

伊勢山古墳 (2 9) がある o 細長く伸びる低い前方部 (復円部と の 比高4 m ) をも つ ことか

ら前期古墳と推定され る ｡ 復円部径に対する前方部長 の 比率は､
5 5 : 4 5 で大戸天神台古

墳とほ ぼ同率 で ある o こ れ ら北岸の 前期古墳は､ 6 0 m 級の 大戸天神台古墳より 一

題 り規

模が大き い にもか かわらず ､ 同様の 墳形をも つ点で注目されるひ 香取海に張り 出した南岸

の 中央部に 立地する大戸天神台古墳と対岸の 前期古墳との密接な関連がうかが えようo

また ､ 手賀沼沿岸の 水神 山古墳 (墳丘全長 69 m ) も後門部径と前方部長が括抗す る墳

形をも つ o 調査に よ っ て 明らか にな っ た墳形 臥 前方部の幅が広く発達した形態で ある こ

とか ら必ず しも同列に は扱えな い が ､ 南岸の前期古墳と して検鮒 こ加える必 要が あるo

椿海 ･

栗山川低地 ･ 根木名川 - 黒部川流域を含めた香取海の 南岸地域圏は ､ 古墳時代前

期の段階に は 6 0 m ある い は 8 0 m 級 の 首長墓を中心とした 2 つ のまとまりを形成し
､

これ

らを統括するような規模 の 首長墓は見られない o
こ の 地域圏がまとまりを深 める の は ､ 全

長 1 2 4 m と い う南岸最大規模の 豊浦大塚山古墳が低地に築か れた時を契機とする o
こ の 時

期には 南部水域の対岸に こ れを上回る規模の 古墳はなく ､
次代の 香取海を代表する石岡市

舟塚山古墳に 匹敵する存在となる ｡ 豊浦大塚山古墳の造営こ そが､ 香取海沿岸全域を取り

込ん だ広域首長墓 の 出現 と い う
- 大画期を反映して い るもの と思われる o

- 7 9
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註

( 1 ) 水神 山古墳 の 時期 に つ い て は ､ 前方部墳丘か ら出土した壷形土器 によ っ て中期に位置

づける見解が報告され定着 して い るが ､ 童形土器 は 口縁部を欠くため確定は できな い もの の ､

胴部上半を ハ ケ調整の後磨 い て仕上げ､ さらに内面 もナデ ･ 磨き仕上 げし､ 内外面 を赤塗り

した製作技法に よ っ て前期に位置づけられると考えるQ また ､ 割竹形木棺から出土した ガラ

ス 管玉 ･ ガ ラ ス 小 玉もき わめて 丁寧な造り の製品 であり ､ これら の遺物 の再実測 ･ 再検討に

よ っ て前期古墳と判断 したo

( 2 ) 香取海の海岸線復元 に つ い て は ､ 黒部川涜域 の低地 を内海と
一

連の 入り江に復元する案

が示されて い る (『香取海 -

そ の歴史と文化』 千葉県立中央博物館 1 9 9 2 ほか) ･ が ､ 低地の

古墳が立地する砂堤と の 比 高が 1 m 前後 (砂堤 3 .S - 4 .3 孤 : 低地中央部 3 .0 m ) にすぎな

い ため ､ 季節的に冠水する湿地帯と想定した
o 地質調査による確定を望みた い

c
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前期 の 方墳 群

-

輩刈遺跡 の 方墳騨恕めぐ っ て
-

( 1 ) 方墳騨 の 構成と群形成

市原市草刈 遺跡 の 方墳群
(1)

は ､ 1 9 7 9 年か ら1 9 8 3 年 に わた っ て 漸次調査 され ､ 既に

刊行きれ た 報告 番
( 之}

に よ っ て その 内容 が明らか に な っ てき た. 台地 の 西 側部分に つ

い て は ､ 整理 中で あ る た め全容を知る に は至 らない が ､ 現在まで の デ ー

タ をもとに若

干の 私見 を加 えて 2 ､ 3 の J如こ注目 して みた い ｡

こ こ で扱う
,
方墳鮮は ､ 4 0 基か ら成り ､ 平面的な分布か ら台地の 中央部に環状に めぐ

る群 ( 図 8 A 書 B 群) と台地南側 の棲斜面に及ぶ群 ( 同 C 群) に大きく分 ける ことが

でき る o 環 状q) 群は ､
2 1 姦が

- -

定の 方 向性をも っ て配列する A 群と 7 基 が 不規則 に

分布す る B 群に 釧すられる o Å 群は前方後方墳 1 基を囲むように群在し ､ 周溝の
-

辺

を共有する も の も見 られ る o 労墳の 形態は ､ 周滞が全周するもの が大半を占め ､ 周滞

の
-

隅 がとざれ るもの が若干含まれるo ニ偶 が途切れるた り ､
コ の 字状 の 周輯をも つ

例は ､ 後 世の 削平や :ヒ砂 の 流出に拠 るもの と考えられる ｡ 前方部 の 発達 した前方後方

墳の 形簡
くき'

も食め て
､ 佐愈市飯郷作遺跡

'4 '
の 例 に極め て 近い 群構成を示 して い る o

環 状の 中央空 間 の 解 熱 こ は ､ い く つ か の 推療が可能で ある が ､ 前方後方墳の 前方部

と ､ 隣接す る方墳 A 3 の 前面の 通路跡が中央空間 に面 して い る こ と､ さらに こ の 中央

空間 に 釣 っ て 2 基 ､ ある い は 3 基ずつ 並ぶ配列が見られ る こ と に 注目 して み たい ｡
こ

の 配列 は ､
A 群で 汲も整 っ て い る こ とか ら､ 第 1 図の ように 北側 の 谷 か ら中央空間に

上 っ て く る基道を想 定 した o また ､ A 群の 配列を出土 した土器 か ら検討す ると ､ 中央

か ら外側 - 新 しく 造 られ た大きな流れが窺える こ とも配列 の 内側 を結ぶ道を考え る上

で の 傍証 とな ろう o

B 群 で は ､
こ の 姦通に 沿うような配列 は見られず ､

む しろ C 群に近 い分布 を示 すが ､

c 群と の 間に は 明ら か な空間がある ｡ こ の 平面分布か ら群形成を考える と
､

まず A 群

の 形成が始 ま り ､
B 群 を造 る過程で新たに分離 して C 群が 営まれ た こ とが想定で きる o

出土 した 土半群は ､ ほ ぼ前期古段階の 範囲に位置づ けられる が ､ 大きく 3 段 階に分

かれ て お り ､ こ れ に よ っ て 上 記に 想定 した全体の 群構成を 3 期に分 ける こ とが 可能で

あ る ( 図 9 ) 0

まず ､
Ⅰ 期に は ､ A 群の 墓道幹線部に 画 した A l ･ A 2 ･ A 3 が造られ ､ 続い てその 背

後や幹線部の 奥ま っ た所 に A 4 ･ A 5 ･ A 6 ･ A 7 ･ A 8
･ A 1 3 が

､
B 群に B l ･ B 2 ･ B 3 が造

られ る o こ の 段階 の 途 中で 南側 - 分れ て 占地 した C 群の 造墓 が始 っ て い る o 最も墳

丘 規模の 大き い A 1 0 も こ の 段階に位置づ け られ る
( 5'

こ と か ら ､ 逼塞 の 盛期をⅡ期 に

求め る こ とが 可能 で あ る ｡ 次の Ⅲ期に は､
A 群の 外縁部 と B ･ C 群 - 大勢が移り ､ 主

体的な造墓 活動 が B
･

C 群 - 移行 した可能性が強 い e
B 群と C 群の 間に ､ 南西 の 谷か

ら上 っ てく る基通が存在 した こ とも考え られ ようo

群形成 の 契機 と な っ た の は ､ 特別 な形態 と して他を凌鶴する前方後 方墳 A l で ､ 最

も吉相の 土器 群を出土 して い る o
これと 同世代と考えられる A 2 ･ A 3 は ほ ぼ同規模で

､

- - 8 1
-
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方丘 部の 面梱で は A l と大差は ない o 統い て A 群で は ､ 2 - 3 基ず つ の グル ー プが方

向性をも っ て Ⅱ - Ⅲ期 に わた っ て造墓を行 っ て い るが ､ 少 なく とも 2 世代が短期間に

連統して 造濃を行 っ た こ と 馴勿滑 り ､ 基道の 幹線か らは 8 本の 枝す じに分かれ た分布

が見られる o こ の 2 低代連統する造姦の 流れの 中で ､ Ⅱ期に は A I O
､

Ⅲ期には A 1 4 が

規模 ･ 土器 の 鮎軒に他 を凌 い で 群の中心的な存在となるが ､ 幹線に画 した枝道は 8 本

で終息 し ､ A 群 の 主体的な塩基を終えたも の と見 られ る｡

2 世代連統サる 造濃は ､

- 定 の 方向性を失 っ た B 群に も見 られ る が ､ Ⅲ 期 に はく

ずれ ､ 新た に 蝉独 の 古地 をする もの が目立 っ
o

c 群は ､ 遺物の 遮存が藩い た め か時期不明 の もの が多く ､ 群形成の 内容は は っ きり

しない が ､

I - -

番南に 位敬する C ll が撤も新相の 土器群を出土 して い る こ とに着目 して

おき た い ｡

( 2 ) 埋 葬形憶 に つ い て

前掲( 節 1 聾 第 2 節) の よう に ､ 草刈遮跡 の 方墳群で 注目されるもう
-

点の 特徴は ､

縄文時代の 貝塚 醜鼠 土層中に掘り込まれた周構内に埋葬され た人骨が ､ か なり良好な

状態で 適存 しタ て い る こ とで ある o こ の ような海員土層中の 埋葬人骨の検出例は ､ 松戸

市河原 塚古墳
く何

に ､ 古墳時代中期 の 墳頂部木棺直葬例も あり ( 図1 0 - 7 ) ､ 貝塚が 全

国で 汲も多い 総な らで は の 偶然性がもたら したも の と い えよう｡ こ の 極めて 房総的

な特性 に よ っ て ､ 周構内 に埋葬きれた人骨が い く つ か の 歴 史的事 実を伝 えてくれたo

図1 0 - 1 - 3 は ､
B l の 周構内の 人骨出土状態で ある o こ の 周構か らは ､ 写 真の 推

定身長1 6 0 c m の 成人 女性 の 他 に ､ 成人の 大腿骨 ､ 若年の 歯芽8 歳児の 歯芽が 検出され ､

少 なく とも 4 体が埋葬 きれ て い る ことが判明 して い る c す べ て北側 の 周溝か ら発 見さ

れ て い る が
､ 中央 の 周聴底が深く掘られて い る もの の ､ 明確 な擁り込 みや 土壌はなく ､

混貝 上層中に なけれ ば ､ 単な る周溝の みの 発掘で 終わ っ たで あろう｡ しか し ､ 最も遺

存の 良 い 写寮 の 女性 は ､ 両手 首に計 3 個 ( 左 に 2 個､ 右に 1 個) の 管玉 を装着 して全

身を現 わ した｡ また
､ 周溝中央の 凹部で 検出された 3 体と異なり ､ 周溝底 に約1 5 c m の

ロ
ー ム ブ ロ ッ ク を つ き 固めた上 に埋葬されて い る ( 図1 0 - 3 ) o さ らに ､

土器 の 出土

状況 を見 る と
､

こ の 女性 の 頭 と足 の 部分か ら器台が各 1 個ずつ 出土 した他 ､ 中央の 人

骨出土地点 で 増形 塵 ､ 壌､ 高杯が出土 して い る ｡

こ の 発掘資料が
､

周構内 の 埋葬形態
､ 被葬者の 性格､ 副葬品の 状況を知る 重要 な手

掛りに な る こ とは 言 うまで も な い が ､ 草刈の 周溝内埋葬人骨は B l の 他に
､ 同 じ B 群

の B 4 で 身長1 3 2 ｡ m の 性別不 明 の もの 1 体. C 群 C 9 と CIO
( 7)

に 2 体ず つ の 計 4 例があ

る ( 図1 0 - 5 - 8 ) o こ の 4 例 に残 る成人骨 は ､ 伸展葬が基本で ある o 幼児に つ い て

は 1 例の み で あ る が
､

C 9 内の 壷棺
(8' があり ､ 隣りの 成人骨が男性 と推測 され る こ と

か ら 2 体の 関係 が 注目 され る ｡ 検出状況 は､
あたか も父 親が壷棺を抱く ようで もあり

､

掘り か たの 状況 か らも 同時に 葬られたようで ある o 周構内埋 葬者の 構成 ､ ある い は性

格に つ い て こ れ だ け の 資料で 語る の は難し い が ､
B 群人骨の 形質学的分析 では ､ 明ら

か に 成人男子 と判明 したも の が なく ､ 成人女性 ､
若年 ､ 小児と判 定され た点は注目さ
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れる o

こ れ ら の 労墳 の 墳丘 中央部の 内部施設は､ 後世の 畑作に よる墳丘 の 削平 に よ っ て既

に消滅 して い ると考え られ るた め､ 墳丘 中央部の 内部施設を中心 的な埋葬施設とする

観点か ら ､ これ ら の 被葬者 を周構内被葬者と位置づ け る こと に した い
｡ 古墳時代の 被

葬肴群は ､ 墳丘 中央部 の 解
-

顔的な被葬者を中心に ､ 墳丘 - 周溝
一

周構外の 3 群に

分けられ る 怨 周構内の 被酵宥群は ､ 玉類 ･ 鉄鉱 ･ 刀子 など の 副葬品をも つ こ とか ら､

周構外の 土壌 劉 こ葬られ た被葬宥とは 異なり ､ 墳丘 中央部の 被葬者に直接関連する被

静粛鮮で あ る と い えよう o 特に草刈適跡例で は ､ 女子と子供を主体と して おり ､ 家族

姦的色彩が色漉 い 掛

周構内埋 雛に は ､ 上罷 の ような副雛品が見 られるが ､ 副葬品は
一

般に寡少で あ るo

古墳時代の 出現期 ･ 駒期で は玉類 を副葬 した例が少なくな い
o 草刈遺跡で は

､ 他 に草

刈六之台遺跡で 前期の 円墳周構内土壌から管玉 4 個 ､ 滑石 製小型勾玉 9 個が出土 して

い る o
こ れ は ､ 督飾り に なる可能性 があり ､ B l の 手玉 の 装着例 は ､ ごく少数の 玉類

の 出土 を解釈する 土で 極 めて蕊賓 で ある o 数個の ガラ ス ノJ ､ 玉 や土製小玉 が周構内土壌

か ら出土す る こ とも あり ､ こ れ らも B l の 管玉 同様手玉 と して用られた例 と い えようo

尚､ 管玉 3 個 数手 玉 と して 副葬 した例には ､ 市原市小田部古墳がある a

( 3 ) 方墳群 の 性格

草刈遺跡の 前期二方墳群 の 構成で は ､ 小規模な前方後方墳の 周囲に連続 して営まれる

2 - 3 基 の グ ル - プ が ､ 方向性 をも っ て 配列す る点に着目 して群の 中央 空間に墓道 を

想定 したが ､ こ の 群構成の あり方 は､ 神奈川県横浜市歳勝土遺跡の 弥生時代中期後 半

の 方形周牌姦群 の 配置 や ､ 三 重県松阪市草山遺跡等の 周溝を接して群在す る古墳時代

出現期 の 方墳鮮 とも鼎な る o しか し､ 主墳と 小墳群とが依然 として
一

体と な っ て 同 -

基域に ある点で は共通 の 要寮をも っ て い る とい えよう `9-
o こ の 点で 草刈の 例は ､ 集団

の 基と は全く 別 の 所 に 韓かれ た首 長層の 大型古墳に 対 し ､ よ り在地性 の 強 い 下位の 小

首長と そ の 側 近 の 人 々 の 基と して 捉え られ る ｡ 草刈 の 方墳群が造 られた段階には ､ 既

に全 国各地 に大型前方後方墳が 出現 し
､

こう した′+ ､ 規模古墳との 格差は
一

層大きくな

っ て い るが ､ そ の 下に あ っ て 地域内で 別 の 変遷 をたど っ て い く小規模古墳群の 構造 に

注目 した い o

-

方 ､ 古墳時代出現 期 ･ 前期の 小規模方墳は ､ それぞれ規模に応 じた墳丘 をも っ て

い たが ､ 後 世 の 削平 を受けや す い た め ､ 中央部の 内部施設が検出されなか っ たも の が

大半 を占め て い る ｡ そ こ で周 構内 ､
あ る い は 周辺部の 埋葬施設 の 調査 は ､ 墳丘 を失 っ

た古墳の 調査成果と して 重要 な役割り を果すと い えようo 草刈の 埋葬人骨は
､ 周構 内

に 明確な 土壌が な い 場合にも ､ 頼り込みや土器群､ 玉 額など の 出土に よ っ て 埋葬施設

の 存在 を想定す る 必 要 が あり ､ たとえ掘り込 みや遺物 が出なく ても ､ 周溝が埋葬空間

と して 機 能 した こ とを示 し て たと い えよう ｡ 彼等は ､
1 ,

6 0 0 年に及ぶ 眠り か ら醒 めて

多く を語 りか けた が ､ 周溝が単な る 区画で はなく ､ 墓の
-

構成要素と して 強く認識 さ

れて い る こ と を改めて 実証す る こ とに な っ た o
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図 1 0 B 群 B l 周 港 内埋 葬 人 骨

J 人 骨全景 右壁 は周 講外壁

2 手玉 ( 管玉) 装着状 況

3 人 骨出土 層位 後方 は混 兵 士 層
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こ の ように ､ 小規模古墳群の 埋葬形態に は ､ 弥生 時代の 方形周牌基の 中央施設 と周

溝 内土壌と の 関係 に近 い 様相が見 られ ､ 群構成の 特徴と共 に 弥生 時代以衆の 伝統と新

た な古墳時代の 動向の 両面 から検討 して い く必 要が あろう｡

註

( 1) 古項時代出現期 ･ 前期 の 墳丘を失 っ た小 規模な方墳を ｢ 方形周構基+ と呼称す る立

場も あるが ､
｢ 方形周溝基+ と は ､ 弥生時代社会 に限定 して使う べ き用雷膏で ､ 弥生時代

の集団 の 墓地 の 中か ら分離して
一

定地域内の 集団 の 上 に立 つ 首長基 が現われた 古墳時代

に は ､
｢ 方墳+ の 用語 を用い ると い う立 場に従 っ て い る ｡

古墳 の 時期区分に つ い て も諸説 があるが ､ 出現期 ･ 前期 ･ 中期 ･ 後期 ･ 終末期の 五 期

区分法に立脚 し て い る｡

古墳時代 出現期 の 解釈 は ､ 市原市神 門 5 ･ 4 号墳を出現期新段 階に位 置づ け ､ 出土土

器が畿内第 5 様式亜式 に泣行する とされた 田中新 史氏 の 研究成果に基づ い て い る o 従 っ

て古墳時代前期は ､ 畿 内庄内段階 - 布留段 階を通 した期間に と らえ､ こ こ で扱う方墳群

は ､ 前期 の 古段階に位置づ けられる も の と考 え て い る ｡ 尚､ こ の 段階に は ､ 石川 鼎七 尾

市国分尼 塚 古墳 ､ 長野 県松本市弘 法山古墳 ､ 栃木県小 川町駒形大塚古墳等の 大型前方後

方墳が既に 出現 して い る o

(2) ①小久貫隆史ほか 『千原台 ニ ュ
ー タ ウ ン』 1 ( 財) 千葉県文化財セ ン タ ー 1 9 8 0

② 三森俊彦編 『干原 台 ニ ュ
ー

タ ウン』 II
一

草刈 遺跡 A 区 ･ 鶴 牧古墳群 ･

人形塚 -

同上 1 9 8 3

③高橋康男 『草刈遺跡』( 財) 市原 市文化財 セ ン タ
ー 1 9 8 5

④高田博 ほ か 『千原台 ニ ュ
ー

タ ウ ン』 Ⅲ
-

草刈 遺跡 ( B 区) -

( 財) 干葉県文化財

セ ン タ
ー 1 9 8 6

(3) 墳丘 長1 6 ･ O m で ､ 前方部長が 6 ･ O m と前方部が か な り 発達 した形 態で ､ 後方部長と の 比

は 5 ‥ 3 に達 して い る ｡ 後世 の 削平に より墳丘だ けで なく ､ 周辺 部も削 られて い る よう

で あり ､ 当初は前方部前面 に溝が 存存 した可能性もある o なお ､ 第 1 図の墳形は ､ 切り

合う住居跡 の 壁 の ライ ン を 生か し て
､ 西側前方部 の 形 を復元 し て い るo

(4) 沼沢 畳 ･ 森尚登
･ 深沢克友 『佐倉市飯合作遺跡』 (財) 千葉県文化財 セ ン タ

ー 1 9 7 8

尚､
｢飯合作+ の 名称は ､ 字名 の 検討 により ｢飯郷 作+ に調査担当者が 訂正 して い る ｡

( 5) 草刈 D 区 は､ 今年度整 理 を開始 したばかり で あるが ､ A I O に つ い て は出土土器を実

見 して判断 した ｡

6) 小 出義治他 『松戸河原塚古墳』 松戸 市誌編纂委員会 1 9 5 6

7) 『干葉県文化財 セ ン タ ー 年報』 N o . 8 ( 財) 干葉県文化財 セ ン タ
ー

1 9 8 2

小 林清隆ほか 『干葉急行線 内埋蔵文化財発 根調査 報告書Ⅲ 草刈貝 塚』 同 上 1 9 9 0

( 8) A l l の 周構内か らも
一

対 の合 口 壷棺が出土 し て い ると の御教示 を ､ 調査担当者 の
一

人である小 高春雄 氏か ら受けた が ､ ま だ未確認 で ある o

( 9) 都 出比呂志 ｢ 基地 の 階層性+ 『岩波講座 日本 考古学 4 』
一

集 落と祭紀 - 岩波書店
1 9 8 6
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参考文献 (著者五十音順)

1 赤塚次郎ほか 『廻間適跡』( 財) 愛知鼎埋蔵文化財 セ ン タ ー 1 9 90

2 赤塚次郎ほ か 『臥ヒ免遺跡』( 財) 愛知県埋蔵文化財セ ン タ ー 1 9 9 7

3 糸川道行 『沼南町 北ノ 作1 ･ 2 骨墳裾 線嗣査報告番』(財) 千葉県文化財セ ン タ
ー

1 9 9 3

4 上野純 司 ･ 柴 田則 久 ･ 白井久 美子 ･ 萩原恭 - 『房総考古学ライ ブラリ
ー 5 』 古墳時代

( 1 ) ( 財) 千乗県文化財セ ン タ
ー 1 9 9 0

5 岡村秀興 『三角縁神獣鏡の時代』 吉川弘文館 19 9 9

6 小久昇降 史『市原市釈 迦山古墳発根調査報告審』 千葉県教育委員会 1 9 9 6

7 近藤轟郎編 『前方後円墳親戚』
- 凍北 ･ 関束編 - 山川出版社 1 9 9 4

8

9

斉藤忠稲 『弘法山古墳』 松本市教育費県会 1 9 7 8

｢ 相模 の 3 , 4 世紀 別障周構盗をめ ぐ っ て+ 『束海大学校地内遺跡調査報告』

衆悔大学校地内遺跡調査団 1 9 9 2

1 0 坂本行広編 『猶作 ･ 栄L,lJ 1 6 骨墳』 (財) 香取郡市文化財セ ン タ
ー 1 9 9 5

1 1 白石太 - 郎

1 2 白井 久薬子

一 発衣資料』

1 3 白井久苑子

3

『古墳と ヤ マ ト政権 - 古代国家は い か に形成されたか
- 』 文芸春秋 1 9 9 9

｢ 欝総 の 出現期 ･ 前期古墳の様相 に つ い て+ 『第1 7 回古代史サ マ ー セ ミ ナ

古代史サ マ
- セ ミナ ー 実行委艮会 1 9 8 9 (1 8 1 貢)

｢ 葡取 郡干 潟町 瀧台古墳測畳調査報告+ 『千葉県史研究』 第5 号 千葉県

1 9 9 7 ( 8 3 - 9 2 粛)

1 4 第 3 回 衆海考古学 フ か
- ラ ム 『前方後方墳を考え る』 フ ォ

ー

ラ ム 三重 県実行委員会

1 9 9 5

1 5 第3 6 匝卜埋 蔵文化財研 究銀会 『倭人 と鏡』 そ の 2 - 3 ･ 4 世紀 の 鏡と墳墓 -

埋 蔵文化

財研究会 1 9 9 4

1 6 第3 8 回 埋蔵文化財研究衆会 『前方後円墳の 再検討』 埋蔵文化財研究会 1 9 9 5

1 7 高橋誰 ｢ 弥生 時代終末期 の 土器編年+ 『岡山県立 博物館研 究報告』 9 岡山県立博物館

1 9 8 8 ( 卜3 2 頁)

1 8 田中新 史 ｢ 出現期古墳の 理解と展 望+ 『古代』 第7 7 号 早稲田大学考古学会 1 9 8 4 ( 1 - 5 3

頁)

1 9 田中新史 ｢ 来園 の 古墳時代出現期と そ の 前後+ 『東ア ジア の 舌代文化』 4 6 大和書房

1 9 8 6 ( 8 4 - 9 4 頁)

2 0 千葉県史料研究財団編 ｢ 古代 の 房総三 凱 『千葉県の 歴 史 資料編 考古 3 』 千葉県

1 9 9 8

2 1 千葉県教育庁文化課 編 『千葉県重所在古墳群詳細分布調査報告書』 千葉県教育委員会

1 9 9 0

2 2 東海古墳 文化研 究会編 ｢ 東海 の 前方後方墳 - 論集 弥生か ら古墳 -
ー

+ 『古代』 第8 6

号 早稲 田大学考古学会 1 9 8 8 ( 1 2 3
- 2 1 4 頁)

2 3 都出比 呂志 『古代国家は こう して 生まれた』 角川書店 1 9 9 8

2 4 豊岡卓之 『古墳 の た め の 年代学』
一

近 畿の 古式土師器と初期埴輪 一 奈良県立橿原考

古学研究所附属博物館 1 9 9 9

2 5 永沼 律朗 『市原市今富塚山古墳確認調査報告書』 千葉県教育委員会 1 9 9 2

-

1 8 9 -



2 6 日本考古学協会新 潟大会実行委員会 『東 日本 にお ける古墳出現i鹿程の 再検討』 日本

考古学協会 1 9 9 3

2 7 原田享 二 ほか 『佐原市内遺跡群発壊調査概報』 Ⅱ 佐原市教育春風会 1 9 8 8

2 8 平野 功 『三之分日大塚山古墳発掘調査報告書』 小 見川町教育委風会 1 9 8 7
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第2 節 土器の 搬入 と模倣

1 市風前長平台遺跡 の パ レ ス 式装飾壷をめぐっ て

( 1 ) パ レ ス 式装飾夜

長平台遺跡 1 骨噴出土 の パ レ ス 式渡飾盈 (以下 パ レ ス 壷という) は ､ 口綾部に明瞭な凹

線と棒状浮文が あり ､ 頚部以下の 文様は ､ 非常に細い櫛歯状工具による押庄山形文と不適

続の 横線文に よ っ て構成されて い る ( 図1 - 2 ) o 伴出した事情り形土器 ( 図 1 - 4 ) 等

にも細 い櫛歯状工 具に よる波状文が描かれてお り､ い ずれも在来の 装飾土牌か らは追えな

い異系統q) 飾 られた土鱒 で ある由

こ の パ レ ス 塵は 1 ･ 骨墳 (カ墳) の 周構北東 コ ー

ナ ー か ら出土 したも の で ､ 乳白色に近い

灰白色を呈 し ､ 胎 土に は砂粒が多く含まれて い る o 文様帯 ･ 頚部内面は発色 に近 い明る い

赤色に塗彩されて い る o 胎 土 ･ 文様構成共に在地の もの からは追えない パ レ ス 壷で
､

お そ

らく招来品で あると思われるo 肉眼観察による対照で は ､ 伊勢湾周辺 に これに近 い胎土で

作られた パ レ ス 盤が 見られ ､ 文様構成も類似する ｡ しか し､ こ の 例の ように細か い櫛播文

や細か い ハ ケを用 い たも の は見られな い
o また

､ 胎土は
､ 伊勢湾周辺で も地域 ･ 紫檀に よ

っ てか なり相違サ る こ と から ･

そ の 製作地に つ い て は ､ 東海地方西部の 何処かという推測

に留ま る｡

1 号墳に接 して検出された 2 骨墳の周清北東 コ -

ナ - からは ､ ほぼ完形 の パ レ ス 壷 ( 図

1
-

1 ) が 出土 して い るが
( 1 )

､ やは り細い 櫛歯状工具に よる押圧文 ( 山形文 ･

列点文)

と横線文に よる構成 をも つ ｡ 胎土は ､ 明る い赤褐色を呈し､ 在地に求められる ｡ 櫛描の文

様構成 は ､ 典型的な パ レ ス ス タイ ル の慶をか なり忠実に踏襲したもの で あるが
､

1 号噴出

土例に見られ る 口綾部 の 凹線文は ､ 横線文風 の横方向の ハ ケにな っ てお り ､ 口縁部と頚部

の 内面を画す る稜線も見 られな い
｡ また､ 頚部 の 凸帯の 形状も､ 断面正三角形に近く､ 東

海地方西 部に は見られ な い ｡ む しろ在地 の弥生時代後期以来 の装飾壷に見られ るもの で あ

る .

一

部剥落して い るが
､ 肩部に 3 個 1 組 ( おそ らく 3 単位) の 円形浮文が貼付されて い

る Q l 号墳の パ レ ス 壷に 比 べ ると ､ 口縁部の形態や文様にも後出する要素が伺 える.
こ の

他にも櫛歯状工具に よる横線文と波状文を施 した塞が 出土してお り ､
1 号墳と 同じ系譜の

文様 をも つ 土器群と して捉 えられ るo こ の 2 例 は
､ 周溝の 一

辺 が重なる方墳か らの 出土資

料でその 前後関係が問題 となるが ､ 伴出した土器も含めて 1 号墳が先行する と見られるo

長平台遺跡 で は ､ 表土除去作業の 段階から､ 櫛描の 山形文や横線文の ある 土器片が採集

されてお り ､ その 胎土は ､ 在地に 見られない灰白色や淡い灰褐色で ある こ とか ら､ 東海地

方西部の 影響を強く受けた土器群の 存在が期待されて い た ｡ また
､ 周辺 の 集落か らも櫛括

の 列点文 ､ 山形文 を施 した壷の破片が出土して い るo

国分寺台では ､ 他 の 地点でも古墳時代前期 の 古墳 ･ 集落から東海系の 土器が出土して い

るが
､

こ の ように まとま っ たパ レ ス 壷の 出土例は 見られな い
o 長平台 の パ レ ス 壷は ､ 器形

の 伺えるもの の 他 に ､ 遺構 ･ 表 土層か ら出土した破片を加えると ､ そ の 個体数はかなり の

数になるもの と思われ る o 文様構成 ･ 胎土 ･ 色調も様 々 で
､
典型的な パ レ ス 壷に近いもの

か ら､ 在地 の 類似 品 ､ 柳ケ坪タイ プ の もの まで含まれて い る ､｡
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図 1 長平 台遺 跡 出 土 土 器

( 2) 櫛措文 をも つ 外来系土器

1 ･ 2 号填で は
､ 他に櫛描の 波状文 と横線文 を施 した壷形土器が出土 して い る｡ こ れも ､

在 地 の装飾轟か らは つ なが らな い 文様構成で ､r そ の 系譜が問題となると こ ろで あるが
､

こ

の 時期 ､ 伊勢湾周辺で は ､ 横線文 は多用されるも の の
､ 櫛描波状文は 主体的な文様で は な

く ､ 壷 の装飾には ほとん ど見られなく なるo
パ レ ス 壷の 文様とは別系統 の 文様と考えて よ

い だろう｡

一 方
､

1 号墳の 北西 コ ー ナ ー ブリ ッ ジ付近で 出土 した手矯り形 土器は
､ 櫛描波状文をほ

ぼ全面に描い たも の で
､ 傘部と鉢部が別 々 に出土 しており ､ 波状文は ハ ケ調整 の 後､ て い

ね い に磨か れた上にかなり精微に 描かれて い るo 胎 土には ､ 大粒 の 砂粒 を含み ､ 全体に 明
る い淡褐色で ､ 部分的に 黒変 して い る o 国分寺台で の 事情り形土器の 出土例 は ､ 神門 4 号
墳に つ い で 2 例日で ある が

､
ミガ キ仕上げ の 後､ 精撤な文様を施 した長平台例 は ､ 無文で ､

歪み の ある神門 4 号噴出土例と対照的で あるo

千葉県内で は ､ 他に 市原市土宇遺跡 ･ 千葉市東寺山石神遺跡 ･

同市星久喜 2 号墳等に手

侍り形土器 の 出土例が あるo 土宇 ･ 東寺山例は無文で全体に歪み が あり
､ 神門 4 号噴出土

例 に近い
o これに対 し

､ 星 久喜 2 号墳出土例は ､ 傘部前面と傘部上 半に櫛描波状文 を施 し ､

傘部下半 - 鉢部には綾杉文を施 して
､ 念入 り に飾られたも の で あるo こ の 他に安房で も無

- 9 2 -



文の 事情り形土群が出土 したこ とが伝えられて い るが ･ 県内で出土する事情り形土器には､

明らか に精粗の 2 機があり ､ 装飾されたもの は､
い ずれも波状文で飾られて い る点は ､ そ

の系緒を求める上で 興味深い
｡

( 3 ) 出現期 の 外束系土器

1 ･ 2 李き
一

噴出土 の 無文の 盤や他の解様には ､ 在束の 弥生時代後期の特色を備えたも のと､

今までに ない 形態 ･ 技法 をも つ もの が混在して い る o 1 骨墳で は ､ 薄手の小型鉢､ くの字

状口緑の療が非常に焼き締りの 良好な作りで あるo こ の ような長平台出土の 土器群は ､ 神

門4 骨墳とは異な る組み 食わせ をも っ て ､ 前段階か ら当地 - 入 っ てきた土器群と して注目

される o 卜替墳は ､
I- -

′

′-

辺 1 6 . 5 m の 方墳で
､ 周構は

-

隅の 切れる形態であるo 内部主体か ら

は､
短剣 ､

ガ ラ ス 玉 が出土 L ており､ 短剣を副葬し､ 外来系 の要素が強 い土器群を伴う出

現期 の 古墳と して 濫費で あるQ

パ レ ス 療を含む 異系統 q) 土着網草は､ 関東地方各地で報告例が増えて い るが
､ 埼玉県美里

柑爾志渡川古墳群出土 の 例は ､ 少 なくとも 3 段階の 流れをも つ パ レ ス壷をも つ 土器群で ､

関束地方 の パ レ ス 盤系の 土器鮮の 位際づけに多く の示唆を与えると思われるo
パ レ ス 壷は ､

開発地方で は 弥生時代後期 の演飾盈とは別に ､ 後まで残る特殊な装飾壷と して扱われる傾

向が強く ､ 束松山市雷 馴 + 古墳出土の パ レ ス 魔の ように ､ 墳頂部の方形埴輪列と伴う可能

性が考えられた例もあるo 常軌tJ 古墳 の 円筒埴輪には横 ハ ケが施されて い るようで あり ､

両者は時期的 に矛膚す るもの で あるが ､ こ の墳丘 に パ レ ス 壷が伴うとすれば ､ 北武蔵最古

の 大型古墳に なる可能があり ､ 墳形も帆立貝として捉えられるもの では なく ､ 前方部の 未

発連な定型化以前の 前方後円墳で ある ことになる o しか し､ 方形埴輪列との組 み合わせ は

考えられず ､ 再検討を要す る古墳であるo

長平台遺跡 1
･

2 骨噴出土 の 土鰭群は ､ 南志渡+t 惜填群出土 の 土器群とともに ､ 関東地

方 の 出現期 の 古墳に伴う土器群として ､ 新たな組み合わせを捷示 するもの と思われる o

2 東海系 ｢ 有段 口縁+ 窺に つ い て

( 1 ) 有段 口縁髄 の 類型

東京湾東岸の 市原台地 で は ､
1 9 7 2 年以来 ､ 台地上に分布する遺跡の継続的な調査が行

なわれて い るo こ の うち ､ 神門 ･ 東間部多
･ 根田

･ 加茂 ･ 蛇谷で ､ 前期古墳が調査されて

ぉ り ､ 東京湾束岸の 古墳の 出現に 関わる資料と して 注目されて い る o また､ 台地中央部 の

中台 ･ 台遺臥 南部の 天神台遺跡で は ､ 弥生時代後期末か ら古墳時代前期の 大規模な集落

が調査されて おり ､ 造基活動 の 基盤を担う集落と して の 可能性が期待されて い る ( 図 2 ) o

これら の 古墳 ･ 集落か らは
､
在来の 土器群と共に ､

外来系の 土器群が出土 してお り ､ 東

海 ･ 畿内 ･ 北陸系の 土器群が確認 されて い る o
これ らの 資料は ､ 将来の 編年作業に よ っ て

東京湾東岸の 基準資料と なり得る もの と思われ るが
､

ほ とん ど未整理 の 状態で ､ 体系的な

検討を行 なうに は至 っ て い ない o
こ こ では

､
外来系と考えられる資料の

一 部を比較 ･ 検討

して今後 の 研究 - の布 石 とした い ｡

こ こ で扱う資料は ､ 国分寺台で 出土した外来系 の 饗形土器 の うち
､

口緑部が受け口 状を
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最するもの ( 以下受け口壌) と 口線部がS 字状を呈するもの ( 以下S 字餐) で ある
く3)

｡ なお､

これらを総称 して ｢有段 口緑+ 磯と仮称 した｡

図 3 に示 したように ､ 国分寺台出:との ｢有段口縁+ 餐 (以下有段口縁賓) に は ､ 全体を

伺えるも の がなく ､ またそ の在り方も散発的で
､ 相互に発展 ･ 継承された類型 を捉える こ

とほできな い
凸 しか し ､ 図 3 の 1 - 4 と5 - 1 3 で は､ 明らか に胎土 ･ 色調 ･ 器壁 の厚さが異

なり ､ 後考は ､ か なり精製された砂粒を多く含む胎土く4 ) を使用 して聖教に焼きあげられ ､

淡い 灰褐色 を墨 して い る o 館腰の 厚さは約0 . 3 c m と薄く ､ 口緑部形態､

.
ハ ケの 手法か らも

定型化したS 宰饗と して 捉 えられるo これに対 し
､

i - 4 は ､ 口緑部形態 ､ 施文事牲も様々

で ､
胎土ヰ) それ ぞれ異な り ､ 滞壁を特に薄く仕上げたも の ではない

o これらは ､ さらに以

下の ように分けられる
く各)

8

Ⅰ 受け 口状の 口 縁 郎を有し､ 口線部から肩部に装飾の ある餐形土器 ( 図 3 - 1 )

日録郎は ､ 短く外反 究味に立ち上が っ て ､ ほ ぼ直立し､ 口唇内側 に明瞭な面をも つ o

口縁 の 屈曲部上申に 櫛状工具 による刺衆文が施され ､ 屈曲部下半以下に縦方向 の ハ ケ

が見える0 日綾部直下に は ､ 横線文
` 8 'が施されるo また ､ 内面 の 口緑部直下に横方向

の ハ ケが施きれる o

Ⅱ ロ練部にS 寧形 の 屈曲が見られる厚手 の窺形土器

Ⅱ
-

a ( 図 3
-

2 )

日録部は ､ 直立嵐味に 立ち上がり
､
上方に屈曲する o 屈曲部には

､
明瞭な稜が あり ､

口 郎βが肥厚する o 園部は張りをもち､ 口緑部直下､ お よび肩部に横線文が施 され るo

Ⅱ
-

b ( 図 3 - 3 )

ロ緑部は ､ 外反気 味に立ち上がり ､ 緩やか に外方 へ 屈曲する｡ 口唇部の 内側 には ､

弱く面が作りだされ てお り ､ 肩部の 横線文は見られな い ｡

Ⅱ - c ( 図 3
- 4 )

ロ綾部は外反気味に立ち上がり ､ 短く外方に屈曲するo 屈曲部 の 稜線上 に櫛状工具

によ る刺衆文がめ ぐり ､ 口緑部内側の 下半には､ 横方向の ハ ケが認 められるo

Ⅲ 定型化 したS 字餐

Ⅲ
-

a ( 図 3
-

5 )

口綾部は ､ 直立気味に立ち上り､ 先端が尖るo 肩部には ､ 横線文が施される o 比 較

的小型 で ある｡

Ⅲ
- b ( 図 3

-

6 )

口縁部は ､ 直立気 味に立ち上がり ､ 先細りと なるo 口唇内側には細い沈線が めぐるD

肩部に横線丈 をもたな い ｡ 比較的大型である o

Ⅲ
- c ( 図 3

- 9 )

口綾 部は
､

外反 して 立ち上が っ て外方に屈曲し
､ 屈曲部下半に - ラ状工 具による刻

み が見 られ る . 頚部内面には ､ 横方向の ハ ケ目がある o

Ⅲ - d ( 図 3
- 7 )

口緑部は ､ 外反 して立ち上が り ､ 外方 - 屈曲する ･ 頚部内面に面をも つ
o 肩部には ､

横線文 がめぐり ､
ハ ケは羽状に施されるo 脚 台部で は ､

斜位の ハ ケを間隔を置い てナ

デ消す手法が 見られ るo 比較的小型である o

Ⅲ
-

e ( 図 3 - 8)

- 9 5 -



口緑部は ､ 大きく外方に屈曲 し､ 口 唇の内側 は ､ 強 い ヨ コ ナデに よる沈線が見られ

るo 外面の ハ ケは､ 羽状 に施されるが ､ 肩部の横線文はな い o 比較的大型で あるo

上総国分寺台で は､ こ の 種の 壌形土器 は ､ 当該期 の 饗形 土器 の平に あ っ て ､ 極め て少数

で
､

Ⅲ類に至 っ ても ､ 在地で 普及 した こ とを示す出土例は なく ､ む しろⅡ類は ､ その 胎 :と

を在地に求められな い招来品と考えられ るも の で ある ｡

Ⅰ の神門4 号墳盛土中の 出土土器 は､ 4 骨墳に伴出 した伊勢湾糸 の 土瀬群に先行するもの

であり ､ 墳丘下の 住居跡の 時期の もの で ある可能性があるが ､ 項 丘 下の 住居跡 の 遺物はき

わめて少なく ､ 住居跡の 存続時期を明らか にする には不十分で ある o ただ ､ 内湾気味に 伸

び る 口綾部に細線山形文を4 段配 した小 形 の 壷形土器 が ､ その 内の - 一

軒 の 住居跡 か ら出土

しており ､ 先行する住居跡を切 っ て築造されて い る こ とか ら
､

こ の 塵形 土韓 が4 骨墳の 直

前の 時期に近 いもの と して捉 えられる o 住居跡に遺物が少な い こ とも ､ 範造直前に移動 し

た可能性を示すもの とい えようo

Ⅱ -

a は､ 神門4 号項 の 主体部南側の 中世の 削平面よ り出土 したもの で あるが ､ 既 に露

呈 した表土層中の もの で ､ 4 号墳に伴うも の か ､ 或は ､ 盛土中の 先行する 時期の も の か ､

出土状況か らは判断 しがた い o Ⅱ
- C 僧寺仁王 門脇出土例 は ､ トレ ン チ拡 張区 の僅暦跡 よ

り 出土したもの で
( 7 )

､
口縁部内側 に 同心円文と山形文 を交互 に配 した塵形土鱒 ､ 脚部柱状

部に横線文をめ ぐらした器 台脚部 ､ 叩き板成形 の 菱形 土器が これ と共に 出土 して い るo 他

に新し い要素を持 つ 土器 は 出土 して い な い こ とか ら､
これ らは 一

括遺物と して 捉 えられる

( 図 5 参照) 0 Ⅱ - d は ､ 弥生時代後期か ら古墳時代前期の 墳墓 ･

古墳､ およ び集落が 検

出された長平台遺跡の包含層 よ り出土したo

Ⅲ に
一

括 したS 字嚢は ､ 弥生時代中期か ら古墳時代後 期の 遺構が検出され た御林跡遺跡､

お よび古墳時代前期の墳墓 と集落 か ら成る蛇谷遺跡 より 出土 したも の で ある ｡ S 字壌を出

土 した住居跡は ､ 小形精製土器 を含む定型化した畿内型土師器が 各地に波及 した段 階の も

の で ､ 図 3 - 7 I 8 を出土 した蛇谷7 9 号祉
､

7 1 号祉 は ､ 埼 玉県五領遺跡B 区の 1 期
( 8 '

(畿内和

田廃寺下層併行) に位置づ けられ る｡

( 2 ) 総 の有段 口縁襲

千葉県内の 東海系有段 口縁嚢は ､ 上総 国分寺台の 6 地点 の他に ､
12 地点で 出土 して い る

こ とが報告され てお り ､ そ の うちs 字状 口緑を有するも の が出土 して い る の は1 1 地点で ､

市川市須和 臥 佐倉市大篠塚 ､ 同江原台､ 我孫子 市鹿島前 ､ 印旗郡印西 町平台先 ､ 千葉市

宮脇､ 同末寺山石神 ､ 市原 市大厩9 号墳､ 同千原台
､ 同士宇､ 富津市大堀に 出土例が ある｡

東寺山石神の ように ､ 招来晶と共に在地で作られたも の が確認 されて い る例もあるが ､ そ

の 在り方は
､ や はり客体的で ある ｡ 東海糸の装飾を持 つ 受 け 口嚢は ､ 野 田市三堀 ､ 佐倉市

大篠塚
､ 千葉市宮脇 ､ 市川 市出土の例が ある｡

以上 の 中で ､ 定型化 したs 字嚢と見られるもの は ､ 鹿島前､ 東寺山石神､ 大厩9 号墳､ 千

原台､ 土宇､ 大堀
､ 国分寺 台蛇谷例 と意外 に少なく ､

S 字状を呈するが
､ 定型化以前 の 様

相 を示すも の
､ 受け口状 の 口 綾部を有す るもの が 国分寺台例を加 えて8 地点で 出土 して い

る o こ こ で は ､ 国分寺台 の Ⅰ ､ II に当た る受 け 口嚢 ､ およ び定型化 以前のS 字嚢に つ い て

県 内の 類例を挙げて みた い ｡
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書 よ り転 載 ｡ 市 川 市 出土 の 7 平 台先

出 土 の 8 に つ い て は 実 測 し た

図 6 十 頗 県 内 の 受 け [+ 状 口 線 窺 胎 土 器
･ 初 期 S 字 状 口 縁 変形 土 器

I- 97 -



野 田市三 ツ堀遺跡
一

号住居跡で は ､ 受け口状 の 口緑部に刺奨文 を有する磯形 土瀬の 口 緑

部が2 点出土 して い る ( 図 4 ) ｡ 短く外反 してやや 内傾気味に 立ち上がる形態で ､ 屈 曲部

より上に刺突文が施されて い るo

一

号住居跡か らは ､ 他 に ､ 逆台形 の杯部下端に稜を有し､

脚部がほぼ水平に開く′J ､ 型高杯 ､ 口縁部の 大きく開く有段 口縁の 小型盤
( 9 )

､ 受郎に棒状浮

文の ある器台等が出土 して い る｡ こ のうち､ 杯部下端に稜をもつ 小形商杯は ､ 束海地方 西

部に系譜が求められるも の で ､ 酉は北陸か ら､ 東は南関束まで 分布する(LO)
o 後 に触れる受

け口襲の 系譜を示唆する伴出例で ある ｡ また ､ 5 の小形恵 も西方か らの 影響下に出現す る

器種であり ､ 口綾部径が胴部径を上回 っ て大きく開き ､ 段部の 張り出 しが し っ かり した肯

い 段階の様相を示 して い る｡ 在来の土器群は ､ 定型化した畿内型 土師躯の 波及する以前の

段階に捉えて よ い だろう｡

千葉市宮脇遺跡号住居跡か らは ､
3 点の 受け口療の 口縁部が 出土 してお り ( 図 5 ) ､ 口

縁部に刺突文をも つ もの
､

ク ロ ス 文
( u '

をも つ も の
､ 無文 の も の が ある o また､ 緩くS 字状

に屈曲する 口緑部も出土 しており ､ 国分寺台Ⅱ - b (僧寺仁王門脇竪穴出土) に瀬似 した ､

厚手で 口縁部に装飾をもたず ､ 肩部の 横線文もな い もの で あるo 装飾の ある受け 口壌と こ

の ような厚手 のS 字聾が伴出する例は
､ 東海西部地方にも見られる o

図 6 に示 した佐倉市大篠塚 ､ 市川市出土の 受け 口喪は
､

口綾部がやや 内湾寛 味に伸び る

形態 の もの で ある ｡ 大篠塚例は ､ 口縁端部の 内側 に面をも つ
｡ 口 唇部と 口緑部中位に へ ラ

状工具によ る刻みが施されて い る｡ 胴部下半に は
､ 明瞭な成形時 の接合痕を残 し､

へ ラ状
工具に よる刻み を施すと いう在来の 特長も備えて い るo 伴出 した餐 ( 図 6 - 2 ) は ､ 嬢く

S 字状 に屈曲する 口縁部 を有す るo 器 台は 2 点出土 して おり ､ そ の うち､ 受部の 端部が 立ち

上 が らず ､ 外側に幅の ある面 をも つ 3 は ､ 後に受 け部が短 かく 立ち上が る こ の 種の 小型解

台 の 首相を示すも の で ある｡ 市川市出土例 は ､ 口綾部形態 ､ 旅文 の 特長に加 えて ､ 内面 に

へ ラケズリが認め られ る点が 注目され るo 内面 の - ラケ ズ リ 札 肩部と胴部中位に認 め ら

れ ､ 胴部中位で は ､ 外面の 成形 時 の接合部に - ラケズリ状 の砂粒痕がある｡ こ の こ とか ら､

少なく とも体部を三分割して成形 したこ とが考えられ るo

こ の ように ､ 東海系 の 施文 字絵と内面 に - ラケズリ の ある賓形 土器は ､ 纏 向遺跡東田地

区大溝合流点中層に 出土例が あり ､ 外面 には
_

､ 叩き 目を残 して い る ｡ また ､ 三重県鈴鹿市

箕 田遺跡で も､ 櫛描の刺突文と横線文 を施 した受け 口窺の 肩部以下に ､ 叩き目 を残す例が

ある o 畿内系 の 嚢と東海系 の嚢の 複合要素を持 つ 餐の 存在が確認 で きようo 纏向例 は ､
｢庄

内型 の 寒が 出現 した纏向2 式土器群中に含まれ ､ 移入 晶 の 中に
､ 束海系土器群が多く の 割

合を占めた時期 の 所産 であ るo 市川出土例は
､

こ の 2 地域の 複合 した要素をも つ も の で あ

る が ､ 胎土は ､ 在地の 土器 に求め られ ､ また
､ 脚台部をもたず､ 在来の 平底 を踏襲して い

る こ とか ら､ 在地で作られ たも の と考えられる ｡

( 3 ) 東海地方の 受け口賓

こ の ような受け口嚢は ､ 東海地方で は ､ 弥生時代後期初頭か ら後期後 半にわた っ て 見ら
れ ､ 伊勢湾西岸第Ⅴ様式

( ほ)
､ 尾張山中期欠山期古相､ 三 河地方寄道期に展開す るo その中

で も伊勢湾沿岸に出土例 が 多い ( 図 7 ) o また
､ 受 け 口餐の 文様構成､ 伴出土器 の 様相か

ら ､ 古式 に考えられるもの も ､ 伊勢湾沿岸に求 め られ る ｡

伊勢湾西岸の 鳥羽市お ばたけ遺跡sK 2 出土 の 受け 口喪は ､ 口緑部に箆と櫛に よ る刺突文
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を2 段配 し
､

園部に は ､ 2 滞の櫛抽横線文の間に櫛描波状文をめぐらして い る o 横線文直

下には､ 箆に よる利発文が施きれる o 内外面に ハ ケが施され ､ 内面の 頚部直下には横方向

の ハ ケが見 える｡ 内湾窺味に伸びる 口綾部を有する童形 土器 ､ 受け口状口緑に刺突文を有

する鉢形 土雄 が伴出して い るo また､ 浄市納所遺跡では (報告者の編年で ､ 従来の 伊勢湾

西岸囲ケ広期併行期) の 土解群の 中に受け口壌が見られる｡ いずれも 口縁部に櫛状工 具に

ょる刺非文があり ､ 肩部に横線文を施 し､ 波状文を施すものも
-

例ある o こ こ でも受け 口

状口緑に刺衆文 教施す鉢形土韓が見られるo

鈴鹿市上質田遺跡に も ､ 北区8 骨牌虻 より 出土した上箕田式の 窺形土器 に ､ 口緑部に刺

衆文を施す受け 口磯があり ､ 頚部か ら園部に横線文
､ 刺突文､ 波状文を配す装飾が施され

る o そ の 中の
- - 一

例に ､ 前掲した滑部以下に叩き目を残すもの が含まれて いる｡ 叩き板成形

の 磯形土鱒 は ､ こ の 他 に3 例が出土 して おり､ 胴部下半に - ラケズリの認 められるもの が

-

例で あるo

尾張では ､ 束海市カ ブ ト山遺跡節1 区出土土鰭 ､ 名古屋市古沢町第4 地点出土土器
､ 名古

屋市見晴台遺跡出土土牌 が挙げられる o 古沢町第4 地点の 土半群には､ 口縁部が ､ 凹線と

円形浮文で飾られた比較的帽の狭い面をも つ パ レ ス ス タイ ル の壷形土器等 ､ 欠山期古相の

様相を示す,:ヒ解が少なく な い Q また､ 尾張では､ 既に弥生時代後期 ､ 山中期 の 土器群の 中

に ､ 受け 口 状口縁 を有する愈付饗があり ､ 肩部か ら胴部に櫛描横線文刺突文 ･ 波状文を配

す例が - 宮市耐水戸遺跡で 出土 して い る o こ の 時期の 土器群の 中に ､ 口縁部 を緩くS 字状

に屈曲させ ､ 受け口壌と同様 の装飾をも つ 鉢があり､ 大参義
一 氏によ っ てそ の 口縁部形態

･ 文様 がS 字鰍こ受け つ がれ る こ とが指摘されたo

一

方 ､ 餐形土器 の器穫 の 中で の 変遷か

らは ､
こ こ に 挙げた装飾ある台付 の受け口壌が､

S 字壌 - 移行 して いく こ とが考えられて

い る o 受け 口状口縁 を内外 に3 回強く ヨ コ ナデ したS 字餐は ､ 受け口蔑の 中の
一

類型 と して

出現 し､ や がて 定型化する ようになると考えるが
､ 欠山期 の古い 段階で は ､ 受け 口賓と ､

緩く屈曲す る初期 の S 字壌が共存 して い たことが､ 出土例 の 中にも求め られる o これに つ

い ては ､ 国分寺台出土 の Ⅱ に類する初期S 字聾と の関連で後に触れて いく o

三河で は ､ 宝飯郡欠山第Ⅱ貝塚 ､ 豊田市伊保遺跡六反 田地区､ および 同市高橋遺跡c6 号

竪穴出土土 矧 こ受け 口餐が 見られ るo 伊保遺跡出土土器群には､ 尾張欠山期 の特徴を備 え

た パ レ ス ス タイ ル の 菱形土器､ 脚部に横線文を多用 した高杯脚部が 見られ､
三河の寄道期

の 新し い 段階に捉 えられ る o

東海地方東部で は ､ 弥生時代後期中葉 - 後葉に ロ縁部端に刻み を施す ハ ケ仕上 げの 台付

餐が盛行 し ､ 弥生時代終末期まで聾形 土器 の 主要な類型として存続するo 口縁部の形態は ､

単純に外反するも の と
､ 外反 して端部を肥厚させ るもの がある o 現在の と こ ろ ､ 受け口嚢

は
(13 )

-

例だ け報告されて い るo

近江地方 は､ 弥生時代後期から古墳時代前掛こ 口縁端部に平坦面を持 つ 受け口寒が盛行

し､ 近江型 の 餐と して周辺 地域 - 広がりを見せ たように ､ 受け口餐が定着した地域である

が ､
Ⅴ 様式末か ら庄 内式併行期にか けて

､
口緑端部に平坦部をもたない 受け口嚢が用い ら

れるD こ れらは ､ 外反する頚部に短かく立ち上る受け 口状の 口綾部を有し
､

口縁部に櫛状

工具に よる刺突文や刻み ､ 頚部か ら肩部に横線文を施す と い うきわめて伊勢湾系の受け口

蔑に近 い もの である｡

これ らは ､ 相前後 して移入された と考えられて い る山陰 ･ 北陸系の 5 の 字状 口縁餐形 土

- 99 -



器 に優勢して ､ やがて 口縁端部に平坦部をも つ 近 江型の 壌と して 定瀞する o 近江型の 壌と

して定着する前後に､ 国分寺台1 の 神門出土例の ような直立気味の 口碑郎を有するも の や､

口綾錦部内側 に面 をも つ もの ､ 或は 口線輪部を丸く細め るもの ､ また 口緑端部を つ まみ上

げるもの が 見られるo 滋賀県堀川遺跡に ､ これ ら の 出土例が報告 されて い る o

-

方､ 畿内で は ､ 桜井市纏向遺跡の 中に類例を求める こ とがで きるo 報告番の 中で趨 向

1 式 ､ お よびⅡ式 に編年された尾 張系 の 土器群の うち ､ 東田地 区北構下層出土 の5 0 ､ 同士

墳3 出土の 9 が挙げられ るo 北溝下層の 5 0 は､ 纏 向1 式 の 土韓群に含まれ ､ 若干内傾究昧の

受け口状口縁を有し ､ 端部を つ まんで 内側 に面をも つ o 口綾部に利発文 ､ 園部に2 帯の横

線文が めぐり ､ 横線文間には - ラ状工具による刻みが見られ るo 土壌3 の9 は ､ 外反党味に

立ち上り ､ 途中で わずか に 内債して端部に面を持 つ 口縁部を有す るo 口綾部の 中位 に刺衆

文が施され る｡ また ､ 市川市出土例との 対比で前に触れ た束田地 区大概合流点の 2 1 は ､ 前

掲した伊勢湾西岸の 上箕田遺跡の 例と の 関連で
､ 伊勢地方と畿内の 土鱒の接触 を示す壌形

土器として捉 えられ ようo

北陸でも ､ 在地の 土師器が定型化する以前の 段階に
､ 東海色 の 沸い 文様をも つ 受け 口壌

が 出土 して い る ｡ 石川県羽 咋市次場遺跡上層 ､ 同柳 田ク ワ ノ遺跡滞A ､ 金沢市下安海岸遺

跡のA 区､ お よひC 区､ 同南新保D 遺跡のA 区､ およびC 区に刺契文 の ある受け 口磯が 見られ

る ｡ これらは､ 次場上層式 とされた畿内第Ⅴ様式未か ら庄内式期初頭に ほぼ併行す る と考

えられる土器群の 中に あり ､ 南新保D 遺跡では
､

こ の 他 にも尾張欠山期に見 られ る パ レ ス

ス タイ ル の 壷
､ 脚部裾部に 山形文 を有する高杯等､ 伊勢湾系の 土韓群が出土 して い る o ま

た ､ 南新保D 遺跡c 区出土 の 受け口嚢の 中に は ､ 千葉市宮脇 出土例と同様の ク ロ ス 文 をめ ぐ

らすも の が あるo こ の 文様 は ､ 伊勢市野垣内S B 5 出土 の 童形 土器 ( 尾張欠 山期併行) にも

見られる ｡ 北陸で は ､ 他に新潟県西蒲原郡巻町大沢遺跡で
､ 方形周港基 から 口縁部利発文

と肩部横線文をも つ 受 け 口寒が2 個体出土 して い るo 方形周溝墓 は2 隅が 切れ る こ とが確課

され てお り ､ 残 存部か らすれば4 隅が切れ るタイプに なる可能性が 強い ｡ 遺構に伴うと考

えられる土器群は ､ 定型化す る土師器以前 の様相を示 すもの で ､ 口綾部に刺突文 を有する

受 け 口襲の他 に ､
S 字状渦巻文と鋸歯文か ら成る ス タ ン プ文の ある土器片､ 5 の字状 口縁 の

蛮形土器等が出土 して い る｡

こ の ように
､ 東海地方 西部の伊勢湾沿岸地域に多く 見られる櫛描装飾の ある受 け 口壌は ､

北陸から関東地方にまで 分布 し､ 関東地方で は､ 前掲 した千葉県内の例 の 他に ､ 埼玉県桶

川 市入 山方形周溝墓 に出土例 か ある｡ 外反する 口縁部の 上部が短く立ち上が る形態 で ､ 口

縁部の刺突文､ 頚部の 横線文 を有す る｡ 伴出した土器群は ミガキ を多用す る直 口 の壷 ､ 口

唇部に刻み をも つ ハ ケ目仕上げの襲等で埼玉県出土 の 古式土師器 の 中で も古相に含まれる

土器群で あるo また､ 口 綾部 の 形態 は異なる が
､ 外反する 口綾部の 端部を つ まみあげ､ 刺

突文 を施 した平底 の 聾が ､ 茨城県鹿島町木滝台遺跡に 出土 して い る｡ 肩部に横方 向 の ハ ケ､

以下に斜位の ハ ケを施す等 ､ 東海地方 の影響がうか が える｡ これ らは､ 断面 ∨および ∪ 字

形の 大清 から出土 した 1 , 3 0 0 余の 土器 に含まれており ､ 櫛描の 刺英文 ､ 横線文 ､ 波状

文で飾られた壷 ､ 杯部下端に稜を持 つ裾広が り の 小型高杯等､ 東海 系 の 要素を持 つ 他 の 器

種 も見られ るo こ の 大溝は
､ 十王 台式土器を出土 した住居跡を切 っ て構築され ､ 出土土器

に は､ 十三 台式土器 を含まずミガ キ仕上げの小型丸底壷､ 小型器 台等 の 新来の 器種 を含ん

で い るo また ､ 口縁部に 文様 はな い が
､ 世田ケ谷 区下山遺跡11 号住居跡 で ､ 市川市出土例
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図 7 南 関魔地 方 以 西 の 受 け 口 状 口 縁 激形 土 番お よ び 抑願 S 字 状 口 縁

観形 土鮒

に形態 の 類似す る受け口壌が 出土 して い る｡ 口 縁端部を強く ヨ コ ナデ して
､

S 字風 に仕上

げてお り ､ 頚部に は ､ 横線文があるo 外面 の ハ ケは
､ 肩部 で羽状に施されており ､ 東海系

の 事故を持 つ 壌形土器と して捉 えられよう｡

国分寺台出土 の Ⅰは ､ 以上に挙げた受け口餐の - 類型と して捉えられるもの で ､ ロ綾部

形態の 非常に よく似 た例を東海地方以西に求めると
､ 伊勢では ､ 伊勢市上地町野垣内遺跡

sx 1 4 (方形周構基) 上層出土土器 ､ 亀山市地蔵僧遺跡s B 2 3 - 41 が非常に近い形態を呈 して

い る｡ 尾張で は
､ 名古屋市古沢町遺跡第4 地点､ 東海市カ ブト山遺跡1 区､ 畿内では ､ 纏向

遺跡東田地区土壌3 に類例が ある｡ また滋賀県擁川遺跡第1 区 ､ 第3 区の 出土例も ､ 直立す

る受け口状 を呈する類例で ある( 図 7 参照) 0

( 4 ) 定型化以前 の S 字壌

国分 寺台 出土 の Ⅱと したも の は
､

ロ綾部がS 字状に屈曲す るもの の
､ 施文方法 ､ 胎土

､

器壁 の 厚さにS 字壌と して 定型化以前の 様相を示すも の で ある o こ の 中には ､ 第2 図2 I 3 ( Ⅱ

a
･

b) の ように 口綾部に文様をもたな い もの と ､
4 ( ⅡC) の ように受け 口餐と 同様 の装飾

が施 されたも の が ある o ⅡC は元屋敷a 類 -
､

Ⅱ a
･ Ⅱb は元屋敷b 頬 - つ ながる定型化以前

の 段階の も の に捉 えられ る｡

伊勢市野垣 内遺跡sB I O
､

同SX 1 4 ､ 西春日井郡朝 日遺跡南部地区で Ⅱb とⅡC が 出土して お

り ､ 野垣 内S X 1 4 で は ､
上層に1 に類似する受け口蔑も出土 して い る ｡ 県内では ､

Ⅱb が大篠

塚 ､ 宮脇で 受け 口賓と 出土 して い る こ とは前に触れた, これ らは ､
S 字嚢と して定型化す

る以前 の ある段階には 共存 し ､
そ のうちS 字状 口縁 を有するもの が残存 して定型化の 方向
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へ 進むも の と考えられ る｡

こ の 段階の S 字凄の う ち､ II C は ､ 大参義
-

氏に よ っ て欠山期 のS 学報とされ たも の
､ 或

は ､ 木下 ･ 安達氏に よ っ て伊勢Ⅰ類 とされたも の に類する｡ 県内では ､ 印騰郡平台先遺跡

8 号住居跡に出土例があり ､ ( 図 6 - 8) 口 縁部に刺英文 ､ 頚部に櫛状工 具に よ る狭い 不

連続の横線文 ､ 肩郡に ハ ケに よる と思われ る不連続の 横線文を有する｡ 外面 の ハ ケは ､ 比

較的目 の粗い もの で ､ 頚部 ･ 肩部は縦位に ､ 肩部以下は斜位に施 され ､ 羽状の ハ ケに 近 い

効果 を出 して い るo こ の 施文手法は､ 市川市出土例に見られ ､ 特に頚部から園部の2 段の

不連続な横線文は両者の施文が同系統の もの で ある こ とを示す もの と思われ る ｡ 胎土は粒

子 が粗く ､ 焼成も堅撤で はな い
｡ 肩 の 張りは弱く ､ 器厚 は0 . 5 5

～

0 . 7 c m と輝 い o 伴出 した土

器 は少なく ､ 形の わか るもの は図 6 に示 したも の だ けで あるが ､ 他に櫛描 ･ 刺衆文 ､ 横線

文 ､ 波状文を配 した菱形土器 の 破片と思われるも の が4 点出土 して い る o

八王 子市の 神谷原遺跡で もsB1 6 8 から ､
これ に近 いS 字壌が出土 して い るが ､ 横線文 の 描

き方は粗雑で
､ 外面 の ハ ケも斜位だけに な っ て い る ｡ S B 1 6 8 で ほ ､ 他に比較的深 い 椀状の

杯部を有す る小型 の 高杯､ 弥生時代後期以来 の 口 綾部に縄文帯を施す二 重口縁 の 小形盤､

口縁部が短く外反する小型 の鉢が 出土 して い る｡ 高杯は ､ 裾径がほ ぼ杯部口径 に近く ､ 杯

部と脚部の 高さも ほぼ等 し い もの で ､ 赤彩されて い る｡

平台先 ､ 神谷原例は ､ 共に脚台部を欠失して い る が､ 残存部の器形か らすれ ば､ 脚台部

をも つ もの と考えられ る｡ 平台先例に よ り東海色 が強く ､ 土器群の様相は ､ 神谷原例がや

や新し い と思われ るが
､

いずれも ､ 小型精製土器 を含む普遍的な土師群が波及する以前 の

段階の 所産と考えて よ い だろうo

平台先 ､ 神谷原例 に類似 す るS 字賓は ､ 関束以西 で は ､ 畿内か ら東海東部地方に 見られ ､

桜井市纏向遺跡東 田地区南溝中層 ､ 伊勢市野垣内通跡sB I O
､ 宝飯郡欠山貝塚 ､ 碧海郡玉 江

遺跡 ､ 西春日井郡朝 日遺跡 南部地 区滞､ 富士宮市月 の 輪平遺跡43 号住居跡 ､ 小 田原市滞紡

の 前遺跡に 出土 して い る ｡ 口縁部がs 字状 に屈曲するも の の ､ 形態 ･ 文様 ､
ハ ケ の 用 い 方

に統
一

性が なく ､ 器壁 を特 に薄く仕 上げる こ とも見られ な い
o また ､ 平台先例 の ように 頚

部か ら口綾部下半が 肥厚する例が多い
｡ 伴出 した土器群は ､ 定型化 した畿内型 土師器を含

まな い段階 (畿内庄 内期 ､
および尾張欠 山期) に位置づ ける こ とが 可能で ある o

( 5 ) 有段口緑葉 の東漸

南関東出土 の 古式土師器 の 中に
､ 伊勢湾周辺 の影響を強く受 けた土器群が泡在す る こ と

は ､ 既に多く の報告が あり ､ そ の都度指摘されて きたと こ ろで あるo 中でも ､
S 字襲は

､

比較的出土例が 多く ､ その 特徴的な 口綾部形態か ら､ 伊勢湾周辺 の影響を示す明快な例 と

して最も頻繁に取り上げられて きた｡

また ､ 関東地方 には ､ S 字聾の 中で も ､ 定型化 した段階の も の が波及 したとす る認識 が

強か っ たが ､ 定型化以前 に さか の ぼる段階の もの が存在する こ とを見 てきたo また ､ こ こ

で紹介した 口縁部に刺突文 の あるS 字嚢は ､ 尾張元 屋敷遺跡の a 類と して扱われ る こ とが多
か っ たも の であるが

､ 定型化 した段階の 招来品､ お よび在地で作 られた もの とは 異なり ､

定型化以前 の S 字襲にさか の ぼるもの で ある｡

定型化 したS 字聾を含む土器群が
､ 関東地方 の 古式 土師器 の 中で も､ 土師器 と して普遍

的な様相 をも つ 時期 の も の で ある の に 対 し
､ 定型化以前 の S 字窺は ､ 小型器 台 ､ 小型丸底
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壷と い っ た督通約 に波及 した醜内型土師器を含まな い 段階の 土器群に伴 っ て 出土 して い

る｡
また ､ [･1 綾部の 屈曲が弱く ､ 那持の横線文が見られない 比較的厚手 のS 字嚢は

､
退化

して形態 のくずれたS 宰観と混同される ことが 多い が
､

これに つ い ても刺突文の ある例同

様､ 定型化以前に さか の ぽるも の が存在する｡

また
､

口縁 部か ら園部に櫛緒の 装飾をも つ 受け 口凄も ､ 定型化 したS 字嚢に先行 して関

東地方に もたらされ ､ 初期S 宰壌と共存する例もある ｡ こ の 受け口嚢の分布 の中心は ､ 伊

勢湾周辺 ､ 近江に 求め られ ､ 戟内解Ⅴ様式から庄内期に盛行する o 伊勢湾西岸で は ､ 既に

当地の 節Ⅳ様式に櫛描の 装飾を多用 した受け口壌が在り ､ その 萌芽は､ 第Ⅲ様式に見られ

るo 近江で も ､ 敵内節ⅠⅤ様式期に
､

口緑部に櫛描列点文をも つ 受け口饗があるが ､ そ の 上

限は ､ 今の とこ ろ判然と しない
o こ の 受け口療と初期s 字窺が共存する時期は ､ 畿内庄内

期に求め られ ､ 千薬県内 の 例ヰ) ､ こ の 時期の もの と考えられる o 両者が共存する例は､ 伊

勢湾周辺 に多い
.｡ 今､ 模式図的に両者の変遷をたどると ､ 伊勢湾周辺 では ､ 尾張欠山期に ､

Lし】中期以束の 受け 口餐に見られた施文手法を受け つ い で初期S 字寒が現われ ､

… 時受け口

盤と共存す るQ や がてS 寧磯が定型化すると受け口壌は姿を消すo

s 字磯が 出現 し
､ 発展 した時期の 東海地方西部の 土器群は ､ 弥生時代中期以来の 畿内 の

影響か ら離れ て ､ 地域色の 強い 独自の展開を示 し ､ それぞれ の器種が､ 強い地域色をも っ

て各地に波及するo S 字凄もそ の -

つ であるo

s 字幾が 束漸 した地域の うち､ 凍海地方東部､ 群馬県の ようにS 字襲が定着し
､ 主要韓種

となる地域 もぬるが ､ S 字壌が定脅しなか っ た地域におい ても ､ 台付聾､ 肩 の 張る無花果

形 の ハ ケ仕上げ の 平底壌等様 々 な形で こ の 外来 の喪形土器 の影響を見る こ とができる｡ そ

して ､ 定型化 したS 宰壌が波及する以前に ､ これに直接連らなると思われる土器群が定型

化したS 字磯の 分布範囲に ほ ぼ匹敵する範囲に及んで い たも の と思われる｡ しか しそ の在

り方は ､ 継起的なも の で はなく ､ 単発的に
､ 東海色 の 強い遺物を出土する初期古墳であり ､

集落放で あると い う在り方にと どま っ て い るようで ある ｡

房総地方は ､ S 字壌の ほ とん ど定着しなか っ た地域であるが ､ 定型化したS 字壌に つ なが

る と考えられ る受け 口壌 ･ 初期S 字饗が既 にもたらされて い る o 房総で出土する東海 系の

他の器種に つ い て も ､ 定着して
､ 継承された現象は見られな い が ､ 東漸する東海地方の 影

響をか なり早くか ら受 けて い たこ とは伺える o 上絵国分寺台で は ､ そ の ような漸移的な東

海地方か らの影響下に ､ 前掲した3 段階のS 字系の餐形土器をは じめ ､ 東海色 の 強い 土器群

が出土す る ようにな る｡ また ､
こ の 時期は ､ 畿内地方､ 北陸地方 の影響を受けた土券群が

波及す る時期で もあり
､ 東海糸と北陸系､

畿内系 ･ 東海系と北陸系､ 畿内系と北陸系の 組

み合わせ に在来の 土器が加 わ っ て出土する例が ある ｡ しか し
､ 定型化 したS 字餐を含む東

海系土器と他の 外来糸 の 土器 の 共存はなく､

一

連の 西方からの 外来糸土器 の 波及 の 中で
､

定型化したS 字聾が
一 段階遅れ る こ とを示 して い る .

こ の ように ､ 畿内地方で
-

早く成立する定形化 した土師器の 波及を前に して
､

西方か ら

の 動き が次第に活発 にな る状況 の 中で ､ 国分寺台 の
一

角 に
､
墳丘全長4 8 - 4 9 メ

ー

ト ル の 前

方後円形を呈す る神門4 号墳が出現する ｡ 墳頂 ､ お よひ墳丘 下の 土器群は ､ 畿内 ･ 伊勢湾

沿岸 . 在来 の もの か ら成 り ､ 盛土中からも古墳より
- 時期前に属する畿内系 ･ 伊勢湾系の

土器が 出土して い るD
こ こ で 取り上げた ､ 神門出土の受け口嚢は

､
こ の 盛土中の もの で あ

り ､ 神門4 号墳の 出現す る
- 時期前に

､ 伊勢湾周辺 との 交流が あ っ たこ とを物語る 資料で
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ある｡ また ､ 墳頂 ･ 墳丘 下からは
､ 多量 の ハ ケメ 仕上げの 台付壌が出土 して い るが ､ S 字

餐は含まれて い ない o こ れらは ､ 当地 - の 定型化 したS 字窺波及 の 前段階の 様相を示すも

の と考えられ ､ 主体部南側 の 中世削平面 より出土 した初期s 字寮 ( 図 3 - 2 ) ､ こ の 古墳

に非常に近 い時期の伊勢湾系 の襲と考えてよ い だろうo

こ こ で挙げた受け口餐 ･ 初期S 字襲は ､ 東海地方西部で も主体的な壌で は なく
､ 今の と

こ ろ東海地方東部で の 出土例が極めて少 ない な ど
､

こ れら の 性格に は不明な点が多い が ､

定型化 した畿内型土師器が皮及する前段 階の 資料と して 注目 して おきた い
｡

註

( 1 ) そ の後の整理 の 見解 と して ､ 2 号墳と切り合う住居跡 (o 1 4 骨) に帰属する可能性が示

され て い るo 他の出土土器 の 比較では ､ 住居跡 の 方が新しい と判断されるo

( 2 ) 長平台の 資料と伊勢湾周辺 の資料 の対照に つ い て は ､ 尾張
･

伊勢 ･ 三河地域 - 持静して

比較 した ｡

( 3 ) 今回紹介する資料は ､ す べ て正 式報告 の 出て い な いもの であるが､ 各調査担当者 の 了解

を得て ､ 紹介させ て い た だ い た ｡

( 4 ) こ の胎土は ､ 在地に求められるもの で はなく ､ 肉眼による観察では ､ 凍海地方圏部に こ

れ に近 い も の が見られ る｡

( 5 ) 資料 の 説明に つ い て
､ 特に記さな い もの は ､ 外面 の特徴等を指 して い る｡

( 6 ) こ こ て い う横線文は ､ 竹管状工 具等によ っ て施 され た横臥 お よび擬横線で はなく ､ 櫛

状工具､ 或は ハ ケを横 に引 い て 施した も の で ある｡

( 7 ) 中司照世 ｢西 地区出土土器+ 『昭和4 3 年度 上総国分寺比調査報告』 上総国分寺比調

査 団 1 9 6 9 (1 9 - 2 0 頁)

( 8 ) 日本考古学協会 ､ 昭和5 6 年度大会 ン ン ポジウ ム Ⅱ ｢ 関東にお け る古墳出現期 の緒問 軌

( 資料) 1 9 8 1

( 9 ) 第3 図5 - 7 お よび2 は ､ 調査前 の耕作中に
-

号住居跡 の 中央附近 より出土 した とされ

るもの で ある ｡

( 10) 比 田井克仁 ｢ 古墳発 生時にお ける小型高杯に つ い て (試論) + 『金鈴』2 2 1 9 8 0 (5 -

1 9 頁)

( l l) こ れ は､ 格子文 の省略され たもの とも考えられ るが ､ 報告された図 の 形状か らク ロ ス 文

と佐称した｡

(1 2) ｢納所通跡+ の報告で ､ 伊藤久嗣氏 の行なわれた編年による｡

(1 3) 浜名湖 ｢ 弁天島海底遺跡+ で 出土 して い るo 浜松市博物館佐藤由紀男氏 の御教示 を受け
たo 文献 ､ 内藤晃 ･ 市原寿文 『浜希湖弁天 島海底遺跡』 浜名郡舞阪町教育委員会1 9 7 2

引用 ･ 参考文献

1 安達厚三 ･ 木下正史 ｢飛鳥地方出土 の 古式土師 執 『考古学雑誌』 第6 0 巻2 号 日本考古学
会 1 9 7 4 ( ト3 0 頁)

2 甘粕健 ･ 古ノ佃 明編 『大沢遺跡』 - B
′

･ B 地 区 の調査概報 一 巻町
･ 潟東村数青春員会 1 9 8 1

3 我孫子市教育委員会 『我孫子市鹿島前遺跡』 我孫子 史料刊行会 1 9 7 8

4 石野博信 ･ 関川尚功 『纏向』 橿原考古学研究所 1 97 6

5 伊藤久嗣 『納所遺跡』 三重県教育委員会 1 9 8 0

- 1 0 4 -

( 著者五十音順)



6 植松轡八 ･ 馬飼野行雄 ･ 渡井
-

情編『月 の輪遺跡群』 富士宮市教育委員会 1 9 8 1

7 大歩 数
- - ｢ S 字状 口縁土離乳 『いちの みや考古』 N o ･ 13 -

宮考古学会 1 9 67 ( ト8 頁)

8 同 ｢ 弥生式土解か ら土師 掛 ＼ 一 束海地 鯛 部の場合+ 隅 古屋大学文学部研究論集 ( 史学)』
47 骨 1 9 6 8 ( 卜3 4 京)

9 大橋勤編 『伊保遺跡』 鏡投遺跡調査会 1 9 7 4

1 0 小久欝隆史他 『千原台 ニ ュ
ー

タウン』 1 (財) 千葉県文化財セ ン タ ー 1 9 80

1 1 柿沼修平他『土宇』 日本文化財研究所 19 7 9

1 2 久保哲 三編 『シ ン ポジウム 関寮における古墳出現期 の諸問題』 日本考古学協会 ･ 学生社

1 9 81 .

1 3 食田直純 『地蔵僧遺跡裾線調査報告』 亀山市教育委員会 1 9 78

1 4 三森俊彦他 『市原市大厩遺跡』 (財) 干葉県都市公社 1 9 7 4

1 5 栗本佳弘縮 ｢佐愈市大篠塚遺跡+ 『釆関束自動車 ( 干葉
-

成田線) 道関係埋蔵文化財発掘調

査報告』 千楽勝教育費県会 1 9 7 0 ( 卜8 8 頁)

16 寛田拳成他 『上蟹田』 - 弥生式遺跡第2 次調査報告1 鈴鹿市教育委員会 1 9 7 0

1 7 下津谷嵐野他 『野 田市三 ツ堀遮跡』 野田市郷土博物館 19 6 2

1 8 下村登良男 . 村上審雄 『おばたけ遺跡裾線調査報告』
一

第4 次 一 鳥羽市教育委員会 1 9 7 2

1 9 下村登 良男 ｢ 伊勢市上地町野垣内適跡+ 『昭和4 8 年度県営圃場整備事業地域埋蔵文化財発据

調査報告』 三選県教育番園舎 1 9 7 9 (6 1 - 11 7 頁)

2 0 柴垣 輿未監修 『朝日遮跡群第 1 次調査報告』
一

環状 2 号線関係 一

愛知 県教育委員会 1 9 7 5

2 1 下山遺跡調査団 『下山遺跡』 Ⅰ 世田谷区教育委員会 1 9 82

2 2 白井久英子 ｢ 長平台遺跡出土土器+ 『上総国分寺台発掬調査概報』 上総国分寺台遺跡調査

団 1 9 8 2 (4 4 - 4 6 質)

2 3 白石竹雄編 『平台先遮跡』 平台先遣跡発嫁調査 団 1 9 7 3

2 4 辛亥銘鉄剣シ ン ポジウム 実行委員会 ｢埼玉県の 前期古墳+ 『辛亥銘鉄剣と金石文』 埼 王県

教育委県会 1 9 8 2 (3 0 - 3 1 東)

2 5 杉崎牽編 『束海市カブ ト山遺跡』第 2 次調査報告 東海市教育委員会 1 9 7 4

2 6 杉原荘介 ･

小 林三郎 ｢ 古墳時代+ 『市川 市史』第 1 巻 (原始､ 古代) 市川市 1 9 74 (3 5 3 -

4 6 7 頁)

2 7 杉山博久他 『小 田原市諏訪 の前遺跡』 小 田原考古学研究会 19 7 1

2 8 澄田正
一

･ 大参義 -
･ 岩野見司 『新編

一 宮市史 一 資料編2 -

』

2 9 田中新史 ｢ 市原市神門4 号墳の 出現とそ の系譜+ 『古代』第6 3 号

一

宮市 19 6 7

早稲田大学考古学会 1 9

7 7 ( 卜2 1 頁)

3 0 玉 口時雄 ･ 阪田正
一 編 『宮脇』 宮脇遺跡調査団 19 7 3

3 1 豊田市教育委員会編 『高橋遺跡』 豊田市教育委員会 1 9 71

3 2 中司照世 ｢ 西地 区出土土執 『昭和43 年度 上総国分寺吐調査報告』 上総国分寺比調査団

1 9 6 9 (1 9
- 2 0 頁)

3 3 沼 沢豊他 『末寺山石神遺跡』 ( 財) 千葉県文化財セ ン タ
ー 1 97 7 (4 8 4 - 5 0 8 頁)

3 4 丸山竜平 ･ 中村博司他 『高島郡新旭町 堀川遺跡調査報告』 滋賀県教育委員会 1 9 75

3 5 美里町史編纂委員会 ｢ 美里町 の 古墳+ 『美里町史』 通史編 美里町 1 9 86 ( 1 45 - 1 9 頂)

3 6 宮本哲郎編 『金沢市南新保D 遺跡』 金沢市埋蔵文化財調査委員会 1 98 1

- 105
-



3 7 森重彰文 ･ 田 口崇 『木滝台遺跡 ･ 桜山古墳 埋蔵文化財発掬調査報告番』 鹿島町木滝台

遺跡発掘調査会 ･ 日本文化財研 究所1 9 7 8

3 8 羽咋市史編纂委員会 『羽咋市 の考古資料』 - 羽咋市史原始舌代編
- 羽咋市 1 9 7 3

3 9 橋本澄夫他 ｢ 金沢市下安原海岸遺跡 の第 1 次調査+ 『石川考古学研究会 々 髄』 窮1 8 号

石川県考古学研究会 1 9 7 5 (9 - 3 5 頁)

4 0 湯川悦夫 ･ 加納俊介 ｢ 南関束出土の東海系土器とそ の 問題+ 『小 田原考古学研究会会報』

第5 号 1 9 7 2 (8 ト1 0 3 頁)

4 1 吉廻純 ･ 大村直編 『神谷原』 Ⅰ 網田遺跡調査会 1 9 8 1

4 2 横田里司 ｢ 五領期 の 江原台+ 『江原台』 江原台第 - 遺跡発根調査団 1
,9 7 9 (4 9 9 - 5 1 3 茂)

4 3 和田英雄『古沢町遺跡発根調査報告』 弥生時代編 轟音屋市教育委風会 1 9 7 4
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第3 牽 優五 重 の 時代と 2 つ の 内海

第1 節 常総の 内海 をめぐる石枕と立花の 時代

石枕 出現の 背鼠

古墳時代前期の 利枝武石棺には ､ 造り付 けの 石枕が彫り出されたもの があり ､ 讃岐､ 肥

後には特に 鄭P して 見られ る ( 図 1 ) ｡ その 道り付け石枕が石棺から遊離したか の ごとく ､

枕部分だけが石 で作られ独自に発達した地域が ( 古) 香取海の 南岸を中心とする常総地域

であ っ た,, こ の駒抜武石棺がほ とん ど分布 しない 地域で ､ 造り付け石枕の モ チ ー

フ が受 け

継がれ ､ 発達して いく常数には ､ 割振式の棺を舞台にある種の葬送儀礼を共有した集団が

存在 したこ とが想 定きれるo 劉抜式石棺の出現は ､ 竪穴式石室の庇護を必要と しない 内部

施殻 の # . 場で あり ､ 木棺が 竪穴式石塞から分解して直接土中に埋置される契機を促 したと

い える o 耽造り付け石棺は､ まさにその変換期に展開し､ 弥生時代後期以来 の伝統的な木

棺直葬圏で ある 常総地域に劉抜式木棺と石枕に よる独特の 葬送形態をもたらしたと考え

る o しか し ､ 葬送に際して 主賓な役割を果た したも の は枕そ のもの ではなく ､ 枕の 周りで

行われたで あろう儀礼に用 い られた牌具で あ っ たと思われる｡ 常総地域では ､ そ れが 2 つ

ない し ､ 4 つ の 勾玉 を背 中合わせ に して結束させ た形の 石製立花であ っ たo 枕部分が独自

に発達す る こ とに加 え､ 有 数立花と い う特殊な石製品と結び付い て独特 の展開を示 したこ

とは
､ 廃園 に位置する常総地域の 汲も特徴的な地域色で あ っ たと い えよう｡ 本稿では

､
石

枕出土古墳の年代の検討を通 して ､ 石枕の 系譜と常総における変遷を確認 し､ 木棺直葬の

時代に展開 した石 製立花と石枕に よ る葬送儀礼の 成立基鍵に言及 した い
｡

2 枕造り付け石 棺の 年代

割竹形ある い は舟形と称 されて い る劉技式石棺
･ 木棺は

､
弥生時代以来 の組 み合わせ式

石 棺 ･ 木棺とは
-

線を画 して ､ 古墳時代前期に特別に採用された埋葬施設で あるo 到抜式

石棺の 製作には ､ 単に加 工 しやすい 石材が近く に産出するだけで はなく ､ 石 工 の 技術と道

具が 不可欠で あるため
､

こ れらの 条件 を満たした地域に の み分布 したと い えようo

その 中で石 枕を彫刻した別技式石 棺は ､ 石材の 豊富な地域 の 地方色と してまず注目され

た ｡ 特に讃岐の例 は ､ 地域内で の発達を推察でき る例と して到技式石棺出現 の 問題にも 1

石 を投 じて い るD すなわ ち
､

これら の劉抜式石棺の 出現をも っ て 古墳時代中期 の始まりで

あるとす る後藤守
一

の 編年観に着目 した小林行雄は ､ 香川県綾歌郡綾歌町 に所在す る快天

山古墳の 3 基の 枕造り付け石 棺を取り挙げ ､ 副葬品 ･ 埴輪の 検討から前期にさか の ぼり得

る こ とを指摘した ｡ そ の 後の 北部九州 ､ 瀬戸内沿岸地域の調査で
､ 枕造り付け石棺の多く

は碧玉製腕飾類 の うち新相の 組み合わせ をも つ こ とか ら古墳時代前期新段階に特徴的な埋

葬施設で ある ことが 明らか に なり ､ そ の 初現は前期古段階にさか の ぼる可能性 も示 されて

い る｡ 劉抜式石棺の 中でも枕造り付けの もの が古段階に位置付けられる ことを
､ 肥後 ･ 讃

岐の 分布集中地域 の 変遷 で明らか に して行 こうo

- 10 7
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( 1 ) 肥後の 枕造り付 け石棺

肥後で は ､ 菊池川流域に分布の 中心が あり､ 阿蘇溶結凝灰岩 ( 阿蘇溶岩) を素材と して

割竹形 ･ 舟形石棺に枕が彫 りだされる o 現在のと ころ最も古く位置付けられて い る の は全

長 59 m の 前方後円墳玉名 市山下古墳2 骨石棺である○ 複数の 人骨に追葬が認 められ ､ 盗

掘によ っ て 本束の 副葬品も不明で あるが ､ 石棺と相前後 して埋設された壷棺を根拠と して

4 世紀前半代に比 定されて いる o こ の 石 枕は ､ 棺の 両端に向きあ っ て造り付けられ ､ 頭部

が小 口 にぴ っ たり付くような形態で ある｡

やはり 4 世紀前半代に さか の ぽると考えられる宇土市向野田古墳の 石枕は ､ 舟形石棺の

相身に彫り込まれたも の で は なく ､ 石棺の北 鰍 こ朕め込まれて い るo しか し
､ 次段階の棺

から遊離した 郎虫の 石枕とは 異なり ､ 棺に合わせ て設計され ､ 棺と 一

体化 した形状をも つ ｡

向野田古墳は全長 8 9 m の 前方後円墳で ､ 舶載の 後漠鏡 ･ 碧玉製車輪石
･ 童形埴輪の年代

観か ら備綿市の新庄天 神山古墳の 例とともに 4 世紀第2 四半期までさか の ぼる石棺俵め込

み式石枕をも つ 例 で ある｡
こ の 2 例か らみて

､ 造り付け石枕と倣め込み式石枕は ､ ほぼ同

時に出現して ､

-

定期間併存 して い たと貰えるo

これに統く肥後 の代喪的な枕造り付け石棺は ､ 全長 7 8 m の前方後円墳 ･ 院塚古墳の 3

基の 舟形石棺であ るo 3 姦それぞれに相違があり ､ 1 号の伝統的な舟形に対 して 2 号 ､ 3

号は家形に近い 形態で ､ 1 号 一 2 骨 - 3 骨の 順に枕の位置が棺端から離れて いく｡ また ､

1 骨相に見 られ る枕 部と棺底の 明瞭な段が 2 号 ､ 3 号に は見られず ､ 枕だけが彫 りだされ

て い る点か らも順に後出の 質素をも つ と思われるo 底部穿孔の壷形埴輪等か ら 4 世紀中葉

頃の年代が卑えられようo

そ の 後造り付 け石枕は ､ 八代郡宮原町童ノ山古墳の 2 号石棺の ような棟状の 平坦面をも

つ 釜石と矩形に変化 した棺身か ら成る別技式石棺に見られるが､ 環状縄掛突起をも つ 地域

色の 強い 石棺で
､

5 倣紀前半代に位置づ けられる｡ 肥後 の枕造り付け石棺の 下限を示す例

の 1 つ であると考えられ る ｡

( 2 ) 讃岐の 枕造り 付け石棺

讃岐では
､ 鷲ノ 山産 の 通称讃岐石 (石英安山岩質凝灰岩) と火山産 の相地石 ( 白色石英

安山岩 質凝灰岩) が 主な石棺材で ある｡ 枕造り付け石棺の形態には ､ 快天山古墳例などの

割竹形と高松 市石 滑尾山石船塚 の ような舟形があるo 石棺の 形態の 分かる 1 1 例の うち
､

副葬品の 明らかな例は快天山古墳の 3 基の 石棺と大川郡津田町岩崎 4 号墳例の 4 基にす ぎ

な い Q 讃岐 の場合 ､ 火 山産 の 相地石 を使う浄田湾周辺 の東讃岐とそれ以西 の讃岐石 を使う

地域では ､ 古墳の 動態そ の もの が大きく異なるため ､ 石材別に見て いく ことにする｡

火山産 の 石材 の 例に は
､ 大川郡津田町の赤山古墳の 2 棺と岩崎 4 号墳があり ､

3 棺とも

断面形は割竹形で ある 白 形態的な特徴には ､ 赤山 の 塞が両端を斜めに切り落と した舟形を

呈し ､ 阿蘇石 の 舟形石棺と共通する点と ､ 岩崎4 号の 蓋の格子目状の 削り だし装飾が挙げ

られる D 造り付け石 枕は
､ 赤山 の 2 例が頭から頚 の受部を彫りだしただけ の装飾の ない も

の である の に対 し､ 岩崎 4 号では棺両端 の 対角の位置に枕が彫られ､ かなり複雑 な装飾が

施されて い る o 岩崎 4 号 の 石棺は既に埋 めもどされて い るが ､ 津田町郷土資料館に残 る拓

本に よる と二 重の 縁取りで 飾られ外側に鋸歯文を内側 に幅広の 刻みがあり
､

｢ 刻み を半肉
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彫り した特異な形態をな し
､ 奈良鼎天理市渋谷出土と伝えられる滑石製石枕と極めて似か

よ っ た装飾を して い る+ という (藤田 19 76) o 赤山古墳は ､ 1 号棺か ら碧玉製管玉 ･ ガラ

ス 玉各 1
､

2 骨相か ら薄志製管玉 1 1 ･ ガラ ス 玉 9 3 が出土 して い るが ､ 他に伝赤山古墳出

土品と して 石釧 5 ･ 伐製･方格規矩鏡 ･ 伐製変形神獣鏡がある｡

一

方､ 岩崎4 号填で は棺外

の 遺物に舶救ニ神 四猷鏡 ･ 銅鉱 5 ･ 鉄鍛 2 ･ 剣 1 0 ･ 大刀 1 ･ 短冊形鉄斧 1 ･ 鉄鎌 3 他が

あり ､ 棺内の 副葬品と して 石釧 ･

車輪石
･ 貝釧 ･

玉顔があるo また､ 『讃岐名勝図絵』 に

は啓作銘四神四猷鏡 ･ 勾玉 ･ 塵が伝えられて い るo 発見時には石棺外面が磨かれて い たと

い うo 以上 の 過物相に加 え､ 赤山 ･ 岩崎例ともに竪穴式石室 に納められて いたこ となど枕

造り付け石棺では古い 聾索をも っ ており ､ 4 世紀前半 - 中葉の 範囲で前後する時期と考え

る o 墳丘規模も全長約 5 0 m とほぼ等しい o 副葬品の 比較か ら桔岩崎 4 骨墳がやや先行す

ると思われる¢

鰍噴石使周の 例は ､ 石滑鷹山古墳群の 高松市峰山町石 船塚 ･ 三谷町石舟塚 ( 丸山) と鷲

ノ 山近く の 快天LL 店 墳､ さらに西方の 密通帝市生野町磨白山(遠藤塚) 古墳に分けられるo

石滑尾山石 船塚の 石 棺は ､ か ヾり状の 隆起帯が圭 ･ 身ともに認められる舟形で あるo 石枕

の形状は頭受郎か ら圃 の ライ ン を彫り込み ､ 頭受部の 周縁に緩やか に下が る広 い 面を彫り

だして い る の が特徴で ある ( 図 3 - 1 ) Q 墳丘 出土 の 壷形埴輪から同音墳群の猫塚に近い

時期 の 古墳と考えられ ､ 4 世紀前半代には既 に輿潰されて い たと思われる. 三谷石舟塚の

石棺は断面形が 四角形に 近く ､ 棺の 内面形態も矩形に近づ いたか なり新相の 石棺であるo

石枕の 形態は ､ 頭受郭の 周縁 に彫 りだされる平坦面が有情尾山石船塚と異な っ て 肩の ライ

ン で外方 - 伸びて よ り装飾的になり､ 周縁平坦面の 基底部にもう 1 段狭 い 段が め ぐ っ て い

る ( 図 3
-

3 ) o 以上 の 特徴か ら前期末か ら中期の 4 世紀後半か ら末葉に位置付けられるo

快天 山古墳は驚ノ 山の 石材を拳擾した地域首長 の 墓として初源期 の剖按式石棺に比 定さ

れ て い る (藤田 19 76 他) o しか し､ 先行する 1 ･ 2 骨相が 竪穴式石室様 の施設に納められ ､

3 号棺が粘土に包ん で直弊され るとい う石棺直葬 - の 変換期に位置し､ 枕の外縁部の形態

も三谷石舟壕に類似 した も の で ､ 3 骨棺で は基底部に馬蹄形の段をも つ o

全長 1 0 0 m と い う規模は有 情尾山猫塚 ､ 三谷石舟塚に匹敵し
､ 丸亀平野の 要衝 に位置す

る讃岐最大規模の 前期古墳である ｡ くびれ部に円筒埴輪をめぐらし､ 舟形石棺直葬 - の 過

渡期に存統 した点 を見る と石清尾山石船塚より新し い と考えられる｡ 中心 的な 1 号棺の 副

葬品に は方格規矩 四神鏡 ･

石釧 ･ 両側穿孔の 硬玉勾玉 があり ､ 4 世紀中葉にさか の ぼる要

素をも つ o さらに 丸亀平野対岸の 西縁 に位置する磨白山 (遠藤塚) 古墳は ､ 造り付け石枕

の 頚受都南側 に勾玉 が陽刻されて い る ことで注目される ( 図 3 - 2 ) ｡ こ の 勾玉形の 陽刻

は
､ 頭部か ら肩部 - の彫 りとは 別に頭部の 外縁に 1 段低く彫りだされた紐帯状の 突帯か ら

吊下げられたように 見えるo 頭受部周縁 の 断面は三角形に近く ､ 外縁が薄くなる｡ 突帯と

頭受部の 間に は細 い溝が 巡 っ て い る ｡ こ の 頭受部断面形 の特徴は
､

4 世紀前半に比 定し得

る備前市新庄 天神山古墳の 石枕にも見られ ( 図 3 - 6 ) ､ 同
一

系譜であろうo また ､ 竪穴

式石 室に納められて い る こ と ､ 石棺の周縁に見られる突帯は九州の 古式舟形石棺に類似す

る こ とか ら､ 従来考えられて い た ような 4 世紀後半代に下がるもの とは考えがたい ｡

以上に 見た讃岐の枕造 り付け石棺を簡単に整理すると ､

石橋尾山石 船塚 一 磨白 山 ･ 岩崎 4 号 一 快天山 ･ 赤山 - 三谷石舟塚とい う 4 世紀代全般に

わた る変遷 が考えられ る ｡ 石枕 の 形態は必ず しも外縁 の彫り の 単純なもの が先行するとは

- 1 11 -



言 えな い が､ 石清尾山石船塚 の ように頭受部外縁に低く丸み の あるテ ラス をも つ も の か ら

外縁に突帯をも つ もの - 変化 し､ さらに外側 に低い段 をも つ もの が現われ て い る ｡

( 3 ) 越前の枕造り付け石棺

さて ､ もうひと つ の 舟形 石棺集中分布 地域である越前の 枕造り付 け石棺を見 ておきた い ｡

越前では ､ 足羽 山鹿凝灰岩 ( 筋谷石) を石棺材と して 4 世紀後半か ら5 世紀後半まで舟形

石棺が作られ る｡ こ の 地方の 舟形 石棺は ､ 排水孔 ･ 排水溝をも つ 例が多い の が特徴で ある

が ､ 石枕を造 り付 けた福井県足羽山山頂古墳､ 同小山谷古墳の 石棺 2 例に は排水施設が な

い
｡ また ､ 石棺の 外面に 装飾を施 して い る の も共通 して い る｡

こ の 地方 の 舟形石棺の 仕上 げ技法に着目 した和 田晴音氏は ､ 削りの 上を敵打技法で仕上

げ ､ さらに外面 を磨いた例を古段階に捉 えて い る (和 田 198 3) ｡ こ の 観点か ら､ 工具癌を

残さな い磨き調整 を行 い
､ 蓋の 外面と縄掛け突起に線刻文を施 した ､ 丸岡町丸岡城内の 牛

ケ島の 石棺 (御野山古墳) が最 も古い 特徴をも つ が ､ 枕は造り付 けられて い な い
｡ これ よ

りやや後出と考えられる 山頂古墳は ､ 手斧削りの 後､ 2 次調整と して宋く磨かれ ､ 相身に

連弧文様の 線刻文 をも つ
｡ 石棺は 竪穴式石 室内に置かれ ており ､ 全体に丸み の あ る舟形 を

呈 して い る ｡ 従来 ､ 静岡県三池平古墳と同時期に比定されて きたが ､ 石棺の特徴か らはや

や新 しくなろう｡ 石枕の頭受部周縁は丸み の ある高まりを彫り残 し､ 頚受部です ぼま っ て

特 に装飾は ない o 盗掘された石棺内には朱の付着 した碧玉製管玉 7 個と碧玉製琴柱形石製

品が残 っ て い たo こ の 琴柱形石製 晶は 上半を欠失 して い るが ､ 下端が袋状になる長 さ 3 .8 c m

の軸は断面楕円形で ､ 亀井 正 道氏が 松林山型と した ( 亀井 1 9 7 2) 形態に 比定で き よう｡

y 字形に大きく 開く角状突起が つ く形態で あろう｡ こ の 石製品は
､ 後で触れ る 石製立花 の

系譜にか かわるも の の 1 つ と して注目 して おきた い
｡

小 山谷 の 石棺には鏡形 の 浮彫風 の刻文が ある｡ 蓋 の天上 部には棟状の稼が あり､ 山頂古

墳より後出 の 形態で ある が､ 京 平で丸み の ある断面形 はやはり首相の 舟形石棺の 範噛に あ

る こ と を示 して い る D 石枕 は ､ 頭受部周 囲に比較的高い 縁を彫り残す点で 山頂 古墳と似 る

が ､ さらに外側に低い 段を巡 らして い る点と頚受部に短く外方 に開く縁が ある点 が異 る o

越前国名蹟考には鏡 6 ･ 車輪石
･

石釧 ･ 蹄形石 が 出土 したこ とが伝 えられて い るが､ 現存

する遺物は木製合子 ･ 滑 石製臼玉 を含む玉類 であ るo 以上 の 2 基は ､
い ずれも 4 世紀前半

- 中葉に位置付 ける こ とが 可能で ､ 後者がより新相を示 して い る ｡

枕造り付 け石棺は ､ 前掲の 3 地域の 他にも筑前
･

筑後 ･ 肥前 ･ 豊後 ･ 出雲 ･ 丹後 ･ 備前

･ 療津 ･ 大和に分布す る ( 図 1 ) ｡ また ､ 家形石棺製作以前の 石枕造り付 け朝抜式 石棺は ､

越前 ･ 丹後 ･ 吉備 ･ 讃岐を結ぶライ ン の 西側に 限られる ｡ また
､ 剖抜式石棺に別材の 石枕

を俵め込 んだ備前市新庄 天神山古墳 ･ 宇土市向野 田古墳は
､ 初期石枕造り付 け の

一

類型 と

して こ の分布圏に入 っ て い る｡ こ の 2 棺に類似 して石枕 を彫り込ん だ板石 をそ の まま底 石

と して組み込 んだ組み合せ式石棺が丹後 ･ 豊岡市中ノ郷深谷 2 号墳に ある｡ 深谷古墳群で

は ､
1 号墳にも候め込 み 式 の 石枕をも つ 組み合せ式 石棺があり

､ 『長宜子孫』 銘後 漢鏡の

鏡片が副葬されて い る｡ 2 号墳の 供献土器か ら 4 世紀前半代にさか の ぼると考えられ ､ 吉

備 ･ 肥後 の 二棺より さらに先行する可能性が強 い o 肥後 ･ 讃岐の 石枕造り付 け石棺の 出現

時期と の 関係 が問題 となる ｡
こ の ように

､
石枕造り付 け､ ある い は倣 め込み式 石棺の 出現
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は､ 古卿寺代前期古段階の後半(舶載三角縁神獣鏡の 時代) に あり ､ 前期新段階の 前半(イ方

製三角縁神獣鏡と碧玉製腕飾轍の 時代) に盛行 した ことが窺える o 石枕造り付 け石棺は ､

家形石棺や河 内 ･ 松 軌L 低 域の ような初期長持形石棺にも採用され､ そ の下限は肥後室ノ

山古 針 大和御所市権現盤古墳の 家形石棺などか ら 5 世紀前半頃と考えられる o

-

方､ 候

め込み式石枕は石棺の 規格に合 っ た石枕の 系統に 限れば､ 毛野白石稲荷山古墳の例から 5

世紀初頭頃に 下限を求める こ とが できる o

これらの 石枕造り付 け石棺は ､ 主要河川 の 流域単位の 各地域首長 の墓 に比定できる大型
の 前方後円墳の 埋葬施殻 と して採用されて い る例が大半を占める ｡ また､ 初期の 例には新

庄天神山古墳 馴台めと して 内部に 大鹿 の 朱を用 い たも の が多く ､ 白色系の 石材を用 い た棺
の 内部だけが特別の 壁間で あ っ た ことを如実に示 して い るo

3 劉抜式木棺と枕

別技式石 棺の分布は ､ 石材の 有無だけでなく石工 の 技術､ 道具 ､ 石材運搬の 可否 によ っ

て規制きれ るo 常総におけ る単独石枕の 盛行 には ､ こ の ような条件が不備な地域にもか か

わらず､ 汲も大切な頭部に 心血 を注 い だ人 々 の意志が反映されて い る ｡

石棺か ら遊離した輿独 の 石枕は出土地不明なも の が多く ､ 内部施設の 明らかな例は極め

て少な い が
､ 千薬市凍 軌L 】J 2 骨墳を始めとする近年の 調査で古段階の 常総型石 枕は

､ 割竹

形木棺に納 められ て い る こ とが明らかにな っ た｡

割竹形 ､ お よび舟形 の 別技式木棺と石枕の 組み合わせ は､ 常総地域に限らず播磨か ら毛

野まで広い 地域に存在する こ とが 単独石枕の 分布状況か ら推測される｡ 大和 の 磯城郡渋谷

村付近出土 の 石枕は ､ 外縁部に鋸歯文と面達文を 二重に巡らして 装飾性に富み全面を磨 い

た優晶で
､ 渋谷向LLJ 古墳出土 の 可能性も含めて 前期新段階の 首相に位置付け得 るo

- 方
､

大阪府藤 田糞術館蔵 の燈電山古墳出土 の 埴製枕は ､ 断面形態から割竹形木棺に置

かれた こ とが推測でき る例で ある o 外縁部が鍵手文と複合鋸歯文に よ っ て飾られて い る点

に渋谷 出土 の 石枕 と の 類縁性が見 られ るB 燈篭山古墳は ､ 大和古墳群の 中山大塚 ､ 東殿塚

に次ぐ大型 前期古墳の 系譜に ある o

これ ら の 大和 の 単独枕は ､ 枕造 り付 け石棺分布圏 の 東縁にあ っ て著し い装飾性をもち､

枕が独自に 特殊化する常総型石枕の 初現と の 関連が注目されると こ ろで ある ｡

枕造り付 け石 棺分布聴 と常緑を結ぶ束海道沿い の 石枕の 分布は
､ 極めて稀薄であるが､

こ の中間地域に至 っ て初めて ｢ 立花孔+ と推定され る外縁部の 小孔 ( 以下立花孔と呼ぶ)

をも つ 単独の 石枕が存在す るo 立花孔をも つ 最も西 日本寄りの 例は ､ 三河 ･ 豊橋市中野古

墳の 例で ､ 頭受部外縁の 段 - 亀井正道氏の 設定され た高縁( 以下 高禄と呼ぶ) が 2 段あり､

下段に 立花孔が 9 孔ある
., 全面が磨かれ ､ 面取り に丸み の あるて い ね い な造り である が ､

頚受部が 長く伸び る形態や高縁が 2 段である点は常総型 の発達した型式に属する o さらに

東側 の 例に は駿河 ･ 静岡市餐山神社後古墳出土 の 石枕が ある ｡ 高縁は 2 段 ､
立花孔は基底

面に 6 孔
､

1 段 目に 7 孔 あり ､ 頚受部が伸び る形態である｡ 全面が磨かれ ､ て い ね い で シ

ャ
ー

プ な造りであ るo こ れも常総型で は新相の 石 枕に対比できる o 2 例 とも常総型石枕成

立後の 分布圏 の 周縁 の 例 で あり
､ 後で触れ る石製立花 の 分布地域を到抜式木棺 ･

石製立花

-

LIB
-



を用 い る独特 の葬送儀礼を共有した地域とすれば､ 三 河まで を劉抜式木棺 ･

石 枕 ･ 立花 の

結合による常総型石枕祭耐の 波及 した地域の 西限とする ことができよう｡

東国の 石 枕と立花

( 1 ) 石製立花の 系譜

常総型石枕は ､ 石製立花と結び付く こ とで独自 の展開を示 し､ その形態も変化 したと い

える o 高縁の発達と立花孔に 見る形態的な変遷 を促すに至 っ た背教には ､ 立花を重視 した

葬送儀礼を有する地域的 な共通基盤が存在 したと考える ｡ 図 4 は ､ 来園の 石製立花の祖型

と 系譜を示 して い る D 東国の 石製立花 の 初演と考えられるも の の 1 つ に 常陸鏡塚古墳出土

の 石製晶 ( 図 4
-

3 ) が あるo 2 つ の 勾玉 の頭部を下に して背中合わせ に し､ 窟穴 をも つ

た石製立花で あるo 4 個の 滑石製管玉 と共に
､

一

括の 滑石 製品群とはやや 離れて 出土 して

い る ｡ こ の 袋状の茎 を付 けた タイ プ ､ すなわち有機質の 軸を差 し込んで 孔に立て たと考え

られ る例に は ､ 下給
･

山之辺 手ひ ろがり 3 号墳に 石枕を伴 っ て出土 した例があり ､ 4 偶の

逆位の 勾玉 を背中合わせ に結束した形態で ある ( 図 4 -

7 ) ｡ これ と良く似た石 製晶に
､

東京国立博物館所蔵 の伝藤岡市上大塚出土 の 石製立花 2 点 ( 図 4
-

5 ) と藤岡市神 田出土

の 石製立花 ( 図 4
-

6 ) が あるo 後者は首相の 滑石製模造品類 ( ヤリガ ンナ ､ 剣) と共に

購入 されてお り ､ 共伴すれば 4 世紀後半か ら末葉に比 定 し得る ｡ 山之辺 手ひ ろが り 3 骨墳
の 勾玉が 逆位である の に対 し

､
上大塚出土品 の 勾玉は 正位で結束 して い るが､ 勾玉 の数は

等 しく軸部 の形態が 良く似 るなど同系 の 工房 に よる製品で あろうo 山之 辺 手ひ ろがり 3 骨

填で は ､ 袋状 の 茎をも つ 2 穣と 非常に短 い茎 をも つ 型式が出土 して い る ( 図 6 ) ｡ 袋状 の

茎 に有機質で作 られた藤岡市上大塚 出土例 の ような軸が付 けば､ 勾玉 ･ 管玉 ･ ソ ロ バ ン 玉

を組み合わせ た最も装飾性 の 高い 立花となろうo 袋状の 茎 をも つ 石製立花は 5 世紀前菜か

ら中葉の姉崎 二 子塚古墳出土 の 石製立花 の 中にもあり ､ また ､ 石製の短 い軸をも つ 型式 と

長 い軸をも つ 型式が 並存 して い る の を見 る と､ 全体の 高さや装飾の構成が異な る立花が厳

密に使 い分けられて使用 された こ とが考えられ る｡ また
､

こ の 多種類の 玉 を結ん だ初期 の

石 製立花 の形態は ､
｢ たまむすび+ を具象化 した初現的な姿で は ない か と思われ る ｡

一

方 ､ 碧玉製の 玉杖､ お よび琴柱形石製品の 中にも勾玉 を背中で合わせ た形態の もの が

あるo 大和 ･ 奈良市富雄丸 山古墳の 滑石製琴柱形石製晶の 1 つ に 4 個の 勾玉 を 2 個ずっ 角

状突起 に結合させた形態の もの が見 られ る ( 図 4
-

2 ) o 軸は短く袋状を成 し ､ 下端 に ソ

ロ バ ン 玉風の 表現をも つ な ど､ 上記 の 石製立花と極めて親縁性 をも つ 造りで あ る｡

一

対 の もの を背中合わせ に して 結んだ意匠は､ 既 に弥生時代後期の飾り櫛 ( 近江 ･ 守山

市服部遺跡､ 図 4 - 8 ) に ある o 藤枝市瀬古西宮古墳出土 の 石製立花がこ れに似た意匠 を

も つ ( 図 4
-

4 ) が
､ 服部遺跡 の例 と の 関連にはなお 間を繋ぐ資料が必要で あるo しか し

､

こ の 飾り櫛は ､ 勾玉形出現以前に も木製立花 の ようなも の が存在 したこ とを予 見させ る資
料で あるo 木製立花の想定は ､

立花 孔をもちなが ら石製立花を伴わない 常総型 石枕の 立花
孔 の解釈に有効で あるo 木製の 立花も ー

貫 して存在した可能性は 充分考えられ るo

立花の 意匠を弥生時代後期に遡 っ て求め得 ると して も､ 石製立花はや はり 古墳時代前期
の 碧玉製品の影響下に作られた葬送用 の 石製晶で あるとい えよう｡ また ､ 初期の 石製立花

- 11 4 -
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が 石枕を伴わない こ とか ら常総型石枕q) 成立 より先行 して
､ 別技式木棺と木製枕の 組み 合

わせと共 に樹立して用 い られた ことが窺える ｡ 石製立花の分布範囲は､ 駿河湾の 西側 から

毛野地域を越えて常陸の 那珂川河口域に及 んで い る (図 5 ) ｡ こ の 範囲の 石枕を見る と
､

形態が様々 で 常総以外 の 地域に は特に集中した分布は見られな い ｡ わずか に 毛野が他に比

べ て数が多い というに留ま る.

一

方､ 滑石製模造品 の製作に関して見れ ば ､ 毛野は 下総に

優 るとも劣らな い中心的な地域で ある｡ 古墳出土 品を中心と した滑石 製品は ､ 毛野地域の

方が卓越し､ より畿内的な要素が強 い と い えよう｡ しか し ､
4 世紀後弟頃に は初期立花を

始 め滑石製の 複合文様をも つ 大型石釧が分布する など両地域特有の 共通点をも っ て い るo

こ の 2 地域の 滑石製品製作が大きく異な っ た方向を目指すの は常総型石 枕魁作以降で ある

と思われ る｡

( 2 ) 常総型石枕の編年 一 石枕の 東国化 - ( 図 6 )

石枕造 り付 け石棺の存在 しない 常総地域で石枕だけが唐突に 出現 したの で は なく ､ その

前提 には木製の 枕が存在した こ とは想像に難く な い o こ の 地域で の 出土例はな い が ､ 198 9

年に発掘調査された兵庫県保郡御津町 の 権現山 51 号填で は
､

竪穴式石 室の 割竹形木棺内

に赤彩された長方形 の 木製枕 が検出されて い る ｡ 権現山 5 1 骨墳に は特殊韓台形埴輪 ･ 特

殊 童形埴輪と 5 面の 舶載三角縁神獣鏡が共存し､ 古墳時代前期古段階の 吉備と畿 内中枢と

の 関連を示す新資料を提供 した こ とで 注目され るが ､ 到抜式木棺に伴う木製枕が明瞭な形

で検出された初めて の 例で もある｡
こ れを石棺に置 き換えると

､ 舟形石 棺に観め込まれ多

量 の水銀朱を塗布 して い た新庄天神 山古墳､ 向野 田古墳の 石枕が想起 され る｡ 前期新段階

になる と ､ 畿内以西では 別技式石棺の 時代を迎える｡ 当時盛行 して い た の は ､ 石枕その も

の で はなく枕造り付け の ｢ 石棺+ で あ っ たと い えよう｡ 到抜式石 棺製作の条件が満 た され

な い 常総地域で は､ それ に替わ っ て枕造り付け の 劉抜式木棺が用 い られた こ とが 考えられ

る ｡ 木棺頭部で ､ 木製枕 とそ の 周縁に立花を樹立する孔を想定すれば ､ 常陸鏡塚の ように

石 枕を伴わな い 石製立花 の 用途 も石枕 出現以降と同様に解釈できるo 前に触れ たように枕

造 り付け石棺の盛行期は 4 世紀の 中頃に あり
､ 遅く とも こ の 頃には枕造 り付 け木棺が導入

されて い たで あろう｡ 利根川流域 の 前期古墳 ･ 大 日山古墳 (全長 5 8 m の 前方後円墳) が

木炭榔で
､ 舟形木棺を内部施設と して い る の は ､ こ の 地域の 石枕 出現以前の様相を物語 る

例 として極めて示唆的で ある｡ そ こ で ､ 石 枕出現以前の 石 製立花に よ る葬送儀礼が行 われ

た段階を第Ⅰ段階と した い ｡

常総で 最も古 い 石枕と石製立花 の組み合わせ は佐原市山之辺手ひ ろがり 3 号墳出土品で

ある ｡ 石 製立花は先に触れ たように
､ その 祖形と考えられ る碧玉 製品の 流れ を汲む特徴を

残 して い るo 共伴 した遺物 に は滑石製の 勾玉 と白玉 を含むが ､ 硬玉製勾玉 ･ ガラ ス 製管玉

などの 玉類を主体に して お り､ 滑石製の 白玉側面も 中央部に稜をも つ て い ねい な造り の も

の が 9 割以上を占めて い る o 常陸鏡塚古墳に極めて 近 い年代が考えられ る｡ 常陸鏡塚古墳
は

､ 古相の 滑石製模造品 ､ 突出する ダガをも つ 特異な円筒埴輪の 存在か ら 4 世紀後半頃の

年代に比定でき る｡ 手ひ ろがり 3 号墳は
､

これ に若干遅れて 4 世紀末菜頃に位置付けられ

る o こ の 段階の 石枕そ の もの には 立花孔が なく ､ 石枕の 外縁の木棺部分 に立花 を立て た鏡
塚 と同様 の想 定が可能で ある o 石枕 の 形態 は楕円形 に近 い葉形で その 基部に頭受部を造 り

出 し､ まだ高縁 をもたな い 単純な形態で あるが
､ 頭受部 ･ 頚受部 ･ 基底部底面を磨い て仕

- 1 16 -
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上げた丁寧な造り で ある ｡

立花孔と高縁をも つ 石枕 は､ 千葉市上赤塚 1 号墳､ 束寺山石神 2 骨墳に 出現す る o い ず

れ も高縁を 1 段も つ 型 式で あるが､ 上赤塚 1 号の 例に は基底部の 平地面に鍵 手文風 の 浮彫

がある｡ 多量 の 滑石製模造品と鉄製農耕具､ 鉄製模造品を副葬する時期で ､ 5 世紀始め頓

に位置付け得る｡ 石製立花は ､ 上記 の ように極端に茎 が短く有機質の柄に差 し込 ん で使用

したと思われ る形態の もの ､ 石製の軸が 長く伸びる形態､ および短 い 石製の 軸が 付く形態

の 3 種がそろ っ て い る｡ 石製の 軸が長 い型式と短い型式 の 石製立花は これ 以降併存 して い

く o こ の 立花孔をも つ 高縁 1 段型式 の 成立を第Ⅲ 段階と したい
｡ こ の 段 階には 上総 ･ 壌老

川南岸の姉崎に 2 例の 出土があり
､ 常総型石枕が南下 した時期で もある ｡

石枕の形態が最も多様化 し ､ 盛行するの は 5 世紀前薬か ら中英 にか か る時期で あるo こ

の 時期に は ､ 養老川流域の 主墳
･ 姉崎二子塚に石枕が採 用され るが ､ 南棟と基底漸 の側 面

に 直弧文 を彫刻 した特別 な製品で あるo 石材は房総南部頒岡山渓産出 の 鼎色で 光沢 の ある

蛇紋岩系 の 石材と見られ ､ 他の 滑石系統の 石材とは大きく 異なるo 他に ､ こ の 時期の 上総
の代表的な石製品に は木 更韓市長州塚古墳の 出土品があり ､ 石製刀 子全面 に彫 刻された底

弧文に も同系の 工人 の 存在を予見させ るもの が あるo 小稿では ､ 石材の 相違､ 整形 工具痕
や仕上げの 技法を詳細に検討するに は至 っ て い ない が

､ 下総の 玉造り 工人とは 別系統 の 石

工
､

ある い は下総 の 玉造り 工人移動 の足跡を追う手掛 か り になる で あろう｡ こ の 段階の 石

枕の特徴は
､ 柿崎 二 子塚例 にも見 られる高縁 2 段型式 の 成立で あ るo これ を第Ⅳ段階と し

た い o 発掘調査 された例に は佐原市大戸宮作1 号墳があり ､ 滑石製の刀 子
･ 白玉 ･ 紡錘車

形石製晶 ､ 鉄剣 ､ 鉄製の 刀 子が副葬されてお り ､ 他 に碧玉製管玉 ･ 親王ほ ･ ガラ ス 玉 か ら

成 る玉類 が ある 0 日玉 1
,
0 4 4 個の うち稜線をも つ もの は 4 8 6 個と半数以下に減り ､ 第 2 段

階に比 べ て 玉類の 組み合わせ も新し い o こ の側面中央 に稜をも つ 滑石製臼玉 は ､ ソ ロ バ ン

玉 の存在を意識 して 作られたも の で ､ ソ ロ バ ン 玉 の消失と共に稜を失 っ て い くも の と思 わ
れ るo なお ､ 下総 ･ 神崎町小松出土の 高縁 3 段型式も 2 段型式 の 変容形 と して こ の 時期 に

作 られた可能性が 強 い o Ⅳ段 階の最後に位置付 けられ る古墳には ､ 横矧破鏡留短 甲をも つ

下総 ･ 我孫子市金塚古墳が挙 げられ るo 金塚古墳の 石枕は ､ 頚受部が外方に 大きく 開い て

伸び る高縁 2 段型式で ある o 石枕 の 大型化に対応 して素材 の大きさに比 べ て枕 を大きく 作
りすぎたため ､ 周囲の欠矢部分が多く整形も雑で ある ｡

金塚古墳の 石枕の形態に類似 した例 の 1 つ に佐原市堀之内 1 号墳が挙げられ る ｡ 立花 の

勾玉部が かなり京平に なり ､ 軸部の径 の 方が太く な っ て い る ｡ こ の 段階に なる と
､

石枕の

製作は激減したようで あり ､ 以後滑石製品使用 翻巳の 終息と共に 石枕も終蔦 を迎 える こ と
に なるo こ の 変換期は 5 世紀末菓か ら 6 世紀初頭に あり

､ 堀之 内古墳群の 中で は 1 号墳か

ら 3 号墳 - 移行 して 石製立花 の 形骸化も進むo こ の 段階を第Ⅴ段階と して捉 えた｡ 常総型
石枕の 最終段階の 年代基準資料となる の が佐原市禅昌寺山古墳で あるo 石枕は 赤 ･ 白 ･ 緑
に塗り分けられて い る の が 特徴で ､ 素材の 欠矢部に も赤色塗彩が及ん で い る こ とか ら当初
より欠損した石材を使用 した こ とが分か る o 高縁の 整形 は雑で立花孔 の 間隔も極めて 乱れ
て い るo 孔の 数は 1 4 孔 あり ､ その うち使用 に足 りな い極めて 浅い 孔が 8 孔 ある ｡ 全長 6 0
- 7 0 m の 前方 後円墳と推定 されて おり ､ 横矧板鋲 留衝角付簡 ･ 撞 甲 ･ f 字形鏡板付轡

･

馬鐸 ･ 剣菱形杏葉 ･ 鉄製武器類な どの 副葬品の 示す年代観は 6 世紀前半代 に ある｡ 石枕 を
用 い た､ 石枕製作中心地最後の 地域首長 と い えよう｡

-
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常終現有 枕と石製立花の変遷を概観すると､ 石枕 ･

石製立花共に次第に大型化する傾向

にあり ､ 本来主体的に扱われ て い た石製立花が形骸化 して いくの とは逆に､ 石 枕の形態が

多様な要寮を加 えて いく と い う特徴が見られる｡ その 盛行期は上記の 班 ･ Ⅳ段階にあり ､

そ の 時期に上総の -i -

郎にも波及 し､ 常陸で は那珂川流域の東茨城郡内原町まで 北上する｡

しか し､
Ⅳ段階になると 滑石製品全体が衰退の傾向にあり ､ 鉄製武器 ･ 武具を主体とする

副葬品が これに 替わ っ て い く o 我孫子市金塚古墳はこ の変換期に位置するとい えるo

5 常総型石枕成 立の 基地

さて ､ ニ こ で 常総型石枕と石 製立花を古墳副葬の 滑石製品全体の変遷の中に置い て ､ そ

の 成立基盤を検翻して み た い o

古墳の 副葬品 - の 滑石 製品の使周は ､ 前期新段階の 後半に始まり､ 後期の初頭には終わ

っ て い る
l, 滑石 製品の 初現は ､ 三 蒐県有山古墳 ･ 奈良県富雄丸山古墳 ･ 茨城県鏡塚古墳に

見られる ように藩玉熟晶 の 副葬に 替わ っ て 滑石製品の 同種多量副葬が始ま っ た時期で 4 世

紀後半代の 早い 段階に位健付 けられるo 石敷立花 の 初現に関わる製品と して着目 した滑石

製琴柱形石 製品 ( 図 4 -

2 ) は､ 窟雄丸山古墳の出土品であり
､ 常陸鏡塚古墳の 石製立花

( 図 4 - 3 ) と弗に滑石 製品副葬の 開始時期に 出現 して い る ことになるo また ､ 常総型石

枕分布地域の 中心 となる利根川下流域にも小見川町
･ 一

之分目出土の 滑石製品が あり ､ 長い

茎をも つ 刀子
･ 短冊形斧 ･ 頗状柄付斧があるo 全体に丸みの ある古相の造り で ある. こ れ

らの 滑石敷品は ､ 小文で 殴定した石製立花 の Ⅰ段階にほぼ並行す ると考えられ るo

滑石匙晶の構造化 が多様多様 になり ､ 鹿耕具中心の模造品に勾玉や鏡が加 わ っ て ､ さら

に 同種多数の 副葬な い し埋納が行われる の が中期前半であるo こ の 中でも首相 の例に は奈

良県森山古墳 ･ 塞宮山古墳を挙げ得る｡ 東国で は群馬県剣崎天神山古墳
･ 白石稲荷山古墳

･ 野毛大塚古墳が あり ､ 常総で は石製立花と石枕が結合する時期で ある ｡ 小 文の Ⅱ ･ Ⅲ 段

階に対応 し､
4 世紀末薬か ら 5 世紀前半代に比定 して い る｡ また ､ 割抜式石棺 が竪穴式石

室から分離して直接土中に納め られる ようになる のがⅡ段階に対応する こ とか ら､ 別技式

石棺分布圏で は劉抜式木棺の 直葬もこ の 頃に定着 したと考えられる｡ 但 し､ 常経で は､ 竪

穴式石室が 導入 されなか っ たため到抜式木棺の直葬は い ち早く Ⅰ段階に さか の ぼ っ て導入

されて い る｡ 滑石製品盛行期 の 後半は､ 大阪府カ トン ボ山古墳 ･ 京都府久津川車塚に代表

され る時期で あるo 束国で は ､ 群馬県赤城茶臼山古墳 ･ 同お そね塚古墳 ･ 下総多古台古墳

が 挙げられ る｡ 刀 子 は粗製の もの で構成され､ 剣形にノJ ､ 型粗製化が見られ ､ 有孔円墳が新

しく加わ っ て い る｡ 石製立花と石 枕の Ⅳ段階が対応 し､ 5 世紀前葉か ら中葉にかか る時期

に比定 した o 全国的に鉄製武器 ･ 武具が副葬品の 中心になる時期である o 滑石 製品の 古墳

- の 副葬は ､ 中期後半に は衰退 して い るo 白石太
-

郎氏は古墳の 石製模造品 の 変遷に つ い

て触れられた論文の 中で 滑石製模造品衰退期 の 古墳と して群馬県梁瀬二 子塚古墳 ･ 茨城県

丸山 4 号墳を挙げて お られる ｡ こ の 頃には東国以西で は滑石製模造品の 副葬は ほとん ど見

られなく な っ てお り ､ 東国で滑石製品が特 に遅くまで重用された側面が現われて い ると思

われる｡ 上記 の 2 基は ､
いずれも東国で は古式の 横穴式石室をも つ 古墳で

､ 石製模造品 の

粗製化がか なり進み
､ 剣 ･ 有孔円板が組成 の中心 にな っ てお り

､
5 世紀末某か ら 6 世紀前

- 1 19
-



半に位置付 けられる ｡ 石製立花 ･

石枕出土 の Ⅴ段階の古墳が対応 し ､ 堀之 内 ユ 母機か ら同

3 号墳を経て禅昌寺山古墳で 終末を迎えて い るo そ の 下限は ､ 滑石艶模造品の 古墳 - の 供

献 ･ 副葬の 終息と軌を -

にすると い えようo

一

方､ 毛野地域と常総地域は東国における滑石製品の 2 大分布地域で ある o 石製立花と

石 枕が毛野地域で 定着しなか っ たの に対し､ 常総で 定着 ･ 発展 した こ とに 剛也域の 滑石製

品 の用 い られ方に大きな差が生 じて い ると言えようo すなわち ､ 導入段階で は古式 の 石製

立花 ･ 特殊な滑石製大型 石釧等を共有して ､ 葬送儀礼に も共通 の 文化的基般 を反映 して い

たと思われ る地域が小文 の Ⅲ 段階以降､ すなわち中期全般にわた っ て骨れぞれ独自の 文化
･ 葬祭の基盤を形成して い く状況が滑石製品の 使われ方にも現われ て い る o ニ の 相遮は中

期円筒埴輪の 系譜に も見られ ､ Ⅲ凝階後半か らⅣ 段階前半にかけて の 毛野地域で は ､ 有騒

斑 の ヨ コ ハ ケ 2 次調整 の技法をも つ 円筒埴輪が主要古墳に 馴 ､ られる 捌 こ対して
､ 常総で

は 有黒斑タテ ハ ケ 2 次調整の 円筒埴輪が主要古墳に樹立されるo また､ Ⅳ 段階に 対柘サる

毛野地域 の お 富士 山古墳に山城 ･ 久津川 車塚古墳例に近 い型 式の 像持形石棺が月帥 ､ られ る

の に対 し ､ Ⅲ段階の 下総 . 三 之分目の豊浦大塚 山古墳の 石棺は､ 縄掛衆起の 形 態琴が全く

異なる異系統 の組 み合せ 式石棺で ある｡

こ の ような相違が顕在化す る中で ､ ( 古) 香取海を取り巻く常総地域の 中心部 ( 固 6 参
照) は

､ 石製立花と石枕を結合 させ た独 自 の葬送様式 を完成させた地域色をもつ よう にな

る o これは また ､ Ⅲ ･ Ⅳ段階に石枕 の 波及 した上総 ､ お よび下総博樹部とも異なる地域性

と な っ て いく o 上総で は 石枕は定着せず ､ 工人の 定着が極め て短期間で あ っ た こ とが窺え
る ¢ 柿崎 二 子塚の 石枕が滑石 で はなく蛇紋岩系統 の製品で ある こ とは 前に触れたが ､ 下総
地域 の 滑石 は ､ 印藤沼水系 の鹿 島川沿い に南下 して上赤塚 1 号墳の 所在する村 馴 慨 域ま

で 達 したル ー

トは考えられ るが
､ あくまでも初期の 段階で の 単発 的な移動で あ っ たと思わ

れ ､ それ以南 へ の 移動は さらに希薄であ っ たと考えられ る｡ む しろ､ 上総の 石 枕は 静岡市
麓山神社復古墳や大泉町寄木声音墳の例 の ように周 辺部に波及 した 常総型 石枕と して捉 え
る の が 妥当で あろうo か つ て 甘粕健氏が述 べ られたような下海上と上海上 の 政治的な連合
政権を象徴す る遺物とするに は両地域の 様相に相違点が多く ､ 地域的な結び付 きに は無理
が あると思わ れる o また ､

こ の 滑石製品に見られ る分布の相違は ､ 常総地域の後期古墳で

盛 んに用 い られた雲母片岩 (通称筑波石) の 箱式石棺の 分布 とも
一

致 し現在の とこ ろそ の

南限は村田川 の 北岸に あり
､

しかも単発 的な分布 で ある｡ また ､ 豊浦大塚山古墳と長州塚
古墳の 石棺材にも雲母片岩と凝灰質砂岩 ( 通称房州 石) の違い が ある｡

常総地域の 石製立花と石枕を用 い た葬送儀礼 の復元 ･ 考察は沼沢豊氏に よ る千葉市束 寺
山石神 2 号墳の 調査 ･ 研究報告に よ っ て深められたo 特に ､ 埋葬施設内 の 石枕と石製立花
の 出土状態に 関 して 多く の 知見 が示 されて い るo 沼沢氏が 石 製立花の ネズ ミ の 歯形 か ら
｢靖+ 儀礼 の

一

形態を想定 した作業は ､ 文献に見える ｢残+ 儀礼 を考古学資料と結び付 け
た点で示唆的で あ っ たo すなわ ち､ 型式的に古い 立花 に地上で棲息するネズミ の 歯形が 付
い て い る の は ､ 被葬者が

一

定期間 の ｢礁+ を行うため の建物､ ある い は棺の 中に安置され
て い る間に立花 を飾 っ て儀礼 を行 っ て い る間の出来事で あ っ たとするもの で あ るo また

､

石枕 の 下に立花が置かれて い た こ とも埋葬以前 の 使用を物語 る証左とされた｡ 石枕 の 下 に

立花を置く例 は
､ そ の後調査され た上赤塚 1 号填で も確認されて い る｡ しか し ､ 石棺造 り

付け の 枕で は埋葬以前に使 われたこ とを物語 る証左 が なく ､ 必ず しも石 枕が ｢ 残+ と結び
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付くとは貰 えな い ¢ む しろ石 製立花が儀礼の 全期間を通 じて使用 された
一

種の 葬具で あ っ

たこと教示 して い ると い えようo 立花は ､ 埋葬施殴内で石製模造品と共伴するが -

緒にま

とめられた状態で出土 した例はなく ､ 他の 石製晶類とは別に扱われて い たことがわかる｡

- 方､
小文で は ､ 石鮎立花の分布から木製の枕と立花の組み合わせを想定して ､ 常総型

石枕出現以前に 立花を用 い た儀礼を共有する地域が存在 したことを推定した｡ すなわち ､

葬送に際 しで石乱立花を月帥 ､ た地域は､ 石枕が立花と結び つ い て 特殊化する前の政治 ･ 文

化 ･ 社会的な結び つ き の 強い 地域で ある ことに着目 したい の で あるo これは弥生時代以来

の 文物 の 受流基盤で も あるo 石製立花は ､ 滑石製品製作と古墳 - の副葬という新し い波に

乗 っ て ､ まずこ の 地域の 酵･送儀礼の 中に取り入れられ､ 次の段階で 関東
一

円に石枕が導入

されたもの と考えられ る 由

放後に ､ 常総にお ける当時の 主要古墳と立花 ･

石 枕出土古墳の 墳形 ･ 規模 ･ 副葬品に関

する相過に つ い て確施 してお きた い o 墳形に つ い て は既 に小野山節氏による分析が あり ､

石製模造品をもつ 古墳を 5 期区分 して ､ 2 期 ･ 5 世紀初頭 (本文の Ⅲ段階) と 4 期 1 5 世

紀後半 (本文 の Ⅳ 段階) に醜内王朝に よる墳形規制が存在するために該期の 束国には帆立

貝形古墳と円墳 しか存在 しない とする見解を示されて い る｡ しか し
､ 大型前方後円墳の 調

査例が極めて 少な い ため まだ検討の 余地が残されて い ると思われる｡ また､ 小野山氏が 3

期 ･ 5 世紀中英 ( 本文 の Ⅳ段 階) の 前方後円墳の 復活例と した白石稲荷山古墳は氏 の 2 期

にさか の ぼり ､ 5 期 ･ 5 世紀末菓か ら6 世紀前半 ( 本文の Ⅴ段階以降) の 前方後円墳と し

た姉崎二 子塚古墳は ､ 氏 の 3 期にきか の ぼる古墳であると考えて い る0

こ こ で は ､ 常総に 限 っ て石匙立花と石枕を出土 した古墳の 相対的な位置付けを確認する

こ とに した い
o 前方後 円墳に つ い て は ､ Ⅰ段階､ Ⅳ段階､

Ⅴ段階に 1 基ずつ 出土例 があ る.

常陸鏡塚古墳 (全長 1 0 5 m ) ､
姉崎 二 子 塚古墳( 全長 1 1 0 m ) ､ 禅昌寺山古墳 (全長 6 0 - 7 0

m ) で それぞれ大きな河川 の 流域を治め た地域首長 の 墓と考えられる o また ､ Ⅰ段階の 石

製模造品と した小見川 町
一

之分目出土の 滑石製品が篭塚古墳等 の 前方後円墳に帰属 した可

能性 もあり
､

Ⅲ段階に進行す る全長12 0 m の 前方後円墳 ･ 豊浦大塚山古墳の 第2 の 内部施

設に 石枕が納 められて い る可能性も充分ある ｡ そ の他の 大型古墳で は ､
Ⅲ段階の 干葉市七

廻 り塚古墳が径 5 4 m の 円墳で ､ 円墳の 中で傑出 した規模をも っ て い る Q 常総型石 枕 ･ 石

製立花を出土 した古墳に最も多い の は
､

2 5 - 3 0 m の 円墳で あるo 墳形 ･ 規模の分か っ て

い る 1 4 基中 9 基は こ の規模の 円墳によ っ て 占められて い る｡ また､ 佐原市山之辺 手 ひ ろ

が り 3 号墳 ( Ⅱ段階) ､ 大戸宮作 1 骨墳 ( Ⅳ段階) は ､
いずれも小規模な方墳 ( 前者が 2 0

× 1 4 m の長方墳､ 後者が 1 辺 1 4 m ) から石枕が出土 した稀少例で ある ｡

Ⅰか らⅤ段階を通 じて
､

前方後円墳か らの 出土例は それぞれ の 画期 の 頂点に位置す るも

の
､ ある い は特殊な例で あり ､ 常線型石枕を用 い た葬送儀礼の担い手は ､ 中規模の 古墳の

被葬者た ちであ っ たと い え る｡ 特に ( 古) 香取海周辺 地域で は ､ 内海の 水運と石材の 共有

に よ っ て培われた地縁的 ･ 文化的 つ ながりの 強い 集団が存在した こ とが窺える｡ そ こ に滑

石製品の製作と い うイ ン パ ク トが加わり ､ 独自 の 滑石製品文化圏を築くこ とに なるが ､ そ

の 素地には前期前半か ら碧玉製管玉等の 玉作り工 人が 定住し
､

石材が入 手でき たと い う条

件が ある ., 図 6 に 示 した よう に常総型石枕の 分布 に 玉作り遺跡の 分布を重ね て み ると ､

( 古) 香取海周辺 で祭兜用 の 玉 を作 っ て いた集団の 分布 と
-

致するo 常総型石 枕祭而巳の担

い 手とな っ た被葬者の 中に は ､ そ れらの 石 工 ･ 石 材を直接指揮 ･ 管理 した在地 の有力者た
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ちがお り ､ 1 0 0 m 級 の 前方後円墳の 被葬者の 下にあ っ て政治色の 強 いまとまり を維持して

い たと思われる ｡ Ⅳ段階になると､ それ らの 中規模円墳の 被葬者は､ 武人的性格を弛 めて

畿内の 中央集権的な集団編成の中に組み込まれて い くに従い ､ 地線的 ･ 文化的な結び つ き

は表面上弱ま っ て い るが
､ 後期に雲母片岩の箱式石棺を墳丘裾部に配置する こ とに よ っ て

再び地域色 を表出する の で ある｡

分析 の 意義

石枕造り付け石棺の年代を代表的な 3 地域で検討した結果､ それ らは ほ ぼ 4 低能代を通

じて展開 し､ 各地で出現 した石棺俵め込み式石枕とが並行 して存在する こ とを明らか に し

たo 枕を抜き 出して検討すると､ 肥後 ･ 讃岐 ･ 吉備の 石工 に は系階上の 親線関係が観 めら

れたo さらに ､ 石 枕周縁の 平坦面 ある い は段 の加飾化か ら幣岐と大和との 関連に特に 潜目

して い るo 大和 の 前期王 陵域で ある大和古墳群か ら出土 した 2 例の 独立した石枕の 存在は､

常総型石枕出現 の 前段階で はあるが ､ 大い に注目 してよ い だろう｡

また ､ 石枕造り付け石棺と木棺に伴う独立 した石枕の 存統期間と変遵 には い く つ か の 接
点が あり ､ 石枕造り付 け石棺が隣接地域 - 波及 した 4 世紀後半か らの 動きを受 けて凍園地

域 - の 石枕の導入もあ っ たと予測できる o こ の変換期に は来園で も滑石製品 の 製作が始 ま

つ た こ とに着目 したo これ は ､ お そらく 工 人の 移動があ っ たも の と恩われ るo しか し ､ 在
来 の葬送儀礼の 中で枕部分 - 頭部を特に重硯する要素がなけれ ば ､ 常総の 石枕 翻巳は成立

･ 発展 しなか っ たで あろうo そ の儀礼で最も重要な役割を果た したの が立花 で あり
､ 来 園

の 初期石製模造品と初期 の 石製立花の 関連が強い こ と か らも ､ 石枕導入 以前 か ら劉抜式木
棺 に立花 を用 い る葬送儀礼が行 われて い たこ とが窺える o それ らが勢玉 ある い は 滑石で 作
られ る ようにな っ た時点で 畿内的 な色彩を残 したの が毛野地域で ある の に対 し ､ 独自の 発
展 を遂げ､ 石枕と組み合わさる と共に高縁と立花孔の 採用と いう地域的な伝統 を誇 示 した
の が 常総の 石枕祭煎で ある｡

さらに ､ 視野を広 げて 見れ ば､ 古墳時代 の 関東地方 は ､ 東京湾沿岸地域を別 に して ､ 既
に 4 世紀代 には鬼怒川を挟んで 東西 に対峠する 二大文化圏を形成 して い ると言 えようo 大
型 古墳の分布 などか ら毛野 の 勢力の みが著しく突出したとする従来の定説は 見直す段 階に

あるo しか しなお ､ 石製立花の分布 などからこ の 段階で は大きな地域圏と して の まとま り
は存在した ことが窺える o 続く 5 世紀前半代 の中規模古墳を中心に そ の 盛期を迎 えた常総
型 石枕の 成立と展開は ､ こ の東西 二極構造の 潜在的な違い を視覚的､

よ り直接的に示す好
例で ､ 独自 の 地域圏の 形成や発展 を如実に物語 ? て い る ｡

石枕によ る紐帯が崩れた後も ､ こ の ( 古) 香取海を中心と した地域圏の 紐帯が 存在 した
こ とは

､ 下総型埴輪の分布や筑波石製箱式石棺の分布か ら窺うこ とが できるが ､ 常総型石

枕 の探究は
､

5 世紀の地域と時代を代表するもの と して 地域史研 究の 中でも重要な位置を
占め るo

註

( 1) か つ て 利根ノ岬 流域は
､ 現在 の 霞ケ浦 ･ 北浦 ･ 印海沼 ･ 手賀沼がひと つ の 内海を形成 し

-
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て い た.コ こC:) 内海は
､
近代まで香取梅と い う痛称に名残りを留め て い たQ 小出博氏 による約

- 千年前 の香取梅 の 復元図 (′J ､ 紗樽 ｢第 3 図千年前の利根川+ 『利根川と淀川』 中公新審3 84

中央公 緋ヒ 19 7 5) によれば､ 古墳時代の香取悔もおよそ図 6 の ような状況にあ っ た と考え

られ るL, 両岸地域は ､ 古代の 行政区画で常陸 ･ 下総の 2 つ の 地域に分けられるが､ それ以前

には水運によ っ て 両岸が密接に結ばれ ､ 共通の 生清圏を構成して い た こ とが推測される o

( 2) 小林行雄 ｢神功 . 応神紀 の 時代+ 『古墳文化翰考』( 再録) 平凡社 19 7 6 (6 7 _ 9 1 頁)

( 3) 三晶 格他 ｢ 山下古墳網賓概報+ 『熊本の歴史と社会』 熊本史学会編 1 9 7 7 ( ト1 7 頁)

( 4) 富樫卯三郎他 『向野田古墳』 宇土市教育委員会 1 9 7 8

( 5) 梅原栄治 ｢傭酌新庄天神山古墳+ 『近敵地方古墳基の調査』 日本古文化研 究所 1 93 8

(53 - 5 6 寓)

剛上場 立博物館編 『お かやま の歴史と美』 岡山県立博物館 1 9 7 5

( 6) 乙 益選馴亀他 『院塚古墳調査報告』 熊本県文化財調査報告第 6 集 1 96 5

( 7) 商木非二 ｢環状縄掛衆起を有する石棺に つ い て
-

とくにその 石棺材の産地をめ ぐ っ て
-

+

･ 同 (2) 『牌本史学』 解53 骨 ･ 第 5 4 骨 熊本史学会 1 9 7 9 ･ 1 9 8 0 (4 1 -5 8
,
3 9 -5 2 貫)

( 8) 藤田藤司 ｢嘗馴鹿 (啓川県) の 石棺+ 『食敷考古館研究集報』 第 1 2 号 ( 財) 食敷考古館

1 97 6 (5 8 - 7 9 .栄)

( 9) 松本塵胤他稲 『香川 の前期古墳』 日本考古学協会昭和 5 8 年慶大会香川 県実行委鼻会

1 9 83

( 1 0) 津田町教育費県会 の 大LLj 衛氏 に同数育委員会保管 の岩崎 4 号噴石棺枕部 の 拓本をお送り

簸 い て
､

文様を確認. した o

( l l) 斉藤 優 『足羽山 の 古墳』 福井考古学会 1 9 8 5 ( 復刻)

斉藤 優 『改訂 松岡古墳群』 松岡町教育委員会 1 9 7 9

和田晴吾 ｢ 古墳時代 の 石 工 とそ の技術+ 『北陸 の 考古学』 一

石川 考古学会々 誌第 2 6 号 一

石川考古学研究会 1 9 83 (5 0 1 -5 3 4 頁)

また ､ 現地踏査の御案内を戴 い た中司照世氏 には ､ 石棺 の 調整技法 ･ 石棺材 ･ 地域的特

性など多く の御教示を受けた｡

(1 2) 瀬戸谷 崎他『中ノ郷 ･ 深谷古墳群』 但馬考古学研究会 1 9 85

(1 3) 常総地域の 古環境と石枕の分布状況に着目 した沼沢豊氏は ､ 石 枕を用 い た葬制 の 地域的

特性を指摘 し､
｢ 常総型石枕+ を設定 した c (沼 沢豊 ｢ 干葉県の 石 枕+ 『房総風 土記 の 丘年

報』 3 1 9 8 0 (3 叫 3 頁)) お よび ｢東国の 石枕+ 『古代探叢』 - 滝口宏先生舌稀記念考古

学論集
-

早稲田大学出版部 1 9 80 ( 20 7 -2 2 0 頁)

( 1 4) 高木博彦 『日本の 石 枕』 千葉県立房総風土記の 丘 1 9 79

( 1 5) 亀井正道 ｢ 古墳出土 の 石 枕に つ い て+ 『上代文化』 第 2 0 韓 国畢院大草考古学会 1 9 5 1

(2 9 -3 6 頁)

(1 6) 大場磐雄 ･ 佐野大和 『常陸鏡塚』 国学院大学考古学研究報告第 1 冊 (綜芸舎) 19 5 6

(1 7) 原田孝二 ｢ 山之辺 手 ひ ろがり 3 号噴出土遺物+ 『佐原市内遺跡群発掘調査概報』 Ⅲ 19 8 7

年度 佐原市教育委員会 1 9 8 8 (2 7 - 2 8 頁)

(1 8) 村井畠雄 ･ 本村豪華 ･ 望月幹夫他 『東京国立博物館図版目録』
-

古墳遺物篇 ( 関東Ⅱ) 一

束東国立博物館 1 98 3 図版 13 8 - 1 より作図 (1 6 6 頁)

(1 9) 八賀晋 ｢ 富雄丸山古墳 の 出土遺物+ 『富雄丸 山古墳 ･ 西宮山古墳出土遺物』 京都国立博

-
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物館 1 9 8 2 ( ト2 8 頁)

(2 0) 大橋信弥 ･ 山崎秀 二他 『服部遺跡発掘調査概報』 (財) 滋賀県文化財保譲協会 1 9 7 9

(2 1) 前掲 ( 高木 1 9 7 9) の 『日本の 石枕』 23 頁掲載 の 図版より作図

(2 2) 杉山晋作 ｢ 特異な彫刻文の ある石製腕飾+ 『古代採草Ⅱ』 一

早稲田大学考古学会創立 3 5

周年記念考古学論集 一

早稲田大学出版部 1 9 85 (2 9 9 - 3 1 8 京)

(2 3) 近藤義郎編 『権現山 5 1 号墳』 『権現山 5 1 号墳』 刊行会 1 9 9 1

(2 4) 市毛勲 ･ 椙山林継 ･ 沼沢畳他 『千葉県香取郡下総 町大日山古墳』 昭和 4 5 年度埋蔵文化

財抄報 2 大日山古墳調査団 1 9 7 1

(2 5) 栗田則久 ｢ 上赤彦 1 号墳+ 『干葉東南部 ニ ュ ウタウ ン』 13 (財) 千葉県文化財 セ ン タ
ー

1 9 8 2 (3 4 3 頁)

( 2 6) 杉山晋作 ｢ 千葉県の 石枕+
- 市原市発見 の 石枕 - 『史館』第 8 号 史観同人 1 9 7 7 (7 ト7 3

頁)

( 2 7) 大場磐雄 ･ 亀井正道 ｢ 上総国姉ヶ崎二 子塚発振調査概報+ 『考古学雑誌』 寮 37 巻第 3 骨

1 9 5 1 (3 1 - 4 6 頁)

金子 晴彦 ･ 青木豊 『国華院大草考古学資料館要覧』
一

関束の 古墳時代文化
一

団畢院大

草考古学資料館 1 97 6

(2 8) 森本六 爾 ｢ 直弧文 を有する石製刀子+ 『古代文化研究』 第 2 号 古代文化研究会 1 9 2 5

( 8 7 -9 9 # )

椙山林継 ｢ 木更津市長州塚 出土 品と伝える石製模造品+ 『上総草生遺跡』 中央公給美

術出版 1 9 80 (1 6 2 -1 6 3 貢)

( 2 9) 原田孝 二 ｢ 大戸宮作古墳 の 発 根調査+ (原田 1 9 8 8) (1 2 - 2 6 頁)

(3 0) 村井 ' 雄 ･ 亀井正道 ･ 本村豪華 ･ 望月 幹夫 ･ 井上洋
一

他 『東京国立博物館図版目録』 一 古墳

遺物篇 ( 関束Ⅲ) 一 束京国立博物館 1 9 8 6

( 3 1) 甘粕健 ｢ 金家古墳+ 『我 孫子 古墳群』 東京大学文学部考古学研究室編 我孫子 町教育

委員会 1 9 6 9 (5 8 - 83 頁)

(3 2) 原 田孝二 ｢ 堀之内 1 号墳出土遺物+ ｢ 堀之内 3 号境出土石製立花+ (原田 1 9 8 8) (3 0 ･3 1

頁)

(3 3) 杉山晋作 ･ 大久保奈奈 ･

琴悦久 ｢佐原市 ･ 禅昌寺山古墳 の遺物+ 『古代』 第 83 号 早稲

田大学考古学会 1 9 8 7 (1 1 0 - 1 3 9 頁)

(3 4) 東京圏立博物館蔵 ( 村井他 1 9 86)

( 3 5) 前掲の 下総町大 日山古墳 ( 短冊形鉄斧 ･ 袋状柄付鉄斧 ･ 鉄剣 ･ 玉類出土) ､ 手賀沼 南岸

の葛飾郡 沼南町北作 1 号墳 ( 短冊形状鉄斧 ･ ヤリ ガ ン ナ ･ 鉄剣 ･ 銅鉱 ･ 錬鉄 ･ 大刀 出土 の

古墳､ 金子浩昌 ･ 中村意次 ･ 市毛勲 ｢ 千葉県東葛飾郡沼南村片山 古墳群の 調査+ 『古代』

第 3 3 号 早稲 田大学考古学会 19 5 9 (2 3 -3 9 頁)) が挙げられ るD

( 3 6) 白石太 一

郎 ｢ 神ま つ りと古墳 の祭柁+ 『国立歴史民俗博物館研究報告』 第 7 集
一

共同

研究 ｢ 古代 の祭稚と信仰+ 本篇 一 国立歴史民俗博物館 1 98 5 ( 7 9 -1 1 4 頁)

( 3 7) 安藤鴻基他 ｢ 千葉県香取郡小 見川町三之分日大塚山古墳 の長持形石棺適材+ 『古代』第 6 4

号 早稲 田大学考古学会 1 9 7 8 (3 5 - 4 5 頁)

なお ､ 千葉県地 方課編 『干葉県町村合併史』 (上) ( 大和学芸 図書株式会社 1 97 9) に よ

れ ば､ 豊浦大塚 山 の 名称は
､

1 9 5 1 ( 昭和 2 6) 年 の 町 村合併に よ っ て 小見川 町 とな る以前
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の所在地銘 ｢ 香取耶盈浦柑+ によるo 盈浦柑は明治 2 1 年に設置されたが ､ 当地 区内にあ

っ た捲が往時 ｢塵浦港+ と称せ られた と い う口伝によるもの である｡ こ の 点に つ い て の 見

解は
､

田中新鹿氏に御教示をい ただ い たo

(3 8) 甘粕 健 ｢凄老川水系 の 古墳分布と山王山古墳の 歴史的性格+ 『上総山王山古墳』 市

原市教育費鼠会 1 98 0 ( 1 9 6 ･2 1 7 頁)

(3 9) 沼沢 塵 ｢ 石神 2 骨墳の調査+ ｢ 石神 2 骨墳の 諸問題+ 『東寺山石神遺跡』 (財) 千葉

県文化財 セ ン タ ー 1 9 7 7 (3 ト1 0 1
,
1 1 8 - 1 5 4 頁)

(4 O) 小野山 節 ｢ 千楽市石神 2 骨墳の年代輪の 意義+ 『末寺山石神遺跡』 (財) 千束県文化

財 セ ン タ
- 1 9 7 7 (5 3 4 - 5 4 1 頁)

( 4 1) 平野 功 ｢ 豊浦古墳群の概略及び調査に至 る経過+ 『千葉県香取郡小見川町 三 之分日

大塚山古墳発掘調査報告番』 小見川町教育委員会 1 9 8 7 (5 -9 頁)

( 4 2) 千葉市史綱茶番風会 ｢ 七泊り塚古墳+ 『千葉市史』史料編 l 干葉市 19 7 6 (2 2 1 - 2 2 6 京)

(ヰ3) 田中新 史氏 の御教示 を受けたo

(4 4) 叔 俊 ニ 郎 『埴輪研究』 第1 冊 1 973
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第 2 節 総武 の 内海東岸 の 大型 首長 墓

高柳銚 子 塚 古墳 の 出現

( 1 ) 変革期 の 首長墓

古東海道 の 束の 端 に位置 する 房総は ､ 文物 の 流れ が 西 か ら東 - 向か う よう に な

っ た 弥生 時代か ら ､ 海路 の 終着地 点と して 特性 を 示す よ う に な る ｡ 黒潮 に 乗 っ て

西 か ら波及す る 新 し い 文 物 は 東京 湾に 流 入 し て そ の 東岸 に 上 陸す る o そ こ に は い

ち早く 新 し い 文化 が ､ 時 に は 遠来 の 来訪 者が 入 っ て く る ｡

木 更 津市の 小 檀川 下流域 に ひ ろ が る海岸平 野も そ の よう な西 か ら の 文化 の 前進

基 地 の ひ と つ で あ る ｡ 古墳 時代 に な る と ､ それ は 畿 内 の 中央 勢力 に と っ て 政 治的

な前 進 基地 と なり ､ 東国 - の 勢力 拡大 の 足 がか り を求 め て 在来の 有力 者と 関 わ る

よ う に な る ｡ そ の よ うな動 き は 古 墳時代 の 出現期 か ら終末期 に 至 る ま で ほ と ん ど

絶 え る こ とが な い
｡

こ こ で は ､
こ の 前進 基 地 に 時代 の 節目 を画 し て 輿 か れ ､ 今は

そ の 姿が ほ と ん ど消 え か けて い る 前方 後 円墳 を復原 し ､ 地域 と時 代 と い う時空 間

に も どす 作業 を試 み た い
｡

倭 王 権が 勢力 拡 大 の た め に ､ 積極的 に 新 し い 技 術と文 化 を求 め て 朝鮮 半島 に 働

き か けた 時代 ､ 列 島各 地 で 技術革新が進 み ､ そ れ が 定着 して 集落 の 生播 に も 変化

が も た らされ る o こ の 倭 王 権 の 強 大 な権力 を背 景 に し た列 島規模 の 技 術革新 の 時

代 を古墳時代 中期 と し て 認 識 して い る o こ の 時代 の 設 定 に は
､ 古墳時代 全 般 を ど

の よう に分 け る か と い う前 提 が 必 要 で ある ｡ まず ､ こ の 時 代を 出現期 ･ 前期 ･ 中

期 ･ 後 期 ･ 終 末期 の 5 期 に 区分 し ､ 3 世紀中葉 か ら 7 世紀後薬 の 4 0 0 年 あま り の 時

間 幅 に お い て 整 理 す る こ と に した い ｡

前期 か ら中期 - の 変化 は ､ 朝鮮 半島南部 と の 交 渉が 古墳出土 品 に 色濃く 反 映 さ

れ る が
､ 筒形銅 器 ･ 琴 柱形 石 製品 ･

石 製腕 飾類な ど前期か ら中期 初頭 に 連 続す る

も の も少 なく なく ､ ま た ､ 前期後 半か ら加 わ っ て 中期 に つ なが る も の も あ る ｡ そ

こ で ､ 中期の 指標 を農 工 具 ･ 勾 玉 ･ 臼 玉 の 滑 石 製祭器 化 と鉄 製祭 器 の 出現 と し
､

川 西編 年 Ⅱ期 埴輪 の 新段 階 の 主 要 古墳 に そ の 初涙 を求 め た ｡ 金蔵 山古墳 ､ 津 堂城

山古墳 ､ 石 山古墳 ､ お よ び 和泉黄金塚 古墳 ､ 遭塚 古墳 ､ 長 良龍門 寺古墳 ､ 東 国 で

は 常陸鏡塚古墳が そ の 初源 期 の 例で あ る ｡

ま た ､ 中期 は 新技 術 の 搬入 ･ 導入 期 と定着 ･ 発 展期 と い う視点 か ら前 半 と後 半

に 分け られ る o 中期前半 の 古墳 の 指標 に は Ⅲ 期 の 埴輪 と こ の 時期を代 表 す る埋 葬

施 設 で あ る 長 持形 石棺 が あ げ られ ､ 革 綴 甲 帝の 製作技 術の 確 立 ､ 鉄 挺な ど の 鉄 索

材 の 波及 ､ 鉄 製 品で は 曲刃 鎌 ･ 蕨手 刀 子
･

鎮子 な どが もた らされ る ｡ 前半 と後 半

の 画 期に は須 恵器 生 産 の 本格化 ､ そ れ に 連 動 した Ⅳ 期埴輪 の 展 開 が あ げられ ､ 朝

鮮 半島か らは それ ま で に なく 大き な文物 の 波が 押 し寄せ て く る ｡ 鉄製鍛冶 具
､

鋲

留 手法 の 甲帝 ･ 馬 具 ､ U 字形鋤 鍬 先 ･ 最新式 の 曲刃 鎌 な ど の 農具 の 出現 ､ ま た帯
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金具 ･ 茸飾 ･ 天冠 ･ 飾 り大刀 な ど金 ･ 銀 ･ 金銅製の 華や か な装飾品 が 出現 する ｡

こ の 大き な変革の 時期は ､ 菅 田 山古墳 ･ 大仙古墳の 築造 に象徴され る 巨大前方後

円 墳築造 の 時期で も あり ､ 古墳時代を通 じて その 規模が 頂 点に達す る ｡ こ の
"

大

王 墓 の 時代
”

を倭 王 武 ま で の 連統性 を 重視 して 中期後半と して整 理 した い ｡

こ の よ う な中期 の 前半 か ら後半 - 大 きく変動する 時代に 東 国 の 前進 基地 に築造

され た首 長墓 に焦 点 を あて て み た い ｡

( 2 ) 墳丘 の 復原

高柳銚子 塚 古墳 ( 以 下商柳銚 子塚) の 重要 性 に 着目 して ､ 削平 され た墳丘 をは

じ め て 本格的 に復原 され た の は 鳩 山林継氏 で ある o 氏は 『上総 菅生遺 跡』 の 報告

の なか で 木 質津市域 の 遺跡 ･ 遺物 を検討 され ､
｢ 木 更津 ｢ 長 州壕+ 出 土品 と伝 え

る 石 製模造 品+ を出土 した 古墳の 最有力候 補と し て高柳銚 子 壕 を取り 上 げて い る ｡

墳丘 の 復原 に 当 た っ て は ､ 昭和2 0 年代まで 使用 され て い た公 図な どか ら 二 つ の
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図 1 高柳 銚 子塚 古 墳墳 丘 後 原 (1 945 年以前の 公図 『地籍図』
-

高柳 卜 ) 字塚 針 に よ ろ)

-
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復原 案 を示 され た o ひ と つ は ､
｢ 墳麓部 に テ ラ ス 状の 部分を付 加 し ､ そ の 外 に 周

溝 を も つ もの で ､ テ ラ ス を含 め ､ 墳 丘 主 軸長1 3 2 . 2 5 m ､ 後円部径9 2 m
､ 前方部幅9 7 .

5 m
､ 周溝主軸長 1 6 1 m ､ 復 円部側 の 径 1 1 5 m ､ 前方部側 の 幅1 3 9 m + ｡ も う

一

方 は
､

｢ テ ラ ス 部分 を除 い た 主軸長 1 0 9 . 2 5 m の 部分+ を墳 丘 とす る案 で あ る ｡ こ の い ずれ

の 案 に して も木更津市域で 最大 級 の 墳 丘 で ある こ とを提示 され た ｡

今 臥 再 び 高柳銚子 塚 を検討する の に 際 して ､ 改め て そ の 墳丘 規模 と形 態 に 番

目す る こ とに した ｡ 図 1 に 示 した墳 丘 復原 図 の 基 礎資料 に用 い た の は ､ 梱LLJ 氏 が

使 用 した地籍 図と 同 じ1 9 4 5 年以 前 の 公 図 で あ る ｡ こ の 時点で
､ すで に 前方部は 削

平 され ､ 後門部も残 丘 を残 す の み と な っ て い た ｡ こ の こ と は
､

1 9 2 9 ( 昭和 4 ) 年

に 刊 行 され た 『千葉県 史蹟名称 天 然記 念物調査報 告』 第六 輯 の 報告に よ っ て 明 ら

か で ある o こ の 報告に ｢ 高柳茶 白壕地 図+ と して 示 され た 図 に は ､ 削 平 され た 墳

丘 部 分の 地 目 が 畑 と して 記 載 され て い る た め 墳丘 部分 の 復 原 に 有効 で ある と, 削 っ

れ た が ､ 前掲 の 公 図と は 鉄 道 線路 の 位置が か なり 異 な っ て い た ｡ こ れ を検証 する

た め ､ 1 9 4 6 年 米 軍輯影 の 航空 写 真 ( 図 3 ) で 確認 した 結果 ､ 公 図 の 位置関係 が 正

し い こ と が わ か っ た o

次 に ､ 航空 写真 に写 る 墳 丘 部分 の 陰影 を地籍図 に 重 ね る た め ､ 1 9 6 2 ( 昭和 3 7)

年 の 都市計画 図 ( 1 / 3 , 0 0 0) を地籍 図 と合わ せ た と こ ろ ､ 鉄 道線 路上 に挟 まれ た地

域 が 昭 和3 0 年 代 の 耕地 整 理 を免 れ て 旧 状 を残 して い た た め ､ 地 籍図状 に墳 丘 を復

原 し
､ 縮尺 と 方位 を算 出す る こ と が で き た ｡ 図 2 で は

､ 都市計 画 図 に航 空 写真 か

ら復 原 で き る 墳丘 を重 ね て い る が ､
こ れ に よ っ て 都市 計画 図に 破線で 区画 され た

墳 丘 範囲 は 墳丘 の 最小 範囲 と して と ら える こ と が で き る ｡ こ れ は ､ 地 籍図 か ら は

復 原 が 困難 な 前方部 の 前 端 の ラ イ ン を引く 上 で 参 考に な っ た ｡ 今 回は 最も 消 極的

な ライ ン
､ す なわ ち都市計画 図 ､ お よ び航空 写真 に 残 る前 端 の 範 囲で 墳丘 を復原

し て い る D し たが っ て ､ 墳丘 規 模 は さ らに 大 きく な る こ と は ほ ぼ確 実で あ る o ま

た ､ く び れ 部の 西 側 に は 隣接す る 区画 と は 全く 方 向 の 異 な る迫 り 出 し状 の 区画 が

あ り ､ 西側 に 造り 出 し をも っ て い た 可 能性 も あ る ｡

以 上 の 作業に よ っ て 得 られ た墳 丘規 模 は ､ 墳 丘 主 軸長 1 4 2 . 3 m
､ 後 門部 径

8 2 ･ 5 m ､ 前方 部幅 8 9 ･ O m で ､ 房 総最大 の 内裏塚 古墳 ( 墳丘 長 1 4 8 m ) に 次

ぐ規模 の 前方 後円墳で あ る こ とが 推 定 され る o 周 溝は
､

地籍 図 に 残 る 地割 り か ら

見 て 盾 形 と 推定され ､ そ の 範囲 は 主軸長 1 9 8 m
､ 後 円部側 の 最大幅 1 3 3 m

､

前 方 部側 の 幅 1 5 1 m に 復原 可 能 で あ る o また
､ 復 円部 と 同様 に 前方 部前 面 の 墳

丘 が 1 0 m 前後 の 範囲で 削 り 込 まれ 水 田 化 して い る とす れ ば ､ 墳丘 主 軸長 は 1 5 0 m を

優 に 超 え ､ 房 総最大 の 前方 後 円墳 に な る ｡

( 3 ) 墳形 の 検討

さ て ､ 復原 した高柳銚 子 塚 古墳 の 墳丘 形 態を ど の よ う に位 置づ ける こ と が で き

る で あ ろ う か o また ､ 中期 の 畿 内政権 が 前方後 円墳を 主軸に し て 新た な枠組 み を
つ く ろう と した な らば ､ そ の 墳形 に ど の よ う な影 響が あ らわ れ て い る の だ ろう か ｡
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図 2 木 発 揮 市 商柳 銚 子塚 古墳 の 復原 図

図 3 1 9 4 6 年 の 高柳 銚 子 塚 古墳 (19 46 年2 月釆軍摘影航空写真M5 8 - A - 6 ) ( 1 : 6
, 00 0)
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図 4 は ､ 高柳銚 子壕 の 前後 に 位置づ け られ る 醜 内 ･ 東海 ･ 関束 の 代表 的な 前方

後 円墳の 墳形 を主 軸長 5 c m に そ ろ えて 比 較 した も の で あ る o 現在確罷 で きる 教科

か ら
､

可能な 限 り段築 ､ 墳頂 の 平 坦 面 を白 抜き で 表現 して い る ｡ 墳丘 長 が 1 0 0 m 以

下 ( 8 6 m ) の 紀伊 ･ 和 歌 山市車駕之 古拙 古墳 と ､ 他 の こ の 中で は愚も 新 しく 位置

づ け られ る 上 総 ･ 富津市内裏塚古墳を 除く と ､ 墳丘 は 三 段 築成で あ る o ま た ､

様 に 前方 部が発 達 し
､ 墳丘 規模が頂 点に 達する 段 階 の 各地 の 様相 に は ､ 王 陵級 の

墳形 に 見 られ る変化 が それ ぞれ の 背景に 応 じて 反 映され て い る o た と えば ､ 平面

形 態で は復 円部 と前方 部の 比 率が 全く 異な っ て 見 え る東国 の 例も ､ 面積 比 を比 較

す る と か なり 画
一

的 な 比 率 で 築造 され て い る こ と が うか が え る ｡

図 5 は 高柳銚 子 塚 と 同列 に 比 較で き る 主 な例に つ い て ､ 墳丘 全 体 ( 造 り 出 し を

除 く) と前 方部 の 面積 比 ､ お よ び 後 門部と 前方 部 の 面積比 を示 した も の で あ る ｡

常陸 ･

石 岡市舟 塚 山古墳 の ほ か は ､ 復 円部と前方部が ほ ぼ 1 : 1 の 比 率 ( 1 : 0
. 9

2 - 1 ･ 1 6) に 納 ま っ て い る ｡ こ れ を比 率 の 順 に 並 べ る と ､ 和泉 ･ 堺 市い たす け古墳

( 0 ･ 9 2) - 紀伊車態 之 古拙 古墳 ( 1 . 0 0) - 上総高柳銚 子 塚 古墳 ( 1
. 0 1) → 上 総内

裏塚 古墳 ( 1 ･ 0 2) - 毛野 ･ 太 田 市太 田 天 神山古墳 ( 1 ･ 1 5 5) - 遠江 ･

磐 田 市堂 山 古

墳 ( 1
･ 1 5 7) - 下総 ･ 香 取 郡 小 見川 町豊 浦大塚 山 古墳 1 , ( 1 . 1 6) 一 常陸舟塚 LU 古墳

( 1 ･ 3 2) と な る D 復 原 し た高柳銚 子壕 の 墳形 は ､ こ れ ら の 中で は 前方部 の 面積 比

が 小 さ い 方 に 属 し ､ 前 述 の よ う に も う少 し前 方部 が大 きく な る 可 能性 が 商 い ｡ し

か し ､ 同 じ地 域の 内裏塚 古 墳もま た 前方 部 の 面積 比 が 小 さ い 形 式 で あ り ､ こ の 墳

形 が 復原案 の 傍証 と して 最 も 有効 な資料で あ っ た o
こ れ ら の 面積比 は 必 ず し も 古

墳 の 前 後関係 を表 して い な い が ､ 地域 ごと の 比 較 で は 上総 の 高柳銚 子 煤 - 内裏壕 ､

常総 ( 下総北 部 ･ 常陸南部) の 豊 浦大 塚 山 - 舟塚 山と い う変遷 が見 られ ､ 後述 す
る 埴輪 の 前 後関係 を反 映 し て い る o

次 に ､ 復 円部径 に 対 す る 前方 部幅の 割合 を見 る と ､ 高柳銚 子塚 ( 1
.
0 8) → 下総

豊浦大濠 山古墳 ･ 常陸舟塚 山古墳 ･ 和 泉い た す け古墳 ( 1 . 1 0) 一 山城 ･

城陽 市 久

津川 車塚 ( 1 ･ 1 1) 一 毛野 ･ 藤 岡市白石 稲荷山 古墳 2 ,
( 1 ･ 1 0 - 1 . l l) - 毛野 ･

伊 勢
崎市お宮土 山古墳 ( 1 ･ 1 2) - 河 内 ･ 藤井 寺 市仲津 山古墳 ( 1 ･ 1 4) - 上総 内裏塚 古

墳 ( 1 ･ 1 5) - 和泉 ･ 堺 市 石 津丘 古墳 ( 1 ･ 1 6) - 遠江 堂 山古墳 ( 1 . 1 6) → 河 内 ･ 羽

曳 野市基山古 鄭 '
( 1 ･ 1 9 - 1 ･ 2 0) - 河 内 ･ 羽 曳野 市誉 田 ( 御願) 山古墳 ( 1

. 2 0)
→ 紀伊車駕之 音吐 古墳 ( 1 ･ 2 2) - 毛野太 田 天 神 山古墳 ( 1 ･ 2 6) の 順 に 大 き い

o

古市 ･ 百舌 鳥古墳群 の 王 陵級 の 古墳 で は
､ 仲津山 - 石 津丘 一 基 山 - 誉 田 山 の 順

に 前方 部幅 の 比率 が大 きく な っ て い る o 基 山 の 全 体の 形 態をみ る と ､ 段 の と り方
は 仲津山と ほ ぼ 一

致 して い る が ､ 仲津 山よ り前方 部最上 段 が短く なり ､ 誉 田 山 に

よ り 近 い 形 態に な っ て い る o また ､ 仲津山 は 前方部 の 開き ､ 復円部と の 比 率で は

石 津丘 に 近 い 形態で あ る が
､ 段 築の つ く り か た で は 百 舌鳥古墳群 で 次段 階に 位置

づけられ る 石 津丘 よ り 古市 古墳群 内で 後続す る基 山 に 類似 す る ｡ こ れ ら 4 古墳 の

墳 形 に み られ る 変遷 は ､ 出 土 して い る 埴輪 の 編 年 と 一

敦す る ｡
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い たすけ古墳は ､ 墳 丘 全 長 1 4 6 m と い う銚 子 塚 ･ 内裏塚 と 同規模 の 古墳と して 注

目 した ｡ つ ま り ､ 河 内 ･ 和 泉の 王 陵群の 中に あ っ て ､ こ の 規模 の 古墳 の 墳形 が ど

の ような形 式 で あ る の か と い う関心 か らで あ る ｡ 出土 した 埴輪 か ら推 定さ れ る 時

期 は
､ 誉田 山 に 最も近 く ､ 銚 子 塚 ･ 内裏塚 に 前後する と推 定され る ｡ 前方部の 面

積比 が小 さ い と い う点 で は 両古墳 に類似 して い る が ､ く び れ部 の 屈 曲が 弱 く ､ 折

方部最上段 が 短い 誉 田 山 に 類似 した 形態は ､ む しろ 毛野 の 太 田 天 神山 ･ お 笛土 山

古墳 に 近い ｡ 確 認 調査 に よ る 復原 案に 疑問は 多 い が ､ 同地 域の 白石稲 荷山 古墳が

そ の 影 響を受 けて い な い 墳形 で あ る こ とは 注 目さ れ る o

く び れ部 が 強くく び れ ､ 前方部 の 最上段 が長 い 下総 ･ 常陸 . 上 総の 4 古墳 の 墳

形 は
､ 仲津山 ､ あ る い は 石 津丘 な ど の 畿内の 大型 古墳 の 影 響 を受 けて い る 可能性

が 高 い
｡ しか し

､ 舟塚 山 の よ うに 前 方部最上段 の 毅郎が 長 大 な墳形 は 地域 的変容

を考慮 し なけれ ば な ら な い ｡ ま た ､ 内裏塚 に は三 段築威か ら 二 段 築成 - 変化 する

と い う 新た な段 階 の 墳 丘 構 造 が波及 して い る o 豊 浦大塚 山 ･ 舟塚 山 の 2 例 は ､ 川

西 編年 Ⅲ 期の 埴輪を有す る 伸津山 ･

石 津丘 と ほ ぼ 同時 期の 古墳で ､ 毛野 の 2 例 よ

り 早 い 時期に 畿内 の 影 響 を受 けて 成立 した 墳形 と 推定 され る ｡ 銚 子 塚 は
､ 舟塚 山

と ほ ぼ 同 じ 時期 に 新た な 畿 内型埴輪 をも っ て 築造 され た 古墳 で あ る と考 え られ ､

墳形 も直接畿 内の 影 響 を 受 けて 成 立 したも の と思 われ る o それ が 内寡塚 に 受 け継
が れ ､ 毛野 と は 異な る 形 式 に発 展 した も の で あろ う o た だ し

､ 銚 子 塚 の 段 階で は

他 地域 の 類例 か ら み て 3 段 築成 で あ っ た可 能 性 が 高い ｡

( 4 ) 石 棺

高柳銚 子塚 古墳 の 内部 施 設 の 構 造 を知 る唯
一

の 辛 が か り は ､ 復 円部残 丘 の 裾部
に 残 る 石 棺材 で あ る o こ の 石 棺材 に つ い て も

､ 椙 山氏 が 前 掲 の 文 献で 報告 され ､

｢ 長持 形 石 棺+ の 底 石 で あ る 可 能性 を指摘 され た ｡ そ の 後 1 5 年 間放置 され た 石

棺 材は ､ 風化 が 著 しく 新 た な ひ び割 れ も生 じて†
､ る た め

､ 改 め て 現 状で の 記 録 を

と っ て 報告す る こ と に し た o ま た ､ 今 回新 た に棺材 の 一

部 を発 見 した の で 合 わ せ

て 掲載 して い る o 石 材 は 平 行実理 の あ る細 粒砂 岩 で ､ 黄色 み が か っ た灰 白色( 土 色

帖7
･
5 Y 8 / 1) で あ る o 表 面 は 長年 の 風 雨 に よ っ て 緑 が か っ た薄茶色 に 変色 して い

る が ､ 新 し い 割れ 口 の 色 は か なり 白み が強 い
凸

①底 石 ( 図 6 )

こ の 石 棺材 が ､ 長 持 形 石 棺 の 底 石 で あ る とす れ ば
､ 小 口 の 短側 石 が 長側 石 に 挟

み 込まれ る 形 に 組 み 合 う よ うに 加 工 され て い る の が 通 例で あ る o 先 の 報告 で は ､

小 口 の 短 側 石 を受 け る部 分 が 溝状に な っ て い る も の の 風 雨 に さら され て 明 瞭 で は

な い と され ､ 小 口 の 組 み 合 わ せ に つ い て は 言 及 され て い な い
｡ 今 回 の 再 実測 に あ

た っ て は ､ こ の 点 を確認 す る の が 第
一

の 課題 で あ っ た ｡

底 石 の 現状 は
､ 片側 を小 口 方 向 に 切損 し ､ 残 る 小 口 も約 半 分 が 失 われ て い る ｡

前 回 の 報 告時 よ り さ ら に 風 化 が 進 ん だと 見 え ､ 底 石 本来 の 面 は 中央部 に わず か 6 . 5

-
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× 5 ,
5 c m の 範囲 に し か 残 っ て い な い o 小 口 に は短側 石 をは め込 むた めの 溝 を確認 で

きる が ､ 長側 石 を乗せ る 削り だ し の 段 は 小 口 の 内側 か ら先が風化 して 不 明瞭に な

り ､ 長側 石 が ど こ ま で 伸び て い た か判断 し難い
｡ しか し ､ 小 口 の 短側 石 を受 け る

滞が長側 石 の 位置 で 立 ち上 が っ て い る こ と は確認 で き る o 構の 立ち上 が り は 長側

石 に わず か に 食い 込む よう に 見え ､ 長側 石 に小 口 をはめ る寄りり込みが あ っ た可能

性もある o 小 r] 構 の 前面 に は長側 石 が 約1 0 c m は伸 び る 余地が あり ､ 長側 石 が 短側

石を挟み 込む 構造で あ っ た もの と 考える ｡

現存す る 主軸 加句の 長さiま1 3 7 . O c m ､ ､ 外側 の 最 大幅9 4 . 5 ｡ m
､

内 の り幅6 8 . 0 - 6 9 .

o c m で あ る o 石 材の 厚さ は ､ 1 5
. 5 - 2 3 . 5 c m o 長側 石 を乗 せ る仕 口 の 段 は ､ 左側 で幅

9 . 0 - 1 0 . 5 c m ､ 長さ1 2 3 c m 以 上 ､ 右側 は幅12 .
0 - 1 2 . 5 c m ､ 長 さ9 8 . 9 c m 以上で あ る Q

左 側 の 仕[ヨ幡は風 化 ･ 欠失 して 狭く な っ て い る可 能性が高 い ｡ 両側 と も風 化 に よ

っ て 段が低 く な っ て お り ､ 現状で は 1 . 5 - 2 . l c m し か ない o 中央部に 残 る 底 石 の 面

か ら復原す る と ､ 本 来 は 3 , 0 - 3 . 5 c m の 段で あ っ たと推定 され る ｡

小 口 の 構 は
､ 構 の 中央部 で 4 3 c m に わた っ て 残存 して い る ｡ 内側 は上 端5 1 . 8 c m ､

下端3 7
. 8 c m の 長 き に 残 り ､ 外 側 で は 上端3 8 . 2 c m

､ 下端3 3 . 6 c m で あ る ｡ 溝 の 幅は 上

端で 1 7 . 8 - 1 8 . 3 c m ､ 下端で 8 . 4 - 1 0 . 1 c m あ る ｡ 深 さ ( 高さ) は 内側 で 3 . 1 - 3 .
9 c m ､

外側で は わず か に 0 . 5 - 2 .
5 c m に な っ て い る o

②新た に 苑見 され た棺材片 ( 図 7 )

底 石 と 同 じ石 材 で あ る ｡ 厚 み は1 1 . 5 c m
､ 図上 で の 長 さ2 1 . O c m

､ 幅2 1 . 5 c m で
､ 側

面 に は 液状 の 凹部 が つ く り 出され て い る o 図の 上 面 は ､ 器面 がや や風化す る も の

の 平滑 に 加 工 され て い る こ と が分 かる ｡ 下面 に は 手 斧 か タ ガネ の 痕が 見 られ ､ 面

は粗く 削 り っ ば な しで あ る ｡

側 面 の 凹部 が こ の 部 材 の 位置を推 定す る 辛 が か りで あり ､ 蓋 を受 け る長 側 石 の

ほ ぞ ､ ある い は 小 口 石 の 蓋 受けと も考え られ る ｡ 底 石 に残 る小 口 石 受 け部の 幅は1

7 c m 以 上 あ り ､ こ の 石 材 の 厚 み で は 合 わ な い
｡ 底 石 の 長側 石 受け部 の 幅 は1 0 ･ 0 - 1 2 ･

5 c m で
､

こ の 部材 の 厚み と ほ ぼ 一

致す る こ と か ら長側 石 の
一

部で ある と考 えられ る ｡

③石棺 の 形式

こ の 石 棺材 は1 9 8 0 年 に 発 表 さ れて 以来 ､
｢ 長持 形 石 棺に類 似し た石 棺を め ざし

た 例+ ( 間壁 1 9 9 4) あ る い は ｢ 長 持形 石 棺と 共通す る要 素をも つ 組 み合 わせ 式

石 棺+ ( 白石 ほ か 1 9 8 4) と して 扱われ て き たo 確か に ､ 典型 的な長 持形 石 棺の

底 石 に 通有な縄掛 け突起 が なく ､ 小 口 の 組 み 合 わせ が 今ひ と つ 明 瞭で は なか っ た

た め ､ そ の よ う な評価 に な っ たも の と 考 えられ る o 今回の 再 実測と新発見 の 石 棺

材 を追加 して も ､
こ れ を長 持形 石 棺と し て位置 づ ける に は

､
まだ多く の 要 素を欠

い て い る こ と は 否 め な い ｡ そ こ で
､

石 棺以外 の 要素も含め た 畿内 の 中心勢力 と の

関係 ､
あ る い は 東 国 の 長 持 形 石 棺 の あり 方 ､

さら に他 の 地域の 長持 形石 棺の 特色

と い っ た視点か ら検討 し て み た い ｡

- 13 3 -
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上記 の よ う に
､ 高柳銚 子 塚 の 墳形 は 中期畿内型前方後円墳の 系欝上 に復 原 され ､

しか も罪総の 中期 を代表す る 古墳 の ひ と つ と して 県内最大級 の 規模をも つ こ とが

わか っ た ｡ そ れ自体が すで に 畿内 の 王 と の 関係を ぬき には あり えな い こ と で あ る o

中期 の 王 陵の 棺で あ っ た 長 持形 石棺を志向 した こ とは想像 に かたく な い ｡ 問題 は

そ の 取 り 入れ 方で あ る ｡ 衆国 で は ､ 典型 的な長 持形 石 棺は 毛野 の 太 田 天神 山古墳

とお 富士 山古墳に 限 られ る ｡ 太田天 神 山古墳は ､ 墳丘 主軸長2 1 0 m に お よ ぶ東国最

大 の 前方後円 墳で あり ､ 前述 の ように 中期畿内 の 定型化 した 巨大 前方後円墳 にき

わ め て 類似 した墳形 をも つ
｡
･ お宮土 山古墳はそ の 系列 に あ る1 0 0 m ク ラ ス の 前方後

円墳で ､ 国 立歴
.
史民 俗博物館に よ る調査 に よ っ て 長持 形石 棺の 全容が報告 され て

い る ｡ それ は 敵内 の 中心 部で 用 い られ た竜山石 の 典型 的な長 持形石 棺と 同様 の も

の で ､ 使潤 して い る砂 岩 の 色 調ま で 恵 山石 ( 全体と して 淡い 黄色) に 叛似する と

い う ., こ こ ま で擬 似す る と ､ 畿内か ら石 棺作り の 工 人まで 招 - い する よ う な親療

な関係 を級内の 中 心勢力 と の 間 に も っ て い た被葬者像が浮 か ん で く る 0

そ の 他の 長 持形 石 棺 に類似 した組み 合わせ 式 石 棺とされ て い る もの に は ､ 陸奥

･ 宮城県名 取 市経 の 唐 音墳 ･ 豊浦大塚 山古墳 ､ そ して 本例が あり
､

わずか 3 例に

す ぎな い o 経 の 塚 の 例 は 粘板 岩製 とされ る 6 枚 の 板石 で 構成 され ､ 蓋 と 長 側 の 両

端 に縄 掛 け突起 が ある ｡

塵 浦 大塚 山 の 例 ( 図 8 ) は ､ 通称筑 波石 と 呼ば れる 片岩 製の 3 枚の 棺材が 墳丘

に 残 る Q こ の 棺材 に つ い て は ､ 安藤鴻基 氏 ほ か に よら て 実測
･

報告が 行 われ て い

る ( 安藤 ほ か 1 9 7 8) o 石 材 は風化 し にく い 反 面 ､ か なり 硬 い 石 で あ る o 図 8 -

1 は 長側 石 と 見られ ､ 小 口 に短側 石 を受け る溝が あり ､ 端部 に は ( おそ らく) 両

端 を丸 く映 っ て縄 掛 け突起 を意 図 した加 工 が見 られ る ｡ 短側 石 を受 け る溝 は 幅 が

非常に 狭く ､ 上 端で 7 c m 前後 ､ 下端 は 3 - 5 c m しか な い
｡ 溝の 断面 は 半円形 ､ 深

さは2 . 5 - 1 . 5 c m で あ る ｡ こ れ に 組 み 合 う短側 石 は ､ 久捧川車塚 の 例 の よ う に ほ ぞ

状 の 凸部をも つ も の で な い と安定 した組み 合わせ が で き な い と考 え られ る D 2 は

断面 が わず か に 滞鉾型 に 膨 らん で 見 える が ､ 端部を欠 い て お り ､ 蓋石 か 長側 石 か

判断 し難 い ｡ 凸面 側 は 平 滑で 丁 寧 に加 工 され て お り
､ 蓋 石 の 可 能性 が 高 い の で は

な い か と思 われ る ｡ 3 は 底 石 で あ る ｡ 長側 石 が短側 石 を挟み 込ん で 組 み 合う こ と

が 明瞭 に わか る ｡ 短側 石 を受ける 溝は 1 よ り も さら に狭く ､
上端で 4 . 5 c m

､ 下端 で

は 3 . 0 - 3 . 3 c m に な っ て お り
､

上 記 の ように 3 辺 に ほ ぞをも つ 久津川 車塚 例 の よ う

な短 側 石 を想定 し な けれ ば ならな い と考え る o 報 告 の 図で は 小 口 に 方形 の 高ま り

を削 り 出 して い る よう に な っ て い る が
､

短 側 石 を受ける 溝の 底は 長側 を受 ける 面

よ り 2 c m 高く
､

長側 石 を 受 け る面 は ま っ す ぐ小 口 に突き抜 けて つ く り 出され て い

る o 露 出 して い る 小 口 端 面 は 欠損 して お り ､
1 の よ うな縄 掛け突起 状 の 加 工 が あ

っ た 可 能性 も あ り ､ ･ 土中に 埋 ま っ て い る も う
一

方 の 端面 を掘 り 出せ ば ､ そ の 有無

が 判明する で あ ろう ｡ こ の 豊 浦大 塚 山 の 例 は ､ 加 工 しにく い 片岩 の 板 石 を使用 し

て い る と い う 制約 を考 え る と
､ 長 持形 石 棺 の 要素をか なり 満た して い る例 で あり

､
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-



30 b h
1 0 2 0

.
i

図 1 0 高柳銚 子塚 古墳 の 円 簡 埴輪

. v p
” t d d ＋ v 叫 J

L

J
也 _ -

I
.

-
←
L'

･
- ･･ ノ ー･～ 一 ふ

れ

I

.
”

-. ～ ･
一

汁
P 州 ■

-
q } 一

…

感 ,
i

御 中 佃 - r
･ W

y

声7, P
･

y ) ,y L J i i
･
.'
,
一 顧 感 知 1

'

Y

～

4 g盛壷
h ･ 棚 ■ 世 事

､

瀞 技 T 2

&

･3
JJ

2 1

蜘 棚 卸丸山 如& l 叫

& &
?

a

丸 ､ ･
シ _ . - ■ } 赫

-

J =.
L T

｡ 竜 野B
,

7

組
2 2

. 澗 ≡慧ユー

■ ■■- ■-
ヽ

●
～◆● ■■■● _ _ ● ■- ■■.-･ ■一 ■.一

23

宗 芯 コご: ニ芋ニ軍 ニコ= = ニ

癖

萄蒜驚
2 6

” m 2 0 即

i. ⊥こJ . _ i - q L = L エ

ー
J

r

.._
【

.._
i

.
i _

A
_ 仙 こ こ ニIL こ ニニ 二 ニ こ

ー
ニこニ 二+

■
●一 ヽ - ■- I -

● 川 - .一 - ■■､ ■■■ ■■●一･H

琶 艶
' A l

l 号 ≡寺重訂
- I

ヽ h.L

～7

･ - - -

すh I (
.
･L･･ 叫 一

･ ･ -
･ 一

:
ル ー - ㈹ ･

I. I - - I
- 一

- ～ , ･ ･ ･ - ･ - -
～ _ _

_
_ ー _

_
. I

. .チ -

･･ 叶 p q 仰 ･ - ● ー - ヽ T ヽ
㈹ f r5q ?I

- ･ 伽
ナ

.
観 賓

2 8

で軌 噂 芦
7 W

鶴
r 一 山 → 伽 r I - . - - - I . . - J ･

.
- J 4r t

′r 仙
一

･ヽ } ･ 叫 小 ■ イh A ～
l
N l ＋

ヱ
ヽ

芦 弘 一 け 一 一 一 - i
岩

_

D
柑

刀
24

読

研
一 】 - -

- 一 柳

H
6

■

】8

i
H

.

'

5

# o

野

a

) ･' .I

図 1 1 高柳 銚 子 塚 古 墳 ･ 内裏 塚古 墳 出 土 埴 輪 ( 1 - 2 5 銚 子 軌 2 6 - 3 0 内 裏 塚)

- 1 36 -



典型的 なモ デ ル を想 定 し て つ く られ て い る の で は な い だろうか ｡ こ の 石材 は ､ こ

の 後 ､ 箱型 の 組み 合わ せ 武石 棺 ･ 横穴 式石 室 の 素材と して 常総地域で 最も 広く 用

い られ た石 で あ り ､ 塵浦大塚 山例は地 域独自の 素材 を用 い た長持形石 棺で ある と

考える o

- 方 ､ 高柳 銚子 塚 の 周辺 で は ､ 同 じ小橋川 左岸 の 海岸平 野 に 2 k m ほ ど離れ て 立

地 し ､ 金銅魁眉 庇付 き 固 を出 土 した こ とで 有名 な祇園大塚 山古墳 ( 全 長1 0 0 m ク ラ

ス の 前 方後 円墳) が あ り ､ 1 8 9 1 ( 明治2 4) 年 に 宮内省によ っ て 作成され た ｢ 発 療

古器物政 綱番+ に 付 随する ｢ 日 本考古図譜解説 ･ 抜粋+ の なか に ､ 石 棺 の 絵図

( 図 9 ) が あ る 缶 図 で は は っ き り しな い が ､ 解説 に厚 さ2 4 c m ほ どの 底石 が あ ると

審か れ て お り ､ 6 枚 の 板石 を組み 合わせ た石 棺で ある こ とが わか る ｡ 小 口 は 短側

石 が挟み 込 ま れ る構 造で ､ 長側 石 底 面 の 小 口 付近 に は両側 と も丸 い 映り が あ る o

ま た盤 石 の 両小 口 付近 に も 同 じ様な半円 形 の 映り が あり ､ 豊浦大塚 山の 例 の よ う

に 網掛 け発起 を蘭織 した 映り の 可能性 があ る ｡ 記載 に よる と ､ 蓋石 の 幅は 約9 1 c m ､

長 さ約1 9 7 c m ､ 塵さ約 3 3 8 k g ､ 短側 石 は幅約8 5 c m ､ 高 さ約9 1 c m と な っ て い る o 祇園

大塚 山古墳は 上 記 の 簡 の ほ か 銀 匙長型 茸飾 ･ 画文 帯四仏四獣鏡 ･ 金銅製撞 甲な ど

の 副葬品が あ り ､
B 種 ヨ コ ハ ケの 二 次調整 をも つ 円筒埴輪 ､ 須恵器大 型

H

も含 め

て 5 世 紀中英に 位 置づ け られ る ( 白井 1 9 8 7) o 高柳銚子 塚 より 2 世 代 あと の 地

域首長 基で あ る と考 え られ ､ 石 棺の 形 式も 踏襲され たも の と思 われ る ｡ しか し
､

石 材 に 付 い て は
､ 石 棺絵図 の 脇 に ｢ 膏色石 ニ シ テ 木目 ア リ+ と書か れ て お り ､

高柳銚 子塚 の 石 棺材 と は異 なる ｡ お そ らく ､ 内裏塚 古墳群 の 主墳を は じ め ､ 上 総

南部 の 埋葬施 設 に 広く 使 われ て い る 膏灰 色 の 凝灰 質砂 泥岩 で は な い か と 思 われ る

が
､ 長 さ 2 m の 大 き さ で は 横穴式 石 室 の 天 井 石 と して 使 われ て い る例 が あ る も の

の 絵図 の よ う な均 - な厚 さに加 工 した 例は 見 当た らな い D

祇 園 大塚 山 の 例 は と も かく ､ 豊浦大 塚山 ･ 高柳銚 子 塚 の 2 例 は ､ 畿 内王 権の 棺

で あ る 長持 形 石 棺 を意 図 して 製作され た こ と は 明 らか で ､ そ れぞ れ長持 形 石 棺の

- 類 型 で あ る と 考え る o ただ し ､ 毛野 の よ う に 直接畿 内 の 石 棺作り 工 人が 関与 す

る に は 至 ら なか っ たた め ､ 典型 的 な長 持形 石 棺に は な らなか っ たの で あろ う ｡ 房

総 の 例 の よう に 在 地 の 石材 で 長持形 石 棺の 類型 を製 作 した例 は
､ 出雲

､
丹後 ､ 備

中 ､ 安芸 ､ 周 防に も見 られ ､ 中央と の つ な がり の 強 さを棺の 形式 で表 わそ うと- し

た地 方有力 首長 の 存在が う か が える o

( 5 ) 円筒埴 輪

円筒 埴輪 の 分析 は ､
川 西 宏幸氏 に よ っ て 示 され た 5 型 式Ⅰ 期 - Ⅴ期 に 分 けた編

年案が そ の 後の 研 究 の 基 礎 に な っ て い る と い え る ｡ こ こ で は ､ 川 西 氏 の 研 究 を基

に
､ 中期円筒埴輪展 開 の 中心 地 で ある 古市 ･ 百舌 鳥古 墳群の 埴 輪を段 階的 な変化

に よ っ て 細分 ･ 編 年 す る 考えを示 した - 瀬和 夫 ､
上 田 睦氏 の 研 究 に従 っ て 整 理 し

た い ｡

現 在確 認 で き る 高柳銚 子 塚 古墳 ( 以 下高柳銚 子 塚) の 埴 輪は ､ 採集 され た破 片

- 13 7
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資料に 限られ る ｡ 明 らか に 形 象埴輪と 推定で き る資料は なく ､ ほ とん どが 円筒 ､

ある い は朝顔型 円筒埴輪 の 破片と 考え られ る . こ こ に 掲赦 し た2 5 点 の う ち図 1. 0 -

3 I 4 ､ 図1 1 - 5 ･ 8 ･ 1 2 - 1 6 ･ 2 0 ･ 25 は県立 上総博物館収蔵資料 と して 現 在芝

山町立芝 山古墳 ･ 埴輪博物館で 展 示 され て い る o 他 の 資料 は 地元 採 廉 晶で あ る o

なお ､ 比較資料と し て 内裏塚古墳 の 資料の
一

部 ( 図1 1
-

2 6 - 3 0) を示 した o 愚も

遺存の 良い 図1 0
-

3 か ら推 定す る と ､ 円筒埴輪 の 形状 は 3 灸 4 段 ､ 高 さは タ ガ間

の 1 6 . 6 c m か ら復原 し て 6 6 c m 前後 に な る と考え られ る o 最大径 の 復原 値は 図1 0 - 2

で 3 4 ･ O c m
､

3 で 3 1 ･ 1 c m
､

4 で 3 0 ･ O c m で あ る ｡ ま た ､ 1 の 口 径 復原催 は 3 0 . 2 c m で あ

つ た｡ 重体に薄手 の つ く り で
､

タ ガ は それ ほ ど高く な い が ､ 稜線 が明 瞭で 幡が 狭

く ､ て い ね い に仕上 げられ て い る o 以 下 ､ 細部 の 特徴 に つ い て 検討す る ｡

① 口 縁部

口 綾部 の 形 態 は ､ 外 反 して 端部 に 面 をも つ も の で あ る ｡ 端 部に は ナ デ に よ る 凹

部 が あり ､ 次 の 2 種 に分 か れ る ｡

( A ) 外側 を つ ま み 上 げ て 面 に 凹部 をも つ も の ｡

( ち) 内側 を つ ま み 上 げ て 内側 に も凹部を つ く り だ したも の
｡

外反 の 形状 に は ､ 直線 的 に 立 ち 上 が っ て 端 部近 く で 急 に外 反す る も の と 比 較的

緩や か に外 反す る も の が あ る ｡ また
､

比 較資料 で 示 した.内寡塚 古墳 ( 以 下 内轟

塚) 例 の 口 縁部 は ､ 外 反 して 端 部に 面 をも つ が
､ 凹 部を つ く り だ して い な い o

また ､ 銚 子 塚 の も の よ り 概 して 厚 手 で ある ｡

古 市 ･ 百舌 鳥 古墳群 で は ､
｢ く+ の 字状 の も の か ら端 部 を肥 厚 さ せ ､ 外 面 に

面 をも つ も の ､ 直立 した も の - 変化す る傾 向が 確認 され ､ 以 下 の よ うに 分類 さ

れ て い る ｡

Ⅰ類 逆 ｢ く+ の 字 状 に な り
､ 端 部 を つ ま み 上 げ る も の

｡

Ⅱ類 直立気 味に 立 ち 上 が り ､

( a ) 端 部を 肥厚 させ る も の ｡

( b ) 端 部を肥 厚 させ ､ 外 面 に 面 をも つ も の D ( Ⅰ類 の 退化)

Ⅲ類 外反 して 端 部 に 面 をも つ も の o

Ⅳ 類 直 立 して 端 部 を撫 で る だ けで 終 わる も の
｡

Ⅴ類 端部 に 突帯を付加 す る も の o

高柳銚子壕 の 資料は ､
Ⅰ類 の よ う に 逆 ｢ く+ の 字状 に 屈 曲 しな い も の の ､ 端 部

近 く で 急に 外反 し端 部を つ ま み 上 げる 手 法 は Ⅰ類 の 要 素と合致す る o こ れ に 対 し
､

内裏塚 の 資料 は ､
つ ま み 上 げが 見 られ な い Ⅲ 類に 分類で き る ｡

②タ ガ

タ ガ の 断 面形 に は
､ 台 形 と M 字形 が あ る o 台形 の も の は 整 っ た つ く り で 突 出度

は 中程度
､

上 下の 稜線 が 明 瞭 に つ く り 出され ､ 比 較的 幅が 狭 い
｡

( A ) 上辺 を つ ま ん で 突 出 させ た も の

- 13 8 -



( B ) 端 面が ほ ぼ平滑 に な で られ たも の

がある 日

M 字形の も の は 比較的高く ､ 凹 郎の 浅い 形態で Ⅰ より幅が広 い
o

内遊塚 の 例 に は ､ 銚 子 塚 で 見 られる 台形 ･ M 宰形 の 他 に 以下 の 形態が見 られ る ｡

Ⅰ . 突出魔の 商 い 台形 ､ あ る い は長方形 ｡

( a ) 上辺 を つ ま む も の ( 図1 1 - 2 6 ･ 2 9)

( b ) 下辺 を つ ま むも の ( 図1 1 - 2 8)

Ⅱ . 商 い 三角 形 o

また ､ 内幕塚 の 断面 台形 の 例は ､ 博さ が中程度 の もの が主体を成すと考え られ

る が
､ 低い 台 形 の も の も 見 られ る o 前掲の 古市 ･ 百 舌鳥古墳群の 分類で は ､ 時期

が 下る ほ ど突出度が低く な る 傾向が あ る こ と ､ ナ デ の た め 上辺 が突出 して い る も

の か ら ､ 創世状 -
･A

- , M 寧状 - 三角形 - と退 化する こ とを確蒸 した上で
､

1 類 衆出 して 上辺 を つ まむ もの o

2 類 断 面台形 ｡

3 類 断 面 M 字形 ｡

4 類 断面 三角 形 o

5 額 轍郡 に 押圧 を施 し て い る も の Q

6 類 断統ナ ヂ を施 すも の ｡

7 類 断線ナ デ の 後 ､ 押圧 を施 す も の
｡

に 分類 し て い る ｡
こ れ に よ る と ､ 高柳銚 子 塚 の 資料は 2 類 と 3 類 に該当 し

､
2 類

の 断面台形 の も の は 上 辺 を つ ま む と い う 1 類の 要素をも つ ｡ 内裏塚 の 資料 に は ､

多様 な要 素が含まれ ､
1 類 ･ 2 類 ･ 3 類 ･ 4 類 を確認 でき る ｡

③ ス カ シ

こ の 時期 の 円筒埴輪で は ､ 円 形 以外 の ス カ シ は ほ とん ど見られ な い
｡ 高柳銚 子

塚例の ス カ シ は ､ 2 段 目と 3 段 目 に確認 で き る o 基 本的 に は 円形で あ る が ､ 形 態

は 隅丸方 形 に 近 い o そ の 配 置を確認 で き る例 は 1 例 ( 図1 0 - 2 ) に 限 られ ､ 上 下

段 の ス カ シ が ほ ぼ 同 じと こ ろ に 配 置されて い る o

ス カ シ の 位置を 見 る と ､ ダ ガ 間 の か なり 上方に 片寄 っ て お り ､ 図1 0
-

3 で 見 る

と ス カ シ の 上線は 上 の タ ガ 下辺 か らお よ そ 1 . 3 c m の 位置に あ る の に 対 し ､ 下線 は下

の タ ガ 上辺 か ら9 . 3 c m 上 に あ る ｡
こ れ は ､

ス カ シ の 直径 が タ ガ 間 の 高さ に 比 べ て′J､

さ い こ と に 拠 る o
ス カ シ の 径 は5 ･ 1 - 5 ･ 2 c m と推 定 され る o

こ れ ら の ス カ シ に 見 ら

れ る 特徴は ､ Ⅱ
･ Ⅲ 期 に 見 られ る も の で ､ 多条の 大型 品が 増える 前 の 要素 の ひ と

つ で あ ろう｡

④外 面調整

外 面調整 の 分類 と編年 は ､ 川西 氏 の 研 究 を基 に 古 市古墳群の 埴輪を段階的 な変

化 に よ っ て 細 分 ･ 編 年 す る 考えが示 され て い る (
-

瀬 1 9 9 4 ､ 上 田 1 9 9 4 ほ

- 1 39
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か) o こ こ で は ､ 上 田氏 の 整 理 に 準 じ て以 下 の よう に識別 した o

A 種 ヨ コ ハ ケ 断続的 な ヨ コ ハ ケ ｡ ヨ コ ハ ケ 同士 の 切り合 い が あ る ｡

B 種 ヨ コ ハ ケ 連統的な ヨ コ ハ ケ o 静止 痕が認 め られ る

B a 種 タガ 間 を 2 回 以上 工 具 をあ て ､ 断統的 な ヨ コ ハ ケ を施 す ｡

B b 種 ･ タ ガ 間 を 2 回 以上 工 具 をあ て ､
ヨ コ ハ ケ を施す ｡ 上 下 間 の 切 り 合

い が ある ｡

B c 種 タ ガ 間 を 1 つ の 工 具 で ( タ ガ幅の 施 紋具 を 1 回 あて て) ヨ コ ハ ケ

を施 す ｡ 静止 痕 は 垂 直｡

B d 種 B c 種 同様 一

つ の 工 具 で ヨ コ ハ ケ を施す o 静 止 痕 が 傾 く o ( タ ガ

幅に 合わ な い 施 紋具)

C 種 ヨ コ ハ ケ 連 統的 な ヨ コ ハ ケ ｡

C a 種 長 い ス ト ロ
ー

ク で ヨ コ ハ ケ を施 す ｡ 静止 痕少 な い o

C b 種 ロ ク ロ 引 き の ヨ コ ハ ケ o 静止 痕 な しo ( 川 西 編 年の C 穫)

また ､ 二 次 調整 の ヨ コ ハ ケ の 段 階的 な変遷 に つ い て は ､ そ の 主 体が A 種 か ら B

種 に なり ､ B 種 は 個体 に よ っ て 不 定型 なも の ( 一 部 に 施 すも の や ､ 2 回 以 上 の 工

程 に よ っ て 施 すも の な ど) か ら定型 化 した B 種 ヨ コ - ケ ( タ ガ 間 1 回 の 幅 の 広 い

工 具 を用 い た も の) を施す も の が 出現 し
､ さら に 能 率的 な施 紋 法 と して 静止 痕が

斜 め に な っ た も の - 変 化す る と い う変遷 が 指摘され て お り ､ こ れ に 基 づ い て 検討

す る こ と に した い ｡

高柳銚 子 塚 の 資料 は ､
ヨ コ ハ ケ に よ る 二 次調整 が 主 体で あ る ｡ ヨ コ ハ ケ の 二 次

調 整 は
､ 図1 卜 2 1 ･ 2 2 ･ 2 3 の よ う に 最下段 で も行 われ て い る が

､ 図1 0 -

3 で は 最

下段 に は 見られ な い
o 2 段 目 ･ 3 段 目 と 3 顔憎 ･ 最 上 劇 こ ヨ コ ハ ケ ニ 次調整 が 施

され て い る 例 があ る こ と か ら ､ 最上 段 か ら最 下段 まで ヨ コ ハ ケ ニ 次調 整 を お こ な

つ た も の と最下 段 の み タ テ - ケ
ー

次 調整 で 終 わ ら せ た も の が あ る と推 定 され る o

ヨ コ ハ ケ に は B b
､ B d ､ C a 種 が 認 め られ

､ 半 面 が 剥 離 して い る た め に B a か

B b か 判 断 しか ね る も の も あ る o ま た
､ タ ガ間 が 遺 存す る 資料が 極 め て 少 な い た

め B c 種 の 確 認 がで き なか っ た o 過 去 に 紹介され て い た資料 ( 築比 地 1 9 8 2) が

B b 種 主体 ( 図1 0 - 3 ･ 4 ､ 図1 卜 1 3 ･ 2 5) で あ っ たた め B 種 が 主 体で あ る か の

印 象が 強か っ た が
､

ス ト ロ
ー

ク が 長 く 静止 痕 が 少 な い C a 種 が B b 種 と ほ ぼ 同 率

で 見 られ る o 図1 0 の 遣存 の 良 い 4 点 が C a 種 ( 1 ･ 2 ) と B b 種 ( 3 1 4 ) に 分

か れ る の が 全 体の 傾向 を示 して い る と い え る o B d 種 と した も の は 図1 卜 2 1 に 示
し た底部 で ある o なお ､

C a 種 に つ い て は
､ 定型化 以前の C 種 と し て 扱 っ た が ､

A 種 の 変容形 と して 古段 階か ら継続す る 調整 技 法 で あ る と見 られ ､ む しろ A 種 に

含 め る 方 が 適切 で は な い か と思 われ る ｡

⑤底 部 の 調 整

こ の 場合の 調整 は ､ 川 西編 年 で Ⅴ 期 の 要 素と して 抽出され た ｢ 底 部調 整+ と は

区 別 さ れ たも の で
､

Ⅲ ･ Ⅳ 期 の 埴 輪に 見 られ る 底 部 端 内外 面 の - ケ ･ ナ デ ･ ケ ズ

-
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リに よ る底部 の 整 形 技
'

法 を指 して い る ｡ 高柳銚 子塚 で は ､ 内面 の ケズ リ ( 図1 1 - 2

1 ･ 2 2) ､ 外 面 の ナ デ ( 同 図2 5) ､ 内面 の ナデ ( 同 図2 3 - 2 5) が見 られ る ｡

⑥焼成 ･ 色調 ･ 胎 土

い わ ゆ る 黒 斑 は 見 られ な い
｡ 硬 質の 製品とやや 軟質の も の が ある が ､ 総 じて 焼

き しま り は よ い ｡ 脊索で 焼 かれ た 製品 で あ る と考え る ｡ 高柳銚 子 壕の 埴 輪を最も

特徴づ けて い る と 思 われ る の は ､ 非常に 赤味の 強 い 色 調 で あ る ｡ い わゆ る 赤褐色

に発色 す る o 図示 し た2 5 点 の うち ､
1 8 点が こ の 色調 をも つ

o 残 り の 7 点 ( 図1 1 -

5 I 8
･ 1 2 ･ 1 6 ･ 1 9 ･ 2 1 ･ 2 4) は 明 る い 棲色 で あ る ｡ こ れ らは ､ 胎 土も若干 異な

り . 赤褐 色の 埴輪 の 胎 土 に は ､ 細か い 砂粒が多く 含ま れ ､ 1 ん 2 m m 大 の 乳 白色 の

砂 粒が目 立 つ
｡ 撤密で き め細か い 質感 で あ る ｡ 樫色 の も の は 前者に 比 べ る とや や

粒 の 大き い 砂 粒 を多塵 に 含 ん で い る ｡

赤味の 強 い 色 調 は ､

-

見赤彩され て い る た め か とも見 え る が ､ 塗彩 の 痕 は なく ､

焼成 に よ っ て 発 色 した も の と考え られ る ｡ また ､ 赤 色部 分は 表面 に 限 られ ､ 風化

して 表 面 が 剥 離 し たと こ ろで は檀色 の 地肌 が見 える ( a ) ｡ さ らに 中心 部 は 黒 み

の 強 い 灰 赤 色 で ､ か なり硬 質で ある ｡ 地肌全体が硬 質 な暗灰 赤色 に 焼き 上 が っ た

も の ( b ) も少 なく な い o ( a ) の 表 面 の 赤 色部分 は 脆く ､ 傷 つ きやす い た め 口

線輪 部や タ ガ で は 特に 剥離 した箇所 が多い
｡

こ の こ と か ら ､ 表 面 に化粧 土 を塗 っ

て 赤く 発 色 させ た の で は な い か と も 見 られ たが
､ 本来 は ( ち) の よう に全 体 に硬

質 で 表 面 が赤 く発 色 す る 製品 を意 図 した も の と 思 わ れ る ｡
こ れ は ､ 誉 田 山 古墳な

ど古市古墳群 の 王 陵赦 の 埴輪に 見 られ る 特徴の ひ と つ で あり ､ 色調 に も畿 内 中枢

部 の 製品 を志 向 した こ と が う か が われ る ｡ なお ､ 遠江 堂 山古墳 ･ お 富 士 山古墳 の

円筒埴輪は 赤 彩され て い る ｡

内裏塚 の 埴輪も表 面 は 赤 味 の 強 い 樺色 で あ る が
､ 高柳銚 子塚 の もの に 比 べ る と ､

は る か に 赤 味が 弱く 淡 い 色 調 で ある ｡ 胎 土 に は 4 - 5 m m 大 の ′J ､ 石 を含む 多量 の 砂

粒 が含 まれ ､ 高柳銚 子 塚 の 檀 色系 の も の と比 べ て も粒子 が 粗 い こ と が識 別 で き る ｡

蛍 光Ⅹ 線分析 で は 両古 墳の 埴輪胎 土 の 主要 因子 が ほ ぼ 同 じ領域に 分布す る こ と か

ら
､

同 じ地域の 土で つ く ら れて い る こ と が示唆され て い る ( 三 辻 1 9 9 4) が
､ 浪

和材 ､ 焼成方 法 ( 発 色方 法) に 差異が ある こ と は 明 らか で ある ｡ 赤 の 発色 に こ だ

わ っ て 胎 土 も厳選 した と見 られ る 高柳銚 子塚 の 埴輪 に 畿 内 の 手本に 忠実な首相の

手 法 を読み と る こ とが で き る ｡

また
､ 房 総 で 唯

一

明ら か に な っ て い る中期 の 埴輪窯 ､ 畑沢埴輪窯跡 が 木 更津市

内に 所 在 した こ とに も 注 目す る 必 要 が ある ｡ こ の 窯跡の 製品に つ い て は ､ 萩原 恭

一

氏 が 整理 と 分析 を行 っ て い る ( 萩原 1 9 9 4) ｡ 畑 沢窯跡の 製品 は ､ 蛍 光Ⅹ 線に

ょ る胎 士分析で 高柳銚 子 塚 ･ 内裏塚 と 同 じ領 域に 因子 をも つ こ と が 指摘 さ れて い

る が
､ 円筒埴 輪の 型 式や 色 調

･ 質感 が 内裏塚 古墳 の 埴輪に極 め て 近 い こ とが 判明

し
､ 畑 沢窯が そ の 供 給 窯の ひ と つ で あ っ た こ と が推 定 された ｡

こ こ で は ､ 内裏塚

の B 種 ヨ コ ハ ケ ニ 次調 整 の 資料 を用 い た が
､

内裏塚 ･ 畑 沢 の 円筒全 体 の 傾 向で は
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B 種 ヨ コ ハ ケ は極 め て 少 数 で ､ ニ 次タ テ ハ ケが 一

般的で あ る こ とが報告 され た o

こ の 点で は内轟塚 の 埴輪 が高柳銚 子塚 より古相の 要素をも つ ようで あ るが ､ 内裏

塚で は各種 の ヨ コ ハ ケ が み られ る こ と ･ 厚手の つ く り
･

多種 多様な形 象埴輪 をも

つ 点か ら商柳銚 子 塚 古墳 の 埴輪が先行 す ると考え る o

以上 の 所 見 か ら高柳銚 子 塚 の 円筒埴輪を位置づ ける ならば ､ 器壁 の 薄 い
､ 硬 質

な つ く り の 脊索焼成 の 製品 で ある こ と はⅣ 期の 埴輪と して と らえられ る 要 素で あ

る ｡ し か し ､ 口縁 端 部 を つ ま み上 げる形態 ､ タ ガは 幅が狭 く整 っ た台形 を主体と

し ､ 上 辺 を つ ま む もの が あ る 点は Ⅲ期 - つ なが る 要素で あ る o タガ の 断 面形 に M

字が 加 わ り
､ 外 面 調 整は ヨ コ ハ ケ ニ 次が主流で定型 化 以前の B 種 ( B b ) とや は

り定型 化 以前の C 穫 ( C a ) が中心で あ る が
､ 定型化 した B 種 ( B d ) も 出現 し

て い る 点はⅣ 期 に 入 っ て 見 られ る ｡ こ れ ら の 点か ら高柳銚 子 塚 の 円筒埴輪を Ⅳ期

の 初頭 に位置づ け た い
｡

( 6 ) 石 製模 造品

① ｢ 長州 塚+ の 石 製品

1 9 1 9 ( 大 正 8 ) 年 1 2 月 刊 行 の 『帝塞博物館 紀要 -

』 に 掲載された 高橋健 自著

｢ 古墳発見 の 石 製模 造器 具 の 研 究+ に ､ 木更津付 近 出土の ｢ 有紋刀 子 ･ 鏡 ･ 斧 ･

鎌 の 石 製品+ の あ る こ と が紹 介されて い る ｡ そ の 後 ､ 1 9 2 5 ( 大正 1 4) 年 森本六爾

が 『古代文 化研 究』 第 2 号 に ｢ 直弧 紋 を有する 石 製刀 子+ と題 して 長州 家 出 土 の

滑 石製刀 子 を紹介 して い る o こ の 長州塚 が 現在 の 高柳銚子 塚 古墳を指 して い る の

で は な い か と い う指摘 は ､ 前掲の 椙 山氏 の 報告で なされ た｡ 『千 葉県 史蹟名勝 天

然記 念物』 第六 輯で は 高柳銚 子 塚 を ｢ 高柳 茶 臼塚+ と して い る な ど
､ 名 称 の 表記

に 混乱 が あ る こ と も確 か で ある ｡ 木 更浄地 区に他 の 有力候補が な い こ と も加 え て ､

｢ 長州 塚+ は 茶 日塚 ･ 銚 子 塚 と同
一 の 古墳で あ る と考え る ｡

｢ 長州 塚+ 出土 の 石

製晶 と は ､ 図1 2 た示 し た 六 点 の 滑 石 製模造 品 で あ る o 刀 子 形 3 点 ､ 鏡形 1 点 ､ 鎌

形 1 点 ､ 鉄 斧形 1 点 が あ り ､ 最も 大型 の 刀 子形 の 鞘 ( 皮袋) と把に 直弧文 の 陰刻

が ある ｡

刀 子 直弧文 をも つ 刀 子 ( 図1 2 - 3) は実物 をか なり 忠実に 模倣 した製 品で ある ｡

皮袋 の 縫合に よ る段 差 まで 表現 した 立体的 な つ く り をもち ､ 沈線区画 ･ 文様 は 細

か い 単位 の 彫 刻 に よ っ て 構 成されて い る ｡ 全長 は 1 1 . 2 5 c m
､ 鞘 の 長 さ8 ･ 4 5 c m

､ 把 の

長 さ2 . 8 0 c m で ､ 鞘 ( 皮袋) の 幅は最 も広 い 把 に接する と こ ろ で 3 ･ 2 5 c m で あ る o 厚

さは 最 も薄 い 刃 部先端 で 2
.
6 8 m m

､ 最 も厚 い 鞘の 把側 で は 1 5 ･ 8 0 m m
､ 把 尻 で 1 4 ･ 0 5 m m

で ある o 刃 部側 で 縫合 され た 皮袋 は 三 馴 こ 幅 が 狭 め られ ､ 把に近 い 縫合部 に は 両

側 か ら小 孔が あ け られ て い る ｡ 皮袋部 は 細かく 削 っ て 整形 した後 ､ 丁寧に 磨 い て

仕 上 げ られ
､

そ の 上 に 直弧 文 が 陰刻 されて い る o 把 に も同様 の 調整 を行 っ た後 ､

鍵 手 文 が 刻 まれ て い る ｡ 把 は 上反 り で 比 較的短く ､ 把頭 の 端 は 刃部側 の そ ぎが 突

帯 と 段 で 表現 され ､ 半円 形 の 陰刻文 が 施 され て い る o
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ほ か の 2 点の 刀 子 形 は こ れ と は 全く 異な る 小 型 晶 で ある ｡
｢ も の+ の 形 状 をデ

フ ォ ル メ した い わ ゆ る ｢ 形 代+ と して つ く られ た 石 製模造 品 と して 直弧文 付 き の

刀子 と は 区別 され るも の で あ る ｡ 皮袋の 表現に 段 が つ け られ て ､ 縫 合部が綾 取り

さ れ
､

全体に 丸 み の あ る つ く り は こ の 種の 石 製刀 子 の なか で は写 実的で あ る ｡ ま

た ､ 細か い ケ ズ リと丁 寧な磨き仕上 げは 首相の 特徴と い えよ う ｡

鏡 鏡形 は ､ 面径 9 . 4 5 c m
､ 厚 さ6 . 8 - 6

.
9 m m で ､ 鏡面 に 反 り は なく

､ 縁 に は 幅4
. 5 m m

の 斜 め に切 っ た面が め ぐ る ｡ 背面 に は 内 区 と外 区 の 区別 が あり ､ 外 区は 無文 で 平

滑 に磨か れて い る ｡ 内 区 に は太 い 沈線で 画 され た文 様帯が あり
､ 複合鋸歯文 が刻

まれ て い る o 中央に は 7 つ に 面取り され た 半球状 の 紐 が 削り 出され ､ 両側 か らあ

け られ た紐孔 は か なり 実物 に近 い つ く りで あ る ｡

斧 斧形 は ､ 有肩 の 袋状 鉄 斧 を模 した も の で ､ 全 長 は 9 . 4 c m あ り斧 形模 造品 と して

は 大型で あ る ｡ 刃 部 は 明 瞭 な片刃 に つ く られ ､ 実物 を忠実に 模倣 した も の で ある o

肩 は反 り上 が っ て 幅7 . 1 c m あり ､ わず か にす ぼま っ て 再 び 刃 部 先端 で 幅 を増 し7 . 5 c

m に なる ｡ 袋部の あわせ 目 は 1 条 の 沈線で 表現 さ れ て い る o 柄部は 縦方 向 に 削 っ た

後磨 か れ
､ 光沢が あ る ｡ 刃 部 に も光沢 の あ る磨き仕 上 げが施 され

､ 全 体 に 丁 寧な

つ く り で ある ｡ 穿 孔 は な い ｡

鎌 左側 に柄部装着 の 表 現 が あり ､ 刃 部の 先端が 短く 湾 曲す る ｡ 装肴部付 近 に 径6

m rn ほ どの 比 較的大 き な穿 孔が あ る ｡ 全 長1 0 . 5 c m ､ 最 大幅3 . 1 c m で や は り 大 型 品 で あ

る o 刃 部 は 両面と も明 瞭 に 削り 出 され て お り ､ 磨き仕 上げ の 細 か い 擦痕が 見 え る o

全 面 に細か い 単位 の 調整 痕 が あり ､ 丁 寧 に 磨 い て 仕上 げた優 晶で ある o

②石 製模造 品か ら見た 高柳銚 子 塚 古墳 の 年 代

さて ､ こ れ ら の 石 製 晶に どの よ うな位置 づ けが 可 能 で あ ろうか o まず ､ こ の 中

で 最も特徴的 な直 弧 文付 き の 刀 子 に つ い て 見て み る ｡

上 記 の よう に ､ き わ め て 写 実 的 に 作られ た大 型 品で ､ お そ らく 実 物 大 に 近 い も

の と思われ る o 鉄製 の 実用 品で は 中期 の 初頭前 後 に 見 られ る 両関で 厚 手 の も の が

長 さ の 割 に幅 の 広 い 形 態 で こ の 石 製 品と 良く
一

致す る ｡ こ の よ う な実物 に 忠 実 に

つ く られ た 石 製刀 子 は ､ 石 製模造 品 の 最も古 い 段 階 ､ 奈良県富雄丸 山 古墳 ､
三 重

県 石 山古墳 ､ 茨城県 常陸鏡塚 古墳な ど の 出土 品 に み られ ､ そ の 後 の 石 製模造 品 に

は 類例 の 少 な い も の で あ る o
こ れ ら の 写実 的な大 型 品 の 中に 本例 を置 く と ､ 把が

短く ( 全 長 の 1/ 4) ､ 把 元 と把頭 が ほ ぼ同 じ幅で ､ 把頭 の 刃 部側 に そ ぎが 入 る と い

う 古相の 大型 品 に は 見 られ な い 要 素をも つ o こ の ような形 態 は 岐阜県遊塚 古墳 の

小型 品の 中に認 め られ ､ そ の 後大 阪府野 中古墳の 小型 品で は 定式化 して い る ｡ 東

国で も 同時期 の 大 型 品 に類例 は なく ､ 小型 品 の 東 京都野 毛 大塚 古墳 ､ 群馬 県 白石

稲荷山古墳出土 品に 類例 を求 め る こ と に な る ｡

ま た ､ こ の 刀子 の 直 弧文 ､ お よ び鍵 手 文 の 彫 刻 に つ い て は ､ 小林行雄 に よ る 指

摘が ある ( 小 林 1 9 7 6) o ひ と つ は こ の 直弧 文 が 未熟 なが ら純 正 の 直 弧文 を写 し

て い る と い う 点で ある 凸 要約 す る と
､ 鞘全 面に 描 かれ た 直弧 文 は 斜交 軸を も つ 2

-
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個の 削立【図形が連統 し て 描 か れた も の で
､ 右回り の A 型直弧 文 を連結 したも の と

み られ るが ､ 滞の 表現 の 原 則がみ だれ ､ 連結方絵は 他に例が な い 顕著な未熟さを

露呈 して い る o ま た ､ そ こ で 取 り あげられ た大 阪府忍岡古墳 ､ 同安福寺の 石棺 ､

奈良鼎新山古墳 ､ 同 日凍酢嬢古墳な ど の 直弧文 系統の 装飾をも つ 資料 は ､ こ の 刀

子 や千来県 市原市肺 臓二 子 塚 古墳の 石 枕例とは 異な っ て
､ す べ て斜交軸をも つ 純

正な直弧文 を も っ て い な い こ と か ら ､ 直弧 文系統 の 装飾を採用 した前期後葉に 普

遍的に 使潤 した の は 純正 の 直例 文 で は なく ､ 曲線的な
一 種 の 鍵手文が 主流 で あ っ

たと し て い る ｡ 次に ､ 直弧 文 の 発 現 は石山古墳や京都府庵寺山古墳の 靭形 埴輪に

ょ っ て 前期末あ る い は中期初頭に 確例があ り ､ 直弧 文 を豊 富に用 い た鹿角 製刀 装

具 の 副葬が頻繁 に な る時 期 ま で 下 げる必 要 はな い が ､ その 装具 に 正 し い 構 図 の 直

弧文 を彫 刻 した遺物は こ と ごとく中期以後の 遺物 に 限 っ て い る と い う 見解を示 し

たo
こ こ で ､ 本例 の 直弧文 と鍵手 文と い う 組み 合わせ を位置づ け る と ､ 刀 子本体

の 写 実的 な つ く り も加 えて 直弧文 の 発 現期 に統く中期 の 前半 に おく こ と が で き る

の で は な い か と考 える o

6 点 の 石 製 晶全 体に い え る こ と は ､
1 ･ 2 の 小型 刀 子 と 3 - 6 の 製品で は そ の

用途が 異な る と推 定され る こ とで あ る o
つ ま り ､ 1 ･ 2 程度 に小型化 ･ 簡 略化 さ

れ た 鏡 ､ 斧 ､ 鎌 の 石 製模造 品が他 に存在 し た可 能性 を考え る必 要 が ある o 石 製 品

の 種類構成で は ､ 魔工 具 に 鏡が加 わ っ て い る 点が 石 製模造 品 の 最古段 階に は見 ら

れ な い 要素で ある ｡

鏡 の 文様 帯 に刻 まれ た複合鋸 歯文 は ､ 房 総の 滑石 製品 で は き わめ て 限 られ た 時

期 に類 例がみ られ る o 中期初頭の 大型 円墳
･ 千葉市七 廻 塚 古墳と市原 市草刈 3 号

填で 出 土 した 大型 石 製腕飾 が そ れ で あ る o こ の 2 例 は径1 7 c m 前後 の 特殊な大型 品

で
､ 面 互 い に 陽刻 され た櫛歯文 と 複合鋸歯文帯 が 表裏 に彫刻 され て い る o こ れ に

類 す る 複合鋸歯文 をも つ 石 製腕飾 ( 石 釧) は奈良 県櫛 山古墳
･ 大 阪府 大師山古墳

･ 京都府 長 岡 に あ り ､ ほ か に 静間県明 ケ島磐 田古墳で は青銅製の 釧 の 両面 に複合

鋸 歯文 が刻まれ て い る D ま た ､ 同様の 文様が前期 前葉か ら中期 の 和製 の 鏡 に も見

られ る ｡ こ れ ら の 時間 帯の 中で 本例 を位置づ ける と
､

滑石 製で ある と い う 点で 県

内 の 2 例 に 近 い 時期 が 考えられ る ｡

ま た ､ 嫌が 曲 刃 鎌を模 したも の で ある 点も写実 的 な大型 品 の 中 に あ っ て は新 し

い 要 素で あ る o 畿 内で は 大 阪府 野中古墳例 ( 長 さ9 ･
0 ･ 9 ･ 1 c m) ､

東 国で は 群馬県

白 石 稲荷山古墳例 ( 長 さ1 2 ･
1 c m) に 類例 が 求 め ら れる o こ の う ち野中古墳例 は ､

本 例 と 同様 に 左鎌 を模 した も の で ある o こ の 時期 ､ 実用 の 鉄製鎌に は 直刃 と 曲刃

が 共 存 し て い る ｡ 以 上 を整理す る な らば ､
本例 は 写 実的 に ､ また精巧 に つ く ら

れ た大 型 滑石 製模造 品 と して は 最も 新 し い 段 階に 位置づ け られ る o 小 型 の 刀 子 も

含 めて 基 山古墳陪塚 の 野 中古墳に最も近 い 要 素を見 い だす こ と がで き る o 東 国 の

中 で の 位置 づ けで は ､ 滑石 製模造品 を副葬 した に 3 基 の 埋 葬施 設 をも つ 野 毛大塚

山 古墳例 が ､ 中期 前半 か ら後半 へ の 変革期 の 短期 間 の 変遷 を見 る う え で 有効 で あ
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ろ う o 野毛大 塚古墳で は ､ そ の 配 置か ら第 1 ( 粘 土榔) - 第 3 ( 木棺 直葬) - 輿

2 ( 石棺 ･ 東博保管資料) 施 設 の 順に 築か れ たと 推定され ､ 滑 石 製模造 品 の 比 較

で は ､ 第 1 ･ 第 3 が つ く り が 丁寧で 写実的 な の に 対 し ､ 第 2 で は簡略化 され た っ

く り に な っ て い る ｡ 第 1 ･

第 3 は 近接 した 時期に 埋設 され たとみ られ る が ､ 両施

設 に納 め られ た鉄鍛の う ち ､ そ の 主体 をなす鳥音 形の も の が 第 3 施設 より 第 1 施

設 の も の の ほうが 丁寧 な つ く りで あ る こ と ､ ま た 第 3 施設 で は 広 身の 有舌 錬 が形

態 ごと に まと ま っ て置 か れ る と い う中期後 半 の 古墳に 見 られ る新 し い 要 素 をも っ

こ と か ら ､ 鉄鉱群の 様相か ら も第 1 施 設 が先行す る こ と が 指摘さ れ て い る ( 田中
1 9 9 5) ｡ 第 3 施設 に 曲刃 鎌が 入 っ て い る 点も矛 盾 しな い ｡

こ れ ら 3 施設 の 滑 石 製模 造品は種 類 ･ 数量 と もに 異なり ､ 第 1 で は刀 子 1 1 ､ 手

斧 2 ､ 短冊形 斧 3 ､ 直刃鎌 2 ､ 勾 玉 1 の 1 9 点 ､ 第 3 で は 手 斧 1 0
､ 直刃 鎌 4 の 1 4 点 ､

第 2 で は2 3 1 点 にお よぶ刀 子 を主体 に柑 ･

坪 ･ 皿 ･ 槽 ･ 履な ど の 特殊 な石 製 祭紫 を

含 む総数2 4 3 点が 出 土 して い る o 第 1 ･

第 2 は 直刃鎌 をも つ が ､ 第 1 の 例 は 背が ほ

と ん ど水平 で あ る の に対 し ､ 第 3 で は 大型 ･ ノJ ､ 型 晶 とも 刃 部側 で 湾曲 し ､ 小 型 晶

は 刃 部の 先端 にも わず か な湾曲 が み られ
､

曲刃 鎌 を模 した可 能性 も あ る ｡ 第 1 の

刀 子 は 把が 先細り で ､ 丸 み の ある 精巧 な っ く り の も の に 限 られ る o 第 2 の 多魔 の

刀 子 は ､ ま さに粗製多量 副 葬の 例で あ り ､ か な り簡 略化 され たも の も 見 られ る が ､

長 さ8 - 9
･ 8 c m の 大型 品も あり ､ 大 ′J ､ とも 先細 り の 比 較的長 い 把 をも つ 丸 み の あ る

も の と把が 短く偏平 に な っ た も の が 漉 在す る o こ の 野 毛大 塚 古墳 の 滑 石 製品 群 と

高 柳銚 子 塚の 滑石 製品 を比 較す る な ら ば ､ 第 3 施 設 の も の に最も 近 い と考 え る ｡

また ､ 高柳銚 子 塚 の 精度 の 高い 大型 滑石 製模造品 は ､ 特別 の 祭器 と して 配布 され
た 最終段 階の もの と思 わ れ る ｡

( 7 ) 高柳銚 子 塚 古 墳 の 性格 と位置 づ け

倭 王 権 の 象徴で ある 前 方後 円墳 の 規 模が頂 点 に 達 した時期 ､ それ は ま た ､ 束 ア

ジ ア の 先進 技術を積極的 に 取 り入 れ ､ 急激 な技術革新が 進 行 した 時代 の 中 で ､ 導
入 期か らと 定着 ･ 確立 期 - と'変 革 し た時期 で も あ る o そ の よう な変革 期 に 列 島各
地 の 地域首長 に は どの よ うな動 き が あ っ た の か o 東京 湾東岸に 存 在 し た倭 王 権 の

前 進基 地 の 拠 点 に ､ そ の 時期 の 地域首 長墓 を求 め る の が 本稿 の 目的 で あ る ｡ は か

らずも ､ そ の 古墳は すで に 地上 か ら消 滅 し つ つ あり 4 )
､ 散在す る 資料 か らそ の 復

原 を試 みた ｡

高柳銚 子 塚 古墳の 墳形 を再 検討 した結果 ､ 最も 消極的 な復原 案に よ っ て も墳丘

長 1 4 2 m と い う房 練第 2 位 の 数値 を得 た o こ れ は ､ 川 西 編年 Ⅳ期 の 埴輪をも つ 東
国最大 の 古墳 ･ 墳丘 長 1 4 8 m の 内裏塚 古墳に迫 る 規模で あり ､ 前方 部の 規模 に よ っ

て は それ を超 える 可 能性 も で て き た o 高柳銚 子 塚 古墳と内裏塚 古墳は 同 じ束京 湾
東岸 に あ っ て も涼 域が 異な り

､ そ れ ぞれ
-

定の まと まり を も っ 領域に あ る ｡ 前者
の 立地す る小 胤 順 域は ､ 中国鏡 を 出土 した 出現 期の 前 方後方墳 ･ 南部古墳群 ､

伐製三 角 縁神 獣鏡 ･ 中国製 の 四獣鏡 をも つ 前期 の 前方 後円 墳手 古塚古墳等 が 立 地

-
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し ､ ま さ に 前進 基地 の 拠 点と して 機能 して い たと考えられ る 地域で ある ｡ 高柳銚

子塚 より新 し い 中期後半段 階に は 祇園大塚 山古墳 ､ 後期 に入 る と金銅製品 を多量

に副葬 した古墳群が海岸砂 堤 に 林立 し ､ そ の 最終段階に1 7 振り の 飾り大刀 ほ か 奈

良県藤ノ 木 古墳 に 匹 敵する 副葬品をも つ 金 鈴塚古墳が君臨する o そ の儀 ､ 房 総最

初 の 寺院 ･ 上 総大帝 が川原 寺式 の 瓦 をも っ て建 立 され た の も こ の 地で あ る ｡

-

-
一

方 ､ 内轟塚 を擁する 内 裏塚 古墳群は ､ 小 糸川 下流域の 海岸平野 に 展 開 し ､ 内

裏塚古墳 の 範造 を契機 に 中期後半か ら後期に か けて 墳丘 長1 0 0 m 以上 の 前方後円墳

が継統 して 茶か れ て い る o その 数は こ の 古墳群内で 5 基 に 達す る ( 房総全 体で 復

原値も 含めて 16 基) ｡ そ の 敦観は ､ 湾に 画 した立地も含め て 百 乱島古墳群 を想 い

起 こ させ る o こ の 新興 の 大 型古墳群は ､ 少 し遅 れ て 北武蔵に 形成された埼 玉古墳

群とと も に 来園 の 衆玄 関 を勢力下 に お い た 首長た ち の 奥津城で ある ｡

内藤塚 古墳群が 南関束を代表する 首長基 と して 形成され た背 景に は ､ 北 側 に 隣

接する 小檀川 の 勢力 と 連合 して 勢力 を拡大 ･ 発展 させ た背景 が 考えられ る o そ こ

に は
-

種 の 輪番制 と もみ られる 首長権の 変遷 が た どれ る o 両 地域の Ⅳ 期埴輪出土

古墳は ､ 小槽 ･ 高柳銚 子 塚 古墳 ( 墳丘 長1 42 m ＋) - 小糸 ･ 内裏塚 古墳 (1 4 8 m) →

小橋 ･ 祇 園大塚 山古墳 ( l o o m) - 小 糸 〔湊〕 ･ 弁 天 山古墳 ( 9 0 m ＋) と い う 4 代 の

系譜 が た どれ る ｡

高柳銚 子塚 は ､
こ の 新た な展 開 の 先陣をき っ て 東京 湾束岸に 出現 した 変革期 の

首 長姦 で あ る o そ れ は倭 王 権が頂点 に 達し よ う とす る 段 階の 畿 内か らの 強 い 波 に

ょ っ て 築か れ ､ 倭 王 権の 最盛期に 築か れた 内裏塚 古墳よ り 規模が大き い 可 能性 が

高 い o 内部施 設 に は ､ 典型 的なも の で は な い が ､ 中期債 王 陵の 棺で あ っ た 長持 形

石 棺を 剛 ､ て い る点も 竪穴 式石 柳を採用 した 内裏塚古墳よ り 畿内 - の 志 向 性 と親

緑性 が 高 い こ と を示 し て い る ｡

埴輪 の 位置づ けで は ､ 国 内 の 須恵器 生産 と と も に新たな段 階に 入 っ た埴輪生産

の 開 始時期 の 例で あ る と考 え る ｡
こ の 時期 に は ､ 畿内の 王 陵級 の 埴輪に も有黒斑

と 無 黒斑 の も の が 存在 し ､ 東国 で も 同 じ状況 が うか が え る o タテ ハ ケ ニ 次調 整 ･

有黒斑 の 常陸舟塚 山 古墳 の 埴輪は
､

朝 顔形埴輪が定式化 以前 の 特徴をも つ 豊浦大

塚 山古墳の も の よ り 1 段 階新 しく ､ 埴輪工 人 の 専業化 ･ 分業化 が進 ん だ段 階に 位

置 づ け られ ､ 周溝出土 の 土 師器 轟か らも高柳銚 子 塚古墳にき わ め て 近 い 時期の 埴

輪 で あ る と 考える ｡ 同様の こ と は 野毛 大塚 山古墳の タ テ - ケ ニ 次調 整 ､
お よ び B

種 ヨ コ ハ ケ ニ 次 調整 ･ 有黒 斑 の 埴 輪に つ い て も い える o

畿 内か ら新た に 入 っ て き た新技術に よ る 生産 体制に よ っ て 生まれ た の が 川 西隔

年 Ⅳ 期 の 埴 輪で あり ､
そ の 開始 時期 に 位置づ けられ る の が 畿内 で は 基 山古墳 ･ 久

津川 車塚 が あ り ､ 定型化 した B 種 ヨ コ ハ ケ に よ る 二 次調整 も存在 しなが ら有黒 斑

と 無 黒 斑が 共存 し て い る ｡ 遠江 で は 堂山古墳 の 埴輪が こ れ に該当す る o 有 黒斑 で

Ⅲ 期 の 調整 技 法 を残す も の と 穿窯焼成で 定型化 し たも の を含む B 種 ヨ コ ハ ケ ニ 次

調 整 と い う新技術 の 所 産 が 共存す る Ⅳ 期 開始期 の 埴 輪で あ る o
こ れ に 後続す る 千
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人 塚古墳等 の 埴輪に は い わ ゆ る淡輪技 法 を用 い た も の が見 られ ､ 開始後ま も なく

変質 した技法 が伝わ っ て い る o

高柳銚 子塚 の 埴輪 は ､ Ⅲ 期 の 埴輪 を樹立 した古墳が ない 地域 に 般内 か ら直接新

技 術に よ る埴輪が 導入 さ れ た例と い えよう ｡ それ は ､ 次の 地域首長基 で あ る 内裏

塚 古墳 に縄殊 され るが ､ タ テ ハ ケ ニ 次 調整 が 用 い られ て い る こ と は ､ 常総地 域 の

埴輪工 人 と の 交流 ､ あ る い は 工 人 の 招来な どより 広 域に わた る在地 の 埴輪生 産 体

制を確立 し つ つ あ っ た こ と を物語 っ て い る ｡

- 方､ 毛野 で は 対 照的 に Ⅲ 期 の 埴輪 の 多量 樹立 に よ る埴輪工 人 の 専兼化 が独自

に 進 ん だた め ､ 太 田 天神 山 ･ お 富士 山 ･ 白石 稲荷山+ 古墳の 埴輪 の 製作技 法 に は 多

様な要素が 見 られ る が ､ 定式化 した B 種 ヨ コ ハ ケ に よ る 二 次調整は なく ､ 昏窺焼

成の 例 も見 られ な い ｡ ただ し ､ 白石 稲荷山 の 埴 輪 は タ ガ の 突出度が低 く な る な ど

他の 2 例 より 新 し い 段 階の も の と して 区別 す る 必 要 が あ る ｡ 従 っ て ､ 太 田 天 神 山
･ お 宮土 山古 墳は 高柳銚 子 塚 古墳 よ り 若干 さか の ぼ る位置に ､ ま た ､ 白 石 稲荷山

古墳 は 高柳銚 子 塚 古墳と ほ ぼ同 じか そ の 直後 に 位置づ け られ る ｡ こ の こ と か ら ､

毛 野 の 典型 的な長持 形 石 棺 は 高柳銚 子 塚 よ り先行 して 導入 され た こ と に な り ､ 高

柳銚 子 塚 の 石 棺は ､ 束国 の 長 持形 石棺 で は 最も新 し い 例 とな る ｡

さて ､ Ⅳ 期 の 埴輪の 開始 期 を時 間軸 の どこ に 求 め る か と い う問題 が 残 され て い

る ｡ 初 め に示 した 中期前半 と後 半 の 競 目は ま さ に Ⅳ 期 の 埴輪の 開始期 に あ る ｡ 須

恵器 の 国内生産 の 本格化 を指標 に すれ ば
､ 中期 前 半は 陶質土器 の 搬入 期 と大 庭 寺

窯跡な どに見 られ る 半 島系 の 工 人 を中心 とす る須 恵 器 国 内生 産 の 開始 期に ､ 後 半

は 陶邑で の 本格 的 な生 産 が 確立 し ､ 陶邑が 倭 王 権主 導の 国内生 産 の 最大 中心 地 と

して 存続 した T K 7 3 型 式 か ら T K 4 7 型式 ま で が 該当す る と考 える , 前 半の 今

来 の 技術の 搬 入 ･ 導入 期 を 4 世紀中葉 か ら 5 世紀初頭 ､ 半島系 文物 の 新た な 導入

と展 開期で ある 後 半 を 5 世 紀前菜 か ら末葉まで と い う年代観 か ら ､ Ⅳ 期埴輪の 開

始期は 5 世 紀初頭 か ら前葉 に 求 め られ る o 高柳銚 子 塚 古墳が 東京湾 東岸 の 海岸 平

野 に 姿を現 した の も こ の 頃 で あ る ｡
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2 祇園大塚 山古墳の 性格

( 1 ) 古墳の 沿革

木質浄市祇園大塚U+ 古墳は ､ たがね彫り動物文をも つ 金銅製眉庇付帝を出土 した古墳と

して知られ るQ こ の 他に ､ 画文帯四仏四獣鏡､ 銀製垂飾付耳飾､ 金銅製桂甲等 ､ 大陸文化

の 影響を強く受けた副葬品をもつ ことで ､ 我国の 五世紀代を代表する古墳の
-

つ で ある o

遺物の 詳細に つ い て は ､ 村井鼠雄氏の研究
`6' があり ､ 1 8 9 1 に発見されて以来 の 遺物を集

成し､ 検討されて い る｡ しか し､ 墳丘 の 形状､ 内部施設に関して は正確 な資料がなく ､ 埴

輪に つ い て も公衆された 馴斗がなか っ たo

大塚山古墳の 墳丘 は ､ 現在では完全に削平されて い る が
､ 墳丘跡の栗林､ 乾田､ 畑に は ､

下層の 土糖 とともに埴輪の 小片が散布 して いるo 今回紹介する資料
`8 '

は ､ 主に 乾田 ､ 畑 か

らの採塊晶で あるが ､
1 98 5 年の 臥 現地 を訪ねた際､ 大塚山古墳所在地に住む長谷川暖氏

電で ､ 自宅 に保管されて い た須恵解施を拝見する機会があ っ たo 長谷川氏は ､ 旧帝国博物

鰭 - 大塚叫古墳の 逸物 を 翻轡した堀切角蔵氏の 子 息か ら土地を購入 した方の 孫に当り ､ 戦

前から大塚山古墳の 状況 を見て来られた方で ある o 須恵蕃施 は ､
1 9 3 0

､
3 1 年頃､ 石棺の 蓋

石 をか たづ けた所か ら土師解と典に出土したと い うo こ の こ とか ら､ 内部主体に関連 した

遺物である可能性がきわ めて強い と考え､ 埴輪と共に報告する o

( 2 ) 墳形の 検討

大塚山古墳の墳形 は､
公図か ら前方後円墳で あ っ たこ とが推測できる が､ 野 口秀昌編

｢ 千葉県君津郡 滑+(t 村地図+ ( 図1 2) に よ っ て周辺部 を含めた旧状を復元する と
､ 墳丘

長約7 0 m の A 薬と約1 0 0 m の B 案が想定できる ( 図1 3) ら A 案で は ､ 公 図に残る前方部前面

の ライ ン を生か して 復元 したが ､
これに よると復円部径約5 5 m

､
前方部長約1 1 0 m ､ 前方部

幅約4 0 m の 帆立貝形 の墳丘に なる ･ しか し､ 前方の道に面した畑にも埴輪が散布する こ と

か ら､ B 案で 水田 の 区画を生か した場合 , 後門部径約55 m ､ くびれ幅郎 O m ､ 前方部長約

5 0 m ､ 前方部幅約5 5 m となり､ 後円部と前方部の長さが ほぼ等 し い墳形に なる o

周溝の 外郭線は ､ 現在の道路で はゆるやか な曲線を描 い て い るが ､ そ の後の 改変に よる

可能性が強 い ため ､ 盾形周溝に復元 した｡ 周溝幅には ､
水田 の 区画約2 0 m を用 い て全長を

求 めると ､ 外形約1 4 0 m の 規模になる 凸 副葬品の 内容から考えると､
B 案に よる復元か妥当

と思われ るが､ なお別案を想定する余地か残されて い る o 復元に よる墳丘主軸は ､
N

- 4 2
o

- w で あるo

また
､ 長谷川氏 の 詣で は､ 段築をも つ 墳丘 であ っ たと推測されるo 内部施設と して伝え

られる組合式石棺は ､
墓石 の長側に決りの 入 っ て い た ことが絵図に よ っ て伝えられて い る

他 は ､
手懸りもな い が､ 後円部の 墳頂 より

一

段下が っ た面に所在 して い たらし い o

( 3) 埴輪と須恵器放

こ こ で紹介する祇園大塚山古墳出土の埴輪は ､
いずれも小片で

､
全体を知る ことはで き

ない
o しか し

､ 外面調整､
内面調整 ､ タ ガの 形態 ､ 焼成に よる質感､ お よび胎土 の観察が

可能で あるo

- 1 49 -
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外面調整 に つ い ては ､ 従来知 られて い た縦 ハ ケ ー

次調整のもの の他に ､ 横 ハ ケに よ る 二

次調整を行 っ たも の が存在するこ とが明らかに な っ たo 図1 4 - l は ､ 当り の 強い 横 ハ ケの

タ ッ チが
､ 川西氏 の 嘗われる B 種横 ハ ケ

(7)
に見られるもの で ある｡ 横 ハ ケは 4 本/ 1 c m

､

縦 ハ ケに は 4 - 6 本/ 1 c m の もの が用 い られる ｡ 横 ハ ケをも つ 資料は､ 図1 4
-

1 ､ および

2 の みで ある o 内面調整は ､ 縦方向､ および斜位の ナデがほとん どで ､ 図1 4
-

3 に横方向

の 禿い ハ ケが見られ る ｡

タガ の 断面は､ すべ て台形 で ､ 端部をややく ぼませて い るo 突出度は弱く ､ 6 - 9 m m で
､

全体にきや しや な つ く りで ある｡ 第3 図 8 は､ 朝顔形埴輪の 頚部突帯か と思われるが
､ 直

下に ス カ シ孔とも考えられ る面が見 られる｡ 不自然な感はあるが ､ 優に ス カ シ孔とすれば､

円形の もの で あるo

鼎斑をも つ もの はなく ､ また須恵質の もの も見られな し｡ 色調は ､ 明る い檀色で
､ やや

赤味を帯びたも の もある ｡ 軟質なが らも焼き上りは良く ､ 特に横 ハ ケをも つ 図1 4 -

1 は 堅教

に焼上げられて い るo 脊索焼成に よると考えるo

胎土は ､ 長石 と思われ る 白色 の 砂粒を多く含み ､ 1 - 1 2 m m の 赤色粒子 ( 土器片粉末等の

混和剤) が見られる o 図1 4 - 1 の 胎土は特 に良質で
､ 砂粒も細かく ､ の赤色粒子 は 1 m m 以下

である｡

上総の 束京湾海岸平野で は ､ 大濠山古墳の他に三基の 大型前方後円墳が賓窯焼成の 2 次

横 ハ ケ埴輪を出土 して い る ｡ 市原市柿崎二 子塚古墳 (全長1 1 0 m ＋) ､ 木更津市高柳銚子塚

古墳 (全長1 0 9 - 1 30 m ) ､ 富津市内裏塚古墳 (全長1 4 7 m) の 三基で ､ いずれもが1 0 0 m 以上

の 規模をもち ､ それぞれ ､ 養老川 ､ 小橋川 ､ 小糸川下流域を代表する古墳である ｡ 内裏塚

古墳､ 銚子 塚古墳の 例は
､ 既 に公表 されたように

( a)
､

B 種横 ハ ケを用 い た 2 条 3 段以上 の

大型円筒埴輪で
､

タガ間に 2 個の 円形 ス カ シをも つ ｡ 内裏塚古墳の埴輪には ､ 突出度の 非

常に高い もの が含まれ ､ 高さ2 .
5 c m 程 の 鍔状 の タガをめ ぐらす例もある ｡ 高柳銚 子壕の 例も ､

祇園大塚山例 に比 べ ると
､

タガの 突出度が高く ( 1
･ 1 - 1

･
5 c m) 強 い ヨ コ ナデに よ っ て シ ャ

ー プ に仕上 げられて い る｡

さて
､ 姉崎二子塚古墳の 円筒埴輪は ､ 従来

一

次縦 ハ ケに よるもの の みが知 られて いたが
､

採集品の 中にほ ､ B 種横 ハ ケを用 した硬質 の 埴輪か あり､ 非常に シ ャ
ー プな 口 縁部と タ ガ

をもち､ 厚 さ 6 m m 程に焼き上 げられて い るものも ある o 以上の ように ､ 海岸平野に占地す

る 四基の 前方後円墳の 円筒埴輪は ､
いずれも川西編年Ⅳ期の 要素を満たす こ とが 明らか に

な っ た｡

こ こ で 問題になる の が祇園大塚山古墳の築造年代で あるo 従来の 見解で は ､
5 世紀中葉

か ら 6 世紀初頭の 幅の 中に位置づ けられて い たが ､ 次に紹介する 大型施 の発見に よ っ て よ

り限定でき るもの と考える ｡

大型施 ( 図1 5) は､
口縁部上半を欠失する が､ 器高 ( 現高) 1 8 ･ 3 c m

､
酢β径8 ･ 2 c m

､ 胴部

最大径1 6 . 7 c m
､ 孔径1 .

7 c m - 1 ･ 8 c m で ある o 焼成は堅撤で ､ 胎土は精選されてお り ､ 断面は

セ ピ ア 色を呈 して い る｡ 胴 下半は
､

明瞭な分割成形 によ っ ており ､
底部 には叩き 目を消す

強 い仕上 げナ デが ある ｡ 胴中位は ､ 横方向 の - ラケ ズリ によ っ て整形され ､ 弱 い稜が残 るo

また ､ 櫛歯の 連続刺突に よ る 2 段 の施文は
､

口縁部の 2 段の波状文構成と対応 し
､

2 条の 凹

線間が幅広で ､ ゆ っ たり施文されて い る点等が古相の 要素と して あげられるo

- 方
､ 頚部

の径が広く ､ 肩の 張りがやや弱く な っ て おり ､ 胴部径 に対して頚部まで の 高さが大き い の

- 15 l
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が特徴で ある｡ 波状文が若干くずれ､ 凹線間の施文に櫛歯を引 っ ばる技法が見られる点は ､

新し い様相とい える｡ こ の ような解形 ､ 整形､ 文様構成に多様な要素をも つ 類例は少ない

ため ､ さらに広く検討する必要があるが ､ 以上 の新旧 の 要素から､ 定式化 しない段階の須

恵群として ､ 陶邑ON 4 6 型式併行期に位置づ けられよう
( 8'

｡

( 4 ) 祇園大塚山古墳の 年代

大塚山古墳は､ 前掲の須恵非大型施 によ っ て ､ O N4 6 型式併行期に有力な -

点 を求める こ

とが可能にな っ たo

そこ で ､ 遺物相 の は っ きり して い る類例を南関東に求めると
､ 世田谷区御藤山古墳が挙

げられる o 御鰍山古墳は ､
三角板鋲留式短甲 ･ 横矧板鋲留式短 町

･ 七鈴鏡の 組み合わせ に

ょ っ て 5 世紀第 2 四半期か ら第3 匹伴期に比定でき る古墳で ある
` ”'

o 図1 6 - 1 ･ 2 は ､ 表

面採塊の 小片なが ら明瞭な ニ次横 ハ ケが 静められ ､ 施文 の 特徴か らB 種 と判断で きる o や

や軟質で はあるが､ 鼎斑 はない o

-

方､ 須恵韓を伴う例には ､ 宇都宮市塚山古墳等がある｡ 塚山古墳は ､ 既に発表された

ように
(ll,

､ B 曜横 ハ ケをも つ 脊索焼成の埴輪を出土 して い るが ､ 採集資料の 中に ､ 須恵器

杯蓋の破片があり ( 図1 6 - 5) ､ 稜線のきわめて シ ャ
ー プな古式の 器形で

､
口縁部径1 3 ･ 6 c

m ､ 器商6 . 8 c m ､ 口縁部商2 . 4 c m に復元でき るo 天井部外面は ､
2 / 3 以上が

一

定方向の 強い ナ

デによ っ て 調整され ､ 内面 には ､ 手持ちによ る不定方向の - ラナ デが明瞭に残り ､ 定式化

以前の特徴を残す｡ 塚山薗古墳にも若干 の横 ハ ケ埴輪と古式の 須恵半群台が あり ､ T K 2 0 8 型

式前後に位置づ けられ る o 塚山古墳の杯 菱は ､
これに先行すると把握できようo

こ の よう

に
､ 両古墳は ､ 祇園大塚山古墳とほぼ併行すると見られ るが ､ 次に ､ 関東地方 の Ⅳ期の 中

で の位置づ けを試みて み よう｡

第1 表 で は､ 上総にお ける横 ハ ケ埴輪盛行期で ある川西編年Ⅳ期を中心 に ､ そ の 前後を取

り上げて い る｡ まず ､ 関東 - の 横 ハ ケ埴輪の 導入 と定着に重要な動きを見せ る ､
上 毛野地

域と北武蔵 の児玉地域に着目しておきた い ｡

川西氏の 編年 に従 っ て ､ 有黒斑 の横 ハ ケ 二次調整 をⅢ期の メ ル ク マ
ー

ル と したが ､
これ

に 前後 して ､ 児玉地域､ 常陸に は有黒斑 の格子叩きをも つ 埴輪が 出現 して い る o こ の格子

叩き調整 の埴輪は ､ 和泉､ 紀伊等 に特徴的な平行叩き を施 した須恵質の 埴輪とは全く異質

で ､ 韓式系軟質土器 の 生産と の 関連が指摘 されてお り
くl之'

､ 妥当な見解と考 えて い る o

こ の 韓式系軟質土器 は､ 須恵器 の 国内生産に先行 して生産されたもの で
､ 関東では ､ 千

葉市大森療二遺跡に出土例がある｡
4 世紀後半には ､ 生産が始ま っ て い たと推定され ､ 格

子 きの 埴輪は ､ それ ら の動きを受けて 4 世紀末菓か ら 5 世紀初頭頃には出現 して いた可能

性が強 い ｡ 続い て ､ 横 - ケによる 二 次調整の 技法が関東にも伝えられた結果 ､ 本庄市公卿

塚 古墳の ように格子叩き技法と B 種横 ハ ケ技法 の埴輪が共存する の であろうo しか し
､

こ

れ も関東全域に 見られる現象で はなく ､ 畿内に よ り近 い 系統をも つ 上毛野地域で は ､ 直接

B 種横 ハ ケ技法が入 っ て い た可能性が高い o 格子 叩きをも つ 北武蔵の 三 古墳の 遺物相は ､

滑石製模造品 ･ 剣
･ 手斧 ･ 曲刃鎌と ､

上毛野Ⅲ期の遺物相に対応するもの で ある o

こ の ように
､

地域によ っ て少 しずつ ずれ ながらも ､
5 世紀前半には

､ 関東に B 種横 ハ ケ

埴輪が 出現 ､
定着 して い た地域が存在す るo

一

方 ､ 常陸南部 と下総では ､
二次縦 ハ ケ調整

の 有黒斑埴輪が用 い られた 2 つ の 古墳
( 13 )

( 石 岡市舟塚山古墳､
小見+H 町豊浦目大塚 山古
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i 商 議 疎L上 竜 野 北 武 蔵 上 総 ･ 安 房 l 下総 ･ 常陸 下 毛 野 Il 寮 北

1

2

3
4

5

6

7

8

9

Ⅳ

十 二 天輝
白石 稲荷山
お 宮土 山
赤Im 茶日山
女 体III

太【tl 天神 山
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表 1 関凍 ･ 束 北 の B 種 横 ハ ケ 埴 輪 出 土 古墳 ( 註1 4)
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墳) がこ の 時期に併行する と把壊されて い るが
､ 副葬品の 内容が全く不明で ､ 今後に多く

の間懸 を残 して い る とい えよ えう｡

今の とこ ろ ､ 上総には ､ 有県斑 の B 種横 ハ ケをもつ 埴輪は見 つ か っ て い ない が ､ 内裏塚

古墳に つ い てみると ､ 舶載の 金銅製胡筋金具
く1ヰ)

は ､ 定形化 したも の として は古相の特徴を

もち､ 先端 の み が曲がる 曲刃鎌､ 古式の 長頚鉢等､ 半島系 の要素が強 い副葬品をも つ
o ま

た ､ 高柳銚子塚古墳は ､ 長持形石棺材と
､ 直孤文をも つ 滑石製刀 子

(15'
によ っ て ､ 内裏塚古

墳よりややさか の ばる可能性が襲い ｡ こ の 二基は ､ 副葬品の 内容に相異が あるもの の
､ 有

黒斑横 ハ ケ埴輪の 出土古墳と しては 関東で最新の 様相をも つ 野毛大塚山古墳
(lB )

に ほぼ併行

すると思われる｡ また､ 石枕等の 滑石製品､ 草綴短甲をも つ 姉崎二 子塚古墳も ､ これに近

い 時期に位置づ けられ よう｡ 祇園大塚山古墳は､ これらに続く埴輪樹立古墳と して と らえ

られ ､
南関束の Ⅳ期を滑石製品の 有無と鋲留短甲の 出現と いう二要素で分けた場合､ 新相

の 古墳に属するわけで ある ｡

また ､ 銀製長型 耳飾を検討すると､ 中間飾り の 装飾が少なく簡素な二 子塚例 よ りも ､ 花

館形連環球 の意匠を こ ら した中間飾りをも つ 祇園大塚山例が新相に属す ｡
こ の 種 の中間飾

りをも つ ( 金) 銀製長型耳飾のうち､ 大塚山例 の ように三条の鎖で垂飾 をつ けたもの には ､

和歌山県大谷古墳､ 熊本県江田船山古墳が ある o いずれも横矧板鋲留式 の 甲胃 をも つ 新し

い 半鹿文化 の 影響が色沸い 古墳で あるが ､ 船山例と共通 の 意匠をも つ 類例が
､ 兵庫県宮山

古墳にも見られ る こ とで ､ こ の 種の長型耳飾りは三角板鋲留短甲 の 段階には 出現 して した

可能性が商い
o 宮山古墳出土の 須恵器 はT K 7 3型式で ､ 埴輪はⅣ期の もの で ある D 祇園大塚

山古墳は､ 宮山古墳併行期に後続するⅣ期の 古墳で あり ､ 関東Ⅳ 期の 中でも新相に入 るか ､

そ の 築造時期は伴出の 須恵器か らO N 4 6 型式併行期に位置づけが可能とな っ た ｡

なお､ 須恵器 の 年代観に つ い ては ､ 陶邑T K 7 3 型式を 5 世紀初頭か ら前葉に
､

O N 4 6型式 を

5 世紀中葉に置き ､ T K 2 3 型式を 5 世紀後葉､
T K 4 7 型式を 5 世紀末集に比 定 して い る o

祇園大塚 山古墳の 築造 された時期は ､ 関東て奪窯焼成の横 ハ ケ使用埴輪が広く用 い られ

た時期で ､ 今後も発見例 が増加するもの と思われ る｡ また､
こ の 前段階の様相に は ､ 地域

に よ っ て各 々 系統 を異に する動きが あり ､ 関東 の Ⅱ期､ Ⅲ期 ､
Ⅳ期古相 の 様相 は かなり複

雑で ある.

-

方 ､ T K 2 0 8 型式 の 段階には ､ 穿窯焼成の 縦 ハ ケだけを用 い た埴輪 (表 1 ) が 出

現 しており
( 17'

､ Ⅴ期の最古段階はⅣ期埴輪の 残存部分と重なると思われる ｡ さらに 常総

地域の 特徴と して ､
｢斜格子状 ハ ケ+ を加える独特の技法が上総と常陸の 古墳

く1 8'
に見られ

る o これもまた ､ 常総Ⅳ期 の 地域色と い えよう｡

註

( 1) 豊浦大塚 山古墳は
､

発 据調査報告書等 で は現在の字名を冠 して ｢ 三之分日大濠 山古墳+ と

され て い るが
､ 大塚山古墳を含む古墳群は旧村名を冠 して ｢ 豊浦古墳群+ とされて い る o こ

こ で は ､ 歴史地理的意味をも つ 後者の名称に基づき豊浦大塚 山古墳と したo

(2) 白石稲荷山古墳 の墳形は ､ 藤岡市教育委員会による範囲確認調査報告書にもと づ い て復原

したが
､ 前方部 の形態に つ い ては不明な点が多く ､ 今回は葺石 によ っ て明らかな 2 ･ 3 段 目

の 段築と墳丘測量図か ら図上復原案を示したに留まるo 太田天神山 ･

お富士山古墳の墳形と

の違 い を示 した ｡

( 3) 基山古墳 の前方部幅値は
､

公開され て い るデ ー

タ で は1 53 m とな っ て い るが ､ 隅角 の 崩壊部
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分を復原する と1 6 0 - 1 6 2 皿 になる｡

( 4) 高柳銚子 塚古墳には区画整理事業 の計画があり ､ 保存か消滅か の岐路に直面 して い る｡

(5) 村井定雄 ｢ 千葉県木更津市大塚山古墳出土遺物 の研究+ 『ミ ュ
ー ジア ム』 第1 8 9 骨 束京

国立博物館 美術出版社 1 9 6 6 (2 - 1 7 頁)

(6) 田中新史氏 の採集品の提供 を得た｡ また第5 図掲載資料も氏 の提供に よるもの で ある｡

(7) 川西宏幸 ｢ 円筒埴輪総論+ 『考古学雑誌』 第6 4 巻第 2 号 日本考古学会 1 9 7 8 (1 - 7 頁)

(8) a 註 7 に同 じ

b 築比地正給 ｢ 高柳銚子塚古墳の埴輪+ 『宇麻具多』 第 3 号 木更津古代史 の 会 1 9 8 2

(7 - 8 頁)

C 小沢洋 『二間塚遺跡群確帯調査報告書』 Ⅱ 富津市教育委員会 1 98 5

(9) こ の須恵器施 の位置づ け に つ い て は ､ 国立歴史民俗博物館考古研究部の 吉岡康暢氏 の 御

見解を参考にさせ て い ただ い た｡

(1 0) 田中新史 ｢ 御藤山古墳出土 の短甲+ 『考古学雑誌』 第6 4 巻第 1 骨 日本考古学会 1 9 7 8

(2 8 - 4 4 頁)

(l l) a 常州英夫他 『塚山古墳群』 栃木県考古学会 1 9 7 9

b 石部正志編 『塚山古墳外形確認調査報告』 宇都宮大学考古学研究会 1 9 9 5

(1 2) 酒井清汚 ｢ 千葉県大森第2 遺跡出土 の 百済土器+ 『古文化談韓』 第1 5 集 九州古文化研

究会 1 9 8 5 (1 0 5
- 1 2 4 頁)

(1 3) a 車崎正彦 ｢ 常陸舟塚山古墳 の埴輪+ 『古代』 第5 9 I 6 0 合併号 早稲 田大学考古学会

1 9 7 6 (3 8 - 4 9 頁)

b 安藤鴻基他 ｢ 千葉県香取郡小見川 町三之分日大塚山古墳 の 長持形石棺適材+ 『舌代』

第6 4 号 早稲 田大学考古学会 1 9 7 8 (3 5 - 4 5 頁)

(1 4) 小沢洋 ｢ 参考資料 内裏塚古墳出土遺物+ 『年報』 N o . 1 ( 財) 君津郡市文化財 セ ン タ ー

1 98 3 (4 2 - 4 4 頁)

(1 5) 椙山林継 ｢ 菅生周辺 の 遺跡+ 『上総菅生遭跡』 1 9 7 9 (1 5 9 - 1 6 5 頁) に掲載 ･ 紹介され

て おり ､ 伴 っ てもよ い と考え て い るo

(16) 墳丘斜面 で採集され て い る須恵器杯片は ､ 最古 の 形 態ま でさか のぼるも の で はな い o

(1 7) 第
一

表の 上総以外の 地域に つ いて は ､ 主なも の を掲載して い る . また ､ 被線 で 区切 っ た

Ⅴ期の埴輪は ､ C 種横 ハ ケ ･ B 種横 ハ ケ の 残存､ 縦 - ケ
ー

次の み の 外面調整 の もの で ある｡

(1 8) a 那珂湊市川子塚古墳 (表採)

b 内裏塚古墳 (前掲註 (4) - C)

C 菊間手永古墳 ( 市原市文化財 セ ン タ
ー 調査､ 近藤 敏氏教示)

d 富津市富士見台古墳 ( 平野雅之 ･ 諸墨知義 ｢ 富士 見台遺跡 ( F T O O 8) + 『年報』N o .

5 (財) 君津郡市文化財セ ン タ
ー

1 9 8 7)

なお ､
｢ 斜格子状 ハ ケ+ は ､ Ⅲ期公卿塚(埼 玉県本庄市) にも存在 し､ 高山塚 (茨城県

常陸太田市焚天 山3 号墳) にも認められる o そ の 初現は
､

Ⅲ期に遡る ことは確実 で
､

おそ

ちく 二次調整縦 ハ ケ と 二次調整横 ハ ケ の 交流の 中て 出現 したもの と考えられる｡
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一 山川 出版社 1 9 9 2

3 5 佐伯秀人 『内裏塚古墳群』 (財) 君津郡市文化財 セ ン タ
ー 1 9 9 2

3 6 茂木努 ･ 志村哲『白石稲荷山古墳』 範囲確認調査報告書Ⅱ 群馬県藤岡市教育委員会 1 98 7

3 7 茂木努 ･ 丸山治雄 ･ 志村哲 『白石稲荷山古墳』 範囲確認調査報告者 Ⅰ 群馬 県藤 岡市教育

委員会 1 9 8 6

3 8 白井久美子 ｢祇園大塚山古墳 の 埴輪と須恵器+ 『古代』 第8 3 号 早稲 田大学考古学会 1 9 8 7

(1 0 0 - 1 0 9 頁)

3 9 白井久美子 ｢ ｢長州壕+ の 石製品+ 『房総考古学ライ ブラリ
ー

6 』 古墳時代 ( 2 ) (財)

千葉県文化財セ ン タ
ー

1 9 9 2 (3 7 - 4 0 頁)

4 0 白石太 一

郎 ･ 杉山晋作 ･ 車崎正彦 ｢ 群馬 県お宮土山古墳所在 の 長持形石棺+ 『国 立歴史民

俗学博物館研究報告』 第 3 集 1 9 8 4 (8 3 - 1 2 0 頁)

4 1 白石太
一

郎 ｢神ま つ り と古墳 の祭死 一 首墳出土 の 石製模造品を中心 と して -

+ 『国立歴

史民俗博物館研究報告』 第 7 集 国立歴史民俗博物館 1 9 8 5 ( 7 9 - 1 1 4 頁)

4 2 末永雅雄 『日本の 古墳』 朝日新聞社 1 9 6 1

4 3 杉山晋作 ｢ 石製刀 子とそ の 使途+ 『国立歴史民俗博物館研 究報告』 第 7 集 国立歴 史民俗博

物館 1 9 85 ( 11 5 - 1 3 3 頁)

4 4 杉山晋作 ｢ 特異な彫刻文 の ある石製腕飾+ 『古代採草』 Ⅱ 早稲 田大学出版部 1 9 8 5 ( 2 9 9

- 3 1 8 )i )

4 5 樋山林継 ｢ 菅生周辺 の 遺跡+ 『上総菅生遺跡』 中央公論美術出版 1 9 8 0 ( 15 9 - 1 6 5 頁)
4 6 鈴木敏則 ｢ 淡輪系円筒埴 軌 『古代文化』第4 6 巻第2 号 (財) 古代学協会 1 9 9 4 (3 9 - 5 0 頁)
4 7 田中新史｢ 古墳時代中期前半 の鉄錬 ( -) + 『古代探叢』 Ⅳ 早稲田大学出版部 1 9 9 5 ( 2 4 7 -

3 0 8 頁)

4 8 田中英夫 ｢ 長持形石棺の再検討+ 『古代学研究』 7 7 古代学研究会 1 9 7 5 (1 7 - 2 9 頁)
4 9 干葉県教育庁文化課『千葉県富津市内裏塚古墳群測量調査報告書』干葉県教育委員会 1 9 8 6

5 0
･ 築比 地正 治 ｢ 高柳銚子 塚古墳 の 埴輪+ 『宇麻具多』 第 3 号 木更津古代史 の 会 1 9 8 2

( 7 + 8 頁)

5 1 寺田良書他 『野毛大塚古墳』 世田谷区教育委員会 ･

野毛大塚 古墳調査会 1 9 9 9

5 2 中井正幸 ｢ 古墳出土の 石製祭器 一

滑石製農 工 具を中心と して
-

+ 『考古学雑誌』 第7 9 巻

第 2 号 日本考古学会 1 9 9 3 (3 ト61 頁)

5 3 中井正 幸 ｢ 四世紀の神ま つ りは ど の ようなも の だ っ たか - 滑石製農 工 具の 検討から+ 『新

視点日本の歴史』 第 2 巻古代編 Ⅰ 新人物往来社 1 9 9 3 (1 2 6 - 13 5 頁)

5 4 中西康裕編 『土師の 里 8 号墳』 藤井寺市教育委員会 1 9 9 4

5 5 原秀三郎 ･ 柴垣勇夫他 『遠江堂山古墳』 磐田市教育委員会 1 9 9 5

-
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5 6 平野功他 『三之分日大塚山古墳発据調査報告書』 小見川町教育委員会 1 9 8 7

5 7 前田敏彦 ｢ 和歌山県和歌山市車鶴之音吐古墳+ 『日本考古学年報』 4 6 日本考古学協会

1 9 9 5 (5 3 ト5 3 5 頁)

5 8 間壁忠彦 『石棺から古墳時代を考える』 同月月舎出版 1 9 9 4

5 9 松島栄治他 『群馬県史』 資料編 3 群馬県 1 9 8 1

6 0 松村 - 美他 『お宮土山古墳』
- 範囲確認調査報告書

-

伊勢崎市教育委員会 1 9 8 9

6 1 三辻利 - ｢ 干葉県内の 古墳出土埴輪の蛍光Ⅹ線分析+ 『千葉県文化財セ ン タ ー 研究紀要』15

(財) 千束県文化財 セ ン タ
ー 1 9 9 4 (1 3 0 - 1 5 8 頁)

6 2 森本六 爾 ｢直弧紋を有する石盤刀子+ 『古代文化研究』 第 2 号 古代文化研究会 19 2 5 ( 8 7

- 9 9 頁)

63 山内昭 ニ他 『舟塚 山古墳周漆調査報告審』 石岡市教育委員会 1 9 72
･

64 和田晒吾 ｢ 古墳時代 の 時期区分をめぐ っ て+ 『考古学研究』 策3 4 巻第2 号 日本考古学会

1 9 8 7 ( 4 4 - 5 5 頁)
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第 3 節 総武 の 内海 の 大型 円墳

大型円墳の 立地

総武の 内海の 大型 円墳は ､ 西岸の鶴見川 .

多摩川と東岸の村田川 ･ 養老川 に集中する傾

向が あり ､ 前期か ら中期 の大型前方後円墳が存在しない 中流域にも立地 して い る o また ､

東岸で は ､ 下流域に大型 前方後円墳の 集中する小橋川 ･ 小糸川流域に大型円墳の 分布 が希

薄で ある｡ こ こ で は
､ 鶴 見川 か ら小糸川 にわたる 沿岸地域を主な対象とするが ､ 近代以降

の 開発が急速に進 め られ た地域で あるた め
､ 未調査 の まま消滅 した古墳が か なり あると考

えられるo 特に ､ 首都圏の 大 半は本来 の 古墳の 分布状況を復元で きなくな っ て い る o そ こ

で ､ 比較的開発が遅く始 ま っ たた め古墳の 遺存が 良く ､ 最近の 分布調査や発掘調査によ っ

て 内容が かなり分か っ て きた東岸の養老川と村田川流域を参考に して こ の 地域の 大型 円墳

を概観 して みた い
｡

規模と構成

大型円墳の概念は ､ 地域や 時代に よ っ て異なる と思われ るが ､ まず墳丘規模に拠 っ て
一

般的にどれ位のも の を大型とする か確認す る こ とにする o 養老川 流域で は ､ 1
,
1 6 2 基 以上

の 古墳が確認されて い る (『千葉県市原市埋蔵文化財分布地図』 - 南部編 ･ 北部編
-

1 9 8 7

･ 1 98 8 市教委) o そ の 内前方後円墳が 61 基 で全体の 9
.
3 % で ある の に対 し

､ 円墳は 6 5 9

基で 5 7 % を占める が ､
こ の 内墳丘径 5 0 m 以上 となると 3 基(o .5 % ) に過 ぎな い

( 1 '
｡ 4 5

～ 3 3 m に なると 8 基(1 ･
2 % ) となる ｡ さ らに 2 5 m 以上 にす る と 4 8 基( 7 % ) を占め る

く2 )

o 同様の作業を村 馴l 流域でも行 っ て み る と､ 確認 された総数 6 6 3 基 の 内 ､ 前方後円

墳は 3 6 基で 5
･
4 % ､ 円墳は 4 1 1 基で 6 4 % を占め る｡ 最大 の 円墳は墳丘径 5 4 m で養老川

流域 とほぼ同規模で あるが ､ 5 0 m 以 上 の もの は 2 基 の み で円墳中 o
.
5 % とな るo 4 5 - 3 3 m

の もの が 5 基(1 ･2 % ) ､
2 5 m 以上 とす ると 3 9 基(9 % ) になる ｡ 中期 の 甲南や胡轟金具 を

出土 した円墳の規模が ほ ぼ 2 5 m 以上で ある こ とか ら､ 円墳の 7 - 9 % を占め る こ の 規模
に

-

つ の 基準を見出し得るo しか し
､

これ らをす べ て 大型円墳と呼ぶに は規模 の格差が 大

きく数も多い た め ､ 1 % 強を占め る 4 5 - 3 3 m と した第 2 の グル - プ以上を大型 円墳とす

る の が妥当で あろう｡ それ以下 の 2 5 m を超えるも の は ､ 表 1 に示 したように 流域に よ っ

て は規模の 割に副葬品の 豊か なも の もあり ､ 地域内で の 地位に
一

定の高い位置付 けを示 す

中規模の 1 群とい えようo 尚
､ 調査古墳の 墳丘規模は 円丘 の 下端 ､ すなわち周溝をも つ も

の は内側下端 の 径を示 して い る｡

大型円墳､ 特に 4 0 - 5 0 m の 規模に なる と ､ 何らか の施設が付設 されて い る 可能性が強

い o 事実
､ 多摩川 流域最大の 円墳とも考えられて い た野毛大塚山古墳は ､ 帆立貝型と確定

し､ さらに造り出 し状 の施 設が 付く こ とも確認 された
( 3 '

o 御撒山古墳や持塚 1 号墳の よ

うに埴輪､ ある い は葺石 をも つ も の に は付帯施設 の 存在を予 測する必要が あろう｡ すなわ

ち大型円墳に は ､ 内部施設 しか調査して い ない もの が 多く ､ 検討すべ き課題は 多い ｡ 全掘

例で なければ同列 に扱えな い 限界をも つ こ とを強調 してお きた い ｡
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総武 の 内海沿岸で は ､
.

円形 の墳丘 をも つ 墓

は弥生時代 に は見られず ､ 現在の とこ ろ､ 古

墳出現期 に径 3 0 m 強 の傑出 した規模をも つ 神

門 5 ･ 4 ･ 3 号墳が初現で あるo これらは墳

丘 に発達した突出部が付き ､ 円墳で もなく中

型 の 帆立貝型前方後円墳で もない定型化 以前

の 前方後円墳の 一

類型 と して 区別でき る o

瀬戸内東部を中心 に ､ 弥生時代中 ･ 後期に

は既 に円丘 基が存在して い るo しか し､ 東国

で は神門古墳群以前に群馬 ･ 埼玉 で見られる

隅丸方形 の 小墳丘 も東山道系の変容した形と

考えられ､ 方形 の 認識がくずれたも の で
-

那

で言われて い る ような円墳で はない
( 4 )

｡ 円丘

系の 墓は ､ 地域や時代に よ っ て規模や形 態に

A 70 m (2)

4 5 m (5) -

_
50 m (2J

-

33 m ‡5)
～

25 m f32
'

1

盟

㊨
(

-

互
r

畠わ
～ 30 m lll

～

20 m 【2J

1 5 rn ま51

顔

( 1 8 9)

0 :椿 3PL
,

1f L: F Ij 5
･l r)6ニi

図 1 村四川流域 の 墳形 と 規模 の 鯛城

( ) 内 は 基数

様性が あり ､ 形態 に つ い て は造り出し部 ･ 陸橋部等に盛土が な い 限り ､ 全掘 しない と 明ち

か にできな い とい えるが､
こ の 地域の 実際の発掘例か ら見て大型円墳に は何 らか の付帯施

設が付く こ とを予測す べ きで あろう ｡

3 円墳の 類別

円墳の形態的要素には ､ 円丘部 の径と高さ ･ 造り 出し部の 大きさと高さ (盛 土 の有無)

･ 周溝の 形態が挙げ られ る ｡ これ に よ っ て A : 付帯施設 の ない円墳 ( 周溝は 全周) ､ B :

造り出 し付 円墳､ c : ブ リ ッ ジ (陸橋部) 付円墳を設定す る こ とが でき る｡

造り出し付円墳は ､ 従来前方後 円墳の 造り出し付設を契機に出現 した墳形 として捉え る

見方が
一

般的で あ っ たo それ に従えば中期古墳の
一

類型となるが
､ 新潟県三条市保 内三 王

山 1 1 号墳や福井県敦賀市の 立洞 2 号墳の ような碧玉製石釧をも つ 段階にも調査例が ある｡

また
､ 帆立 貝型古墳 - の 造 り出し付設例も前掲 の 野毛大塚古墳の他 にも類例が確認 されて

お り ､ 造 り出 し付円墳に は時代 に よ っ て異る系統 のもの が併存して い る ことが考えられ る｡

帆立貝型古墳は ､ 短小 な前方部の 形態か ら造り出 し付円墳との類似性が指摘されて い るが

( 5 '

､ 造り出 しが 埴輪列や 土器 ､ 木器等を用 い た 一

種の 祭壇 に終始する の に対 し､ 短小 な

前方部には 内部施設が設 けられる ことも少なくな い
｡

こ の 点で両者は基本的な機能 を異に

した施設で あり ､ 造 り出 しは あく ま で も葬送に関連する副次的な祭柁 の場で あると い えよ

うo 厳密に言 えば ､ 造り 出 しとい えるもの は上記 の ような祭器 を用 い た集配跡が 検出され

た 場合に限 られ ､ 周溝に 張り出 した′ト規模な方形部は単なる通路 の 掘り残 しの 場合もあろ

う ｡ 従 っ て
､ 造り 出 し付 円墳の 設定には形態に加 えて地域

･ 時期的背景と機能を示す遺物

が 必要となろうo

一 方
､

ブリ ッ ジ付円墳は ､ 周溝を掘り残 したブリ ッ ジ部分に盛 土がなく
､

その 長さが周

滞 の 幅とほ ぼ同じもの を設定 して い る
` 6 '

｡ ブリ ッ ジ は ､ 基本的に は墳丘 - の 通路で ある

が ､ 埴輪や 土器類を用 い た 二次的な祭死 の場と しても機能 した例 が少なくな い ｡ しか し､
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図 2 東 京 湾周 辺 の 大型 円墳

造り出 しが外界か ら独立 した機能 をも つ 施設 であ る の に対 し ､ 墳丘 の 内外 に開放された｢祭

死 の 道+

【

と して機能する o 練武 の 内海沿岸セの ブリ ッ ジ付 円墳の 検出例は 3 0 基 を超 えて

お り ､ 開発 の 状況や調査 の粗密を考慮 してもか なり集中する地域で ある｡ ブ リ ッ ジ付円墳

の 分布 は ､ 畿内お よび周辺 部より遠隔地に分布 の 中心が あり ､ 特 に九州
､ 関東地方 に検出

例が 多い o また ､ 出現期 か ら中期 ･ 後期 にも
ー

貫した系譜 があり ､
｢ 飛躍 しえな い 被葬者

群+ の 墓と して存続す る ｡ 全期間を通 じて墳丘径 1 0 - 2 0 m の 規模が中心で
､ 副葬品の 内

容 にも飛躍がほ とん ど見られ な い ｡

こ の 地域の ブリ ッ ジ付円墳 の
一

般的な変遷 をもう少 し細かく見る と
､ 出現期 - 前期で は

周溝の 中央にブリ ッ ジをも つ 方墳との つ ながりを前提 と して円丘 にブリ ッ ジが付設 され ､

規模が大きく副葬品の 内容 に新 し い 要素が見られ る｡ 中期か ら後期前半には ､ 造り出 し付

円墳と比肩するほ ど埴輪をも つ 例が多い が ､ 甲南 ･ 馬具 ･ 飾り大刀 等こ の 時期 の 新 し い文

化 を象徴す る遺物は見られな い
｡ 後期後 半に なると ､ 横穴式石 室の 導入 に影響を受 けて前

庭部周辺 にブリ ッ ジを設 ける ようになり ､ 本来の ブリ ッ ジの 意味を失 っ て通有の 小規模円

墳の 中に埋没 して しまう｡ こ れ に対 して造り出 し付円墳は
､

5 0 m を超 える規模 の もの が

か なり あり ､ 総武の 内海 で も 4 0 m ク ラ ス の 大型円墳に造り 出 しが付設され る｡ 埴輪 ･ 葦

石 をも つ 造 り出 し付の 可 能性 を想定 でき るもの も こ の 規模に多い
｡

-
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我 1 凍 寮 湾周 辺 の 大型 円 墳
- 一

覧

番号 名 称 折 在 地 時期
墳丘径 ･ 馬
( 孤) ( 皿)

外部施設 内部施設 副 葬品 ･

そ の 他

1

2

朝光青原1 号墳

日 吉矢上古墳

横浜市港北区市 ヶ尾町下市

ケ 尾

横浜市港区 日吉本町 下ノ 町

中 期

中 期

37 . 0 ･ 2
､ 5

2 4 . 0 ･ 4 . 0 埴輪

茸石

木棺直葬

木棺直葬 L

横穴石室

木棺直葬

三角板鋲留短甲 ･ 眉庇付

宵 ･ 鉄剣 ･

鉾 ･ 滑石臼玉

鴇龍鏡2
･ 竹林 ･ 鉄剣

3 了 源寺古墳 川崎市北加漸轟見 ケ 崎公園 中 期 2 5 . 0 ･ 3 十 坊製六 獣鏡2
･ 鉄斧

4 馬絹古墳 川崎市高津区馬絹9 94
-

8 後 期 3 3 ･ 6 鉄釘

鉄剣 ･ 鈍 ･ 鉄鉱 ･ 玉頬

5 西福考古墳 川 崎市高津区南棟ケ谷 中 期 35 ･ 5 . 5 円簡埴輪

( 埴輪)

6 虚空戯山古墳 横浜市緑区荏田 町215 前 期 :35 ･ 5 . 5

7 室ノ 木古墳 横浜 市磯子区磯子町浜 後 期( 3 0 ) ( 櫨口石榔) 金銅装馬具 ･

大刀 ･ 鉄鎖

8 狐塚古墳 世 田谷区尾山台2 丁 目17
-

1 中後期 40
･

6 円筒埴輪

不明

粘土榔?

喋榔 ?

三角板 , 横矧板鋲留短 甲

各1 ･ 七 給付内行花文鏡

鉄剣 ･ 鉄鉱

大刀 ･ 土師器

大 刀片

9

1 0

御激山古墳

砧中学校4 号墳

世田谷区等々 力1 丁 目

世田谷区成城1 丁 目

中 期

中 期

40
･

7

3 7 . 0 ･ ユ. 5

円簡埴輪

茸石

円筒埴輪l l

12

兜塚古墳 狛江 市中和泉字橋場7 49 中後期 36 . 0 ･ 5 . 5

白井塚 狛江 市中和泉字橋場817 中 森 36 . 0
･

4 . 0 ( 茸石)

経塚 狛江 市中和泉寄席場1 78 6 中 期 40
･

5 . 0 ( 茸石)

埴輪茸石

絹山塚 狛江 市中和泉松原東1 818 中後期 40 ･ 4 . 7

松 原東稲荷塚 狛江 市中和泉松原東 中後鞘 34 ･ 4 . 0 傑榔 大刀 ･ 鉄鋸

上布田 1 号 調布市上布田 中 期 31 . 0 陸橋部付 土師器

13 広 場2 号墳 鴨川市広場上 広 場 42 ･ 4 ( 周 満席 認)

14 向原新割古墳 富津市二 間 塚字向原新割 後 期 39 . 0 造出 し付 境穴石 室 馬 具 ･ 大 刀 ･ 人骨20 以 上

1 5

1 6

丸塚古墳

八重原 1 号墳

富津市大掘字砂山

君津市 三 直

後 期

中 期

30 . 0 ･ 4 . 0

3 7 .
0 ･

4 . 0

陸橋部付 横穴石 室 馬 具
･

骨鎖 ･ 大刀 ･ 鉄鉱

･ 刀子 ･ 玉類

三 角板 ､ 横矧坂鋲留 短 甲

各 1 ･ 鉾 ･ 鉄製模造 品他

1 7

1 8

2 0

2 1

戸 崎37 号墳

戸 崎49 号墳

宮下西谷 3 号墳

中谷2 号墳

熊 ノ 腰 1 号墳

卒土神社南古墳

君津市岩出

君津市岩出

君津市宮下字西 谷

君 津市浜子字中谷

木更津市矢那熊ノ 腰

袖ヶ 浦町岩井南 中後鞘

40 ･ 7

4 0 ･ 7

4 0
1

4

4 0 ･ 5

4 0
･

2 十

3 6 ･ 5 円筒埴輪 二段集成

辺 田 1 号墳

小田 部 古墳

市原市惣社字辺 田

市原市小田部字向原

前 期

出現期

33 ･ 5 . 6

2 3 . O
1 3

. 0

陸橋部付

( 3 ケ 所)

陸橋部付

木棺 直葬

木棺直葬

菜環頭大刀 ･ 鉄槍 ･ 鉄剣

鈍 ･ 小型 素文鏡 ･ 玉

ガ ラ ス 玉 ･ 管玉

22

2 3

持塚1 号墳

諏訪台9 号墳

市原市西広 字持塚

市原市村上 字諏 訪台

中 期

前期?

39 , 5
･ 4 . 5

4 5 . 0
･

6 . 5

円筒埴輪 木棺直葬

粘土床

木棺直葬

神獣鏡 ･ 大刀 ･ 刀子 ･ 鉄

鍍 ･ 玉類 ･

須恵器

(墳丘 測量 ･ 部 分調査)

24 稲荷台1 号墳 市原市山 田橋字稲荷台 中 期 2 7 . 5
･

2 . 3 ｢ 王 賜+ 銘鉄剣 ･ 横矧板
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2 5

2 6

菜問部多1 号墳

鍋塚古墳

市原市西広宇陀谷

市原市新堀字源

中 期

中期?

2 9 . 0 ･ 2 . 5

6 0 ･ 4 . 4 (造出し付)

( 2 基)

木棺底葬

( 3 基)

鋲留短甲 ･ 鉄艶胡篠金具
●きさげ状鉄製品･

鉄剛
機矧板鋲留短甲 ･ 鉄針

大刀 ･ 鉄鎖 ･ 刀子

27 丸山塚古墳 市原市松 崎宇塚越 前期 ? 5 0 ･

4 . 5

安須1 号墳 市原市安須 中後期 39 . 2
･

3 - 0

2 8 菊間天神山古墳 市原 市菊間 字手永 中 期 44 . 0 ･ 6 . 7 円筒埴 輪

木棺底罪

( 3 基)

木棺底葬

( 3 基)

木棺慮葬

木棺直葬

( 3 基)

木棺底葬

( 2 基)

疎文鏡 ･ 石釧 ･ 玉概 ･

鉄剣 ･ 滑石製臼 玉

鉄剣 ･ 鉄鉾 ･ 鋸 ･

鉄製層

工 具 ･ 鉄挺 ミ ニ チ ェ ア笥

滑石石 釧 . 大刀 ･ 鉄鎖 ･

舟形須慮舘 ･ 玉概

岱 製猷形鎗 ･

滑石石釧 ･

石 製立花 ･ 石製横道品 ･

･ 鉄剣 ･ 鉄鉾 ･ 鎌 ･ 銅戯

石枕 ･

石製立花 ･ 石製捗

造品 ･ 鉄製腰 工 具 . 鉄負

･ 玉類 ･ 大刀 ･

石釧

2 9

3 0

31

3 2

大厩浅間様古墳

菊間仙台原 古墳

市原市大庶 事川 上台

市原市菊間字仙台原

前 期

( 後期)

52 . 0 ･ 1 l . 4

3 3
･

3 . 3

(造出 し付)

陸橋部付

草刈 1 号墳

草刈 3 号墳

長者塚1 号墳

市原市草刈字 天神台

市原市草刈字六之 台

市原市潤井戸 字長者塚

中 期

中 期

後 期

38 . 0
･

7 . 0

3 5 . 0 ･

6 . 0

3 8 . 0 ･ 5 . 0

3 3

3 4

七廻 塚古墳

上赤塚1 号墳

干葉市生実町 字峠台

干葉市両生実町

中 期

中 期

5 4 . 0 ･ 8
.
8

3ユ. 0 ･

2 . 7

3 5 東寺山石 神2 号

墳

千乗市来寺山町 字石神 中 期 25 . 6
･ 2 . 3 木棺慮葬 石 枕 2 ･ 石製立花 ･ 石聾

模造品 ･ 鉄製模造 品 ･ 戯

･

針 ･ 鍍 ･ 鉄剣
･ 刀子

36

3 7

鶴塚古墳

カ ブ ト塚古墳

印播郡 印西 町小林

山武郡山武町麻生新甲地 先

中 期

後 期

44 . 0 ･ 3 . 0

3 6 . 3 ･ 4 . 2

壷形 ･

器

台形埴輪

埴輪

ニ 重周 溝

木 棺直葬

( 3 基)

横穴 石室

鉄剣 ･ 鉄鉾
. 大 刀 . 刀ギ

･ 鉄鎖 ･ 滑石 製臼玉

金銅装大刀 ･ 馬具 ･ 鎚

38

3 9

経僧塚古墳

松尾 姫塚古墳

山武郡成東町野掘字経僧

山武郡松尾町

後 期

後期 -

45 . 0 ･ 7 . 1 5

66 . 0 ･

1 0 .
0

箱式石 棺

儀穴石室

木棺直葬

圭頭大刀 . 胡蕪
･

馬具
･

金 鋼製鈴 ･ 鉄鎖 ･ 玉類

( 測量の み)

40 其々 塚古墳 八 日 市場市飯塚字真々 塚 中 期 ( 60) ･ (1 2) 鉄剣 ･ 鉄 斧 ･ 鉄鉱 ･ 大7

4ユ 竜角寺78 号墳 印旗郡 栄町竜角寺字大畑 後 期 35 儀穴石 室

竜角寺1 04 号墳 印旗郡栄町竜角寺字大畑 後 期 34

- - 16 4
-



位置づ けと消長

前に触れたように ､ 大型円墳が何らか の 付帯施設を伴うことに着目すると､ 出現期か ら

後期に至 る動 向を理解 しやすい と思われ る｡ 出現期 ･ 前期前半に ､ 特殊化 した突出部を付

設した大型円墳が 主要河川流域の 小地域首長に採用 される現象は ､ 練武の 内海東岸だけで

はなく ､ 吉備 ･ 掛痩地方を中心とする瀬戸内海沿岸や九州北部､ 北陸等広 い範囲で確認 さ

れて い る｡ 定型化 した前方後円墳の成立以前には ､ こうした大型円墳が中小規模の方墳群

の 頂点と して導入された状況が見られる ｡ 前期に なると ､ 円墳は定型化 した前方後円墳の

成立と共 に多様化 し､ 造り出し付円墳 ･ ブリ ッ ジ付円墳のような付帯施設をも つ
一

群と付

帯施設 の ないもの に分化し､ 前者が比較的大型 の規模を保 つ もの の それぞれ別 の 系譜 の 中

で優妬も生まれて いる ｡ しか し ､ 総武の 内海沿岸で は こ の段階の 円墳は少なく ､ 中小規模

古墳の 大半は方墳で ､ 円墳は大型頓に限 っ て採用され る状況にある｡

円墳が - 般化 し ､ 最も多様性をも つ の は中期で あるo こ の 段階で径 3 3 m 以上 の 大型円

墳と 2 5 - 3 0 m ク ラ ス の 中規模円墳が ､ 副葬品の 内容からも分離で きるようになる ｡ 大型

円墳は ､ 帆立貝型を含め た前方後円墳を頂点として編成された地域首長層 の
一

端を担 い
､

中規模円墳は その有力構成員の 基と して
-

定の 地位を占めるo 中期の 甲南
･

胡
4 を出土 し

た古墳は ､ ほとん どが円墳で しかも 25 - 3 0 m ク ラ ス の もの に集中 して い る の で ある｡ 特

に ､ 横矧板鋲留式短甲をも つ 例が多く ､
こ の クラ ス の 円墳の 中か ら ｢ 王賜+ 銘鉄剣を副葬

した稲荷台 1 骨墳が現れ る｡
これ は､ こ の 時期に鉄製短甲の 配布 の ピ ー

クが あり ､ 倭王 権

の 穣極的な外交政策を背魚と した各地 の中小規模首長 の組織化を反映したもと の い える ｡

- - 方 ､ 東京湾沿岸の 大型円墳は ､ 最大でも径 5 4 m に留まり ､ 6 0 m を超 える 円墳が存在

する 関東平野 の 他の 地域と は状況を異にするo 後期以降になると
､ 前方後円墳の築造数 ･

規模に地域差が著し い た め大型円墳の位置付けも流域 ごとに相違が 出てく る｡ 鶴見川 ･ 多

摩川流域に は明確 に後期 に下る 5 0 m 以上 の 前方後円墳が なく ､ 横穴式石室 をも つ 大型円

墳が著しく減少する o 東岸で も養老川 . 村田川流域で は 7 0 m を超 える前方後円墳はなく

大型円墳も少な い の に対 し､ 山武郡を中心と した地域で は後期に な っ ても 1 0 0 m ク ラ ス の

前方後円墳があり 6 0 m を超 える大型円墳が存在する｡
こ の ように ､ 後期後半になると ご

く 限られた地域にだけ大型 円墳が存在し ､ 東国の 終末期大型方墳の 出現
･ 展開と関連して

大型円墳の 消長 に見られる 地域差 の存在は ､ 関東平野全体の問題で ある o

註

( 1 ) 現在の と こ ろ調査によ っ て 明らかにな っ て い る最大の 円墳の 規模は 4 5 m で あ るo

( 2 ) 田中新史 ｢ 市原台地 の特性+ 『｢ 王賜+ 銘鉄剣慨報』滝口宏監修 吉川弘文館 1 9 8 8 (2 頁)

( 3 ) 寺田良書 ｢野毛大塚 古墳見学資料+ 世田谷区教育委員会 1 98 9 ･9

( 4 ) 田中新史 ｢ 出現期古墳の 理解と展望 一 束国神門五号墳 の 調査と関連して+ 『古 代』第 77

号 早稲田大学考古学会 1 98 4 (1 - 53 頁)

( 5 ) 遊佐和敏 『帆立貝式古墳』 同成社 1 9 8 8

( 6 ) 拙稿 ｢ 小規模古墳 の
一

類型に つ い て - ブリ ッ ジ付円墳の 検討 -

+ 『古代』 第 7 5 ･ 7 6 合併

号 早稲田大学考古学会 1 9 83 (2 9 -6 9 頁)
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第4 節 赤焼き須恵器 の 展 開

赤焼き の ｢ 須恵器+

市原市草刈遺跡で 出土 した赤焼き の 須 恵器 が ｢ 草刈型 土器+ と して 報告 され て か ら ､

既 に 8 年が経過 した｡ そ の 後 ､ 草刈遺跡の 継続 的な調査 が行 われ全体の 8 割以上 が調

査 され た現在､
こ の 種 の 土器が 出土す る範囲は 限られて い る こ とが ほぼ判明 して き たo

その 主 たる範囲は 草刈遺跡の 中央部か ら南に 張りだ した草刈 六 之台遺跡とそ の 付け根

部 に/J ､ 支谷 を挟ん で 対面する 区域で ある ｡ こ の ほ か に ､ 現在整理 中の 草刈遺跡 E 区か

ら壷 ､ ある い は嚢の 底 部と考 えられ る破片が 出土 して い る が ､ 断片的な資料で しか な

い o 今回報告す る草刈 六之 台遺跡が ､ 最もまとま っ た資料をも つ 中心的 な出土地点で

ある こ と は確実で あろうo そ こ で
､

こ れまで の 調査成果をこ こ でま とめ ､ こ れ らの 土

器 の位置づ けに触れ て お き た い ｡

名称 に つ い て

こ の 土器 の名 称は ､
上 記 の よう に最初の 報告 で ｢ 草刈型土器+ と仮称 され た｡ こ れ

に つ い て ､ 報告者の 高橋康男 氏 は ､ 券種 ･

ロ ク ロ 整形 に須恵暑郎勺要素､ 酸化 炎焼成 ･

赤彩に 土師器的要素をも つ と い う特徴を挙 げ ､ ｢ 土師器+ ｢須恵器+ とい っ た名称 を

冠 さなか っ た 理由 に つ い て 以下 の よう に説 明 して い る ｡
｢ ｢ 赤焼 き須恵器+ あ る い は

｢ ロ ク ロ 土師執 と い っ た形 で 表現す る こ とも理論的 に は 可能 で あ っ た が ､ 土師器 ･

須恵器 で は ない ｢ 第 3 の 土器+ と して 規定 し得る か どうか の 検討 も踏ま えた後 か らで

も遅く な い と考えて い た ため ､ こ の よう な名称 と した+ と し､ 1 9 8 7 年 の 上記 の 論考の

中で ､
これ ら の 土器が

､ 土師器 ･ 須恵器 の どちらに も組み込 め な い ､ 従来 の 土器 体系
の 枠外 に ある土器 ､ ま たそ の 需用 と供給が

一

地域 の わず か
一

時にす ぎな い とこ ろで し

か認 め られな い 土器 と して ｢ 第 3 の 土器+ に規定す る考えを示 した｡

筆者が ｢ 須恵器手 牲 の 土器+ と仮称 した 理 由も こ の 見解と 同様 ､ 焼成技法 と赤 彩に

須恵器 の 範時に ない 土器 の 存在を模索 したか ら で あ る｡ しか し､ 焼成技法とで き あが

つ た製品の 質は 必 ずしも
一

致 して い ない 例 は少 なく な い
｡ い わ ゆる生焼けと い われ る

須恵器 は ､ 樺色 で素焼き に近 い 質感をも つ 点に注 目す ると
､ 奪窯焼成で も還 元 して い

な い例は 古墳時代か ら平安時代を通 じて多々 見 られ る ｡ また
､ 土師器 と こ の 土器 を比

べ る と
､

土師器 と区別 し難い も の も ある が ､ 明 らか に硬 質で撤密な焼き上が りの 製品

が 多く
､ 今回報告 した資料 の 中に は明 らか に外面が還元 した製品が 2 点含まれ て い る

の で ある o l 点 は8 2 8 号住居出土 の 杯 ､ ある い は有蓋 高杯の 杯部､ もう 1 点は1 5 0 号 住

居出土 の 円形透か し をも つ 高杯の 脚部で あるo 特 に 1 5 0 号住居出土 の 高杯脚部は やや

焼きの 甘 い須 恵器 と い っ た方 が 適切な焼き 上 が り の 製品 で あるが ､ 明らか に 外面 を赤

彩 して い る の で あ るo こ れ らが 穿窯で焼成され た こ とは 疑 い なく ､
これ に よ っ て

､ 製
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作手汝だけで なく焼成技法も須 恵器 の名 に矛 盾 しな い 土器 で あ る こ とが 明らか に な っ

たo なお ､ 壷の
一

部に は 黒斑 が見られ るが
､

こ れは容窯焼成の 埴輪に も しば しば見 ら

れ る o また ､ 窯跡出土 の 須恵器に も見 られ ると の 御教示 を得た く1 )
o こ こ で ､ 須恵器

の 範ち ゅうを ｢ 還元焔焼成+ で は なく ｢ 奪窯焼成+ とする こ と に異論もあ る か と思 わ

れ るが ､ 啓窯の 採用 に土師器 と の 根本的な相違を見 る こ とが で き る と考える ｡

さて ､ 通有の 須恵器 と異な る の は ､ 初めか ら酸化焔焼成で赤く発色す るように 意図

して作られて い る こ とで あ る ｡ ま た ､ 古い 段階は ､ 焼成 に際 して赤色 に 塗彩 して い る

こ とか ら､ 本来 は赤彩 して焼く土器 だ っ たこ と が推測され る ｡ こ れは まさに ｢ 赤焼

き+ を意図 したも の で あり ､ 焼成に よ っ て赤く発色 する こ とを目的と して い る ｡ こ れ

は ､ 北部九州 で報告 され て い る赤焼き の 須恵券と 同様 の 技法 で ある｡

北部九州の 例は 6 世紀以降に見 られ ､ 7 世紀に 多く 8 世紀に お よぶも の も あり ､ 7

世紀以降の 製品に つ い て は ､ 赤彩せずに赤 (深紅) 色 に焼き 上 げ るた め焼成温度等を

調整 した形跡 があり ､ はか らず も還 元 して しま っ たも の は 改め て 赤彩する と い っ た製

作技法 が見 られ る
( 2 )

｡ 北部九州で は
､

こ れ らに先行す る資料と して 福岡県嘉穂郡桂

川 町寿命王 塚古墳か らは鮮や か なオ レ ン ジ ある い は 赤褐色 に発 色 した赤焼き土器 が 出

土 して い る (赤彩 は され て い ない) ｡ こ の ｢赤焼き+ 土器 を再検討 した酉弘海 ･ 高島

忠平氏は
､

これ らを ｢ 蓋杯 ･ 杯 ･ 高杯 ･ 直口 壷 ･ 捷鵜 ･ 台付き重 など の 須恵器 が あり ､

大多数は暗灰色 を呈する ｡ な か に い わゆ る ｢ 赤焼き+ とよばれ る赤褐色 の も の が あ

る . + と報告 し
､

一

般的な須恵器 と 区別 す る見解 を示 し て い る ( 3 )
｡ 西氏 は そ の 相違

点と して ､ 還元 させ な い 焼成技法 の ほ か に
､ 底部の 切 り離 し技法 と底部外面 の 回転 -

ラケ ズ リ技法 の 欠如 を挙 げた ｡ す なわち ､ 赤焼き土器 は ｢ 粘土 ひ もを巻 き上 げて ロ ク

ロ で調整す るが ､ 切 り離 し を しな い 技牲で 作られた もの + と し て 初期須恵器や 半 島系

軟質土器 に見 られ る平底土器 の製作技法 と の 共通点 を指摘 し､
｢須恵器技法 が 日本 に

輸入 された当初の 古い 技法 をそ の まま とどめ て い た事+ に注 目 して い る o

一

般 の 須恵

器 工 人とは異 っ た 系統 の 工 人集団の 存在を示唆 したわ けで ある が ､ こ の 見解は ､ あく

ま で ｢ 赤焼き+ 土器 を須恵器 の 別種 と して扱う立場 で ある こ と がうか が える ｡

草刈 六 之台出土 の 赤焼き土器 に は
､ 現在の と こ ろ杯が確認 され て い な い が ､ 高杯の

底 部ケズ リ手法 を見 る 限 り は
一 般 的な須恵器 と同様 の 手法 で あ る｡ こ の 点 つ い て 言 え

ば ､ 寿命王 塚 の ｢ 赤焼 き+

1

土器 よりさらに
-

般 的な須恵器 に近 い 要素をも つ と言 え よ

う o こ こ で ､ 器種 ･ 器形 ､ 成形 ･ 整形 手 法 ､ 奪窯焼成技法 を須恵器 と同 じくす る赤焼

き土器 を ｢ 赤焼き須恵器+ と 呼称す る こ とに し､ 草刈 六 之台を含む広義の 草刈遺跡か

ら出土 して い る ｢ 赤焼き須 恵器+ の 諸様相をまと め ､ 他地域の 類 例を引 い て 検討を加

えた い
｡

草刈遺跡 出土 の 赤焼き須恵器 に つ い て

( 1 ) 出土地点

- 16 8 -
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広義の 草刈遺跡は上記 の よう に約･3 0 万 m
2

の 規模をも つ が ､ そ の うち報告番が 刊行さ

れ た分も含めて 千葉県文化 財セ ン タ
ー

調査区の 約18 万 6 千 m
2

と市原市文化財セ ン タ ー

･ 千葉急行線内の 調査 区約8 , 2 0 0 m
2

分 の 基礎整理 が終了 して い る現段階で ､ 出土地点

は大きく 2 カ所に分かれ て い るo
l カ所は ､ すで に 報告され て い る 市原市文化財セ ン

タ ー ･ 千葉急行腺内の 調 査 区と草刈六 之台遺跡の 所 在する草刈 台地南側 の 中央部で あ

る o もう
-

カ 所の 出土地点は ､ 草刈台地 の 北東部に位置する草刈 遺跡E 区で ある o E

区は ､ 土器 の 復原作業が進 行 中の 遺跡で ある ため ､ 今後資料が増える と思 われ る が ､

現時点で確認 して い る の は無蓋高杯の 杯 口綾部 1 点 の み で あ るo 断片的 な資料で あ る

が ､
口縁部の 下 に 2 条 の 突帯 と櫛描き波状文 をもち ､ 回転ナ デ手放を確認 で きる o 胎

土の 特徴 ･ 質感 ･ 赤彩の 発色 も含 めて 前掲の 出土地 点の 資料と同 じ匙晶 で ある o また ､

竪穴住居 から出土 した資料で ある点も注目され る ｡

次に 出土 した調査 区内で の 出土位置を見 る と ､ 台地中央部の 3 つ の 調査 区で は , 柿

原市文化財セ ン タ ー ･ 千葉急 行線内調査 区 の 出土例 は ､ ともに 草刈六 之台側 の 台地整

形部か ら出土 して い る o 草刈 六之台遺跡内の 出土地 点は ､ 1 - 3 次調査 区 の 南単に 片

寄 っ た分布 がみ られ ､ 特に南束区域に多い
o

一

方 ､ 1 - 3 次調査 区 の 北縁中央部に 1

軒離れて赤焼き須恵器 を出土 した竪穴住居 ( 4 2 号住居) が あり ､ 市原市文 化財セ ン タ
ー

･ 千葉急行線内調査 区 の 出土地点 の 対岸に位置 して い るo 草刈六 之 台遺跡の 4 次調

査 区か らは住居跡に 伴う出土例が なく ､ 表土層か ら 叩き 目 の ある直 の 破片 が 出土 した

に と どま る ｡

( 2 ) 出土 した遺構と器種構 成

草刈六 之台遺跡 1 - 3 次調査 区で は1 7 軒の 竪穴住 居 か ら赤焼 き須恵器 が 出土 して お

り ､ それ ぞれ の 住居 か ら出土 した赤焼き須恵器 の 器種構成は以下 の 通り で あ る ｡

遺構番号 赤焼き土器 の器種 と数量

2 6 号 無蓋高杯杯部 1 ､ 高杯脚裾部 1 ､ 器台受 け部 1

4 2 号 短頚壷 ( 大型) 1 ､ 高杯脚裾部1

8 1 号 無蓋高杯杯部 1 ､ 高杯脚裾部 1 ､ ( 高杯) 蓋 つ まみ 1 ､ 長頚壷 口縁部 1

1 2 0 号 高杯脚部 1

1 2 1 号 高杯脚部 1

1 4 0 号 器台受け部 1
､

1 4 7 号 短頚壷 ( 中型)

1 5 0 号 高杯脚部 1

1 5 6 号 半台脚裾部 1

3 1 0 号 無蓋高杯杯部 1

7 3 6 号 高杯脚部 1

7 9 2 号 短頚壷 ( 中型)

器台脚裾部 1 ､ 長頚壷 口縁部 1

1 ､ 無蓋高杯杯部 1 ､ 大型施ある い は長 頚壷胴部 - 底部 2
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8 1 7 号

8 2 8 号

8 3 1 号

8 8 3 号

9 1 2 B 号

無蓋高杯 1

有蓋高杯杯部 1

大型儀 ある い は長頚壷肩部 - 底部 1

無蓋高杯 1

無蓋高杯杯部 1

以上 の ように ､ 住居か ら出土 した赤焼き須恵器 は2 8 個体分あり ､ 高杯が最も多く1 5

点が図示可能で あ っ た o 次に 多 い の が 壷類で 8 点あり ､ 中型 か ら大型 の 短頚塵 3 点 ､

大型施 ･ 長頚壷が 5 点見 られ る o 番台は 4 点図示 で きた o

こ の他 に ､ 3 号墳周溝 ､ 溝等か ら出土 した も の があ る ｡ 特に 3 骨墳周構で は ､ 無 塞

高杯杯部5
､ 高杯脚 2

､ 長頚 壷 1 ､ 小型施 1 の 計 9 点が 出土 した ｡ 周滞上層 の 土器 群

と時期 を同じく して い る o 中世 以降の 偉か ら 出土 した赤焼き須恵 掛 ま､ 溝2 3 号 か ら有

蓋 高杯杯部1 点 で ある o 表 土 ある い は包含層か ら出土 した赤焼き須恵器 は無 蓋高杯杯

部 2
､

大型施 ある い は 長頚壷肩部 - 胴部 1 の 計 3 点が図化 にお よん だ｡ 図化 した個体

数は4 0 個体で ある｡ また ､ 器形 の 復原 が困難で あ っ た り ､ 小片で あ るた め 図示 しな か

つ た資料は次の 通 りで あ る ｡

遺構番号等 赤焼き土器 の 器種と数量

2 3 号

4 2 号

8 1 号

8 6 号

1 2 0 号

1 4 3 号

1 4 7 号

2 0 2 号

7 7 6 号

7 8 8 号

3 周 4 D - 5 8

3 周 4 D - 6 6

3 周 4 D
-

6 7

3 周 4 D - 8 5

3 周 4 D - 9 5

L 5 6 -

1 7 -

1

T 5 6 - 1 7 - 2

表採

壷胴部 3 片 ｡

施胴部 3 片 ､ 施 頚接合部 - 肩部 1 片 ､ 壷胴 部 5 片 Q

壷接合部 - 肩部 1 片 ､ 壷胴部 7 片 ( 内 1 片は 特に平行 pP き シ ャ
ー

プ
､

ま た

2 片は8 6 号の 壷破片片と接合) a

壷胴部1 0 片

壷胴 部 2 片

壷胴部 1 片

童胴部 5 片

壷胴部 1 片 ｡

壷胴部 1 片｡

壷胴部 3 片

壷胴部 1 片

壷胴部 1 片

壷胴部 3 片｡

壷胴部 1 片

壷胴部 1 片

壷胴部 2 片

壷胴部 1 片

壷胴 部 2 片 ｡

( 厚 手 と薄手 の 2 種 ､ 5 片が8 1 号の 壷破片と接合)

( 内 1 片は 特に平行叩き シ ャ
ー

プ で ､

( 薄手) a

( 内 2 片は薄手)･ Q

( 叩き痕ナデ消す) 0

( 平行叩 き明瞭)

( 4 D
-

6 7 の 1 片と接合)

赤 の 発 色も良好)

( 平行叩き明瞭 ､ 内側に は無文 の 当て 具痕)

( 平行 叩き明瞭) 0

( 3 F - 0 9 - 3 E -

2 1) 0

( 平行 叩き明瞭 ､ 3 ト2 1 - 4 1) ｡

-

17 2 -
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これ ら の 資料を出土 した遺構の なか で 明らか に赤焼き須恵器 と時期を異 にす る の は ､

2 3 号 ( 中世以降の 溝) ､
7 7 6 号 ( 平安時代の 竪穴住居) ､ 7 8 8 骨 ( 古墳時代前期 の 竪 穴

住居) で ある ｡ そ の 他の 遺構 は該期の 竪穴住居 と考え られ ､ 図示 した資料 を出土 した

竪穴住居に加 えて 8 6 号 ･ 1 4 3 号 にも赤焼き須恵器 が伴 っ た可能性がある ｡ た だ し ､ こ

れら の 2 軒は 図示 した資料出土 の 竪穴住居 と切り合 っ て 隣接 して い る o 確認 調査 で 出

土 した資料 (L 5 6 ･ T 5 6 出土) は ､ い ずれ も3 1 0 号 ･

1 4 7 号 の 周辺 か ら出土 して い るB

一

方､ 同時期の 須恵器 を出土 した住居 は ､
1 - 3 次調査区 の 中央部と西側 に 多く ､ 中央

部は赤焼き須恵器 の 分布域と重 な っ て い る o 須恵器 と赤焼き須恵群が 共存する1 2 1 号
･ 1 4 7 号 ･ 3 1 0 号 も こ の 中央部分布域にある ｡

図示 に 至 らなか っ た赤焼き 須恵器 の 個体数は2 6 個体以上 に なる と考えられ る ｡ 器 穂

はす べ て 壷類で ､ 特 に胴 部破片が 多く残 っ たが ､ 頚部接合部か ら肩 部の破 片も 2 点あ

り ､ 1 点は憩 に な る と見 られ る ｡

次に ､ 草刈 六 之台以外 の 草刈遺跡か ら出土 した赤焼き須恵 器 を見 る と ､ 市原 市文化

財セ ン タ
ー の 調 査区で 有蓋高杯杯部1

､ 高杯脚部 1
､ 高杯蓋 1 ､ 大型短 節義 の 口 綾部

1 の 4 点 ､ 千葉急行線調査 区か ら大型短頚壷の 口綾部か ら胴 部上半 1 が出土 して い る｡

また ､ 前掲の ように 草刈 遺跡 E 区 の 竪穴住居で 無蓋 高杯 の 破 片 1 点が検出 され て い る ｡

( 3 ) 製作技法

成形技法 蓋杯 ･ 高杯 は粘土紐巻 き上 げ｡ 壷 ･ 施 は 叩き成形 ､ 叩き板は 平行線文 を

も ち
､ 当て具 は無文 で あ る｡ 高杯形 の 器 台は 受 け部に 叩き成形 ､ 脚部に粘土紐巻き上

げが用 い られ る o

調整 ･ 整形技法 (塞) 杯 ･ 有蓋高杯 ･ 無 蓋高杯に は 回転 - ラ ケズ リ ､ 削 りだ し突

帯 ､ 沈線 ､ 回転ナ デ ､ カ キ 目技法 が用 い られ る o 壷 ･ 温 も基本的に 同 じで あ るが ､ 叩

き痕 を擦 り消すナデや底 部の - ラケズ リ には 手 持 ち の 手 法も見 られ る｡

施文 無蓋高杯で は櫛措き波状文 が 飾られ る o 壷 ･ 施 にも 口縁部や肩 部に櫛描き波

状文が あり ､ 肩部に は羽 状 の 櫛措き刺 突文も見 られ る ｡ 高杯形器台は ､ 器 台部に 櫛描

き波状文や刻み文 ､ 脚台部には 三角形 の 透か しと櫛描き波状文 が施 され て い る ｡

赤彩 草刈遺跡で 臥 すべ て の 器種 が 赤彩されて い る o 遺存が悪く不 明確なも の も

あるが ､ ほ とん ど全部赤彩 され て い ると見られ る ｡ た だ し ､ そ の 発色 に は 鮮や か な明

赤褐色 と沈ん だ灰褐色系 統の 2 種類があり ､ 赤彩が 製作の どの 段階で 行 われた か に よ

る差異か
､

ある い はす べ て 焼成前に塗布 され た場 合に も脊窯内 の 状況 に よ っ て 発 色が

異な る こ とが考えられ る ｡

焼成 奪窯 を用 い た酸化焔焼成｡

( 4 ) 産地 の 推定

草刈 六 之台遺跡 出土 の 赤焼き須恵器 の 生地 に は 土師器 と は 明らか に 異な る精良な粘
土を用 い て い る こ とは 胎土 の 肉眼観察で 分か るが

､
三辻利

一

氏 に よ る蛍 光Ⅹ 線分 析を

行 っ た結果 ､ 同時期の 須恵器 ･ 土師器 とも区別 され ､ 地元 の 精良な粘 土 ( 下末吉 粘土

- 1 7 4
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層の 白色粘土) を使用 して 作られて い る こ とが推定され た｡ また
､ 素焼きと い う焼き

物の 強度か らも ､ 近く で 生産された可能性が高い o こ れを赤焼き須恵器の 出土状況 か

らみると ､ 赤焼き須恵器 の 存続期間に は約8 0 軒の 竪穴住居 が確認 でき ､ その うち1 7 な

い し1 9 軒の 住居 か ら赤焼き須恵器が出土して おり ､ 検出された個体数ほ6 6 個体に お よ

ぶ｡ 廃絶後の 住居か らの 出土状況が本来の 状況 を必ず しも意味して い ない こ と は考慮

す べ き で あ るが ､ こ れ ら の数値が少 な い割合で ない こ とは確 か で ある｡ 破片資料が 大

半を古め る こ とを考 えれば ､ . 相当量 の 赤焼き須恵器が存在 したと推定され ､ 在地 で 生

産されたと考える の が妥当で あろうo

( 5 ) 時期

草刈 遺跡の 赤焼き須恵器 が存統 した時期は当遺跡の 古墳時代Ⅳ期と して 分期 した 時

期に ほ ぼ対応する o
Ⅳ期は ､ 竪穴住居 に伴う古式須恵器 が 出土 し

､ 造り付 け の カ マ ド

が定着する こ とをⅢ期と の 区分の 指標と したo 須恵器 の 型式で 言えば､
T K 2 1 6 型 式か

らT K 4 7 型式ま で の 期間で ある Q 土師器 で はⅢ期 が平底杯か ら丸底杯 - の変換期 に あり ､

Ⅳ期 の 後半で 完全 に丸底化する o また ､ カ マ ドの 定着に伴 っ て甑も完備され る o

T K 2 1 6 型 式 の 赤焼き須恵器 は諏 められず､ 三方透か し の 無蓋高杯の型 式か ら見 て
､

そ の 初現は O N 4:6 型式 か らT K 2 0 8 型式に 求められる o T K 2 0 8 型 式 の 一

例で ある8 1 7 号 住居

出土 の 無蓋商杯は 口線 輪部に明瞭な沈線が め ぐり ､ 口縁部の 比 率が大きく ､ 波状文 を

凸帯 に よ っ て 明確に 区画 して い る ｡ また ､ 表採資料の 中に は8 1 7 号例よ り 口縁端部 の

沈線が シ ヤ
- プで 口 縁が 大きく開く無蓋高杯が あり ､

8 1 7 号 よりやや遡 る例 と考 えら

れる o 脚の 透か しは 8 1 7 号で は 三方透か しで あるが
､

1 2 1 号には 四方透か しが見 られ るo

また ､
3 1 0 号住居 出土 の 無蓋高杯に はT K 2 0 8 型式ある い は O N 4 6 型式 の 須恵半値 が 伴出し ､

身 の 深 い 平底 の 土師器杯と 丸底の 杯が 出土 して い る ｡ こ れ よりやや新し い と考え られ

る の は8 8 3 号 の 無蓋高杯で ある ｡ 口 縁端部の 沈線が なく ､ 身が浅く な っ て い るo しか

し
､ 伴出 して い る 土師器 を見 ると ､ 身 の 深い 平底 の 土師器杯と丸底 の杯が浪在 して伴

っ て い る た め3 1 0 号 と そ れほ ど隔たり の ない 時期 の 遺物で ある o T K 2 0 8 型式か らT K 2 3 型

式に位置づ け られ よう｡

有蓋 の 高杯には 口径1 1 c m で 口縁端部の 内側 に面をも つ シ ャ
ー プな つ く り の 8 2 8 号 出

土例と 口径1 3 ｡ m で 口縁端部 が 丸く おさめられ ､ 比 較的身の 浅い 2 3 号溝出土例が ある ｡

前者はT K 2 3 型式 に 比 定で き る o 後者は ､

一

見す る とM T 1 5 型式 の 蓋杯 に類似するが
､

明

らか に脚部の つ く 有蓋高杯で ある b 有蓋高杯に はT K 2 3 型式か らこ の ように身が浅く ､

杯内部の 底 面が水 平 な有蓋高杯があり ､ 底部をほ ぼ全面回転 - ラケズリ した丁寧 な造

りで ある 点に も注目す る とやや古く位置づ けられ る o･ 壷類
･ 器台を見て もM T 1 5 型 式に

下がる 資料が な い こ と か ら下限はT K 4 7 型式期で は ない か と考えられる o 中世以降 の清

か ら出土 した2 3 号例 に は伴出遺物が なく ､ 不確定な資料で ある ことも つ け加 えた い o

伴出遺物が ある住居 出土例で はT K 2 3 - 4 7 型式 の 須恵器杯と丸底 の み の 土師器杯 をとも

なう1 4 7 号の 無蓋高杯 ･ 櫛描き波状文と刺突文で飾 られた短頚壷､
施等 の 壷類が 赤焼

き須恵器 の 新段 階の 資料とい えるo

-
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長頚壷や器台は いずれ もT K 2 0 8 - 2 3 型式 で ある ｡ こ の 他に4 2 骨住居か ら出土 した無

文 で比 較的大型 (胴部径 3 0 ･ 9 c m) の 短頚壷が あ る｡ 口縁直下に 削り出 し突帯が め ぐり ､

口縁短部は強 い ヨ コ ナデ に よ っ て つ まみ 上げられ て い る ｡ 頚部以下 は ､ 外面全面 に 当

たり の 明瞭な平行叩き ､
内面 の 胴 部に は無文 の 当て 具痕が あ る｡ 無文 の 当て 具痕は ､

既 に述 べ た ように装飾の あ る短頚壷 ･ 施 の 内面 に見 られ ､
こ の 赤焼き須恵器 の 製作に

‾

賞 して 用い られて い る o 口縁部の 形態 ･

つ くり か ら4 2 号 の 短頚 壷はT K 2 3 型 式 に比 定

で き る よう｡ 伴出 して い る 土師器杯に は身の 深 い 丸底 が多い ｡

類例 の 検討

さて ､ 草刈遺跡の 赤焼き須 恵器 の 類 例は どの ような器種 が どの 地域に み られ るで あ

ろうか o 改 めて そ の 定義を確認 し
､ 時期を限定 して 主要 な例を挙げたい

｡

上記 に示 した技 法に よ っ て製作 され た土器 を ｢赤 焼き の 須恵 執 と判断 し ､ 須恵器

の 手 法 の
-

部を模倣 した土師器 とは 区別 した い
o たと えば ､ 当遺跡7 4 2 骨住居出土 の

施 の ように器形 の み をを忠実 に模倣 した例は 含まな い
o ま た ､

こ こ で は 酸化焔焼成に

よ っ て 素焼き に近 い 質感 に焼き 上 げられた 製品を対象 と し ､ 時期を草刈遺跡の 赤 焼き

須恵器 が存続 した O N 4 6 型 式 - T K 4 7 型 式期 とそ の 前後 に 限定した い
｡ すなわ ち､

須恵器 の 国内生産が 本格化 し
､

-

部 の 地方に 在地生産 が 波及 し､ 須恵器 の 定型化 と普
及 が進行 した時期に 限りた い

o 従 っ て い わゆ る半島系軟質土器 の 系譜 にあ る土器 ､ 硬

質で生地 を深紅色 に焼 き上 げた北部九 州 の 6 世 紀以降の 製品は 今回 の 類例 に含 め な い

こ ととす るo また ､ 資料 の 性格や 時期 が推定 で き る こ とを前提 に ､ 資料を選 択 した｡

( 1 ) 県内 の類例

①大栄町中帖 B - 1 遺跡 8 号住居 出土坪蓋

中軸遺跡は ､ 香取郡大 栄町 に 所在 す る古墳時代の 集落で ある o そ の 中の 8 号 竪穴住
居か ら赤焼き須恵器 の 杯蓋 が 出土 して い る ｡

天井部に 明瞭な回転 - ラケ ズ リ が 見 られ ､ 口綾部 と の 境 は強 い ヨ コ ナ デに よ っ て 沈

線が作 り出され ､ 口縁部の 調整 は 回転ナ デ仕上 げで あ る｡ 口 縁端部の 内側 に は 明確 に

沈腺が め ぐ っ て い る o 器面 の 凹部や 口 縁部内側 に残 る赤 色顔料か ら全面 に赤彩が 施さ

れて い た こ とが分か る o 天井 部は完存 し､ 口 縁部の 1/ 2 周 が残存 して い る ｡

口径 1 3 ･ 5 4 c m ､ 器高4 ･ 9 2 c m
､ 口縁高2 ･ 8 0 c m ､ 器厚 ( 口綾部) 2

･ 0 - 2 . 5 m m ､ ( 天井

部) 3 ･ 5 - 6 ･ 7 m m
o 胎 土に は 1 - 2 m m の 砂粒 ･ 赤色粒 ･ 灰 白色粒 ･ 黒 色粒が含まれて い る｡

②木更津市 マ ミ ヤ ク遺跡 1 号柔 和遺構出土遜

マ ミヤ ク遺跡は ､ 木更津市の 東京 湾に画 した台地上 に位置し
､ 同 じ台地 に は伐製三

角縁神 獣鏡等を出土 した前期 の 前方後円墳､ 手古家古墳が あ っ た ｡ 富士 山 ･ 筑波山 を
望む 1 号祭配達構か らは 2 0 0 個体以上 の 土器 と2

,
0 0 0 個以上 の 滑 石 製小 玉 を主体とす る

各種の 石 製晶 ･ 鉄製品が 出土 して い る o 中で も注目され る の は ､ 鎌 ･

錬な ど の 実用 的
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な鉄製品と鉄製模造品が混在 して い る こ とで あ る｡ 鉄製模造品 に は ､ 刀 子 ･ U 字形鋤

先 ･ 鎌 ･ 斧頭など の 農工具 をも したも の で ある o 実用 品 を用 い た祭稚か ら模造品 を用

い た祭煎 - の 過渡的な段階の 遺構と い える ｡

赤焼き須恵器と考えられ る遜 は､ 祭絶遠構出土 の 土器 群の 中で 1 点だ け ｢ 特殊な糖

檀+ と して報告され て い る ｡ 口縁部上 半を欠 失する が全体の 2 / 3 が適存 し ､ そ の 特

徴をと どめ て い る ｡ すなわち ､ 体部中位に 2 条の 平行 沈線に よ っ て 区画 された櫛描波

状文 が描かれ ､ 外面全体に連続的卑 ヨ コ ナ デが施 されて い る の で あ る o
こ の ヨ コ ナ デ

は 同心円状の 整 っ たも の で ､ か なり高速の 回転台 の 使 用 が考えられる ｡ 胎 土 は砂粒が

細かく 精選されて い る ｡

こ の 祭配達構で は こ の 放 とともに T K 2 0 8 型式 前後の 須恵器 が多盈 に出土 して おり ､

還 元焔で 焼成され た通有の 須恵器施 も 5 個体ある ｡

( 2 ) 県外の 類例

①福岡県嘉穂郡桂川町寿命王 塚古墳出土資料 ( 前掲)

彩色壁画で 知 られ る寿命王 塚古墳の 横穴式 石室 内か ら出土 した蓋杯 3 点と長頚壷 1

点で ある o 同形 の 須恵器蓋杯 ･ 長頚壷 が伴出 して い る の が注目され る o 器形 ･ 成形技

法 ･ 回転ナ デ調整は 通有の 須恵器と 同様で ある が
､ 底部 の 切 り 離 し技絵 と底部の 回転

へ ラケ ズリ を欠 い て い る こ とが指摘されて い る ｡ 高島 ･ 酉年の 報告に よ る と
､ 赤褐色

硬 質で 胎土 は精良､ 須恵器 に 比 べ て ほ とん ど砂 を含ん で い な い ｡

こ れら の 土器 に つ い て
､ 西氏 はT K 4 7 型式 と の 見解 を示 して い る o 伴出 して い る須恵

器 蓋杯も含め て 口径 は1 2 c m 前後で
､ 身 の 浅 い 形態で ある こ とか らや や新 し い の で は な

い か と考えて い る o

②奈良県ク ワ ナ べ 古墳造 り 出 し出土土器

ク ワ ナ ベ 古墳は ､ 奈良市法華寺北 町 に ある全長 2 5 4 m の 前方後 円墳で あ る ｡ 奈良市

の 北西部 ､ 平城京 の すぐ北方 に展 開す る前期か ら中期の 大古墳群､ 佐紀盾列 古墳群の

中に ある o こ の 大古墳群は ､ 王陵の 伝説 をも つ 古墳 を含め て全 長2 0 0 m を越える 巨大

古墳 8 基 を中心 に構成され て い る o ウワナ べ 古墳 の 陪濠 の ひ と つ で ある大和 6 号墳は ､

滑石製模造 品ととも に大量 の 鉄製農工 具と合計1 2 8 k g に 達す る膨大 な量 の 鉄
I

が 出土

した こ とで
､ 中期初頭の 大和 に君 臨 した王族の 墓 で は ない か と推定されて い るo

ウワ ナ べ 古墳東外堤 の 発掘調査が 行 われた 際に ､ 周辺 の 分布 調査 に よ っ て造 り 出 し

付近か ら ｢ 酸化焔焼成に よ る赤彩され た須恵器+ が採集され て い る｡ 草刈 六 之台遺跡

出土 の 赤焼き須恵器 の 報告 に 当た っ て ､ 調査 時 の 出土資料 ､ お よび1 9 9 2 年秋 の 周 堤部

護岸工 事に伴 っ て 行われた周濠 内の 水汲み 出 し作業期間 に採集され た資料を奈 良国 立

文化財 研究所埋蔵文化財セ ン タ ー

で 実見 した ｡

草刈 六 之 台遺跡出土資料とウ ワ ナ ベ 古墳出土資料を比 較検討 した結果を率直に 言 え

ば
､ 現在知られて い る同種 の 土器 の 中で両者は最も類似 した土器群で あ る ｡ まず ､ 製

作技法に つ い て みる と ､ ウ ワ ナ べ 古墳の 資料で は壷類が 小破片 しか ない た め 叩き 成形

-
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技掛 こ つ い て は明 らかで はな い が ､ その 他の 技法 は草刈六 之台 とま っ たく 同 じで ある

とい っ て良い ｡

群様 に つ い て 見る と ､ 草刈六 之台資料が無蓋高杯 ･ 有蓋高杯 ･ 高杯の 蓋 ･ 大型 ( 高

杯形) 解台 ･ 塵 ･ 飽 か ら成る の に 対し ､ ウワナ べ 古墳で は 蓋杯 ･ 大型鉢が加 わり ､ 草

刈六 之台で最も多くみ られた櫛描波状文を施した無 蓋高杯が 出土して い ない
｡ 櫛描波

状文を施 した無丑満杯が見 られ ない 点は､ ウワナ ベ 古墳出土の 高杯脚部に は 明確 な段

があり ､ 草刈六 之台 の 例よりやや先行する こ とに起因 して い るもの と思われる o また ､

クワナ べ 古墳か らは大型 の 装飾器台に貼り付けられて い た魚形など の装飾品も出土 し

て い る ｡

酸化焔焼成で ある こ とは ､ 蘇の 有無と い うよりも意図的な行為で ある ことが クワナ

べ 古墳の 資料によ っ て も確認 でき た ｡ 中には 半分還元 しかか っ たも の も含まれ て い る

か らで ある o そ の よう な選 元 しか か っ た製品も赤色 に彩色されて い るo

これ ら の クワナ べ 古墳の 資料は､ 造り出し付近 か らま とま っ て出土したも の で ､ 古

墳祭帝巳に使 われた特別 な土器群で あ っ た こ とが推測され る ｡ 現在の とこ ろ ､ 造 り 出 し

部か ら通有の 須恵終は出土 し て い ない ようで ある ｡ 外堤上 に樹立されて い た埴輪を見

る と
､ 中期 の 円筒埴輪に特徴的な不連統の ヨ コ ハ ケで調整 されて い る が､ 鰭付きで 方

形や 三 角形 の 透か しをも つ な ど の 前期 の 埴輪に見 られ る特徴も残 して い る o

以上 の ようなク ワ ナ べ 古墳出土 ｢須 恵器+ (赤焼き須恵器) の 状況か ら ､ 草刈 六 之

台遺跡出土 の 赤焼き須恵韓 は ､ 畿内の 中期初頭の 古墳祭紀土器 にそ の 出自を 求め る こ

とが可 能で ある と い える ｡ しか も ､
王陵級の 巨大古墳に使用された祭器 にで ある ｡ こ

の 視点は ､ 草刈 六 之台遺跡で 初期須恵器や舟形 の 須恵器 など畿内の 先進文化 と深 い っ

ながり をも っ た人 々 が住む集落で あ っ たこ とを意 味づ けるもの と い えようo

③奈良市東紀寺遺跡土壌内 - 括 出土高杯

櫛描き波状文を施 した無 蓋高杯で ある o 脚の 透か しは 4 窓で あるが ､ 杯部 の 形態は

省略の 傾向に あり ､ 口縁部下 の 突帯は 1 粂にな っ て い る o 報文 に よる と ､ 形態 ･ 製作

技法 ㌧ 胎土 は伴出の 須恵器無蓋高杯と何等異 なる こ とが なく ､ 焼成はやや軟弱で 色調

は淡赤褐色 で ある ｡ 赤彩 の 有無に つ い て の 報文 はない o 同形 の 須恵器高杯 1 点 ､
蓋杯

身 4 点､ 杯蓋 3 点 ､
施 1 点 ､

土師器鉢 1 点と 共に土壌の
- 偶 に人為的に置かれた状態

で 出土 した o 須恵器 は いずれ の 器種もT K 2 3 型式に位置づ けられ る o 高杯脚 の 透か しは

須恵器 で は 3 窓に な っ て い る ｡ 出土状況に特徴が あり ､ 須恵器 高杯は須恵器杯身と赤

焼き須恵器高杯は土師器鉢と合わせ 口 に組み合 っ て 出土 し ､ しかも高杯が蓋状に倒置

され て い る の で ある ｡ 祭市巳に 関連した遺構で ある可 能性 が高い o

④群馬県群馬町三 ツ 寺Ⅰ遺跡出土蓋杯

古墳時代の 豪族居館と して 様々 な施設をも つ 遺跡で ある o 周濠の 西張り 出 し部周辺

か ら回転ナ デ調整 をも つ 酸化焔焼成の 高杯が 6 点 出土 したo
こ れらはT K 2 3 型式前後の

須恵器 無蓋高杯の 形態 的特徴を模倣 した器形で あるが
､ 杯部 ･ 脚部 とも須恵器 に は見
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られな い形態で ､ 在地 の 土師器高杯 の 形態も取り入れ た紫形 で ある o こ の 点で ､ ① ～

③の類例とは同列 に扱え な い と い う見方もで きる ｡ しか し､ 出土状況 を見る と ､ 剛春

期の 須恵器無蓋高杯 ･ 土師器高杯が伴 出 して お り ､ それ らとは明 らかに 区別され て 作

られて い る ことがわか る o また ､ 出土 した器種 に高杯が圧倒的に 釦 ､ こと ､ 滑 石製模

造品 ･ 青銅製晶を鋳造 した羽 口や ル ツ ボ なども出土 して い る こと か ら紫紺が行われた

場所で ある ことが推定されて い る o こ の ように ､ 回転ナデ調整 の 商杯は特別な 目的の

た めに ､ 須恵器 ･ 土師器 とも異な る土器と して 製作され た こ とが窺えるた め ､ 赤焼き

須恵器 の 範噂に加 える こ とに した ｡

⑤福島県泉崎村大字太 田川字原 山所在の 原山 1 骨噴出土無蛮商杯

原山 1 号墳は全長2 0 m の 前方後円墳で
､ 円筒埴輪列 ､ 人物 ･ 動 物埴輪列 を配 して い

る o そ れ らの 埴輪と共 に周溝内か ら赤焼き の 無蓋高杯が 1 点出土 して い る ｡

実見 して ､ 草刈 六之台例 にき わ めて 近 い 製品で ある こ とが確観 で きた ｡ 非常に薄手

の シ ャ
ー

プ な つ くりで ある が ､ 波状文 は草刈六 之台例 より粗く ､ 当た りが 弱し､
o 脚

の 透か しは 4 窓で ある o 灰褐色 の発 色や質感は 草刈 六之 台8 8 3 号例に類似する が 1 段

階古い 型式と考えられ ､ T K 2 0 8 型式 に位 置づ けられ よう｡ 赤彩 の 有無に つ い て は微妙
で あるが ､ 草刈六 之 台8 8 3 号 の 例もやや黒ずん だ灰褐色 の 色調 で ､ 焼成 附 こ赤彩 した

可能性が高い ため ､ 同様に 赤彩 され た可能性は ある と考 える o なお ､ 報告者はT K 2 3 型

式 と し
､

二 次 ヨ コ ハ ケ調整 が 省 略され て い る 円筒埴輪の 時廟を示す資料と して い る ｡

以上 は ､ 使用目的を特定 して製作されたと考えられ る赤焼き須恵器 の 例で あ る ｡ 実

見 した 例 を主体に例示 したた め多く の 遺漏が ある と思 われるが ､ 赤焼き須恵器 と して

作られたか どうか 検証で きな か っ たも の はすべ て 割愛 して い る ｡ 脊索で 焼か れ た酸化
炎焼成 の

､
ある い は 還元 し なか っ た須恵器 の 例を挙 げれ ば時期を限定して も かなり の

数 に の ぼる と思 われ るo しか し ､ 上記 の よう に赤焼き須恵器 は偶発 的な産 物で は なく ､

初め から意図 して 作 られ たも の で ある o した が っ て ､ 窯 出土 の 断片 的な資料や 単独 の

出 土資料だけでそ れが 赤焼き須 恵器 か どうか 判断す る の は 赤彩が 明確 で あ る場合を除
い て 困難で ある ｡

今後の 課題

赤焼き須恵器 は ､ 本格的な須恵器 生産が 行われ
､

か なり広範 に須恵器が普及 し始 め

た 時代 の 産物で ある o 北部九 州の ように 特殊な発展 を示す地域も あるが
､ そ の 盛 期は

須恵器 の 定型化する時期に対応 して い る と推定して い る o 器種構 成をみ る と､ 高杯 ･

杯 ､ 童顔が特に多い o こ れ は祭死 に おける須恵器 の使用器種 が大型 の 嚢を多用 した初
期 須恵器 の 段階か ら杯類 ･ 壷類を多用する段 階に移行する動き に 連動 したも の と考え

られ る o 須恵群が 定型 化する T K 2 0 8 型式前後の 時期 に は古墳祭紀 ･

集落祭 紀 とも
に杯類 ･ 壷類が 多用 されて い る の は周知 の とお り で ある o 集落 出土 の 須恵器施 が こ の
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時期に魚増する の も軌叡
- -

に した動き で あろう.

頻例に示 された よう に ､ 赤焼き須恵韓は発布巳に用 い られた土器である o 柴耐の 場は

古墳
･ 家族層館 ･ 銀将と多穐多様で あるo にもか か わらず同種の 特殊な土器を用 い た

背県には ､
額紀行為 ･ 精神文化を共有したこ とが推定される｡ ウワナ ベ 古墳の 造り出

しで行 われ た古墳解離 ､ ある い は 三 ツ寺遺跡の 豪族居館で行われた祭和も草刈六 之台

の 竪穴住居 で 行われた余帝巳と同 じ内容をも っ て い た こ とが想定できる の で ある o そこ

に通底する の は ､ 当時の 古墳祭帝巳に象徴的な ｢ 鹿耕儀礼+ を中心と した祭紀体系が存

在 して い る と い える で あろう｡

現段階で は赤焼き須恵韓が通有の 須恵解と窯を兼用 した例は明かで は なく ､ 須恵半

生産と の 関連を解明する の が今後の 熱感のひ と つ で ある D
これはまた ､ 各地 の 赤焼き

須恵群が こ の 時代の 須窓糖 地方窺の 成立とど の ように関連するか とい う問題で もある o

草刈遺跡の 場合は こ の 時代の 須恵紫蘇が未発見で あるが ､ 5 世紀後半代に さか の ぼる

粘土採掘坑が存在する こと ､ 集落出土の 古式須恵器 がか なり の 畳 に の ぼる こ と か ら須

恵器自体も在地 で 生産 して い る可能性 が商い
｡ 従来 ､ 陶邑か らの 搬入 晶と考 えられ て

きた製品も再検酎が必 要で ある o

註

( 1 ) 草刈六 之台出土 の 赤焼き須恵韓を実見 した中村浩氏 の 御教示 による ｡

( 2 ) 偉観県金立 開拓遺跡の資料を実見 し､ 確認 したQ

( 3 ) 高島忠平 ･ 圏 弘海 ｢寿命王塚 古墳出土器+ 『奈良国立文化財研究所年報』 奈良国立
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第 4 章 古墳時代後期 ･ 終末期の 地域圏形成

第 1 節 束国後期古墳分析の 視点
-

銑鉄による後期古墳群 の 分析 -

分析に あた っ て

東国の 古墳時代後期社会の変質を最も端的に具現化 して い るも の は ､ 各地に お ける群小

古墳の形成とそ の 特性 で ある｡ 古墳時代後期の群小古墳で ､ 武器 ･ 武具 を主体的に も つ 場

合､ そ の 組み合わせ は当時 の 階層性と普遍性を追求する こ とに有効で あり ､ 鉄 鉱は ､ 特 に

飾り大刀 をもたな い階層の分析に有効で ある と考えるo 最近は ､ 東国の 古墳時代鉄鉱の 分

析が各地で行われて い るが (1)
､ 総論的な分析が 多く ､

-

定地域内の 基礎 的な分析は ほとん

ど見られな い
o 土器が 集落ごとの 分析を経 て ､ 小地域内 ､ さらに

-

定地域内で 比較検討さ

れて い る ように ､ 使用頻度の 高い 鉄鉱 の 分析 はまず古墳群ごとに なされ る必要 が あり ､ さ

らに他地域との 同 レ ベ ル の比較 ･

検討を通 して歴史の 中に より正確 に位贋づ けられ るもの

と考える o

千葉市生実 ･

椎名崎古墳群は
､ 後期に至 っ てそれまで にな い 隆盛 を見せ る 古墳群の

-

例

で あり
､ 近年の 発掘調査 に よ っ て南北約2 0 k m

､ 東西約2 5 k m の 範囲で1 6 0 基 の 古墳が 調

査 され ､ こ の うち ､ 後期 ･ 終末期古墳と判断でき るもの が約 8 割を古め
( 2'

､
1 3 5 基に の ぼ

る ( 表 1 ) o

一

地域内 の 調査例 と し て は ､ 最もまとま っ たも の の 一

つ と い えよう0

こ の 後期古墳群の最も特徴的な地域色は ､ 軟砂岩 を構築材 と した横穴式石室 と組み合わ

せ式石棺を採用 して い る点で ､ 短期間の 石材の 崩壊に よ っ て埋葬施設 の 遺存が悪 い反 面 ､

盗塊をまぬがれた例が少 なくな い o また ､ 同 一

墳丘 内に複数の 石室 ･ 石棺をも つ 例が 多い

こ とか ら､ 追葬に よ る年代幅をさほ ど重視 しない で済む点で ､ 直葬古墳に比す べ き稀有の

例と い える｡

副葬品では
､ 鉄製武器 ､ 武具 の 出土率が 高く ､ 埋葬施設 の検出された古墳の 8 3 % で 出土

して い る o 中でも鉄鍍は ､ 約7 0 % の 古墳で検出され ､ 総数は1 , 3 0 0 本を超え る ( 表 3 ) o

また ､ 各 々 の古墳に よ っ て組み合わせ
､ 種類に変化が あり ､ 支群ごと の 変遷が 追える こ と

か ら
､

こ の 古墳群の 分析に は ､ 最も出土頻度の 高い鉄鈷を使用 した 基礎的分析が か なり有
効で あると思われる ｡

分析に際して は
一

括性 を重視 し､
′J ､ 支群ごとに把握する こ とによ っ て

､
主体 的な錬鉄 の

組み合わせ と変遷 を検討 し
` 3'

､ 特性 を抽出する こ とと した い o なお ､ 時期 の 確定 には ､ 鉄

鉱の み で はなく ､ 伴出土器や石 室構 造 の 変化を加味して い る｡

2 生実 ･ 椎名崎古墳群 の概要

生実 ･ 椎名崎古墳群は ､ 東京湾東岸に そそぐ村EB) H 7
=
流域の 台地上に形成された古墳群

で
､ 樹枝状に 開析され た小 支谷 に画 したお よそ2 0 の 小支群か ら成る総数2 0 0 基 以上 の 古墳

群で ある ( 図 1 ･ 2 ) 0
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囲 1 生 薬 ･ 椎 名崎 古 墳 群 と房総 の 主な後 期古 墳
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表 1 生実 ･ 椎 名崎 古墳群
一

覧

柄

柄
6

川

中
期
4

(3)

後 期

8 6 (54)

終宋期

4 9 (30 )

不 明

15 ( 9 )

表 2 時期別 の 比 率 鼓 歎寺: は調査古墳数, = は%

図 2 生 実 . 椎 名崎 古 墳 群分 布 図 ( 1 ‥2 0 ,
0 0 0 )
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村田川北岸の沖積地 か ら､ 大きく 4 本 の谷 (釈) が開析されて おり ､ 最も南の 谷 ( D )

が ､ 旧千葉郡と市原郡 の 境界と して 下総国と上総国を分けて い たと推定され ､ 現在もこ の

谷が千葉市と市原市の 境界とな っ て い る｡

後期古墳群は ､ 谷口北側の 台地先端部と A 谷を中心 に形成され た群､ B 谷と C 谷に 囲ま

れ た中央部に形成され た群､
D 谷と村田川低地に縁 どられた台地上に営まれた群の 3 群に

分けられる ｡ 各 々 の谷 口 の 代表的な地名か ら､ 生実 ･ 椎名崎古墳群 ､ 草刈古墳群と呼称す

る こ とに したい ( 図 2 )
く4)

. こ の うち､ 小文で は ､ 後期古墳群の 調査成果が整理 ･ 報告さ

れ て い る生実 ･ 椎名崎古墳群を取り上げて い る｡

こ の 地域の古墳出現期か ら中期に か けて の 集落 と基域の構成には未解明の 部分が多い ｡

出現期 ･ 前期段階の もの は ､ 南二重堀 ･ 馬ノ ロ遺跡などごく
一

部で検出されて い るの みで ､

弥生時代か ら古墳時代前期の 遺跡が極めて少 な い 地域と して の 特異性が指摘できる ｡ 前期
･ 中期 の大型 古墳は ､ 最も北側 の 谷 口 に 3 基 〔大覚寺山古墳 ( 墳丘長約6 2 m ) ､ 七廻塚 古

墳 (径5 4 m ) ､ 上赤塚 1 号墳 (径3 1 m )〕 が集中 し､ 村 田川流域北岸の 最有力者層と して

の 姿を突如示す｡ 前後の 時期の そ の基盤 となる部分で謎が多く ､ 各谷 口部の突端に は ､ 唯
一 調査例で ある西ノ原古墳群など前期古墳が存在する可能性があるが､ 谷 口部の 大半が未

調査 の ため ､ 推測に留ま る部分が多い
｡

いずれに しても ､ 古墳時代中期段階まで は ､ 谷 奥

部 の 開発の ほとん どなされ て い な い地域 に ､ 6 世紀段階にな っ て 大集落と古墳群が展開す

る こ とが調査に よ っ て 明らか に な っ て お り ､ さらに奈良 ･ 平安時代まで 存続する｡

以下に ､ 調査例を主体と した概要 を示す こ とに したい
｡

出現期か ら前期の 古墳は ､ い ずれも
ー

辺 8 - 1 8 m ク ラ ス の 方墳で ､

-

隅を掘り残 した形

態 と､ 溝の 全周するも
.
の が あり ､ 周構内土拡か ら管玉 が 出土 した他 は､ 主たる埋葬施設 の

検出がなく ､ 性格も判然と しな い が ､ 集落と 同じ台地 上 に築かれて い る点を特徴とする｡

前期新段階か ら中期 の 古墳は､ 滑石製品を主体的に も つ 大型円墳に よ っ て特色 づ けられ

るが ､ 石枕 ､ 立花 ､ 石製 ･ 鉄製模造品の 組み合わせ は
､ 都川水系 の千葉市石神 2 号墳と共

通 し ､ より広範囲な結び つ きを推測させ る o

群 の主体を成す後期古墳群は ､ 大きく 2 又 に分かれ る B 谷 と C 谷に形成された中央部の

台地上 を中心に展開する ｡ 6 世紀後半代 の 群形成期か ら 7 世紀中葉の 戟石積横穴式石室築

造 の 終嵩ま で を後期古墳の 時代とするな らば､ 約1 0 0 年間に8 6 - 9 0 基以上 の 古墳が 築かれ

た群と して捉 えられる o 支谷中央部を占める椎名崎古墳群の 3 支群 (図 2 - 1 0 ･ 1 1 を含む

B 支群､ 1 2 を含む C 支群､ 1 4 ･ 1 5 から成る A 支群) は ､ 5 0 m
- 3 0 m クラス の 前方後円墳を

中核とする支群で
､ 群ごとに

一

定の 面積を占めて 広く群在する ｡

前方後円墳で は ､ こ の 地域で 唯
一

埴輪をも つ 全長約5 0 m の人形塚古墳 ( 図 2 - 1 0) が注

目され､ 現在発掘調査中で あるが ､ 後期の 椎名崎古墳群の 出発点と考えられ る重要な古墳
で あるo 群形成初期には

､ 直葬系 の古墳 (図 2 - l l ･ 1 2) が築かれ
､ 軟砂岩使用 の 石棺 ･

石室系 の古墳が定着 し､ 普遍的にな る の は ､ 群の 拡大する段階で ､ 台地基部か らさらに奥

那 - 築かれた 7 - 1 0 基単位 の 5 群(1 4 ･ 1 5 ･

1 6 ･ 1 7 ･ 1 8) は ､ 群形成の 盛期の 支群で ある｡

一 方 ､ A 谷に画 した後期古墳群は ､ 谷 の 奥 へ 広が っ ており ､ 谷 口近くに 直葬系 の 2 群 (4

･ 5) が築かれ ､ 石 室を主 な埋葬施設とする より新し い群は谷奥部 - と築かれ て い く｡

また ､ 1 7 の ム コ ア ラ ク支群形成の段階で
､ 方墳の 導入 と い う新たな展開を示 し､ こ の 方

- 1 8 4 -



墳の 導入によ っ て 生実 ･ 椎名崎古墳群も終末期を迎える ことになるが
､ 方墳の 採用時期に

つ い て は､ 現在の と こ ろ資料が不十分なため ､ 時期を限定する ことが できな い が
､

7 世紀

中頃に は出現 して い る｡

また方墳の築造は ､
い わゆる終末期古墳と して終息する ことなく ､ 奈良 ` 平安時代まで

存統 して さ らに新たな展開を示 しており ( 図 2
-

2 0 - 2 2) ､ こ の 地域的な特殊性は ､ 後期

古墳の 時代にさか の ぼる造基活動 の 延長上に派生 したこ とが推測される ｡

今回分析の 対象とする ､ 調査された8 6 基の後期古墳の うち埋葬施設 の検出されたもの は

7 0 基で ある が ､ 複数の埋葬施設をも つ 古墳が あるため ､ 埋葬施設 の終数は1 0 3 基となる｡

前述 したように ､
8 3 % の 古墳に武紫 ･ 武具 の 出土が見られ ､

7 8 % の 埋葬施設に何らか の 武

糖 ･ 武具が出土した状況 にあり
､
土器 の 出土が少な い の とは対称的で ある ｡ 主なも の には ､

直刀 ､ 鉄嫉､ 刀子 ､ 馬具 ､ 鉄製弓飾り金具が挙げられ ､ こ の他 に小 札､ 鏡子 ､ 石突 (鉾)

が少数出土 して い る｡
7 0 基の 古墳に見る出土率は ､ 直刀5 4 . 0

0

/. ､ 鉄鉱6 8 , 5 % ､ 刀 子5 4 . 3 % ､

馬具2 . 9 % ､ 飾り弓8 . 6 % で ､ 1 0 3 基の 埋葬施設で は､ 直刀 4 8 . 0 % ､ 鉄鞍6 3 . 0 % ､ 刀 子4 7
.
6

% ､ 馬具2 . 0 % ､ 飾り弓 5 . 8 % で ある ｡ こ れら の総数は ､ 直刀約1 0 0 振 ､ 鉄鉱1 , 1 9 6 - 1 , 3 6 0

本､ 刀 子 8 8 本､ 馬具 2 組､ 飾り弓 6 張分が確認でき る｡ す なわち､ 集積の 差を単純化する

と ､ 直刀 1 振 ､ 刀 子 1 本､ 鉄鉱約15 本の 所持が生実 ･

椎名崎古墳群被葬者の平均的な姿と

して 浮び上 が るo

錬鉄の 検討

( 1 ) 分類と系統の抽出 ( 表 3)

出土 した鉄鉱の 組成は ､ 刃部の 形態 ､ 箆被 (頚部 ､ 棒状部 ､ 以下棒状部と呼ぶ) の有無 ､

形状に よ っ て以下 の ように分類で きる｡

Ⅰ 類 広根系鉄紡 : 刃部が大きく ､ 変化に富む形態 の もの を 一

括 した｡ 末永雅雄博士 が ､

平根式と された もの に ほぼ対応する ｡ 有機質 ( 木 ･ 竹等) の 棒状部に はさみ込まれて矢

柄に 装着され る A ･ B 類 と鉄製の棒状部 をも つ C 類が あり ､ 前者には ､ 舌状突起をも

たな い A 類 と舌状突起の つ く B 類 がある｡ C 寮と したも の には ､ 棒状部 の 比較的短 い も

の か ら､ 長頚化 したも の まで含まれ るが ､ 刃部の 形状には A ･ B 類と の 関連を示す変 化

が見られる o 鉄製の棒状部をも つ 点で は Ⅱ類との 関連性が認 められるが､ こ こ で は A ･

B 類 の 変化 と把握 しておく ｡ 刃部の 形態には a - f の 6 種類が 見られる ｡

Ⅱ 類 細根系鉄鉱 : Ⅰ類に比 べ て刃部の 幅が狭く尖鋭で棒状部の細く長 い形式を基本とす

るもの で ､ 末永博士 の 分類 の細根式 に該当する ｡ 小 型の 三角形 の 系統 ( a
､

ち) と
､ 両

関 ･ 両刃 の 系統とそ の 変化形 ( c - f ) ､ 片関 ･ 片刃 の 系統とそ の 変化形 ( g
- j ) があ

る ｡

( 2) 主な鉄鉱の 抽出と検討

①剣身形長頚銀 ( 表 3 Ⅱ
-

c ､ 図 3 )

細根系長頚錬の うち､ 両関
･ 両刃で ､ 銭身が剣身に似た長刃の 平行 した形態 の もの を長

三角形 と区別 して い る o 生実 ･ 椎名崎古墳群の Ⅰ期からⅢ期に見られる長頚鈷で あるが
､
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6 世紀後半 の 築造が 主体の 市原市西谷 ･ 南向原古墳群等でも同様で ､ 後期古墳鉄鉱の変遷

の 軸になる鉄鉱で あるo

剣身形の 特徴は
､

片平造りの 断面台形 を呈するもの を主として い る こ とで ､ こ の 系統 の

鉄鉱に は ､
6 世紀前半代の 浅い 逆刺 ( 腸挟) をも つ 片平 の剣身に近い形態に類似するもの

も見られ る., しか し､ 林状突起と刃長よりは るか に長 い棒状部をも つ 系譜は それに求め難

く ､ む しろ異系統 の 外来的要素の 強い もの と思われる ｡ 現在の知見では
､

こ の 初現 を明 ら

か にでき な い が く5 '
､ 6 世紀中葉にな っ て急に類例の増える長頚鉄の -

つ とい えようo 6 世

紀後半代の 小見川 町城山 1 骨噴出土例
(8 )

には
､ 両者の 複合 した多様な剣身系銑鉄が 見ら

れ ( 図 3 ) ､
3 の ように 両関で 関部に切り込み痕をも つ ものや ､ 棒状部の短い 4 もある ｡

生薬 ･ 椎ゴ馴臥 市原市国分寺台では
､ 身の 幅が比較的広く ､ 関の つ くり の し っ かり した

重盈感の あるもの がまず先行 し､ 次第に細身で長頚 の もの が加わ っ て いく流れが窺える ｡

剣身形には
､
身の 傾が広く比較的短 い a ､ 幅広く身 の 長い b ､ 細身で ふく らの ない C

､ ふ

く らが あり関に 向か っ てす ぼまる d ､ 細身で特に身の長 い e があり ( 図 3 ) ､ 各 々 に変化

して い るが ､
Ⅰ期は全般に つ くり の し っ かり したも の で

-

貫 し､ 棒状部も比 較的太 い もの

が 多い o a は ､
Ⅱ期に なると身長が 一

段と短くなり ､ かなり小型化 して 関の 不 明瞭な a
-

6 が現 われ る｡ こ れは b ､ d にも共通 した変化で ､ b - 3 か らb - 4
､

d - 5 か ら d - 8 - の

周 の 消失と刃部 の 小型化は ､ やがて無関 の 両刃式と して統合される o

一 方 ､ d - 6
､

7 の よ

う に原型に 近い 形で残存する例も若干ある｡ 生実 ･

椎名崎で は､ Ⅲ期になると
､ 既 に剣身

形 は長頚鍛の 主流で は なくなるが ､ 圧倒的に多い 無関 の 両刃系の 中に長身の剣身形 e が わ

ず か に残存 して い るo また ､ こ の 剣身形 の 刃郡の 形態変化と小型化とい う変遷 は 同時に ､

軽量化 の流れでも ある点 に注目 しておきた い
く7)

a a で は ､
a

- 2 の1 0 ･ 1 4 g か ら a
-

4 の 8 ･ 6

6 g
-

､
b - l の 1 1 . 3 0 g か ら b - 3 の8 . l l g

-
､

C
-

1 の9 ･ 9 9 g か ら c
- 3 の6 ･ 8 8 苫

ヘ
､

d -

1 の 9 . 5 8 g か ら d
- 5 の5 . 5 5 g

- 減少 してお り ､ 総体的に ､
Ⅰ期か らⅡ期 - の 軽量化 の 流れ

を追うこ とができ る ｡ こ れは ､ 関の 不明瞭な過渡的な段階の もの を経て ､ 無 間化 した後 の

変遷に も窺える o 無 関 の 両刃式と し て定型化 した比較的刃部の 大き なタイプ ( f
-

1
､

2)

で は ､ 計量可能な2 が2 . 7 1 g ､ 刃部が小型化 して棒状部も短く細く なる4 で は6 ･ 2 2 g となり ､

さらに刃部が薄くきや しやな つ くりにな っ た5 は4 . 9 6 g まで軽量化する｡

剣身形 の 棒状部の 長さに は､ 明瞭な長短の 2 種 〔長 : 9 ･ 5 c m ( 平均) ､ 短 : 7
･ 5 c m ( 平

均)〕 が あるが ､ 大量に 出土 した神明社裏古墳群の デ ー

タ ( 棒状部長の 平均値) で は ､
1

号墳第 3 主体部 : 8 . 5 7 c m
､

2 号墳 B 区石棺 : 8 . 2 7 c m
､

1 号墳第 2 主体部 : 8 ･ 3 6 c m
､

1 号墳第 5 主体部 ‥ 9 . 1 4 c m と な っ てお り ､
a タイプの 刃部が小型化 した 1 号墳第5 主体

部 で著しく長頚化する o こ の傾向は ､ 例外的な e を除 い て無関両刃系長頚鉱 - の変遷上に

捉えられ る o 無関両刃系は
､

比較的刃 部の 大き い段階 (表 2 Ⅱ
- d ) に最も長頚化 し

､ 刃

部か ら棟状突起まで の 長さは平均1 2 . 8 c m となるが ､ 先に述 べ たように ､ 無関系もまた

小型 ･ 軽量化する中で再 び短くな っ て い る｡

以上 の剣身形鉄鉱の変遷 を古墳群形成の 流れに対応させ ると
､ 剣身形 の盛行期 は ､ 生実

･ 椎名崎古墳群の 直葬系か ら石棺 ･ 石室系 - 移行する前後以前に求め られ ､
こ れは市原台

地の後期古墳群に も対応 して見られるo 両地域とも横穴式石室の採用以後に は ､
こ の 剣身

形はほ とん ど見られ なくなり ､ 替わ っ て広根系と無関系長頚錬が台頭するが
､

それはまた

古墳の 築造数が急増す る時期でもあるo 生実 ･ 椎名崎古墳群で は ､ 剣身形 の 関の 消失か ら

-
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ⅠⅠ lll 期以降

さらに無関化 した後の 刃 部の 短小化 まで
一

貫して追うこ とが でき るが
､

こ の 流れは ､ 製作

量 の増加に対する省力化現象と
,
して捉 えられ る｡

剣身形長頚翁掛j:
､ 後期 の長頚錬の 二 大系統 の

-

つ で ある片刃系 に対する 両刃系 の 主体と

な っ た重要 な鉄鉱で ある と い えよう｡

② 片刃系長頚鈷 (表 3 Ⅱ
-

g
- j )

片刃 系と した長頚鍛には
､ 片関の 片刃 箭鈷と呼称されてきたⅡ

-

g ､ 無 関で ふ くらをも

つ Ⅱ
-

h ､ 刃部が短 かくふ くらをも つ Ⅱ - i ､ か まち切先に近 い形態 の Ⅱ
-

j が ある.

総体的な変遷 の 中でみ ると
､ g

- j - の 流れは ､ 刃 部の 細身 ･ 小型化 の流れ と して理解

でき る｡

- 方 ､ 棒状部 の長さに着目す ると ､ Ⅰ期か らⅢ期に長頚化 の 傾向に あるも の が ､

Ⅳ期か ら再び短くな っ て いく ｡ これ は第 8 図に示 した馬ノ 口古墳群出土鉄鎖の 変遷図に も

現れて い るが ､ さらに小型 ･ 軽量化 して いく現象に拠 るもの で あ る｡ Ⅰ期か らⅤ期の 片刃

系長頚錠の 重量を見る と､
Ⅰ期 の Ⅱ -

g で は8 . 7 g 平均 ､ Ⅱ期の Ⅱ -

g で8 . 9 g 平均 ､ Ⅲ期

の Ⅱ - h で 7 . 9 6 g ､
Ⅴ期の Ⅱ - i で は7 . 7 0 g と減少 して い る o
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また ､ g
- j の 量的な変遷 を見 ると ､ 片関の g は､ Ⅰ期か らⅢ 期の 前半まで まとま っ て

副葬され るが､ 以後は わずか な数に留まり ､ Ⅳ期以降に はほとん ど見られなく なる o これ

に替わ っ て Ⅲ期には無関の h ･ i の 増加 が目立ち ､ Ⅳ期に なると無関系が主体的に なる｡

i とj はⅢ期から既に見 られ るが､ Ⅳ ･ Ⅴ期に盛行する型式で
､

こ の 時期の 片刃系長頚鈷

を代表するもの とい えよう｡

③ 小型三角形式長頚鉄 ( 表 3 Ⅱ - b )

こ の 長頚錬は､ Ⅱ期か ら見 られ ､ Ⅱ期で は Ⅱ
-

a の 小 ぶりなもの に近 い 大き さ の 刃 部を

も つ が
､

Ⅲ期以降は小型 ･ 軽量化の 傾向 をたどり
､

Ⅳ ･ Ⅴ期に ほ ぼ定型化す る ｡ こ れは ､

剣身形 の無関化 ､ 刃 の短小化 と関連 したも の で ､ 広義の 両刃系の 変遷 と して捉 えられ るo

まとま っ て 副葬される の はⅢ期 以降で
､

Ⅳ期 ､ Ⅴ期に は ､ こ の 形式 の み を2 0 本 ､ 3 8 本と

出土した例が ある ｡
こ の 点もまた ､ 国分寺台と共通する 現象で あり ､ Ⅳ ･ Ⅴ期に盛行する

長頚嫉と して剣身形長頚錬衰退後 の 主座 を占める場合がある｡ こ の こ と は
､

Ⅰ期か らⅡ期

に さかん に副葬された比較的小型 の 長三 角形式Ⅱ -

a に替わる三角形系統 の 新 し い タイ プ

と して入 っ てきた可 敵性を示 して い ると 思われる o

④ 広根系鉄銀 (表 3 Ⅰ - A ･ B ･ C )

前述 の ように ､ こ こ で は 棒状郡 の 有無に かか わ らず ､ 刃部が大きくて 変化に富む形態 の

もの を広根系と して
一 括 して把握 して い る. これ は ､ 棒状部の つ く Ⅰ - c 類が

､ 錬身を鉄

以外 の 素材で矢柄に装着す る Ⅰ - A I B の 影響 下に成立 した と考えられ るか らで あるo ま

た ､
∫ - c が Ⅰ

-

A ･ B と同様 なⅡ類 ( 細根系長頚錬) と の組 み合わせ を示 して い る こ と

も
ー

傍証と しよう o

Ⅰ
-

A ･ B は
､

全期間を通じて見 られ るが ､ Ⅳ期以降は極端 に少なくなる ｡ 最も 出土例

の 多い の はII 期か らⅢ期で ､ 腸挟をも つ B -

a が最も多い o

- 方 ､ Ⅰ
-

c は ､ Ⅱ期 の後 半

か らⅣ期の 前半に 出土例が 多く ､ Ⅴ期に 入 っ て も激減する傾向は見られな い
｡ また ､ 同 じ

形態 の もの をまとま っ て 出土する例が ､ Ⅳ期に特に多く ､ 刃部の 形態が最もバ ラ エ テ ィ に

富む の もⅣ 期で あるo

I - C の うち､ c -

a は ､ Ⅰ潮 以前に も見られ る大型 の 腸扶長三角形式 の 系統を引く と

考 えられ､ 他とは 区別す べ きか と 思われ るo これ はⅣ期まで 見られるが ､

-

古墳で の 出土

数は極めて少なく ､ 儀使的性格をも つ 可能性が 強い Q C
-

b は
､

Ⅱ期か らⅢ期に多く見 ら

れ る幅の 狭い 長三角形 の 系統で あ るが ､ Ⅲ期後半以降は ､ C - d が これに替わ っ て I
-

C

類 の主流となり､ Ⅳ期以降には も は全く 見られなくなる ｡ C - d の 基本形 は ､ 長三角形か

ら出発 した と考えられ るが ､ 直角関 の C の 影響下に d の 五角形が 生まれ
､ 腸挟 長三角形 の

e が正 三角形 - 横長の 三角形 - 変化 した 段階で f が加 わ っ て い るもの と考えられ る o f は

Ⅳ期とⅤ期に の み 見られ ､ 方墳で 出土 して い る点も注目される｡ 方墳で は ､ 他 に細根系 の

棒状部が数点出土 して い るが
､

広根系は
､

これ の み で ある｡

･ また ､ 椎名崎A 支群 4 号墳の菱形 の広根鉱は ､ 三角形 の 系統か ら派生 したとは考え難い

形態で
､ 外部か らの イ ン パ ク トに よ るもの と考 えられ る｡

一

方 ､ 鉄鉱総数に 占め る広根系 の 割合 (総数1 0 本以上 の 出土例 に限る) を見 る と ､ Ⅰ期

4 ･ 5 % ､
Ⅱ期1 0 ･ 4 % ､ Ⅲ 期3 3 ･ 0 % ､

Ⅳ期2 0 ･ 6 % ､
Ⅴ期7 . 8 % で

､
Ⅲ期 ､

Ⅳ 期の 割合 の

- 189 -



高さが目立 っ ｡ これを市原市国分寺台と比較して み ると
､

Ⅰ期9 . 7 % ､ Ⅱ期1 5 . 0 % ､ Ⅲ

期1 9 ･
2 5 % ､ Ⅳ期o % ､ Ⅴ期9 ･ 5 % で ､ 生薬 ･

称別布の 広根系鉱の扱い との差を示 して い

る o 中で もこ こ で Ⅰ - C 類と した長頚の 広根鯨の あり方が特徴的で ､ 5 4 例中2 4 の埋葬施設

に 出土 して おり ( 4 4 % ) ､ 5 本以 上1 0 本末摘出土 した例が 9 例 (1 7 % ) ､ 1 0 本以上 の 例が

5 例 (9 . 2 % ) 見られ るo 国分寺台では ､ 1 2 例 ( 4 8 % ) に Ⅰ
-

C 類 が出土 して い るが ､ 1 0

本以上 の例はなく ､ 5 本以上が1 例ある の に留ま っ て おり ､ 1 本 しかもたな い 例が最も多

い ( 平均2 . 6 本) 0

県内で 他に I - C 類 をまと
-

ま っ て 副葬する例 は ､ 成田市公津原古墳群
'8 '

に 3 例認 め ら

れる ｡ 約5 0 基の 6 世紀前半 - 7 世紀代の調査古墳の うちの 3 例で あるが ､ 1 0 本以上 の Ⅰ -

c 類をも つ 例が 2 例あり ､ 生実 ･

椎名崎の Ⅲ ･ Ⅳ期併行期には直角関の 三角形 ､ お よび 五

角形 を呈す るもの をもつ 点が共通する o 木更津市請酉古墳群
くg)

にも2 0 基の 後期古墳の 中

に 1 例だけ 8 本の Ⅰ - C 類 をも つ 例があるが ､
いずれに せ よ

､
生実 ･ 椎名崎の様相 とは異

なるもの で ある｡

また､ 埼 玉県で は､ 束松山市西原古墳群
(1 0)

の 3 基中の 1 基に 5 本､ 同市柏崎古墳群
く11)

1 の 4 基中の 1 基に 9 本 ､ 大里郡鹿島古墳群
くIZ )

の3 4 基中に 3 例あり ､ 5 本 ､
9 本 ､

2 5 本

の 副葬が見られる が､ 鹿島古墳群の 例に しても副葬される比率は少ない
D

なお ､ ∫ - C の 棒状部を含めた形態を見ると ､ 棒状部の 長短 によ っ て新古に分 けがたく ､

む しろ古墳ごとに異なる規格性 をも つ 傾向が ある ｡ 特に ､ 同 一

形態 の もの がまとま っ て副

葬される例にその傾向が強く ､ 各々 の被葬者に応 じて配布 された可能性が 高い o

( 3 ) 鉄銀 の組み合わ せ と変遷 ( 表 3 )

生実 ･

椎御宿古墳群の 鉄嫉か ら見た変遷は
､ 大きく 3 期に分かれ､ 各支群o) 拠点となる

古墳が築かれ始めた時期 ､ 群形成の発展期､ 衰退期 に各 々 対応す るo こ れをさらに群形成

期を 2 段階に ､ 発展期 を 2 段階に分ける ことが可能で ある｡ また､ 参考と して 直前の 時期

の もの が 市原市国分寺台古墳群に連続 して見られ る の で確か めておきた い o

直前の 時期と捉 えられ る の は ､ 市原市西谷 9 号墳Ⅰ期の 周構内土拡出土例､ 南向原 3 号

墳中央施設出土例 ､
そ して

､
6 世紀前半 - 中葉の 代表的な古墳と して埴輪､ 馬具を有す る

西谷1 0 号墳､ 根田 1 号墳出土例で ある｡ これ らの 古墳には
､ 陶邑Ⅱ期第

一 段階か ら第二段

階に比定される須恵群が伴出して おり ､ 2 例とも錬鉄には剣身形 の 長頚鍛が含まれるが ､

西谷1 0 号墳に は主体的で ､ 根 田 1 号填で は片関片刃鉄錬が主体で ある｡ また ､ 広根系鉄鉱

は大型 で
､ 棒状部が長く な い もの で ある ｡

こ の 時期を代表する上総の 前方後円墳の 調査例は ､ 養老川南岸の姉 ヶ崎古墳群中に在り､

山王 山古墳
( 13'

､
および原 1 号墳

(14)
がある o い ずれも ､ 全長7 0 m クラ ス で埴輪をもち ､ 姉

ヶ 崎古墳群の 首長系列 の 墓と考えられる古墳で あるが ､ 特 に山王山古墳は
､ 金銅製冠 ､ 単

竜式環頭大刀 ､ 変形四獣鏡等の卓越した副葬品をも つ こ とで 知られ る｡ こ の 山王山古墳の

鉄鉱は
､ 鋳造細根柳葉形が主体で

､ 他に鏑の ない 広根柳葉形 ､ 重挟広根長三角形 ､ 腸挟片

刃箭形が あり
､ 国分寺台の 古墳群とは大きく系統 の 異なる組み合 わせ で ある ｡

これ に後続する資料は ､ 姉 ヶ 崎古墳群中に は求め られな いが ､ 小糸川中流域 の 君津市白

駒 1 号墳
(1 5 )

( 全長約 4 5 m の 前方後円墳) で は ､ 剣身形長頚鉢を明らか に主体とす る鉄鉱

の 組み合わせが認 め られ る ｡
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- 方 ､ 6 世紀後半 に は下総を代表する古墳と して 市+I 価 抵豊壌古墳
(1 8'

､ 小見川町城山

1 骨墳が韓速されて い るo 下総の 東西に位置する 2 基は ､ 後者が規模､ 副葬品等で優るも

の の
､

共通 した要素が見 い出され ､ 牲畠塚古墳に存在する要素の 大半は ､ 城山 1 号墳にも

存在する ｡

鉄鉱に つ い ても ､ 城山 1 骨墳が多種多様なも の をも つ が､ 法皇塚古墳と共通するもの に

剣身形が挙げられ る｡ 法皇塚古墳出土鉄鉱は4 6 - 4 8 本あり､
4 0 本が両関両刃系統で

､ うち

2 1 本が剣身形で ある｡ 城山 1 号墳例は ､ 前掲したように剣身系にも多様な要素を含んで い

るが
､

法皇塚古墳例 を含めて こ の 時期に は大型古墳の 鉄鉱の 中で
､ 剣身形が両関系 の独 立

したタイ プ と して副葬され
､ 特に 法皇塚古墳では組成の 主体とな っ て い る点に注目 して お

きた い o

Ⅰ期 : こ の 時期に は ､ 生実古墳群の南二重堀文辞と椎名崎古墳群の 神明社裏文辞に例が

見られ る o 南ニ 重堀 4 骨墳例 は､ つ くり の し っ か り した短か めの 剣身銭が主体を成 し､ 無

関系 の Ⅱ - d ､ Ⅱ - h が少盈入 る組み合わせ で ､ 広根系の有頚錬( Ⅰ
-

c ) は見られない .

神明社姦で は
､ 剣身を主体的 にも つ 例と ､

/+ ､型 - 中型 の 三角形II
-

a を主体とす る例があ

り ､ 両刃 系の つ くり の し っ かり した長頚鉱で
-

貫するが ､ 2 号墳 B 区石棺では
､ 無 間の Ⅱ

- d が加 わり ､ 南二重堀と 同様の組み合 わせに なる｡
こ の 石棺は ､ 現在の とこ ろ当古墳群

の軟砂岩使用組み合わせ 式石棺の 初現に なると思われ る｡

こ の 時期 の 国分寺台では ､ 根田 1 号墳前方部施設 ､
西谷 5 I 8 号墳がある 凸 鉄嫉は い ず

れも剣身形 の 長頚紡が主体で ､ こ の 時期は ､ 国分寺台で の 剣身形長頚鍍の盛行期で ある o

Ⅱ期 : 生実 ･ 椎名崎古墳群では ､ 神明社裏1 号墳第2 ･ 第 5 主体部をは じめ
､

1 2 基 の 埋

葬施設 出土 の 資料が 挙げられ る｡ これに は
､ 椎名崎 1 号墳の横穴式石室初葬時 のもの が含

まれるo 鉄鉱 の組み 合わせ か ら見ると
､ 剣身形 ､ 片刃系 の長頚鍛を主体とする神明社裏 1

号墳第2 ･ 第 5 主体部例が Ⅰ期に近い 様相を示す が
､

そ の他の 古墳で は ､ 剣身形は主体的

でない o これ に対 し､ 無 関 の 両刃系統 の 長頚錬が増えて おり ､ こ の中には ､ 剣身形 の 関が

退化 して 消失 した ような刃 部の 比較的長 い もの も含まれて い るo

-

方 ､ 片刃系に つ い て も ､

無関 の も の を併せ も つ 例 が増えて い る｡

国分寺台 で は､ 西谷 7 号墳､ 南向原 3 号境南施設が あり ､ 西谷 7 号填で は剣身形 の 長頚

紡が 主体で あるが ､ ややき や しやな つ く りにな っ て い る o また ､
こ れらに先行す る山倉 1

号墳は ､ 円筒
･ 形象 ･ 人物埴輪をめぐらした前方後円墳で ､ 横穴式石室を内部施設と して

■

おり ､ 生実 ･ 椎名 崎古墳群の 横穴式石 室の初源 に近い 時期の古墳として 注目される｡

Ⅲ 期 : 椎名崎 A 支群の 3 基 をは じめ1 5 基の 埋葬施設が挙げられ ､ す べ て軟質石材に よる

石棺 ･

石室で ある｡ こ の 内石室は ､ 9 基を占め ､ 当地域における横穴式石室の 導入か ら定

着期と言 える｡ 前室 ｡17)
の 長 さが､ 後室の1/3 以上ある プ ラ ン と

､ 前室の 短小 なも の が ､ 初

めか ら併存 し
､ 後者は

､
生実古墳群に多い o また ､ 敷石

･ 底石 をも つ 石室 ､ 石棺が大半を

占め るe

鉄鉱は ､ 無関 の 長頚紡が 主体に なり､ 特に両刃 系の Ⅱ
- d が多い が

､ 片関 の 片刃 ､ 両関

の 両刃も存在し
､ 剣身形 はか なりき しやな つ くり で軽量化 したも の にな っ て い る｡ また広

根系で は ､ 直角関 の 長三 角形 ( Ⅰ
-

C
-

c ) ､ それ か ら派生 したと思われる五角形 ( Ⅰ -

c -

d ) ､ 腸挟三 角形 ( Ⅰ
-

C
-

e ) が 加わ っ て ､ 多様 な様相 を呈する ように なるo

-

1 9 1 -



さらに ､ Ⅱ期に見られなか っ た現象と

して小型 の 三角形式長頚鉢 ( II - b ) を

多くも つ 例が見られ､ 棒状部の 短い もの

や ､ 刃部の 大き い もの が 目立 っ が
､

主体

的なも の で はない ｡ 国分寺台で は､ 西谷

6 号墳 ､ 同 9 号墳Ⅱ期石棺 ､ 南向原 1 号

墳北施設が挙げられる o

Ⅳ期 : 六通 1 号墳第 1 石室をは じめ1 7

基 の埋葬施設が該当する ｡ す べ て軟質石

材使用 の 石棺､ 石室で ､ そ の割合は半 々

で ある o Ⅲ期に引き続い て ､ 石棺､ 石室

が展開 し､ そ の盛行期を迎 えた時期と い

えよう｡ しか し
､

一

方で は ､ 石室 の 変容

が 目立ちは じめ
､ 前室の 形骸化 したも の

や ､ 大型の 石材を用 いた簡略な構造 の も

の が増える ｡ また､ 石棺も簡略化 され ､

底石 は用い られ なくなる ｡

鉄鉾 は ､ 広根 の 長頚紡が 最も多く見ら

れ る時期で ､ 1 0 本､
1 2 本とまと ま っ た

畳を出土する傾向がある ｡ 鍍身 の 形態も

さ らに バ ラ エ テ ィ
ー

に富み ､ 菱形 ( 椎名

崎 4 号墳の み) や横長 の 三角形 に近 い Ⅰ

-

C
-

f が加 わる ｡ 長頚鉢で は ､ 無関 の

片刃系 ( Ⅱ
-

d
､

e ) ､ 小型 の 三 角 形 式

( Ⅱ - b ) が主体的になり
､ 刃部の 小型化

棒状部の 軽量化が 進む o 特に Ⅲ
-

b は
､

こ の 時期に最もま とま っ て 副葬され る例

が多い o

国分寺台で は
､ 発表資料が少 な い ため

不 明な点が多い が ､ 比較的大量 の 須恵器

を出土 した西谷1 2 号墳､ 南向原 2 号墳が

併行すると考えられる o 鉄鉱の 出土量は

前掲した ように少 なく ､ 本来 の組み 合わ

せ を示すも の で は ない が､ 小型化 した無

関の 両刃 ( Ⅱ
-

e ) が主体にな ると思わ

れ る｡

Ⅴ期 : 前方後 円墳を中心と した 一

つ の

まとまりか ら谷奥部 - 展開する大き な変

換期 にあり ､ 方墳の導入 と展 開が始ま る こ】

六通 4 号墳第 2 石 室以下 9 基 の 埋葬施設

坐
実
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l
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南向原 3 号南施設
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図 4 市 原 市 西 谷 ･ 南向 原 古 墳群 出 土 鉄鉱
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が あり ､ 石棺は見 られなく な っ て おり ､ 鉄鉱はすべ て横穴式石室 の 出土例で ､ 追葬時の 副

葬品を示すとも考えられ るが､ 六 通 4 号墳第2 石 室の よう な 一 種額に限られた鉄鉱の 出土

例もある こ とか ら
､

こ の 時期まで は ､ 石 室の 構築が続 い て い たと思われる o

石 室の規模 (後室の 規模) はそれほ ど変わ っ て い な い が ､ 副葬品は ､ 質盈共に 貧弓削こな

り ､ 鉄鉱の 出土畳も少 なくなる o 方墳で は ､ 特にそ の傾向が強く ､ 鉄鉾の 出土盈は激減す

る ｡
ム コ ア ラク の 方墳群から出土 した錬鉄は ､ 9 基 の 埋葬施設か らわずか 9 点 (破片も含

む) に留ま っ て い るo

こ の 時期の鉄鉱は ､ 小型 三角形 ( Ⅱ - b ) ､ 無関の 両刃系 ( Ⅱ - d ･

e ) ､ 片刃 系 ( Ⅱ

- h I i I

j ) の 長頚紡が主体で あるが ､ Ⅳ 期に比 べ さ らに小型 ･ 軽量化の 傾向に ある ｡

Ⅱ
-

e ､ Ⅱ - i A

j で は ､ 刃部が極端に小型化 した例が見 られ る ｡ また ､ Ⅳ期か ら見られ

た広根系の横長三角形 ( Ⅰ
-

C
-

f ) は ､ 方墳採用後も存続す る o

以上 の ように ､ 生実 ･ 椎名崎古墳群の鉄鉱か ら見た変遷 は ､ 大きく 5 段:階に分けられ る o

こ の 変遷 の年代幅に つ い て は ､ Ⅰ期を 6 世紀中葉 - 第 3 四半世紀 ､
Ⅴ期を 7 世紀中葉 - 節

4 四半世紀に捉えて い る｡

一

方 ､ 古墳時代後期の タイ ム ス ケ
ー ル と して 最も有効 な遺物で ある須恵器は

､ 盈的に少

なく (総数約1 0 0 個体､ 出土率5 0 . 7 % ) ､ 特に蓋杯の 資料が不十分だが ､ 図 5 で は ､ 滞積

ごと の 変化と組み合わ せ を上記 の鉄鉱 の 変遷 と対照 した｡

Ⅲ期 (節) - Ⅳ期 ( 古) 段階に は ､ 市原市国分寺台で は乳頭状 の つ まみ の つ く 蓋杯が 出

現 し
､ 以後は蓋と身 の 逆転 した蓋杯の 系譜が続い て い るが ､ 当地域で は 現在の と こ ろ出土

例が ない
｡ また ､ Ⅳ期 (新) 段階は ､ 京 平 つ まみ の 小形 の 蓋杯が 出土 して もよ い 時期と思

われ る ｡ なお ､ Ⅳ期と したも の は ､ 石室 - の 最終的な供献 に用 い られたと考えられ る ｡

( 4 ) 小支群内の 組み合わせ と変遷

馬ノ ロ古墳群出土 の 約1 8 0 点の 鉄鉱に つ い て ､ 組成 と系統 内の変化 の 検討を試み たこ と

が ある
(1各)

o そ の 中で
､

小支群内の 古墳の展 開と推移 に 対応 して 鉄鉱の組成と形態変化 に

いく つ か の傾向性 を見 い 出 したo こ の 小支群内の 変遷を再検討 し､ さらに椎名崎古墳群 A

支群 ､ 神明社裏古墳群の 例を追加 して検証 して みた い ｡

① 神明社裏古墳群 ( 図 6 )

馬 ノ ロ古墳群､ 椎名崎 A 支群 ( 1 次) より
-

段 階古い 資料は ､ 神明杜裏古墳群の 調査 に

よ っ て明らか に な っ た｡ 椎名 崎 c 支群とされた群 の 東部分で ある神明社裏古墳群は
､ 人形

塚を擁する椎名崎B 支群に対峠して広義の 椎名崎古墳群の 中心的な位置の
一

翼を占め る支

群で ある ｡ 前方後円墳 5 基 ､ 円墳1 6 基 ､ 方墳 1 基 が確認 されて い るが ､ 神明社裏古墳群と

して調査 したの は
､ 前方後円墳 3 基 ､ 円墳 6 基 ､ 方墳 1 基で ある o 全体的な整理は 行 っ て

い ない が ､ 他 の 支群にさ か の ぼる 資料が まとま っ て 出土 した 2 基 の 前方後円墳の 銑鉄を取

り上 げたい
｡

資料化 した鉄鉱は
､

2 重周溝をも つ 墳丘長約4 2 m の 前方後円墳 ( 以下 1 号墳とす る) 内

に検出された 3 基の 直葬施設 ､ 墳丘長2 8 m の 前方後 円墳 (以下 2 号墳とす る) 内の 1 基 の

石棺､ および直葬施設か ら出土 したも の で ある｡

直葬の 施設 か らは
､ 各 々 2 6 - 4 9 本の 形態 の 判 る鉄鉱が出土 しており ( 表 3 ) ､ 各 々 の 組

- 1 9 4 -



成と傾向性 をつ か む ことが可能で ある｡

これら 5 基の 内部施設 出土資料は ､ 大き

く 2 時期に分ける こ とが可能で ､ Ⅰ期には

1 号境内の 1 基の 直葬例と 2 骨墳の 石棺が

挙げられ ､ 1 号墳の 他の 2 基 の 直葬例と 2

骨墳の 直葬例がやや後出する ｡

神明社轟に見られ る組成の 特徴は ､ 小型

- 中型 の 長 三角形 ( Ⅱ
-

a ) と剣身形 ( Ⅱ

-

c ) が主体とな っ て い る点で ある ｡ 各々

組成の 特徴を抽出すると ､ 直角関の Ⅱ -

a

刃部が大きく し っ かり した造り の Ⅱ - C
､

片関で左右の 刃郡 の 形態の 異なるⅡ - f か

ら成る 1 骨墳第3 主体部 から大型 ･ 長頚 の

広根嫉 ( I
- C -

a ) と片関片刃 長頚鍛

( Ⅱ
-

g ) が加わる 2 骨墳 c 区主体部 - の

変遷を見 る こ とが可能で ある 凸 2 号墳 B 区

石棺は ､ 細身で刃部がほぼ平行する腸挟長

三角形と バ ラ エ テ ィ に富む剣身形 の組み合

わせが特徴で C 区主体部より先行する可 能

性が強 い o

l 骨墳第 2 主体部､ 同第 5 主体部で は ､

Ⅰ
- B

､
C の 広根紡が加わり ､ 剣身形 の つ

く りがくずれ始めて ､ 小 型化 ･ 無開化が進

むo 無関 の 両刃 Ⅱ - d と の 区別が難 し い も

の が何例か あり ､ 刃部の 形態の 不 明瞭なも

の が2 9 本もある こ とから ､
Ⅱ

-

d が含ま

れ る可能性が高 い ｡

② 椎名崎 A 支群 ( 1 次調査区) ( 図 7 )

椎名崎 A ･ B 支群は ､ 南北2 5 0 m ､ 東西

3 5 0 m の範囲内に2 1 基の 古墳が所在 した群

で
､ やせ尾根上の 1 次調査 区 ( A ) と小金

沢貝塚内 の 2 次調査 区 ( ち) の 2 群に分け

られ る｡ 1 次調査区には ､ 比較的大型 の墳

丘 をも つ も の が所在し､ 全長4 4 . 6 m の 前方

後円墳をは じめ ､
2 重周溝をめ ぐらす径2 4

m の 円墳､ お よび2 2 - 2 5 m ク ラ ス の 円墳 3

基が在り ､ 単独の 石室 ､ 石棺各 1 基を加 え

た 7 基から成るo 小金沢貝塚 内 の1 4 基は ､

ひき続 い て 築造されたひ と回り小型 の 前方
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後円墳 (3 0 m クラ ス) と円墳群 (1 5 - 2 0 m ク ラ ス 中心) か ら成るが
､

いずれも軟砂岩使用

の 石棺 ･

石 室系古墳群の 中心となる群で ある｡

1 次調査区 の 前方後円墳 ( 1 骨墳) の 横穴式石 室は ､ 1 段目 の 石材を石棺風 に縦長に用

い て 2 段目以降は小型の 石材を小 口積に配す る手牲で築かれて おり ､ 当地域の-横穴式石 室

採用 の 初期に属する例 で あると思われ る｡
A 支群は こ の前方後円墳の 築造を契機に展開し ､

2 次調査区 - と拡大して い る o 3 号墳の 総数5 9 本を最高に ､
7 基の 埋葬施設か ら2 0 0 本近

い鉄鉱が出土 しており ､
3 基に鉄製の 弓飾り金具が検出された群で ある ｡ また､ 1 墳丘 内

に複数の 埋葬施設が存在 したの は ､ 石室と石棺を併設 した 2 号墳の み で ､ 横穴式石室 の併

設は なく ､ 石 室内の 遺物配置に よ っ て 通葬が行われた こ とが明らかな例もある｡

鉄鉱の組成は ､ 馬ノ ロ にほ ぼ対応 した変遷が 見られ ､ 1 号墳初葬時 - 3 号墳初葬時 ･ 2

号噴石塞 一 1 骨墳 ､
3 骨境遇葬時 ･ 4 号墳 ･ 5 号墳 - 6 骨墳 ･ 7 号墳の 4 期に分ける こ と

が でき る ( 図 7 ) a l 骨墳 ､ 3 号填で は､ 鉄錬の 出土状況 ､ お よび 耳環 ､ 玉類の 出土位置

か ら少なくとも 1 回の 通弊が行われて い る こ とが確実で ､ 初葬時 ､ 追葬時の 組み合わせ を

分離で きる ｡ また ､ 2 骨墳に も耳環 と玉類の位置か ら追葬がうかがえ､ 鉄鉱は 追葬時の 副

葬品と考えられるが ､
こ れは周構内出土 の須恵器が鉄鎖の 示す年代観より先行する特徴を

も つ こ とと矛盾 しない ｡

馬ノ ロ に比 べ て広根鍛の 変遷が不明瞭で あるが
､

Ⅳ期に長頚 の広根鍛 ( Ⅰ
- C ) が盛行

し､ 多様 な形態 の もの が現われる 点は全体的な傾向に合致す るo なお､ 菱形 の Ⅰ - C は
､

4 骨墳の み に見られ る形態で ある｡ 細根系鉄鉱は ､
1 号墳初葬時の 小型三角形 ( Ⅱ

-

a ) ､

剣身形 ( Ⅱ
- C ) と片関片刃形 ( Ⅱ

-

g ) に よる組み合わせか ら ､ 次第に無開化 し､ 刃部

が小型化す る流れ を追うこ とがで きる｡ 小型三角形 ( Ⅱ
- b ) は Ⅳ期以降に見られるが ､

Ⅴ期で は棒状部が よ り短く なり ､
6 号墳の 鰯熟ま これの み で構成される ｡ また ､

こ の 段階

の 片刃 系鉄鉱 は､ 稜の 明瞭な つ くり の か まち切先とな っ て い る｡

③ 馬ノ ロ古墳群 ( 図 8 )

馬 ノ ロ の 後期古墳群は ､ 箱式石棺 ､ 横穴式石 室を埋葬施設とす る 6 基の 円墳群で ある｡

東西､ 南北とも約1 1 0 m の 範囲に ､ 墳丘径2 5 m ク ラ ス 2 基 ､
2 0 m ク ラ ス 2 基

､
1 5 m ク ラ ス

1 基 ､
1 0 m 以下 1 基が築かれ ､ 当地域で は平均的な規模の古墳群と い える 0

1 0 基 の 主な埋

葬施設が あり ､ 存続期 を 4 期 ( Ⅱ - Ⅴ) に分ける こ とが可能で ある｡

鉄鉱 の変遷を概観す る と ､ 広根錬はⅡ - Ⅴ 期を通 じて 見られるが ､ 棒状部をも つ Ⅰ
-

C

はⅢ期以降に形態変化 が進 み ､
Ⅴ期 に最も多くの 種類が見られ る｡

Ⅲ期とⅣ期の 間に組成の 差を見 い 出し得る細根系鉄鉢(Ⅱ類) の うち両関
･ 両刃系で は ､

小型三角形 の 長頚錬 ( b ) が Ⅱ期 からあり
､

刃部が比較的大きく重量感 の あるもの が
､

Ⅳ

期に小型 ･ 軽量化 し､
Ⅴ期で は非常にきや しや な つ く りになる｡ また､

Ⅱ ･ Ⅲ期には
､ 剣

身形( ｡ ) と 関のやや退化 した形態で 刃部が比較的大きく重量の ある d がそろ っ て い るが ､

Ⅳ 期では剣身形 がなく なり ､ d の みとな っ て ､
Ⅴ期 になると d が 小型 ･ 軽量化 した e とな

る ｡ 片関 ･ 片刃系 は ､ Ⅱ期 には関 の し っ かり した片刃箭鉱 ( g) で あるが ､ Ⅲ期で は関の

わずか に残る形態 と関の ない 片刃 ( h ) に なり ､ Ⅳ期で 関の 残るもの が なく な っ て h の 刃

郡が小型化 し ､ Ⅴ期に な るとさらに小型 ･ 軽量化 して い わゆるかまち切先や なぎなた形 の

刃 部をも つ もの が 見られ る ように なる ｡

-
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( 5 ) 伴出遺物の検討

冒頭 に示 した ように ､ 生薬 ･ 椎名崎古墳群の 武器 ･ 武具 の出土率は ､ 埋葬施設 の7 8 % ､

古墳総数の8 3 % に出土しており
､

これ は装身具の 出土率が各々 5 1 % ､
6 1 % で ある の に比 べ

ても高い 割合で ある｡

まず､ 鉄鉱に つ い で出土率の 高い大刀に つ い て 見ると､ 総数約1 0 0 振のうちⅠ期に 2 振 ､

Ⅱ期に 1 振 ､
Ⅲ期に 3 振 ､ Ⅴ期に 1 振､ 計7 振の 飾り大刀 が出土 して い る点が注目される ｡

Ⅰ期の 1 振は鉄製円頭大刀 ､ 他の 1 振 は部分的な金銅装大刀 で ある｡ Ⅱ期の 例は
､ 金銅装

の 圭頭大刀 ､ Ⅲ期に は ､ (金) 銅装 1 振
､

銀装 2 振
､

Ⅴ期に鉄製足金物 をも つ 大刀 1 振が

出土 して い る｡ 把頭の 形態の わかるも の は 2 例の みで あるが ､ 古墳群の 成立期か ら盛期に

は有力被葬者が飾り大刀侃領層と して は下位に位置づ けられた こ とが窺えよう｡

また
､

Ⅰ期で は 生実 ･

椎塙崎に 1 振ず つ ､ Ⅱ期は生実に 1 嬢 ､ Ⅲ期は椎名崎に 3 振が集

中 し
､

Ⅴ期の 例は 生薬に 出土するとい う分布 を示す o

- 方､ 鋳に つ い て 見ると ､ 飾り大刀 は銀装の 1 例 を除 い てす べ て喰み 出し鋳で あるが､

そ の 他の はみ 出 し鉾は Ⅱ期に多く ､ それも大半は小刀に 装着されるとい う限定的な使用で

あるo 大型 の鉾 は ､ 無窓の もの が圧倒的に多く ､
6 0 % を古める o I 期にも見られ るが

､
Ⅲ

期とⅣ期に最も多い o 有窓の 鋳 には､ 八 窓､
六 窓が あり ､

八窓はⅡ期か ら､ また六 窓はⅢ

期からある が ､
Ⅳ ･ Ⅴ期 に多い o こ の こ とか らⅢ期まで は ､ 飾り大刀 を除い て ､

一

般 的な

無窓 の跨が 大半を占めて い た こ とが判る｡

こ の他 の 鉄製武鰐では ､ 鉄製 の 飾り弓金具 の 出土が特徴的なあり方を示 して い る ｡ こ の

飾り 弓金具 は ､
Ⅲ期とⅣ 期に見られ

､ 椎∠馴騎古墳群に集中して い る｡ 最近の調査例でも ､

神明社轟でⅢ期の 例が
､

1 例加わ っ て お り ､ 椎名崎古墳群と いう中央有力者グル ー プに片

寄 っ て分布す る可能性が より洩厚に な っ た｡ 椎創帝古墳群最盛期の Ⅲ I Ⅳ期は ,
､ 長頚 の 広

根坊をは じめ ､ 最も鉄鉱の 種類が 豊富で ､ しかも大量に副葬される時期である こ とは ､ こ

の 飾り 弓 の あり方と重要な相関関係をも つ もの と い える｡

武具類で は ､ 小札が挙げられ るo 小札 は
､

Ⅱ期の生実古墳群に の み検出され て い るが
､

いずれも 4 枚ず つ で ､ 使用時 の 重ねをそ の まま残 して い る例と改めて布 に包まれて いたと

見られ る例が ある ｡ 後者がやや長く ､ 孔の 配置も異なるが
､ 幅がほ ぼ等しい こ と から､ 同

一 の製品の - 部を分有して い たも の とも考えられる o 今後も生実古墳群に片寄 っ て 出土す

れば､ より性格が 明らか に なると思われ る｡

-

方 ､ 馬具 の 出土は ､ 現在の と こ ろ馬 ノ 口支群に 限られて おり
､

Ⅲ期とⅤ期 に 1 例ず つ

副葬されて い る ｡ 2 例 とも鉄製 の 素環鏡板付轡と鉄製吊金具付木製壷鐙 の組み合わせで ､

鏡板は いずれも立 間に鍍具が作り付けられたも の で ある が
､

Ⅴ期の 副葬例は鏡板が 逆三角

形 に近 い 形態で ､ 引手に は1 3 - 1 4 回の ひ ね りが加 わる特徴が ある ｡ また ､ 前者には馬装と

考えられる金銅装の 花弁形飾り金具 ･ 飾り鋲が伴出 し
､ 後者は石突 (鉾) を伴 っ て い る ｡

2 例ともほぼ同規模､ ほ ぼ同数の 大量 の 鉄嫉をも つ 有力円墳で ､ 各々 重要な地位を担 っ た

同系の 被葬者が考えられる が ､ 後者は ､
生実 ･ 椎名崎古墳群最後の 有力構成員の - 人で あ

っ たと推定され る o

L

- 199
-



4 生 実 ･ 椎名崎古墳群分析の 展 望と課題

東京湾東岸にお ける最大規模の 後期古墳群を分析する に当た っ て ､ まず ､ 最も出土率が

高く 量的にも多い 鉄鍛を取り上げ､ 分類と編年を通 して 古墳群の 推移を追 っ てみ た｡

鉄鉱の分類で は ､ 刃部の 形態を第1 の 基準と して分類 した｡ 特に 刃部の 大きく変化に 富

む 形態 の もの を､ 有頚､ 無頚 の 区別 なく広根式と して
一

括 し
､ 同様 の 扱われ方 を した鉄錬

と考 え､ む しろ盛行期が前後するもの と捉 えた｡ また､ 古墳時代後期を代表する細根系長

頚銭に つ い て は ､ 刃部の 形態 を小三角形系 ､ 両関 ･ 両刃 系 ､ 片関
･ 片刃系 の 3 系統に大別

し
､ 系統内で の形態 のくずれ ､ 無開化 ､

′+ ､ 型化等の変遷 を追い ､ 相互 が関連 して変化 して

い る こ とを明らか に した｡

一

方 ､
これ ら の長頚鍍の 特徴で ある棒状部の 長 さ の 変化 に も重

点を置い たが ､ 合わせ て重量 の変化に着目 し
､ 長頚化 の 傾向か ら再 び短頚化する変化 が 小

型 ･

軽量化と して置き直 せ る こ と を明らか に した｡

これ らの 分類の 中で
､ 当古墳群形成期( Ⅰ ･ Ⅱ期) に重要な あり方を示す長頚鉢と して ､

剣身形長頚鍛を抽出 し､ 両関長三角形長頚錬から分離したo こ の 剣身形長鋳鉄の 6 世紀後

半代にお ける盛行 は ､ 市原市国分寺台の 調査成果にも明確に表われており ､
6 世紀後菓 ･

末葉を ピ -

ク に 6 世紀前半代か ら 7 世紀前半代まで主体的に副葬される長頚鍛で ある o 6

世紀代の 例は ､ 直葬系の 埋葬施設か ら出土 したも の が大半を古め てお り ､
こ の 意味で は当

古墳群の 横穴式石室出現前夜をも代表する鉄鉾で ある ｡

一 方 ､ 古墳群の 盛期 - 衰退期 で あるⅣ ･ Ⅴ期に特徴的 な鉄鉱 に は ､ 小型 三角形式長頚鍛

を取 り上げたo これは ､ 従来腸挟長三角形式長頚錬と して ､ 大型 の 長三 角形式 と同系に扱

われて い た もの で あるが ､ 小文 で示 した小型 の 長三 角形 式長頚鉢 ( Ⅱ -

a ) の 影響下に 正

三角形化 したも の と捉えられ る｡ 7 世紀中葉前後に単独で まとま っ て 副葬され る例が多く ､

刃部 の 形態を保ちながら ､ 大きさ ､ 棒状部の 長さ等に変化の 追 える鉄鉱で ある o

こ の 古墳群の 盛期 - 拡 大期 (Ⅲ
･

Ⅳ期) に最も特徴的な鉄鉱は
､
広根系 の長頚嫉 で ある｡

刃部 の 形態には ､ 逆刺の比較的深 い もの もあるが ､ 直角関の 長三 角形 ､
五角形 ､ 菱形 に至

っ て は ､ 奏用性 に乏 し い こ とは 否め ない ｡ また ､ 全体的 には細根系長頚鍍が圧倒的多数を

占め
､

これ に対 し特殊な使中れ方を した錬で ある こ とは 明らかで あるo これ らが教本に留

ま っ て い る ならば､ 実用性 の 高い細根系長頚錬に対す る特殊性 に注目 して ､ 鳴鏑矢に用 い

られた可能性も考えられ るが
､ 十数本まとま っ て 副葬 した例や ､ これの み を副葬 した例か

らは
､ 被葬者の 戦場 で の役割 を象徴する 矢と して も検討す る必要 があるo

-

つ に は ､ 特殊

な矢と して神聖な意味を シ ン ボ ル 化 したも の と捉 え､
こ れ をも つ 被葬者に

- 定の 地位 を考

える見方で あるo 広根鉢を 5 本以上も つ 古墳の 墳丘規模は ､ 1 4 基中 2 基 を除 い て2 0 m ク ラ

ス 以上で ､ うち 7 基が2 5 m ク ラ ス 以上で ある ｡ 鉄鉱総数も多く ､ 9 基が 3 0 本を超えて おり ､

3 基に飾り大刀 ､ 2 基 に馬具 の 出土が見 られ る等 ､ 古墳群全体の 中で の 地位の 高さを示 す

要素は 多い ｡

また
､

一

方 では ､ 弓 の 性能､ 防具の 変化と多様化 に拠 っ て用 い られた こ とも考えられ よ

う ｡ さらに ､ 想像をたく ま しくすれば ､ 飛距離の 長 い集 団戦に適 した細根系長頚鍛 に対 し

て ､ 個人戦等の接近戦用 の 矢 として用い られた こ とも考えられ ､ 戦闘形態の 分化と多様性

を示 すとの 捉え方も可能 で あろう｡ そ こ で は ､ 歩兵の 分化に よ っ て上位集団と下位集団が
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存在し
､ 前者が個人弓削こ近 い役割を担う倭様の 戦闘形態の 萌芽を予測する ことも可能かも

知れな い o こ の戦闘形態の 多様化が当地域の Ⅳ ･ Ⅴ期に進行するとすれば､ 前述した周辺

部の例とも時期的な併行関係が認 め られ ､ 特にⅤ期以降で はこ こ で Ⅰ - C - f とした逆刺

の深 い 三角形系統 (埼 玉県､ 群馬県では い わゆる飛燕型鉄鉱に類するもの がほ ぼ対応 して

鼠られる) を含む長頚の 広根鉢の み を数本副葬する例が多くなる こととも相関する Q

また ､
こ の 広根系長頚鉢は ､ 古墳ごとに刃部の 形態にまとまりがあり ､ 規格性が強 い こ

とか ら各々 の 被葬者に応 じて配布 された可能性が高い
｡ 刃部の形態が異 っ ても 同 -

古墳で

は棒状部長 の 比 率が近似する とい う傾向もあり､ ある い は古墳ごとに製作された可能性も

ない とは言 えな い ｡ 今回 の分析で は ､ 他の形式に関する古墳ごとの規格性 の 問題 には至 ら

なか っ たが ､ 大鹿に 副葬された小型三角形式長頚嫉も非常に規蕗性が強く ､ 剣身形 ､ 片 関

の片刃嫉にも古墳ごとに棒状部の 長さの 比率が -

定するもの が いく つ か見られ るo こ の 点

に つ い て は ､ 魁作地 の問題も含めて ､ 今後の 検討課題と したい ｡

生薬 ･

椎名崎古墳群で は ､ 錬鉄を主体とする武器 ･ 武 具の 副葬の あり方が古墳の性格を

示す最も有効な基準にな ると考えるが
､

これはまた､ 墳丘規模､
埋葬施設 の 規模 ･ 構造と

の 相関関係 の 上に成立するもの で ある｡ 埋葬施設に つ い て は ､ 横穴式石 室の 構造 を検討 し

た後に検証するこ とに した い o そ こ で ､ 墳丘規模と大量 に錬鉄を出土 した古墳の 相関関係

を示 し､ 大盤出土古墳の 変遷を確認 しておく こ とにす る o

表 4 で は ､ 埋葬施設 1 基に2 0 本以上 の鉄嫉を出土 した古墳を取り上 げて い る o これは 1

基当り の 平均 出土数1 3 . 2 本 を目やす に
､ 伴出遺物 の 内容も含めて設定 した. 2 0 本以上 を

出土した例は ､ 第 3 表に 示 した5 4 基 のうち2 2 基で ､ さらに A : 4 0 本以上
､

B : 3 0 - 3 9 本 ､

c : 2 0 - 2 9 本 の 3 段階に分けて み ると各 々 5 例､ 1 0 例､ 7 例となるQ
これを墳丘規模1 5 m

ク ラ ス - 4 0 m ク ラ ス に分けて対応 させ たの が第 4 表で あるo 特徴的な の は ､ A に4 0 m ク ラ

ス の 前方後円墳が含まれず ､ 2 5 m ク ラ ス の 円墳が主体に な っ て い る点で ある｡
これは ､ 前

方後円墳がそ の地位 を鉄鉱 の 量で 示す必 要がなく ､
む しろ中型 の 円墳で は鉄鉱の量 ･ 種類

が直接 に地位 ･ 身分を反 映 して い るか らで ある ｡ B には4 0 m クラ ス の 前方後円墳も含まれ

るが ､ やは り主体は2 5 m クラ ス の 円墳で ､ C を含め る と2 0 - 2 5 m ク ラ ス の 円墳が7 0 % 以上

を占め て い る｡ また
､

Ⅲ 期後半以降には ､
3 0 m 以上 の 前方後円墳の築造はなく ､ 前方後円

墳を拠点とする体制が消失する状況にある ことを示して お り ､
2 5 - 2 8 m ク ラ ス の 円墳が最

も重要な位置を古め るように なる o

r
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A 4 0 以上

B 30 - 3 9

C 2() - 2 9

臣ヨ1 5 m ク ラ ス

E≡コ20 ローク ラ ス

25 11 1 ク ラ ス

匹∃30 m ク ラ ス

⊂コ 40 111 ク ラ ス

表 4 墳 丘 規模 と 鉄 鉱 副 葬 数

5

l

E ヨ20
-

2 9( C )

田 30 - 3 9( B )

⊂二] 40 以上( A )

汰

数

T 期 晶 品 品 晶 晶

表 5 有 力 鉄鉱 出 土古墳 の 推 移
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こ の墳丘規模 ･ 形態に見られ る特徴は ､ 副葬品の 内容とともに 般葬瀞層の性格を知 る基

準になると思われるが ､ 古墳群造営の全期間を通 して ､ 20 - 2 5 m クラス の円墳被鱒瀞騨が

大量 の 鉄鉱を実際に駆使 した実敬的な性格をも っ て いた可能性が 1 つ 考えられるo また ､

当地で の ｢前方後円墳体制+ の 消失と中型円墳主体の 群構成は､ 被葬者群の 変質を具現化

した問題と して さらに周辺 部の 後期古墳群の分析と比較検討が必質で ある乃

以上の ように ､ 今後の 分析の 課題 は多岐にわた るが ､ こ の 後期古墳群の 有力被弊者群の

性格を最も特徴づ ける の は ､ 次の 2 点で ある｡ まず､ 後期の ある段階に 急速に 勢力 を拡大

して い る点が挙げられる ｡ これ は特に中央部の 椎名崎古墳群に顕著で ､ より有力な周辺 の

勢力 ､
ある い は中央の勢力 との 交渉によ っ て ､ 拠点的な古墳の 範遭を新しく許 きれた新興

勢力に よ っ て築かれた こ とが推測され るo 古墳群の あり方は､ い わ ゆる群銀墳とは 親なり ､

7 - 8 基か らそ の倍の1 5 - 1 6 基 の 単位で ､ 独立 した舌状台地金城に形成きれ ､ 魯文群が有

力被葬者層とその 下部構造 によ っ て構成され る特徴をもつ ｡ 椎名崎古墳群では ､ 申規模前

方後円墳を有力被葬者層とする系統が あり ､ それ に有力円墳と小規模古墳を伴う構成が徹

め られ る｡

一

方､ 生実古墳群で は
､ 有力円墳と小規模円墳主体の 構成で ､ む しろ傍系的な

様相を呈 して い るが､ 有力 円墳群には中規模前方後円墳に匹敵する副葬品をもつ もの があ

り ､ 中期以来 の伝統 をも つ 在地グ ル ー

プと解され るo

第 2 点は
､ 前述 した鉄製武器 を中心 と した副葬品の あり方で あるo 鉄製削酵晶に よる被

葬者群の 編成秩序 は ､ 鉄製馬具 ･ 飾り大刀 の 有無､ 鉄製大刀 の 霧多 ､ 鉄製飾り 弓愈鼎 の有

無 ､ 錬錬の 寡多に拠り ､ 集団の 性格と して は装飾馬具を多くも つ 騎兵 を中心と した軍団と

は異なり ､ 鉄鍛と弓を中心 と した歩兵軍団( 靭負部等) の
-

例が考えられ る . 地理的に は ､

東京湾沿岸を舟で移動す る こ とが容易に行われた と考えられ るo

また､ 村田川流域全体の 中で の位置づ けには ､ 柑 馴F 南岸の菊間古墳群の 後期 の様相が

問題になる が
､ 前方後円墳の ほ とん どが 未解明で ､ 後期古墳は ､ 集落跡調査 に伴 っ て 小規

模 な帆立貝形前方後円墳 1 基 と円墳 6 基 が調査され て い る にすぎな い
( 1 8'

o
こ の うち ｢ 大

厩遺跡+ と して調査された 3 基 の うちの 2 基 は ､ 典型的な剣身形鉄鉱を主体とする鉄鉱の

構成をもち ､ 群全体の 様相に興味がもたれ るが ､ 周辺部の 大半は未調査で ある｡ 菊間で は ､

前期か ら有力古墳が築造され ､ 中期に は埴輪をも つ 古墳が複数確認 されて おり ､ 後期の 前

方後円墳の 解明 臥 ｢ 菊間国 風 の 勢力 を知 る重要 な鍵で ある こ とは言うまで もな い ｡ こ

の 菊間国造の 勢力圏に つ い て は ､ 現在の 知見で は推測の域を出な い が ､ 前期か ら中期の様
相は ､ 石釧と鉄製農耕具出土古墳の 分布 に よ っ て ､ 生実 ･ 椎名崎古墳群､ 草刈古墳群､ 菊
間 ･ 大厩古墳群は不可分の 関係に ある ことが窺える｡ また ､ 中期 の 石枕 ､ 滑石製模造品副

葬円墳の 分布域として千葉市中央部を流れ る都川流域を含めた より広 い 範囲で の検討も必

要で ある o

一

方､ 後期に 関しては ､ 生実 ･

椎名崎古墳群の 資料だ けが突出して
､ 都川流域､ 村 田川

流域の 他の 資料が稀薄で あ るが
､ 後期の こ の 時期に

､ 都川 流域､ 菊間の領域か ら半独立 し

て 開発 された状況も窺える o 前述 した 6 世紀中葉以降の急速な開発 は ､ こ の 地域が 下総 ･

上 総の 要と して直轄基地的 に扱われて い た可能性 を示 して い るとも い えようo より上位者
の 様相は ほとん ど未解明で わずか に伝承資料

` 之0 '

を残すの み で あ るが
､ 現在の と こ ろ周辺

部 の 中で異彩を放 っ て い る こ とは確か で あるo いずれ に しても沖積地中央部の 古墳群の 急
速な広がり と鉄製武器類の 大量副葬の背 景には ､ 古墳時代後期 の 東 国政策 の 断片が窺える｡

ー 20 2 -



こ こ で ､
当 古墳輝か ら直線距離に してわずか2 , 5 - 5 . O k m の 千葉市蘇我町 に武内杜であ

る解鮎ヒ嘩神社が所在して い る こ とに粗目 しておきた い
o 6 世紀末莱 - 7 世紀代の 蘇我氏

と衆国経
′

削) 深 い 関わり に つ い て は ､ 既 に先学諸氏によ っ て指摘されて い るが､ 当地域が

その
- 一 拠点と して ､ 下総北部 - の進行の 前進基地的役割を担 っ たことが徳定され る

く2 1)
o

未済湾廉鍵グ) 古代変通の 要衝に ある当地域に大和朝廷の 下総進出の拠点基地が築かれ､ や

がて蘇我系 (大王 系) の 髄角奇岩魔古墳を頂点とする広域支配権確立の基地の
-

つ にな っ

たことは想像に難く な い ¢ 古墳時代後期に ､ 中央政権の軍事的基盤が来園に移 っ たこ とは ､

特定の馬具や飾り大刀が来園に傭在する ことによ っ ても推測されて い るが､ 生薬 ･ 椎名崎

古墳群の 被非常群は､ 常時戦闘や洩征に備える歩兵軍団として東国軍団 の 下部組織 に組み

入れられて い たも の と考えられ る¢

古代の 廉国に 大規模な公的鍛冶工鍔が存在 したこ とを明らか に した鹿 の 子 C 遺跡
く2 2)

に

は ､ 大がか り な工贋群の 申に鉄解 の 製作､ 補修部門が存在しており ､ 鉄鉱 ･ 小札等の 武器

･ 武具館 の 製作､ 補修が行 われた こ とが判明して い る o こ の ような東北遠征基地的性格の

工厨が 8 - 9 世紀醗) 束国に確袈に存在したこ とは ､ その 前代における東国軍団の性格を暗

示する車) の とい えようぬ

しか し､ 当古墳群の 鉄雄 の製作を現地で行 っ て いた可能性は薄い o 当地域で は ､ 4 - 5

世紀の 時期に 南ニ 濫掘洩跡の住居跡､ および草刈 1 号墳から､ 素材で ある鉄
I

(草刈 1 号

墳例はミ ニ チ 温 ア) が出土 して い るが､ 限定した出土例 で周辺 に関連資料もなく ､ 特殊な

事情から入 手された敵内色 の 強い 資蕊品と考えられるo 生薬 ･ 椎ゴ馴衛古墳群形成期 の 集落

もか なり嗣癒されて い る が ､ 在地の飲糖生産を積極的に裏付 ける証左 はなく､ 現在確認の

生産遺跡 (製錬跡 ､ 鍛冶跡) の知見で は
'2 3)

､ 奈良 ･ 平安時代に ようやく本格的な鉄器 の

生産倍数が始ま っ たと考える の が 爵当であるo 集落跡出土の 鉄器がにわか に増える の もこ

の 頃か らで ある o

- 方 ､ 市原 市江子 田金環 塚古墳
` 24'

では ､ 鍛冶具 の ひ と つ で ある錬鮒が副葬されて お り ､

単独 の 出土例とは い え在地の 鍛冶 (鉄索材搬入に よる小鍛冶) の 集団が古墳時代後期 の 有

力首長層に率擾され て い た可能性が ない とは い えない ｡

生実 ･ 椎各崎古墳群の 鉄器に つ い ては ､ 中央の東国政策に関連 して ､ 特定の 武器 ･ 武具

類が生産地 から供給された可能性が強 い が､ 錬錬に見られる古墳ごと のまとまりや バ ラ エ

テ ィ には ､ 被葬者群と密接に結び つ い た鍛冶集団の 存在が想定できる｡ 被葬者群が直接把

握 して い た集団で はな い と思われ るが､ 中央の 指揮 によ っ て当地域を含めた東国の 武装集

団の ために経営された工房 か ､ ある い は そ の 委託を受けた在地の 有力首長層に よ っ て経営

された工房 (鉄索材をも っ た移動集団 ? ) に拠るもの で ある こ とが 予想 され る｡ や がて奈

良 ･ 平安時代に至 っ て鉄生産
､

鉄器生産が在地で広く行われるようになるが ､
これを掌握

した有力者層が ､ 当地域の 奈良 ･ 平安時代の 方墳群被葬者層で ある ことは想像に難くな い o

既に後期古墳時代は終 わり
､

地方勢力は律令制度上で は大きく組み換えられて もなお
､ 後

期古墳を築い た系譜上に存続 した勢力が根強く ､
こ の ような方墳群の 存在が

､
上総 ･ 下総

地域で 次第に 明らか に なり つ つ ある こ とにも注目 しておきた い o

以上に述 べ てきた東京湾東岸最大規模の 後期古墳群は ､
1 0 0 m ク ラ ス の 前方後円墳と大

型方墳の 存在しない 地域と して多様 な要素と地域色を抽出し得ると考えられる ｡ 周辺部の

調査成果を含めた多角的な検討 を期 して いきた い o

- 2 0 3
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音墳群出土鉄錬の みで , 重量 の変遷を見るには より多く の 催の 平均値が必要 で ある こ とは

否めな い
o なお, 傍証資轍と して 市原市西谷古墳群 の 計測値を用 い て い る｡

( 8 ) a 成田 ニ ュ
ー

タウ ン 文化財調査班 『公津原』 Ⅰ (財) 干葉県地域振興公社 1 9 7 5

b 杉山晋作 ｢ 古墳群形成にみる東国 の地方組織と構成集団 の 一 例+
-

公津原古墳群とそ

の 近 隣 - 『国立歴史民俗博物館研究報告』第 1 集国立歴史民俗博物館 1 9 8 2 ( 那卜7 8 頁)

( 9 ) 棉山林継編 『請西』 木更津市請西遺跡調査団 1 9 7 7

( 1 0) 渡辺久生 ･ 金井塚 良
一

『西原古墳群』 考古学資料刊行会 1 9 7 6

(l l) 金井塚 良
一

他 『柏崎古墳群』 考古学資料刊行会 1 9 6 8

(1 2) 塩野博 ･ 駒宮史朗他 『鹿島古墳群』 埼玉県教育委員会 1 9 7 2

(1 3) 小 出義給編 『上総山王 山古墳』 上総山王山古墳発振調査団 1 9 8 0

(1 4) 石井則孝 ･ 轟俊二郎 『原 1 号墳発振調査概報』 千葉県教育委員会 1 9 70

(1 5) 星音巨象 ･ 葛西功 ･

西 山克己他 『白駒古墳』 君津市白駒遺跡発壊調査会 1 9 8 1

(1 6) 小林三郎 ･ 熊野正也編 『法皇塚古墳』 市川考古博物館 1 9 7 6
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(1 7) 当地域 の 横穴式石姦は , 解 1 次調査以来, 玄室の前面に続く部分を 順 逆部+ と捉えて

報告 して い るが, 玄塞と同様柱状石 による区画と天 井石があり, 追葬や遺物 の供献が行わ

れて い る こ と から,
｢ 酌姦+ と して の構造 ･ 機能をも つ ことが明らか であるo そうすると,

複室橋造 の横穴式石造と捉えなけれ ぱならず, 従来の ｢羨道部をも つ 両袖 ･ 単室の横穴式

石 室+ と い う絡織を自己批判も含めて全面的に変える必 要が生じるo 今後, 周辺部の横穴

式石 室を含めた系静と構造 の 検討を行 っ た上で再度取り上 げる こ とに した い o

(1 8) 拙稲 ｢ 古墳出土の鉄嫉に つ い て+ 『千薬束南部 ニ ュ
ー タウ ン』 1 5 一 馬 ノ 口遺跡他 -

(財) 千.

:# 県文化財 セ ン タ - 1 9 8 4 ･ (1 6 4 - 1 6 7 頁)

(1 9) a 三森俊彦他 『市原市大厩遺跡』 (財) 千葉県都市公社 19 7 4

b 斉木勝地『市原市菊間遺跡』 ( 財) 千葉県都市公社 1 9 74

(2 0) 地元 の 古老に よ っ て ,
七梱塚古墳の所在する長山台地北辺 の 甘藷貯席穴採集品と して打

出し文 の ある金魁刀装具, トン ボ玉2 点, ガラ ス 玉2 1 点が, (財) 干葉市文化財 セ ン タ
ー

に

寄贈きれて い るo 脊老の嘗割こ拠ると, 往時生薬町周辺 には約3 0 基の 古墳が所在 して おり,

上記の採輿晶は宙地窮地 の 古墳から出土した模様 であるo

(2 1) 安藤鴻晶 ｢ 欝総七倣紀史の
-

姿相+ 『古代採草』 - 滝口宏先生古稀記念考古学論集 -

早稲 田大学出版部 1 9 8 0 ( 3 85 - 3 9 8 頁)

(2 2) 茨城鼎教育財団編 『鹿の 子 C 遺跡
-

渡橋 ･ 遺物編』 茨城鼎教育財団 1 98 3

(2 3) a ｢ 押招太六天漉跡+ 『千楽勝文化財セ ン タ
ー

年報』 N o .
9 ( 財) 干葉県文化財 セ ン

タ - 1 9 8 3

b 鈴木英啓 『澗井戸西山遺跡』 ( 財) 市原市文化財 セ ン タ ー 1 98 6

村 田川対顔 の 潤井戸西山遺跡 で 礼 者卿春代中期 の住居跡から石製錬床と小型鉄揮が検

出され て い るo 同時期 の 類例は, 四街道市和良比中山遺跡にもあり, 中山遺跡 で は筒形

の 羽 口 の 他, 紫台脚部を転用 した羽 口も検出され て い る｡ 潤井戸西山遺跡 で は,
こ の他

に住居廃絶後小鍛冶と して利用 され たと思われ る遺構もあり, あくま で も推測 の域を出

な い が, 当地域で最も古くさか の ぼる鍛冶跡 の 可 敵性をも つ 例で, こ の 時期から ごく小

規模な鉄製品 の 製作や修理が行われ て い た こ とも予測できよう｡

(2 4) 永沼律朗他 『上総 江子 田金環塚古墳』 市原市教育委員会 1 9 8 5

参考文献 ( 著者五十音順)

1 池上 悟 ｢ 後期古墳時代集落出土鉄鉱に関する若干 の 問題+ 『東京考古』 1 東京考古談話

会同人 1 9 8 2 (5 0 - 7 8 頁)

2 小久保徹他 ｢埼玉県にお ける古墳出土遺物 の研究+ Ⅰ
- 鉄鞍に つ い て

- 『研究紀要』 創刊

早 (財) 矯 玉 県埋蔵文化財調査事業団 1 9 83 ( ト7 3 頁)

3 小森哲也 ｢栃木県内古墳出土遺物考+ (1)
-

鉄鞍の 変遷 - 『栃木県考古学会誌』 8

栃木県考古学会 1 9 84 (5 3 - 9 2 頁)

4 小出義治 ｢ 亀塚古墳+ 『狛江市史』 狛江市史縞さん委員会 1 9 85 (1 1 9 - 1 8 8 頁)

5 丸子亘 ･ 渡辺智信他 『城山第 1 号前方後円墳』 小見川町教育委員会 1 97 8

6 成 田 ニ ュ
ー

タウ ン 文化財調査班 『公津原』 (財) 千葉県地域振興公社 19 75

7 杉山晋 作 ｢ 古墳群形成にみる東国の 地方組織と構成集団の 一 例+
- 公津原古墳群とそ の 近

隣 - 『国立歴史民俗博物館研究報告』 第 1 集 国立歴史民俗博物館 1 9 8 2 ( 49 - 78 頁)
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8 杉山林継編 『請西』 木更津市請西遺跡調査団 1 97 7

9 渡辺久生 ･ 金井塚良
一

『西原古墳群』 考古学資料刊行会 1 9 7 6

1 0 金井塚良
一

他 『柏崎古墳群』 考古学資料刊行会 1 9 6 8

1 1 塩野博 ･ 駒宮史朗他 『鹿島古墳群』 埼 玉県教育委員会 1 9 72

1 2 小出義治編 『上総山王山古墳』 上総山王山古墳発根調査団 1 9 8 0

1 3 石井則孝 ･ 轟俊二郎 『原 1 号境発掘調査概報』 千葉県教育委員会 1 9 7 0

1 4 星龍象 ･ 葛西功 ･ 西山克己他 『白駒古墳』 君津市白駒遺跡発掘調査会 1 9 8 1

1 5 /ト林三郎 ･ 熊野正也編 『法皇塚古墳』 市立市川博物館 1 9 7 6

1 6 白井久美子 ｢ 古墳出土の 鉄鋸に つ い て+ 『干葉束南部 ニ ュ
ー

タウン』 1 5 - 馬 ノ 日 渡跡地 -

(財) 干葉県文化財 セ ン タ
ー 1 9 8 4 (1 6 4 - 1 67 京)

1 7 三森俊彦他 『市原市大厩遺跡』 (財) 千葉県都市公社 1 9 7 4

1 8 斉木勝他 『市原市菊間遺跡』 (財) 干葉県都市公社 1 9 7 4

1 9 安藤鴻基 ｢ 房総七世紀史の - 姿相+ 『古代採草』 - 滝 口宏先生 古稀記念考古学翰輿 -

早稲

田大学出版部 1 9 8 0 (3 8 5 - 3 9 8 頁)

2 0 『鹿の 子 C 遺跡 一

連構 ･ 遺物編』 常盤自動車通関係埋蔵文化財発掘調査報告審 5 茨城鼎

教育財団 1 9 8 3

2 1 ｢押招大六天遺跡+ 『千葉県文化財 セ ン タ
ー

年報』 N o . 9 (財) 千葉県文化財セ ン タ ー

19 83 (2 3
-

2 4 頁)

2 2 鈴木英啓『潤井戸西山遺跡』 (財) 市原市文化財 セ ン タ ー ･ 1 9 8 6

2 3 永沼律朗他 『上総 江子 田金環塚古墳』 市原市教育委員会 1 9 8 5

2 4 末永雅雄 『日本上代の武器』(増補版) 木耳社 1 9 8 1

2 5 後藤守 -

2 6 小林謙 -

2 7 田中新史

2 8 田中新史

頁)

2 9 田中新史

｢ 上古時代鉄鉱の 年代研究+ 『人類学雑誌』 第54 巻第 4 号 1 9 3 9 ( 1 3 3
-

1 6 1 京)

｢ 弓矢と甲胃 の 変遷+ 『古代史発振』 6 講敦社 1 9 7 5 ( 9 8 - 1 1 1 頁)

｢ 南向原古墳群 の調査+ 『南河原』 上総国分寺台遺跡調査団 1 9 7 6 ( 6 卜7 1 頁)

｢ 古墳出土 の 飾り 弓+
- 鋲飾り の 弓 の 出現と展開 -

『伊知波良』 1 1 9 7 9 (8 - 3 0

｢ 根田古墳群+ 『上総国分寺台発根調査概報』 上総国分寺台遺跡調査団 1 9 8 1

(6
- 2 0 頁)

3 0 田中新史 ｢ 古墳時代終末期 の 地域色 一

束国の 地下式系土拡基を中心 と して -

+ 『古代探叢』
Ⅱ 早稲田大学出版部 19 8 5 (4 3 7 - 4 7 5 頁)

3 1 古墳文化研究会 『日本古代文化研究』 創刊号 1 9 8 4

3 2 新納 泉 ｢ 装飾付大刀 と古墳時代後期 の 兵制+ 『考古学研究』 第3 0 巻第3 号 日本考古学

会 1 9 8 3 (5 0 - 7 0 頁)

3 3 田中晋作 ｢ 武器 の所有形態か らみ た古墳被葬者の 性格+ 『ヒ ス トリ ア』 第9 3 号 大阪歴史

学会 1 9 8 1 ( ト2 0 頁)

3 4 野上丈助 ｢ 古墳時代における鉄お よび鉄器生産 の諸問題+ 『考古学研究』 第1 5 巻第2 号

考古学研究会 1 9 6 8 ( 5 5 - 7 5 頁)

3 5 川西宏幸 ｢後期畿内政権論+ 『考古学雑誌』 第7 1 巻第2 号 日本考古学会 1 9 8 6 ( 卜4 2 頁)

3 6 和 馴青書 ｢ 金属器 の生産と流通+ 岩波講座 『日本考古学』 3 - 生産と流通
- 岩波書店 1

9 8 6 ( 2 6 3 - 3 0 3 # )
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37 沼沢塵 『千葉束南部 ニ ュ
-

タウ ン』 1 - 椎名崎古墳群 (第1 次) - (財) 干葉県都市公社

19 7 5

3 8 種田斉粛 . 阪田正
- - -

『千束束南部 ニ ュ
ー

タ ウン』 3 - 有吉遺跡 (第1 次) - (財) 千葉県

都市公社 1 9 7 5

3 9 種田斉嘗 ･ 谷旬 『千束泉南部 ニ ュ
ー

タウン』 4
一 生浜古墳群 - (財) 干葉県文化財 セ ン

タ
ー 1 9 7 7

40 上村悼
-

『千束釆南部 ニ ュ
ー

タウン』 6 - 椎銘崎遺跡 - (財) 千葉県文化財セ ン タ
ー

1 9 7 9

4L 田坂浩 ･ 相東邦慶 ･ 上村樽 -
･ 白井久美子 『干葉東南部 ニ ュ

ー

タウン』 8 - ム コ ア ラク遺

跡 ･

小
･金沢古墳群 - (財) 千来県文化財セ ン タ

ー

1 9 7 9

4 2 郷田良
- -

･
'J ､ 宮孟 『干紫紫蘭部 ニ ュ

ー

タウ ン』 1 0 -

小金沢貝塚 - ( 財) 干葉県文化財 セ

ン タ - 1 9 8 2

4 ･3 関口達彦 『千瀬魔南部 ニ ふ
-

タ ウ ン』 1 ト 六通金山遺跡 - (財) 千葉県文化財 セ ン タ
ー

1 9 8 1

4 4 伊藤智樹 ･ 発田則久 『千束衆南部 ニ ュ
ー

タウン』 1 2 - 南ニ重堀遺跡 - ( 財) 千葉県文化

財セ ン タ
ー 1 9 8 3

4 5 田坂鰭 ･ 巽田則久 『千襲来南部 ニ ュ
ー

タウ ン』1 3
-

上赤塚1 号墳 ･ 狐塚 古墳群 - (財) 千

来県文化財セ ン タ
ー 1 9 8 2

46 栗田則久他 『千来衆南部 ニ ュ
ー タウ ン』 14 - 有音速跡 (第 3 次) 他 - (財) 千葉県文化

財セ ン タ
ー 1 9 8 3

4 7 古内茂 ･ 大野康男編 『千葉東南部 ニ ュ
ー

タウ ン』1 5 一

馬 ノ 口遺跡他 - (財) 千葉県文化

財セ ン タ
ー

1 9 8 4

4 8 大野康男他 『干葉束南部 ニ ュ
ー タウ ン』 1 6 一 大勝野 北遺跡

-

(財) 千葉県文化財 セ ン タ

ー 19 85

4 9 白石浩 『千葉市大勝野北遺跡』 (財) 千葉県文化財 セ ン タ ー 1 98 2

5 0 小 久貫隆史 『干原台 ニ ュ
ー

タ ウ ン』 1
-

野馬堀遺跡他 - (財) 千葉県文化財 セ ン タ
ー

1 98 0

5 1 三森俊彦編 『千原台 ニ ュ
-

タウ ン』 Ⅱ
- 草刈遺跡 A 区 ( 第1 次調査) ･ 鶴牧古墳群 ･ 人形

塚
- ( 財) 千葉県文化財 セ ン タ

ー 1 98 3
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第 2 節 竜角 寺古墳群の 再検討

1 竜角寺古墳群をめ ぐる見解

竜角寺古墳群は ､ 白鳳仏を伝える音巨角寺と古墳時代終末期最大 の 方墳､ 岩屋 古墳の 存在

に よ っ て1 9 3 0 年代か ら学会で 注目され ､ 1 9 4 1 年に は岩屋 古墳が国 の 史跡に指定されて い る｡

しか し､ 岩屋古墳は江戸時代にすで に石 室が開 口 して い たこ とが記録に あり ､
19 7 0 年の 石

室測量時には副葬品は発見されなか っ た ｡ また
､ 墳丘 測量によ っ て 1 辺7 8 m の 方墳と して

報告 されて い るが､ 発掘調査 による確認は行われて い な いた め ､ その 規模は確定 して い な

い o 当時 の 王陵をも凌ぐ全国
一

の終末期方墳で はあるが ､ 実体の解明は なお今後の 調査に

委ねられて い る｡

竜角寺古墳群は ､ 現在の利根川下流域南岸に つ らなる印播沼 の 束岸に 立地 し
､ 酪の 公韓

原古墳群と共に下総最大の 古墳療集地を形成して い る｡ 従来､ 両古墳群を別 にする 見解が

大勢を占めて い たが
､ 東側 の根木名川と西側 の印藤沼に注 ぐ江川 によ っ て刻まれ た台地上

の 古墳群全体を 1 体の もの とす る見解( 田中1 9 8 5) が重視され つ つ あるo こ の う ち北西部は ､

竜角寺 ･ 上福田
･ 大竹 の 3 群に分けられて い るが ､ む しろ後期の 前方後円墳 ･ 円墳群と終

末期の 大型方墳で その 立地が 異なるo 前方後円墳と円墳は将に面 した台地 の 西 部に分布し､

最も北側 の青巨角寺に臨む谷奥に前方後円墳が集中するo

一 方､ 終末期の 大型方 墳は ､ 衆か

ら開析された支谷の 谷頭 ごと に独 立して築 かれ､ 3 群を
一

連の 古墳群と して捉 え､ その 変

遷 を検討すべ きで ある こ とが わか るo こ れら 3 つ の 群の 古墳総数は1 5 1 基 に の ぼ る o

2 群構成と変遷

上記の 3 群の 墳形別 の構成を見ると ､ 竜角寺古墳群で は1 1 3 基 の う ち3 7 基 が前方後円墳で
､

実に全体の 1/ 3 を占めて い る o また､ その 大半 (3 0 基) は2 0 - 3 0 m の 小規模なも の で ､ 前方

部 の短小な帆立貝形に近 い形態で ある｡ こ の 点が竜角寺古墳群の 大きな特徴と して 注目さ

れてきた｡ お そ らく ､ 円墳と見て い るもの にも短小 な前方部をも つ 例が潜在する と思われ ､

その 比率はさらに高くな る可能性がある｡ 方墳は 6 基あり ､ 竜角寺岩屋 古墳が
一

際大きく ､

つ い で3 5 m の みそ岩屋古墳､ 2 2 m の竜角寺1 0 0 号墳がある｡ い ずれも古墳時代終末期の 方墳

と見られる o 円墳は小規模なも の が多く ､ 1 0 - 1 9 m 扱が中心で ある ｡ 竜角寺古墳群で発掘

調査 された例はわずか 7 基に とどまり ､ 石室の 測量が 行われた 2 基 を含め て も群形成の 変

遷 を知る資料を得るには 至 っ て い ない ｡ 前方後円墳と円墳に つ い て は ､ 埴輪をも つ 1 6 基の

例 が い ずれも後期の 古墳で あり
､

レ ー

ダ探査等 に よ っ て墳裾に石棺が確 認され た例が1 0 基

以上 ある こ となどか ら､ 後期以降に営まれた可能性 が高い
｡ 現在の と こ ろ ､ 前 ･ 中期に遡

る例が見られ な い こ とか ら ､ 後期 ･ 終末期に集中して築かれた古墳群で あろう｡

最大の 前方後円墳で ある浅間山古墳は ､ 後期の 前方後円墳が群在す ると い う特異な群形

成 の 契機とな っ た古墳で は ない か と推測されて い たが
､

1 9 9 6 年 の発掘調査に よ っ て ､ 最後
の 前方後円墳で ある こ とが 明らか に な っ た｡ 浅間山古墳は前方後円墳の なかで は最も台地

の 奥に 立地 して お り
､ 印藤沼 か ら奥ま っ た所に造られた終末期方墳の 立地に 近 い とい える ｡
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全長 (7 8 m ) に対 し､ 後門部径 ( 5 2 m ) の比率が大き い 平面形 の 特徴は ､ 前方部の 短小な

周辺 の 前方後円墳と共通するが ､ 前方部が幅63 m と大きく開き ､ 高さも後門部と括抗する
一

段と前方部の発 達した形態で ある ｡ 墳丘に は段築が見 られ るが埴輪はもたな い ｡ 埋葬施

設 は､ 後門部の 南西側面 に開 口する大型の横穴式石 室で
､ 筑波山周辺 に産出す る片岩板石

を用 い た複室構造の 石室 で ある ｡ 群内の 箱式石棺にも こ の 片岩が使われて おり ､ 石棺に黄

道部を付設 した ような小規模な横穴式石 室もあるが ､ 大型の 複塞構造の 石 室は ほ かに例が

な い ｡ また ､ 竜角寺岩屋古墳の 石室 は 2 基 とも単室で
一

回り小さく ､ 壁石 に は付近 に産出

す る貝イヒ石 を多量 に含ん だ砂岩 の切 石 が用 い られ ､ 天井 に限 っ て 筑波魔の 片岩が使 われて

い るo ほか の方墳の 石室がす べ て 艮イヒ石 を含む砂岩の切石 で棉範され て い る こ とと考えあ

わせ ると､ 浅間山 - 竜角寺岩屋 - 以降の 終末期方墳群と い う石室 の 変遷が追える｡

上福田古墳群は ､ 2 2 基 の うち1 3 基が方墳である ｡ 石 室 の 判明 して い る上福田鹿屋 古墳 ･

上福田1 3 号墳は いずれも竜角寺岩屋古墳より新し い と考えられ ､ 1 3 号墳の 下限は 7 世紀末

葉に ある. 終末期方墳と して もさ らに 新段 階の群が轟かれて い る と見られ るo

-

方､ 台地

の 縁辺に分布する 3 基 の 前方後円墳は
､

4 8 m を筆頭 に 3 基とも3 0 m 以上 の 規模 を有 し､ 埴

輪をも つ 最大の 4 号墳は 6 世紀前半代に位置づ けられる ｡ 葡角寺古墳群の 前方後円墳との

前後関係は 判然と しな い が､ ほ ぼ同時 に造基 が始ま っ たも の と考えられる o

こ の ように ､ 竜角寺古墳群を中心 とす る1 5 0 基 あまり の 後期 ･ 終末期古墳群は ､ 印藤沼に

面する台地縁辺 に前方後円墳 ･ 円墳が 造 られ た段階 - 竜角寺が立地する谷 の 興部に 前方後

円墳 ･ 円墳が集中 して築かれ ､ 最後 に大型 前方後 円墳を築 い て
一 連の 造基を終えた段 階 -

場所 を変えて 方墳を築い た段 階に分けられ ると想定 して い る｡ こ れ らを広義の 竜角寺古墳

群と して以下 の記述 を進 めた い
o

｢ 印波国造+ の領域

竜角寺古墳群は また ､ 印簿国造 の 本拠地をめ ぐ っ て
､ 公津原 古墳群と対比 され ､ いずれ

に本拠地 を求め る べ きか議論され てきた, 上記 の ように ､
これ らを 一 体のも の と して捉 え

る見解が 重視され つ つ あり
､

その 範囲は 南北約1 0 k 恥 東西約 5 k m 以上に およ び ､ 後 の律令

制 の 郡域で は埴生郡 の ほ ぼ全嘘と印施郡 の
一

部に相当す る o 北端 の 竜台古墳群か ら南端 の

台方古墳群まで ､ 確認され て い る古墳総数は3 7 0 基 に の ぼる ｡

竜角寺古墳群には見られ な い前 ･

中期の古墳は ､ 南部の 公 津原 ･ 台方古墳群の なか に求

め られる｡ 公津原 古墳群の 形成は前期方墳の 築造 か ら始ま っ たと見られ ､ そ の 初演 は有段

口縁の 童形 土器等か ら前期前半 ( 4 世紀前半) に遡 り得る ｡ 前期後半 には 円墳が出現 し ､

やがて 石枕と石製模造品に よ っ て地域色を表出す る中 ･ 後期 の 大型 円墳 (最大径 4 2 m ) に

発 展するo 石枕をも つ 中期 の大型 円墳 (径4 5 m ) は 台方古墳群に も分布 し ､ 半円方形 帯神

獣鏡と 3 面の 小型鏡を出土 した中期初頭 の 下方丸塚古墳は隣接地に ある ｡ また ､ 印海沼に

面 した低地の 独立丘に 築かれた 北須賀勝福寺古墳群には ､ 5 0 m 級 の 前方後円墳が 3 基 あり､

最も大型 の もの は全長5 9 m にお よ び ､ 天 王 ･ 船塚 (推定8 6 m ) ･ 浅間山 (7 8 m ) ･ 天 王塚

( 6 0 m ) に 次ぐ規模で あ る｡ 測量調査も行われて い ない ため
､ あまり注目 されて い ない が

､

独 立 した立地からも古墳群 の解明に重要な鍵 をに ぎる古墳群で あろう ｡ 公津原で は逼塞が
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後期
･ 終来期にも継続し ､ 大型の 前方後円墳は いずれも後期以降に築造され ､ 終末期方墳

に2 0 - 3 0 m 級 の 規模をも つ 例が多い点は奄角寺古墳群と同様である｡ しか し､ 埴輪消滅失

後の大型前方後円墳は葡角帝古墳群に範潰され ､ 終末期方墳の 規模で竜角寺岩屋古墳が突

出する こ とは､ 両地域の 消長に決定自勺な違い をもたら した｡ 新し い時代の 象徴で ある瓦葺

きの 寺院は薗角専有墳群の 造営地域に建立された の で ある o

こ の ように ､ 終末期に は葡傭寺古墳群の造営主体が優位に 立ち ､ 公簿原古墳群と
一

線を

画した こ とは明らかで あるが ､ 後期の 古墳造営層拡大期は雨音墳群がほぼ桔抗 し､ 後期以

前は公浄原古墳群を中心 と して南部の 地域に中小の 首長塞が林立した状況が窺える ｡ こ れ

らを統合する広域首長姦が5 0 - 6 0 m 級の 前方後円墳で あ っ たとすれば､ 終末期以前は中央

部か ら南部に造姦の 中心域があ っ たと見られ る｡ 以上 の 古墳群の 動向か ら､ 印播の 広域首

長の ポ ス トは いく つ か の 豪族の 間で動 い て いたと見られ ､
｢印波国造+ の領域は こ れらの

古墳群の 造営地域全体に わたるも の と考える｡

4 ｢ 香取海+ 沿岸 の 地域首長権

こ の 地域の 後期古墳で は ､ 主に箱式石 棺に筑波産の 片岩 (筑波石) を用 い て い るが ､ 浅

間山古墳で は ､ 産出地以外で は最大規模の 全長 7 m に及ぶ筑波石 の横穴式石 室が築かれて

い る ｡ 天井石 の 帽は 3 m あり
､

こ の よう に大型 の 石材を筑波山麓か ら運ぶ こ と ができた の

は ､ 慣 ケ浦と印播沼がひ と統きで あ っ た ｢香取軌 の 水運 を利用 したか らに他ならな い o

こ れは ､ 浅間山古墳の 被葬者が対岸の 首長と交流をもち､ 大型 の 筑波石 を入手 して 香取海

を通航できるような地位に あ っ たこ と を物語 っ て い るo 公津原古墳群にも筑波石 を使 っ た

石 室はあるが ､ 石棺に入 り 口部を つ けた構造 の 非常に小規模なも の であるo

浅間山古墳は竜角寺岩屋古墳に 匹敵す る規模をもち､ 発根調査 の結果 ､ 出土遺物 の 示 す

年代は 7 世紀前半代とい う従来 の岩屋古墳の推 定年代と重なるもの で あ っ たo 石室構造 の

比 較か ら､ 築造時期は岩屋古墳に先立 つ 7 世紀頭頃と考えられる ｡

■ 公津原古墳群で は こ の

時期 に大型前方後門 ( 方) 墳が築 かれて い ないため
､ 竜角寺古墳群は墳丘 ･ 埋葬施設とも

に浅間山古墳の 時代に公 簿原 古墳群を超 えて い る と い えようo こ の 古墳を築造す る時点で ､

竜角寺古墳群の首長が常陸南部と の交通 ･ 流通 にお い て 有利な立場 にあり ､ お そ らく公簿

原古墳群の 首長を押さえて
､ 印騰を代表する地位に つ い て い たと考えられるo

5 推古朝か ら孝徳朝の 中央集権政策と仏教振興策

上記 の ように
､

6 世紀末 - 7 世紀前葉に ､ 倭王権の地方政策担当者が常陸 - の 道の要衝

を押えて い る豪族として 交渉の相手と した印施の 代表は
､ 浅間山古墳の 被葬者であ っ たと

推定され る ｡ 浅間山古墳の 副葬品には ､ 蓮華紋や光菅 (気) を表 現した透彫 り飾り金具や

毛彫り文様 をも つ 馬具 をは じめ とする飛鳥の仏教美術の影響が色濃く反映されており､
こ

の 時代 の先進文化 を受容 した被葬者の性格が窺えるo

`

倭王権との 交渉はそ の まま岩屋古墳の 被葬者に受け継がれ ､ 東北進出 の前進基地を輩握

す る首長 と して の 地位を固めて い っ たもの と思わ れる o 香取梅の 交易
･ 流通権に加えて倭
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王 権の 後ろ盾をも つ に至 っ た岩屋古墳の 被葬者は､ 当時の 王陵に なら っ て 3 段範成の 巨大

な方墳を築く o もはや筑 波の 大型石材を使用 した石 室 を造る必敵性はなくなり ､ 加工 しや

すい地元 の砂岩 で切石穣石室 を造るようになる o 以後葡角番古墳群の終末期分場の 石室に

はこ の 石材が用 い られるo こ の 石材を使用 した石 室 は ､ 印施 ･ 事鶴相流域を中心に鹿 馴l ､

利根川下流域に広く分布 して い る ｡

こ の 地に 下総最古の 瓦聾き寺院 - 鶴璃寺が建立された の は ､ 軒丸瓦 ･ 文事瓦 の特徴によ

つ て 7 世紀中葉か ら後半代と推定されて い るo 大型古墳に替わる新たな権威の 象徴として ､

髄角寺を建 立 したの は､ 岩屋古墳の 被葬者で あ っ た として も敵餌はな い o

-

方､ 浅間山古墳の 西側に は ､ 下総国埴生評 (那) 家に 関連 した遺跡騨があり ､ 印櫓の

在地勢力が評制に 再編された段 階で 葡角寺古墳群の勢力 圏は ｢埴生+ 評に編成きれ ､ その

中枢機関が首長基と寺院の 近く に 設置された ことが窺え るo 公浄原音墳騨は 印施評 ( 那)

の領域に属 し
､ 評制の 分割 ･ 再編に よ っ て か つ て の印施 の 首長圏 は ニ分されたも の と見ら

れ る｡ これ は ､ 毛野などに比 べ て 小国造が林立 した常総地域の 評制施行前後の 状況を如実

に示 して い るとい うo 支配領域の 狭い小 国造は ､ それ自体が 直接的に都民制に組み込まれ

たも の が多く ､ 倭王権に対する従属度が強まるとともに
､

- -

族内の 団結が弱ま っ て 配下 の

中小 豪族が台頭を促す危険性をは らん で い たようで あるo 7 世紀前凍 - 申発 の 印藤は ､ ま

さに 国造
一

族が大きく動揺 した時期で あ っ たと考えられる｡

また ､ 龍角寺創建期の所要瓦 を焼い た五斗蒔瓦窺跡出土 の 文字瓦の 分析では ､ 瓦の ｢ 寄

進地境+ が埴生評 ( 那) ･ 印施評 ( 那) の 印鰭招来岸域に わたる こ とが指摘されて い る

(小牧1 9 9 9) ｡ こ れは ､ 本翰で 想定 した竜角寺 ･ 公 簿原古墳群の領域に ほ ぼ対応 して おり､

埴生評 ･

印施評に わた る地域が まだひ と つ の 領域と して 瓦 葺き の 寺院とい う新たな地域首

長権象徴の 建設 あた っ て っ て い る こ とに 注目 したい
｡

こ の 造営は ､ おそ らく岩屋古墳の 築

造 と同様の 体制で行 われたと考えられ ､ 造営の 母胎 とな っ た瓦 の 寄進領域が旧来の印播首

長 圏を示すも の と考える o 浅間山古墳の 時代に始 ま っ た竜角寺古墳群伺 辺 の -

連の 動き は ､

仏教とい う新 し い信仰を精神的な支柱に ､ 中央集権国家を指向した列 島の 大き な変革期を

反映 したも の とい えよう｡
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告番』 rI ( 財) 干来県文化財セ ン タ ー 1 9 9 3 (1 8
-

2 7 頁)

1 0 成田 ニ ュ
-

タウン文化財調査班 『公津原』 (財) 千束県地域振興公社 1 97 5

11 萩野谷悟他 『葡角寄古墳群第10 1 号音墳発根調査報告審』 千葉県教育委員会 1 9 8 8

12 深沢寛友 ｢ 聴角番古墳締研究 の変遷と濠凝+ 『務総風 土記の 丘年報』l 卜 昭和62 年度 一

千来県立贋総風土紀の 丘 1 9 8 8
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第 3 節 古墳終末期 の 上 総北西 部

歴 史的環境

旧上総国北西 部は ､ 上総国府 が所 在 した地 で あ る ｡ 国府の 具体的な位置は未 だ確認

され て い な い が ､ 東京 湾に 注ぐ養老川 下流域北岸 に所 在する こ とは文 献の 記 救や ｢ 古

甲 ( 古国府) +
･ ｢ 国府+ 等 の 地名 に よ っ て 知られ る とこ ろで あ る ｡ また ､ 発 掘調査に

よ っ て ほ ぼ全容が 明らか に な っ た 上総国分尼 寺は大和法準寺に 匹敵す る規模 と主要伽

束をもち ､ 僧寺 もまた それ に 相応 した規模と内容をも つ こ とが 明 らか に され て き た｡

しか し､ 養老川 流域に は 古墳時代 の 後期か ら終末期に か けて 上総を代表 する ような

大型 古墳が なく ､ む しろ太 平洋側 の 山武 地域や南部 の 小幡川 ･ 小 糸川 流域 に代 表 的な

前方 後円墳や 大型 方墳が分布 して い る ｡ こ の 地が律令国家形成期 に 上総国の 政治 ･ 文

化 の 中心地 に な っ た背魚に は ど の ような状況が考え られ るで あ ろ うか ｡ こ の こ とに 注

目 して ､ 上線北西部の 古墳 の 動 態を見 て いく と ､ 以下 の ような い く つ か の 特徴 を見 い

だす こ とが で きる o

① 古墳時代全般を通 じて 畿 内 の 中央勢力 と の 交 渉に先進 的 な動き を示 し ､ 梅上 交通

を利用 して 常に 新 し い文 物 を受 け入れ ､ また新 し い 体制 に順応 して い る o

② 集落の 発展 を背 景 に成長 した在来 の 首長層は ､ 河川 の 流域 ごと に い く つ か の 中規

模古墳群を形成 し
､ 前期か ら終末 期ま で あ る程度独立性をも っ て群 を維 持 して い る o

③ 終末期 にな る と ､ 中
･ 小規 模の 古堵や後期 以降の 新興古墳群は ｢ 方 墳と横 穴式石

室+ を受 け入 れ たに も か か わ らず ､ 在来の 中心的 な古墳に 前方 後方墳 と い う当時 一

般に は使 われて い な い 墳形 を採用 して い る ｡

④ 古墳時代終末期以 降も地 下式横穴墓 な どの 地 下 式系の 埋葬施 設 をも ち ､ 独特 な展

開を示す ｢方 墳群+ が 存在 し ､ その 築造時期は 初期 古代寺院の 造 営期と ほ ぼ重 な る｡

以上 の 点 か ら ､ 養老川 下 流域が 上総 国 の 中心地 と なり得た背 景 に は ､ 早く か ら 旧態

依然と した埴輪や 飾り大刀 の 世 界か ら脱却 して ､ 先進 的な直轄地 的特性 をもち っ っ も ､

初期 古代寺 院 の 建 立を担 うよ うな在来 の 勢力 が存続 し ､ 新た な体制に適応 した状 況 が

考 えられ る ｡

養老川 下流域 は
､

4 世紀代 - 5 世紀代 に小橋川 ､ 小 糸川 下流 域と 並ん で 1 0 0 m ク ラ ス

の 大型前方後円墳を擁す る地域で ある o 養老川 の 北岸台地上 に は 出現期 の 前方後 円墳

神 門 3 ･ 4 号墳が築か れ るが ､ こ れ に 直接っ なが る 定型化 した前方後 円墳は
､ 現在の

と こ ろ発 見され て い な い ｡ 前期 の 古墳 の 調査例 で は ､ 主丘 部の 1 辺 が 4 0 m に及 ぶ 村 田

川 流域の 菊間新皇塚 古墳が粘土柳を内部施設 と し
､ 小型岱製鏡( 内行花文鏡 ･ 珠 文鏡) ､

石釧 等を出土 した こ と か ら ､
こ の 流域 の 主墳と考 えられて い る ｡ 前方後方 墳説 も ある

が
､ 明確で は な い

｡ し か し
､

こ の 地域で は ､ 出現期か ら前期の 小規模な 前方後方墳が

拠 点的 に分布 し
､ 養老川 北岸で は 系統 的なま とまり をも つ 例も見 られ る ｡ こ の 時期の

小 規模な前方後方 墳は ､ お そく と も 4 世紀前 半代で 終息する こ とが 出土 土器 の 分析で

明 らか に な っ て い る ｡

- 21 4 -



図 1 上総 北 西 部 の 終 末 期古 墳 と 初期舌代 寺 院

( 遺 物番 号 は 本文 ･ 挿 図 ･ 表 に 対応)

L
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-



そ の 後約 3 0 0 年 の ブラ ン ク を経て
､ 再 び養老川 下流域で 主墳系列愚後の 古墳 ･

六孫

王 原古墳に前方後方墳 が採用 される ｡ こ の 点が
､ 終末期大型古墳 に 見 られ る こ の 地域

の 最大 の 特徴とい えよう｡ 6 世紀以 降の 養老 川流域は ､ 前方後円 ( 方) 墳の 規模が 8

o m 以下 に なり ､ 小橋川 ･ 小 糸川 下 流域の 前方後円墳が1 0 0 m の 規模を保 つ の とは 対照的

で ある ｡ しか し ､ 周辺 に 群在する 後期古墳群の 主 墳が 5 0 m 以下に 留ま る の に対 し
､ 姉

崎古墳群中の 山王 山古墳 ( 6 世紀中頃) の ように 前期以束の 墓域に 古地 して ､ なお相

対 的 に大型の 規模 ( 全 長6 9 m ) を保 っ て い る ｡ 以下 で は ､ 終末期大型古墳をと りまく

地域的様相を抽 出 して みた い ｡

後期古墳群と 方 墳

上総北西部は ､ 前述 の よ う に ､ 最後 の 大型 古墳が前方 後方墳で あ るた め ､ 4 0 m を超

え る大型方墳は 存在 しな い ｡ しか し ､ 3 0 m ク ラ ス (1 辺 2 7 - 3 7 m) の 方墳 に視点を向 ける

と ､ 養老川流域 に 7 基 ､ 村 田川流域に 1 基と計 8 基 を数 え ､ 県内の 他 の 地域に 比 べ て

決 して 少 なく は ない ｡ 特 に ､ 養老 川中流域の 北岸 ､ 現在 の 牛久 周 辺 に 8 基中の 6 基 が

集中す る ( 表 1 ) o 中で も牛 久 3 号墳は ､ 二 段集成で 1 辺 3 0 m を超 える 規模で ､ ニ 蒐

周溝 をも つ こ と か ら ､ 下流 域の 前方後 方墳に 匹敵する 方墳と い え ようo こ れ ら の 韓造

時期が 問題 で あ る が
､ 調査 ･ 報告 され て い る の は ､ 牛久 3 骨墳 ､ 女坂 1 骨墳の 2 基に

す ぎな い B 女 坂 1 号墳は ､ 鉄釘 を用 い た木棺直葬 の 内部主 体をも ち ､ 伴出 した土琴類

か ら 7 世紀第 2 四 半期 - 中葉 の 年 代 が考えられ る ｡

一

方 ､ 牛久 3 骨墳は 軟質砂 岩を用

い た複室構造 の 横穴式 石 室 を内部施設 に も つ 点で ､ 同
一

地 域内に あ っ て 女坂 1 骨 墳と

対照 的で ある が ､ 伴う遺物 は ､ わずか に鉄鉱 ､ 鉄釘 1 点ず つ と須 恵器 2 個体で
､

石 室

使用が 7 世紀中葉前後 に押 さ えられ るに 留ま る｡

こ の 養老川 中流域の 2 基 の 方 墳に つ い て は ､ 江古 田古墳群の ま とま っ た調査 が行 わ

れ て い な い た め ､ 方墳群の 存続期間 ､ 変遷 を検討す る資料が極め て 少 な い ｡ そ こ で
､

後期 - 終末期 の 古墳群 をか な り広範囲に調査 して い る市原古墳群 ( 国分寺 台地 区 の 古

墳群) と村田川 下流域 の 生実 ･ 椎名崎古墳群に方墳導入 の 時期 と下 限 を求め て み た い ｡

国分寺台地 区 の 諏 訪台古墳群で は ､ 前方後方墳も含めて 約 1 3 0 基 も の 古墳時代 後期

か ら終末期の 古墳が 調査 さ れて い る ( 図 3 ) Q
こ の 中に は ､ 大型 古墳を中心 と して 群が

形成 された段 階と著 しく 規模 を縮小 した新 し い 段 階の も の が含まれ て い る が ､ こ こ で

は前者の 方墳に 限 っ て 見て み る こ とに する ｡ こ の 方墳群の 初源に つ い て は ､ 須恵器蓋

柿 ( 図 2 - 7)
( 1 )

に よ っ て 7 世紀中葉に さか の ぼ る こ とが 確認 され て い る ｡ 大 半 は ､

7 世紀中葉以後 の も の と推定され ､ 古墳時代 終末期 の 大型方 墳の 下限 は 7 世紀末葉と

考えられ る ( 図 2 - 1 1 ･ 1 2) o また ､ 方墳の 内部施設 に 終始 一

貫 して 横穴 式石 室 を採用

して い ない 点も諏訪台古墳群の 特長 で あり ､ 国分寺台で は 石 室 を採用する 少数 の 方墳

と併存する ｡ 次に ､ 1 9 基 か らな る 古墳群の 変遷 が 明 らか に されて い る 国分 寺 台地 区 の

西谷古墳群 ( 田中1 9 8 5) に つ い て み る と
､

7 世紀中葉以後に 軟質砂 岩を使 用 した単室

の 横 穴式石 室 をも つ 方墳が 出現 し
､

8 世 紀初頭 まで に 4 基 ( 木棺直葬) の 方墳が 継統
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表 1 上紙 北 西 部 の 大 型 方墳

古 墳 名 墳 丘 規模 ( m )

タ テ ･ ヨ コ
･

高

内 部 施 設 遺 物 そ の 他 文献啓骨

1 牛久 3 号墳

2 女坂 1 号墳

3 詐訪台古墳

( 冗
-

1 7)

4 江 古 田 3 骨墳

5 5 骨墳

6 2 1 号墳

7 22 骨墳

8 長者塚 2 号墳

3 1 . 2 ･ 2 8 . 0 ･ 2 . 8 軟質砂岩 戟 石穣 ･ 鉄錬 1
､ 鉄釘 1 ニ 段集成 1

r
)
んl

3

4
･

5
･

6

4
･

5
･ 6

4
･ 5 1 6

4 ･ 5 ･ 6

5
･

6

外側周輯 の 範 囲

一

辺4 7 . 6

2 9 . 0 ･ 2 9 . 0 ･ 3 . 5

周 構外側 で

-

辺 3 7 . 0

3 0 1 2 9 . 5

周構外側 で3 5 , 0

3 6 . 7 ･ 2 6 . 7
･

5 . 7

2 9 , 9
･

2 9 . 9
･

3

2 6 . 4
･

2 7
. 8

･

4 . 1

3 2 . 7
･ 3 3 . 7 ･

2 .
7

3 3 . 0 ･ ( 3 0) ･ 3 . 7

複重構造 の 横穴式

石室

木棺直葬 2 基

木棺直葬

横穴式 石 室

須恵器 長頚盤 1

鉄釘7 2 本 ､ 須恵糖

塵 1
､ 大磯 1

､ 土

師潜高杯 4
､ 杯 1

不明

二 蕊周滞

半壊

9 ( 徳部台古墳) 不明 ニ 蕊周聴 7

して 築か れ て い る ｡ ほ か に 下 限を示 す例 に は ､
2 次に わた っ て 使用 された 衆 4 骨墳が

あ る ( 田中1 9 7 9) 0
1 次 の 内部施設 は ､ 副葬品 ･

須恵 器 ( 図 2
- 9) か ら 7 世紀中葉

と推定 され る o 次い で 築か れ た軟質砂 岩の 横穴 式石 室か ら出土 した須 恵器 蓋杯 ( 図 2

- 1 3) は ､
7 世紀末菓か ら 8 世 紀初頭 (藤原京 造営前後) に位置づ けられ , 石 室 をも

っ た方墳で は 国分寺台で 最も新 し い 古墳 の
一

つ と考 えられ る ｡

村 田川流域の 生 実 ･ 椎名崎古墳群で の 方墳の 採用 は 7 世紀中葉に 入 る と推定 して い

る ( 白井1 9 8 6) ｡ 現在ま で の 調査 で は ､ 特 に 中心 と なる 規模の 大型 方墳は 発 見 され て

い な い ｡ 内部施 設に は ､ 方墳採 用 以前 か ら軟質砂岩 系 の 石 材を用 い た横穴式 石 室 と箱

式石 棺を併用 して おり ､ 木棺直葬が 著 しく少 な い の が特徴で あ る ｡ 方墳に は横穴 式石

室 だ けが用 い られて い る ｡ 規模 ･ 構 造 に 大き な相違 は あ る もの の 龍角 寺岩屋 古墳の よ

う に 2 基 の 横穴式 石室 を並列 させ る例も見 られ るo 現在整理中で あり ､ あく ま で 現時

点で の 見解に な るが ､ こ の 群 に お ける横穴式 石 室 をも つ 方墳は ､
7 世紀中葉か ら末葉

に 営まれ たもの と把握 して い る ｡ また ､ 国分寺 台と同様 に方墳の 築造は こ の 後 も続い

て お り ､ 規模 を縮小 して
､ 地 下式構造 の 内部施設 ･ 改葬基 を伴う新たな段 階 - 移 行 し

て い く ｡

7 世紀代 の 前 方後方 墳

養老川 下流域に は ､ 墳丘 全長 4 5 . 4 m の 六孫王 原古墳を筆頭 に 7 世紀代の 前方後 方墳

が 5 基存在す る
( 2 ' ( 表 2 )

Q 出現期か ら 前期に 各地 で 築か れ た前方 後方 墳は ､ 4 世紀
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裁 2 7 担: 総代 の 前 方後 カ墳

古 墳 名 墳丘 畏 内部地紋 遺 物 文献番号

10 六 孫 立 願古墳

1 1 束間細多1 1 骨墳

4 5 . 4 m

2 5 , 5 m

凝 灰 質 砂岩 使 用 金銅製 馬 具 ､ 大刀 ､ 刀 子
､ 銑鉄 ､

7
･

1 1

1 2

の 横穴式石 室 須恵畢

( 木棺直弾 か) 須恵器

12 節 筋台古墳(K
-

1 5) 3 8 .
7 m

.

木棺在韓 金銅装足 金物付大刀 他 3

13 術前台古墳(4 0 22) 2 9 . 5 m ( 木棺改葬 か) 須恵紫 13 ･ 1 4 1 1 5

1 4 習聴肪台古墳(4 0 6 0) 2 4 .
O m 木棺直酵 金鋼製 口 金具付鉾､ 大 刀 ､ 耳環 ､

須恵瀞圭杯 ､ 鉄錬 ､ 鉄釘 ･

1 3
･

1 4
･

1 5

代をも っ て 終息す る と考え るが ､ 出寒地方 は､ 例外的 に 5
･

6 世紀代 にも前方後方墳

が存続す る こ とが報告され て い る
` 3 '

o 凝灰岩製 の 舟形石 棺をも つ 竹矢岩船古墳､ 横

穴式石 室 を用 い る 岡田 山古墳 ･ 滞井原 古墳はそ の 例外 と い える ｡ しか し ､ 確 実に 7 世

紀代に比 定で きる報告 例は出雲 にも見 られ な い ｡

養老川 流域で ､ 約 3 0 0 年 の ブ ラ ン ク を経て 再び前方後方墳が築か れた背景 は ､ 俄に

把握 しがた い B 術紡 乱 束間部多古墳群の ように数十基 の 方墳が営まれ る中で ､ 中心

的な存 在が規模だけで はなく 墳形の 差と して 現われた結果と理解す る の が自然 な解釈

で あ ろう｡ 前 方後円墳で はなく前方後方墳と い う形態を採用 した背景には ､ 主丘 部に

方形 の 墳丘 を用 い る とい う時代の 趨勢があり ､ またすで に 前方後円墳の 時代が終 わ っ

た こ と を意味する と思 われ る ｡

六 孫 王 原古墳は ､ 副葬品 ･ 須恵器 の 年 代観か ら 7 世紀後半 に位置づ けられる o 諏訪

台古 墳群で は 3 基 の 前方 後方墳が 相次 い で 築か れ る ( 図 3 ) が ､ く びれ部 の 不 明瞭 な

4 0 6 0 号墳 ( 図 2
- 8) ･ 諏訪台最大 の K - 1 5 号噴か ら台地奥部に 占地 した4 0 2 2 号填ま

で 7 世紀 中葉前後 か ら末葉の 短期間に つ く られ たも の で あ ろう o

4 軟質砂 岩 を使用 した複室構造の 横穴式 石 室

内部施設 か ら見た こ の 地域の 特色に は ､ 軟質砂岩 を使用 した横穴式石 室 の 盛行が 挙

げ られ る o 特 に ､ 戟石積複室構造 の 石 室は
､

上 総北西部地域の 古墳時代終末期 に 欠く

こ と の でき な い 要素の
一

つ で ある ｡

牛久 3 号墳の 石 室は ､
こ の 地域で は最も整 っ た複室構造 の 横穴式石 室で あ る ( 図 4

- 1 ) ｡ 前 童 と後 室が ほ ぼ 同規模の プ ラ ン は
､

埋 葬空 間と して 前塞が 後室 ( 玄室) と

同様の 機能をも つ 構造と な っ て い る o
こ れと非常 に近 い 構 造 の 石 室は

､
村 田川 ､ 鹿 島

川 の 分水嶺近く に位置す る 千葉市土気舟塚古墳 ( 中村1 9 6 7) に見 られる ( 図 4 - 2) o

い ずれ も前室 と後室は長方形 を呈 し ､ 側 壁 の 構築 に は 持ち送りが見 られる o 両室を通

した 主軸長 は牛 久 3 号墳が 5
･
6 m

､
土気舟塚古墳が4 ･ 9 m で規模も近 い が ､ 後者で は 前室

の 方が やや長 く(0 . 1 5 m) ､
石 材は大型 で ある o 前者が 二重周溝の 方墳､

後者は墳丘長

- 2 19 -



図 3 諏 訪宙 古 墳群 全 体 図( 第4 回 『市原市文化財セ ン タ ー

適跡発表会要 凱】 より改図転載)

3 7 m の 前方後 円墳 でや は り 二 重周 溝をも ち ､ 小 地域 の 拠 点に 位置す る主 墳と して 威容

を保 っ て い る o 両石 室 とも年 代を推 定で き る副葬品 が なく ､ 墳丘 か ら出土 した須恵器

に よ っ て 石 室が 7 世紀前半か ら中葉前後に使用 され た こ とを知 る の み で あ る ｡ しか し
､

石 室 の 形態 は複室構造と して 地域的に 完成された姿と見 る こ とがで き る o

複 室構 造 の 導入 に先だ っ て
､ 房総 で は 6 世 紀中葉頃 か ら片袖や 無袖 の 横穴式 石 室が

用 い られて お り ､ 複室構 造 の 出現 に は新たな契機 が存在す る と思われ る ｡ こ れ に は
､

後 期に な っ て 急 激に造 営が 拡大す る古墳群の 動 向が 注 目され ようo 村田川 下流域の 千

葉市生実 ･ 椎名崎古墳群で は ､
6 0 基 に及 ぶ 軟質砂岩 系 石材 を用 い た両袖単 室 の 横穴式

石 室 が 調査 され て い る が
､

玄室 に 続く著 しく 短 い 羨道部に も 天 井石 が 架構 され羨門 を

も つ 構 造で二 羨道部に 改葬 ･ 副 葬が行 われた例も少 なく な い o 羨道 部は 玄室 よ り 短小

な まま発達 しな い が ､ 機能 的に は複室構 造 の も の と 同様 の 役割 を果た して い る
｡

同様 の 石材 を用 い た横穴式 石 室 は ､ 村 田川中流域 の 市原 市草刈 古墳群に も数基 存在

する が ( 高 田他 1 9 8 0) ､ 両古墳群 の 初源期 の 石 室 を見 る と ､ 玄室 の 最大 幅が 中央 部に

- 2 20 -
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あり ､ 敷石 の 状況 か らも弱 い 胴 張り の 長 方形 で ある こ とが わか る ( 図 5 - 1 ･ 2) ｡ 特 に ､

草刈 古墳群の 2 9 A 骨墳の 石 室 は ､ 玄室が細長 く ､ 羨道部もそれ ほ ど幅を減 じて い な い

た め
､ 無袖型 に 近 い 平 面形態 をも つ ｡ 墳丘 か ら出土 した須恵韓に は T K 43 型式期 に さ

か の ぼる も の が あり ､ 石 室 の 使用 に 伴う須恵器 は T K 2 0 9 型 式 期前後 に位贋 づ けられ

る( 図 8
-

5 ･ 6) o
お そ らく ､ 両古墳群 を通 じて 最も古い 形 式 の 横穴式 石 室 で あ ろうo

図 5 - 2 の 椎名崎 2 号填 で は ､ 袖 石 に よ る 玄室 と羨道部の 区画 が 明瞭で
､ やや 大型化

した戟石 を用 い て い る が ､ 石 が 小 さく未発 達で ある ｡ 墳丘 出土 の 須恵器杯 に は T K 2 0

9 型 式期に推定で き る も の が あり
､ 石材 の 用 い 方 か ら別 系統と考え られ る 椎各崎 1 号

墳( 図 4 - 4) と相前後 して 築 かれ た も の と把握で き る o
l 骨 墳は 墳丘 長4 4

. 6 m の 前

方後円墳 ､ 2 号墳は墳丘 径2 4 m なが ら 2 重周溝をも つ 円墳で ､ 外側周構 の 外 径 は 3 9 m

に及 ぶ ｡
2 基 とも こ の 古墳群 の 中心的な 支群に あ っ て 古墳群の 飛 躍 的な拡 大 の 柵緒を

担 っ た古墳で ある Q

養老川 流域で は ､ 市原 市南向原 2 号墳
( Lp)

の 玄室 と福増 1 骨墳
(2 0'

の 酌塞 が わずか に

胴 張り の 平面 プ ラ ン をも つ ( 図 5 - 3 ･ 4) ｡ 福増 1 号墳 の 石 室は ､ 牛久 3 骨墳 ･ 土気

舟塚古墳に比 べ ると ､ 前塞 が小規模な複墓碑造 で あ り ､ 初期 の複 塞構造 の 横穴式 石 室

に も弱 い 胴張 り の 平面 プラ ン が 採 用 され て い た こ とが窺 える o こ れ ら の 築造時期 に つ

い て は ､ 南向原 2 号墳 の 周溝底出土 の 須 恵器 が T K 2 09 式期 の 直後に位置づ けられ る

( 図 2 - 4 ) こ と か ら ､ 村 田川流 域の 両袖型横穴式 石 室 の 導入 と ほぼ 同 じ時期 と考え

て よ い だろう o 村田川 流域 の 横穴式石 室は ､ 羨道部に 変化 が ある も の の ､ 基 本 軌 =
.
紘

複室 構造 に近 い 機能 をも つ 両袖単室 の 石 室 で 終 始 し ､ ム コ ア ラ ク 古墳秤 ( ユ1) の よ うな

方墳群に至 っ て も短小 な前室 に 近 い 羨道 部空間 を椎持 し て い る ( 図 4 -

3 ) 0

複墓碑造 の 横穴式石 室 は
､ 太 平洋側 の 山武郡 に集中 して 分布す る が

､ 以 上 の よう に

東京 湾岸の養老川 ･ 神 田川 流域 もそ の 分布域 に あり ､ またそ の 影 響下に 村 田川 流域で

は ､ 両袖の 裁石積横穴式 石 室が爆発 的に造 られて い る の で ある ｡
こ の 意味 で ､ 土気舟

塚 古墳の複室構造 の 横穴式 石室 は ､ 両地域の 接点を担う位置 に あ ると い えよ うo

-

方 ､

村 田川 ･ 養老川 流域で は軟質砂岩 系 石材 を用 い た箱式 石棺 が横穴式 石 室 と併存 して い

る ｡ その 築造期 間は ､ 6 世 紀後半か ら 7 世紀前 半に わたり ､ 方墳 に は採 用 され て い な

い ｡ 下総 か ら常総 地域で は ､ 雲母 片岩を使用 した箱式 石 棺が盛 行す るが ､ 雲母 片岩を

使 用 したも の は ､ 村 田川北 岸の 椎名 崎古墳群 が分布の 南限とな っ て い る ｡ た だ し ､ 椎

名 崎古墳群の 雲母 片岩 を使用 した箱式石棺 は
､

4 0 基 余り の 調査 例の 中で 人 形塚 古墳

( 図 1 - 20) の 1 例に 限られ ､ 他は 軟質砂 岩系 石材 の 石 棺で ある o 人形塚 古墳は ､ 古

墳群中唯 -

埴輪 をも つ 前方 後 円墳で
､

立地 ･

築造時期 か ら同古墳群成立 の 契機 とな っ

た可能性が強く ､ こ の 雲母 片岩 の 箱式 石棺が当地域 - の 石 棺導入 と深く 関 わ っ て い る

と考えられ る ｡

都川 流域で は ､ 兼坂 1 号墳 ( 図 1 - 2 1) ･ 新山 1 号 墳 ( 図 1 - 2 2) ･ 内野 5 号墳 ( 図

1 - 2 3) に 雲母片岩 の 箱式 石棺が あり
､ 鹿島川 か ら常総地域の 影 響が 南下す る ル ー

ト

と して 注目 で き る o ま た ､ 谷 奥部の 中原 4 号墳 ( 図 1 - 2 4) で は 軟質砂 岩 の 石棺
( 4 '

が用 い られ て お り ､ こ の 流域で 両者 が 混在す る こ とが わか る o 古墳時代 終末期 の 石 室

-

2 22 -



謁 1 (18)

9)

1

2

3

4

T17]iF. Th
l

巾永谷 1 骨柄
千柴l 棚L:.f .IIh

J

.)
-

･ 2 骨J.r(
掛野川 硝JI

L

i))ilミ2 号)Tt
了1･I原桝 糾曽1

r

i3
11l

l
r

(

o 5 m

ヒこ こ ニエニこニエコニニ ニ ニ ニ こエ ニニニニニ= = i ∴ . ～
. +

囲 5 胴 張り 系横 穴式 石 基

(26)

4 (27)

をも つ 古墳と して は ､ 荒久 古墳が 知 られ て い たが ､ 1 9 8 7 年度 の 荒久遺跡 の 調 査 に伴

っ て 周構 を確 終 した と こ ろ ､ 墳丘 1 辺 2 0 m の 方墳で あ る こ と が判明 した ( 山 口他

1 9 8 9) o 石 室 は 凝灰 犀砂岩戟石 碑 の 単室構造の 横穴式 石 室で
､ 持ち送り の 著し い 天井

部 の 構造等に 印勝地域の 石 室と の 関連が濃厚で ある ｡

8 ･ 9 世紀の ｢ 方 墳+ と 地下 式横 穴墓

前に 述 べ た ように ､ こ の 地域で は ､ 古墳時代終末期の 大型古墳が 造られ なく な っ た

後 も ､ 小規模な方墳が継続的に 築造されて い る o そ の ほ とん どは ､ 墳丘 を削平されて

い るた め墳丘 中 に想定 で き る木棺直葬系の 埋葬施設 は極 めて 検出例が 少な い
｡ こ れ に

起因 して 単に 方形 の 揖だ けが 検出され る場合が 多く ､ これ ら の 性格 ･ 時期 に つ い て は

唆味 な点が少 なく なか っ た o しか し
､

ほ ぼ並行 して採 用され て い る地下式構造 の 埋葬

施設 の 調査 例が 増加す る に 従 っ て ､ 伴出遺物 ･ 所 属時期が 次第に 明らか に な っ てお り
､

7 世 紀末発 か ら 9 世 紀前 半 に及 ぶ 変遷 が解明 され つ つ ある
` 5'

｡ また ､ 分布範囲 も上

総北 西部を中心 と して 小 橋川 流域か ら印藤沼周辺 を経て 下総北部まで広範な地域 にわ

たる こ とが分か っ て きた ｡
こ れ らは畿内型 の 終末期古墳か らは 逸脱 した 造墓活 動 と し

て
､ 前代 の 方墳群と は切 り離 して 把握で き る

一

面も あるが
､

同 一 地域内
､

あ る い は 同

一

墓域内で の 連続性 が追え る点 が重要 な側面 で ある o

ま とま っ た調査例 に は 千葉市六 通神 社商連跡( 図 1 - 2 8) の 3 7 基 ､ 千葉市 辺 田山谷

遺跡( 図 1 - 2 9) の 1 4 基 ､ 千 葉市鈴子 ( 県立 コ ロ ニ
ー 内) 遺跡( 図 1 - 3 0) の 1 2 基 ､ 市

原市 下鈴野 遺跡( 図 1
- 3 1) の 9 基 ､ 市原 市ナ キ ノ 台遺跡( 図 1 - 3 2) の 1 0 基 ､ 市原 市

武士 遺跡( 図 1
- 3 4) の 2 8 基

` 6 '

､
市原 市奉免 上 原台遺跡( 図 1 - 3 7) の 4 5 基が 挙 げられ る o

古墳時代 終末期 の 古墳群 に 浪在 ､
ある い は 隣接 する 例と 奥ま っ た台地上 に 立地 して 新

た に造 墓を開始す る 例が ある o 後 者は ､ 8 世紀代に な っ て 方墳を造り は じめ る 例が 多

-
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く ､ 新たに 塩基 活動に加 わ っ た典団 の 性格と そ の 背 最に は ､ 上総国府 の 設定等､ 平城

京造営期以後 の 国家規模の 変 割 こ対応 した在地勢カ の 新 しい 動き を読み取 る必 要 があ

る だろうo

地下 式構造の 内部施 殴に は ､ 埋葬部の 形態か ら地 下式土坑墓 系 の 横長長方形 の も の

と横穴基 系統 の 方形 または台形 の もの があり ､ 後者の 形態は 正 に平地に築造 され た横

穴で ある ( 図 6 ) o 関束地方の 横穴造基の 下限 は 7 世紀中葉に あると考え られ ､ 年代

的な つ ながり か らも ､ 後者は ｢ 地 下式横穴基+ と呼ぶ の が最も相応 し い と思われ る ｡

これ ら の 乾漆は ､ 関束地方以北を中心 に 7 世紀中葉以降も横穴を改築 ､ 再利用 した例

が数多く存在する の と対照 的な現象で もある ｡ 地
‾

F 式 横穴墓は ､
7 世紀末葉か ら 8 世

紀中井に か け て 3 段階の 変化 が見 られ る こ とが指摘され て い る

▲

( 田中1 9 8 5) Q 初期の

例は ､ 市原市ナ キ ノ 台遺跡 o 9 6 骨や鶴牧遺跡(3 3) M O l に 見られ る よう に ､ 中央 に横穴

の 縦慨と 同様 の 縦長 の 方形構をもち ､
玄室 は奥行 の 深 い 台形や長 方形を呈する ( 図 6

- 1 .

･ 2) o 前肴は 3 体埋葬可能 な空間をも つ 例 ､ 後者は 1 - 2 体埋葬用の 構 造と い えるo

鶴牧遺跡の 例 で は ､ 玄室 の 入 口 に軟質砂岩系の 裁石 を立て て 閉塞石 と し
､ 横穴式石 室

の 銘残 り を留 め て い る o 塞道は次第に発達 し､ 中央の 方形溝は 開 口部 に接する よ うに

なる o 下鈴 野遺跡o6 骨 ( 図 6 - 3) ､ 武 士遮跡 s C O 2 9 号墳 ( 図 7 ) は方墳に採 用され

∴
:i

/
'

i

I - I

○
- ･

C n

≡

ヽ
- _

ノ

1
2 0 c m

図 7 地 下式横 穴基 ( 2) 武士 遺跡S C O 2 9 号
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た 発展 段階の 地 下式横穴墓 とい える o 武
.
t 遺跡 s c o 2 9 号墳前庭部出土 の 須恵糖広 口

壷か ら 8 世紀第 2 四半世紀 に使用 され た こ と を推定で き る ｡ 地下式横穴基 で 新 しく位

置づ けられ る 例は ､ 市原 市西谷 1 号地 下式横穴墓 に 見 られ ( 図 6 - 4) ､ 方形構が 前面

にき て 開 口 部に 半分か か り ､ 墓 道は さ らに発 達 して 緩や か な階段 状 を呈す る ｡ 搬入部

出土 の 須恵群短頚轟か ら 8 世紀中葉 に機能 した こ と が窺える ( 田中1 9 8 5) ｡ こ の 例 は ､

墳丘 と周溝 を伴わな い 単独 の 地 下式横穴墓で ある が ､ 千草山遺跡( 図 1
-

3 6) s x I O 3

( 方墳) で は､ 方形 溝が 開 口 部 に か か っ て おり ､ こ の 時期まで 地 下式横穴墓 が方墳 に用

い られた こ とも推定され る ｡

また , 古墳時代終末期 に 各種 土坑墓 の 分布 の 中心 を成 し た地域の ひ と つ で あ る 印勝

沼 ･ 手賀沼周辺 に は , 現在ま で に 1 例も報告例が な い こ と が, 地 下式横穴基 の 分布 に

見 られ る特徴で あ る ｡

8 世紀中葉以 降の 方墳の 内部施設 は , 改葬骨 ･ 火 葬骨 を納 め る も の が 主体に なり ,

改葬用 の 施設 に は 地下式 土坑 墓 , 地 下式横穴基系 の 搬入 部と小 室 か らな る ｢ 地 下式改

葬墓+ ( 田 中1 9 8 5) , 火葬用 に は蔵骨器 を納め る 小 土坑や 石 橋な どが中心 とな る が , 地

下式横穴墓 系 の 小 室に 蔵骨器 を入れ た例や小 土坑 に 山砂 と粘 土を張 り巡 らすも の など

が あり, 多様性 を増す o 武 士 遺跡, 奉免 上原台遺跡で 確落 され て い る 須恵器 ･ 土師解

か ら,
これ ら の 方墳の 下限 は 9 世 紀前半 頃と推定 され る o

こ の 新し い 段 階の 方墳が規模 ･ 内部施 設とも に 充実 し, さか ん に 造 られ た の は 8 世

紀前 半か ら中葉 に か か る時 期で あり , 上総北 西部が こ の よう な基制 の 中心 地域と なる o

初期古代 寺院

以 上で扱 っ た地域は ､ 国郡 里制 の 編成後 に海上 郡 ･ 市原郡 ･ 山辺 郡 の
一

部 と された

地域で ある ｡ こ の 地域で 7 世紀後 半か ら 8 世 紀前半代 に造 営され た こ とが 考えられ る

寺院に は ､ ニ 日市場廃寺 ( 図 1
-

3 8) ･ 今富廃寺 ( 図 1 - 3 9) ･ 川 原井廃寺 ( 図 1 -

4 0)
･ 光蓉寺廃寺 ( 図 1 - 4 1) ･ 大椎廃寺 ( 図 1 - 4 3) ･ 菊 間廃寺 ( 図 1

- 4 2) な どが挙 げ

られ る ｡ 上 総 国で は ､ 国分寺造 営以前 の こ の 時期に 造寺 活動 の 盛期が あり ､ 上総 国の

8 郡 中､ 長柄 ･ 埴生 ･

天 羽 郡 を除 い て 寺院が 存在す る こ とが 判明 して い る o 中で も市

原郡 ･ 海上郡 ･ 武射郡 に は 複数 の 寺院が認 め られ る ｡ こ れ ら の 国分 寺造営以 前に さか

の ぼる 寺院を初期 古代寺院と して概観する こ とに した い ｡

養老川 中流域 は ､ 古墳時代 終末期の 比較的大型 の 方 墳が 集 中す る地域と して 注 目 し

た と こ ろで あ る ｡ 後 期古 墳群 の 動 態か らも こ の 地域が古墳時代後期以 降､ 下流域に 劣

らず 重要 な拠 点と な っ て い た こ とが推測 される ｡ こ の 中流域に ､ 紀寺 系 ･ 青巨角寺 系( 山

田 寺亜 系) 双 方の 瓦 当文様 をも つ 軒丸 瓦を出土 した 二 日 市場廃寺が ある ｡ 他 に 房総で

紀寺系 軒丸 瓦 をも つ 例 は ､ 現在の とこ ろ成東町真行 寺廃寺 に 限られ て い る ｡ 外 区外縁

が 二 重 圏と素縁の 違 い が あ るも の の 瓦当文様 が 酷似する こ とか ら 同箔と考え られ
､ 真

行 寺廃寺例 は 二 日市場廃寺 使用 の 箱型 の 外区外縁 に 手 を加 えて 使用 した こ とが 推 定 さ

れ て い る ｡ また ､ 海 上郡 と畔蒜 郡 の 境付近に位置す る川 原井廃寺は ､
二 日 市場廃寺と
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同 じ生産 地か らの 供給が推定 され る平 瓦が 出土 して い る こ とか ら
､ 養老川 中流域の 勢

力の 影響下に 造られた初期 の 古代寺 院で あ ると考え られる ｡

- 方､ 下流域の 海上郡衝に 隣接する 地点には ｢ 郡名寺院+ で ある今宵廃寺が所在す

る ｡ 海上郡術 に つ い て は ､ 大字名 の ｢ 小折+ に よ っ ておよそ の 所在地が推測されて い

たが ､
1 9 8 4 年度 に行 われた西 野遺跡の 調査で郡衛 関連遺構が検出された こ とに よ っ て ､

解明 の 途に 着い た状況 に ある o 郡衝 の 一

郭を区画 したと考えられ る溝と井戸が調査 さ

れて お り ､ 構内か らは 8 世紀後半か ら 9 世紀代の 土器が 主体的 に出土し ､ 9 世紀 の後

半 に は埋没 して い た こ と が判明 したo 今富廃寺は 基壇 の 存在が認 め られて い る の みで

未調 査で ある ｡ 軒瓦に は ､ 上総国分僧 ･ 尼寺 系 の 平城宮形 式 の 流れ を汲むも の とそ れ

に 先行す る もの が あり ､ 国分寺造営以前の 軒丸瓦 に は ､ 山 田寺の 系評を引く 八乗単弁

蓮華文様の も の が ある ｡ 出土 瓦 か ら ｢ 8 世紀中葉の 寺院の 再整備段階で官営工 罪 と相

当密接な 関係 をもち なが ら ､ 瓦 が 供給され て+ お り
､

｢中央との 関係 さえ窺わせ る も

の が ある+ こ とが 指 摘され て い る ( 今泉1 9 8 9) ｡ ま た
､ 平瓦 の 格子 日 の 特徴が 二 日 市

場廃寺 の も の に似る こ と か ら同
一

窯の 供給に よる 可 能性 も示唆されて い る o 以 上が 海

上郡と想定 でき る地域 の 瓦 か ら見た初期造 寺活動の 動態で ある Q

北岸に広 が る台地 上 の 市原郡衛推定 域に は 光善寺廃寺が 所在す る｡ 基壇 の
一

部 が確

認 で き る が寺院内施設 の 内容 は分か っ て い な い
. 光春寺廃寺 の 瓦 は ､ 高 い周 縁 と澗弁

化 した四英単弁 の 軒丸瓦 をも つ こ とで ､ 周准郡 九十 九坊廃寺 . 山辺 郡大推 廃寺 と共通

する ( 須 田1 9 8 0) B また ､ 光善寺廃寺 と大 椎廃寺 は ､ 凸面布 目瓦 をもち ､ 技術 的に も

共通 点が 見 い だせ る ｡
こ れ ら の 文様構成に は

､
九十 九坊 - 光善寺 - 大椎 - の 変遷 が見

られ る ｡ ま た ､ 光春寺廃寺に は八束複弁蓮華文 軒丸瓦 と段顎 三重弧文軒平 瓦 が あ り ､

海 上 郡武士 廃寺 ( 図 1 - 4 5) ･ ( 下総) 千葉寺跡 ( 図 1 - 4 6) に 酷似した例 が ある o 以

上 の 瓦 か ら見た こ れ ら の 主要寺 院の 建 立時期 に つ い て は ､ 総体的 に見れ ば ､ 川 原 寺系

の 瓦 をも つ 上総大寺廃寺 を除い て ､ ほ ぼ 一 斉に建 立された状況が考 えられる ｡

こ れ ら の 官寺的 な初期 古代 寺院とは 別 に ､
8 世紀代の 方墳群 の 基域内 に ､ 瓦 を使用

した 小 規模な ｢ 寺+ が存在す る可 能性 を示す遺構 が奉免 上原台遺跡 ( 図 1
-

4 4) で検

出され て い る ( 田 中他1 9 9 2) ｡ 軒丸 瓦 の 文様 は ､ 光 善寺廃寺 ･ 大椎廃寺の も の に類似

し ､ 凸面布目平瓦 をも つ 点で も光 善寺廃寺と 共通 点 をも つ
｡

こ の 遺構 の 性 格に つ い て

は 今後 の 報 告に 委ね る こ と に したい が ､ 前代 以来 の 時代 の 象徴で ある ｢ 方墳+ と新 し

い 時代の 象徴で ある ｢ 菩提寺+ をも造 り 得た新興在地勢力 の 性格の
-

端を表わす も の

と して 注 目 して お きた い
｡

初期 古代寺院 が最も盛 ん に造 られた時期と終末期新段階の 方墳群築造 の 時期 が ほぼ

一

致す る 点を こ の 地域の 特色 と して重視 したい ｡

7 古墳終末期の 地 域色

こ れ まで に ､ 上線北西 部に おけ る終末期古墳の 様相か ら､
い く つ か の 特徴を抽出 し

た ｡ 上総 北西部は ､ 古墳時代出現期か らい ち早く東海 以西 の 影響が 波及 し ､ 畿 内 の 中

-
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央勢力と の 交渉に も先進的 な動き を して い た事が窺 える ｡ 古墳時代全般 を通 じて 淀 み

なく 新 し い 文化 を受け入れ ､ 在地 の 勢力 が 順調 に成長 した地域と い える ｡ 簸落の 発 展

と在地首長層 の 確立が ､ 中央勢力 とも ､ 地方の 広域首 長と も抵触せず ､ ある 程度の 独

立性 をも っ て 維持され たた め ､ 河川 の 流域 ごと に い く つ か の 中規模 の ま とまりが 形成

された も の と思 われる ｡ 養老川 下流域 ･ 村田川 下流域 に は ､ それ ぞれ海上国造 ･ 菊間

国造の 奥津城 に比 定され る 古墳群が成立 して い る ｡ こ れ らが畿内 の 中央政権に よ っ て

認 知された勢力で あ っ た こ と は ､ 稲荷台 1 号墳 の ｢ 王 賜+ 銘鉄剣が語 っ て くれ た o 後

期に な っ て 新興 の 集落や 古墳群が形成される よう に な っ て も ､ 在来 の 勢力 もまた新た

な体制 に対応 して 中央と の 関係 を維持 した こ とは 後 期の 古墳群 の 状況 に も窺 える 凸 こ

の ような素地 が 古墳時代終末期 の 方墳や 横穴式 石室 の 受 け入 れ方 に も反映 して い ると

思 われ る ｡ すな わち ､
小 規模な古墳や 新興 の 古墳群で は 方墳 を受け入 れ たに も か か わ

らず ､ 中心 的な古墳に は 前方 後方墳と い う
-

般に は 使 われ て い な い 墳形 を採用 し ､ 横

穴 式 石 室の 受 容に も多様性 が あり ､ 江子 田古墳群 ･ 諏 訪 台古墳群の よう に 全く 石 室 を

用 い ない 大 方墳群も存在す る ｡ 新たな段 階の 方墳群と地 下式横穴基の 独 特 な展 開も ､

新 旧 の 中小在地勢力の 確実な成長 を背景 と した も の で あろうo
こ れ は また ､ 上総の ほ

ぼ中央 ､ 東西 の 要 の 位置 に ある養老川流 域が 必然的 に 上 総国府 の 所在地と な っ た こ と

とも 関連す る と思 われ る ｡ 養 老川 流域は ､ 6 世紀後 半 以降の 前方後 円墳に 上総 を代 表

す る よ うなも の が なく ､ 山武郡 地域､
ノJ ､ 檀川 ･ ′+ ､ 糸川 流域が 埴輪

･

飾大刀等 をも つ 代

表 的 な前方 後 円墳の 分布 の 中心地 とな る o 大型 方墳 の 分 布 に も 同様 の 状況 が見 られろo

それ に もか か わ らず､
8 世紀以 降養老川 流域が 上総 の 中心 と なり得た 背最 に は ､ 早く

か ら埴輪 ･

飾大刀 の 世界か ら脱 却 した先進 的で 直轄地 域的 な特性 が あり ､ 基制 の 上で

も既 に 旧態依然と した前 方後円墳を い ち早く 造 らなく な っ て い た こ とが考えられ る o

最後 に ､ 古墳出土例を中心 と した須恵器 の 変遷 か ら当地 域の 古墳時代終末期 の 古墳

と 駄 ノ 塚古墳の 年代的な関係を確認 して お きた い ( 7 )
o

図 2 に示 した よう に ､ 当地域 の 6 世 紀末葉か ら 8 世紀 初頭 の 須恵器 蓋杯は
､ 形態 と

法量 の 変化か ら大 きく 4 段 階の 変化 を見 る こ と がで き る ｡ まず､ 最初の 変化 は杯 口径

1 2 . 5 c m 前後 か ら1 0 . O c m 前後 - 小型化 す る 段階で ､ 陶 邑編年 の T K 2 0 9 型 式並行 期で あ

る o 6 0 0 年前後 に 位置づ けられ よう o 法畳 は さら に 小 さく なり
､ 杯 口径 8 . 5 c m

- 9 c m

となり 蓋天 井部に 面をも つ ように なる o 蓋 と身 の 逆転する 直前の 形態で
､ 中に は 図 2

- 7 の ように つ ま み の ない 蓋杯 と して 既 に逆転 して 使 われ たと考 えられ る例 も ある ｡

こ の 段 階の 資料 は ､ 集落 ･

古墳とも に 出土例が多く ､ 地域 に よ っ て は つ まみ 出現以降

も使 われて い る ｡ 7 世紀第 2 四 半期か ら中葉に 盛行 する器 形 と い えよう ｡ 乳頭状 の つ

ま み をも ち､ 完全 に蓋 と身が 逆転す る段 階の 例 は 図 2
-

8 に よ っ て 確認 で き た が
､ 出

土例 は極 め て 少 な い
o 口径 は 最も小 さく 8 c m

- 8 . 5 c m とな る o 口 径 がやや 大きく 9 c m

前後 に な っ て 京平 な擬宝珠 つ ま み をも つ 図 2
- 9 の 形 態も含 め て 7 世 紀中葉か ら第 3

四 半期に位置する と考える o 法 量は徐 々 に大 きく な る と想 定され ､ 湖 西窯跡群 の 製品

で は杯 口径 1 1 c m 前後で 圭の か えりが やや肩平 なも の が ある が ､
こ の 地域に は 出土例 が
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見当た らず ､ 県 内に も報告 例がな い o 統く大きな変化は ､ 高台の 出現で ある Q これ に

伴 っ て 牡鹿 は
- 段と大きく なり ､ 蓋 の か えりが 退化 し始め る o 高台が外に 張り底径 の

小さ い 例か ら杯 口径が1 5 c m ま で 大きく な っ て ､ 底部が高台 より はみ 出す湖 西窯跡群か

らの 搬入 晶を 7 世紀第 4 四半期か ら末葉にとらえて い るが ､ 図 2
-

1 3 の ように底部が

高台か らはみ 出さな い 形態も 7 世紀末築か らあり ､ 両者が浪在 して 8 世紀初頭まで残

る もの と考えられ る ｡ 図 2 - 1 4 は ､ 平城宮Ⅰ段 階の 畿内産 土師器 に伴う須恵器 蓋杯と

して 8 世紀第 1 四半期の 指模 と した ｡

以上 の よう に把握 した須恵賂の 変遷 の 第
- 段階は ､ 軟質砂岩系戟石橋横穴式 石 室の

導入期で ､ 前方後円墳輿造 の 終常 に対応 する ｡ 第二 段 階は古墳時代終末期方墳の 出現

- 発展期 に対応 し ､ 毅石橋横穴式 石室 が最も多く造 られた時期であ る｡ 第三 段階は､

古墳時代終末期 の 前方後方墳が造られ た時期 に あり ､ 横穴式石 室 - の 追葬が 終 息する

頃で あろう｡ 図 2
- 1 4 の 段 階は

､ 横穴式石室 - の 通弊も行 われ なく なる時期で
､

上総

北園部独特の 地 下式系埋葬施設が方墳に採用 される上 限と なる か どうか が今後 の 課題

と なろう｡

註

( 1) 鞭訪台古墳 セ 2 8 - 4 4 ･ 4 0 6 0 号出土の 須恵器蓋杯 に つ い て は ､ 市原市文化財セ ン タ
ー 遺

跡発 表会 で 展示 され た資料を提供 ･ 掲載させ て い ただ い た o

(2) 駄 ノ 塚 古墳と 同
一 台地上 に立地する山武 町矢部古墳が ､ 前方後 方墳の 可能性が 高し｢

こ と が確落 され て い る o 略測 で 3 7
.
5 m と の 教示 をうけた Q 上総の 東京湾側だ け で なく

､

太平洋側に も前方後方墳が 分布する こ とは 注 目される ｡ また ､ 古く から前方後方墳と さ

れ て い た公 障原古墳群 の 船塚古墳は ､ 後世 の 改変 が著しく現状 で は前方後方墳とする根

拠 は見 出せ な い
o

(3) 山本清氏 を中心 に研究 ･ 報告され ､ 『出雲 の 古代 文化』( 六興出版1 9 8 9) に集成 され

て い る ｡

( 4) 中原 4 号墳の 内部施設 は ､ 調査報告 の中で は竪 穴式石 室とされ て い る が ､ 形態と築造

時期を検討 して 村 田川 流域北岸に広 く分布す る軟質砂岩戟石 使用 の 石棺 と判断 した ｡

(5) こ の 時期 の ｢ 方形+ の 周滞 の も つ 地域性 に注目 した ､ 以下 の 論稿が示 され て い るQ

a 田中新史

b 渡辺修
一

前出1 9 8 5

a ｢ 群小 区画 墓の 終蔦期 一 所謂 [ 方形周構造構] を どう見るか -

+

『研究連絡誌』 第 6 号 ( 財) 千葉 県文化財 セ ン タ
ー 1 9 8 3 ( 8 - 1 3 頁)

b r 群小 区画基 の 終蔦期 ( 2 ) +
一 方形周溝遺構にお け る埋葬施設 の 新例

とそ の 検討
- 『研究連絡誌』 第1 4 号 ( 財) 干葉県文化財 セ ン タ

ー 1 9 8 5

( 9 - 1 4 # )

c 木対和紀 ｢ 房総 にお ける改葬系区画基の 出現期+
一 方形 ( 円形) 区画改葬基 の 提

唱 - 『市原 市文化財セ ン タ
- 研究紀要』 I 1 9 8 7 ( 4 ト 7 1 頁)

(6) 武士 遺跡 の 調査 は ､
1 9 8 7 年度から (財) 千葉県文化財 セ ン タ

ー が行 っ て い る o 今回

掲載 の 資料に つ い て は ､ 調 査担当者諸氏よ り御教示 ･ 提供を受 けた o

(7) 駄ノ 塚 古墳の 築造 ､
ある い は初葬時期を示す と考 えられ る須恵器 には蓋杯が な い ため

､
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長脚 2 段透 か し の高杯 を介在 させ て 比 較する こ と に なる が ( 図 8 ) ､ 駄 ノ 塚 古墳 の 有患

高杯 は脚端を つ まみ出 して面 を つ く る と い う特長が あり ､ 長脚 の 中でも低 い タ イ プ の み

で あるた め県内出土 の 有蓋高杯 の 中 で は変遷過程 をと らえ難 い ｡ 杯部 の 法塵か ら貰 えば､

富津市白姫塚 ･ 1 5 c m
一 草刈 2 9 A 号 ( 墳丘 内木棺直葬) ･ 1 3 . 5 c m

一 駄 ノ塚 ･ l l . 5 c m と い う

口径 の 差が あ り ､ 透か しも三方か ら二 方 - 変化 し て い る ｡ T K 4 3 型式期 か ら T K 2 0 9 型

式期の 中で の 変化 と考え られ ､ 駄ノ 塚古墳の 高杯 に最も新 し い 要素を見出 し得 る ｡ 奈良

県藤 ノ 木古墳で は 口径1 5 c m を超 え るもの と1 3 . 5 c m の もの があり ､ T K 4 3 型式 の 範 囲内 で

の 新古が見られ ､ 草刈2 9 A 号墳例は形態 ･ 法量 ともに藤 ノ 木古墳の主体的な高杯 に愚も

近 い c 駄 ノ 塚古墳の 高杯 は後 出的要素が強く ､ T K 2 0 9 型式 に及 ぶ奈良鼎牧野 古墳の 商

杯 に類似する o 草刈2 9 A 号墳石 室に伴 う蓋杯はやや新 しく ､ 前掲 の 盤杯変遷 の 中で T K

2 0 9 型式期直後 に位置 づ けられ るが ､ 石 室の 構築時期は駄 ノ 塚古墳に か なり 近 い と 思わ

れ る o こ の 時期 が当地域 の 軟質砂岩系戟石 積横穴式石 室 の 導入期 で ある こ と と も矛盾 し

な い ｡
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終章 東国水域圏 の 地域的特質

第 1 節 総武 と常総に 見 る古墳文化の 二相

1 弥生 時代か ら古墳時代 -

( 1 ) 弥生文化の境界

弥生時代前期から中期前半にか けて ､ 関東地方は壷棺再葬基､ 東北地方は土坑基 ･ 壷棺

圏で あ っ たo 中期中頃か ら後期前半に西方か ら方形周溝塞が戴郵こ伝播
･

普及 し､ その 分

布域は練武の 内海沿岸か ら香取海の 南側まで 達するよう になると､ 再葬基は中部高地周辺

の み に残存す る ようにな るo

-

方､ 香取悔以来の束関東から束北地方で は土坑基 ･ 壷棺を

用 い る基制
- 色となる o 方形周構基の 東漸と軌を -

に して縄文時代以来東北地方で連綿と

統い て いた弊綾が南下 し拡大 して い るの である｡ 弥生時代後期後半に至 っ ても ､
こ の 図式

は基本的に変わらな い o 方形周構基圏は中部高地に波及 し ､ 再葬墓の範囲が さらに狭まる

が
､ 香取海を超える こ とはな い o こ こ に ､ 香取海による弥生時代中 ･ 後期文化 の 壁の 存在

と南岸の 印施 . 手鶴沼地域にお ける弥生文化と の接触 ･

融合が顕在化す るo

また ､
方形周構造を受容 した南岸の 土器は ､ 後期には むしろ北岸の 土器 の 影響を強く受

ける ように なり ､ 後期に再 び北岸以東 の 影響が強ま っ たこ とが うかが える｡ 方形周溝墓桔､

1 隅が途切れ る新 し い 形式 に至 っ ても香取海以北には例がなく ､ 香取海が西方の 文化嘩及

の 壁と して 立ちは だか っ て いた時代は永 い
｡
これは環濠集落に つ い て もい える こ とで あり

､

稲敷郡美浦村の 木原城下層で発掘されたⅤ字溝が唯
一 弥生時代中期の環濠で ある可能性を

示す の み で
､ 後期に は香取海南岸か らも姿を消 して い るo

これに対 して ､ 練武 の 内海沿岸で は 中期か ら後期全般を通 じ て環濠集落が 展開 し､ 大規

模な方形周滞基群が築かれ る｡ 掛 こ東岸で は､ 後期に集落が飛躍的に拡大し
､ 東海以西 の

影響が
一 層強ま っ て い るo

伊 場

図 1 東 日本 に 馴ナ る 環 濠集 落 の 分布 ( 車 崎1 9 9 1 よ り)
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こ の ように ､ 弥生時代中期か ら西日本の 弥生文化圏に入 っ た総武 の 内海沿岸地域とそれ

に隣接 しながらも弥生時代を通 じて在来 の 文化圏を堅持 した香取海沿岸 の 常総地域は ､ 対

照的な状況 の 中で 古墳時代を迎 える こと になる ｡

( 2 ) 小銅鐸分布圏の 束限

練武の 内海東岸にお ける小銅鐸の集中分布は
､

上記 の 環濠集落 ･ 方形周構墓群の 分布に

加 えて ､ こ の 地が束進 した弥生文化 の 最終上陸地点で あ っ た こ とをより明確 に示 して い る｡

小銅鐸は
､ 倭様化 し大型化 した銅鐸が 弥生 の ム ラ の 権威の 象徴とな っ て い っ たの に対 し､

弥生時代を通 じて マ ツリ の ｢ 鳴りも の+ と して の機能的な役割を維持 したも の と推測され ､

弥生文化 の農耕祭把本来の 用途を伝えて分布する祭器で あると考えられ るo 塞 か ら玉類な
か んなg

どの わずかな副葬品と共 に出土する例は
､ 後期の 小 型鏡と同様に 砿 ( 男女を問わな い)

の 持 ち物で あ っ た こ とを示唆す るo その 分布範囲は銅鐸 の 束限で ある駿河鴻を越えて練武

の 内海東岸に及 んで い る (第 1 牽第 1 節
一

図 8 ) o また ､ 栃木県小 山市 ･

群馬県新田郡 に

出土例があり ､ 湾奥に つ なが る河川 ( 江戸川 ･ 利根川) 沿い の 最奥部に分布の 限界がある

と 見られ ､
まさに水運 によ る分布 圏を形成 して い る ｡ と こ ろが ､ 香取悔を越えた例は未だ

発 見されて い ない
｡

こ こ にも ､ 墓制と同様に異文化 を受け付 けな い壁が存在す るo 弥生文

化 の 受容度の違い は ､ 練武の 内海の 西岸と東岸で も明らか で ､ 東岸に よ り東国色が強 い
｡

東岸の 奥に ある香取海以東は さらに別の 世界で あ っ たと い えようo

そこ に は
､ 銅鐸 ･ 環濠 ･ 方形周溝基を必要と しない 世界がひ ろが っ て い たと も い える ｡

それ はなぜで あろうか ｡ 香取海以東が文化的な伝統を守り得た状況 を想定する 必要が ある ｡

銅鐸の 霊力を強化 し､ ム ラ の 周囲に堀をめぐら し
､ 有力者層 の ため の 大規模な基を生み 出

した弥生文化 の 背景に は
､ 弥生時代中期未と後期後半 の争乱があり ､ それは 西 日本全域か

ら東海西部に及 んで い た とみ られ る ｡ 練武 の 内海沿岸に は 直接その 影響が及 ぼされ た形跡

は なく ､ 大型銅鐸の霊威に依存す るような状況は波及 して い ない o しか し､ 沿岸の -

部に

見られ る弥生中期後半と後期集落 の 断絶や後期後 半以降の爆発的な集落 の 拡大 と東海系文

物 の流入 に は ､ 西 日本の 争乱 の影響が現れて い ると考えられ るo 中期に南関束 の 弥生文化

が 波及 しキ香取海南岸で ､ 後期に再び束方の 影響が強ま っ て環濠集落が消 える の もこ う し

た状況が背景にあるとみ られ ､ 中期後半の 断絶を機に元の 社会に戻 っ て しま っ た と い える o

ま た､ 香取海を文化的な境界域として 分布圏を形成する遺物に
､ 弥生時代中期の 有角石

斧 が ある ( 図 2 ) ｡ 特異な形態と赤色塗彩 ･ 黒く煤けて火 を受けた例が多い こ とか ら マ ツ

リ用 の斧 で ある可能性が 高く ､ 儀器化 した石器と して注目され る ｡ 従来 は ､ 西 日本の銅剣
･ 銅矛 に代表され る青銅製の 武器形祭器 と対照的 に

､ 東日本に分布する 石製の 武器形祭器

とす る見方が 汎用 されて きたが
､ 東北地方 で中期前半に 出現 した東方起源の 祭器南下説( 大

竹 1 9 8 9 ･ 1 9 9 3 ､ 岡本 1 9 9 9) が 妥当で あると考える o 出土状況 の 明らか なも の で は中期後

半の 例が最も多い ｡ 9 5 例中 6 1 例が茨城県と千葉県に分布 しており ､ 常総型分布 を示す文

物 の ひと つ とい えよう｡ 奇 しくも東海道の 東縁に集中 して い るが
､ 現在の 霞ヶ 浦沿岸か ら

市原市にか けて の 分布 状況 は ､ 後 の 石枕と重 なる｡ 石材の 産 出地 ･ 製作地は東北南部に あ

り ､ 石枕よりさらに東方 と の 交流 を示すもの で あ る｡ 本来北 関東以北に ある べ き石 器が総

武 の 内海東岸に集中する点 は ､ 弥生文化 の東 ( 北) 進とそれ を阻止 しようとす る縄文文化

の接触の 現れで ある ( 岡本 19 9 9) とい えよう｡ こ の 有角石斧 の 分析 は
､ 縄文 ･ 弥生式 土
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○ 有角石斧

△i 関連石 器

図 2 有角 石 斧 分布 図 ( 岡本1 9 9 9 よ り)
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掛 こ よる基層文化 の 追求に加 えて ､ 石器 ･ 石材に よる分析を行 っ た例であり ､ 常総地域が

より東方と の接点の 役割を担 っ たの は
､

弥生時代中期に遡る こ と を示唆して い るo

( 3 ) 土器 の 流通 と古墳文化の 波及

西日本の 文化が 香取海を越 える の は ､ 古墳時代を待たね ばならな い o 弥生時代後期後半

の 香取海南岸は ､ 未だ香取海以北の 土器文化圏 の 影響下に ある ( 図 3 ) o 中期後菓 ､ 常縛

地域に比較的斉
-

性をも っ て展開 した沈線文 ･ 櫛描文 ･ 胴部縄文帯をも つ 足洗式土器を塞

本 とす る土器群を母胎 に ､ 後期 にはそれぞれ の小地域ごと に土器文化圏を形成す る ように

なる ｡ 後期後半に は ､ 隣接する小地域間の 交流が活発化するが
､ 伝統色は根強く弥生文化

の 影響を受 けた南関東系 の 影響は希薄で あるo

- 方 ､ 練武 の 内海沿岸で は ､ 東海地方を介して 西か ら波及 した土器 の 製作技法や形態 の

一 部が取り入 れられて南開東の 土器様式を形成す る o S 字餐の 初期汎用型式で ある A 類 の

分布は ､ 練武 の 内海東岸で と どま っ てお り ､ 東海系の 文物が波及す る第
-

波の 様相を象徴

して い る o と こ ろが
､ 次の 段階の 定型化 した S 字襲 B 類の 分布 は ､ 香取悔を越 えて

一 気
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に東北南部に 達し ､ 浜通り を北上 して 福島県北部の 原 町市に 及ぶ こ とが確認 されて い る

く1 )
0 s 字窺B 類は古墳時代前期 - の 変換と共に出現す る型 式で あり ､ 古墳の 波及 と軌を

-

に して北上 して い る ( 前期古段階前半 ､ 第 1 牽第 2 節 一 表 1 ) ｡ 香取海北岸で は ､ 小規

模な方墳が出現 し､ 南関東系 の 土器群を伴うようにな る｡ 東北南部で は 東海以西 の 影響を

受けた土器群と共に ､ 小規模な前方後方墳と突出部をも つ 方墳 ･ 円墳が ほ ぼ同時に受容さ

れて い る ｡ 現在の と こ ろ､ 香取海北岸か ら常陸北部で は こ の 段 階の 前方後方墳の 例は なく ､

東北南部との 間に分布の 空白が生 じて い る｡ こ の 地域が より強固に伝統を固持 したこ とも

考えられるが ､ 外来系土器の 様相を見ると束北南部 ､ 特に会津盆地 - の 古墳文化 の 波及は

主に 北陸路を経由した こ とがうかが え､ 東西双方か らの 影響が墓制の 変換を促 したも の と

考えられる ｡ 太平洋側 の海道を北上する古墳文化 が常陸を含めて 定着する の は ､ 次の前期

古段階の 後半に な っ てか らで ある ｡ 東海西部以西 の 影響 を受けた土器群は仙台平野に達 し､

会津盆地 ･ 中通 り
･ 宮城県南部に前方後円墳が乾かれ る と､ 束北南部の ほぼ全域が新たな

土器 の 交流圏に入 る｡

これ らの 地域で は
､

A 類 の分布圏で あ っ た練武 の 内海沿岸を含めて S 字磯は 定潜せず ､

一 過性 の 影響を与 えるも の の在来 の 賓にPB 収されて しまうが ､ 盤 ･ 商杯 ･

鉢
･ 小型界台な

ど東海以西 の影響を受けた土器群が伴に波及 し､ 土器組成に大きな変革をもたらして い る｡

東北起源の 土器 の伝統を堅持 して い た常総地域の 土器 に も ､ 前期古段階の 後半に は畿内 ･

東海 系の 土器 の 定着がうか が われ る ｡

( 4 ) 前期古墳にみる倭王 権と練武 ･ 常総

上記 の ように ､ 前期古墳は縄文文化 の 根強 い伝統 の 壁 を乗 り越えて
一

熱こ束北南部に達

して い るo こ の 墓制に見 る大変換は ､ 弥生時代後期 に
一

旦引 い て い た西 方か らの影響が よ

り強力な倭王権の進 出に よ っ て押 し戻されたように見 える o また ､ その 前擾 に は香取海 を

め ぐる交流 に よ っ て東海以西 の 弥生文化 を周知 して い た蓄積が あり ､ 内的な変革の 時期が

熟 して い たためとみられ る ｡

練武から常総の 前期新段階の 古墳は ､ 主要河川 の流域ごと に分布 し
､ 特に海岸線に 沿 っ

た河川下流域に大型古墳が立地する D こ れ らは東嘩道 の本流を示 し､ また
､

ヤ マ トタケ ル

の 東征伝東 の 海路ル ー

トと密接に 関連 して い る ｡ すなわち ､ ヤ マ トタケル の 東征路に は前

期 の大型前方後円墳が 分布す る (尾張) ･ 駿河 ･ 相 模 一 走り水 一 上総 ･ 武蔵 ･ 常陸 ･ 甲斐
･ 上野 ･ (信濃) が網羅され てお り､ 前半は東海道沿 い を進 み ､ 後半は東山道を戻 ると い

う巡路に対応する ( 第 2 章第 1 節 一 図 1 ) ｡ 三 浦半島か ら ｢走 り水+ を渡 っ て房総半島

- 至 る 間は､ 三浦半島側 に前期古墳が ない ため推測 の域を出な い の が現状で あ っ たが ､

最近にな っ て ､ 逗子 市と葉山町に またが る丘陵上に前期に 遡る相模最大 の 前方後円墳 ･ 長

柄桜 山 1 ･ 2 号墳 ( 共に全長9 0 m 級) が確認され ､ 首長墓に よ っ て 結ばれ る海 つ 路が よう

やく つ なが っ た｡ 相模最大 の 前期古墳が ､ 相模湾の 東端に立地 して い る ことは
､ 相模か ら

総武 の 内海に抜ける東方 - の 路が い か に重要で あ っ たか を物語 っ て い る とい え よう｡

一

方 ､ 倭王権の 初期東国進出 ル ー トの 拠点を示すと考えられ る三角縁神獣鏡の 分布 では ､

東 山道ル
ー トの利根川上流域の 旧宅野国とともに 天竜川下流域に集中的な分布 が見 られ ､

こ こ が海つ 路の 東国 - の 入 り 口 に近 い拠点で あ っ たこ とをうか が わせ るo また
､ そ の 終点

は近年確認 された水戸市 ( 旧茨城郡常澄村) の例 か ら､ 那珂川 下流域に 達して い る (岸本
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式 土 器 圏 と 周辺 の 土 器圏 ( 霞 ケ 浦 郷 土資料 館1 9 9 8 よ り)
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図 4 S 字 饗 A 類 の 分布 ( 赤塚1 9 9 ほ り)
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1 9 9 2) ｡ 常総の 内海 (香取海) 周縁にも鹿島町宮中野 お伊勢山古墳等の 大型前力後円墳が

分布 し
､

こ の 地域が前期古墳文化の 波及圏内に入 っ た こ とがわか る｡

石枕と ｢ 王賜+ 銘鉄剣

(1) 前期から中期の 2 つ の 内海

中期の総武の 内海東岸は ､ 稲荷台 1 号墳の ｢ 王賜+ 銘鉄剣に よ っ て 象徴され る｡ 畿内王

権と地域首長 の 関連がより密接に な っ た こ とは大型 前方後円墳の 副葬品に 明らか な影響が

見 られるが
､

｢ 王賜+ 銘鉄剣を出土 した稲荷台1 号墳が直径 2 7 .5 m と い う中 ･ 小規模の 円

墳で
､ 金銅製の 蝶番 を つ けた短 甲と鉄製の胡蕗金 具を副葬され て い た こ との 藩戯は大きい o

こ こ で は ､ その前段階の 様相か ら練武の 内海束岸地域と常総地域を対比 して概観したい
o

図 5 では
､ 房総の 古墳時代前期に築かれた大型前方後門 ( 方) 墳の 位置を示 したo 練武

の 内海の 東岸､ 現在の 市原市か ら富津市にかけた地域に 前期の 大型古墳が集中 し､ 総武 の

内海を見下ろす海岸丘 陵上と海岸平野を望む河川中流域の 交通 の 要衝 に 立地 して い る｡ こ

の うち市原市釈迦 山古墳と木更津市手古塚古墳が調査されてお り ､ 2 基 とも粘 土榔を埋葬

施設と し､ 大和 の 布留式土器 を出土 した前期新段階首相 の 前方後円墳で ある｡ 埋葬施設 が

発掘調査され た手首塚古墳は ､ 全長 6 0 m ほ どの 規模で あ るが ､ 三角縁神獣鍍と石 製腕飾

類が副葬されて い る こ となど､ 当時 の 王権との 関わりが色聴 い副葬品をも つ o

こ の 全長 6 0 m 以上 とい う規模は ､ 全国的に見て も主要河川流域など の
一

定領域を統括

す る首長基に見られ ､ 被葬者の力 量を示すメ ル ク マ
- ル の 1 つ に なると思われ るo 図 5

■
に

は 6 0 m 級以上 の 古墳を示 して い るが ､

一

見 して練武 の 内海東岸地域にその 大半が集中す

る と い う現象が み られる ｡ 特に 1 0 0 m 級もの は､ 実に 7 基中 6 基 が こ の 地域に存在 して い

る o しか し
､

一 方で注目され る の は太平洋 の 沿岸か ら利根川沿 い に点々 と分布する大型 古

墳の 存在で ある ｡ これらは ､ また別 の文化 ･ 政拍的な動き の ル ー トの 要衝 に所在す ると想

定され ､ 中期以降の 動向に大きな意味をも っ てく る｡

中期の大型古墳もや はり 1 0 0 m 級 の 前方後 円墳の 分布 は練武 の 内海東岸を中心に して い

るが ､ こ の 時期の香取海南岸には ､ 全長 1 2 4 m の 下総最大の 規模 をも つ 小見川町豊浦大塚

山古墳が築かれ て い る ｡ 墳丘 に 三重の 円筒埴輪をめ ぐらし ､ 長持形石棺系の 石棺を内部施

設 とする様は ､ 練武 の 内海東岸の 木更津市の高柳銚子 塚古墳 ､ 市原市姉崎二 子 塚古墳に 匹

敵 し､ 対峠する か の ような存在で ある｡

第 2 節で触れたように
､

こ の 2 つ の 地域の首長墓 は円筒埴輪に地域的特性 を発現 して い

る ｡ 関東地方か ら東北南部の範囲で 二 次調整技法を見 ると
､ 横方向の ハ ケに よる 二 次調整

が 行われた円筒埴輪は
､

毛野地域と総武 の 内海東岸地域に集中す ると いう傾向が見らる ｡

こ れは ､ 明らかに 王権の 影響が 強く表れて い ると い える o

-

方 ､ 香取海南岸の 豊浦大塚 山

古墳､ 北岸の 茨城県有同市舟塚 山古墳に は ､
二 次調整 をタテ ハ ケ で 行う と いう共通 した技

法が見られたo こ の 香取海の 対岸に存在する 二 つ の 大型古墳は､ 香取海全域を統括した 二

世代 の広域首長基と して
､ 独自の 地盤を築い て い る ｡ こ の 地盤が石 枕と立花を用 い た特殊

な葬制 の 展開を生み 出 し､ その 影響を周辺部に及 ぼ して い る の で ある0
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( 2 ) 石枕と常総の内海

石枕は常総地域の中期前半を最もよく象徴する遺物で あり ､ 独自の 地域圏を示す遺物と

して注目され ､ 研究されてきた｡

こ の 石枕と立花は､ 出土地点の 不明確なも の が少 なく なか っ たが
､ 千弟市束寺 山石神 2

号墳をは じめとする発掘調査例によ っ て 石枕と立花の 埋葬施設で の 出土状態､ 他の 副葬品

と の関係などが 明らかに な っ て きた｡ 本稿で は 3 牽 1 節で その 系滑と来園化 の 過程を分析

した o 石枕 ･ 立花とも常総起源の もの で は なく ､ 前期の 石棺造り付 けの もの か ら石棺は め

込み式の 石 枕はむ しろ西 日本に分布 の 中心がある｡ 王 陵の 周辺 で は前期古段階の 燈観山古

墳出土の 埴製枕が ､ 後の 石枕に 見られる頭部周囲甲文様をも つ 敢古の 例として 注目される o

前期新段階の例で は ､ 渋谷向山古墳出土と伝 えられ る単独 の 石枕があり
､ 頭部周 囲に燈観

山の埴枕と同様 の鋸歯文 をめ ぐらせ て い る o 立花の祖形となる勾玉意匠の 石鮎葬具も こ の

頃の 王陵周辺で 用 い られた碧玉製玉杖や琴柱形石製晶に 起騒が求め られ るo 古式 の 立花は ､

常総型石 枕出現以前に天竜川 以東の 東国 - もたらされて おり
､

そ の分布範囲は駿河湾の 大

井川 下流域から毛野 の 利根川 中 ･ 上流域を経て ､ 常陸の 那珂川下流域にお よん で い るo こ

の 範囲は弥生時代後期か ら連綿と続い て い た交流圏で あり ､ 石枕と立花が結び つ い て特殊

化する前の 文化 的 ･ 政治 的結び つ きの 強 い 地域の範囲で あるD こ こ で行 われて い た立花 を

用 い る葬送儀礼が ､ 常総型 石枕出現の 母胎 とな っ たわけで ある ｡

常総型石 枕は現在の佐原市か ら成田市の利根川沿に最も集中 し ､ 次い で成 田市 から八 千

代市に かか る印勝沼の南側 に集中 してお り､ まさに 香取海南岸域の 地域的特性 を示す遺物

で ある ｡ また ､ 石枕の 分布に 玉作り遺跡の 分布状況を重 ねると香取梅の 周 辺で 祭挿巳用の 玉

を作 っ て い たと思われ る集団の位置と石枕 の分布が ほ ぼ重 なる｡ こ の 分布状況 をさらに 古

墳時代後期に も重ねる と
､ 筑波 石 を使 っ た箱式石棺 を内部主体とす る群集墳が や は り こ の

地域にオ
ー バ ー

ラ ッ プ してく る o 石製晶 ､ ある い は同 じ石材をめ ぐ っ て ､ 古墳時代 中期に

限らず ､ そ の後も連綿と した地縁的 ･ 政治的関係をも っ た集団が香取海周辺 に存在 した こ

と が推定され る｡

一 方
､ 総武 の 内海沿岸にも常総型 石枕が波及 して い る o 中期の 早 い段階に

､ 常総型石 枕

が 立花孔をも っ て定型化 して 間もなく波及 し､ 上海上国造の 本拠 地 (古代の 海上郡) と推

定される柿崎古墳群中期 の 主填で ある姉崎 二 子塚古墳にも出土して い る o しか し ､ 点的な

分布 にと どま り ､

-

時的にもた らされた 一

過性 の 葬具で あ っ たようで あるo か つ て ､ 甘粕

健氏 は こ の 例をも っ て
､

上海上 国造と下海 上国造に よる海上連合説 (甘粕 1 9 8 0) を唱 え

たが ､
二 子塚 の 石枕は

､ 側面に 直弧文 をも つ 特殊 な製品で ､ 常総には例 がな い ｡ 石材も香

取海沿岸の 滑石 とは大きく異なる ｡ また ､ 最も石枕 の集中する地域は ､ 古代 の 印施郡 ･ 埴

生郡と香取郡 の北西部に あたり ､ 下海上 国造とい うよりは印施国造 の領域と して 比定 され

て い る地域で ある ｡ しか し､
いずれに して も 2 つ の 内海の 有力首長間に は交渉が あり ､ そ

の 南限が上縛の 北西部に当た る上海上地域で あ っ た こ とを示 して お り
､

こ の こ とは後期以

降の 両地域の 交渉に影響 して い る ｡

中期後 半になると ､ 石 枕をも つ 古墳に鉄製の短 甲が 出土す る例が出現するo 墳丘 径約 2 5

m の 我孫子市金塚古墳で ある｡ 金塚古墳の 短甲は ､ 稲荷台 1 号墳と同様の 横矧板 鋲留式で ､

ほぼ同時期 の 古墳と考えられ ､ こ の 短甲 をも っ た例 が 出現 した時点で 石枕 の数は減少する

方向に進ん で いく ｡ そ の 次の 段階に は石枕 の 制作は激減 し
､ 滑石 製祭器 の 終息と共に

一

気

-

2 4 0 -



に途絶えて い る ｡ こ の 現象と金塚古墳の 被葬者の短甲拝領は無関係ではな い と思われ ､ 極

めて強い 王権の 影響が香取海南岸にもおよび
､ 中 ･

′J ､ 規模の 円墳被葬者を地方首長 の 下部

組織に組み込ん だこ とを薗味して いるo それまで香取海周辺で非常に強く結びあ っ て い た

地縁的 ･ 政胎的な結び付きが戯れて ､ 集団が再編成されて いく状況が考えられる｡

( 3) ｢ 王賜+ 銘鉄剣と総武の内海

中期の 甲固 ･ 胡銘を出土 し考古墳の分布は､ 総武の 内梅東岸と香取海南岸を主な分布域

と して い るが
､
前者に分布 の中心がある ｡ また ､ ほとん どが円墳で しか も 2 0 - 3 0 m の小

規模なも の に塊申して いる o こ の 2 0 - 3 0 r n ク ラ ス の円墳が稲荷台 1 号墳と同様の 定型化

( 定式化 ･ 統 ･ . -

化) した横矧板鋲留式短甲をも つ ということに着目すると､ そ の型式が配

られた段階で ､ 配布きれ る層が拡が っ て いる ことがわか るo こ の こ とは ､ 田中新史氏が指

摘され て い るが 畑 中 19 75) ､ 定型化 した横矧板鋲留式短甲が配られた時期に鉄製短甲 の

配布 の ピ
-

クがあ っ た こ とが推定され るo これは ､ い わゆる倭五 王時代､ 倭王権が 中国 ･

朝鮮半飽に対 して楯極的な外交政繁を行な い ､ 海外進出を計 っ た政治的状況を反映 してお

り ､ 国内 の 軍事力教増強する にあた っ て 各地の 中
･ 小規模の首長 を組み入れ ､ 軍事集団と

して 再編する動き をも っ て い たこ とを示 して い る｡ こ れはまた ､ 『日本書紀』 崇神 紀か ら

畠極紀にみ える
､

王権の 外交使節や軍事指揮官と して多数の 地方豪族が派遣された記事に

反 映されて い るとい えよう｡ 地方 の豪族層が直接中央 - 出仕して
､

なんらか の 形で中央 の

｢ 王+ に仕える状況は想像に難く ない o 稲荷台 1 号噴出土鉄剣 の ｢王賜+ の 文字は ､ 被葬

者が こう した国内の 状況 の中で新たに中央の勢力に よ っ て組織化された武人 の - 人で あ っ

たこ とを示 してくれたと い える ｡ 稲荷台 1 号填で は短甲 の他に鉄製の胡蘇金具も出土 して

お り ､ 中規模ながら特別 の扱 い を受けた こ とがうかが え ､ 被葬者は横矧板鋲留式短甲を配

布 された中
･ 小規模円墳の 被葬者の 中で も破格の扱い を受ける ような功績を残 した人物で

あ っ た こ とが わか る ｡

中期後半は ､ 再び練武 の 内海束尉こ様々 な情報と物資が押し寄せ た時期でも あるo 須恵

器 の 普及 ､ 鉄製利器の 定着､ 大型 甑とカ マ ドの 出現など先進地域の技術と生活様式が い ち

早く波及 し､ 香取海沿岸より
-

足先に渡来系文化に よる変革の 時代を迎える こ とになるo

情報の基地 の最先端と して ､ 常に新し い波の影響を受け入れる土壌が形成され るゆえんで

ある｡
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第 2 節 坂束的世界の 萌芽

後期 ･ 終来期古墳にみる地域的特性

前期か ら中期の 束国には ､ 倭王権との 交渉によ っ て新たな文物と技術を受容 し､ 各地に

独自の 勢力基鍍が範かれた｡ その 中で総武と常総は海上の 路の 拠点に展開 した地域で あ っ

たo

- I
-

方 ､ 内陸の 路で ある束山道沿い には毛野 の 勢力が - 大拠点を形成 して い るo 第 2 章

の 前期古墳の 展開で 轡見 した大型前方後方墳の 中心地は こ の 内陸の拠点にあり ､ 中期の 束

国魚大の 前方後円墳が轟かれた の もこ の 地域である｡ 海道 ･ 内陸の 両勢力はそれぞれ系譜

の 異なる文物 を受容 しており ､ 優王権や束海以西 の 勢力とも独自の 交渉を行 っ て い たと考

えられ るo しか し ､

一

面では河川交通を介して緩やか な結び つ きをも っ て い た こ ともうか

が える o 節 3 聾で触れた中期の 滑石製祭紀具が両地域で 他に類を見な い発展をする こ とも

根底に ある文化的紐帯 の 現れと考えられ るo こ の ように 両地域は ､ 文化的基盤 を共有しな

が ら内陸と海道に対峠する格好で独自の 地域圏を形成して い ると い えようo

後期に なると､ 北武蔵など の新興の地 も加えて 内陸 ･ 海道の 各地に大型前方後向墳が林

立 し､ 西日本とは大きく異なる様相を呈 してく る｡ すなわち､ 畿内お よび西 日本各地で大

型 前方後円墳が造られ なく なる 6 世紀以降に ､ 依然と して大型前方後円墳の造営を行 い
､

そ の 規模と数で畿内を圧倒するの で あるo 相模 ･ 武蔵 ･ 上 線 ･ 下総 ･ 安房 ･ 常陸 ･ 上野 ･

下野か らなる彼の 板束八国に相当する地域で ､ 6 世紀後半以降に築かれた1 0 0 m 以上 の 前

方後円墳は ､ 敵内の 2 倍以上に達 して い るo それ らは畿内の 大王や有力豪族の 墓 に匹敵す

る規模をもち､ 上野 ･ 高崎観音塚古墳 ･ 綿貫観音山古墳 ､ 北武蔵 ･ さきた 即事軍山古墳､

上総 ･ 金鈴塚古墳など の 9 0 - 1 0 0 m 級 の 前方後円墳で は､ 王族や中央の有力豪族の 墓に迫

る豪華な副葬品が出土 して い る ｡

こ の 後期大型前方後円墳の 造営に見える板東 の 特異性は ､ 倭王権の 東北進出を背景と し

た 政治的 ･ 軍事的基塊と して の 重要性に よるとこ ろが大きい
｡ また､ 板東各地 の豪族がそ

れぞれ中央の 有力豪族と 結んで
一

定の領域を支配 した構造を反映 したも の とい えようo し

か し､ そ の 消長 に つ い て は 内陸と海道で様相に違い が 見られる ｡ 内陸の 拠点で ある上 野で

は後期大型前方後円墳が′J ､ 地域に分散して万遍なく分布 し
､

それぞれ核となる古墳の規模

も括抗して い る｡ と こ ろが ､ 終末期の 大型古墳は総社古墳群に集約され ､
上野 の頂点に立

っ 首長塞が現れる ｡
これ に対 し

､ 総武 ･ 常総では 大型前方後円墳を築い た新旧 の 勢力は ､

再編 されながらも後 の 郡 単位に近 い 小 地域内に終末期 の 大型 古墳を造営し て い る の で あ

る｡ 両地域に挟まれた下野 ･ 北武蔵では ､ 特定 の 地域に後期の大型前方後円墳が集中し
､

終末期 の拠 点に再編され る点でより上野に近い 様相を示 して い る ｡ これ は ､ 文献に見える

上野 ･ 下野
･ 武蔵の 大国造と 上総 ･ 下総 ･ 常陸の 小国造の様相を示唆する状況と しても注

目されて きた｡

また ､ 後期の代表的な埋葬施設である横穴式石 室の 受容 と展開にも内陸と海道では相異

が ある o 上 野はその 初源か ら畿内色が強く
, 特に大型古墳に

-

貫 して畿内の 直接的な影響

が 見られ る｡ 後期後半の 石室の 大型化 - 巨石化 - 切石積と いう中央の 王族 ･ 有力豪族基 の

変遷が大型古墳に反映され､
それに応 じた石材の 調達 ･ 石 工技術が導入 された こ とがうか
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図 1 凍 国 ( 遠 江 以 凍) の 後 期 ･ 終末 期 主 要 古墳
^ 鮒 繋 ⑳ 帥 附 肋 ☆ 斬紀通 称 A 綿蝕洞穴

2 糾方後円増 空 尉方後力頓 砂 円墳 野 方項

が える o 総武 ･ 常総 の横穴式石室も こ の 流れに沿 っ た畿内の影響を受けて い る が ､ その 様

相は多様で ある ｡ 大型前方後円墳に採用 され る横穴式石 室に は ､ 長大な無袖型 ･ 片袖型 ､

片岩板 石組 ､ 胴張り型 な ど在地の 石材を生 か した型式や 地域色 の 強 い型式が 見られ る｡

また 一 方で は ､ 石材の 流通 を核と した地域間交流が石 室 の型式 にも影響を与えて い る o

筑波石 の 流通圏で は､ 板石組の横穴式石 室 ･ 箱式石棺 ･

石棺系横穴式石室が広く採用され

るが､ 板石 組横穴式石 室 の なか に ､ 玄門 を コ の字 状や L 字状に到り抜い た板石 で構成 した

も の が あり ､ 特徴的な分布 を示す｡ 石材の 産地付近で は
､

つ く ば市平沢古墳群に 3 例 ､ 山

口 古墳群に 1 例 ､
L 字型 の板 石 を 2 枚組み 合わせ た玄門をも つ 石室 がある ｡ 同様の 石室は

約5 0k m 離れた香取海南岸の 佐原市又 見古墳に あり
､

コ の 字状 の 2 枚の板石 か ら成る 玄門を

も つ o さらに ､ 筑波か ら約6 0 k m 西 の行 田市小見真観寺古墳に
一

枚石 を方形 に到り抜い た 玄

門 をも つ 石室が存在する ｡ 小 見真観寺古墳の 石材は緑泥片岩 で あるが ､ 全長1 1 2 m の 前方

後円墳に特異な板石租石 室が採用され て い る背景には
､ 北武蔵 の

一

勢力と香取海水域圏と

の 結び つ きがうか がえる ｡ また
､ 磯石

･ 緑泥片岩の 流通 をめ ぐる練武 の 交流圏 にも ､ 北武

蔵が 関わ っ て い る (序 章第 2 節) o こ の よう に
､ 総 武 ･ 常総の 後期 ･ 終末期古墳の 様相は

内陸に比 べ て より多元的で あるとい えよう｡

また ､ 常総地域で は ､ 後期 になると小規模な帆立貝形 の 墳形をもち ､ 墳丘 の 裾部に箱式
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石棺の埋葬施設を殴饗した独特の古墳形式が出現 し､ 香取海沿岸を中心として 現在の潤沼

川か ら鬼怒川 ､ 古利根川 に及ぶ水域圏に分布する ｡ こ れらの 規模は
､

2 0 - 3 0 m の 小規模な

ものが大半を古め ､ 通有の 群銀填で は中規模の 円墳に相当 し､ 非常に短小な前方部をも つ ｡

列鹿規模で行 われ た前方後円墳衆成で ､ 千束県に全国で最も多くの 前方後円墳が存在し
､

そ の 数が倭王権の 本拠地で ある奈良県の 2
.
5 倍､ 京都府の 5 . 5 備に達したと いうデ ー

タは
､

こ の ような後期の小規模前方後円墳の範造に起因するといえるo 常総系 の小規模な前方後

円墳は ､ 横穴式石 室を埋葬施設とするもの を含めると下野にも分布するが
､

上野 には及ん

で い な い ｡ こ の 常総型古墳の被葬者群が後期の 常総勢力の 中核を成しており､ 領域内は索

より､ 周辺地域に対する優位性を指標する墳形と して小規模な前方後円墳を用 い たも の と

思われる｡

常総型古墳の 出現とぼ ぽ同時に最下段 の極端に低い 下総型円筒埴輪が香取海南岸を中心

に盛行する n 後期後半に なると常総型古墳 ･ 下総型埴輪ともに南下し ､ 石枕と同様 ､ 上総

北部の 寒空削It 下流域に達す るo 倭王権の 東北進出とい う東方 - の動き の 中で
､ 常総地域 の

文化が再び南下 して い るの は ､ 常総の 勢力が再編成されて拡大 したこ とが考えられるが ､

こ の 時期は 上総の 拠点にも新旧の 勢力が展開 してお り､ 両地域の接触 ･ 交流が再び活発化

した こ とを反映 したも の で もあろう｡ 東山道の拠点で ある上野が畿内勢力の影響を
一

元化

して次第に纏まり を示すの に対 し､ 練武 ･ 常総は あくまで 二極構造を崩 さず ､ 中央か らの

直接的影響 ･ 拠点的介入 を受ける窓 口とそれに対す る在来勢力と いう構 図は終末期まで変

わらな い
o

坂 東的世界 の 予察

弥生時代 か ら古墳時代 の 関東地方を分析するに当た っ て
､ 水域に着目 したの は ､ 今 日と

は大きく異なる地理的状況 にあ っ た｡ また､ 古代の 交通 は主に水運が用 い られ ､ 弥生文化

･ 古墳文化 の東漸､ また東北文化 の 南下も水運 によ ると ころが大き
′

い ｡ 特に練武 の 内海(東

京湾) ･ 香取海と い う 2 つ の 広大な内海は ､ 関東地方 を網 の 目状に走る河川 を通 じて新た

な情報を発信す る重要 な水域で あ っ たと考える｡ すべ て の 情報は こ こ か ら流れ ､ また これ

を超えて は じめて伝わ っ たの で あるo 従来 の古墳時代 の分析は ､ 河川 の 流域を基本と した

領域設定に よ っ て行われた傾向が強い o しか し､ さらに広範な地域間交流を捉 える には ､

陸上の領域区画で はなく ､ それ らを結ぶ水上 の道が必 要になる｡ 古代官道の 設定以前では ､

日常的な物資の 流通路が地域を結ん でお り
､
流通路を共有する こ とに よ っ て広域の 交流が

可能で あ っ た｡ 首長墓を造営するために東京湾や香取海を渡 っ て 石材が運ばれた とい う推

論は
､ 本論で扱 っ た様々 な文化 の 共有に よ っ て示 される広大な水域の 首長間交流 を背景と

して い る o

一一 方 ､ 古代の 史料に は陸奥の 国に派遣された板東の 騎兵に関連する記事が あり ､ 『続 日

本紀』 天 平 9 ( 7 3 7) 年四月戊午条で は常陸 ･ 上総 ･ 下総 ･ 武蔵 ･

上 野 ･ 下野六 国の 騎兵

-

千人 が多賀柵に動員された こ とが見えるo
こ の ような史料は ､ 古墳時代後期 に遡 っ て騎

馬 軍団 の 存在した可能性を示唆するが ､ 練武 ･ 常総に つ い て い えばそ の 証左は希薄で ある ｡

古墳の 副葬品に 占め る馬具 の 割合は低く ､ 千葉県で は約8 0 0 基の 古墳が調査されて い るな
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か で馬具を出土 した古墳は7 6 例に過ぎな い o 埼玉 県は5 8 例､ 茨城県は60 例 ､ 神奔川鼎は6 1

例にとどまり ､ 4 =0 5 (古墳出土例は3 0 6) の 出土例が ある群馬上剛ま別 格と して も ､ 約2 0 0 例

の 静岡県 ､ 1 0 0 例に及ぶ栃木県に 比 べ ても少ない と い えるo 古墳時代の 騎馬 ･ 馬匹 の 状況

は ､ 板東の なかでも上野 ･ 下野と練武 ･ 常総で は大きく 異なると考えられる｡

練武 ･ 常総で は ､
5 世紀中頃から後半の 古墳に馬具の 副葬が始ま るが ､ 分布状況は拠点

的で わずか 3 例に とどま っ て い る ｡ 練武 の 東岸で は木更津市鹿島塚 6 骨墳に木芯鉄破貼輪

鐙 ･ 素環雲珠 ･ 辻金具 ､ 香取海南岸で は印施郡印勝村富商浅間古墳と佐愈市大作3 1 骨墳に

鉄製楕円形鏡板付轡の 出土例が あるo 鹿島塚 6 号墳 ･ 吉高横間古墳に はT K20 8 - 2 3 型 式 の

須恵群が伴 っ ており ､ 大作3 1 号墳例の 上限も同様 の 時期で あると考える ｡ い ずれも径1 5 -

2 5 . 5 m の小規模な円墳で ､ 大型 古墳の 副葬例は不明で ある ｡ 大作3 1 骨例は濁 に装潜され た

状態で 出土 した馬 の 埋葬例で もあり ､ 駿の 座金具は蹴彫 文様をも つ 金銅製品で あ っ たo こ

れ らは ､
こ の 時期の 短甲 ･ 胡換金具 出土古墳と同様､ 特定の 小規模古墳に 出土 して いる点

が被葬者の 性格を表 して い て 特徴的で ある ｡ これ よりやや 新し い 時期の 副葬例は ､ 香取海

北岸の 霞ケ浦町富士見塚 ･ 玉造町 三昧塚古墳の大型前方後円墳に あり
､

い ずれ も金銅装の

特別 に飾られた馬具で あるo 6 世紀前半代も飾り馬具が 前方後円墳の み に副葬される状況

が続き ､ 普及 しない
o また ､

こ の 時期は前方後円墳自体の数が少 なく ､ 僚 王権の影響力も

希薄で ある｡ 実用的な馬具が普及 して中小規模の 古墳に副葬され る ようになる の は ､ 六 世

紀中葉か ら後半代に か けて の こ とで あり ､ ほ ぼ同時に群集墳の形成が始まる o 倭 王権が下

部構造 の 掘り起 こ しを始 めた こ とを反映するもの で あろう｡ 群集墳にお い ても馬具 の 副葬

率は低く ､ 第4 章第 1 節で扱 っ た下総南部の 干葉市生薬 ･ 椎J別布古墳群で は ､ 分析の 対象

と した1 3 5 基 の後期 - 終末期 の 古墳の うち ､ 馬具 を副葬 した例は 2 基の み で ある ｡ 武器 の

保有率が 8 割を超 える古墳群に あ っ て ､ 極めて低 い数値で ある ｡ また ､ 香取海南岸の 成田

市公浄原古墳群で は ､ 調査 した6 4 基 のうち馬具 の 副葬例は 4 基で あ っ た｡ いずれも鉄鉱の

保有率が高く ､ 生実 ･

椎名崎古墳群で は 7 割に達し て お り ､ 弓矢を装備 した歩兵を中心 と

す る武装集団で あ っ たと考えられ るo 現在の とこ ろ考古資料か らの 実証は 困難で あ るが ､

地理 的環境か ら言 えば ､ 水運 に よ っ て 移動する軍団の編成が想定され よう｡

- 方 ､ 東山道の 馬 匹文化は 明らか に先行 し ､ そ の 初源は 4 世紀後 半代に遡り ､ 練武 ･ 常

総 とは約 1 世紀の 開きが ある｡ 最古 の馬 の 埋葬例 は 山梨県八代郡 中道町 の前期大型古墳に

隣接 した東山 2 号墳､ 甲府市塩部遺跡 3 号墳に あり ､
いずれも方墳の 周清か ら馬歯 ･ 馬骨

が出土し､ 東山 2 号填で は銅鉾 ･ 銅環 ･ 鉄製農具 ･ s 字嚢 ･

有段 口縁壷が伴出 して い る｡

中期前半 の 半島系渡来民に よる本格的な馬生産に は ､ 彼 ら の故地 の 風土に似た科野 ･ 甲斐

の 寒冷地山岳地帯が選ばれ たと考えられ ､ 積石塚 ､ 合掌形石 室に よ っ てその 系譜が 跡づ け

られる ｡ 特に領有塚 の分布 は ､ 東山道を特徴づ けるもの で あり ､ 科野 ･ 甲斐と毛野 を結ん

で い る ｡

科野で は中期中頃に大型 古墳の 分布が北部か ら伊那谷 を中心とする南部に替 わり ､ 馬の

埋葬例が南部に集中する こ とか ら馬生産 の 中心地 とな っ たこ とがうかがえるが
､ 北部の 善

光寺平周辺 も古墳時代を通 じた馬具 ･ 馬葬分布 の 拠点で あり ､ 科野 に倭 王権が 直営する列

島最大の 牧が置か れて い たも の と思われ る o これ を背景に ､
6 世紀後半代には広く東国に

本格的な馬生産が 拡散した こ とが推定され
､ 北群馬郡 の 榛名 ･ 赤城山麓で は牧跡が発見さ

れて い る13 毛野 ( 群馬 ･ 栃木) の 馬具出土数は
､

こ の ような東山道の 馬匹文化の 波及 を反

-

2 46 -



映 して
､
総武 ･ 常総を圧倒して い るもの とい えよう｡ 佐禽市大作遺跡の 馬葬例は ､ 5 世紀

後半代に常総 - 馬匹が波及 した可能性を示唆するが､ き わめて特殊な例で周辺 に受け継が

れた形跡がない ため ､ 常総の 地 に馬生産が定着するの は古代以降で あると思われる ｡ また
､

属による移動 ･ 輸送がにわか に波及 した ことを示す資料も見られ ない こ とか ら､ 水運に よ

る交通が主体を古めて い た地域で あろうと考えて い る｡

古墳時代終末期に は ､ 倭王 権と中央の 有力豪族の確執をめぐ っ て内部に波乱が生 じる｡

倭王権の 東北進出の 先鋒部に あ っ て 軍事力を蓄積して い た常総地域をは じめとする東国の

諸勢力 は ､ 束北遠征に地 の利を得て こ の期に地盤を固め て い っ たもの と見られる ｡ 東国最

大の 終末期方墳で ある薗角奇岩屋古墳は ､ その 象徴的な記念碑であ っ たと い えようo こ こ

に至 っ て ､ 常総の 首長基は初めて 上野 の 首長基の 規模を超える の で ある o 奈良時代には ､

これら の 束国の 諸勢力が板束緒国と して束北 - 侵攻 ･ 駐留して律令国家の東北経営に重要

な地位を古める ように なるが
､ 練武 ･ 常緑の 海道の 勢力 は派兵数

･ 物資の調達にお い ても

束山道の 勢力に比圃 して い る｡

後期以降の倭王権との つ ながりでは ､ 総武 ･ 常総の 首長層が王権の設置 した名代 ･

子代

などの 任に つ い て い る こ とが注目されるが
､ 本論で検討 した様相か らは在地の 支配体系は

王権の 胎外に あ っ た可能性が商い ｡ 文献研究で検討されて い る ように ､ これ らの 地域の 首

長層は在来 の 領域支配者で ある と同時に 王権の 私有民とな っ て 部民も統率する こ とに な

り ､ 結果的には領域内を 一 元的に支配 して い るとい える o 律令国家形成時代には中央の 管

理下に置かれたが ､ やがて律令体制が変質すると各地に 武士 団が組織された の は ､ 古墳時

代後期以来の 在地支配体制が確立 して い た地にあ っ て は必然の こ とで あ っ たと い えよう
･

o

平安時代中期 に遮領をめ ぐ っ て起 こ っ た平将門の 乱は ､ 東国の 独立を計る反乱 に発展す

るo こ の 乱 を契機に列島規模で武 士団が 争う時代が およそ2 5 0年続き ､ つ い に成立 した武

家に よ る鎌食東国政権は ､ 練武と常総の 合体した勢力が東山道の勢力を取り込 ん で樹立 し

た と言 われ ており ､ ま さに練武の 内海と香取海 の 勢力が 時代を変革したと い えるo 東国武

家政権の 基盤 は ､ 倭 王権東北進出の 前進基地と して軍事力を蓄え るとともに ､ 固有の 文化

を堅持 して 地域支配体制 を確立した古墳時代に形成され始めて い たと考える o
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お わり に

本稿は ､ 千葉県をフ ィ
ー ル ドに古墳時代の 考古資料の 調査に携わ っ てきた成果をどの よ

うな視点で見直し､ 体系化する かとい う課題 の もとに構 成したも の で ある o 古墳時代とい

う古代王権に よる国家の 形成期を分析の 対象とする場合 ､ 東ア ジア の 古代国家形成史､ あ

る い は列島史の 中に資料を位置づ ける こ とは不可欠な作業で ある ｡ また ､ 王権の 中枢で あ

っ た畿内地域が常に新たな動き の 発信地となり ､ 周辺 地域はそ の 影響を受ける側 で あ っ た

こ とも こ の 時代の 特質と して 否定できな い ｡ しか し
一

方で ､ 列島の 内なる地域を分析 し
､

資料の性格を最もよく抽出 しうる歴史的基塊を求め る こ とも欠く こ との で きな い隈慣で あ

る ｡ 本稿は後者に視座をお い て ､ 隣接 し対峠する 2 つ の 内海の 受流圏に資料の 特性を見出

すこ とを試みた｡

1 9 7 0 年代以降､ 列島各地で盛ん に行 われてきた考古資料の 発掘調査に よ っ て , 中央の 目

か ら見た歴史書には埋没 した地方の歴史が次々 と明 らか に な っ て い る｡ そこ に は
､ 歴史の

表層で変動する事象や事件に対 して ､ 変わる ことなく 持統されて きた人 々 の 営みがある ｡

個々 の論考は ､ 調査 の 過程で作成したも の で あり ､ 体系的なテ
ー

マ に 沿 っ て 構成され た

も の で はな い が ､ 2 つ の 内海をめぐ っ て東西 の文化が混滑 し､ せ めぎ合う根底 にそれぞれ

の 地域の 固有性を発見す る こ とで つ なぎ合わすこ とをめざした｡ 各所に残 っ た未完成な断

片を つ なぎ合わせ る の が今後 の課題 で ある｡

ミ レ ニ ア ム 元年の 今か ら 2 千年前､ 日本列島は未だ弥生 時代中期か ら後期に移行する段

階に あり､ 北九州か ら戦乱期特有の武器 の鉄器化 が急速に進 んで きた頃で あ っ たo

一

方､

中国大陸で も前漠時代か らの世紀末の 浪乱期が続い て ､ 混沌と した中か ら新し い勢力と文

化が 生まれ ようと して い た o 西暦千年 ,

.
日本は束国政権 の胎動期 を目前 に した藤原道長の

世 であ っ た｡ 見遣隆の娘 で ある
一

条天 皇の 中宮定子 を退 けて娘彰子 を中宮に の ぼらせた道

長 は ､ 同時に定子を -

条天皇 の 皇后に し､
｢ 一

代二 盾+ の 例を開 い て い るo 定子 に は清少

納言 ､ 彰子 には紫式部 ･ 和泉式部 ･ 赤染衛門らの 才媛が 侍 して文才 を競 い ､ 今日に 王朝文

化 の 時代を伝えるが
､

一

方で は来世に救い を求 め る末法思想が広 ま っ たや はり世紀末の 時

代でもあ っ た｡ 2 千年紀を迎えて
､

1 9 世紀に体得 した現代文明 の 諸矛盾 が噴き 出 し､ まさ

に世紀末的様相が展開 して い る｡ 自然を破壊 し､ 伝統的な生括 ･ 思想を破棄 して
､ 現代文

明の 恩恵に浴 して きた地球 は ､ 今さらなが ら失 っ たも の の 大きさに気づ きは じめたと こ ろ

で ある ｡ 人類 が存続する 2 千年紀の ため に
､ 日本列島で もそれぞれ の 土地と風 土の 原風景

を見 つ め直す時で ある｡

-
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附翰 小規模円墳 の 被弊肴像
- ブリ ッ ジ付き円墳の 検討 -

は じめに

円墳の 中に周構の
-

郎が掘り残され ､ 陸橋部状に途切れた周溝を有するもの がある ( 以

下 ｢ ブリ ッ ジ付き円墳+ とす る) o これらは ､ 比較的′+､ 規模で低墳丘 の もの が多く ､ 全く

墳丘 を削平されて しま っ た例も多い
o こ の ため ､ 弥生時代後期の 陸橋部を有する方形周構

基と の 対比か ら ､ 古墳時代の 円形周情義とい う性格の 暖味な名称を与えられた例が少なく

な い
( 1 )

o

し か し､
ブリ ッ ジ付き円墳は ､ 古墳時代初頭か ら後期の 横穴式石室採用期まで築造され

ており
､

釆北南部か ら九州の ほぼ列飽全域に報告例の ある古墳で ある ｡ 群集して営まれる

地域もあり ､ また継起的に範造されて い る地域も見られ る｡ それらの 事例は ､ ブリ ッ ジが

単に古墳策造の 際の 作業用通路と して掘り残され ､ その 機能を終えた後も撤去されずに残

存しただけ の もの ではなく ､ 古墳の 外部施設と して意識 的に設けられたも の で ある こ とを

示 して い るo また ､ 個々 の事例を見ると ､ ブリ ッ ジが葬送儀礼に係わる特別 の 蕩と して機

能 したこ とを予測させ るも の が少 なくな い o

古墳を検討する際に は ､ 全体的な把握が必 要で あり ､ 墳丘 ･ 内部主体の 不明なも の が 多

い 点でブリ ッ ジ付き円墳は資料的限界が大き い こ とは否 めないが ､ そ の形態だ けを取り
.
上

げて も､ 尚住田され る点が いく つ か挙をずられる こ とから ､
ブリ ッ ジと い う外部施設 をも つ

円墳と して 通常の 円墳とは切り離して検討して みる ことに したo

2 系譜と類別

( 1 ) 墳形の系譜

こ こ で い うブリ ッ ジ付き円墳は ､
ブリ ッ ジ の 幅が周情の 幅とほぼ等 し い か

､ 超 えない も

の を指して い る
( 之)

｡
ブリ ッ ジ部分の 周溝痛が顕著に広がる形態 は含まな い

o また､
ブリ

ッ ジ前面に構を有す るもの も含まない ｡ それらは ､ 墳丘 部分の形状に よ っ て ､ 造り出 し付

き円墳､
お よび帆立貝式前方後円墳の い ずれか の

一 類型 に含まれ るもの と考える
` 3 '

o 帆

立貝式前方後円墳､
造り出 し付き円墳は ､ 前方後円墳の 出現 ､

お よび造り出 し付設に よ っ

て出現 したも の で ､ 前方後円墳の 系列下に捉 えられ る墳形で あるが､ ブリ ッ ジ付き円墳は ､

ぁくまで 円墳の
一

類型で あり
､

ブリ ッ ジ部分が発達す る こともなく ､ 何 らか の 規制 の もと

に停滞 した墳形で
-

貫したもの と して捉えられるo

低墳丘で 円形 の溝をめ ぐらす基 は､ 既に弥生時代後期か ら存在するが
､

ブリ ッ ジ付き の

調 査例 は極めて 限られ て い る
( 4 )

｡ 兵庫県赤穂市原田中遺跡の 墳丘墓は特殊器台 ･ 装飾壷

･ 大型 の 高坪を出土 した後期後半に位置づけられ る例と して注目される o 墳丘墓に は対向

す る 2 カ所 にブリ ッ ジがあり ､
円丘 の直径 は 1 9 m

､ 墳丘 には貼石 が施されて い たo また
､

瀬戸 内沿岸 の 弥生終末期か ら古墳出現期には円丘部に突出部を付設 した形態 の も の が あ

り
､

ブリ ッ ジ付き の もの と系譜的に つ ながる可能性があるo 岡山県楯築墳丘墓 ､ 兵庫県西
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条52 骨董 ､ 徳島県萩原墳墓群 2 号墳､ 同奥谷 2 号墳 ､ 同曽我氏神社2 骨墳が挙げられる ｡

これ らは ､ 突出部の 幅が狭く
一 定で ある点は ､ ブリ ッ ジ付き円墳と類似するが ､ 突出部が

前方に伸びる点で ､ 前方部に発展せずに終 わる 同類の施設 を円丘部に付設 したも の の中で

も ､ 枝分れ した異なる類型で ある と考えられる｡

また ､ 熊本県下益城郡塚原古墳群で は ､

一

辺 の 中央にブリ ッ ジをも つ 低墳丘 の方墳が ブ

リ ッ ジ付き円墳に 先行 して営まれ ､ ブリ ッ ジ付き円墳出現に つ ながる前段階の 墳墓として

捉えられるが ､ 普遍的な現象とは言い難い
｡

- 方､ 奈良県天理市の柳本古墳群に は､ 行燈山 (崇神 陵) 古墳､ 渋谷向山 ( 魚行 陵) 古

墳とい う前期の 王陵級の 前方後円墳に数カ所の ブリ ッ ジ (渡土壌) が存在 し､ 渋谷 向山で

は調査に よ っ て後円部北東の ブリ ッ ジで葺石が検出され ､ 範造時の もの で ある こ とが確認

された｡ 最近 の調査で は桜井市箸基古墳の 後門部南東に も馨石 を貼 っ たブリ ッ ジが検出さ

れ ､ 大和で は 巨大な前方後円墳の 成立時か ら周構にブリ ッ ジが付設され て い た こ とが窺え

る ｡ しか し､ 周辺 にブリ ッ ジ付き円墳の 調査例がな い た め関連を確認 でき な い
o 後述する

ように ､ 前方後円墳の ブリ ッ ジに直接的 な関連が推測され る例もあり ､ ブリ ッ ジ付き円墳

の 系譜に つ い て は ､ 時間 ､ 地域に よ っ て 異なる多様な背最を考える必要がある o

( 2 ) 墳形 の類別

ブリ ッ ジ付き円墳の 形態的要素は ､ 単純で ､ それ自体の 型式変化 はほ とん どなく ､ む し

ろある段階以降形骸化すると い う特徴が 見られるが ､ ブリ ッ ジ の 形態 ､ 数､
内部主体と の

方向性か ら以下 の ような類型 を設 定する こ とが 可能で あ る ( 図 1 ) Q

A 周構の 1 ケ 所が直線的に掘り残されて ブリ ッ ジとなる

B 溝の 1 ケ所 が緩や か に立ち上 っ て 掘り残され ､
ブ リ ッ ジ の 両側 が丸く納ま る

( 8 )

B
′

B の周溝 の 両端が極端 に先細りとな る

C 周溝は全周するが
､

一

部分が特 に高く掘り残 されて 浅 い ブリ ッ ジ を形成する
( 6 )

D 周溝の 2 ケ 所が直線的に掘り残され る

E 周清の 2 ケ 所が緩やか に 立 ち上 っ て掘り残され ､ ブリ ッ ジの 両側が丸く納ま る

F 横穴式石 室の 前庭部両側 に 2 ケ所 ブリ ッ ジが ある

また､ 内部主体の 方向と の 関係に は ､

1 ブリ ッ ジと 内部主体の 主軸の方向が 一

致するも の

2 ブリ ッ ジと内部主体の 主軸の方向が直交 ､ 或い は角度をも っ て
一

致 しな い もの

3 横穴式 石室の 背面に ブリ ッ ジをも つ もの

が あり ､ A - F と 1 - 3 の 組み合わせ に よ る いく つ か の 類型 が見 られる o

それ ら の事例 を示 した の が図 1 で ある が
､ 直葬系 ､ ある い は竪 穴式石 室､ 石棺系 の 内部

主体をも つ もの は ､
ブリ ッ ジ の 主軸線上やそれと平行す る位置に 内部主体を設 けるも の と

､

ブリ ッ ジの 主軸に直交 して設置するもの が大半を占め ､
ブリ ッ ジを意識 した内部主体の 配

置が窺える｡ 但 し､ 墳丘裾部に 内部主体を置く常総型 の 後期古墳に は ､
ブ リ ッ ジをはずし

た配置も見 られる ( 図 1 - 10) o 円墳の ブリ ッ ジは ､ 横穴式石 室の 採用 ､ 定着に よ っ て 方

向､ 性格が 大きく変化すると考えられ ､ 両者を区別 して扱う必要 がある o 特に横穴式石 室

が 墳丘裾部に 開 口する F 型 に なると ､ ブリ ッ ジは む しろ石 室に よ っ て 規制され た位置に

設 けられ る ように なり ､ そ れ以前 の 段階に見られた ような性格が失 われ る ようで ある ｡ こ
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こ で扱うブリ ッ ジ付き円境の 主体を成すの は ､ 直葬系 ､ ある い は竪穴式有蓋系 の 内部主体

をも つ もの で ､ 周輯の 1 ケ所にブ リ ッ ジ をも つ A 型 お よび B 型で ある0

検討 した例は ､ 表 1 に挙げた 201 例に 達するが ､ そ のうち概ね時期の推定で きる 146 例

に つ い て形態別 の変遷 を示 した ( 図 2 ) o こ れに よ っ て ､ 主体を成す直葬糸 ･ 竪穴式有 蓋

系 の A
･ B 型 の事例が 5 世紀後葉 - 6 世紀後菓に盛行 し ､ B 型 の横穴式石 室採用 - と受け

つ がれ､ F 型に至 る大きな流れを概観で きる ｡

ブリ ッ ジ付き円墳の 展開の 中心は ､ 古墳時代後期に あり ､ 後期 の 中小規模の 古墳の
-

類

型 と して の 存在に
-

番大きな意味を見 い 出せ るか と思われ るo 以 下で は ､ こ の 観点に立 っ

て ､ 年代､ 規模 ､ 副葬品等の諸点 か らブリ ッ ジ付 き円墳の性格を検討してみ た い o

3 時期別 の 変遷

ブリ ッ ジ付き円墳は ､ 古墳時代を通 して築造されて い る が､ 前期 で は群と してまとま っ

て検出された例がなく ､ 群在す る例は 5 世紀後半以降の もの で ある｡ い わゆる後期 の群衆

墳が出現する時期に増え始め ､ 5 世紀末か ら 6 世紀前葉を ピ ー ク に 6 世紀後薬まで を盛行

期と考えて よ い だろう ｡ そ して横穴式石室が採用 され ､ 次第に 石室中心の 指向性 か進むに

つ れ ､ ブリ ッ ジ は形骸化 し､ 衰退 して い く ｡
こ の ような時期的な動 向か ら､ こ の 円墳の 存

続時期を大きく 3 期に分ける こ とが可能で ある｡

Ⅰ期 4 世紀代か ら 5 世紀中葉の
､ 出現期か ら発展期 o

Ⅱ期 5 世紀後半代か ら横穴式石室採用まで の ､ 盛行期 (地域に より異なるが ､ 6 世紀

後葉を下限とする) 0

Ⅲ期 横穴式石 室採用以降の
､ 変容期 ｡

Ⅰ期で は ､ 特に地域に よる現象の遠い が 著し い が ､ 初期の 段階で は ､

一

辺 の 中央に ブリ

ッ ジをも つ 方墳との対応がそ の 出現 の 背景 の 問題 とも絡ん で重要で あろう｡ こ の 方墳は ､

古墳時代初頭か ら前期に 展開す る小方墳の
一

類型
( 7 )

で ､ 分布域も広範囲にわ た るが ､ 特

に 九州北西部の例 は注目され る｡ 三角縁二神 二 車馬鏡を出土 し て い る福岡市藤崎遺跡の 例

は ､ ブ リ ッ ジを設け､ 東西主軸の組み合せ式木棺 を主体部とする 5 基の 方墳が整然と配置

され て い る o 三角縁二神 二車馬鏡を出土 した 一

辺 1 3 m の もの が 最大で ､ 墳丘規模は当時

の 古墳と して も大き いも の で はな い が ､ 古墳時代初頭に
､

盟主級の 古墳の
-

類型 と して
､

こ の タイプ の方墳が存在 して い る こ とが窺えよう ｡

米 子市青木遺跡で は ､ 古墳時代初頭 に
､

こ の ブリ ッ ジをも つ 方墳と円墳が
､ 墳丘 をも つ

墳墓として ほぼ同時期 に 出現 して い る｡ 両者は ､ 交 互 に築造され ､ 同遺跡に須恵器 が出現

す る時期まで 存続す る｡ Ⅰ期の ブリ ッ ジ付き円墳は ､
5 世紀前半代に は ､ 広島県三 次市酒

屋 町 の 大久保 5 号墳
( 8)

の ように前期古墳と して傑出 した存在形態を示すもの があり
､

5

世紀中葉に は九州北西部か ら東北南部 の 広い 地域に分布する｡

Ⅱ期は ､ ブリ ッ ジ付き 円墳が 最も普遍的な広が り を見 せ る時期で ､ 前述 したようにそ の

頂点は 5 世紀後半 - 6 世紀前葉に求められる ｡ 5 世紀後半代は､ 特定の 地域で ブリ ッ ジ付

き円墳が広がり始 め ､ 展 開過程の 中で 画期となる 時期で あると考えられるが ､ 特に大型古

墳との 関連に注目す べ き 点が あるo

- 2 52 -



九州で は江 田船山古墳を擁す る滑原古墳群と周辺 の ブリ ッ ジ付き円墳群､ 関東では稲荷

山古墳を擁す る埼玉古墳群と周辺 の ブリ ッ ジ付き円墳群の展開に有機的な つ なが りを見る

ことが可能で
､

こ の 2 基の 前方後円墳が 5 世紀後半代の政治動向を象徴するそれぞれの 地

域の 盟主填で あり ､ 西国と束国に 波及 した5 世紀後半代社会の頂点に立 っ 古墳で ある点は

特に注目され る｡

埼玉古墳群では ､ 前方後円墳の周堤帯造り出 しの ブリ ッ ジが埴輪や土器群を伴 っ ており
､

その 出土状態等に円墳群の ブリ ッ ジと共通 した現象が見 られ ､ 直接的な つ ながり を強く感

じさせ られるo 少なく ともそ こ に は或る共通 の特別 の行為が存在し､ ブリ ッ ジはそ れに伴

う共通 の機能をもつ もの と して現われたも のと思われる｡

また､ 中国地方では
､

広鹿県北西部の 山間部､ 岡山県の 山間部にブリ ッ ジ付き円墳が見

られ るが､ こ の 地域の こ れら の 円墳群と直接係わると思 われ る古墳と して広島県三次市の

酒屋高塚古墳が挙げられるo 高塚古墳か らは ､ 2 3 面の 同型鏡をも つ 画文帯神獣鏡が出土

して おり ､ そ の
一 - -

面が江 田船山古墳か ら出土して い る こ とは注目され る. 近年 の 調査
` 9 '

によ っ て判明 した円筒埴輪､ 内部主体の 構造等か らも 5 世紀後半代に築造されたと考えら

れ ､

-

方で は在地色を強くもちなが ら､ 直接畿内政権との 接触を図 っ た地域の 首長墓とし

て捉 えられ る古墳で ある ｡

こ こ で 挙げた 3 基 の 大型古墳出現 の 背景には､ 5 世紀後半代の 国内､ 対外両面 の 変革期

が あり ､ これ らの 大型古墳の 在り方は､

-

層強化され つ つ あ っ た中央集権志向 の社会体制

のd-
-

端を示す も の と思 われ る｡ その 基盤 に 臥 新しい 生産技術の 普及に よる全般的な生産

力 の 向上があり ､ 特定の 地域と倭王権との 特別な関係 が窺える｡

Ⅲ期は ､ 横穴式石 室の 採用と定着によ っ てブリ ッ ジ本来の意味が変容する時期 と して
一

括 したが ､ 横穴式石室の 採用と定着 の 時期は地域､
ある い は個々 の 古墳群によ っ て大きく

異 なるため
､

6 世紀後薬頃までは ､ 直葬糸の例が残存して い るo それまで をⅢ期前半と し

て 2 分すれば ､ 前半は ､ ブリ ッ ジは独立した施設と して横穴式石室と形態的に分離 して い

るが ､ 後半には 石室 の 開 口部と切り離せ ない もの となるo
こ の こ とは ､ 中小規模なが ら独

自の周横形感 を保 っ て い た被葬者層が､ こ の 時点で他の ブリ ッ ジをもたな い円墳の被葬者

層と同質化 して しま っ た現象と して理解する こ とができ るo

古墳時代 を通 じて存在す る中小古墳の 多くは ､ 後期の 群集墳形成に至 ? て急増した同等

の被葬者層の 中に 埋没 したも の と思われ ､
こ の Ⅲ期にお ける動向は ､

ブリ ッ ジ付き円墳も

そ うした変遷 をた どる中小古墳の
一 類型 である こ とを示 して い る と い えようo

4 ブリ ッ ジ付き円墳の 規模

-

貫 して ､ 小規模な古墳が圧倒的に多い が ､ 時期別 に若干 の変化が見られる ( 図 3 ) o

Ⅰ期で は ､ 最小径 7 .
O m

- 最大径 4 1 ･ O m の例が あるが墳丘径 1 0 - 2 0 m の もの が 全体の

6 割近く を占め
､ 次い で 10 m 以下の 非常に小規模なも の が多い o 径 2 0 1n

- 3 0 m の もの は
､

吉原市薬子塚古墳､ 三次市大久保 5 号墳､ 下益城郡家原 M 7 の 3 例､ 径 3 0 皿
～ 4 0 m の も

の は ､ 調布市上布 田
-

号墳､ 飽托郡羽山塚古墳､
下益城郡塚原くぬ ぎ塚 の わずか 3 例ず つ

に 留ま る｡ それは単独 で存在するもの
､ 或は群の 中で飛 び抜けた存在を示すも の で ､ 薬子
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塚古墳､ 大久保5 号墳の ように鉄製品を含む 豊富な副葬品をもち ､ 地域の童墳系 の 古墳に

類する例が見られ る｡

Ⅱ期で は ､ 最小径 7 .5 m
- 最大径 34 .

5 m で ､ やはり径 10 m
- 2 0 m の もの が全体の 6 割を

占め るが ､ 径 2 0 - 30 m の も の が 2 割以上に達し､ 規模の 上で も発展 した時期で ある｡ 倭

3 0 m 以上 の行田市埼玉 5 号墳､ 鹿本郡下原古墳､ 下益城郡塚原 M 6 ､ お よ び径 2 0 m - 3 0 m

の 1 4 例は ､ 大型古墳に近接 して営まれるも の ､ 大型古墳と小円填 の 中間に位置するもの

が目だち､ 大型古墳に直接つ ながる存在と して注目され る｡

Ⅲ期に至 っ て も ､ やはり主体は径 1 0 m
- 2 0 m の もの で あるが ､ 次い で 径 2 0 m - 3 0 m

の もの が全体の 2 5
0

/. 近く を占め る ように なるo さらに径3 0 m - 40 m で は窟都市大覚寺 2

号墳､ 佐波郡赤掘村漏12 号境､ 前橋市荒砥 70 卑墳､ 東松山市柏崎5 骨墳､ 箇韓市丸塚古

墳の 5 例があり ､ また京都市大覚寺1 号墳が径 50 m と際だ っ た規模 を有して い る o

大覚寺 1 号 ･ 2 号墳は ､
6 世紀以降にな っ て大型 の 前方後円墳が造られた ､ 醜内で も特

殊な在り方を示す嵯峨野古墳群の 有力古墳である｡ 周辺 に は約 100 基の 群衆墳が営まれて

お り ､ 大型円墳群の 被葬者に は ､ 前方後円墳を築造 した太秦の 首長 の 下に あ っ て磯野 の 各

地域の 集団を直接支配 した人 々 が推定されて い る
(10)

o 巨石 使用 の横穴式石 塞採周後の 事

例で あり ､ 墳丘規模が際立 っ て大きく ､ ブリ ッ ジ付き円墳の中で は特殊な例で あるが ､ 古

墳群 の 中で の ブリ ッ ジ付き円墳の位置づ けが可能な例 と して 注目 して おきた い
o

副葬品等 の 内容

ブリ ッ ジ付き円墳は ､ 各地域にお い て中規模以下 の古墳が 主体で あるため ､ 副葬品 の 内

容は概 して貧弱で あるo また既に墳丘 を削平され たも の が半数近く を占め る こ とか ら､ 内

部主体､ 副葬品共に不 明なも の が多い ｡

Ⅰ期 では
､ 刀 子 を出土 した古墳が 7 例で最も多く ､ 次い で剣､ 鉄鉱の 5 例 ､ 装身 具 ､ 鋤

先 の 2 例がある o また
､ 短甲 ､ 鉄斧 ､ 櫛､ 琴柱形石製晶を出土 した例が - 例ず つ 見 られ る

が ､ これ らを出土 した古墳の 大半は ､ 2 0 m ク ラ ス 以上 の もの で ､ 主要な構成員で ある径 1 5 m

ク ラ ス の もの は ､
土器類 の み が 出土する例が圧倒的に多い ｡ 尚､ 埴輪をも つ も の は ､ 赤堀

峯岸山 29 9 号墳､ 間の御堂 2 号墳の 2 例に留まるo

-

Ⅱ期 には ､ 埴輪をも つ 例が 2 3 例を数え､ 時期的な特徴を示 して い るo 内部主体か らの

遺物で は ､ 鉄鉱が最も多く 1 2 例 ､ 次い で刀 子 8 ､ 馬具 6
､ 装身具 6 ､ (直) 刀 5 ､ 農工具 3

の順に 出土 して い る｡ 埴輪をも つ 例の 増加 ､ 馬具をも つ 例がある こ とは ､
こ の 時期 の 地域

の構成員と して比 較的優位に立 っ て い たこ とを意味する と思われ る. しか し ､ 全般 に 副葬

品は少 なく ､ 甲南､ 帯金 具､ 飾大刀等､ こ の 時期の 進取 の 文化を象徴する遺物は 見られ な

い
｡

Ⅲ期で は ､ Ⅱ期に比 べ て 副葬品は豊か になり ､ 特に鉄器 の 出土例が増えて い る ｡ ( 直)

刀 を出土 した例 は 2 5 例 に達し､ 以下鉄錬24 ､ 刀 子 1 8 ､ 馬具 8
､

鋲飾りの 弓 5 ､ 農工具 3 ､

錆子 2 ､ 槍先 1 の 出土例 があるo いずれも
､ 後期古墳に通有の 遣物 で ､ 他に飾大刀 を出土

した例が 4 例見 られる
`1 1'

o し か し､ 4 例の 内 3 例は 7 世紀前葉以降の例で ､ ブリ ッ ジ付き

円墳の本来的な例か らは はずれる もの で あり
､ 他 の

一

例は 前に触れ た京都市大覚寺 1 号墳
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で
､
特殊な例と い える ｡

こ の ようにⅠ期か らⅢ期の 副葬品の 内容は､ そ の 時期の中小規模の 古墳に通有なもの で

あるが ､ Ⅱ期の 埴輪出土古墳の増加は 注 削こ催する｡

特定地域の 動向

地域別 の 事例数を見る と､ 九州北薗部と関束地方に集中する傾向がある ( 図 4 ) が
､

こ

れは地域による調査情況 の 相異に起因する可能性が大きく ､ 特に墳丘 の 削平された例が大

規模な面的調査に よ っ て 検出されて い る点を考慮 しなければならない o が､ 九州北西部､

関束地方いずれも特色の ある展開を示 して おり ､ 古墳群として まとま っ て い る点でもや は

り注目すべ き地域で ある o

(I) 九州北西部

九州北西部で は ､ 福岡 ､ 佐架 ､ 熊本県に多く の 報告例があるが､ 特に熊本県北園部は ､

塚原古墳群を筆頭に ､
5 世紀前薬か ら横穴式石 室採用以降まで ブリ ッ ジ付き円墳が存続 し

て お り ､ 現 時点で は九州 地二郎こおける展開 の 中心地域で あるo 塚原古墳群は ､ 古墳時代前

期末か ら後期に わた っ て 営まれた古墳群で ､ 前に触れた ように ､ 先行するブリ ッ ジをも つ

方墳群に 隣接 して低墳丘 の ブリ ッ ジ付き円墳群が群在 して おり ( 図 5) ､ い わゆる群集墳

とは別の 存在形態を示すこ とが指摘されて い る
(12 )

o

先行する方墳騨は ､ 畿内布留式期の ほぼ全期間に わた っ て営まれ ､ 初期須恵器の 出現 を

も っ て形成を終えて い る｡ 円墳群は ､
これら の 方墳群に と っ てか わ っ て継起的に営まれ ､

5

世紀後辛か ら 6 世紀初頭を盛期に 6 世紀中葉まで存統する｡ 墳丘 の 規模は､ 方墳､ 円墳と

も径 1 0 m
- 20 m の小規模なも の が主体で ､ 円墳 - の変換に よ っ ても大きな変化はない ｡

台地上に前方後円墳が出現する段階になると ､ 方墳群は既に消滅 し､ 古墳群は 前方後円墳､

大型円墳､ 中小円墳群 ､ 墳丘 ･ 周滞をもたない 石棺群に よ っ て構成されて い る ｡

古墳群の 主体を成す中小 の 円墳群は ､ 前方後円墳出現以前と同様にブリ ッ ジ を有 し､ 本

来 の 規模 ･ 輿造単位を維持 して い るo お そ らく ､ こ こ で は方墳群も円墳群も同様の 基盤を

も つ 被葬者層の 墳墓で あ っ たと考えられ るが ､ 円墳群は ､ 前方後円墳を頂点 とする斬らた

に再編成された体制に組み 込 まれて い る｡ こ の 点で ､ ブリ ッ ジ付き円墳は
､
新らたな体制

の 身分秩序 を表示 した墳形で あるとい えようo また ､ こ の 段階で 内部主体の 主軸とブリ ッ

ジ の 方向がす べ て
一 致す るように なり ､ 直交す るもの が 混在 した方墳群の 段階に比 べ

､
ょ

り定型化された配置関係を示 す ように なる｡

- 一

方､ 円墳群の遺物 の 出土状況には ､ ブリ ッ ジ 両側 の 周溝内に集中して遺物 が 出土する

傾向があり
､
方墳群で も最も新 しい 様相 の もの に 同様 の現象が見 られる ｡ こ の傾向は ､ 内

部主体の 主軸と ブリ ッ ジ の方 向が 一 致す る こ とと 無縁で は ない と思われ ､ 古墳の 正面観の

認識 ､ 或い は古墳正面にお ける儀礼行為を結び つ けて考える こ とが可能であろうo これ に

ょ っ て ､
ブリ ッ ジはより機能的な外部施設と して の性格をもち ､ 単なる通路とは異な っ た

意味をも つ ように なる と思われる o こ の 点は ､
ブリ ッ ジ付き円墳の 基本的な要素の

一

つ と

考えられ る｡

次に ､ 塚原古墳群お よび周辺 の 5 世紀中葉か ら 6 世紀中葉の ブリ ッ ジ付き円墳群の 展開
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が ､ 隣接する玉名君蹄 水町 の 清原古墳群の 形成とほ ぼ同時に進行 して い ると思われ る点に

着目 したい ｡ 清原古墳群は､ 群中最大の規模を有する全長 61 m の 江 田船山古墳を頂点に

おく古墳群である｡ 群の 形成は伝承地も含めて 4 世紀末か ら 5 世紀初頭に始まると考えら

れて い るが
(1 3'

､ 群形成の盛期は ､ 5 世紀中葉か ら 6 世紀前葉に求められ ､ 唯
- 内部主体の

明らかな江 田船山古墳は上 限を 5 世紀後半に位置づ けられるo こ の 滑原古墳群の 盛期は､

九州北西部における古墳時代後期の盛期で もあり ､
こ の 古墳群の 形成を契機に周辺 部も斬

らたな体制に組み込まれて い っ た状況が窺える｡ ブリ ッ ジ付き円墳群は､ 清原古墳群をさ

さえた下位集団の 墳墓の
-

類型 で あると考えられ ､ 滑原古墳群の 影響をか なり直接的に受

けて いたと思われ る｡

塚原古墳群では ､ 江田船山古墳の 内部主体で ある横 口 式石棺が ､ 新型式 の内部主体と し

て 5 世紀中葉以降の例 に採用 されて い る｡ また ､ 清原古墳群か ら 7 k m の 所 に位置す る岩

原古墳群にブリ ッ ジ付き円墳 2 基が存在して いる こ とも注目され るo 岩原古墳群は ､ 全長

1 0 2 m と い われる前方後円墳 ･ 双子塚 と円墳群か ら成り ､ 2 基の 円墳は ､ 径 20 - 3 1 m と比

較的大型で ､ 埴輪片 ､ 須恵器片の 特徴か ら江田船山古墳 より後出で あると考えられ る ｡ 主

墳の 双子塚 は未調査て ､ 時期､ 性格等不明で あるが
､ 清原古墳群との 関連が注目される重

要な古墳で あると思れ る
(1ヰ)

｡ 九州地方で は ､
5 世紀代に畿内型古墳がほ ぼ九州全域に及び

､

より直接的に畿内の影響を受けた古墳が各地で 出現する o そ の ような情勢の 下に ､ ブリ ッ

ジ付き円墳は
､

ブリ ッ ジ と いう 旧来 の 要素を椎持 し つ つ ､ より直接的に体制に組み込まれ

て い っ たもの と考えられ るo

6 世紀代 には ､ 分布 の 中心 は福岡県北西部か ら佐賀県束部に あり ､ 横穴式石 室を採用 し

た例が多い
｡ ブリ ッ ジが 石室開 口部の 前面に ある例 が新 しく ､ 石室背後や側面に配置され

る例が先行する｡ これは ､ 横穴式石室採用以前の 形態を継承 し ､ 変容 して い く現象 と して

捉 えられようo また､ 6 世紀前葉か ら中葉に は ､ 後円部の 西側面に 1 4 m
- 1 8 m の 狭 い ブ

リ ッ ジ をも つ 前方後円墳が 造られて い るo 上益城郡御船町 の 長塚 古墳と築紫市 の剣塚 2 号

墳がそ の例で ､
2 基とも 4 0 m ク ラ ス の 中規模の前方後 円墳で ､ ブ リ ッ ジ付き円墳の分布が

集中する地域に存在して い る点が注目される ｡ こ の 前方後円墳の 例は ､ ブリ ッ ジ付き円墳

と.同様の意味をも つ と考えられ ､ 九州の ブ リ ッ ジ付き 円墳の 棟 とん どが西側 - 北西側 に ブ

リ ッ ジを設けて い る こ とに ､ 特定地域内で の 方向性 が窺える｡

(2) 関東地方

関東地方は ､ ブリ ッ ジ付き円墳が最も多く検出されて い る地域で ､ 特に埼玉 県 ､ 群馬 県

で は
､ 特定 の 地域にまとま っ て見 られる傾向がある ｡ 最も礎 な分布 を示すの は埼玉県の 荒

川流域で ､ 特に東岸に集中 して い る ｡ こ の 地域と群馬県南東部の利根川沿岸を含めた地域

は ､
ブリ ッ ジ付き円墳の 展 開 の 中心となり得 る地域て あ る｡ こ れに 次い で分布が集中す る

の は ､ 多摩川流域で ､ 中流域か ら上流 の 浅川支流域に か けて分布 して い る｡

① 荒川中流 ･ 上流域

荒川中流か ら上流では ､ 五領式期の 壷を出土 した針ケ谷北通例を初源例と して
､

こ の 地

域特有の胴 張り の 横穴武 石 室採用以降まで報告例が あるが ､ その 大半は 5 世紀後半か ら 6

世紀後半代に構築されて おり ､ 5 世紀後半代に何らか の 契機が あ っ て急速に 広ま っ たと考

えられる ｡ こ の 点で注目される の は ､ 埼玉古墳群の 形成と群中に在るブリ ッ ジ付き円墳群
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の 性格で ある｡

埼玉古墳群は ､ 現在前方後円墳1 0 基 ､ 大型円墳1 基 ､ 中型円墳3 基､ 小門墳3 1 基が確

認されてお り ､
5 世紀後半か ら約 10 0 年間地域の 頂点と して 君臨 した北武蔵漫大の 古墳群

で ある ｡ 稲荷山古墳から出土 した有銘鉄剣は ､ さらに こ の 古墳群が こ の 地域の 中心的存在

で あ っ たこ とを補強したと い えよう｡ ブリ ッ ジ付き円墳群は ､ 稲荷山古墳と ニ 子山古墳の

間に 5 基確認 されており､ 墳丘径 25 - 3 0 m の 中規模の 円墳群で ある
`15 '

( 図 6 ) o 束圏 2

ヶ 所 にブリ ッ ジをも つ 2 号墳を除い て い ずれも南 - 西 にブリ ッ ジをも つ 方向性が ある o

周構内からは埴輪 ･ 須恵器 ･ 土師群が出土 してお り ､
ブリ ッ ジ付近の 周構内か らまとま っ

て 出土 して い る｡ その出土状況は ､ ブリ ッ ジを挟ん た両側 にあたかもブリ ッ ジ上か ら転落

したような状況で ある ｡ これらの 円墳群の須恵器 は､ 伝稲荷山古墳出土 の も の とほ ぼ同型

式 の もの で
､

土師器 ､ 埴輪にも稲荷山古墳の もの と併行する時期の 特色 が見られる
く1` '

｡

一

方､ 稲荷山古墳､ 二 子山古墳は､ ト レ ン チ調査 に よ っ て ニ蕊の 周構と周堤帯の 造り出

しが検出され ､ さらに こ の 周堤帯造り出 しは ､ 外 堤とブ リ ッ ジで按統 して い る ことが確徹

されて い る｡ こ の周堤帯造り出しは､ いずれも復円部西側 に付殴 されて お り ､ 形象埴輪群

の 出土が報告されて い る
(1 7)

o そ の 出土状態から ､ 造り出し部に 形象埴輪が配列されて い

た可能性が強く ､ 造り出しと外堤を結ぶ ブリ ッ ジは ､ 埴輪の 特殊 な使用状況か ら ､ 被葬者

の 埋葬時に係る古墳の 正 面観を示す施設 として意味をも つ もの と思われ る｡ さらに ､ 瓦塚

古墳の 外周溝に ブリ ッ ジが存在す る こ とが確認 されて い る
く1 8 )

o ブリ ッ ジはくびれ部造 り

出 しの 西側 に在り ､
ブリ ッ ジ の 南で人物 ･ 家 ･ 器材埴輪等の形象埴輪が周堤衝か ら流れ込

んた状態で 出土 したと い うD また ､ ブリ ッ ジ北側 か らは ､ 円筒 ･ 朝顔型埴輪の みが 出土 し

てお り ､ 稲荷山
･ ニ 子 山の 周堤帯造り出 しと同様 ､ 形象埴輪の 特殊な樹 立がブリ ッ ジ付 近

の 周堤帯で行われた こ とが推測される ｡

これ らの 前方後円墳の 外周溝と円墳群の ブリ ッ ジは ､ そ の 遺物の 出土状態か ら､ ある共

通の意味をも つ 行為の場と して機能 した可能性が強く ､ 前方後円墳群と円墳群の 直接的な

関わり を示すもの とい えよう
(1 9)

a

周辺地域で は
､ 埼玉古墳群の形成を機 に古墳群の造営が活発 に なるが ､ 県北を中心に し

て さかんに ブリ ッ ジ付き円墳が造られて い る ｡ 稲荷山古墳の 存続期に併行する もの に は ､

長押古墳群､ 南塚原古墳群､ 生出塚古墳群､ 行 田市 N o 4 1 遺跡の語例 が あり
}
, 6 世紀中葉

に は ､ 台 ･ 袋適跡 ､ 白幡本宿遺跡にも見られる｡ い すれ も墳丘径 1 0 - 2 0 m の小規模なも

の で あるが､ そ の 大半が埴輪をも つ 点が注意され る｡ 特に長押で は ､ 6 世紀前葉の 埴輪を

も つ 前方後円墳 (2 5 号墳) の 前方部前面にブリ ッ ジが認め られ ､ 2 5 号墳を中心に相前後

して埴輪をも つ ブリ ッ ジ付き円墳が造られて い る ｡ 2 5 号墳の 前方部周溝内か らは ､ 多量

の 埴輪が出土 して おり､ 埼玉 古墳群同様 ､ 埴輪をも つ ブ リ ッ ジ付 き円墳との 対応が注目 さ

れる ｡ また､ 埼玉 古墳群か ら 1k m 程の 所 に近接する行 田市 N o4 1 遺跡例は ､ 出土土器 の 時

期か らも､ 埼玉古墳群の影響を最も強く受けた例で あると思 われ るo

② 利根川中流 ･ 上流域

こ の 地域で は ､ 古墳時代前期か ら後期を通 して ブリ ッ ジ付き 円墳が造られて い るが ､ 特

に佐波郡周辺 に集中して 見られ る ｡ その 中で 5 世紀中葉 - 6 世紀中葉以降まで ブ リ ッ ジ付

き 円墳が継起的 に造られて い る佐波郡赤堀峯岸山 ･ 地蔵 山古墳群は ､ 確認された古墳総数

-
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の 6 割 ､
お よび 8 割近くが調査されて おり ､ 汲も総体的な検討が可能な例で あるb

毅牌LL+
･ 地磯山古墳群の 存続時期を四期に分けて各期におけるブリ ッ ジ付き円墳を取り

上げて みる o まず ､ 堪摩山では ､ 古墳群形成の初源期に 2 基の 前方後円墳と並ん て 2 基の

ブリ ッ ジ付き円墳が独立 した丘陵の 尾根上に範かれるo こ の 4 基は ､ 群の 主体となる丘 陵

中央部の 古墳群とは離れ ､ それらに先行 して解かれたも の で ､ 5 世紀前葉 - 中英に位置づ

けられ る
(ユ0)

o こ の 時期地蔵山には ､
/J ､ 円墳にブリ ッ ジをもつ もの が -

基見られ る o

次期は ､ 両古墳群とも古墳の数が増え始め､
5 世紀後半 - 6 世紀前半代の 期間がこ れに

当る D 毅岸LLl で は､ 墳丘 に驚石を貼り ､ 円筒埴輪､ 形象埴輪を配列 したブリ ッ ジ付き円墳 2 8 8

骨が範潰されるが ､ 杜ぼ同規模の 聾石
･ 埴輪をめ ぐらした前方後円墳と尾根上 の緩斜面に

進ん で 古地 して いる点が注目される o 地蔵山で は ､ 6 世紀前葉か ら古墳の数が急に増え始

め ､ 埴輪をも つ 比 較的規模の 大きい 円墳が 2 - 3 基ずつ 造 られ るようになり ､ 6 世紀複葉

ま で続く ｡ また ､
こ の 時期地蔵 山に も埴輪をも つ 前方後円墳が築かれて い るが ､ ブリ ッ ジ

き円墳とほ ぼ同規模で ある ｡

6 世紀後発になると ､ 盤勝山で は急に古墳の数が増える｡ ほぼ同時期に埴輪をも つ 円墳

が 5 基あり ､ そ の 内 l 基にブ リ ッ ジが 見られる｡ そ れらは ､ ほぼ同規模で副葬品に も大き

な差は見 られな い o

一

方､ 埴輪をもつ 全長 22 - 3 8 m の 帆立貝式前方後円墳が 3 基相次 い

で 範かれて お り
､

小円墳群も加わ っ て 輩岸山は群形成の 盛期を迎 える｡ こ の時期 の地蔵山

に は ､
ブ リ ッ ジ付き円墳が 2 基見られるが ､ 共に墳丘径 2 8 . O m ､ 2 4 .5 m と群の主墳級の 規

模を有 してお り ､
こ の うち､ 記戦渦 1 3 骨で は ､ ブリ ッ ジの 墳丘側 の 正面に ､ 形象埴輪の

配列 が検出されて い る ｡ こ の 時期 は ､ 両古墳群とも豊か な副葬品をも つ ように なり
､ 質､

鹿央に古墳群の 最盛期を形成 して い る o

6 世紀末以降にな ると､ 横穴式石 室の 定着とともに周溝の形態も変化 し､ 前庭部の 両側 2

ヶ 所が切れ るもの が多く なるo 記戟漏 5 号に金銅装大刀が 出土 して い る他は ､ 副葬品に

見る べ きも の はなく ､ 埴輪は 消失して い る ｡ 記載漏 5 号以後地蔵山 の 古墳群は急速に衰退

して終局に 向うo また ､ 峯岸山の 古墳群もほぼ期を
-

に して衰退 して い るo

以上 の動 向か ら ､ 両古墳群で は ､ 群形成の初源期か ら衰退期まで ､ 継続して ブリ ッ ジ付

き円墳が築造 され ､ 群形成の 盛衰に対応 した内容を持ち合わせて い たことが窺える ｡ 峯岸

山で は ､ 古墳群形成の 画期に存在す る前方後円墳ととも にブリ ッ ジ付き円墳が 造られて お

り ､ 古墳群の 中で先駆的な存在で ある点が注目され る｡

-

方 ､
地蔵山では ､

6 世紀後菓以

降､
ブリ ッ ジ付き円墳が 主墳級の 存在とな っ て い る点が注目される ｡ また

､
7 世紀前葉以

降の 変容 した例 は別に して
､
ブリ ッ ジ付き円墳は 2 基以上が併行 して造られる こ とはなく ､

古墳の数が急に増える群形成の盛期にも ー 基ずつ 造られて い る ようで あるo
こ れら の点か

ら ､ 赤堀峯岸 山 ･ 地蔵山古墳群の ブリ ッ ジ付き円墳の 被葬者像を問題にすれ ば古墳群が後

期古墳群と して形成を始める初錬期か ら小規模ながら古墳を造る こ とができ ､ 以後も継続

し て 造基活動に加わ っ た在地の 古参の有力被葬者像が想定される ｡

③ 多摩川流域

多摩川流域の 報告例 は ､ 中流域の 世 田谷区から ､ 調布 ､ 府中､ 日野､ 八 王子 の 浅川 流域

に及ぶ 地域に分布 して い る ｡ その ほとん どが墳丘 を失 っ たも の で
､

内部主体も検出され て

い ない が
､ 周構内出土 の 土器類か ら 5 世紀初頭 - 6 世紀後葉の年代が与えられ る ｡ 特に 5
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世紀末菓か ら6 世紀中葉の 例が多い ｡

こ の地域 には､ 後期の 大型古墳がなく ､ 中規模の 前方後円墳や大型円墳に留ま っ て い るo

そ の
一

つ で ある狛江市亀塚古墳は､ 全長40 m の 帆立貝式前方後円墳で ､ 埴輪をもち ､ 5 世

紀後半代に位置づ けられ るが
､ 後門部の 北側 に幅 4 ･5 m の ｢ 土橋状に掘り残 した+ ブリ ッ

ジが設けられて い る｡
これは

､ 周辺 の ブリ ッ ジ付き円墳 の展 開と無縁で はない と思われ ､

こ の ような中規模の 前方後円墳とブリ ッ ジ付き円墳群の 展開は ､ こ の 地域の 後期古墳を特

徴づけるもの と して注目される
く21 '

o

なお ､ 宮城県加美郡色麻古墳群にまとま っ た調査例がある o 現在の とこ ろ漁も北に位健

する例であり､ 方向性をも っ て群集するため､ 付け加 えて おきた い ｡ 色麻古墳群は､ 横穴

式石室
､

竪穴式小石 室 (胴 張りプラ ン で裏込めがあり横穴式石室に極めて類似 した構造で

ある) ､ 箱式石棺 ､ を内部主体とする後期 - 終末期の 群集填で ､ そ の範造日寺期の 主体は ､ 7

世紀中葉以降に あるo 確認された 8 8 基 のうち 2 8 基 が全掘され ､ そ の うち 22 姦にブリ ッ

ジが認められ るo 石室開 口 部の 方向に ブリ ッ ジをも つ もの が大半を占め 18 姦 を数えるが ､

石 室の背面 ､ ある い は背面 ･ 開口部の 2 ケ所 にブリ ッ ジをも つ も の もあり ､ 横穴式石室採

用後 の変容過程を見 る こ とが で きる ｡ また
､

ブリ ッ ジ付き円墳の 終末期の在り方を示す例

でもある｡

ブリ ッ ジ の機能と性格

ブリ ッ ジ付き円墳の ブリ ッ ジは
､ 周滞の

一

部を掘り残 しただ け の極め で簡単な施設 で あ

り ､ それ自体が独立 して発 達する こ とも な い ため ､ 単なる ｢ 通路+ ､
｢ 渡り+ と して機能

したこ とも考えられ るD しか し
､ 内部主体とブリ ッ ジ の 方向性に意図的な配置が瓢 め られ

る例が多い こ とか ら､ 作業用 ､ 埋葬用 の通路と して の 機能だ けで は なく ､ 葬送儀礼 ､ 埋葬

後の 内部主体 - 至 る通路と して機能 した こ とが推測され る ｡ また ､ 内部主体の 正 面を意図

した配置には ､ 円墳の 正面観を示す施設と して の 性格が窺えるo

さらに
､

こ の ブリ ッ ジに 意味を与 えて い る の は ､ 遣物 の 出土状況で あるo ブリ ッ ジ両側

の 周清か ら土器が集中 して 出土 した例､ または据え置か れた状態で 出土 して い る例は 2 3

例 あり ､
これに ブリ ッ ジ付近 の特定区域か ら土器類が出土 した例 を加 えると 2 5 例に達す

る ｡ また､
ブリ ッ ジ上 ､ ある い は付近か ら埴輪を出土 し

､
ブリ ッ ジを意識 した埴輪の樹 立

が行なわれたと推測される例が 5 例認 められる ｡ 出土状況 の 不明確 な例も少なく な い こ と

を考慮すれば
､

その 数は か なり増える こ とが予測され ､
こ の ブリ ッ ジ付近で の 遺物 の 出土

状況は ､
ブリ ッ ジ を特殊な場と した葬送儀礼に係わる行為が行われた こ とを示す現象と し

て捉 えられ よう ｡

土器類の 出土例に つ い て は ､ 先に挙げた塚原古墳群に 1 0 例 ､ 埼玉 古墳群に 2 例ある他 ､

飽託郡羽山壕古墳､ 三次市大久保 5 号墳､ 米子市青木遺跡 B S X 2 2
､

五条市弘ノ 山 6 号墳､

野中市白糸台V 1 0
-

S Z 3
､ 調布市飛 田給 3 号墳､ 市原 市諏訪台 7 号墳､ 浦和市白幡本宿 2

号墳､ 鴻巣市生出塚 1 号墳､ 同箕田 3 号墳､ 土浦市根本古墳､ 須賀川 市早稲田 1 4 号墳が

あり ､ 分布域全般に 見られ る (表 1 参照) ｡ こ の うち ､ 早稲 田 1 4 号填で は ､
ブリ ッ ジ の 両
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側か ら平底 の杯 5 0 個体以上が蒐ねられ た状態で出土 し ､ 鞭訪台 7 骨墳では ､ ブリ ッ ジ上

に据え密かれた状簡で須恵鱒が出土するなど､ 墓前で の 供献行為を示唆する出土状況も見

られるo また ､ 弘ノ山 6 骨墳で は ､ ブリ ッ ジの 片側周構内に底部穿孔 の須恵器窺2 個体が ､

反対側に は方形の 焼土坑が検出され､ 両者はブリ ッ ジを挟んで内部主体の前面に位置して

い る こ とか ら､ 内部主体との 関連で藩図的に健かれ乾こ とが推測され るo

ブリ ッ ジ付近 の埴輪の 出土状況に つ い て は ､ 先に触れた埼玉 5 骨墳､ 赤堀村記載漏 13

骨墳の 他に
､ 束茨城市杉崎=3 ロ ニ - 8 8 骨墳 ､ 土浦市根本古墳､ 厚木市登山古墳が挙げら

れるo 登山古墳で は ブリ ッ ジ上に 円筒埴輪が横倒 し の 状態で検出され ､ 根本古墳では ブリ

ッ ジ付近に 宛形の 円筒埴輪 2 個体､ 朝顔型埴輪
-

個体が形象埴稔片 ､ 土糖類と共にまとま

-

3 て 出土 して い る凸 杉崎 コ ロ ニ - 8 8 骨墳は ､ 比較的良好な埴輪列 を残 してお り､ 墳丘裾

をめ ぐる形象 ､ 円筒埴輪列が検出されて い る が
､ 形象埴輪は､ ブリ ッ ジ の 向 っ て右例に 2

列に配列されて い る¢ 武 人 ､ 鹿央､ 襖掛けを した女子等の 人物 の 他､ 鶏形埴輪も列 に加わ

っ て い るo 内部主体は墳丘中央の 木棺で ある が､ 形象埴輪列は 内部主体の 正 面に位置す る

と見られ るブリ ッ ジか ら伸びて ､ 墳丘裾に めぐる円筒埴輪列に合流して い る o 8 8 骨墳は､

3 0 m ク ラ ス の 前方後円墳 4 基､ 径 12 - 2 0 m の 円墳 1 0 基か らなる文辞の 1 基で ､
こ の群

で は､ 帆立貝式前方後円墳と 88 骨墳に埴輪が検出されて い るQ 前方後円墳の 形象埴輪は ､

前方部の 前面に 2 列に配列 されて おり ､ 88 号墳の配列 との 相異が注目される o

赤堀村紀戦渦 13 骨磯で は ､ ブリ ッ ジから横穴式 石室開 口 部にか けて形象埴輪が配列さ

れて い る B 開口部に 掛 ､位置から女子 ､ 男子 ､ 女子 ､ 不明､ 男子 の順で放び ､ その後に 馬

形埴輪 2 頭と馬飼 らし い人物埴輪が出土 して い るo さらに こ の 形象埴輪列に沿 っ て ブ リ̀ ツ

ジ側 にもう
-

列円筒埴輪が 放ぶ ようで あるo や はり ､ ブリ ッ ジを意識 した配列で あり､ 内

部主体 - 向けて並ん で い るもの と考えられ るo
こ の 石室 開 口部 - 向う形象埴輪列は ､ 横穴

式石 室を内部主体とする上野 の 円墳の 埴輪列に共通 して 見られ る｡

(2ユ'

以上 の ように ､ 形象埴輪列が ､ ブリ ッ ジか ら墳丘 にか けて配列されて い る こ とは ､ ブリ

ッ ジが外界との 境を画する特別の 場で あ っ た ことを物語り ､ ブリ ッ ジ上から円筒埴輪を出

土 した登山古墳例やブリ ッ ジ両側 の周構内から埴輪を出土 した諸例にも 同様 の 意味づ けを

する こ とがで きようo また ､ こ の 形象埴輪列がブリ ッ ジか ら墳丘裾 -
､ ある い はブリ ッ ジ

正面か ら内部主体 - 向 っ て配列される方向性をも つ の に対 し
､ 前方後円墳の 前方部､ 造り

出 し の埴輪列 は ､

-

定区画 内で完結した酉己列をも つ 点が 大きく異なる と思われる o こ のう

ち ､ 形態的にブリ ッ ジに 掛 ､ 造り 出し の 埴輪列 は
､

造 り 出し付き円墳の埴輪列と もか らん

で ､ ブリ ッ ジの 埴輪列と対照する必要が ある｡

造 り出 しは ､ 前方後円墳の 発展 した段 階で付設された施設で
､ 前方部とは異なる 二次的

な祭滞空間として の性格が 考えられるo それらは ､ 造り 出 しに円筒埴輪等に よ る方形の 区

画 をもち ､ 中に形象埴輪や土器群を配 して い る o 兵庫県加古川市行者塚古墳は ､ 造り 出し

埴輪列が判明 して い るもの で は最も古くさか の ぼる例で ある ｡ 行者塚古墳は､ 後門部とく

びれ部に 2 カ所づ つ
､

4 カ所 の造り出 しをもち ､ そ のす べ て に方形 の埴輪列が あるo 囲形

埴輪の 中に家形埴輪が 置かれ ､ 神
･ を模 したよう な各種 の 土製晶が出土 し

､ 実際の儀礼を

写 したか の ような祭死 の 跡が窺える｡ 東京都世田谷 区野毛大塚古墳でも造り 出 しの 埴輪列

に 固形に類す る柵形埴輪が 出土 して い る ｡
これ らは奈良県河合町 乙女山古墳､

広島県賀茂

郡三 ツ 城古墳の例 を加 えて ､ 5 世紀前半代に位置づ けられる例で あるo
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造り出しに埴輪列が検出されて い るもの には､ 和歌 山市岩橋干塚花山 6 骨磯 ､ 間大山 2 2

号墳､ 和歌山市井辺八幡山古墳があり､ 6 世紀前半代まで の 例を見る ことが できるo また､

三 ツ城古墳､ 井辺 八幡山古墳で は､ 造り出 しで須恵群 がまとま っ て 出土 して おり ､ 土器類

の 出土が伝 えられる例も少なく な い ｡

-

方､
王 陵級の 古墳で は奔良鼎熊山古墳 ･ 大阪府仁

徳陵古墳東側造り出し
･ 堺大塚山古墳造り出 しにも埴輪列 が存在する こ とが伝えられて い

る
(刀)

o また､ 茨城県大生原第 1 号墳の ように造り出し に磯床をも ち ､ 土師解 ､ 須恵糖の

他､ 火を受けた痕跡が見 られ ､ 粘土塊､ 木炭､ 金具 の 残片等 ､ より具体的な造り出 し使用

の 跡を残す例もある｡ さらに ､ 特殊な例で はあるが ､ 京都府宮ノ 平 2 骨墳が方形の 墳丘 に

迫 り出しを付設 して おり ､ 造り出 しに方形に めぐる埴輪列 をも っ て いる o 5 性紀後半代の

築造と考えられ ､ 前方後円墳の造り出 しが最も発達した 時期の所産 で ､ 迫り出 し付き円墳

に対する造り出し付き方墳と して捉える こ とが可能で あるo

これらの 造り出 しに 見られ た埴輪､ 土器類の出土状況 は ､ 造り出 しが墳丘 か ら突出した

- 種 の独立 した察紀空間として の性格をも つ こ とを窺わせ るも の で ､ ブリ ッ ジに おける 出

土状況に比 べ て より完結した内容をも っ て い る｡

最後に
､

前方復円 (方) 墳に付設されて いるブリ ッ ジに触れて おきた い o 既 に いく つ か

の例 を挙げて い る が､ 幅が狭く ､ その機能は円墳の ブリ ッ ジに近 い と思われ る点で駐日さ

れ ､ 古墳時代前期から後期に至 るほ ぼ全期間にわた っ て 例 を見る こ とができ る o

4 世紀代には ､ 前掲の 渋谷 向山古墳の ほか に高崎市元 島名将軍塚古墳､ 寧都宮市茂原愛

宕塚古墳､ 福井市安保 山 4 号墳､ 前橋市前橋天紳山古墳 ､ 神戸市五色塚古墳 ､ 姦良市佐紀

町瓢箪山古墳､ 横浜市稲荷前 1 号墳が挙げられ る ｡ 茂原愛宕塚 ､ 安保 山 3 骨墳 ､ 瓢箪山古

墳､
五色塚古墳は ､ 前方部前面に外堤に つ なが るブリ ッ ジ( 叫

が あり ､ 稲荷前 1 骨墳に は ､

前方部前面にブリ ッ ジの 存在を示す突出部が見られ る｡ また､ 前橋天神山古墳で は ､ 前方

部北西隅角に葺石を葺い た低い ブリ ッ ジが設 けられて い る｡ 尚､ 茂原愛宕塚に は ､ 前方部

前面 の他にくびれ部西側 と後方部西側 にも墳丘 か ら伸び る突出部が確認 されて お り ､ ブリ

ッ ジが存在する可 能性が高い (2 5)
o こ の ような突出部が ､ 墳丘 ､ 外堤双方か ら対に な っ て

検出された の が 元島創専軍塚の 例で ､ 後方部東側 に 2 対 の突出部が 伸び て い る｡ こ れ は ､

本来外堤と墳丘 をつ なぐブリ ッ ジで あ っ た可能性 の強 い も の で ､ そ の 中央を何らか の理 由

で撤去 したも の と思われる ｡ 墳丘側 の突出部間に は
､ 供献土器群が集中して 出土 して おり ､

突出部が墳丘内の特別 の場 - 至 る道と して機能 した こ とを示唆 して い る｡ 報告者の 田 口氏

は ､ 後方部東側 の突出部の 存在と周溝の 直の 壊り込み ､ 周溝幅が最も狭く なる点 か ら､ こ

の部分が墳頂部以外の ｢ 特別 に意識された場+ で あ っ た こ とを指摘 して い る ( 田 口 1 9 8 1) 0

数少な い 5 世紀代の 例と して は ､ 後円部の 側面 にブ リ ッ ジをも つ 狛江市亀塚古墳が挙げ

られ る. 前期の段階で は主丘部の 正 面 ､ 前面 コ ー

ナ ー

に ブリ ッ ジが見られ るが ､ 後期に入

るもの に は ､ 前面 にブリ ッ ジ をも つ もの は例外的で ある ｡ 埼玉古墳群の 周堤帯ブ リ ッ ジも

復円部側面に設けられて おり ､ 造り 出し付設 の 問題 ともか らんで ､ 前方部の形骸化 に対応

した古墳の 正面観に対す る意識の 変化が推察され る｡

6 世紀代 には ､ 上益城郡長塚古墳､ 筑紫野市剣塚 1 号墳が ある ｡ こ の 2 基は いずれも復

円部の 西側に ブリ ッ ジ を設けており ､ 周辺部に展開す るブ リ ッ ジ付き円墳群の 多くもやは

り西側 にブリ ッ ジをも つ こ とか ら ､ 両者の 関連が 注目され る｡ また ､ 春 日市日拝塚古墳の

復 円都側面にもブリ ッ ジ が検出されて い るo

-
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7 世紀代の 例 には ､ 勝田市虎塚古墳が挙げられるo 虎塚で は ､ 周情調査によ っ て 前方部

の 北西隅と前方都南側 に ブリ ッ ジが検出されて い るが､ 横穴式石 室を内部主体とする例の

中で も既に変容 した段階の もの と思われる｡

こ れら の 折方後門 (方) 墳の ブリ ッ ジは､ 埼玉古墳群の周堤帯迫り出 しの ブリ ッ ジも含

めて
､

外堤 と古墳内部を つ なぐ ｢解帝巳の道+ と して残存 したも の と推測される ｡ これら の

大型古墳に 見られるブリ ッ ジの 影響下に ､ 中小の 円墳にブリ ッ ジが付設された時､
それは､

より輿約化され た機能をも つ 施放と して様々 な意味をも つ ようになると思われる ｡

8 被静粛の 性格

以上 の ように ､ 古墳時代を通 じて各地に営まれたブリ ッ ジ付き円墳は ,

-

部の 特殊な例

を除い て終始中小規模の もの が主体となり ､

- 定の 地位を保 っ て 存統して い る こ とを明 ら

か に した｡
こう した中小 規模の 古墳の被弊肴層は ､ 古墳時代を通 して基本的に は変らな い

と思われ ､ お そらく弥生時代後期以降の 低墳丘 の 墳墓に葬られた人 々 と同質の 基盤 をも っ

て存続 した被葬宥群で あ っ たと考えられる o ブリ ッ ジを設 け､ そこ で行われた葬送儀礼は ､

弥生時代以来の 低墳丘姦 か ら､ 形 を変え､ 質を変えて存続 して い っ たもの と思 われ る o

墳形の 系謄の問感の ひ と つ と して ､ 円丘 から突出部が伸びる庄内期 の瀬戸内沿岸の 墳墓

を挙 げたが ､ こ れらは ､ 突出部がブリ ッ ジとあまり変らな い幅で伸び て い る点でブリ ッ ジ

付き 円墳に輝似するQ 特定の 時期､ 地域に限られたも の で はあるが ､ 弥生時代後期後 半か

ら出現する辺 の 中央に ブリ ッ ジ をも つ 小規模な方墳と 同様 ､ そ の まま飛躍せずに終わる
■

古

墳の
-

類型で ある と考えられ ､ 円丘 の 両方に突出部をも つ 楯築､ 石滑尾山猫塚 の ような盟

主級 の 古墳に発展 したも の とは対照的に古墳出現期か ら前期まで
一

貫した被葬者層が追え

るもの で あろう ｡ 辺 の 中央にブリ ッ ジをも つ 方墳が ､
5 世紀前半代まで存続 した例が塚原

遺跡の 方墳群で あり ､ そ れらはさらにブ リ ッ ジ付き円墳に姿を変えて 存続する｡ 各地の ブ

リ ッ ジ付き円墳も ､ それ ぞれに 前代か らの 基盤 をも っ て存在 したもの と思われ る ｡ しか し
､

社会構造 の 変化はそ の 都度彼 らにも及ん で
､ 彼らもまた新らたな体制 に組み込 まれて い るo

それ は ､
ブリ ッ ジ付き円墳の 画期が ､ 5 世紀後半代という古墳時代社会 の大きな画期 に対

応 して い る点に窺えよう｡

関東､
九州 の 両地域で ワカ タケ ル大王 (雄略) に任えて い たと推定される盟主墳の周辺

にブリ ッ ジ付き円墳が集中して存在する こ とに 注目 した い
｡

こ の 時期 ､
畿内 の 陪家群､ 地

方 の 有力豪族層 の 墳墓 は
､ 中央と の強 い結び つ き に よ っ て 前方後円墳か ら帆立貝式前方後

円墳に姿を変える o それ らは ､ ほぼ定型化 した規模､ 遣物相をも つ
o

こ の 時期 の 短甲をも

っ 中小 の 円墳､ 造り出 し付き円墳も同様 の系列下に捉 えられ る古墳で あり ､ 中央に よ っ て

直接再編成された有力被葬者層の墳墓であると考えられ るo
こ の ような情勢の中で

､ 関東

と九州 の 両地域に大規模な前方後円墳を築い た被葬者群は ､ 中央と特殊な関係 を結ん で い

た例外的な存在で あ っ たと考えられ ､
こ の 主墳の 周辺 に展開 したブリ ッ ジ付き円墳は ､ こ

れ ら の 地域の 首長 を介 して 間接的に 再編成されたも の と思われ る｡ 帆立貝式前方後円墳､

造 り 出 し付き円墳 ､
お よび短甲出土 の 円墳が中央の 直接的な影響を強く受けた様相をも つ

の に対 し､
ブリ ッ ジ付き 円墳は

､
旧来の 規模を保ち

､ 副葬品の 遺物相にも進取 の 文化 を象
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徴する ような飛躍がほとん ど見られない o

こ の ように､ 中央に直結 した被葬者層でもなく ､ また新ら しく台頭 した被葬宥層で もな

い 旧来の族長層が再編成されたも の と して理解され る点にブリ ッ ジ付き円墳の被葬者の 特

質が見 い出せ る o 彼らは ､ 中央に直結 した首長との 身分的な結び つ き によ っ て
-

定の 地位

を保 っ て い たと考えられ ､
同 - 群内で ほぼ同規模の 帆立貝式前方後円墳､ 造り出 し付き円

墳の 被葬者とも区別 され る中間被葬者層とも呼ぶ べ き地域の 有力構成員で あ っ たと考え

る｡ 地方 の 首長と の特殊な結び つ きを示す資料が得られ る こ とを期待 したい o

塚原をは じめとする熊本県北西部の 例は ､ 清原古墳群と い う盟主墳系 の 古墳群の周辺 に

密接な関連をも っ て展開した古墳で あり ､ 埼玉 古墳群で は大型前方後円墳の ブリ ッ ジと共

通 の要素をも つ 施設を有する古墳として ､ ブリ ッ ジ付き円墳が存在 して い るo 九州に より

在地色が強く ､ それぞれ の 背景も異なるが ､
いずれ にせ よ こ の 墳形は

､ 中央 - 僚王権の 管

轄下に ､ 地域の 首長が直属する被葬者に与 える こ との できた墳形で あ っ たと い えようo ブ

リ ッ ジ付き円墳が畿内に少なく ､ 関束 ･ 九州を中心と した特定周 辺地域に多い こ とも こ の

想 定を裏づ けて い る ように思われ る｡

こう して再編成されたブリ ッ ジ付き円墳は ､ 地域の 中で 先駆 けて 埴輪をも つ 例が多く ､ 6

世紀前半代には帆立貝式前方後円墳､ 造り出 し付き 円墳と比肩す るような重要な構成風と

して存在するようになる o 杉崎 コ ロ ニ ー 古墳群､ 長押古墳群､ 赤堀輩樺山古墳群では ､ 埴

輪の樹立と いう視点からも､ ( 帆立貝式) 前方後円墳 一 ブリ ッ ジ付き円墳 - ブリ ッ ジをも

たない 円墳とい う構成の 原則 を見 い 出す こ とがで きた｡

- 方､ 埴輪､ 土器 の ブリ ッ ジ付近で の集中的な出土は ､
ブリ ッ ジが特別 の 行為の場で あ

っ たこ とを示す現象で あり､ ブリ ッ ジが古墳の 正面観を示すと い う機能 をも つ こ とを物語

る ｡ これに は､ 土器 の みを置い た段階と埴輪を用 いた段階が あり ､ それ ぞれ意義をも つ と

考 えられるが ､ 前者で は前期古墳の 墳頂部の 土器群とブ リ ッ ジ の 土韓群の 券種 の 相異､ 或

い は横穴式石 室の 石室内､ 墓前の 土器群と の券種 の 対比が問題 となろう｡ こ の分析 ､ 検討

は ､ ブ リ ッ ジ の 意味､ 機能を より明確にすると思 われ る ｡ また ､ 埴輪に つ い て も ､ 墳頂部

･ 墳丘裾の 埴輪列 との 比較検討 を行なう必要が あるが ､ 敢えて 現時点で の 資料か ら推察す

れば ､
ブリ ッ ジは第

一

に外部か ら埋葬部分 - 至 る通 路で あり ､ また葬送 に伴う特別な行為

の 場であり ､ さらに外に向か っ て見せ る部分でも あ っ て ､ 葬送儀礼 の場 として機能 の集約

された施設であ っ たと い えよう｡

5 世紀後半代か ら約 1 0 0 年間埴輪をもち い
､ そ の 後半 には 帆立貝式前方後円墳､ 造り出

し付き円墳に並ぶような存在とな っ たブリ ッ ジ付き 円墳も ､ 横穴式 石室を採用す る よう に

なると ､ ブリ ッ ジ をもたない 円墳と同質化するように なる｡ こ れは
､ 横穴式石 室中心の 傾

向性がブリ ッ ジの 形骸化 - 結び つ くと思われ ､ 埴輪を樹立 しなく な っ た段階で ブリ ッ ジ は

さらに形骸化する ｡ やがて 終末期の 群集墳の 時代 になる と
､

ブリ ッ ジ付き円墳は
､

均質化

した群集墳の 中に埋れて い く ようで ある｡

古墳時代にお ける低 い 墳丘をも つ /J ､ 規模な墓を低墳丘 の 古墳､ 或い は ｢低墳丘墓+ と呼

ん で前方復円 (方) 墳や大型円 ( 方) 墳と区別する見方 がある｡ また､ 弥生 ･ 古墳時代を

通 じた小規模な墳丘 をも つ 墳墓の
-

賞した歴史的展 開過 程を追求する必 要性が 説 えられて

久 し い ｡ 本論で は､ ブリ ッ ジ付き円墳とい う古墳時代 を通 じて 発展 し得な いまま終始 した

墳形 に着目 して ､ 小規模古墳の
-

類型を示 し ､ そ れらに 発現 した古墳時代社会の 動向を読
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み取ろうと したも の で ある ｡

註

( 1 ) 従来 の 報告審嘩で の ブリ ッ ジ付き円墳の 捉え方を見ると ､ 上部構造の明らかでない もの

は ､ 古墳時代 の遺構 で あ っ て もそ の 形状か ら円形周溝基と呼称された例が多い ｡ そ の中で ､

埼玉 県針ケ谷北通達跡 の報告 (今橋 1 9 7 5) では ｢ 陸橋部を有する古墳の ようにも見える+

と して古墳時代前期か ら後期 にわた る報告例を紹介して い るが､ 鬼高式土器群を出土した例

の 解釈に ､ 古墳時代後期 の 方形周構基 ( 低墳丘 の 方墳) の影響を挙げて ､ 円形周構基と い う

名称を与えて い る o 後述するように ､ 古墳時代の 低墳丘 の 方墳 ･ 円墳は ､ 弥生時代の方形 ･

円形周滞基とは異なる体制下 に存在 したもの であり ､ 弥生時代 の周滞を有する墳基に用い る

周構基と い う痛称を与える の は ､ 社会的な背敷を反映 しない 不適重な用語 であると考えて い

る ｡ また ､ こ の 報告番の段階では
､ 周構 の全周するもの もブリ ッ ジをも つ もの も

ー

括 して 円

形周牌基と しており ､ 特にブ リ ッ ジ付き の もの を頬別 して い な い o

00･ 一 方 ､
ブリ ッ ジに番目した報告 ､ 翰考等に は ､ ブ リ ッ ジ部分を ｢渡り+ ､

｢ 渡り状に輯り残

した土橋+ 噂と記 して ､ ①特にブリ ッ ジを取り上 げて硯明 した報告､ ②周辺 の 轍例を挙げた

もの
､ ③ブリ ッ ジ付き円墳の性格に つ い て翰及 したもの

､ が見られるo ②には ､ 埼玉県西台

遺跡 ( 文献 24) ､ 同白幡本宿遮跡 (剣持 1 9 8 0) の報告が あるが ､
い ずれも周辺 の 限られ た地

域の類例 を挙げるに留ま っ て い るB ③には ､ 白幡本宿遺跡 の報告､ 岡山県塚の峰古墳群 ( 関

川 1 9 80) ､ 茨城県杉崎 コ ロ ニ ー 古墳群 (大川編 1 9 80) の報告があるo

白幡本宿漉跡の 報告 で は ､ ブリ ッ ジの 方向が
一 致 して い る点 ､ 同時期に複数の ブリ ッ ジ付

き円墳が築造されて い な い 点から､
｢ ブリ ッ ジ の伝統的規鞄性+ を想定し､ さらに立地 が ｢独

立域的性格+ を示す こ とか ら ｢ 強力な血縁共同体家父長層 の 『家族基』 と して 捉えられると

推察 して い る ｡ 限 定された資料による推測 で は ある が ､ ブリ ッ ジに明確な意味を見 い 出した

数少な い 報告 で ある｡

また ､ 塚の峰古墳群 の報告では ､ ブ リ ッ ジそ の も の の 性格に言及 して い る｡
｢橋梁+ の 機

能 と して 墳丘築造の 際 の 盛土 の 運搬 ､ 埋葬時の棺の 運搬お よび葬送者 の 通 路､ 埋葬後 の ｢墓

参り+ 的な 二次的祭 耐亨為の た め の 通路 の 3 点を挙げ､ 塚 の 峰例に つ い て 臥 ｢ 埋葬主体に

通 じる基道 の - 那+ で あり ､ さらに古墳外表面や周溝 - の 土器等 の供献が埋葬直後だ けで な

く
一 定期間､

一 定期日が過ぎた後も行われた際の 通路と して 利用された こ とを推測 して い るo

また ､

一 般には ､ 木､ 板を使用した橋梁が用 い られ た と推定し､ 塚の峰の橋梁は ｢ 当時通路

の 必要性が意識され て い た と い う前提 で ､ 労働力の 省略と相ま っ て 削り残された+ とされて

い るが
､
塚の 峰 3 号墳 の ブリ ッ ジは ､ 主体部 の 主軸と同 じ方向に造られ て おり

､ 墳丘構築 の

過程で
､
計画的に配置された と思われ るもの で

､ 塚の峰 3 号の ような小規模な周溝の 場合は

全壊する方が より簡便 で あると考える｡

杉崎 コ ロ ニ
ー 古墳群 で は ､ 前方後円墳 2 基とブリ ッ ジ付き円墳に埴輪列があり

､
ブリ ッ ジ

右恨忙 埴輪列を配 して い るが ､ 報告者はブリ ッ ジに つ い て ｢ 陸橋部が前方部に代わる性格を

有 して い た ように思 われ るo
｢ - ･ 陸橋部と い う表現は適切 で はなく ､ む しろ『擬造出部』 と

でも称 した方が+ 適切 で あると の 見解を述 べ て い が ､ 具体的な検討は示され て い な い ｡

他にブリ ッ ジ付き円墳を扱 っ た論考には
､
塩野博氏 の ｢ 古墳の外部施設 一 特に小規模古墳

の 周据
-

+ (塩野 1 96 7) がある .｡ 塩野 氏は こ の 中で ､ 小規模古墳 (円墳を対象と して い る)

の 周堀 の 形態と して ､
A 形 - 墳丘 を

一

周するも の
､

B 形 - 墳丘 を 二 周す るも の
､

C 形 - 古墳

-
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の 羨道前面 をあけた所謂馬 蹄形を呈するもの
､

を拳げ て い るが ､
こ の 内 ､

｢ 金環 の ように接

しようと して い る+ C 形の
一 形態と したもの が ､

こ こ で い うブリ ッ ジ付き円墳で あるo こ れ

に つ い て ｢ こ の C 形の成立 は ､ 墓前祭的な - 定の 葬送儀礼が行 なわれた こ と を1も っ て始ま

っ たもの であろうし
､

またそれが行なわれたと思われる例も発見され て い る+ と して 鴻熟市

箕田 3 号填で ､
｢ 周溝の開 い た所+ に須恵貴大襲が出土して い る こ と を挙げて い るo ブリ ッ

ジ付き円墳が小規模な古墳に見られる こ と､ ブリ ッ ジ部分 に意図的に適物を置 い た こ と を窺

ゎせる例がある こ とに注目 し､ そ の 機能を推測 して い る点で ､ ブリ ッ ジ付き円墳 の性格に示

唆を与えた論考 で ある o

( 2 ) ブリ ッ ジ の幅は､ 特殊な 一 部の例を除 い て ､ 規模の大小 にか かわらず 0 ･4 m か ら 9 ･l m の

間にあり ､ 概略の 平均は 1
･
O m か ら 1 ･5 m である｡ 方形周溝基の ブリ ッ ジと同じように ､ 機能

的に最小限度の 幅であ っ て ､ それ以上 の発展 はなく､ 通路と して の幅に終わ っ て い る｡

( 3 ) 造り出し付き円墳と帆立貝式前方後円墳の形態的検討に つ い ては ､ 遊佐和敏氏の 輪考が

新 しい が ､ ブリ ッ ジ付き円墳は､ 円墳の周輯の
一

部が錬り残 されただけの 衆件を備 える
■

もの

と して ､ 明確に 区別で きると思われる ｡ (遊佐和敏 ｢ 所富国『帆立 貝式古墳』 の 形態的分離に

っ い て+ 『古代』第 68 号 早稲 田大学考古学会 1 9 8 0 ､ 同 ｢所謂『帆立 貝式古墳』地境表(4 0 -5 8

貢) + 1 9 8 2 ､ 同 ｢造り出し付き円墳に つ い て+ 『史学』第52 櫛 2 号 (4 0 -5 8 頁) 1 9 8 2 年)

( 4 ) 清水市坂 田遺跡例出土 の 土器は
､
大半が弥生時代後期 の もの で ある｡ また ､ 弥生時代後

期にさか の ばるも の で愛知県門前遺跡例等 ､ 墳丘 の 形態が隅丸方形に近く ､ かなり丸味を帯

び たも のがあり ､ 長野
･ 群馬県下にも類例があるが ､ プリ ッ ジをも つ 方形周構基 ､ 或は方墳

の
-

範噴に考え ､
ブ廼リ ッ ジ付き円墳と して こ こ で は扱 わな い こ とにする｡ 弥生時代後期に

は円丘系の墳墓が既に在り ､ プ ッ リジ付き のもの が存在す る確率は高 い ｡ 来園 で かなり静め

られるとすれ ば
､ 特殊 な系譜を考えなければならな い ｡ (佐藤廼倍他 『帰牛原』 喬木村数育

委員会 1 9 7 1 ､ 飯塚誠編 『西大童遺跡群』 Ⅱ 前橋市教育委員会 1 9 8 1)

( 5 ) B の中には
､ 本来 A のもの が

､ 後世 の削平によ っ て上端が不明瞭 になり ､ 変化 したもの

が 含まれて い る可能性が あり ､ そ の 区別の 困難なもの が ある o

( 6 ) 周溝底 の単なる高低 で はなく ､ 明らかに特定部分が高く錬り残され たと見られ るもの を

挙げて い るo

一

応は掘り下 げられ て い る点で
､ 変形 した タイ プで はあるが ､ 上 面か ら塊り残

されたも の と機能的に有機的な関連があると思 われる ｡ 実際には ､ さらに多く の 例が存在す

る と思われるが ､ 報告書や写真の検討からは判断できな い もの が多か っ た｡ 今後 ､ 周溝 の調

査に つ い ては ､ 周薄底 の 凹 凸に問題意識をも っ て
､ 少なくとも周溝部分は 1 0 c m コ ン タ

ー の

記録を報告する こ とが必要で ある ｡

( 7 ) 田中新史 ｢ 市原市神門 4 号墳 の出現とそ の系譜+ 『古代』 第 6 3 号 早稲 田大学考古学会

1 97 7 ( ト2 1 頁) の中で 氏が B I 型とされ たもの である｡

( 8 ) 大久保古墳群は ､ 低丘陵の尾根上に 2 ､ 3 基ず つ 散在す る 1 7 基から成る古墳群で ､ 径 2 0 m

ク ラ ス の 円墳2 基と 1 0 m クラ ス の 1 5 基によ っ て構成される｡ 大久保 5 号墳は ､ 径 2 0 m ク ラ

ス の円墳の 一 基で ､ 粘土床を伴う割竹形木棺を内部主体にもち､ 鉄剣 ､ 刀 子 の他に滑石 の琴

柱形石製品 2 点と小 玉 2 5 点を出土して い る ｡ 琴柱形石製品は ､ 亀井正道氏 が宮山型と分析

され たもの であるo 周構内か ら出土 した土師器は ､ ほぼ王泊 4 層出土 の 土器群に併行すると

考 えられるもの で ､ 琴柱形石製品 の年代観とも矛盾 しな い と思われ ､
5 世紀前葉に位置づ け

られる｡
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( 9 ) 常山透編 『酒屋高塚古墳』 広魚県教育委員会 1 9 8 3

(1 0) 鎌田元
- ｢ 嵯峨野 の古墳群に関する覚番+ 『嵯峨野 の古墳時代』 京都大学考古学研究会

1 97 1 (1 59 ･ 16 8 貫)

( l l) 罪
-

表に示 したように ､ 円頭 の 小太刀が柏崎 5 骨墳に
､

金銅装 の大刀が赤堀地蔵山記戦

渦 5 骨墳､ 西台 3 骨墳､ 大覚寺 - 骨墳に ､ 環頭大刀が 大覚寺 -

号墳に出土して い るo

( 1 2) 白石太
-

郎 ｢ 群衆墳の諸問題+ 『歴史公輪』6 3 - 肯 卿春代の社会 一 雄山閣 1 9 8 1 (7 9 -8 6

頁)

こ の 申で 白石氏は
､ 古墳時代後期 の群集墳と弥生時代 - 古墳時代前期 の 方形周構造 ･ 方形

台状基数取りあげたQ 両者 の 間には大きな断層があり ､ 単純に断続なく存続する同
-

系階の

墳墓とする の は困難 であると して ､ 同様 の規模をもち
､

群銀 して存在する両者を区別されて

い る｡ 九州､ 特に塚原 の例は方形周構造群が円形周滞基に形を変え て存続 したもの とされ ､

｢薮)くまでも首長基と して の 大型古墳を構成する要寮が規定的な要因と して作用 して 生まれ

た+ 群衆墳とは区別 して考える立場を示 して い る｡ 北九州 で は ､ これらの周構基と は別個に 5

世紀末 - 6 世紀前半には群集墳が成立 して い る の に対 し､ 音 卿春代後期に至 っ て も首長碁敵

の 大型古墳 の 影響下に組み込 まれない墳基群が群集墳と併存する こ とを指摘されて い る ｡

本翰 で は ､ ブリ ッ ジ付き円墳もやはり大型古墳の 影響下に組み込まれ て存在し て い る こ と

に番目 し､ 伝統性を強く残 しながら ､ 特殊な組み込 まれ方を示す墳基群と して捉えて い るo

また
､

氏が方形周滞基の 伝統を受け つ ぐもの とされ たブリ ッ ジをも つ 方墳群に つ い ても､ す

で に古墳時代 の体制下 に編成され て い るも の で あり ､ 群集墳とは別系統に編成され て い く古

墳群と して 捉える こ とが可能であるo

(1 3) 『清原古墳許及 び岩原古墳群の周構確認調査』 牌本県文化財保護協会 1 9 8 2

(1 4) 江 田船山古墳出土 の 大刀 の銀象俵銘文 に見える大王 は ､ 従来反正大王 に比 定され て い た

が ､ 埼 玉県稲荷山古墳出土 の 鉄剣銘 によ っ て､ 稲荷山の銘文と同 じ雄略大王 である可能性が

凍原とな っ た｡ 雨音墳 の遺物相も､ 5 世紀後半代を上限とする点で ､ 雄略期とする の に年代

的にも矛盾 がな い と思われるo
こ の雄略期を画期と し て ､ 古墳時代社会は大規模な再編成が

図られた ニ とが
､

各地 の 古墳の様相にも窺えるが ､
こ の 2 つ の 銘文は ､ 両古墳 の被葬者が ､

大王 と の直接 の関連をも っ て い た こ とを示すと い えようD

(1 5) 円墳群中 の 天 王 山古墳もブリ ッ ジをも っ て い た 可敵性があるが ､ こ れだけが周溝の調査

が ト レ ン チ調査 で あ っ た た め ､ ブ リ ッ ジの 有無は明らか で はない o 径 3 5 m を執り ､ 埴輪 ､

須恵韓を出土して い る｡

(1 6) 2 号墳 (梅塚) 出土 の須恵器蓋杯 3 組は ､ 1 組の つ くり に シ ャ
ー プさを欠くも の の 陶邑

T K 23 型式の 範囲に位置づ けられ る特徴をもち ､
T K 2 3 - 4 7 音型式に考えられる伝稲荷山出

土 の もの より新 し い 要素は見られな い
｡ また ､ 伴出 して い る土師器杯も須恵器の 忠実な模倣

を試みた シ ャ
ー

プ な つ く り で あるo 埴輪に つ い て も ､ 梅塚出土 の 人物埴輪は
､

小型の ぶ厚 い

っ くりで
､
周辺 の 6 世紀代 の 人物埴輪とは趣が異なり ､ 5 世紀代にさか の ぼる要素を示すも

の と思 われ る ｡

(1 7) 稲荷山古墳の 周 填帯造り出 しは
､

外堤に突出 して付設され た南北 2 7 m
､

東西 2 5 m の方

形 の もの で ､ 造り出 しか ら伸び るブリ ッ ジに沿 っ て 外周溝に落ち込 んだ状態で壷を待 っ た人

物 ､ 盾を持 っ た武人 ､ 荘女 ､
帝をかぶ っ た武人 ､ 靭を背負 っ た武人等の 多数 の 人物埴輪と馬

形埴輪 ､ 神 に供献する神僕な どの 形象埴輪が出土 し て い るo また ､
二 子山古墳 の 周 堤帯造り
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出しは ､ 長さ 28 m
､
基部の幅 3 1 m ､ 前面 の幅 4 3 m の 台形状で ､ 外堤に突出する こ となく外

周構内に付設されて い るが､
こ の造り出しからも人物埴輪等が出土してお り ､ 稲荷山と同様

の性格をも つ 施設であると考えられる Q

(1 8) 『第 1 6 回遺跡発壊調査報告会発表要旨』 ｢行田市瓦塚古墳周堀 の調査+ 埼玉考古学会 ､ 埼

玉県遺跡調査会､ 埼玉県教育委員会 1 9 83

杉崎茂樹『瓦塚古墳』
- 埼玉古墳群発轍調査報告書第 4 集

一 埼玉県立 さきた ま資料館 1 9 8 6

(1 9) 埼玉古墳群では ､ 主要な前方後円墳にブリ ッ ジが見られ ､ そ の 変化 も適える ようであり ､

そ の形態的変化と意味の変容が 注目される D しか しなが ら ､ 公園整備に伴う緊急 の ト レ ン チ

調査によ っ て外部施設の 確認が 不十分なまま復元された例があり
､
外部施設 の保存を目的と

した十分な確評調査が継続きれる こ とを望み た い o

(2 0) こ の 2 例は ､ 峯岸山 2 9 9
･ 3 0 0 号で ､ 内部主体は箱式石棺である ( 報告番 で は ｢ 竪穴式

石 軌) o 2 99 号は ､ 方形透 し の あるナ デ調整 の 円筒埴輪をもち､ 埴輪列 は墳頂外線 にめ ぐ っ

て い たもの と推定されるo 3 0 0 号は ､ 2 9 9 号よりやや小規模で埴輪はなく ､ 2 9 9 骨の周構 を

避け て構築され て い るが ､ 出土 した土師器は 5 世紀中英を下るもの で はなく ､ 2 9 9 骨の 直後

に築かれたもの と思われる o こ の 2 基は ､ 全長 5 0 m の帆立貝式前方後円墳､ 全長 4 3 m の前

方後円墳と 4 基並ん で お り ､
2 9 9 号は､ 周滞の切り合 い か ら隣接する前方後円墳より早く古

地 して い るo 他の - 基が先行すると しても､ 峯岸山古墳群形成の 初源期 の古墳と い えよう0

(2 1) 中流域の初源 の 様相を示す古墳 の -

つ で ある野毛大塚古墳は ､ 1 9 4 6 ( 昭和 2 1) 年 の航

空写真に南側に造り出し部が認 められ ､ ブリ ッ ジ状に振り廃され て い る可能性が あると い わ

れ て い たが ( 十菱駿武 ･ 川上真紀子他 『野 毛大塚古墳』 世 田谷区教育委員会 1 9 8 3) ､ 1 9 9 0

年からの 4 カ年にわた る発振調査によ っ て ､ 全長 8 2 m の帆立貝式前方後円墳で ､ 前方部の

西 に隣接 して 造り出 しをも つ こ とが判明 した ｡

(2 2) 富岡 5 号墳 ､ 壇塚古墳 ､ オク マ ン 山古墳に内部主体に向う形象埴輪列が見 られる ｡

(2 3) 仁徳陵古墳西側造り出しに手づ くねミ ニ チ ュ ア壷 ､ 須恵半杯が ､ 堺大塚 山古墳に多量 の

土師器､ また愛知県名古屋市断夫山古墳に多量 の須恵器杯 と子持高杯 の 出土が伝えられ て い

る｡

(2 4) こ の ブリ ッ ジは ､ 前方部前面 の中央にあり ､ 底辺 の 幅 5 .2 m ､ 上 面 の 幅 2 .5 m ､ 高さ 6 0 c m

で
､

一

旦周溝を据 っ た の ち､ 再度土砂を盛り上げて つ く られ て お り ､ 側面には小石が葺か

れて い るQ また ､ ブリ ッ ジ の盛土中には埴輪片が混入 し て お り ､ こ れ が墳丘 - の埴輪樹立後

に築かれた こ とが推定され て い る｡ ( 神戸市教育委員会 1 9 82)

(2 5) 調査された久保哲三 氏 の御教示 によると ､ 前方部 の ブリ ッ ジは､ 幅約 1 m で ､ ブリ ッ ジ

の墳丘側､ 外堤側 の 両脇に
一

対ず つ の ピ ッ トが検出されて い ると い うo
こ の 2 対の ピ ッ トが

ブリ ッ ジに伴う どの ような構造 の も の かは ､ 想像の 域を出な い が ､ ブ リ ッ ジ の 両端を画 した

特別の意味をも つ 施設が設けられ て い た こ とが想定でき よう｡

尚､ こ の前方部の ブリ ッ ジは ､ 墳丘か ら外堤に つ なが る こ とが確認され て い るが ､ 後方部

酉辺 ､ お よびくびれ部西側 の ブリ ッ ジに つ い て は ､ ト レ ン チ調査 では全容を明らかに できな

か っ たた め ､ 元島名将軍家 の ような中央 の途切れるもの で ある可能性も残されると い われる｡

また
､

ピ ッ トは ､ 前方部 の ブリ ッ ジに の み検出され て おり ､ そ の 特珠性が注目され る ｡

-
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跡調査団 1 9 7 8 ( ト U 素)

7 4 築比地秀行 『砧中学校遺跡発掘調査略報』 砧中学校遺跡調査団 1 9 7 9

7 5 築比 地秀行 ･ 菊池誠 - ｢ 円形周溝基+ 『下山遺跡』 Ⅱ 世田谷区教育委員会 1 9 8 5 (6 7 - 7 0

頁)

7 6 常川秀夫他 『蛭 田宮土山古墳群』 栃木県那須郡港津上村 1 9 7 2

7 7 『調布市下布田遺跡』 調布教育委員会 1 9 7 9

7 8 『調布 の い せき』 調布市教育委員会 1 9 8 2

7 9 『調布市飛田給遺跡』 調布市教育委員会 1 9 8 2

8 0 寺田良書 ･ 三浦淑子編 『野毛大塚古墳』 世田谷区教育委員会 1 9 9 9

8 1 中牟田賢治 『千塔山遺跡』 基山町遺跡発根調査 団 1 9 7 8

8 2 中森秀夫 ｢ 横枕 1 ･ 2 号墳+ 『昭和5 4 年度県営圃賂整備事業地域埋蔵文化財発壊調査報告』

三重県教育委員会 1 9 8 0

8 3 西 田和己
･ 岩永政博他 ｢ 六 本黒木遺跡+ 『九州横断自動車道関係埋蔵文化財発根調査報告』

Ⅰ 佐賀県教育委員会 1 9 8 0 ( 1 2 卜1 7 6 頁)

8 4 二 宮忠司
･ 渡辺和子 『福 岡市埋蔵文化財調査報告書』 第54 集 福岡市教育委員会 1 9 8 0

8 5 日本考古学協会 『関東にお ける古墳出現期 の 諸問題 資料』 日本考古学協会 1 9 8 1

8 6 野 間重孝 ｢ 宮崎市下北方古墳群をめ ぐ っ て+ 『宮崎考古』 第 8 号 宮崎考古学会 1 9 8 2 (3

5 - 3 7 頁)

- 2 7 l
-



8 7 橋本輝彦 『箸基古墳』
- 纏向遺跡第 1 0 9 次発根調査資料 - (財) 桜井市文化財協 針 桜井

市教育委員会 1 99 8

8 8 巾隆之編 『下郷』 群馬県教育委員会 1 9 8 0

89 菱田哲郎 ･ 高橋克尋他 『行者塚古墳 発据調査概報』 加古川市教育委風会 1 9 9 7

9 0 福 田正継 ･ 中野雅美他 ｢塚の 峯遺跡+ 『岡山県埋蔵文化財発据調査報告』 22 岡山県文化

財保護協会 1 9 7 7 (1 9 5 - 2 7 7 頁)

9 1 古内茂 ･ 伊藤智樹他『千葉東南部 ニ ュ
ー

タウソ』 1 2
一 顧 二重堀遺跡 - (財) 千来県文化財

セ ン タ
ー 1 9 8 3

9 2 埋蔵文化財研究会『西日本にお ける方形周滞基をめ ぐる諸問題 資料』 埋蔵文化財研究会

1 9 8 2

9 3 埋蔵文化財研究会『定型化する古墳以前 の基制』 埋蔵文化財研究会 1 9 8 8

9 4 前橋文化財研究会編 『富田遺跡群 ･ 西大童遺跡 ･ 清里南部遺跡群』 前橋文化財研究会

1 9 8 0

9 5 増田逸朗 ･ 水 島孝行他 『清水谷 ･ 安光寺 ･ 北坂』 関越自動車道 関係埋蔵文化財発掘調査報

告書Ⅹ Ⅰ 埼玉 県埋蔵文化財調査事業団 1 9 8 1

9 6 馬目順 一 他 『八 幡台遺跡』 (財)

9 7 松村
一

昭 『赤城村峯岸山 の古墳』 1

9 8 松村
一

昭 『赤穂村峯岸山 の古墳』 2

い わき市教育文化事藻団 1 9 8 0

9 9 松村
一

昭 『赤堀村地蔵山 の 古墳』 1

1 0 0 松村
一 昭 『赤堀村地蔵山の古墳』 2

赤堀村教育委農会 1 9 7 5

赤堀村数育委員会 1 9 7 6

赤壊村教育委農会 1 9 7 7

赤据村教育委員会 1 9 7 8

1 0 1 松本和男 ･ ニ 官給夫他 ｢狼谷遺跡+ 『岡山県埋蔵 文化財発塊調査報告』 7 岡山県文化財

保護協会 1 9 75 (1 - 4 3 頁)

1 0 2 向田裕始編 『下山遺跡群発撮調査報告』 ( 財) 広 島県埋 蔵文化財調査セ ン タ ー 1 9 8 0

1 0 3 村井真顔編 『境古墳群 ･ 境遺跡』 熊本県教育委員会 1 9 8 0

1 0 4 目黒吉明他 『母畑地区遺跡発糎調査報告 Ⅸ』 一 早稲 田古墳群
一

福島県教育委員会 1 9 8 2

1 0 5 森田勉 ･ 馬 田弘稔他 『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告』 Ⅹ Ⅹ Ⅹ Ⅰ 下巻 福岡

県教育委員会 1 9 7 9

1 0 6 山 口 辰
-

･ 豊巻幸正 ｢ 墳墓+ 『武蔵国府関連遺跡調査報告』 Ⅰ - 白糸台地域の 調査 1 -

府中市教育委員会 1 9 7 9 (3 5 - 3 8 頁)

1 0 7 山崎武編 『生出塚遺跡』 鴻巣市遺跡調査会 1 9 8 1

1 0 8 遊佐和放 ｢ 所謂 『帆立貝式台填』 の 形態的分離に つ い て+ 『古代』 第6 8 号 早稲 田大学

考古学会 1 9 8 0 (4 0 - 5 8 頁)

1 0 9 遊佐和放 ｢ 造り出し付き円墳に つ い て+ 『史学』 第5 2 巻第 2 号 1 9 8 2

(第 1 表 ブリ ッ ジ付き円墳
一

覧に つ い て)

( 1 ) 上赤塚 1 号墳は ､ 舌状台地の 先端部に占地 し､ 周溝は尾根側 の みに検出され ､ 斜面側 には

廻 っ て い なか っ たようで ある ｡ 尾根 の中央部でブリ ッ ジが掘り残され ､ 周溝は内湾気味 の 八

の 字状を呈 して お り､ ブリ ッ ジ付き円墳 の周構と して は特殊な形態 で あ るが ､ ブリ ッ ジ南側

の 周構内 で 土器が集中 して出土 して い る こ と
､ また ､ 内部主体 の 主軸の 方向がブリ ッ ジと

- 一

致する こ とな どブリ ッ ジ付き円墳の 特徴を備 えて い るo 報告書は
､ 周構内 の 土器集中出土地

- 2 72 -



点が他より深く煉り込まれ ､ そ の 方向から見る墳丘 の みかけの 高さが最も高くなる こ とから ､

そ の部分を古墳の 正面と して 把 える見解を示 して い る｡ また
､ 糖種が高杯

､
柑､ 手捜ね土器

に限られ て い る こ とを加えて ､
｢ 墳丘構築にともなう周構内祭帝巳が行われた可能性を提示 し

て い る ｡

上赤塚 1 骨墳は ､ 石枕 ､ 立花 ､ 石製模造品と鉄製農工具を出土してお り､ 同様 の遺物を出

土した千葉市七欄塚古墳､ 同凝寺山石神 2 骨墳と ともに 5 世紀前半代 の当地にお ける大型円

墳の
-

つ とし で傑出 した存在で あるo

( 2 ) 宮崎県下北町塚原で は ､ 地下式横穴を内部主体とするブリ ッ シ付き円墳の 例が 3 例検出さ

れ て い るl, 地下式横穴はブリ ッ ジ部分か ら墳丘中央に向けて造られ､
5 世紀後半から6 世初

頭 の もの と推定されて い るo 規模は ､
1 基が径3 0 m ､ 他 の 2 基が径2 0 m で ､ い ずれも周構幅

3 m と報告されて い るo ( 野間1 9 8 2)

- 27 3 -



表 1 ブ リ ッ ジ 付 き 円墳
-

覧

単位【n ( ) 内ほ 拙走 称愉 ○ほ 門愉 △ ほ 形虫

杏
早

県
令

古 ,墳 名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

l l

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

3 8

3 9

4 0

4 1

4 2

4 3

福島

〝

〝

Jy

〝

J(/

〝

0

茨 城

〝

〝

J(/

∠
′

J ′

ノγ

〝

栃木

0

八 幡台解1 号墳

〝 2 〝

早稲四 2 号墳

〝 4 〝

〝 5 〝

〝 6 〝

o 1 0 o

〝 1 4 〝

久慈吹上 1 号墳

大塚 7 号墳

p
'

9 //

上出島 1 号墳

柳噂コ ロ ニ ー

8 8 号墳

〝 90 〝

褒和間9 号

板木宙Jl
'

1

蛭田 唐土山D
- 5 束

/7 ,D - 14

埼 玉 悼きた ま 2 骨墳

埼玉

〝

ノγ

〟

I(y

〟

//

A/

〟

ノケ

I(/

0

カ
/

〟

〟

J ′

〟

〟

〟

〟

/ケ

〟

′
/

/γ

さきた ま 4 骨頃

〝 5 〝

〝 6 〝

// 7 n

針 ヶ谷北通 円墳

白幡本宿2 号墳

〝 3 〝

〝 4 〟

南 厳原努3 号墳

〝 5 〝

長沖1 2号墳.
〝 1 5 〝

0 1 6 〝

/7 2 2 o

〝 2 3 〝

〝 2 7 〝

〝 2 8 〝

広木大町 1 号墳

〝 2 〝

〝 9 〝

〝 2 4 〟

〝 3 2

行田 市N o
.
4 1

行田市No .
4 1

〟

1 号墳

2 号噴

2 1 .

3 1 .

2 5 .

26 .

9 .

l l

1 2

1 0

21

2 3

l l

1 9

2 2

1 7

0

0

0

0

7

2

8

6

0

0

0

4

1 6 . 0

16 . 5

1 8 . 0

7 . 5

7 . 5

1 8

10 ＋

1 4

1 . 0

1 . 0

2 . 1

1 . 7 6

1 . 2

1 . 0

1 . 6 -

2 . 9

7 . 0

5 . 6

(5 . 0)

I . 8

1 . 3

1 . 5

4
. 3

-

3 . 2

0 . 7

1 . 0

1 . 2

5 . 0

0 . 8

1 . 0

4 . 0

1 . 2

2 .
4

B

B

B

B

A

A

A

( B)

( B !))

C 2

A

A

C l

( A 3)

B 9

A

( ち)

( B )

( ち)

B

B

C

0

0

㊨

㊨

0

0

0

㊨

0

0

…!｡｡ )

㊨

2 74

( 磯柳)

械穴式石室

墜穴 武石室

( 嫌柳)

横穴式石室

竪穴式石室

○

○

0

0

0

0

○

○

○:○

○

o

o

.F

の 他

鋲 飾りの 弓

才柁定
時期

(

(

(

(

(

鋲飾り の 弓

Ⅰ新

Ⅱ

m

lt)

rrI)

班)

ⅡⅠ)

孤)

m 宙

Ⅱ

Ⅱ新

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

I

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

工古

Ⅱ新

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

i
献

1

〟

2

〟

〟

〟

〟

〟

3

4

〟

5

6

/ケ

7

8

9

〟

1 0

10

U

〟

〟

ll

1 2

ll

1 2

〟

〟

1 3

〟

14

〟

〟

/ ′

〟

〟

〟

1 5

〟

〟

//

〟

1 6

〝



T= ー l 威 1

古 墳 痛

鴨鵜TI】

'

31m ] 3 号11
'

i

/
=k 出願 1 骨墳

51

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7

5 8

5 9

6 0

6 1

6 2

6 4

6 5

6 6

6 7

6 8

6 9

7 0

7 1

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6

7 7

7 8

7 9

80

8 1

8 2

8 3

8 4

8 5

8 6

〟

〟

〟

占/

〟

A /

〟

〟

〟

〟

〟

U

〟

0

〟

〟

〟

ノケ

均玉

〝

群馬

〝

〝

//

//

〟

〟

ノγ

ノγ

ノケ

〟

〟

ノク

〟

J /

u 4 〝

〝 5 〝

柏崎5 単機

滑水車羊1 骨城

成熟約1 骨城

〝 12 〝

〝 1 3 〝

〝 1 4 〝

〝 1 5 〝

〝 1 9 ク

L:/ 2 0 /I

〝 2 2 〝

〝 2 4 〃

I(/ 2 6 〝

〝 3 4 〝

銀 ･ 宙 2 骨城

咋l 井 1 骨城

西台2 常墳

西嶺 3 骨墳

〝 5 〝

赤卿輩岸山2 83

〝 2 8 6

〝 2 9 9

〟 3 0 0

〝 記戦渦4

〟 〃 9

// /y 1 2

赤城 地蔵山 3

〝 4

13

1 2

1 5 . 9

3 0

1 4 . 4

1 6

2 4 . 0

1 9

1 3 . 5

1 2 , 0

1 8 . 0 !

2 0 . 0 !

1 4 . 2 ;

2 1 . 5

( 1 0 . 0)

1 4 . 0

2 5

2 0 . 5

26
′

-

2 7

2 3

( 2 5)

2 1 . 5

2 0 . 0

1 9 . 0

1 7 . 8 !

1 3 . 0

1 5 . 3

3 3 . 0

1 9 . 0

1 6 . 5 ′ - I

2 2 . 5

l l . 7

1 2 .
0

1 3 . 5

2 4 .

. 5

9 . 8

i
s

o

o

6

A

;
,

:
y

7 ;
5

7

:I
〝 記献漏 1

p o 2

赤銅地蔵山罷職澗 5

〝 1 3

〝 2 2

〝 2 4

〝 2 6

〝 27

2 . 8 5

1 . 6 3

2 . 0

1 . 0 8

1 . 3 3

1 . 5

1 . 8 9

1 . 1 9

1 . 9 4

0 . 9 2

0 . 9 7

2 . 4

0 . 9 十

0 . 5 5

1 .
4 4

1 . 6 5

0 . 7

1 . 0

0 . 9

0 . 5 3

1 0

0 . 3

0 . 3 5

0 . 4･5

0 . 9 十

0 . 9 ＋

1 .

1 .

1 .

2 .

1 .

4 ′

2 .

1 .

紙
盟

妻
:8i蔓3

～

4 . 2l B l

5

4

4 . 2
-

( 2 , 2)

0 . 8 5

2 . 0

0 . 8 -

1 . 4

考. 5

1 . 5

5 . 1

0

2

4

0

B l

( B l)

( B 1)

B l

( B l)

E 3

r
,

3 i

( B .1)

( B l)

( B 】)

r3

( B)

( a )

B l

B

B I

B 2

B 2

( F )

( F )

F

( F )

B 望( D

F

B 丑( E

B I

A 望

B

( ど)

F

噌
輸

○

#
石

刀
刺

秩
鍬

刀
チ

鵜
身

01 0

0

0

○

△

○

@

@l ｡

○

㊨

㊨

0

0

o

.!呂

0

0

0

0

0

0

○

横穴式石室(胴触り)

蛾穴 武石塞(胴 張り)LO

0

0

〝

横穴式石室( 胴張り)

横穴式石室

和式石棺

// 2

ノ㌢

横穴式石室

箱武石棺

横穴式石室

〝

〝

( 〟 )

/I

〝

′/

( 〟 )

〝

横穴式石 室

J
/

o

s
.Fo

0

0

○

′ヽ

○
)

○

0

0

0

0

○

0

0

0

そ の 他
推定
時期

文
献

鋲飾り の 弓

Oi
金銅洪太刀

呂i銀 子

○

o

oE
o

.

.F7
1

"

＋
臥蕃

砥石

≡皇｡

Ⅲ新

Ⅱ

丑L

Ⅲ新

(Ⅲ新)

班

Ⅱ

Ⅰ崩

Ⅰ新

孤

Ⅱ新

Ⅲ

班

Ⅲ

Ⅲ新

Ⅲ新

班

Ⅲ新

班

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ新

Ⅲ

Ⅲ

2 4

2 4

〟

26

25

I(/

0

〟

〟

2 6

2 8

〟

〟

〟

//

〟

27

〟

〟

〟

〟

0

〟

〟



観萱香
号

8 7

8 8

8 9

9 0

9 1

92

9 3

9 4

9 5

9 6

97

9 8

9 9

1 0 0

1 0 1

1 0 2

1 0 3

1 0 4

1 0 5

1 0 6

1 0 7

1 0 8

1 0 9

ユl o

1 11

1 1 2

1 1 3

1 1 4

1 1 5

ユ1 6

1 1 7

1 1 8

1 1 9

1 20

1 21

1 2 2

1 2 3

1 2 4

1 2 5

1 26

1 2 7

1 2 8

1 2 9

〟

ノケ

〟

〟

〟

〟

凍京

//

P

O

〝

〝

〝

/γ

〝

0

千葉

〝

〝

〝

u

〝

〝

〝

〝

〟

〝

〝

〝

〃

神 奈川

0

/ r

O

O

〝

0

静岡

三 重

奈 良

〝

京都
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古代 東 国 に お け る 地 域 圏 の 成 立 過 程

図 版 一 覧

序 章 地 域 的 特 性 と 分 析 視 角
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第 2 節

図 1 厨 総 半 愚
図 2 大 寺 山洞
図 3 三 角 版草
図 4 横 矧 板 鋲
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図 1 3 房 総 半 愚
図 1 4 片 岩 使 用

表 1 東 京 湾 産

第 1 牽 古 墳 出 現 期 の 地 域 圏 形 成
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序牽 地域的特性と分析視角

第 1 節 来園水域圏の原風魚

1 水域圏をめ ぐる古墳時代の分析に向け て ( 番き下 ろ し)
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3 常総 の水域簡 ( 同上)

第 2 節 水遅から見た 地域的特性
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千来県文化財セ ン タ
- 1 9 9 2

､
｢館Lu 市大寺山洞穴 の 出土遺物+ 『千葉県史研究』

第 2 骨 千来県 1 9 9 4)

2 石材の流通 ( ｢ 古墳に使用された磯石+ 『土筆』 第 4 号 土筆舎 19 9 6)

第 1 牽

窮 1 節

1

第 2 節
1

2

第 2 牽

古墳出現期の 地域圏形成

小銅鐸圏 の衆縁

小銅鐸 の年代と性格 一 箪刈遺跡出土 の 小銅鐸 をめ ぐ っ て
- ( r 市原市草刈遺跡の 小

銅鐸+ 『考古学雑誌』 第7 5 蓉解 2 骨 日本考古学会 1 9 8 9)

小銅鐸分布圏 の藩轟 ( ｢ 銅鐸 の終蓉駅+ 『考古学の 世界』 第 2 巻 ぎ ょ うせ い

1 9 9 3)
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出現期古墳と そ の前後 一 罪総 の出現期古墳をめ ぐ っ て - (番き下ろし)
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の 三 ･ 四世紀』 束海大学校地内遺跡調査団 1 9 9 2)
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2 束海系 ｢有段 口縁+ 襲に つ い て ( ｢ 市原市上総国分寺台出土 の 東海系有段 口縁襲形
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第 3 章 倭五 王 の 時代と 2 つ の内海
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大学考古学会 1 98 7)

第3 節 練武の内海 の大型円墳 (
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｢ 東京湾周辺 の円墳+ 『古代学研究』 第1 2 3 号 音代学協会

大型円墳 の 立地 (同上)

規模と構成 (同上)

円墳の類別 (同上)

まとめ ( 同上)
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赤焼きの ｢須恵器+ (同上)

名称に つ い て ( 同上)

草刈遺跡出土 の赤焼き須恵単に つ い て ( 同上)
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古墳時代後期 ･ 終末期の 地域圏形成
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視点+ 『研究紀要』 1 0 千葉県文化財 セ ン タ
ー 1 9 8 6)

分析にあた っ て ( 同上)

生実 ･ 椎名崎古墳群 の概要 ( 同上)

鉄鉱の検討 ( 同上)

生実 ･ 椎名崎古墳群分析の 展望と課題 (同上)

竜角寺古墳群の再検討 ( ｢ 竜角寺古墳群+ 『季刊 考古学』 第71 号 2 0 0 0)

竜角寺古墳群をめぐる見解 (同上)

群構成と変遷 ( 同上)

｢ 印波国造+ の領域 ( 同上)
｢ 香取海+ 沿岸の 地域首長権 ( 同上)

推古朝から孝徳朝の 中央集権政策と仏教信仰策の影響 ( 同上)

古墳終末期 の 上総北西部 ( ｢ 上総北西部にお ける古墳終末期 の様相+ 『国立歴 史民

俗博物館研究報告』 第4 4 集 国立歴史民俗博物館 1 9 9 2)

歴史的環境 (同上)

後期古墳群と方墳 ( 同上)

7 世紀代 の前方後円墳 (同上)

軟質砂岩を使用 した複室構造の横穴式石室 (同上)

8 ･ 9 世紀の ｢ 方墳+ と地 下式横穴基 ( 同上)

初期古代寺院 ( 同上)

まとめ ( 同上)

終章 東国水域圏の 地域的特質

第 1 節 練武と常総に見る古墳文化の こ相 ( 書き下ろ し)

1 弥生時代から古墳時代 - (同上)

2 石枕と ｢ 王賜+ 銘鉄剣 (同上)
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3 おわりに ( 同上)
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附縮 小規模円墳の 被葬者像
- ブリ ッ ジ付き円墳の検討 - ( ｢ 小規模古墳の

-

類型 つ に い

て+ 『古代』 第75 ･ 7 6 合併号

1 は じめに

2 系静と轍別

3 時期別 の 変遷

4 ブリ ッ ジ付きFq 墳の 規模

5 副葬品等の 内容

6 特定地域 の動向

7 ブリ ッ ジ の機能 と性格

8 被葬者の 性格

早稲田大学考古学会 1 9 83)
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2 5 天野宋音･

山田幸弘 ･

中西康裕･ 東口 公子編
2 6 天野末書編

r)(
＼て+

『研究連絡誌』 第1 5 ･ 1 6 合併号

『安保山古墳群』

『青木遺跡群発掘調査報告』Ⅰ

『青木遺跡群発掘調査報告』Ⅲ

『酒屋高塚古墳』

『利根川図志』(岩波文庫)

『利根川図志』

『廻聞達跡』

『酉上免遺跡』

｢ 土器 の 移動からみた社会 の 変化+『図説

古墳研究最前線』(別 冊歴史読本第2 4 巻

第2 3 号)

『厚木市文化財調査報告書』第8 集

『日本古典文学大系風土記』

『新･

干葉県 地学の ガイド』

｢ 天神台遺跡+『市原市文化財セ ンタ ー 年
報』一 昭和5 7 ･ 5 8 年度 -

｢ 評訪台古墳群に つ い て+ 昭和6 0 年度『遺
跡発表会要旨』
｢諏訪台遺跡+『市原市文化財セ ン タ ー 年
報』 …

昭和6 3 年度 -

｢館山市大寺山洞穴基 の 舟葬に つ い て+

『洞穴遺跡 の 諸問題発表要旨
｢飛鳥地方出土 の 古式土師器+『考古学雑

誌』第6 0巻2 号

『我孫子市鹿島前遺跡』

｢金塚古墳+『我孫子古墳群』

｢養老川水系 の 古墳分布と山 王 山古墳の

歴史的性格+『上稔 山王 山古墳』
｢稲荷前古墳群+『古代 の 都筑をまなぶ』

『大沢遺跡』- B
′

･ B 地 区の 調査概報 -

『古市古墳群』

『古市古墳群をめぐる諸問題』

『同音墳』

2 7 天野末書 ･ 中西康裕他 『新版 古市古墳群』

2 8 網野善彦

2 9 網野善彦

3 0 網野善彦 .

3 1 安藤鴻基

3 2 安藤鴻基他

3 3 安藤鴻基他

｢霞 ヶ浦凶十八津と御宮川+『歴史学研究』
第192 号

｢海民 の 世界+『克と西 の 語る日本の 歴史』

｢ 常総 ･

下総 の 海民+『日本中世 の 非農業
民と天皇』
｢ 丸塚古墳+『日本考古学年報』2 7

『関向古墳』- 発掘調査概報 -

｢ 千葉県香取郡 小見川町 三 之分目大塚山

古墳 の 長持形 石棺適材+『古代』第6 4 号

- 28 6 -

厚木市教育委員会

岩波書店

コ ロ ナ社

市原市文化財 セ ンタ
ー

市原市文化財 セ ンタ
ー

市原市文化財 セ ン タ
ー

愛知学院大学(代表麻生優)

日 本考古学会

我孫子史料刊行会

東京大学文学部考古学研究室
･ 我孫子町教育委員会

市原 市教育委員会

緑 区郷土史研究会考古部会

巻町 ･ 潟東村教育委員会

藤井寺市教育委員会

藤井寺市教育委員会

藤井寺市教育委員会

藤井寺市教育委員会

岩波書店

そしえて

岩波書店

日 本考古学協会

関向古墳発掘調査団

早稲田大学考古学会

1 9 8 6

19 7 5

1 97 6

1 9 7 8

1 9 8 3

1 9 3 8

19 8 0

19 9 0

1 9 9 7

19 9 9 ( L3 0 - 13 5 #)

L 9 67

1 9 5 8

19 9 3

1 9 8 5 (3 0 -

3 6 貢)

L9 8 6 ( 14
-

1 5 貢)

1 9 9 4
1(53 - 5 6 貫)

19 9 8 (3 6
- 4 1 頁)

1 9 7 4 ( 卜3 0 貫)

19 78

1 9 69 (5 8 - 8 3 頁)

1 9 8 0 (1 96
- 2 1 7 貢)

L9 8 1 (2 7
- 4 2 頁)

19 8 1

1 9 8 6

19 8 9

1 9 89

19 93

1 9 5 6 (3 0
- 3 6 頁)

1 9 8 2 ( 12 卜12 3 頁)

19 8 4 (3 6 6 - 3 9 1 頁)

1 97 4 (5 5 頁)

1 9 7 5

1 9 7 8 (3 5 - 4 5 頁)



番骨 著者名

3 4 安藤鴻基

35 安藤情策

3 6 飯塚恵子
･

田 口
- 郎編

3 7 飯塚誠編

38 伊架蔵弘 ･ 近藤義行

39 伊戟商弘
･ 太田勝康･

近藤義行他

4 0 池上悟他

4 1 池上悟

4 2 石井則孝 ･ 癖俊二郎

4 3 石 井寛 ･ 食沢和子他

44 石川 日 出志

45 石野悼惜 ･ 関川尚功

4 6 石橋充

47 石部正志締

4 8 石 山勲

4 9 石 山勲

50 市毛勲 ･ 椙山林継 ･ 摺

沢豊他
5 1 市毛勲･ 須田勉締

5 2
-

瀬 和夫･ 伊藤雅文

5 3
- 瀬和夫 ･ 鈴木陽

一
･

小野昌光
･ 伊藤雅文

5 4 一 輝和夫

5 5 一 瀬和夫

5 6 市原市教育委員会締

5 7 市村高男

5 8 伊藤久嗣

5 9 伊藤智樹 ･ 栗 田則久

6 0 糸川道行

6 1 井上洋
一

6 2 茨城県教育財団編

63 今泉潔他

6 4 今泉潔他

6 5 今泉潔 ･

山 口 典子編

審名 発行元 発行年 掲載貫

+『古代探雑』 早稲田大学出版部
一 滴口宏先生古稀記念考古学翰集 -

｢ 大覚寺古墳群発掘調査概要+『埋蔵文化

財発掘調査概報』

『元島創寄笹塚古墳』

『蘭大童適跡群』Ⅱ

『城陽市埋蔵文化財調査報告番』第15 輿

『城陽市埋蔵文化財調査報告番』凱 7 輿

｢ 平山遺跡第9 次調査+『日野市遺跡調査

会年報』Ⅱ

｢後期古墳時代輿溶出土鉄錬に関する若

干の問題+『来演考古』1

『原1 骨墳発根調 査概報』

『折本西原遺跡』

｢南関釆の 弥生社会展開図式 ･ 再考+『大

塚初産先生頒寿記念考古翰集』

『纏向』

｢ 常総地域における片岩使用 の 埋葬施設

に つ い て+『筑波大学先史学･ 考古学研究』
第6 骨

『塚 山古墳外形確熱闘査報告』

｢剣塚第1 骨墳+『九州縦貫自動車道関係

埋蔵文化財調査報告』Ⅹ Ⅹ Ⅳ

｢ 七曲山第3 骨墳+『九州縦貫自動車道関

係埋蔵文化財嗣査報告』Ⅹ Ⅹ Ⅶ

『千葉県香取郡 下総町大 日 山古墳』昭和

4 5 年度埋蔵文化財抄報2

『未聞部多古墳群』 - 上総国分寺台遺跡

調査 Ⅰ -

『応神陵古墳外堤発掘調査概要』

『允恭陵古墳外堤 の 調査』

｢ 古市古墳群における埴輪群 の 変遷
一

大

型古墳を中心として
-

+『究班』
｢ 河内平野とそ の 周 辺 の 埴輪編年概観+

『古代文化』第4 4 巻第9 号

『千葉県市原市埋蔵文化財分布地図』
一 南部締 -

｢中世東国にお ける房総 の位置+『千葉史

学』第2 1 号

『納所遺跡』

『千葉東南部 ニ ュ
ー

タウン』12 一 両二 重堀

遺跡 -

『沼南町北ノ作1 I 2 号墳発掘調査報告書』

｢銅鐸起源論と小銅鐸+『東京 国立博物館

紀要』第2 8 号

『鹿め子 C 遺跡 一

連構 ･ 遣物編』常盤自動

車通関係埋蔵文化財発掘調査報告書5

『成東 町真行寺廃寺跡確罷調査報告』

『千葉県重要古墳群測量調査報告書』
一 成田市公津原古墳群

-

『市原市西野遺跡･

白山遺跡 ･ 村上遺跡発

掘調査報告書』

- 287 -

京都府教育番員会

高崎市教育番農会

前橋市教育番員会

城陽市教育費農会

城阪市教育委農金

目 野市教育賓県会

来演考古琴緒会同人

千来県教育費風会

横浜市埋磯文化財調査夢見会

衆演盤出版

橿原考古学研究所

筑波大学歴史･

人類学系

宇都宮大学考古学研究会

福岡鼎教育草魚会

福岡鼎教育委県会

大 日山古墳調査団

上線国分寺台遺跡調査団

大 阪府教育委員会

大阪府教育委農会

埋蔵文化財研究会

古代学協会

市原市教育委員会

千葉歴史学会

三 重県教育香魚会

千葉県文化財セ ンタ
ー

千葉県文化財セ ンタ ー

東京 国立博物館

茨城県教育財団

千葉県文化財 セ ンタ
ー

千葉県教育委員会

千葉県文化財 セ ン タ ー

19 B O (3 85 - 3 98 貫)

1 9 76 (8 0 - 1 1 5 貫)

19 8 1

1 9 80

1 9 8 6

19 8 7

1 97 8 (1 9 - 42 貫)

t9 8 2 (5 0 - 7 8 貫)

1 9 70

1 9 8 0

20 0 0 (73 9 - 76 0 賞)

19 7 6

1 99 5 (3 卜5 7 貢)

1 99 5

19 78

19 79 .( 18 4
- L 9 1 頁)

1 97 1

19 74

19 8 1

19 8 1

1 9 9 2 (2 79
- 2 8 8 京)

19 92 (8
-

1 2 貫)

1 9 87

19 9 2 (3 卜5 0 頁)

1 98 0

1 98 3

19 93

1 9 93 ( 卜9 5 貫)

19 83

19 8 4

1 9 9 7

1 9 89



発行年 掲救頁% % % % * 書名 発行元

埼 玉 県連跡調査会6 6 今橋浩 一

6 7 上田正昭

6 B 上田睦他

6 9 上田睦他

7 0 上田睦

71 上田睦

72 上田睦他

7 3 上 田睦

74 上田睦他

7 5 上野精志編

76 上野純司 ･ 栗田則久
･

白井久美子 ･ 萩原恭
-

7 7 上野純司 ･ 栗田則久 ･

白井久美子 ･ 萩原恭 一

78 上野恵司

79 植松章八
･

馬飼野行

雄 ･

渡井
一 倍編

8 0 上村淳 一 他

8 1 宇田敦司

8･2 梅原未治

8 3 梅沢重 昭

8 4 梅原未治 ･ 小林行雄

8 5 梅原未治

8 6 江上智恵他

8 7 榎本義譲

8 8 大川清編

｢ 円形周構+

告書』
｢ 古道と海路と+『環境文化』第5 5 号

一 時集 ･ 環療文化研究所

歴史の 道 一 海上 の 進 一

『石川流域遺跡群発掘調査報告』Ⅳ 藤井寺市教育費農会

『石川流域遺跡群発掘調査報告』Ⅴ 藤井寺市教育委員会

｢土師の 里埴輪窯跡群 の 調査+『石川流域 藤井寺市教育委員会

遺跡群発掘調査報告』Ⅵ

｢ 古市古墳群出土円筒埴輪 の 様相+『古代

文化』第4 4巻第9 号

『石川流域遺跡群発掘調査報告』Ⅷ

｢ 円筒埴輪編年から見た古市 ･ 百舌鳥
■

古墳

群の 構成+『倭の 五 王 の 時代』

『石川流域遺跡群発掘調査報告』Ⅸ

『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査

報告』Ⅹ Ⅹ Ⅱ

『房総考古学ライブラリ
ー

5 』古墳時代(1)

『房総考古学ライブラリ
ー

6』古墳時代(2)

｢総にお ける古墳時代後期 の 埋葬施設 の

研究
一 箱式石棺 -

+『立 正考古』第32 号

『月 の 輪遺跡群』

『千葉東南部 ニ ュ
ー

タウン』6 一

椎名崎遺跡

『干葉県成田市南羽鳥遺跡群』Ⅰ

『久津川古墳研究』(復刻)

古代学協会

藤井寺市教育委員会

藤井寺市教育委員会

藤井寺市教育委員会

福岡県教育委員会

千葉県文化財セ ン タ ー

千葉県文化財セ ン タ ー

立 正 大学考古学研究会

富士宮市教育委員会

千葉県文化財ヤン タ -

印播郡市文化財 セ ン タ ー

名著出版

『史跡天神 山古墳外堀部発掘調査報告書』群馬県教育費農会

『筑前国嘉穂郡 王 家装飾古墳』

｢備前新庄天神 山古墳+『近畿地方古墳墓

の 調査』

『立石遺跡』Ⅳ

｢ 草山遺跡 の 小銅鐸+『考古学雑誌』第73

巻第4 号

『杉崎コ ロ ニ
ー 古墳群』

89 大沢 昌弘
･

田部井功他 『袋･ 台遺跡』

90 太田文雄他

9 1 大竹憲治

9 2 大竹憲治

93 大塚初重
･ 小林三郎編

9 4 大 寺山洞 穴遺跡調査

団

9 5 大寺 山洞 穴遺跡調
■
査

団

9 6 大 寺山洞穴遺跡調査

団

9 7 大寺 山洞穴遺跡調査

団

9 8 大寺 山洞穴遺跡調査

団

『干葉県重要古墳群測量調査報告書』
一 成田市上福田古墳群 ･ 北須賀勝福寺古
* # -

｢有角石斧小考+『史峰』14

｢有角石斧小考+『東北考古学論故第2』
( 再録)

『勝田市史』別編 Ⅰ 虎塚壁画古墳

『館山市大寺山洞穴測量調査概報』

『大寺山洞穴第1 次発掘調査概報』

『大寺山洞穴第2 次発掘調査概報』

『大寺山洞穴第3 ･ 4 次発掘調査概報』

『大寺山洞穴第5 次発掘調査概報』

-

288 -

京都帝国大学

日 本古文化研究所

葛飾区遺跡調査会

日本考古学会

日本窯業史研究所

吹上町教育委員会

千葉県教育委員会

新進考 古学同人会

纂集堂

勝田市史編さん委員会

千葉大学文学部考古学研究室

千葉大学文学部考古学研究室

千葉大学文学部考古学研究室

千葉大学文学部考古学研究室

千葉大学文学部考古学研究室

1 9 75

1 9 8 2 (2 - 7 貫)

19 8 9

1 9 9 0

1 9 9 1 (1 7 9 - 2 28 頁)

1 9 9 2 (1 3 - 22 貢)

19 9 3

1 9 94 ･ ( 6 - 16 貫)

1 9 9 4

1 9 78

19 9 0

L9 92

1 9 9 3 (5 9
- 75 貢)

1 9 8 L

L9 7 9

1 99 6
･

1 9 73

19 7 0

1 9 4 0

L 9 3 8 (5 3
- 5 6 貫)

19 9 4

1 9 88 (8 7 1 0 0 貢)

1 9 8 0

1 9 8 2

19 9 8

19 8 9 (3 2 - 3 9 貢)

1 99 3

1 9 78

1 9 93

1 9 9 4

1 9 9 5

19 9 6

19 9 7



発行年 掲載頁番号 著者亀 薗名 発行元

千葉県文化財セ ンタ ー

日本考古学会

(綜芸舎)

猿投遺跡嗣査会

滋賀県文化財保護協会

中央公翰社

- 宮考古学会

轟古屋大学文学部

9 9 大野康男他

100 大場磐雄 ･ 亀井正道

10 1 大場磐雄 ･ 佐野大和

10 2 大橋勤編

103 大橋倍弥 ･

山崎秀ニ他

10 4 大林太良締

10 5 大参義
-

106 大参義 -

10 7 大村直

108 大 山寛充他

10 9 岡田威未･ 御堂鹿正編

11 0 緒方勉 ･ 高木正文

11 1 緒方勉編

1 12 岡村秀典

I 13 岡本健
一

u 4 岡本孝之

11 5 岡本束三

1 16 岡山県立博物館編

1 1 7 小久貫隆史

1 1 8 小久貫隆史

1 19 小久貫隆史

12 0 奥村 滑編

『千薬衆南部 ニ ュ
ー タウン』16

- 大勝野北

遺跡 -

｢ 上総国姉ヶ崎二 子塚発掘嗣査概報+『考

古学雑談』節3 7 巻第3 骨

『常陸鏡塚』圃畢院大勢考古学研究報告

策1 冊

『伊保遮跡』

『服部遺跡発根調査概報』

『古代 の 日不』8 海人 の 伝統

｢s 字状口隊士雑考+『いちの みや考古』
N o . L3

｢ 弥生式土潜から土師単 - 一 束悔地方圏

部の場食+『轟音農大単文学部研究翰塊

(史学)』47 骨

『下鈴野適跡』

『岡 の 御堂古墳群調査概報』

『横浜市道高速2 骨線埋蔵文化財鮮掘報

告番』
『久保遺跡』

『清原古墳群及び岩原古墳群の 周構確常

嗣餐』

『三角縁神獣鏡 の 時代』

｢埼玉将軍山古墳 の 横穴式石室に つ い て+

『調査研究報告』7

市原市文化財セ ンタ
ー

綾南町教育委風会

横浜市道高速2 骨線埋蔵文化

財調査団

熊本県教育費風合

熊本県文化財保護協会

吉川弘文館

埼玉 県立さきたま資料館

｢ 足洗型石器 の 研究+『考古学雑誌』第8 4 春 日本考古学会

第3 骨

｢よみがえる舟葬輪+『古墳研究敢前線』

『おかやまの 歴史と美』

『千原台 ニ ュ
ー タウン』1 一

野馬嘱適跡他 -

｢ 草刈 A 区(第1 次) の 調査+『千原台 ニ ュ
ー

タウン』Ⅱ
- 草刈遺跡A 区( 第

一

次調査) 鶴

牧古墳群 ･ 人形塚
-

『市原市釈迦山古墳発疎開査報告書』

『改訂 ･ 神奈川県 地学の ガイド』

12 1 尾崎喜左雄 ･ 藤岡
- 雄 『鷺沼古墳』

1 22 尾崎喜左雄･ 松島栄治

他
1 2 3 小沢洋

L2 4 小沢洋

1 2 5 †ト沢洋

12 6 小沢洋

1 2 7 小田野哲憲

1 28 乙 益重隆他

12 9 小野 山節

1 30 小野山節他

13 いト捌良樹他

132 貝塚爽平編

『前橋天神山古墳図録』

｢参考資料 内裏塚古墳出土遺物+『年報』

N o .1

『二 間塚遺跡群確認調査報告書』Ⅱ

『小浜遺跡群』Ⅱ マミヤク遺跡

｢南関東 の 前方後方墳+『前方後方墳を考

える』第1 分冊

｢ 東北北部三 - 四世紀 の 様相+『大塚初重

先生頒寿記念考古論集』

『院塚古墳調査報告』

｢ 千葉市石神2 号墳 の 年代論の 意義+『東寺

山石神遺跡』

『紫金 山古墳と石山古墳』

『広木大町古墳群』

『東京湾 の 地形 ･ 地質と水』

- 2 89 -

新人物往来社

岡山県立博物館

千葉県文化財セ ンタ ー

千束県文化財セ ンタ
ー

千葉県教育委員会

コ ロ ナ社

習志野市教育委員会

前橋市教育委員会

君津郡市文化財セ ンタ
ー

富津市教育委員会

君津郡市文化財セ ンタ ー

東海考古学フ ォ
ー ラム

東京堂出版

熊本県文化財調査報告第6 集

千葉県文化財 セ ンタ
ー

京都大学文学部博物館

埼 玉 県遺跡調査会

築地書館

19 8 5

1 9 5 1 (3 卜46 頁)

19 5 6

1 9 7 4

19 7 9

1 98 7

19 6 7 ( 卜8 頁)

1 96 8 ( 卜3 4 頁)

19 8 7

1 97 7

1 9 80

19 7 5

1 98 2

19 99

19 9 4 (47 - 57 貫)

1 99 9
r( 卜5 3 貫)

19 99 (3 6
- 41 賞)

19 75

1 98 0

19 83 (1 0
- 3 1 0 頁)

1 9 95

19 93

19 67

1 9 70

19 8 3

198 5

198 9

199 5 (4 6 ト56 1 貫)

2 0 00 (79 8
- 8 1 2 # )

19 6 5

1 9 7 7 (53 4
-

5 4 1 頁)

199 3

1 9 8 0

1 9 9 3



凝行年 掲磯粛
番号 著者名 書名

1 3 3 柿沼修平他

13 4 笠井敏光他
群研究会編

13 5 橋本輝彦

『土宇』

古市古墳 『古市古墳群とその 周辺』

13 6 霞ケ浦町遺跡調査会

(千葉隆司) 編

1 3 7 堅田直

1 3 8 金井塚良 一 他

1 39 金井亀喜締

1 4 0 金子浩昌･

和 田哲也

1 4 1 金子浩 昌 ･ 中村恵次

市毛勲
1 4 2 金子晴彦

･ 青木豊

14 3 金丸誠

14 4 鎌田元
-

1 45 亀井正道

1 4 6 河上邦彦他

14 7 河上邦彦締

14 8 河上邦彦締

14 9 川崎晃稔

1 5 0 川尻秋生

1 5 1 川尻秋生

1 5 2 川尻秋生

15 3 川西宏幸

1 5 4 川西宏 幸

15 5 川西宏幸

1 5 6 菊池真太郎 ｡ 豊田佳伸

1 5 7 岸本直文

1 5 8 北野耕平

15 9 北原勝司他

1 6 0 木対和紀

16 1 木下互

1 6 2 金宅圭 ･ 李股 昌

16 3 行 田市教育委員会

1 6 4 久 々 忠義

発行元

日本文化財研究所 1 9 7 9

摂河泉文庫 1 9 8 5

『箸墓古墳』一 纏向遺跡第 1 09 次発掘調

査資料 -

『風返稲荷山古墳』

『紀伊田辺市磯間岩陰遺跡調査概要』

『柏崎古墳群』

『中国縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化

財発掘調査報告』(2)

『館山鈍切洞窟 の 考古学的調査』

｢ 千葉県東葛飾郡沼南村片山古墳群の

調査+『古代』第3 3 号

『薗畢院大草考古学資料館要賢』
一 関東

の 古墳時代文化 -

『佐倉市立山遺跡』

桜井市文化財協会 ･ 桜井市教

育委員会

霞ヶ浦町教育委員会

帝塚 山大学考古学研究室

考古学資料刊行会

広島県文化財協会

早稲田大学考古学研究室

早稲田大学考古学会

園畢院大草考古学資料館

千葉県文化財 セ ン タ
ー

｢ 嵯峨野 の 古墳群に関する覚書+『嵯峨野 京都大学考古学研究会

の 古墳時代』
｢ 古墳出土の 石枕に つ い て+『上代文化』

第2 0 輯
｢ 堺市い たすけ古墳 ･ 文殊塚古墳 ･ 定の 山

古墳及び岸和田市貝吹山古墳の 測量調

塞+『考古学研究紀要』3

『奈良県古墳発掘調査集報』Ⅱ

『史脇 牧野古墳』

『日本丸木舟 の 研究』

｢ 香取 の 海 の 由来+『中央博物館だより』
N o . 3 0

｢古代東国の 沿岸交通 一 中世との 接点を

求栂て+『千葉県立中央博物館研究報告
一

人文科学 - 』第5 巻第2 号

｢板東 の 成立+『千葉中央博物館研究報
告 一

人文科学 - 』第6 巻第1 号

｢ 円筒埴輪総論+『考古学雑誌』第6 4 巻第
2 号

｢後期畿内政権論+『考古学雑誌』第71 巻
第2 号

『古墳時代の 比較考古学』

『千葉市誉田県立 コ ロ ニ ー 内遺跡』

｢ 茨城県水戸市出土 の 三 角縁神獣鏡+

『考古学雑誌』第78 巻第1 号

『河内野中古墳 の 研究』

『武蔵国府関連遺跡調査抄報』Ⅰ 一

白糸

台遺跡の 調査1 -

｢房総における改葬系区画墓 の 出現期+
-

方形(円形) 区画改葬墓 の 提唱
- 『市

原市文化財セ ン タ
ー

研究紀要』I

｢須恵器+『斑鳩 藤ノ木古墳』
- 第1 次調

査報告 -

『皇南洞古墳発掘調査概報』古蹟調査報

告第1 冊

『行田市N o .4 1 遺跡』

園畢院大草考古学会

関西大学考古学研究会

奈 良県立橿原考古学研究所編

広陵町教育委員会

抵政大学出版局

千葉県立中央博物館

千葉県立中央博物館

千葉県立中央博物館

日本考古学会

日本考古学会

同成社

千葉県文化財セ ンタ
ー

日 本考古学会

大阪大学文学部国史研究室

府中市教育委員会

市原市文化財 セ ンタ
ー

斑鳩町

嶺南大学校博物館

行田市教育委員会

｢ 江上A 遺跡+『北陸自動車道遺跡調 査報 上市町教育委員会

告』
- 2 90 -

1 9 98

2 0 0 0

1 97 0

1 96 8

19 79

19 5 8

1 95 9 (23
- 3 9 貫)

1 9 7 6

1 9 8 3

19 7 L (1 5 9 -

1 68 質)

1 95 1 (2 9 - 3 6 貫)

19 7 7 ( i
- 2 2 貫)

1 9 78

1 98 7 ㌔

1 99 1

1 9 9 6 (6
-

7 貢)

1 9 9 8 (6 9
- 8 8 貫)

1 99 9 ( 卜15 頁)

1 9 7 8 ( 卜7 0 貢)

19 8 6 ( 卜4 2 頁)

1 99 9

1 97 6

1 9 9 2 (l 13 -

1 1 7 # )

19 7 6

19 78

1 98 7 (4 7
-

7 1 # )

1 9 9 0 (19 6 - 2 05 貢)

1 9 7 5

1 9 8 1

1 9 8 1 ( 12 -

1 4 貢)



杏骨

16 5

# # &

久蘭神輿

166 久保哲三相

16 7 隈昭志他

16 8 熊本県文化財保護協

会

16 9 食田直純

17 0 蔵本審美男 ･ 山本輿之

17 1 栗田則久他

172 栗田則久他

17 3 栗原良輔

17 4 栗原文蔵
･

田部井功

17 5 栗本僅弘締

176 車崎正彦

17 7 執崎正 彦

17 8 黒板勝美 ･

国史大系編

修禽
17 9 群馬鼎古墳時代研 究

会爾
1 80 倣持和夫

1 8 1 叙持輝久

藩名 発行元 発行年 掲戟頁

『日本歌学大系』別蓉1 ･ 3

『シン ポジウム 関束における古墳出現期
の諸問題』
『塚原』

『清原 古墳許及び岩原古墳群の 周溝確

認嗣査』
『地蔵僧遺跡碓頼嗣査報告』

『常般自動車道関係埋蔵文化財凝根調

査報告瀞』Ⅰ

『千葉衆南部ニ ュ
ー

タウン』13 一 上赤塚1

骨墳 ･ 狐塚古墳群 -

『千策来南部 ニ ュ
ー タウン』1 4 - 有音遺跡

(第3 次) 他 -

『利根川治水史』

｢ 天王山 ･ 梅塚古墳他周堀凝掘調査概

質+『資料館報』N o . 6

｢ 佐食市大篠塚適跡+『束開演自動車道

関係埋蔵文化財発掘調査報告』
｢ 常陸舟塚 山古墳 の 埴輪+『古代』第5 9 ･

6 0 合併号

｢ 東日本の 環濠集落+『邪馬台国時代の

凍日本』国立歴史民俗博物館締

新訂増補国史大系『日 本番紀』前瀞

『群馬県内出土 の 馬具 ･ 馬形埴輪』

｢ 古墳と出土遺物+『白幡本宿遺跡』

風間番房

日本考古学協会 ･ 学生社

熊本県文化財保護協会

熊本県文化財保護協会

亀山市教育委員会

茨城県教育財団

千束県文化財 セ ンタ ー

千葉県文化財セ ン タ ー

衛番欝出版

埼玉 鼎立さきたま資料館

千葉県教育費農会

早稲田大学考古学会

六興出版

宮川弘文館

群馬県古墳時代研究会

埼 玉 県教育委員会

｢神奈川県三浦半島南部の 海蝕洞穴をめ 千葉大学(代表麻生優)

ぐっ て+『洞穴遺跡の 諸問題』第2 回 シ ン ポ

ジウム 発表要旨

18 2 小泉裕司 ･ 近藤義行他

183 小泉裕司 ･ 佐藤正 之

18 4 /ト出義治他

18 5 小出博

1 86 小 出義給編

1 8 7 小 出義治

18 8 郷 田良 一
･ 小宮孟

1 89 郷掘英司

1 9 0 小久保徹他

19 1 国立歴史民俗博物館

締
1 92 木暮昌典･ 島田孝雄

19 3 小竹森淑江

1 9 4 後藤守
- -

『城陽市埋蔵文化財調査報告音』第19 集

『城陽市埋蔵文化財調査報告書』第2 0 集

『松戸河原塚古墳』

｢ 第3 図千年前 の 利根川+『利根川と淀川』

中公新書3 8 4

『上総山 王 山古墳』

｢亀塚古墳+『狛江市史』

『千葉東南部 ニ ュ
ー タウン』1 0 一 小金沢貝

塚
-

『市原 市二 日市場廃寺跡確認調査報告』

｢埼 玉 県 に おける古墳出土遺物 の 研究+Ⅰ

-

鉄鍍に つ い て - 『研究紀要』創刊号
｢ 東国における古墳の終末《本編》+『国立

歴史民俗博物館研究報告』第4 4集

城陽市教育委員会

城陽市教育委員会

松戸市諌編茶寮員会

中央公翰社

上総山王山古墳発掘調査団

狛江市史縞さん委員会

千葉県文化財センタ
ー

千葉県文化財セ ンタ
ー

埼 玉 県埋蔵文化財調査事業団

国立歴史民俗博物館

『天神山古墳外 卦 A 陪塚』
- 範囲確認調 太 田市教育委員会

査
-

｢中世香取海における津の 支配
-

海夫注 武蔵大学日本文化研究会

文 の 分析 から
-

+『武蔵大学日本文化研

究』第2 号

｢ 上古時代鉄鍵の 年代研究+『人類学雑 東京人類学会

誌』第5 4巻 第4 号

- 29 1
-

L9 66

19 7 0

19 8 L

1 9 7 5

1 98 2

1 9 7 8

19 8 0

1 9 82

L9 8 3

1 9 73 ( 官界公翰社
1 94 3 復刻)

1 97 5 (7 - 9 頁)

1 97 0 ( 卜88 頁)

19 76 (38 - 49 頁)

1 99 1 (3 8 - 4 4 貢)

1 9 7 9

19 9 6
r

1 98 0 (2 卜3 0 頁)

1 9 97 (3 2 - 3 3 貫)

19 8 9

19 9 0

1 95 6

1 9 75

19 8 0

1 9
'
8 5 ( 1 1 9

-

1 8 8 頁)

1 9 82

19 84

19 83 く卜7 3 頁)

1 9 92

1 9 7 0

1 98 1 ( 3 7
- 5 3 貢)

L93 9 ( 13 3
1

1 6 1 貰)



番号 著者名 書名 発行元 発行年 掲叔頁

19 5 小林謙
-

1 96 小林行雄

1 9 7 /ト林行雄

19 8 1ト林三郎 ･ 熊野 正 也繍

1 9 9 ′ト林清隆他

20 0 古墳文化研究会編

20 1 小牧美知江

2 02 駒宮史朗他

2 0 3 小森哲也

2 04 近藤義郎編

2 05 近藤義郎編 ･ 広瀬和

雄 ･

天野末書他

2 06 近藤精造監修

2 07 近藤義郎編

2 08 斉木勝他

2 0 9 埼 玉 県教育委員会

2 1 0 干葉県文化財セ ン タ
ー

2 11 干葉県史料研究財団

編

2 1 2 千葉県文化財 セ ン タ ー

編
2 1 3 千葉県文化財セ ンタ

ー

編
2 14 千葉県文化財セ ンタ

ー

編
2 1 5 斉藤忠編

2 16 斉藤優

21 7 斉藤優

21 8 佐伯秀人

21 9 酒井仁夫

2 2 0 酒井清治

22 1 榊原弘 二 ･

山 口典子

2 2 2 榊原弘 二 ･ 土屋潤
一

郎･ 宮城孝之

2 2 3 坂本行広締

2 2 4 埼玉 県立さきたま資料
館

2 2 5 桜井市教育委員会 ･ 奈
良県立橿原考古学研

究所

2 2 6 佐藤軽信

2 27 真田幸成他

｢ 弓矢と甲胃の 変遷+『古代史発掘』6

｢ 直弧文+『古墳文化論考』

｢神功･ 応神紀の 時代+『古墳文化翰考』
( 再録)

『牡皇塚古墳』

『千葉急行線内埋蔵文化財発掘調査報
告書』Ⅲ 草刈貝塚

『日本古代文化研究』創刊号

講談社

平凡社

平凡社

市立市川博物館

千葉県文化財セ ンタ
ー

古墳文化研究会

｢ 龍角寺(五斗蒔) 瓦窯と文字瓦+『官営工 奈良国立文化財研究所
房研究会会報』6

『青柳古墳群発掘調査報告書』

｢栃木県 内古墳出土遺物考+(1) -

鉄鎖
の 変遷

- 『栃木県考古学会誌』8

『権現山5 1 号墳』

『前方後円墳集成』 - 近畿編 -

『干葉 の 自然をたずね て』

『前方後円墳集成』 一

束北･ 関東締 -

『市原市菊間遺跡』

『埼 玉 県埋蔵文化財発掘調査要覧』Ⅱ

｢ 押招大 六 天遺跡+『干葉県文化財 セ ン

タ ー 年報』N o .9

『竜角寺古墳群からみた古代 の 東国』
一

栄町浅間山古墳 の 調査成果をもとに
-

｢ 六 通神社商連跡+『干葉県文化財 セ ンタ
ー 年報+ N o . 9

『千葉県埋蔵文化財分布地図』(3)

『千葉県埋蔵文化財分布地図( 1)
I 東葛

飾 ･ 印勝地区 ( 改訂版) - 』
『弘法山古墳』

『改訂 松岡古墳群』

『足羽山 の 古墳』(復亥rl)

『内裏塚古墳群』

埼玉 県遺跡調査会

栃木県考古学会

『権現山5 1 号墳』刊行会

山川出版社

築地事館

山川出版社

干葉県都市公社

埼 玉県教育委員会

千葉県文化財 セ ンタ ー

干葉県史料研究財団.

千葉県文化財 セ ンタ ー

千葉県文化財 セ ンタ
ー

千葉県文化財 セ ン タ
ー

松本市教育委員会

松岡町教育委員会

福井考古学会

君津郡市文化財 セ ン タ
ー

｢八並遺跡検出周滞基に つ い て+『九州考 九州考古学会
古学』N o .5 2

｢干葉県大森第2 遺跡出土 の 百済土器+ 九州古文化研究会
『古文化談叢』第1 5 集
｢ 市原市川焼台遺跡出土 の 小型銅鐸に 千葉県文化財 セ ンタ ー

つ い て+『研究連絡誌』第7 ･ 8 合併号
｢市原市草刈遺跡出土 の 有角 石斧に つ い 千葉県文化財セ ンタ ー

て+『研究連絡誌』第1 2 号

『猫作 ･

栗 山 6 号墳』 香取郡市文化財セ ンタ ー

『さきたま将軍山古墳と銅鏡』展示解説書 埼玉 県立さきたま資料館

『ホ ケノ山古墳発掘蘭査現地説明会資
料』

『帰牛原』

『上箕田』 一 弥生式遺跡第2 次調査報告1

- 2 92 -

桜井市教育委員会･ 奈良県立

橿原考古学研究所

喬木柑教育委員会

鈴鹿市教育委員会

19 7 5 (9 8 - 11 1 質)

19 7 6 (4 8 3 - 5 4 0 頁)

L 9 7 6 (6 7
- 9 1 貰)

1 9 7 6

1 9 9 0

1 9 8 4

1 9 9 9 ( 40 - 5 4 京)

1 9 7 3

19 8 4 ( 53 -

9 2 貫)

19 9 1

1 9 92

1 9 92

1 9 9 4

1 9 7 4

1 9 7 9

1 9 83 (2 3
- 2 4 貫)

1 9 9 8

19 8 4

1 9 8 7

1 9 9 7

1 9 7 8

19 7 9

19 8 5

19 9 2

19 76 (1 9 - 2 3 貢)

1 9 85 (1 0 5 -

1 2 4 貫)

1 9 8 4 ( 1
- 6 頁)

1 9 85 ( ト6 頁)

1 9 95

1 9 92

1 9 95

1 9 7 1

1 9 7 0



番骨 著者名 審名 発行元 発行年 掲載貫

228 輝潟久孝他編

229 佐原寛

23 0 三森俊彦他

23 1 三森俊彦他

23 2 三森俊彦編

233 塩野博

23 4 塩野博 ･ 駒宮史朗

235 塩野博 ･ 駒宮史朗他

23 6 静岡県教育香魚会

2 3 7 設楽博 巳

2 3 8 干集隆司編

2 39 柴塩弟未監修

24 0 頻田鶴司

2 41 鹿巡賢 ニ
･

間壁忠彦

2 42 清水寛
-

2 4 3 下城正 ･ 女慮和志雄他

2 4 4 下津谷達男他

2 4 5 下村登 良男
･ 村上喜雄

2 4 6 下村登良男

24 7 下山遺跡調査団

2 4 8 十菱駿武
･

川上真紀子

他

2 4 9 塩野博 ･ 駒宮史朗他

2 50 白井久美子他

2 5 1 白井久美子

2 5 2 白井久美子

2 53 白井久美子

『高架塊大成』総索引

｢銅鐸の 始まりと終り+『展望ア ジア の 考古
学』- 樋口隆康教授退官記念輪舞 -

『市原市大厩遺跡』

『市原市大厩遺跡』

『千原台 ニ ュ
ー

タウン』Ⅱ
一 軍刈A 区 ･ 鶴牧

古墳群 ･

人形塚 -

｢ 古墳の 外部施設
一 特に小規模古墳の 周

堀
-

+『埼玉考古』第5 骨

『西台遺跡』

『鹿鹿古墳群』

『渡海道新幹線静岡県内工事に伴う埋蔵

文化財発掘嗣査報督番』
｢根本古墳+『筑波古代地域史の 研究』

『傑ヶ浦沿岸 の 弥生文化』
-

土器から見た

弥生社会 -

『朝日遺跡群第1 次調査報告』

『千葉市辺田山谷遺跡』

｢ 赤井圏古墳群2 骨+『食敷考古館研究集

報』1 0

平成1 0 年度冬季企画展『趨向遺跡10 0 回

嗣査記念 一 越向遺跡はどこまで わか っ た

『三ツ寺 Ⅰ遺跡』

『野田市三 ツ堀遺跡』

『おばたけ遺跡発掘調査報告』1
一 策4 次

｢伊勢市上地町野垣 内遺跡+『昭和4 8 年度

県営圃場整備事業地域埋蔵文化財発掘

調査報告』

『下山遺跡
一

下山遺跡第2 次調査概報 - 』

『野毛大塚古蛍』

『鹿 島古墳群』

｢ 長平台遺跡 出土土暑凱『上総国分寺台発

据調査概報』
｢ 小規模古墳の

一

類型に つ い て - ブリッジ

付円墳の検討 -

+『古代』第7 5
･ 7 6 合併号

｢ 古墳出土 の 鉄錬に つ い て+『干葉東南部
ニ ュ

ー

タウン』1 5 一

馬ノ 口 達跡他 -

｢東国後期古墳分析 の
- 視点+

一

錬嫉か

ら見た千葉市生実･ 椎名崎古墳群 - 『研

2 54 白井久美子

2 55 白井久美子

25 6 白井久美子

2 57 白井久美子

2 58 白井久美子
･ 福 田依子

2 5 9 白井久美子

平凡社 19 8 6

19 8 3 (3 82 - 3 93 貫)

千葉県都市公社

千葉県都市公社文化財事務所

千葉県文化財セ ン タ
ー

埼玉 県考古学会

埼 玉 県遺跡嗣査会

埼玉 鼎教育番県会

静岡県教育番風会

筑波大学

髄ヶ浦町郷土資料館

愛知鼎教育費風会

千葉県文化財セ ンタ
ー

禽敷考古館

桜井市立埋蔵文化財セ ンタ ー

群馬県埋蔵文化財調査草葉団

野 田市郷土博物館

鳥羽市教育費農会

三 重鼎教育委員会

世田谷 区教育委員会

世田谷 区教育委員会

埼玉 県教育委員会

上総国分寺台遺跡調査団

早稲田大学考古学会

千葉県文化財セ ンタ ー

千葉県文化財セ ン タ
ー

究紀要』1 0

｢ 祇園大塚山古墳の 埴輪と須恵器+『古代』早稲 田 大学考古学会

第8 3 号

｢《研究ノ ー ト》市原市草刈遺跡の 方墳群+

『研究連絡誌』第2 2 号

｢房総 の 出現期 ･ 前期古墳の 様相に つ い

て+『第1 7 回古代史サ マ ー セミナ ー

発表資
｢房総 の 古墳時代研究と稲荷台1 号墳+

『干葉史学』第1 5 号

｢ 千葉県市原市草刈遺跡出土の 小銅鐸+

『考古学雑誌』第7 5 巻第2 号

｢ 石 製立花と石枕の 出現+『古代採草』Ⅲ

- 2 93 -

千葉県文化財セ ンタ ー

古代史サ マ
ー セミナ ー 事務局

千葉史学会

日本考古学会

早稲田大学出版部

19 7 4

19 7 4

1 98 3

1 9 6 7 (2 4 - 3 0 貫)

19 7 0

19 7 2

1 96 5

1 9 8 2 (5 9
- 8 3 常)

19 9 8

1 97 5

1 9 86

1 9 74 (1 6 0 -

1 65 京)

1 9 9 8

19 8 8

1 96 2

1 97 2

1 9 79 (6 1
- 1 1 7 頁)

19 80

19 83

19 7 2

19 8 2 (4 4
- 4 6 貫)

19 8 3 (2 9
- 6 9 頁)

19 8 4 (1 6 4
-

1 6 7 貫)

1 98 6 (1 8 5
- 21 5 貫)

19 87 ( l o o -

1 0 9 # )

19 88 (9 - 16 貢)

19 89 ( 18 1 頁)

19 89 (3 2
- 43 貢)

19 89 ( 73 - 8 4 貫)

19 9 1 ( 33 5
- 3 5 4 貫)



番号 著者名 書名 発行元 発行年 掲敬頁

26 0 白井久美子

26 1 白井久美子

2 62 白井久美子

2 63 白井久美子

26 4 白井久美子

2 6 5 白 石 太
- 那

2 6 6 白 石 括

2 6 7 白石太
- 郎 ･

春成秀

爾
･

杉山晋作･

奥 田尚
2 6 8 白石太

一

郎
･ 杉山晋

作 ･ 幸崎正彦

2 6 9 白 石太 一

郎

27 0 白 石 太
一

郎

2 7 1 白 石竹雄編

2 72 辛亥銘鉄剣 シ ン ポジウ
ム 実行委員会

2 73 末永雅雄

2 74 末永雅雄

2 75 菅谷浩之他

2 7 6 杉崎章締

2 7 7 杉崎茂樹

2 7 8 杉原荘介 ･

小林三郎

27 9 杉山博久他

2 8 0 杉山林継編

2 8 1 楯山林継 ･ 野中徹

2 8 2 楯山林継

2 8 3 杉山晋作

2 8 4 杉山晋作

2 85 杉山晋作

2 8 6 杉山晋作

2 8 7 杉山晋作

｢海人 の 首長+『房総考古学ライブラリ
- 6』 千葉県文化財セ ンタ ー

古墳時代( 2)
｢ ｢長州塚+ の 石製晶+『房総考古学ライブラ 千葉県文化財セ ンタ

ー

リ
ー

6』古墳時代( 2)
｢ 弥生 ･ 古墳時代遺跡出土鏡デ ー

タ集成 一 国立歴史民俗博物館

千葉県
-

,
文献デ ー タ 一 千葉県 - +『国立

歴史民俗博物館研究報告』第5 6 集( 共同

研究｢ 日本出土鏡デ ー

タ集成+ 2)

｢ 弥生時代から古墳時代の住居形態と土器 千葉県文化財セ ン タ
-

群+ ｢草刈遺跡出土の赤焼き須恵器+『干原

台 ニ ュ
ー

タウン』Ⅵ
一 章刈 六 之台遺跡 -

( 第2 分冊)

｢ 香取郡干潟町滞巨台古墳測量調査報告+

『千葉県史研究第5 号』
｢ 群集墳の 諸問題+『歴史公論』63 - 古墳
時代の 社会 -

『千葉市大勝野北遺跡』

｢ 箸墓古墳の 再検討+『国立歴史民俗博物
館研究 報告』第3 集
｢ 群馬県お宮土 山古墳所在の 長持形石

棺+『国立歴史民俗学博物館研究報告』第
3 集
｢神まつ りと古墳 の 祭紀+『国立歴史民俗博
物館研究報告』第7 集 - 共同研究｢ 古代 の

祭紀と信仰+ 本篇 -

『古墳とヤ マト政権 一 首代国家は い か に形

成されたか - 』
『平台先遺跡』

｢埼 王 県 の 前期古墳+『辛亥銘鉄剣と金石

文』

『日本 の 古墳』

『日本上代の 武器』(増補版)

『長沖古墳群』

『東海市カブト山遺跡』第2 次調査報告

『瓦塚古墳』 一 埼玉 古墳群発掘調査報告
書第4 集 -

｢ 古墳時代+『市川市史』第1 巻(原始､ 古
代)

『小田原市諏訪 の 前遺跡』

『請酉』

『史跡弁天 山古墳』保存整備事業報告書

｢ 菅生周辺 の 遺跡+ ｢ 木更津市長洲塚出土

品と伝える石製模造品+『上総菅生遺跡』
｢ 干葉県 の 石枕+

一 市原市発見 の 石枕 -

『史館』第8 号

｢ 古墳時代銅鏡 の 二
､
三 につ い て+『古代

採草』一 滴 口 宏先生古稀記念考古学論集
｢ 古墳群形成にみる東国 の 地方組織と構
成集団 の

一

例+
-

公津原古墳群とそ の 近

隣 - 『国立歴史民俗博物館研究報告』第1

集
｢ 石製刀子とそ の 使途+『国立歴 史民俗博
物館研究報告』第7 集
｢ 特異な彫刻文 の ある石製腕飾+『古代探

叢』Ⅱ

- 2 94 -

千葉爆

雄山閣

千葉県文化財セ ンタ ー

国立歴鹿民俗博物館

国立歴 史民俗博物館

1 9 9 2 (1 6 -

2 1 貫)

19 9 2 (3 ト40 貫)

19 9 4 (82
- 95

,
7 46 -

7 49 貫)

1 99 4 (88 8 - 92 0 貢)

1 9 9 7 (8 3 - 9 2 貫)

1 9 8 1 ( 79 - 86 頁)

1 9 8 2

1 9 84 (4 卜82 頁)

19 8 4 (8 3 - 12 0 頁)

国立歴史民俗博物館 1 9 8 5 ( 79 - 1 14 頁)

文芸春秋

平台先遣跡発掘調査団

埼 玉 県教育委員会

朝日新聞社

木耳社

児玉 町教育委員会

東海市教育委員会

埼玉 県立さきたま資料館

市川 市

小田原考古学研究会

木更津市請西遺跡調査団

富津市教育委員会

中央公論美術出版

史館同人

早稲田大学出版部

国立歴史民俗博物館

1 9 9 9

19 7 3 ･

1 9 8 2 (3 0
- 3 1 貢)

1 9 6 1

1 9 8 1

1 9 8 0

1 9 7 4

1 9 8 6

19 74 (3 5 3
- 4 6 7 貢)

19 71

19 7 7

1 9 7 9

19 8 0 (1 5 9
- 1 6 5 貢)

19 7 7 (7 1
-

7 3 貢)

19 8 0 (1 8 1 -

2 0 5 貢)

19 8 2 (4 9
-

7 8 貫)

国立歴史民俗博物館 19 8 5 (l 1 5 -

1 3 3 頁)

早稲 田大学出版部 19 8 5 (2 9 9 - 3 1 8 貢)



番号 著者痛

288 杉山晋作･

寮 ･ 荻悦久

289 杉山博久
･

山本守男

29 0 鈴木裕芳

29 1 鈴木啓 ･ 辻秀人他

292 鈴木英啓

293 鈴木敏則

29 4 鈴木尉元他

295 須田勉

29 6 澄田正
一 -

･ 大参轟 -
･

岩野 見司

29 7 滴藤
-

順

2 9 8 関川尚功締

2 99 関口達彦

3 0 0 勢田広行他

3 0 1 漸戸谷暗他

3 0 2 千田稔

30 3 皆根博明
･ 平方章雄

･

_
A eel i

3 04 高木市之助他校注

3 05 高木博彦

30 6 高木市之助他編

3 0 7 高木恭 二

3 0 8 高島忠平 ･ 西弘海

3 0 9 高瀬哲郎 ･ 岩永政博他

3 1 0 高田博他

沓銘 発行元 発行年 掲載貫

｢佐原市 ･ 禅昌寺山古墳の遺物+『古代』第 早稲田大学考古学会
83 骨

｢ 厚木市天神遺跡の調査+『第 -

回神奈川

鼎適跡調査 ･ 研究発表会発表要旨』

『久慈吹上』

『原山1 骨墳発掘調査概報』

『潤井戸西 山遺跡』

｢ 淡輪系円筒埴輪+『古代文化』第4 6 巻第2

早

『凍茶湾とその 周辺地域の 地質』( 第2 版)

r 古代地方豪族と造寺精勤+
- 上総国を中

心として
- 『古代探簿』

『新編 - 宮市史 - 資料編2 - 』

｢ 盈谷津1 骨墳+『佐食市星谷津遺跡』

『引ノ山古墳群』

『干葉衆南部 ニ ュ
ー

タウン』1 卜 六通金山

適跡 -

『羽山塚古墳調査報告番』

『中ノ郷 ･ 深谷 古墳群』

『埋れた港』

｢ 広畑古墳群+ 『秦野下大槻』

『構築集』全4 巻 日本古典文学大系4 - 7

『日本 の 石枕』

『常葉集大成』5 歴史社食篇

｢ 環状縄掛突起を有する石棺に つ い て
-

と

くに そ の 石棺材の産地をめぐっ て
-

+ ･ 同

(2) 『熊本史学』第5 3 号 ･ 第5 4 号

｢寿命王 塚古墳出土土器+『奈良国立文化
財研究所年報』
｢ 大門商連跡+『九州横断自動車道関係埋

蔵文化財発掘調査報告』Ⅰ

『千原台 ニ ュ
ー

タウン』Ⅲ
-

草刈遺跡B 区
-

3 1 1 高根和信 ･ 大森倍秀他 『上出島古墳群』

3 1 2 鷹野光行

3 13 高橋護

3 14 高橋康男

3 15 高橋譲

3 1 6 高橋
- 夫 ･ 本間岳史

3 1 7 高畑知功 ･ 栗野克己他

3 1 8 滝 口 宏 ･ 市毛勲 ･ 田中

新史･ 白 石 太
一 郎･

永

嶋正春 ･

平川南 ･ 三 辻

?u
-

3 1 9 武 田宗久 ･ 宍倉昭
-

那

他

｢13 号墳+『束間部多古墳群』

｢紐帯文 の 展開と特殊器台+『岡山県立博

物館研究報告』5

『草刈遺跡』

｢ 弥生 時代終末期の 土器編年+『岡山県立

博物館研究報告』9

神森川鼎遮跡調査 ･

研究発表

会準備委農会

日 立市教育費県会

福島県教育委員会

市原市文化財セ ンタ ー

古代学協会

地質調査所

早稲田大学出版部

一 宮市

干薬県文化財セ ンタ
ー

五衆市教育爵風食

千来県文化財セ ンタ
ー

熊本県文化財保護協会

但馬考古学研究会

学生社

寮野市教育委農会

岩波番店

千葉県立房総風土記 の 丘

平凡社

熊本史学会

奈良国立文化財研究所

佐賀県教育委員会

干葉県文化財セ ンタ
ー

茨城県岩井市教育委員会

上総国分寺台遺跡調査団

岡山県立博物館

市原市文化財 セ ンタ
-

岡山県立博物館

｢ 将軍 山古墳と房州石+『埼玉 県史研究』第 埼 玉 県

2 9 号

｢ 小中古墳群+『岡山県埋蔵文化財発掘調 岡山県文化財保護協会

査報告』7

『｢ 王 賜+ 銘鉄剣概報 一

千葉県市原市稲荷 吉川 弘文館

台1 号墳出土 - 』

『上総国女坂 1 号方形墳』

-

295 -

19 8 7 (i lo - 13 9 貫)

1 9 77 (8
-

9 貫)

19 8 2

1 98 2

1 98 6

1 9 94 (3 9 - 5 0 貫)

19 9 5

19 8 0 (43 3 - 4 74 頁)

1 96 7

19 78 (11 2 - 1 1 8 貫)

19 8 0

1 98 1

1 97 9

1 98 5

19 7 4

19 7 4 (2 3 -

41 貫)

19 5 9 ･

1 97 9

1 98 6

1 97 9 ･ ( 4 卜5 8
,
3 6

-

5 2

1 98 0 貫)

19 71 (4 8
- 4 9 貫)

19 80 ( 1 3
-

1 2 0 貢)

19 8 6

1 9 7 7

1 9 7 4 .(1 12 - 1 1 4 貢)

19 8 4 (i -

2 1 頁)

19 8 5

1 9 8 8 ( 卜3 2 頁)

1 99 4 (2 1
- 3 8 貢)

19 7 5 (B3 - 1 45 貢)

19 8 8

南総郷土文化研究会 1 9 69



番号 著者名 書名 発行元 発行年 掲救頁

3 2 0 田坂清･ 相京邦彦 ･ 上

村淳 一 ･ 白井久美子

3 2 1 田坂櫓 ･

栗 田則久

3 2 2 立本成文

3 2 3 田中清美他

32 4 田中清美他

3 25 田中晋作

3 2 6 田中新史

3 2 7 田中新史

3 2 8 田中新史

3 2 9 田中新史爾

3 3 0 田中新史

3 3 1 田中新史

3 3 2 田中新史

33 3 田中新史

33 4 田中新史

3 35 田中新史

3 3 6 田中新史

3 3 7 田中新史

3 38 田中新史

3 39 田中新史

34 0 田中新史

3 41 田中新史

3 42 田中英夫

3 43 田辺幸雄

3 44 谷 口 栄他

3 45 谷 口栄他

3 46 種 田寄書 ･ 阪 田正
一

34 7 種田斉吾 ･ 谷旬

3 48 玉 口 時雄 ･

阪田 正 一 編

34 9 田中新史

35 0 干賀久編

35 1 干葉市史編纂委員会

35 2 干葉県地方課編

- ム コ アラ ク 千葉県文化財セ ン タ
ー

1 9 7 9

遺跡 ･

小金沢古墳群 -

『干葉東南部 ニ ュ
ー

タウン』1 3 - 上赤塚l 号 干葉県文化財セ ン タ
ー

墳･ 狐塚古墳群 -

『地域研究 の問題と方抵』

『干草山遺跡･ 束千草山遺跡』

『奉免上原台遺跡』

｢武器 の 所有形態からみた古墳被葬者の

性格+『ヒストリア』第9 3 号

｢五世紀における短甲出土古墳 の
一

様相+
一 房総出土 の 短甲とその 古墳を中心として
- 『史館』第5 号

｢ 諏訪台1 号墳+『諏訪台古墳群調査概要』

｢ 五世紀に おける短甲出土古墳 の
- 様相+

『史館』第5 号

『南向原』

｢ 市原市神門4 号墳 の 出現とそ の 系評+『古
代』第63 号

｢ 御轍山古墳出土 の 短甲+『考古学雑誌』
第6 4 巻第1 号

｢ 19 7 7 年度 の 古墳調査に つ い て+『上総国
分寺台蘭査概報』
｢ 古墳出土 の 飾り弓+

- 鋲飾り弓 の 出現と

展 開 - 『伊知波 良』1

｢ 東国終末期古墳出土 の 馬具+『古代採
草』
｢根田古墳群+『上総国分寺台発掘調査概
報』
｢ 出現期古墳の 理解と展望 一 束国神門五

号墳の 調査と関連 して+『古代』第7 7 号
｢ 古墳時代終末期 の 地域色 一 束国の 地下

式 系土拡基を中心として -

+『古代採草』Ⅱ

｢東国 の 古墳時代出現期とそ の 前後+『東
アジア の 古代文化』4 6

｢ 市原台地 の 特性+『｢ 王 賜+ 銘鉄剣慨報』
図2 解説 滝 口宏監修
｢奈良盆地東縁の 大形前方後円墳出現に

関する新知見+『古代』第88 号
｢ 古墳時代中期前半 の 鉄錬( -

)+『古代探

叢』Ⅳ

｢ 長持形石棺 の 再検討+『古代学研究』7 7

『高菜集束歌』

『柴又 河川敷遺跡』Ⅱ

『柴又八幡神社古墳』

『千葉東南部 ニ ュ
ー

タウン』3 - 有吉遺跡
(第1 次) -

『千葉東南部 ニ ュ
ー タウン』4 一

生浜古墳
* -

『宮脇』

『市原市神門四号墳 の 出現とそ の 系譜』
『古代』第63 号

『磯城 ･ 磐余地域の 前方後円墳』

｢ 七廻り塚古墳+『千葉市史』史料編1

『千葉県町村合併史』(上)

- 2 9 6 -

京都大学学術出版会

市原市文化財セ ン タ ー

市原 市文化財セ ン タ ー

大阪歴史学会

史館同人

上総国分寺台遺跡調査侍

史館同人

上総国分寺台適跡調査団

早稲田大学考古学全

日本考古学会

上総国分寺台遺跡調査団

伊知波良刊行会

早稲田大学出版部

上総国分寺台遺跡調査団

早稲田大学考古学会

早稲田大学出版部

大和書房

吉川弘文館

早稲田大学考古学会

早稲田大学出版部

古代学研究会

塙書房

葛飾区遺跡調査会

葛飾区郷土と天文の博物館

千葉県都市公社

千葉県文化財 セ ンタ
ー

宮脇遺跡調査団

早稲田大学考古学会

奈良県立橿原考古学研究所

千葉市

大和学芸図書株式会社

1 9 8 2

1 9 9 6

1 9 8 9

19 9 2

19 8 1 ( 卜2 0 賞)

19 7 5 (8 0 - 1 03 頁)

1 97 5 (i -

1 4 京)

1 9 75 (8 0 - LO B 貫)

1 97 6

L 9 7 7 ( 卜2 1 賢)

1 9 7 8 (2 8 - 44 貫)

1 9 7 8 (7 -

1 1 頁)

L 9 7 9 (8 - 3 0 貫)

1 9 8 0 (2 5 7 - 2 7 8 質)

1 9 8 1 (6 - 2 0 貫)

1 9 8 4 ( 卜5 3 頁)

1 9 8 5 (4 3 7
-

4 75 貢)

1 9 8 6 (8 4
- 9 4 京)

L 9 8 8 ( 2 # )

L 9 8 9 ( 12 6 -

13 6 頁)

19 9 5 (2 4 7
- 3 0 8 頁)

19 75 ( 17 L 2 9 貢)

19 6 3

1 98 9

1 99 2

1 9 7 5

1 9 77

1 9 73

1 97 7 ( 卜2 1 貫)

1 98 1

1 9 76 (2 2 卜22 6 貢)

1 9 7 9



番号 # % % # *

巧打芋東商顧簡存意花藤
‾ 一‾ -

3 5 4 千凍県教育庁文化熱

35 5 千薬鼎史料研 究財団

締
35 6 干葉鼎史料研究財団

締

35 7 千葉鼎地学 の ガイド編

典鼠会締
3 58 千葉鼎立中央博物館

締
3 5 9 千楽市史締茶番風会

3 6 0 干来県立中央博物館

3 6 1 調布市教育賓風食

3 6 2 調布市教育費風会

363 範比地秀行

36 4 韓比地 正 治

3 6 5 範比地秀行･ 菊池誠
一

3 6 6 都出比 呂志

3 6 7 都出比呂志編

3 6 8 都出比呂志

3 6 9 都出比呂志 ･

田中琢締

3 70 常川秀夫･ 石川均

3 7 1 常川秀夫他

3 7 2 坪 之内徹

3 7 3 寺沢索

3 7 4 寺 田良書

37 5 寺 田良書他

3 7 6 東海古墳文化研究会

締
3 7 7 第3 回東海考古学

フ ォ
ー

ラム

3 78 東海大学校地内遺跡

調査団

37 9 富樫卯三郎他

38 0 富樫雅彦
･ 徳滞啓

一

3 8 1 栃木県立那須風土記

の 丘資料館

3 8 2 栃木県立なす風土記

の 丘資料館

38 3 轟 俊 二 郎

3 8 4 豊岡卓之

3 8 5 豊田市教育委員会

発行元 発行年 掲碗頁

千葉鼎教育番県会
杏番』
『千来県藍所在古墳群詳細分布嗣査報告
番』
『千葉県 の 歴史』

- 資料編 古代 -

｢ 古代の虜総三国+『千葉鼎の 歴史 資料
編 考古3』
『統千葉鼎 地学の ガイド』

『鋸 山周逸の 地層』(自然観療会I l)

｢ 米久古墳+『千束市史』史料編1

平成5 年度特別展図録『香取 の海 -

その

歴史と文化 -

』
『闘布の い せき』

『調布市飛 田給過跡』

『砧中学校遺跡発根調査略報』

｢ 高柳銚子塚古墳 の 埴輪+『字麻最多』第3

骨

｢ 円形周構基+『下山適跡』Ⅱ

『日本展耕社会の成立過程』

『古代史復元』6 一 首墳時代の 王と民衆 -

『古代国家はこうして 生まれた』

『古代史の 翰点4 権力と国家と戦争』

『塚 山古墳群』

『蛭田宮土山古墳群』

｢ 東紀寺遺跡出土土師器焼成 の(須恵器)

高杯+『韓式系土希研究』Ⅳ

『桜井市箸墓古墳(纏向遺跡第8 1 次) 発輯
調査概報』
｢野毛大塚古墳見学資料+

『野毛大塚古墳』

｢東海の前方後方墳 一

論集 弥生から古墳
-

-

+『古代』第86 号

『前方後方墳を考える』

｢相模 の 3 ･ 4 世紀 方形周滞墓をめぐっ て+

『東海大学校地内達跡調査報告』3

『向野 田古墳』

｢ 小銅鐸 の 基礎的研究+『画筆院大学考古
学資料館紀要』第1 1 輯

『弥生人 のくらし』
一 卑弥呼 の 時代 の 北関

東 一

策6 回企画展図録『ムラ･ まつ り･ 古墳』

干来県教育委員会

千葉県

干葉鼎

コ ロ ナ社

千葉鼎立中央博物館

干葉甲

千束鼎立中央博物館

調布市教育費風会

調布市教育草魚会

砧中学校適跡調査団

木更津古代史の会

世田谷 区教育費農会

岩波藩店

弾散社

角川番店

小学館

栃木県考古学会

栃木県那須郡湯津上柑

韓式系土器研究会

橿原考古学研究所

世田谷区教育委員会

世田谷区教育委員会･

野毛大

塚古墳調査会

早稲田大学考古学会

第3 回東海考古学フ ォ
ー

ラム 三

重県実行委員会

東海大学校地内達跡調査団

宇土市教育委員会

囲畢院大草考古学資料館

栃木県立那須風土記 の 丘資料
館

栃木県 立なす風土記 の 丘資
料館

『埴輪研究』第1 冊

『古墳の ため の 年代学』 -

近畿 の 古式土師 奈良県立橿原考古学 研究所

器と初期埴輪 -

附属博物館

『高橋遺跡』 豊田市教育委員会

- 2 9 7
-

1 9 8 6

19 9 0

1 99 6

19 9 8

19 9 0

1 98 2

1 9 7 6 (2 1 2 - 2 13 貫)

19 9 3

1 98 2

1 98 2

1 97 9

1 98 2 (7 - 8 頁)

1 98 5 (6 7 - 7 0 京)

19 8 9

1 9 8 9

19 9 8

19 9 8

19 7 9

19 7 2

19 9 3 (1 2 0
- 12 6 貢)

19 9 5

19 8 9

1 9 9 9

19 8 8 (1 23 - 2 1 4 # )

19 9 5

19 9 2

19 7 8

19 9 5 (2 5
- 7 0 貢)

19 9 6

19 9 8

19 7 3

1 9 9 9

1 9 7 1



番号 著者痛 書名 発行 元 発行年 掲載貰

3 86 中井 正幸

3 8 7 中井正幸

3 8 8 中司照世

38 9 中司照世編

3 9 0 中西康裕編

39 1 永沼律朗他

3 9 2 永沼律朗

39 3 永沼律朗

39 4 永原慶 二 監修

39 5 中牟田賢治

39 6 中村意次 ･ 市毛勲

39 7 中村恵次他

39 8 中村恵 二 ･ 市毛勲他

3 99 中村太 -

4 0 0 中森秀夫

4 01 奈良国立文化財研 究

所編
4 02 奈良県立橿原考古学

研究所締
4 03 成田 ニ ュ

ー

タウン 文化

財調査班

4 04 新納泉

4 0 5 西弘海

4 0 6 西田和 己 ･

岩永政博他

4 0 7 二 宮忠司 ･ 渡辺和子

4 0 8 日本考古学協会

4 0 9 日本考古学協会新潟

大会実行委鼻会
4 1 0 日本海洋学会他

4 1 1 日本 の 地質『関東地

方』編集委員会編
4 12 沼沢豊 .

田中新史

4 1 3 沼沢豊

4 14 沼沢豊

4 15 沼沢豊･ 森尚登
･

深沢

克友

4 16 沼沢豊

｢匹惟 紀の神ま つ りはどのようなもの だ っ た

か
- 滑石製農工具の 検討か ら+『新視点

日本 の 歴史』第2 巻古代締I

｢ 古墳出土 の 石製祭器
一

滑石製農工 具を

中心として -

+『考古学雑誌』第79 巻第2 号

｢ 西地 区出土土器+『昭和43 年度 上総国

分寺祉調査報告』

『泰遠寺山古墳』

『土師の 里8 号墳』

『上総 江千田金環塚古墳』

『市原市今富家山古墳確認調査報告書』

｢ 上福田1 3 号墳+『主要地方道成田安食線
道路改良事業に伴う埋蔵文化財調査報
告書』Ⅱ

『全詳 吾妻鏡』全5 巻
･

別巻1 巻

『千塔山遺跡』

｢ 千葉県中原 古墳群調査報告+『古代』第
3 7 号

｢ 千葉県山武郡土気 町舟塚古墳の 調査+

『古代』第48 号

『市原市周辺地域 の 調査』

｢ 古代東国 の 水上交通+『古代東国の 民衆
と社会』
｢横枕1 ･

2 号墳+『昭和5 4 年度県営圃場整
備事業地域埋蔵文化財発掘調査報告』
『平城宮発掘調査報告』Ⅵ

『黒塚古墳』

『公津原』

｢ 装飾付大刀と古墳時代後期の 兵制+『考
古学研究』第3 0 巻第3 号

新人物往来社

日本考古学会

上総国分寺地調査団

松岡町教育委員会

藤井寺市教育委員会

市原 市教育委農会

千葉県教育委見合

千葉県文化財セ ン タ
ー

新人物往来社

基山町遺跡発掘調査 団

早稲田大学考古学会

早稲田大学考古学会

市原市教育委員会

名著出版

三 重県教育委員会

奈良国立文化財研究所

学生社

千葉県地域振興公社

日本考古学会

｢ 平底 の 土器 ･ 丸底の 土器+『土器様式 の 成 真陽社
立とその 背景』
｢ 六本黒木遺跡+『九州横断自動車道関係

埋蔵文化財発掘調査報告』I

『藤岡市埋蔵文化財調査報告書』第5 4集

『関東 における古墳出現期 の 諸問題 資料』

『東 日本における古墳出現過程 の 再検討』

『日本全国沿岸梅津誌』(第3 刷)

『関東地方』
一

日本 の 地質3 -

『古墳時代研究』Ⅱ 一 千葉県市原市六孫
王 原古墳の 調査 -

佐賀県教育委員会

福岡市教育委員会

日本考古学協会

日本考古学協会

東海大学出版会

共立出版

古墳時代研究会

『千葉東南部 ニ ュ
ー タウン』1 - 椎名崎古墳 千葉県都市公社

群(第1 次) -

富驚諾謂憲
J

i 認諾許
問 干葉県文化財セ ンタ

ー

L 9 9 3 (1 2 6 -

13 5 貰)

19 9 3 (3 卜6 1 頁)

1 9 6 9 ( 1 9
-

2 0 貫)

1 9 8 4

1 99 4

1 98 5

1 99 2

1 99 3 (1 8 - 2 7 貫)

1 97 6

1 97 8

1 9 62 (1 - 2 1 貫)

1 9 6 7 (1 7
- 3 2 貫)

1 9 6 7

1 9 94 (1 3 3 - 1 7 1 貫)

1 9 8 0

1 9 7 4

1 9 9 8

19 7 5

1 9 83 (5 0 - 7 0 貫)

1 9 8 6 (1 6 7 - 2 0 5 頁)

1 9 8 0 (1 2 卜1 7 6 貫)

19 8 0

1 9 8 1

1 9 9 3

1 9 9 2

1 9 9 1

1 9 7 5

1 9 7 5

1 9 7 7 (3 卜1 0 l
,
1 18

-

1 5 4
,
4 8 4 - 5 0 8

貢)
『佐倉市飯合作遺跡』 干葉県文化財 セ ンタ ー 1 9 7 8

濫 艶 欝
』 欄 口 宏先生 早稲田大学出版部 1 9 8 0 (2 0 7

- 2 2 0 貫)

- 29 8 -



番号

41 7

著者名

41 8 沼沢盤

41 9 沼沢盤編

42 0 沼沢盤他

42 1 野上丈助

4 22 野 口実

4 23 野間蕊孝

42 4 新野谷憤他

4 ･2 5 新原恭 -

他

42 6 蘇原儀征 . 滴水箆
-

･

寺 沢瀦
42 7 萩原恭 -

42 8 萩原恭 -

42 9 羽咋市史綿糸委員会

4 3 0 橋口 尚武

4 3 1 橋本澄夫他

4 32 橋本輝彦

4 33 八賀晋

43 4 巾隆之編

43 5 原 田 事 二 他

# S 発 行元 発行年 掲献頁

『成瀬町衆行寺廃寺跡確敢闘査報告』

『千葉鼎富津市内凝塚古墳鮮測盈調査報
告静』
『成来町英行尊厳寺跡研 究嗣査概報』

｢ 古墳時代における鉄および鉄器生産の諸
問題+『考古学研究』第1 5 巻第2 骨

『坂凍武士団 の 成立と発展』

｢ 宮崎市下北方古墳群をめぐっ て+『宮崎考
古』第8 骨

『聴角 寺古墳群節10 1 号音墳哉据調査報告

番』

『千衆愚行線内埋蔵文化財凝根調査報昏

静』E

『纏向石塚古墳』範囲確常調査( 第4 次) 概
戟

鼎立罪総風土記 の 丘

干来県文化財セ ンタ
ー

千葉県教育卒風会

千葉県文化財セ ンタ
ー

考古学研究会

弘生者林

宮崎考古学会

千葉牌教育番展会

千葉県文化財セ ン タ
ー

桜井市教育費県会

｢ 畑沢埴輪生産漉跡+ ｢厚総 に おける埴輪 の 千来県文化財セ ンタ ー

変遜と分布+『千来県文化財セ ンタ ー 研究

紀要』1 5

『山武町胡魔手台16 骨墳発掘嗣査報告番』 千葉膿教育委展会

『羽咋市の考古資料』一

羽咋市史原始古代 羽咋市
編 -

｢ 鼎潮の考古学+『風潮 の 道』 一 悔と列島文

化7
-

｢ 金沢市下安原海岸遺跡 の 第1 次調査+『石

川考古学研究会々 誰』第18 骨

｢ 纏向遺跡 の 発生期古墳出土 の 土常に つ

い て+『庄 内式土器研究』Ⅹ Ⅳ

｢ 富雄丸山古墳の 出土遺物+『富雄丸山古
墳 ･ 西 宮山古墳出土遺物』
『下郷』

『佐原 市内遺跡群発掘調査概報』Ⅱ

43 6 原秀 三 郎
･ 柴垣勇夫他 『遠江 堂 山古墳』

43 7 春成秀爾

43 8 春成秀爾

4 3 9 春成秀爾

4 4 0 菱田哲郎･ 高橋克尋他

44 1 平野雅之 ･ 諸墨知義

44 2 平野功他

44 3 深沢克友

4 44 福田正継 ･ 中野雅美他

4 45 藤田憲司

4 46 藤田富士夫

4 47 古内茂
･ 伊藤智樹他

4 48 古内茂
･

大野康男編

4 4 9 星青巨象 ･ 葛西功
･ 西山

克 己他

｢ 遠江 の 銅鐸寸感+『浜松市博物館館報』I

｢ 吉備と大和+『第9 回古代史シ ン ポジウム』

小学館

石 川県考古学研究会

庄内式土器研究会

京都国立博物館

群馬県教育委員会

佐原市教育委員会

磐田市教育委員会

浜松市博物館

全 日空
･ 朝日新聞社

｢ 弥生から古墳 - - その 変革過程 -

+『日本 日本考古学協会
考古学協会 199 2 年度大会』研究発表要 旨

『行者塚古墳 発根調査概報』 加古川市教育委員会

｢ 富士 見台遺跡(F T O O8)+『年報』N o . 5 君津郡市文化財 セ ンタ
ー

『三 之分 日大塚山古墳発掘調査報告書』 小見川町教育委員会

｢ 竜角寺古墳群研究の 変遷と意義+『房総風 千葉県立房総風土記 の 丘

土記 の 丘年報』1 l - 昭和6 2 年度 -

｢ 塚 の 峯遺跡+『岡山県埋蔵文化財発掘静 岡山県文化財保護協会
査報告』22

｢ 讃岐(香川児) の 石棺+『倉敷考古館研究 倉敷考古館

集報』第12 号

『古代の 日本海文化』-

海人文化 の 伝統と 中央公論社

交流 -

『干葉東南部 ニ ュ
ー タウン』1 2 - 南二 重堀遺 干葉県文化財セ ン タ ー

跡 -

『千葉束南部 ニ ュ
ー タウン』1 5 一

馬 ノ口 遺跡 干葉県文化財セ ンタ ー

也
-

『白駒古墳』

- 29 9 -

君津市白駒遺跡発掘調査会

19 8 0 (3 4 - 43 頁)

19 8 2

1 98 6

1 9 83

1 9 6 8 (55 - 7 5 貫)

19 8 2

1 98 2 (3 5 - 3 7 貫)

1 9 88

1 9 86

L9 8 9

19 9 4 (7 6 - 1 29 , 1 6 0 -

17 7 貫)

1 99 5

1 97 3

1 9 91 (5 5 - 8 8 頁)

1 9 7 5 (9
-3 5 貫)

1 9 9 7 ( 10 2 - 1 13 賞)

1 9 8 2 ( 卜2 8 京)

1 9 8 0

19 8 8

ユ9 9 5

1 9 8 9 (1 3
-

1 6 貫)

19 9 1 (13 - 21 頁)

1 9 9 2 (60 - 6 7 頁)

19 9
t

7

1 9 8 7

19 8 7

1 9 8 8

19 7 7 (1 95 -

2 7 7 貫)

19 7 6 (5 8
- 79 頁)

19 9 0

1 9 83

19 84

1 9 8 1



番号 著者名 書名 発行 元 発行年 掲聴粛

45 0 本間清利

4 5 1 埋蔵文化財研究会

4 52 埋蔵文化財研究会

4 53 埋蔵文化財研究会編

4 5 4 埋蔵 文化財研究会編

4 55 前田敏彦

4 5 6 前橋文化財研究会編

45 7 間壁忠彦

4 58 間壁忠彦 ･

間壁恵子

45 9 増田精 - 他

46 0 増田逸朗 ･ 水島孝行他

46 1 松枝正根

4 62 松尾昌彦

4 63 松島栄治他

46 4 松村 一

昭

46 5 松村
一

昭

4 66 松村･ 一

昭

4 67 松村
-

昭

4 68 松村
一

重他

4 69 松本和男 ･

二 宮治夫他

4 70 松本豊胤他編

4 7 1 属 目順
- 他

4 72 丸子亘 ･ 渡辺智借他

4 73 丸 山竜平
･ 中村博司他

4 7 4 美里町史編纂委員会

4 7 5 三島格他

4 76 三辻利
一

4 7 7 三宅宗議 ･ 茂木好光編

4 78 宮代栄 - ･

谷畑美帆

4 79 宮田登編

48 0 宮本哲郎編

48 1 向田裕始編

48 2 村井光雄

『利根川』

『西 日本における方形周滞墓をめぐる諸
問題 資料』
『定型化する古墳以前 の 基制』

『倭人と鏡』そ の2 - 3 ･ 4 世紀 の 鏡と墳墓

『前方後円墳 の 再検討』

｢ 和歌山県和歌 山市車駕之音吐古墳+

『日本考古学年報』4 6

『富田遺跡群 ･

西大童遺跡
･ 清里南部遺

跡群』
『石棺から古墳時代を考える』

｢ 岡山県丸山古墳ほか長持形 ･ 古式家形

石棺 の 石材同定+『倉敷考古館研究集
報』第1 0 号

『牛久 Ⅲ 号墳調査抄報』

『清水谷
･ 安光寺

･ 北坂』関越自動 車道関

係埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅹ Ⅰ

『古代日 本 の 軍事航海史』上巻

｢横穴式 石 室石材 の 交溌と地域性+『人

物埴輪の 時代』
『群馬県史』資料編3

『赤城村峯岸山 の 古墳』1

『赤掘村峯岸山 の 古墳』2

『赤堀村地蔵山 の 古墳』3

『赤堀柑地蔵山 の 古墳』2

埼玉新聞社

埋蔵文化財研 究会

埋蔵文化財研 究会

埋蔵文化財研究会

埋蔵文化財研 究会

日本考古学協会

前橋文化財研究会

同朋舎出版

食敷考古館

千葉県教育委員会

埼玉 県埋蔵文化財調査事業団

かや書房

葛飾区郷土と天文の博物館

群馬県

赤堀村数育委員会

赤堀村数育委員会

赤堀村数育委員会

赤掘村数育委員会

『お富士山古墳』 - 範囲確認調査報告審 伊勢崎市教育委員会

｢狼谷遺跡+『岡山県埋蔵文化財発塊調
査報告』7

『香川 の 前期古墳』

『八幡台遺跡』

『城山第1 号前方後円墳』

『高島郡新旭町堀川遺跡』

｢美里町 の 古墳+『美里町史』通史編

｢ 山下古墳調査概報+『熊本の 歴 史と社
会』

岡山県文化財保護協会

日本考古学協会昭和5 8 年慶大

会香川県実行委負会
い わき市教育文化事業団

小見川町教育委員会

滋賀県教育委員会

美里町

熊本史学会編

｢ 千葉県内の 古墳出土埴輪 の 蛍光Ⅹ線分 千葉県文化財 セ ンタ ー

析+『干葉県文化財 セ ン タ
ー

研究紀要』1 5

『五松山洞千葉大学文学部考古学研究 石 巻市教育委員会
室 窟遺跡』

一

発根調査報告 -

｢続 ･ 埼玉 県内出土 の 馬具
一

副葬品とし 埼玉考古学会
て の 馬具分析 の 問題点+『埼玉考古』第
3 2 号

『海と列島文化』第7 巻黒潮 の 道

『金沢市南新保D 遺跡』

『下山遺跡群発掘調査報告』

｢ 干葉県木更庫市大塚 山古墳出土遺物
の 研 究+『ミュ

ー ジア ム』第1 89 号

- 30 0 -

小学館

金沢市教育委員会

広島県埋蔵文化財調査 セ ン

タ ー

東京国立博物館編 ･

美術出版
社

1 9 78

1 9 82

1 9 88

1 9 9 4

1 9 95

1 9 95 (5 3 卜53 5 常)

1 9 8 0

1 9 9 4

1 9 7 4 (2 2 卜23 1 貫)

1 9 7 2

1 9 8 1

1 9 93

1 9 9 7 (7 9 - 8 2 頁)

19 8 1

1 9 7 5

1 9 7 6

1 9 7 7

1 9 7 8

1 9 8 9

1 9 75 ( 卜43 貫)

1 9 83

1 9 8 0

1 9 78

1 9 7 5

1 9 8 6 (1 4 5 -

1 9 1 貫)

1 9 7 7 ( 卜1 7 貫)

1 9 94 (1 3 0 - 15 8 貢)

1 9 88

1 9 96

1 9 9 1

1 9 81

1 9 80

1 9 6 6 (2
-

1 7 貫)



番号 著者名 蘭名 発行元

48 3 村井寛輝編

4 84 村井寅雄 ･ 本村豪牽･

望月幹夫他

4 85 村井寅雄･ 亀井正道 ･

本村豪華 ･ 望月幹夫 ･

井上洋 - 他

48 6 日異音明他

4 87 茂木雅博編

48 8 茂木努 ･ 丸山治雄 ･ 志

村哲
48 9 茂木努 ･

志村哲

4 9 0 森蕊彰文
･

田 口 崇

4 9 1 森田勉 ･ 尾田弘稔他

4 9 2 森本 六 爾

49 3 山内昭 二 他

49 4 山 口 辰
- ･ 慶春季正

49 5 山 口 典子他

49 6 山崎武編

4 9 7 山路直充

4 9 8 湯川悦夫･

加納俊介

4 9 9 遊佐和放

5 0 0 遊佐和放

5 0 1 遊佐和敏

5 02 横須賀考古学会

5 0 3 横田里司

5 04 吉 田東伍

5 05 吉田東伍

5 0 6 吉田東伍

50 7 吉廻純
･

大村直編

50 8 由水常雄

『境古墳群 ･ 凍遺跡』 熊本県教育委員会

『来演国立博物館図版目録』- 古墳遺物 来演国立博物館
瀞( 関束Ⅱ) -

『来演 国立博物館図版目録』- 古墳遺物 東京国立博物館
瀞( 関束Ⅲ) -

『母畑地区遺跡発掘調査報告』Ⅸ -

早稲 福鹿県教育委員会
田古墳鮮 -

『常陸須 和間遮跡 の 研究』

『白石稲荷山古墳範囲確認調査報告番』群馬県藤岡市教育香魚会
Ⅰ

『白石稲荷山古墳範囲確認調査報告番』群馬県藤岡市教育番農会
Ⅲ

『木幡台遮跡 ･ 桜山古墳 埋蔵文化財発

掘調査報告番』
『九州縦欝自動車道関係埋蔵文化財調

査報告』Ⅹ Ⅹ Ⅹ Ⅰ 下車
｢ 直弧紋を有す る石製刀子+『古代文化
研究』第2 号

『舟塚山古墳周健闘査報告番』

｢墳墓+『武蔵国府関連適跡調査報告』Ⅰ
一 白糸台地域の 調査1 -

『千葉市荒久遺跡( 1)』

『生出塚遺跡』

｢ 薗角寺軒瓦(山田寺式) の 年代+『官営
工 房研究会会報』6

｢ 南関束出土 の 東海系土器とそ の 問題+

『小田原考古学研究会会報』 第5 骨

｢ 所謂『帆立貝式台填』の 形態的分離に

つ い て+『古代』第68 号

｢ 造り出 し付き円墳に つ い て+『史学』第5 2

巻第2 号

『帆立貝式古墳』

『三浦半島 の 海蝕洞穴遺跡』

｢ 五 領期 の 江原台+『江原台』

『大 日本地名辞書』板東

『利根治水論考』

『利根 の変遷と江戸 の 歴史地理』

『神谷原』I

『トン ボ玉』

5 0 9 龍ヶ崎市史編纂委員会『音巨ヶ崎市史』- 中世史料編 -

5 1 0 若松良 -

5 1 1 若松良
一

5 1 2 和 田畢

5 13 和 田晴吾

5■1 4 和 田 晴吾

｢埼玉将軍山古墳と渡航文化+『考古学
ジャ

ー

ナ ル』N o . 3 49

｢ からくに - 渡 っ た東国 の 武人たち+
-

埼

玉将軍山古墳と房給の 首長 の 交流をめ

ぐっ て - 『法政考古学』第2 0 集

｢ 東国 - の 海 つ 路+『環境文化』第5 5 号
一

特集 ･

歴史 の 道 一

海上 の 道 -

鹿鹿町木憶台適跡発掘蘭査

会 ･ 日本文化財研究所
福間県教育委風会

古代文化研究会

石 岡市教育委風会

府中市教育委農会

千葉県文化財セ ンタ
ー

鴻巣市遺跡調査会

奈良国立文化財研究所

小田原考古学研 究会

早稲田大学考古学会

三 田史学会

同成社

横須賀考古学会

江原台第 一 遺跡発凍調査団

関東史料研究会

希書房 出版

薦書房出版

耶田遺跡調査会

平凡社

龍ヶ崎市教育委員会

ニ ュ
ー

サイ エ ンス 社

法政考古学会

環境文化研究所

｢ 古墳時代 の 石 工とその 技術+『北陸 の 考 石 川考古学研究会

古学』 一 石 川考古学会々 誌第2 6 号 -

｢金属器 の 生産と流通+ 岩波講座『日 本 岩波書店

考古学』3
- 生産と流通

…

- 3 0 1
-
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発行年 掲戟京番号 著者名 書名 発行元

日本考古学会 19 8 7 (4 4 - 5 5 京)

1 9 7 4

1 9 7 6

1 9 8 3 ( 8 - 13 質)

5 15 和田晴吾

51 6 和田英雄

｢ 古墳時代の 時期区分をめぐっ て+『考古

学研究』第3 4 巻第2 号

『古沢町遺跡発掘調査報告』弥生時代編 名古屋市教育夢見会

5 17 渡辺久 卦 金井塚良
- 『西原古墳群』 考古学資料刊行会

5 18 渡辺修 -

5 1 9 渡辺修
一

52 0 綿貫友子

｢群小区画墓の終蔦期+
一 所謂[ 方形周 千葉県文化財セ ンタ

ー

清適構] をどう見るか - 『研究連絡誌』
第6 号

｢ 群小区画基の 終蔦期(2) +
一 方形周構 千葉県文化財セ ン タ

ー

遺構における埋葬施設 の新例とそ の 検

討 - 『研究連絡誌』第1 4 号

『中世東国の 太平洋海運』 東京大学出版会

-

302 -

1 9 85 (9 -

L 4 賞)

L 9 9 8


